
熱帯林造成技術 
テキストNo.10 

ISSN 1341-559X 

森 徳 典 ほか編 

熱帯樹種の造林特性 第3巻 

《

，

 

、
 

t
 

1プ 

タ
き
（
、
 

I 
八
《
‘
・
イ
 

》
‘
 
、
 

一
 

、

一

 

ぜ
 

γ 

「
 

需箇際緑ィヒ推進センター 

ISSN 1341‐559X
熱帯林造成技術
テキス ト No.10

森 徳 典 ほか編

熱帯精す零重の遣1不平持1性 第3巻

熱
帯
樹
種
の
造
林
特
性

第

お

　
　

　

-「‐.▲
ゞ ・ -

t 琴 .扇 .　

　
′、

,

ー

.;
▲ ▲-

　 　 　

徳

典
ほ
か
編

(
財
)
国
際
緑
化
推
進
セ
ン
タ
ー

-
鯖糧 瞳緑化推進センター



熱帯樹種の造林特性 

第3巻 

森 徳典 ほか編 

1Q97. 12 

（財）国際緑化推進センター 

熱帯樹種の造林特性

第 3巻

森 徳典 ほか編

ヱ997 12

(財 )国際緑化推進センター



SILVICS OF TROPICAL TREES Vol. 3 

edited 

by five members headed by Dr T. Mon 

and 

written by 33 authors 

Editors appreciate the courtesy of the International Institute of Trop-

ical Forestry, USDA Forest Service, Puerto Rico to allow them to use 

ITF Tropical Silvics Senes for preparing manuscnpts. 

December 1997 

Japan International Forestry Promotion & Cooperation Center 

Tokyo Japan 

SILVICS OFTROPICAL TRBBS VOI.3

ed・ted

by fiVemembers headed by Dr T ・Mon

alld

written by 33authors

Editors appreclate the courtesy of the lnternatlollal lnstitute of Trop-

・caI Forestry, USDA Forest serv ・ce,Puerto R1co toallow them to use

工TF TropicaI SI1vics Senes for preparing lnanuscnpts.

December l997

Japan lnternationaI Forestry Promotion & Cooperation Center

TokyoJapan



テキスト 「熱帯樹種の造林特性」第3巻の発刊にあたって 

テキスト 「熱帯樹種の造林特性」 もいよいよ最終第S巻の発刊を迎えること 

となりました。3年前，熱帯地域での造林を進めるうえで熱帯造林樹種に関す 

る情報を集大成する必要かあると，浅川澄彦，森徳典の両先生にご無理をお願 

いし，本テキストが発刊されることになりました。 

両先生に池田俊彌，桜井尚武，石塚和裕，太田誠ーおよび斎藤昌宏の諸先生 

が加わり編集委員会が構成され，掲載樹種の選定，執筆者の選考と執筆依頼， 

海外文献の引用許可など全てをやって頂き，無事S巻lao余樹種について集大 

成することが出来ました。 

本テキストか完成しましたことにつきましては，委員をお引き受け頂いた諸 

先生， とくに浅JlL 森の両先生にはそのご苦労， ご努力に対しあつく御礼申し 

上げます。また，本テキストの執筆を快く引き受けて下さり発刊にご協力下さ 

いました諸先生にも心から感謝申し上げます。 

我が国の林業国際協力もはや20年か過き，熱帯樹種に関する情報もかなり 

蓄積されてきたと思われます。ここら辺りで，その集大成を図っておく意味で 

も本テキストが完成された意義は大きいものと思われます。勿論,本テキスト 

が，今後の我が国林業国際協力に従事する人々にとって心強い味方となること 

は間違いないと思っております。 

今後，地球温暖化問題など地球環境問題の深刻化が予想され，国際協力も今 

や開発から環境へと協力の視点も変わってきている中で，熱帯地域での森林造 

成の重要性はますます増してくるものと思われます。 このような時期に本テキ 

ストが発刊できましたことは，まことに時宜を得たものと悦んでおります。 

とはいえ，本テキストはまだまだ完成されたものでは有りません。熱帯地域 

での造林もまだ緒についたばかり， これから色々な情報が得られ蓄積されて行 

くでしょう。 出来ましたならば，本テキストもそれら情報の集積に応じて逐次 

改訂し完成させて参りたいと願っております。 

1997年11月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山 智英 
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6 カマバアカシア “cacia auricul加rmis）の花 

9 カマバアカシアの若い造林地 
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利用される方へ 

樹種の配列にあたっては，熱帯植物要覧(1996版）によって科を配列し，科 

の中については，属名のアルファベソト順とした。ただし，マメ科については， 

ネムノキ亜科, ジャケッイバラ亜科，マメ亜科の順にまとめた。 

学名は属名と種小名をイタリックで示し，各樹種のヘソドラインのみ，命名 

者名を添えた。シノニムはてきるだけ収録するようにつとめた。なお，学名に 

は以下のような略号を用いた。Subfam は Subfamily（亜科）, Sect. は Sec-

hon（節）の略，spp.は複数の種,sp‘はI種，subsp またはssp はsubspecies 

の略て亜種，var はvariety て変種をそれぞれ示す。 

和名は熱帯植物要覧を参考にしたか，一部については必ずしも適切でないよ 

うに考えられたので，近年，関係者の間で呼びならされているものなとを選ん 

だ。なお，学名や一般名をそのまま読んだものもあるか， この場合にもできる 

だけ普通の読み方にしたかうようにつとめた。これまでに適当な和名かない場 

合，種小名のあとに属名をつけるというルールをとったものもある。 

一般名または地方名についても，てきるたけ英名と各地の現地名を挙げるよ 

うにつとめたか，必ずしも十分ではなく，近い将来に補足してゆかねばならな 

いと考えている。 

植物の器官や組織の名称，例えば豆果，莢果，さく果，萌果，雄しべ,雄ず 

いなとは，本書ではあえて統一しなかった。 

力ラー写真は冒頭にグラビア写真としてまとめた。執筆者以外の方が撮影さ 

れたものについては撮影者のお名前を付記して謝意を表した。撮影者名かない 

ものは，その樹種の執筆者か撮影したものか，編集委員か撮影したものである。 

各樹種末尾の文献リストは，とくにその樹種に関わるものを挙げるようにつ 

とめ，共通的な文献は索引の前に併せて収録した。 

索引は，英文字,カタカナ，かな，漢字の順で，英文字はABC 順，その他は 

50音順とした。 

本巻の目次のあとに，参考のために第1巻，第2巻の目次を再録するととも 

に，巻末に第I巻，第2 巻の索引も再録した。 
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1 

1. イ o コ (Iroko, Fustic Tree, African oak) 

学名：Miltcza excelsa (Weiw ) CC . Berg 

クワ科 

小野寺弘道 

イロコは熱帯アフりカ産のクワ科の落葉大高木て，美しくすんなりした幹は 

熱帯アフリカの最良て最も重要な木材樹種とみなされており，Iroko （商業 

名), Odum , Elunli, Elui, Ala, Edi (ガーナ), Troko, Mvule, Mruri, 

Minarui, Mtumba, Murumba, Olua (ケニア), Mbara, Mtumba, 

Kimrumba （ウガンダ）,Toumbohiro Noir（セネガル，ギニア）,Simme （ギ 

ニア）, Semli（シエラレオネ， リベリア）, Semo （キッシ）, Loko（ハウサ）, 

Roko（ョルバ）, Iroko （ビニ）,Osan（ホキ）,Kambala （サイール）, Dado 

（アヌアク）,Mvule （西アフリカ地域の商業名，スワヒリ）,Mururi （メル）, 

Minarui （ボニ）,Muri（タべタ， ムツンバブ， ムルンバ）,Odum （コートジ 

ボアール， トーゴ）,Rokko, Oroko, Troko （ナイジェリア，カメルーン，赤 

道ギニァ）,Kanba垣 Mloundou, Bangni （中央アフリカ,ザイール）,Abang 

（カメルーン， ガボン）,Mandji（ガボン）,Molundu, Lusanga（コンゴ）, 

Mereira （アンゴラ）,Mufule, Mvule, Intule, Mandji, M 'Gonde （モザン 

ビーク） など， きわめて多数の地方名で呼はれている。 また， シノニムには 

Chlorophora excelsa, C tenuifolta, C. atba, Maclure eズcelsa かある。 

成熟木には明らかな耐火性かある。樹皮や材に含まれている化学成分には薬 

物としての効果かあるとされ，医学的に利用されている。また，この木は，西 

アフリカのある地域，特にTboland （ナイジェリア）においては神聖な植物と 

みなされており，その樹皮は儀式に使用される材料となっている。 

分布と生態 

海抜約1,300m まての落葉林,半落葉林，あるいは常緑林,しばしばガレリア 

林（拠水林）や時として隔離分布した残存林にみられる。A ntzaris-Milicza群 

集の半落葉林のや、乾燥した部分に，密てはないかかなり多くの数がみられ 

る。西アフリカでは年間雨量1,150-4,900 mm ，気温25 -'35℃のところに分布 

する。土壌水分条件が好適なや、乾燥した地域に分布することか知られてい 

7
▲

1. イ ロコ (lroko,FusticTree,Africanoak)

学 名 :肌 "に鄭 8篇 BZSα (Welw)CC.Berg

クワ科

小野寺弘道

イロコは熱帯アフリカ産のクワ科の落葉大高木て, 美しくすんなりした幹は

熱帯アフリカの最良て最も重要な木材樹種とみなされており,lroko( 商業

名 ),odum, E1unll,E1u ・,A1a,Ed ・ (ガ ーナ ),lroko,Mvule,Mrun,

Minarul, Mtumba, Murumba, 0lua (ケ ニ ア ), Mbara, Mtumba,

Kimrumba (ウガ ンダ ), ToumbohiroNolr( セ ネ ガル , ギ ニア ),S1mme( ギ

ニ ア ),Seml ・ (シエ ラ レオネ , リベ リア ),Semo( キ ッシ ),Loko( ノ・ウサ ),

Roko( ヨルバ ),lroko( ビニ ),osan( ホキ ),Kambala( サ イ ール ),Dado

(アヌアク),Mvule( 西アフリカ地域の商業名 , スワヒリ),Murur1( メル),

M1naru ・ (ボ ニ ),Mur ・ (タベ タ, ム ツ ンバ ブ , ムル ンバ ),odum( コー トジ

ボアール , トー ゴ),Rokko,oroko,lroko( ナ イ ジェ リア , カ メル ー ン, 赤

道 ギ ニ ア ),Kanbala,M1oundou,Bangn ・(中央 ア フ リカ , ザ イール ), A bang

(カ メル ー ン, ガ ボ ン),Mandii( ガ ボ ン),Molundu,Lusanga( コ ンゴ ),

Mere ・ra( ア ンゴラ ),Mufule,Mvule, 工ntule,Mandji,MGonde( モザ ン

ビーク) など, きわめて多数の地方名で呼はれている。 また, シノニムには

C形御 op加γα錦 ce‘鋤 ,C z鋤 似io比α,C. α坊α, 賜αcZ“m 沈 c8Z細 か あ る。

成熟木には明らかな耐火性がある。樹皮や材に含まれている化学成分には薬

物としての効果があるとされ, 医学的に利用されている。また, この木は, 西

アフリカのある地域, 特に工boland( ナイジェリア) においては神聖な植物と

みなされており, その樹皮は儀式に使用される材料となっている。

分布と生態
海抜約 1,300m まての落葉林,半落葉林,あるいは常緑林, しばしばガレリア

林 (拠水林) や時として隔離分布した残存林にみられる。Amzαγ雄-財政czα群

集の半落葉林のや 乾燥した部分に,密てはないかかなり多くの数がみられ

る。西アフリカでは年間雨量 1,150~1,90omm, 気温 25~35oC のところに分布

する。土壌水分条件が好適なや〉乾燥した地域に分布することか知られてい
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る。水はけの良い土壌を好み，停滞水には耐えられない。若木の光に対する要 

求度は高い。 

村落の周辺や，一般に商業価値的理由から農民によって放棄されたような古 

い農地においてはありふれた木である。開けた場所，道路沿い,新たに開墾さ 

れた農地において天然に更新する。好適な環境の下では，初期の年間成長か08 

~1m というのも珍しくはない。 多汁な若いシュートはしばしばダイ力ーなど 

の野生獣に食われる。熟した果実は食用に適しており，鳥類やコウモリを引き 

付けると同時に,彼らは種子散布の手伝いをする。 

熱帯アフリカに繁茂しており，シエラレオネ，アイホリーコースト，ガーナ， 

トーゴ，ベニン，ナイジェリア,カメルーン，フェルナンドポ島（赤道ギニア）, 

ガボン， スーダン， ェチオピア， ウカンダ， ケニア， タンザニア， サイール， 

モサンピーク， マラウィ, ジンパブェ， アンゴラの国々にみられる。 

樹種の特徴 

樹高60m，直径25m かそれ以上に達する大木で，ときどき落葉し，雌雄異 

株（稀に雌雄同株）である。落葉および開葉の時期は非常に不規則で，季節と 

の関連がはっきりしない。板根は通常短く鈍角で， しばしば水平方向の黄色の 

皮目のついた大きく露出した赤褐色の側生根を伴っている。幹は通直て，およ 

そ3am ほどの長さまで枝が無く円筒形である。樹皮は灰色から暗褐色， ある 

いは黒みを帯びていて，最初は平滑であり，後にざらざらした感じになり薄片 

になって剥げ落ち，まれに裂溝が入り，細長く裂けた褐色の斑点を伴うクリー 

ム色の樹皮は豊富な白い乳液を分必する。 

枝は上方に向かい，平らな樹冠を形成する傾向にあり，葉群は深緑色を呈し 

密度は濃い。葉は互生し 単葉で葉柄を有する。葉柄は2 5-6 cm,托葉は05 

-'Scm の長さかある。葉身は幅の広い楕円形て，長さは10 -'25 cm，幅は5-' 

15cm ある。葉の先端部は非常に短い鋭先形の端をもち丸みを帯びている。葉 

の基部は不等心臓形か時には円形である。葉縁には切れ込みかなく,葉の表面 

や裏面には葉脈間の微細な毛を除いては濃い毛は生えていない。葉脈は10-'22 

対あり葉縁部で上向きにカーブし裏面で隆起している。 

メハェや若木の葉は長楕円形で，葉縁に鋸歯があり，裏面は濃く長い粗毛で 

おおわれている。花序は葉腋につき，雄花穂は懸垂し20 -'32 ciilの長さかあ 

り，直径は6-'Smm である。花は白色て密に込んでいる。雌花穂は2-'4cm の 
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長さで,直径は14 

'-'18 mm である。 

花は緑色で，突き 

出た形をしてい 

る。果実は集合果 

で，やや円筒形を 

帯び4'-'7,5 cm の 

長さがあり，直径 

は2 ~25 cm あ 

り, しわか多く肉 

質である （肥えた 

青虫に似ている）。 

痩果は2 mnlの長 

さてある。 
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図1 1 M ,hcza excelsαの葉（1)，雄花序（2)，果実（3), 

種子（4) (Mbuya et aL 1994) 
種子‘育苗 

果実が成熟する時期は，東アフリカ地域では1月から3月までてある。沢山 

の果実か親木の下に落下するが，種子は主に鳥やコウモリによって散布され 

る。1 個体あたりの種子散布量は約20万粒である。新鮮な種子はおよそ16 日 

て容易に発芽し，発芽率は約88％てあるか，種子の生存期間は短い。果実はつ 

ぶして水で洗うのが最良てある。 乾燥された種子は保存か可能てあるが, 1年 

後の発芽率は約50％にまで低下する。種子は，果実をつぶした状態で一度に播 

く分には問題ないが，果実に入ったままの状態で2 -'3日以上放置すると発酵 

してしまう。 

苗床にばら播かれ発芽した苗は，およそ3週間て床替苗床に移植し，並べて 

植えられる。上長成長は8か月で約0I7'-l m ，そして, 1年で約2m になった 

という記録かある。それはスタンプ苗と裸根大苗による結果である。 

植栽には大きなスタンプ苗や裸根大苗か用いられる。スタンプ苗は少なくと 

も根元の直径が約2 5cm，高さが約23cm かそれ以上てなけれはならず，より 

大きいほど適しており,与えうる水の量に大きく依存し，播種後1'-2年が必要 

である。裸根大苗は， もし雨水のみで育苗するなら3年かかるか,潅水が可能 

ならばもう少し短縮できる。 

長さで,直径は 14

~18mm で あ る。

花は緑色で, 突き I

出た形を してい

る。果実は集合果

で, やや円筒形を

ぜ÷び
、
4~7.5cm の

長さがあり, 直径 r

は 2~ 25cm あ

り, しわが多く肉

質である (肥えた

2 もい 1“

青虫に似ている)。 3 蕨 …

痩果は 2mm の長 4

さてある。
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種子 (4)(Mbuya eごα乙1994)
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る。 1個体あたりの種子散布量は約 20万粒である。新鮮な種子はおよそ 16日

て容易に発芽し,発芽率は約 88% てあるか,種子の生存期間は短い。果実はつ

ぶして水で洗うのが最良てある。乾燥された種子は保存か可能てあるが,1 年

後の発芽率は約 50% にまで低下する。種子は,果実をつぶした状態で一度に播

く分には問題ないが, 果実に入ったままの状態で 2~3 日以上放置すると発酵

してしまう。

苗床にばら播かれ発芽した苗は, およそ 3週間て床替苗床に移植し, 並べて

植え られる。上長成長は 6か月で約 0.7~lm, そ して ,1 年で約 2m になった

という記録かある。それはスタンプ苗と裸根大苗による結果である。

植栽には大きなスタンプ苗や裸根大苗が用いられる。スタンプ苗は少なくと

も根元の直径が約 25cm, 高さが約 23cm かそれ以上てなければならず, より

大きいほど適しており,与えうる水の星に大きく依存し,播種後 1~2 年が必要

である。裸根大菌は, もし雨水のみで育苗するなら3年かかるが, 潅水が可能

ならばもう少し短縮できる。
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カーナのいくつかの地域ではプランテーションとタウンヤ式農地において植 

栽されてきたものの，キジラミ科の虫えい害虫（ゴールフライ） による病気の 

発生により，わずかの成功を収めているにすきない。混植の方か単一植え付け 

よりもましである。 

天然更新 

若木は旺盛に萌芽する。樹齢の大きい個体でも株からシュートを萌芽させる 

が，それらは数年後にはしばしば枯死するか腐ってしまう。多数の根萌芽が株 

の基部の周辺から発生し，とくに株が焼けた場合,それらが1-2 本に間引きさ 

れれは,完全に親木と取って代わることかできる。根萌芽は根が偶発的に切断 

された場合にも発生する。根は非常に浅いが，かなりの距離まで伸びている 

（少なくても45m）。このことは，とくに耕された土地においては重要な更新手 

段であろう。実生による天然更新は開けた場所では大変に良好であるが，成長 

を阻害し， しばしば死に至らしめるコールフライに常に襲われる。 このため， 

通常の自生地において若い苗が生き残るということは稀である。 

植栽・保育 

イロコの造林方法は明らかに非常に複雑て，その樹木の重要性にもかかわら 

ず，更新のための十分に確立された技術はまだないが,これまで多くの国々で， 

様々なタイプの苗木，とくにスタンプ苗や裸根大苗を用いて，いろいろな植栽 

間隔，林冠の有無，単一種植栽と混植の，また，樹木か全く取り除かれた新開 

地と立木密度の高い雑木林において，度重なる試験が行われてきている。 その 

問題は基本的には，ゴールフライによる被害を避けるため，低照度の林冠下て， 

しかも樹木相互を隔離する閉鎖した側方遮蔽のもとで，樹木を旺盛に成長させ 

なけれはならないということてある。このことは，いわゆる林冠と側方の競合 

が成長力を減ずることになるということと矛盾する。 

その結果,並外れて大きなスタンプ苗,例えば，直径約5cm，長さ約38cm 

のスタンプ苗を使用すること，よく発達した根系にすること，林冠を除くこと， 

根系の競争を避けるため広い間隔て植栽すること，土壌を覆い側方を保護する 

保護樹を探索すること，などか考えられている。 

このため，樹木が取り除かれた林地,あるいは雑木林に広い間隔（例えば6 

ill）で他の有用樹種と植栽し,その有用樹種の間を保護樹で満たす（’にば3m 
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離して）という混植の傾向かみられる。イロコは草との競争を好ます， このた 

め，草の成長を勢いづける火入れやその他のいかなる施業も避けるべきである 

ことが一般的に認められている。また，バナナの下に小規模に植栽することに 

よってうまくいっている例があり，この技術は， もし発展すれば,成功するの 

みならず有益となるかも知れない。 

成 長 

ゴールフライによる阻害やその他の不利な条件かなければ成長は早い。株は 

1年間に120--480 cm の長さのシュートを発生し,最初の15年間は年あたり 

およそ60-'90 cm の成長を維持する。利用径級に達するまでの直径成長は，お 

よそ60年伐期として，年あたり平均およそ1 3 errlの成長か期待できる。 

害 虫 

穿孔虫として, アフリカではカミキリムシ科の（】eropZesおconradtr, Cop-

tops aedザCo切2; Fh乃'neto 2‘ゆr050,P2ocaederus inndゆenn喝 Sterno切mus 

puichra が，ァシアではSthenras grisa切γが知られ, このうちPlo caederus と 

Sthenras は一次性である。 インドおよびその周辺地域ては，カイガラムシ 

iceryc form icarum の加害が知られている。 

最も重要な害虫は若木の葉や緑枝を攻撃するキジラミ科の虫えい害虫gall-

且y (Phytolyma iota）であるが，それはイロコを植栽木として利用する際の主 

要な制限要因となるので由々しきことてある。ゴールフライは芽,葉，若い枝 

の柔らかい部分に穿孔し，産卵後およそ9日でゴールが形成される。ゴールは 

葉や芽を失わせるため成長が阻害される。他の芽が開いても，それかまた侵入 

を受けやすい。かりに枯死しなくとも，結果的に非常に枝の多い植栽木になる。 

ひとたび植栽木が4m かそれ以上の樹高に達すると，ほとんど攻撃を受けなく 

なる。樹勢の回復はこの段階では全く容易てある。 

ゴールフライの攻撃の発生はもろに光と関係しており,その蔓延を抑えるた 

め植栽木を十分な被陰下で生育させることは可能である。林内の被陰下での実 

生苗は明らかにゴールの攻撃を受けない。 

収穫および利用 

材は高い商品価値かあり高値て売れる。 ガーナでは最高級の樹種群に含めら 

5

離して) という混植の傾向がみられる。イロコは草との競争を好ます, このた

め, 草の成長を勢いづける火入れやその他のいかなる施業も避けるべきである

ことが一般的に認められている。また, バナナの下に小規模に植栽することに

よってうまくいっている例があり, この技術は, もし発展すれば, 成功するの

みならず有益となるかも知れない。

成 長
ゴールフライによる阻害やその他の不利な条件がなければ成長は早い。株は

1年間に 120~180 cm の長さのシュートを発生し, 最初の 15年間は年あたり

およそ 60~9ocm の成長を維持する。利用径級に達するまでの直径成長は, お

よそ 60年伐期として, 年あたり平均およそ 13cm の成長が期待できる。

害 虫
穿孔虫として , アフリカではカ ミキ リムシ科の Ceγopzesis coれ頑 な Cop-

　　 　　　 　　　　 　　　　　 　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　 　　　　　　　　　

P“あれαが , アシアでは SZ膨れms g7Zsの oγが知 られ , このうち PZoc鯛 dems と

St膨れms は一次性 である。イ ン ドおよびその周辺地域ては, カイガ ラムシ

に勿卿ルテ留めαmm の加害が知られている。

最も重要な害虫は若木の葉や緑枝を攻撃するキジラミ科の虫えい害虫 galト

fly(Pれyおかmα卿郷) であるが, それはイロコを植栽木として利用する際の主

要な制限要因となるので由々しさことてある。ゴールフライは芽, 葉, 若い枝

の柔らかい部分に穿孔し, 産卵後およそ 9日でゴールが形成される。ゴールは

葉や芽を失わせるため成長が阻害される。他の芽が開いても, それかまた侵入

を受けやすい。かりに枯死しなくとも,結果的に非常に枝の多い植栽木になる。

ひとたび植栽木が 4m かそれ以上の樹高に達すると, ほとんど攻撃を受けなく

なる。樹勢の回復はこの段階では全く容易てある。

ゴールフライの攻撃の発生はもろに光と関係しており, その蔓延を抑えるた

め植栽木を十分な被陰下で生育させることは可能である。林内の被陰下での実

生苗は明らかにゴールの攻撃を受けない。

収穫および利用

材は高い商品価値があり高値て売れる。ガーナでは最高級の樹種群に含めら
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れ,国内，国外の両方に市場をもっている。 

材は黄褐色て，淡黄色の辺材をともなうが，乾燥後は暗褐色になる。材は硬 

く，およそ15％の含水率の時の平均重量は約657 kg/rn3である。材は中庸の粗 

さで交錯木理である。耐久性かあり，明らかに耐火性，耐蟻性，防腐性かある。 

自然乾燥，人工乾燥のいすれにおいても良好に乾燥し，非常にわすかの収縮と 

品質低下を伴うのみである。材は手と機械の両方の道具による加工が容易であ 

る。 

あらゆる種類の建築と一般の木工に利用される。高級建具，家具，内装造作， 

馬車のフレーム， ドアー，窓,階段，モルタル工事用材，ベンチの天板，橋の 

敷板に適している。また，基礎杭工事や海洋土木工事にも適している。辺材か 

らは良質の木炭がとれる。樹皮は皮革や布の染めに利用される。成熟した葉は 

研磨作用かありサントペーパーとして利用される。 

樹皮と葉は伐採地で容易に得られる。医薬用に利用されるため，樹皮はしば 

しば破砕され，乾燥され，ポール状に固められて包みの中に保存される。 

樹脂の乳液はcraw-craw （回旋糸状虫による伝染性の皮膚病で西アフリカ 

に多い）の治療や，消毒剤として創傷や火傷にも利用される。コンゴの一部で 

は，その乳肢は喉の腫蕩と閉塞の治療に使われるか，赤道地域では胃の疾患に 

も利用される。 

文 献 

Berg, CC & ME E Hijman (1989) Moraceae. Flora of Tropical East Afnca (EM 

Polhill, ed) AA Balkema/Rotterdam/Brookfield, 95pp 

Bhasin, GD , Roonwal, EL & B Singh (1958) A list of insect pests of forest plants 

in India and the adjacent countnes PartS, Indian Forest Bull (New Series) 171 

(2) 1 -126 

Duff y, E A J (1957) A monograph of the immature stages of African timber beetles 

(Cerambycidae). 338 pp., 10 pls 

FAO Forestry Department (1956) Tree planting practices in tropical Africa 298 pp 

FAO Forestry Department (1986) Some medical forest plants of Africa and Latin 

America. 252 pp. 

FAO Forestry Department (1986) Databook on endangered tree and shrub species 

and provenances 524 pp 

　

れ, 国内, 国外の両方に市場をもっている。

材は黄褐色て, 淡黄色の辺材をともなうが, 乾燥後は暗褐色になる。材は硬

く,およそ 15% の含水率の時の平均重量は約 657kg/m3 である。材は中庸の粗

さで交錯木理である。耐久性かあり, 明らかに耐火性,耐蟻性, 防腐性がある。

自然乾燥, 人工乾燥のいすれにおいても良好に乾燥し, 非常にわずかの収縮と

品質低下を伴うのみである。材は手と機械の両方の道具による加工が容易であ

る。

あらゆる種類の建築と一般の木工に利用される。高級建具,家具,内装造作,

馬車のフレーム, ドアー , 窓 , 階段 , モルタル工事用材 , ベンチの天板 , 橋の

敷板に適している。また, 基礎杭工事や海洋土木工事にも適している。辺材か

らは良質の木炭がとれる。樹皮は皮革や布の染めに利用される。成熟した葉は

研磨作用かありサントペーパーとして利用される。

樹皮と葉は伐採地で容易に得られる。医薬用に利用されるため,樹皮はしば

しば破砕され, 乾燥され, ポール状に固められて包みの中に保存される。

樹脂の乳液は craw-craw( 回旋糸状虫による伝染性の皮膚病で西アフリカ

に多い) の治療や, 消毒剤として創傷や火傷にも利用される。コンゴの一部で

は, その乳液は喉の腫塀と閉塞の治療に使われるが,赤道地域では胃の疾患に

も利用される。

文 献
Berg,CC & M E E H IJman(1989)Moraceae.F1ora of Trop ・caI East Afrlca(RM

PO1hill,ed)AA Balkema/Rotterdam/Brooklield,95pp
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{2)1~126
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2． ヒメツバキ（Schima) 

学名：Schlma walhchh (DC )Korth 

ツパキ科 

清野 嘉之 

本種の種内変異は大きく，変異は地質や立地条件，材比重の違いと関係かあ 

るといわれている。小笠原諸島や南西諸島に分布するものをSchima walllchi 

ssp wallwhii（ヒメツノペキ，イジュ）とするなど，本種を複数の亜種に分ける 

考えもあるが，ここではKessler & Sidiyasa (1994)にしたがい，種内を細分 

しないこととする。 

高さ約50m,胸高直径130cm に達する常緑中高木で，幹は直立し，板根を 

もたない。樹冠は球形から尖った形までいろいろで,成葉は深緑色で樹冠に密 

につき,梢の赤い若葉とともに,陽がさすとキラキラ光る。外樹皮は茶色か暗 

灰色で粗く,深い溝ができるか不規則な小片に割れる。内樹皮の色はストロベ 

リーレソド。葉は単葉でやや厚く革質で互生し，葉身は披針形～楕円形で45 

cmx 2 cm から13cm X5.5cm くらいの大きさになり,鋸歯がある。花（グラビ 

ア1)は白色て直径2-'-'4cm，葉腋生のものは単生，枝先では群生する。果実 

（グラビア2）はほぽ球形で直径1-2cm，木質で固く，若いうちは絹のような 

銀白色を帯びるか，成熟すると茶色くなり5裂して種子を散らせる。種子は平 

たく薄茶色で外縁に紙質の翼をもつ。翼を含めた種子の大きさは短径か05-

08cm，長径か0.9~l 3cmてある。 

材は加工し易く,きめ細かい肌をしており，固く，気乾比重は066'-079。心 

材は桃色や赤褐色など，辺材は灰白色で，材の収縮率は放射方向に45-,47%, 

接線方向へは85 -'106％である。 

マレイシアでの呼び名Medang gatalのgatal はマレイ語の“かゆい”で， 

この木の成分に感受性のある人が鋸屑などをかぶると，皮膚にかゆみをともな 

う発疹かできる。分布範囲が広いので国や地域によっていろいろな名前で呼ば 

れている。中国ではHong he mu,インドではChilaurn, Mukria salなと, イ 

ンドネシア語ではPuspa と呼ばれる。 もっとも,インドネシアでも，カリマン 

タンのBenuaq の人々は本種をNagaaq と，Kenyah の人々はTow と，Lun 

Dayeh の入々はSebebuwong などと呼んでおり, Puspa が国中で通るわけて 

2. ヒメツバキ (Schilna)

学名 :食ん乙mow メカc毎 z(DC)Korth

ツバキ科

清野 嘉之

本種の種内変異は大きく,変異は地質や立地条件,材比重の違いと関係かあ
るといわれている。小笠原諸島や南西諸島に分布するものを Scれzmαzoo偽物は

ssp wαZzzc脳 z( ヒメツバキ , イジュ) とするなど, 本種を複数の亜種に分ける

考えもあるが, ここでは Kessler&Sidlyasa(1994) にしたがい, 種内を細分

しないこととする。

高さ約 50m, 胸高直径 130cm に達する常緑中高木で, 幹は直立し, 板根を

もたない。樹冠は球形から尖った形までいろいろで, 成葉は深緑色で樹冠に密

につき, 梢の赤い若葉とともに, 陽がさすとキラキラ光る。外樹皮は茶色か晴

灰色で粗く, 深い薦ができるか不規則な小片に割れる。内樹皮の色はストロベ

リーレソド。葉は単葉でやや厚く革質で互生し, 葉身は披針形 ~ 楕円形で 45

cm ×2cm か ら 13cm ×5.5cm くらいの大 きさにな り,鋸歯がある。花 (グラビ

ア 1) は白色て直径 2~4cm, 葉廠生のものは単生, 枝先では群生する。果実

(グラビア 2) はほぼ球形で直径 1~2cm, 木質で固く, 若いうちは絹のような

銀白色を帯びるが,成熟すると茶色くなり5裂して種子を散らせる。種子は平

たく薄茶色で外縁に紙質の翼をもつ。翼を含めた種子の大きさは短径が 05~

08cm, 長 径 か 0.9~13cm て あ る。

材は加工し易く, きめ細かい肌をしており,固く,気乾比重は 066~079 。心

材は桃色や赤褐色など,辺材は灰白色で,材の収縮率は放射方向に 45~47%,

接線方向へは 85~106% である。

マレイシアでの呼び名 Medang gatal の gatal はマ レイ語の “かゆい" で ,

この木の成分に感受性のある人が鋸屑などをかぶると, 皮膚にかゆみをともな

う発疹ができる。分布範囲が広いので国や地域によっていろいろな名前で呼ば
れて い る。中国 で は Hong he mu, イ ン ドで は Chilaunl,Mukrla sal な と , イ

ンドネシア語では Puspa と呼ばれる。もっとも, インドネシアで も, カ リマン

タンの Benuaq の人々は本種を Nagaaq と,Kenyah の人々は Tow と, Lun

Dayeh の人々は Sebebuwong などと呼んでお り,Puspa が国中で通 るわけて

7
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はない。 こうした地方名は，本種の生育範囲内に住むェスニノクグループの数 

だけあると思われる。 

用 途 

耐火性が強く,瘠せ地でも育っので，防火樹林帯造成や瘠せ地の環境造林に 

用いられる。材は床板，羽目板，厚板， ドア，窓枠，パレソト，合板，桁，家 

具，算盤珠，農具の柄,薪炭，紙や集成材の原料，杭木などに用いられる。耐 

久性はとくに高くなく，地面に接すると長くは持たない。乾燥の際に曲がり易 

い欠点かある。 

分 布 

インド～中国南部，マラヤ, スマトラ，ボルネオの熱帯，亜熱帯地方に天然 

分布し，低地から標高3,300 nlまで見られる。日本ては小笠原諸島及び奄美大 

島以南の南西諸島に生育する。中国ての天然分布域は年平均気温19-'23C，最 

寒月の平均気温10-'15℃の範囲内にあり，最低気温は一3℃までである。一 

方，最暖月の平均気温は25-28℃て，年降水量は約1,100'--1,400 mm の範囲内 

にある。ボルネオのキナパル山では3,000 m を超えるところに，矮生のssp 

brevlolta （グラビア3）か見られる。 

西シャワでは1次林の最優占種となるが，一般には2次林に多く，焼畑跡地 

や天然林の皆伐跡地などで優占林をつくる。 西ジャワのバンドン近郊では 

8p00'-?p00年前頃からSchicma の花粉が増加している。 その頃から森林の撹 

乱か始まったと考えられるが，原因は特定されていない。 

開花・結実 

開花‘結実の季節は文献によっていろいろである。理由のーつは本種の天然 

分布範囲か広く，地域や標高が異なるためであろう。湿潤熱帯では季節変化が 

不規則であるのも一因てあろう。毎年開花し，開花から2'-'3 か月後に果実が成 

熟する。また，花が落ち始めてからI -2 か月後に成熟種子が落ち始める。イン 

ドネシアでは一年中どこかで花と実を見ることができるか，地域ごとに見ると 

植物季節は同調している。東カリマンタンのある林では，年に3度の一斉開花 

か観察された。 インドネシアでは4年生で結実する個体もあるが， 中国では8 

年生で結実か始まり，結実量は胸高直径20cm の頃か比較的多いという。 

　

はない。こうした地方名は, 本種の生育範囲内に住むエスニ ,ノクグループの数

だけあると恩、われる。

用 途

耐火性が強く,塔せ地でも育つので,防火樹林帯造成や椿せ地の環境造林に

用いられる。材 は床板 , 羽目板 , 厚板 , ドア, 窓枠 , パ レソト, 合板 , 桁 , 家

具, 算盤珠, 農具の柄, 薪炭, 紙や集成材の原料, 杭木などに用いられる。耐

久性はとくに高くなく,地面に接すると長くは持たない。乾燥の際に曲がり易

い欠点かある。

分 布
インド~ 中国南部 , マラヤ, スマ トラ, ボルネオの熱帯 , 亜熱帯地方に天然

分布し, 低地から標高 3,300m まで見られる。日本ては小笠原諸島及び奄美大

島以南の南西諸島に生育する。中国ての天然分布域は年平均気温 19~2ずC, 最

寒月の平均気温 10~15oC の範囲内にあ り, 最低気温 は一3qC までである。一

方 ,最暖月の平均気温は 25~28oC て ,年降水量は約 1,ioo~1,400mm の範囲内

にある。ボルネオのキナバル山では 3,00om を超え るところに, 緩生 の ssp

b〆勿 z元 Zzα (グラビア 3) か見 られる。

西シャワでは 1次林の最優占種となるが, 一般には 2次林に多く, 焼畑跡地

や天然林の皆伐跡地などで優占林をつくる。西ジャワのバンドン近郊では

8,000~7,000年前頃からSc毎侃αの花粉が増加している。その頃から森林の撹

乱か始まったと考えられるが, 原因は特定されていない。

開花・結実

開花・結実の季節は文献によっていろいろである。理由の一つは本種の天然

分布範囲が広く,地域や標高が異なるためであろう。湿潤熱帯では季節変化か

不規則であるのも一因てあろう。毎年開花し,開花から2~3 か月後に果実が成

熟する。また,花が落ち始めてから 1~2 か月後に成熟種子が落ち始める。イン

ドネシアでは一年中どこかで花と実を見ることができるか, 地域ごとに見ると

植物季節は同調している。東カリマンタンのある林では, 年に 3度の一斉開花

か観察された。インドネシアでは 4年生で結実する個体もあるが, 中国では 8

年生で結実か始まり, 結実量は胸高直径 20cm の頃か比較的多いという。
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種子の取扱い 

さく果か開くと種子は容易にこぼれ落ちてしまうので,種子を集めるには裂 

開直前の果実を採る必要がある。中国樹木志編委会（1978） によると中国では 

種子は12月から翌年2月にかけて成熟するので，表面か黄褐色になったさく 

果を採集し,陽光に晒して裂開させて種子を採る。種子は長く陽に晒されると 

発芽率が落ちるのて，さく果か裂けたらあまり時間をおくことなく種子を取り 

出す。100 kg のさく果から3--'4 kg の種子か採れ，種子lkgには250,000-' 

270,000 粒が含まれる。発芽率は25'-40%。取播きするのが最も良いが，必要で 

あれば短期間貯蔵することがてきる。貯蔵の際は種子を麻袋に入れ，風通しの 

良い涼しいところに置く。 

東カリマンタンでの筆者の経験ては，立木のさく果が開き始めてから大半の 

種子が落ちるまでには1週間程度しかなく， うっかりしていると種子を採り損 

ねる。みかけの正常な種子を4母樹から200粒ずつ採り，苗畑に播いたところ， 

発芽率は3 5'-22%，平均14％であった。Troup (1921）は樹上で種子を食べる 

オウム類か落としたさく果から，裂開直前のものを拾い集める方法を紹介して 

いる。 

育 苗 

マレイシアの例では，種子は播いてから1 '-'4 週間で発芽する。播種から2-' 

3 か月後,高さ5-'8cm になった苗は移植でき，播種から6~8 か月後には苗は 

高さ20cm になるので植林に使える。Wyatt-Smith (1963）によると苗畑での 

苗の生存率は80％である。 

一方，中国樹木志編委会（1978）は,中国での育苗法を次のように紹介して 

いる。種子は取播きで，冬に苗床に畝播きあるいはバラ播きする。畝播きの場 

合は畝と畝の間を15-20 cm離す。苗床にm2あたり130'- 200 g の種子を播 

く。播種後，種子が見えなくなる程度に細土か植物質の堆肥をかぶせ，さらに 

イネ科の枯れ草でおおう。種子は普通7-J0日で発芽するので，大部分の種子 

が発芽したら，おおった枯れ草を除け，稚樹の日焼けを避けるために苗床に日 

除けのワラビ,小枝などの草木を挿すか，日除けの棚を設ける。2回に分けて稚 

樹を間引きする。I 回目は発芽から1か月以内に行い,残される稚樹か4'-'6 

cm 間隔になるように稚樹を間引く。間引いた稚樹はポットなどに移して育て， 

その年の5~6 月に山に植える。2回目の間弓はは6月下旬に行なう。稚樹は間 

　

種子の取扱い
さく果が開くと種子は容易にこぼれ落ちてしまうので,種子を集めるには裂

開直前の果実を採る必要がある。中国樹木志編委会 (1978)によると中国では

種子は 12月から翌年 2月にかけて成熟するので, 表面が黄褐色になったさく

果を採集し,陽光に晒して裂開させて種子を採る。種子は長く陽に晒されると

発芽率が落ちるのて, さく果が裂けたらあまり時間をおくことなく種子を取り

出す。 loo kg のさ く果か ら 3~4kg の種子が採れ, 種子 l kg には 250,000~

270,000粒が含まれる。発芽率は 25~40% 。取播きするのが最も良いが,必要で

あれば短期間貯蔵することがてきる。貯蔵の際は種子を麻袋に入れ,風通しの

良い涼しいところに置く。

東カリマンタンでの筆者の経験ては, 立木のさく果が開き始めてから大半の

種子が落ちるまでには 1週間程度しかなく, うっかりしていると種子を採り損

ねる。みかけの正常な種子を 4母樹から 200粒ずつ採り,苗畑に播いたところ,

発芽率は 35~22%, 平均 14% であった。Troup(1921) は樹上で種子を食べる

オウム類が落としたさく果から, 裂開直前のものを拾い集める方法を紹介して

い る。

育 苗
マレイシアの例では,種子は播いてから 1~4 週間で発芽する。播種から2~

3か月後,高さ 5~8cm になった苗は移植でき,播種から6~8 か月後には苗は

高さ 20cm になるので植林に使える。Wyatt-Sm ・th(1963) によると苗畑での

苗の生存率は 80% である。

一方, 中国樹木志編委会 (1978) は, 中国での育苗法を次のように紹介して

いる。種子は取播きで, 冬に苗床に畝播きあるいはバラ播きする。畝播きの場

合は畝と畝の間を 15~20cm 離す。苗床に m2 あたり 130~200g の種子を播

く。播種後,種子が見えなくなる程度に細土か植物質の堆肥をかぶせ, さらに

イネ科の枯れ草でおおう。種子は普通 7~10 日で発芽するので, 大部分の種子

が発芽したら, おおった枯れ草を除け, 稚樹の日焼けを避けるために苗床に日

除けのワラビ,/」・枝などの草木を挿すか,日除けの棚を設ける。2回に分けて稚

樹を間引きする。 1回目は発芽から 1か月以内に行い, 残される稚樹が 4~6

cm 間隔になるように稚樹を間引く。間引いた稚樹はポットなどに移して育て,

その年の 5~6 月に山に植える。2回目の間引きは 6月下旬に行なう。稚樹は間
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隔を7-8cm とし，日除けを徐々にはすして強い日射しに適応させる。施肥は 

初期には薄めのチソソ肥料を主体とし，その後はチ1ソとリン肥料をおもに与 

える。最も望ましい肥料はブタの糞などを熟成させた堆肥てある。後期にはリ 

ンとカリウムをおもに与える。 カルシウムとマグネシウム， リンの混合肥料や 

草木灰，骨粉が良く, これらの肥料を施すことで苗木は丈夫になり，越冬でき 

るようになる。15m2の苗床で高さ80' -100 cm，地際直径08---l2cmの1年生 

苗か2 5-3 万本生産できる。 

適 地 

インドネシアては赤色ラトソルや砂質な赤黄色ポドソル性土壌 火山性の肥 

沃土壌などに見られる。Endert (1919）か述べているように肥沃地でも瘠せ地 

でも育っか，泥炭湿地や沼沢地では育たない。中国でもいろいろな土壌に見ら 

れるが,石灰岩の山地にはない。 

中国樹木志編委会（1978）は植栽適地をやや酸性の砂質～粘土質の土壌で土 

層の厚いところとし，一方，不適地を霜か降り易いところ（3 日以上霜か続くと 

稚樹や幼樹の梢か枯れる），排水の悪いところ,石灰岩山地，石れきか多く乾燥 

し易い土壌としている。 

植 栽 

ジャワでは庭木や街路樹，植林用によく植えられてきた。瘠せ地の森林造成 

に適し，また，耐火性が強いため草原の防火樹林帯にも用いられる。初期成長 

か遅く，枝張りもあまりよくないので，草原などで雑草を抑制する効果は期待 

てきないか，Cassta multijuga, Fagraea fragrans などとチガヤ草原に混植し 

てチガヤの抑制に成功した例がある。インドネシアで試みられた挿木植林はう 

まくゆかなかったか，スタンプ苗植栽は成績が良く，活着率は60％であった。 

中国樹木志編委会（1978） は次のような植栽法を推奨している。幼樹の根系 

はおもに深さ30cm まてに分布しているのて，50 cm× 40 cm X 35 cm の植え穴 

か，幅50 cm,深さ30cm の溝を秋につくり,翌春に植栽する。株の間隔は17 

mxl7m を標準とするが，良い成長か期待できるところでは2mX2m，薪か 

不足かちで交通の便が良いところでは15mX15m とする。植栽適期は苗の芽 

か開く前の1 -2月て,遅くとも3月初めまでには植える。前述の第1回目の間 

引き苗を用いたポVト苗は5~6 月に植える。これより遅れると，秋の降水量か 

　　

隔を 7~8cm とし, 日除けを徐々にはすして強い日射しに適応させる。施肥は

初期には薄めのチソソ肥料を主体とし, その後はチソソとリン肥料をおもに与

える。最も望ましい肥料はブタの糞などを熟成させた堆肥てある。後期にはリ

ンとカ リウムをおもに与える。カルシウムとマグネシウム, リンの混合肥料や

草木灰, 骨粉が良く, これらの肥料を施すことで苗木は丈夫になり, 越冬でき

るようになる。15m2 の苗床で高さ 80~10o cm, 地際直径 08~12cm の 1年生

苗か 25~3 万本生産できる。

適 地
インドネシアては赤色ラトソルや砂質な赤黄色ポドソル性土壌, 火山性の肥

沃土壌などに見られる。Endert(1919) が述べているように肥沃地でも痔せ地

でも育つか, 泥炭湿地や沼沢地では育たない。中国でもいろいろな土壌に見ら

れるが, 石灰岩の山地にはない。

中国樹木志編委会 (1978)は植栽適地をやや酸性の砂質~粘土質の土壌で土

層の厚いところとし,一方,不適地を霜が降り易いところ (3日以上箱が続くと

稚樹や幼樹の梢が枯れる),排水の悪いところ,石灰岩山地,石れきが多く乾燥

し易い土壌としている。

植 栽
ジャワでは庭木や街路樹, 植林用によく植えられてきた。痔せ地の森林造成

に適し, また, 耐火性が強いため草原の防火樹林帯にも用いられる。初期成長

か遅く,枝張りもあまりよくないので,草原なとで雑草を抑制する効果は期待

てきないか ,C αss‘α mm むけαgα,Fαgγ解α芦αgγ鶴 sなどとチガヤ草原に混植 し

てチガヤの抑制に成功した例がある。インドネシアで試みられた挿木植林はう

まくゆかなかったが, スタンプ苗植栽は成績が良く, 活着率は 60% であった。

中国樹木志編委会 (1978)は次のような植栽法を推奨している。幼樹の根系

はおもに深さ 30cm まてに分布 しているのて ,50cm ×40cm ×35cm の植え穴

か, 幅 50cm, 深さ 30cm の溝を秋につくり,翌春に植栽する。株の間隔は 17

m ×17m を標準とするが, 良い成長が期待できるところでは 2m ×2m, 薪か

不足がちで交通の便が良いところでは 15m ×15m とする。植栽適期は苗の芽

が開く前の 1~2 月て,遅くとも3月初めまでには植える。前述の第 1回目の間

引き苗を用いたポソト苗は 5~6 月に植える。これより遅れると,秋の降水星が
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少ないので成長に悪影響が及ぶ。1年生の裸根苗は苗丈60-dOD cm のものが 

選ばれる。 スタンプ造林も可能で，その場合には出たはかりの若い葉と古い葉 

を取り除き，主根は適当に短く切り詰める。植え穴では，根系が土としっかり 

接触するように，また，幹が地表から4 -'5cm 出るように植える。ポット苗の 

場合には，ポット内の土をほぐさないように植え，その上に土を3--4cm の厚 

さにかぶせる。 

植栽から1か月後に活着状況を調べ，枯れた箇所かあれば雨季に補植する。 

7-8 月には植え穴の周囲30'-'35 cm を根を傷つけないように注意しなから耕 

し，根圏を広げる。 この耕耘は,範囲を徐々に広げながら3年間行い，最終的 

には隣合った植栽木の根圏同士かつながって帯状の根圏かできるようにする。 

天然更新 

種子は翼をもち，軽く，風に飛ばされて広がる。稚樹は十分に光か当たると 

ころてよく更新する。萌芽力か強く,切り株から8'-9 本，多い時は15--' 20 本 

のシュートが萌芽する。耐火性も強く,焼畑跡て焼け残った幹から萌芽再生す 

る。萌芽を利用して森林を仕立てる場合は，たくさんある萌芽の中から切り株 

の地面に近いところから出た1-'2 本だけを残し，他を取り除く。 

成 長 

マレー半島のクアラルンプール郊外て1.8mX12m 間隔で植えた例では，12 

年て平均胸高直径132cm，優占木高14m に育った。東カリマンタンては焼畑 

跡地の萌芽林か10年で高さ約1Dm に育った。33年生林分の一次生産量は年 

間に258t/haで，成熟した低地常緑林の値と遜色かない。本種の成長の速さに 

注目し，将来有望な造林樹種とする文献がある半面，ニ股や枝分かれの激しい 

木が多いので収穫歩留まりは低いとする文献もある。 

中国広西の山腹中下部に植えられた例ては，12年生で平均胸高直径13.6 

cm，平均樹高12.3m に育った。この林は高さ30'-40 cm の1年生苗を植栽し 

て造成されたもので，平均胸高直径と平均樹高は45年生時に3cmと35m, 9 

年生時は8cmとGm であった。成長は初めは比較的遅く，10年生を過ぎてか 

ら速くなっている。一方，山頂に造成された林は12年生時に平均胸高直径10.4 

cm，平均樹高99m で，山腹中下部に比べて成長は遅い。排水の悪い場所では 

さらに成長が遅れる。切り株からの萌芽成長は，やはり中国広西の例では15年 

　　

少ないので成長に悪影響が及ぶ。 1年生の裸根苗は苗丈 60~10ocm のものが

選ばれる。スタンプ造林も可能で, その場合には出たはかりの若い葉と古い葉

を取り除き, 主根は適当に短く切り詰める。植え穴では, 根系が土としっかり

接触するように, また, 幹が地表から4~5cm 出るように植える。ポット苗の

場合には, ポット内の土をほぐさないように植え , その上に土を 3~4cm の厚

さにかぶせる。

植栽から1か月後に活着状況を調べ,枯れた箇所があれば雨季に補植する。

7~8 月には植え穴の周囲 30~35cm を根を傷つけないように注意しながら耕

し, 根圏を広げる。この耕転は, 範囲を徐々に広げながら3年間行い, 最終的

には隣合った植栽木の根圏同士かつなかって帯状の根圏ができるようにする。

天然更新

種子は翼をもち, 軽く, 風に飛をされて広がる。稚樹は十分に光が当たると

ころてよく更新する。萌芽力か強く, 切り株から8~9 本, 多い時は 15~20 本

のシュートが萌芽する。耐火性も強く, 焼畑跡て焼け残った幹から萌芽再生す

る。萌芽を利用して森林を仕立てる場合は, たくさんある萌芽の中から切り株

の地面に近いところから出た 1~2 本だけを残し, 他を取り除く。

成 長
マレー半島のクアラルンプール郊外て 1.8m × 12m 間隔で植えた例では,12

年て平均胸高直径 132cm, 優占木高 14m に育った。東カリマンタンては焼畑

跡地の萌芽林が 10年で高さ約 1om に育った。33年生林分の一次生産量は年

間に 258t/ha で,成熟した低地常緑林の値と遜色がない。本種の成長の速さに

注目し,将来有望な造林樹種とする文献がある半面,二股や枝分かれの激しい

木が多いので収穫歩留まりは低いとする文献もある。

中国広西の山腹中下部に植えられた例ては,12 年生で平均胸高直径 13.6

cm, 平均樹高 12.3m に育 った。 この林は高さ 30~40cm の 1年生苗を植栽 し

て造成されたもので,平均胸高直径と平均樹高は 45 年生時に 3cm と 35m,9

年生時は 8cm と 6m であった。成長は初めは比較的遅く,10 年生を過ぎてか

ら速くなっている。一方,山頂に造成された林は 12年生時に平均胸高直径 10.4

cm, 平均樹高 99m で, 山腹中下部に比べて成長は遅い。排水の悪い場所では

さらに成長が遅れる。切り株からの萌芽成長は,やはり中国広西の例では 15年
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生で胸高直径172cm，樹高10.8m, 16年生で同じく195cm, ll3m で，実生 

苗の成長と遜色かない。 

病虫害 

生立木の材をカミキリムシ科のTrachylophus approxzmatoγが穿孔する。 

Kalshoven (1933） は，大面積単純林を造成する場合は分からないとしなから 

も，本種には深刻な病虫害や動物害はないと述べている。 
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生で胸高直径 172cm, 樹高 10.8m,16 年生で同 じく 195cm,u3m で , 実生

苗の成長と遜色かない。

病虫害
生立木の材をカ ミキ リムシ科の でγαc毎 ZOPゑαs の力の%m α oγが穿孔す る。

Kalshoven(1933) は, 大面積単純林を造成する場合は分からないとしなから

も, 本種には深刻な病虫害や動物害はないと述べている。

文 献
Appanah & Welnland (1993) P1antlng quailty umber trees m PenlnsularMalaysla-

a review Malayan Forest Records N 。 38,FR1 上し4 247 pp ‐

Danhof, GN (1940)B1jdrage tot 。plosslng van het alang-alang ‐vraags tuk ・n de

Lampongsohe Distrioten Tectona 33 197~225.

Kaishoven, LGE-{i933)Eengrooteb 。orerindenv 。etvanp 。espaboo men Tectona

26 498~507

Kessler, P JA &Sidlyasa,K ‐(1994)TreesoftheBaiikpapan~Samarinda area, East

Kailmantan, lndonesia A manual to 280 seleoted species ‐Tropenbos serles 7,

The TropenbosFoundation, 446 pp

KIy 。no,Y &Hastan ーah(1997} S1ash →and ‐burnagncultureandsucceedIng veget を

tl。n in East Kaiimantan PUSREHUT Speolal pubiieation 6, 177 pp

Leeuw,HAL de{1936)Hetbos 。hbedriJf,meennhetbl 〕zonderdeboschverionging,

cp Banka en B・iiit。n Teetona 29 915~928

Lembaga Biciogi Nasional-LIP1(1977)Jenls-Jen ・s kayu lnd 。nesla Lembaga

Biolog ・Naslonai-LIP1,LBN 3 137 pp.

Vooged,CN ‐A de(1948)De b。scuituur vanJanlappa Teot 。11a 38 63~76

Wmtten,T,Soerlaatmad 〕a,RE & Amf,SA.(1996)The ecology 。f Javaand BalI

Perlplus Editions, 1028 pp

Wyatt ‐Sm ・th (1963) Manual of Malayan silvloulture for lnland forests(2 vols)

Malay- Fcrest Reo ‐23

Tr 。up,RS-(1921)The siiviouiture of lndlantrees Vol. 1, Dilieniaceae to

Leguminosae(Papiilonaceae)C1arend 。nPress,oxfcrd,336 十・iipp

中国樹木志綿委会 (1978)中国主要樹種造林技術 農業出版社,1342 pp

熱帯植物研究会 (1984)熱帯植物要覧.大日本山林会,734 pp

須藤彰司 (1970)南洋材. 地球出版,439pp
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3． 力口フィルム（Calophyllum) 

学名：Calophyllum kajewshit A .C Smith 

オトギリソウ科 

樋口 国雄 

Cal叩hyllum hajews飢i （以下カロフィルム）は高木となり,記録上の最大直 

径は154 cm てある。枝下高は18'--21 m ，樹高は40 m になる。群生し，小林分 

を形成する。樹形は最上で，支持根はもたないが，沼沢地では気根を出す。 

Calophyllum の kalos は古典ギリシャ語の美, phyllon は葉を, k可ewskilは 

ソロモン諸島で働いたオーストラリア人5T. Kajewskil に由来している。 国 

際的な名前はCalophyllum またはBush calophyllum，同じ属の有名なC in-

op勿hum はBeach calophyllum である。貿易上は日本ではCalophyllum, 

オーストラリアてはBum, Island Cedar，フィジーてはDamariu, マレイシア 

ではBintangor が使われている。 

ソロモン諸島， ビスマルク諸島，パプアニューギニア本島の北西部に分布す 

る。赤色粘土からサンゴで出来た土壌，水はけの良い土壌から沼沢地まで広い 

範囲に見られる。立地に対する適応性は大きい。林業上は，試験的な造林がソ 

ロモン諸島で行われている程度である。 

用途としては家具，合板の芯，むきベニヤ材，パルプ，魚を捕るためのヤス， 

建築用のタルキ，カヌーの外板等に用いられる。果実はアカエイやオニオコゼ 

科の魚による傷の痛み止めになる。乾燥した固い種子は紡績用の糸巻きの芯, 

子供の玩具になる。 

開花・種子 

明確な花期はない。本種の主な結実期は年2回あり，通常は3月に採取され 

た種子を使用するか，8月採取の種子も同様に利用できる。 

種子はサイチョウやコウモリによって散布される。母樹の下に落下した種子 

を集めるのか一番採取しやすい。発芽は適度な被陰の下では良好てある。種子 

の貯蔵は困難て試験も行われていない。種子の大きさの記載はないか同属のC 

mop加hlum は直径25'-30 mm ， ピンポン球よりやや小さめくらいの大きさで 

ある。本種も比較的大きい種子を産する。 

　　

3. カロフィルム (Calophyllum)

学 名 :CQZOP ねy““m たの ews 厩 ZA.C smlth

オトギリソウ科

樋口 国雄

CQZOPれy““粥初雄wsたば (以下カロフィルム) は高木となり,記録上の最大直

径は 154cm てある。枝下高は 18~21m, 樹高 は 40m になる。群生 し, 小林分

を形成する。樹形は最上で, 支持根はもたないが, 沼沢地では気根を出す。

Calophyllum の kalos は古典ギ リシャ語の美 ,phyllon は葉を, kajewskll は

ソロモン諸島で働いたオース トラリア人 S‐T.Ka]ewskll に由来 している。 国

際的な名前 は C alophyllum または Bushcalophyllum, 同 じ属の有名な C Zル

op毎 "αm は Beach calophyllum である。 貿易上は日本では Calophyllum,

オー ス トラ リアて は Bun ・,lslandCedar, フ ィジーて は Damallu, マ レイ シア

では Bintangor が使われている。

ソロモン諸島, ビスマルク諸島, パプアニューギニア本島の北西部に分布す

る。赤色粘土からサンゴで出来た土壌, 水はけの良い土壌から沼沢地まで広い

範囲に見られる。立地に対する適応性は大きい。林業上は,試験的な造林がソ

ロモン諸島で行われている程度である。

用途 としては家具 , 合板の芯 , むきベニヤ材 , パルプ, 魚を捕 るためのヤス,

建築用のタルキ, カヌーの外板等に用いられる。果実はアカエイやオニオコゼ

科の魚による傷の痛み止めになる。乾燥した固い種子は紡績用の糸巻きの芯,

子供の玩具になる。

開花・種子

明確な花期はない。本種の主な結実期は年 2回あり,通常は3月に採取され

た種子を使用するが,8 月採取の種子も同様に利用できる。

種子はサイチョウやコウモリによって散布される。母樹の下に落下した種子

を集めるのか一番採取しやすい。発芽は適度な被陰の下では良好てある。種子

の貯蔵は困難て試験も行われていない。種子の大きさの記載はないか同属の C

和op毎““m は直径 25~30mm, ピンポン球よりやや小さめくらいの大きさで

ある。本種も比較的大きい種子を産する。
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発芽・育苗 

新鮮な種子は適度な被陰の下で発芽し,特別の前処理は必要ない。発芽か始 

まるとすぐにポVトに移植する。幼い根は移植で傷みやすいので注意するロ 

ポソトへの直播きは報告されていない。種子も大きく，葉も大きいのて普通よ 

り大きめのポソトが必要である。無性繁殖は行われていない （グラビ74）。 

植栽・保育 

少なくとも植栽6か月前に直径20cm以上の木は全て伐採する。植栽列は4 

~5m 離れて2nlの幅に作る。また植栽の直前には雑草木を刈り払い，列中央 

に土を積み上ける。雑草低木の多いところでは幅の広い植栽列は適当でなく, 

間隔の狭い植栽列か適当てある。ソロモン諸島ては，3mX3m の植栽密度てあ 

ると2年間で林冠は閉鎖する。広い植栽間隔はヒルガオ科のツルが繁茂しやす 

くなるので好まれない。4mX3m 程度が大規模造林には適当てある。下刈りは 

林間が閉鎖するまで潔癖に行う必要かある。 

狭い植栽間隔では自然に枝が落ちるが，8-'12m のような広い植栽間隔では 

大きな樹冠を作り，自然落枝か起きにくい。高品質の材を生産するには枝打ち 

か必要である。 

標準的な植栽本数ては最終的にha当たり150~ 200本残るように2回の間 

伐を行う。1回目の間伐では閉鎖後500 本以上が残るように間伐をおこない，2 

回目は林冠と成長に応じて決める。 

本種は他樹種と混植されたことはない。本種が本格的に造林されないのは閉 

鎖までに時間かかかるためである。閉鎖を促進するために混植するとすれば， 

Acacia mangium, Secunnega flexuosa などが候補樹種となるてあろう。 

成長と収穫 

材積表は1970年に作られた。 ソロモン諸島ては25年生で直径か30cm，高 

さが30 m 位になる，成長と地位指数に関する資料はない。成長予測は難しく， 

23年生の林分では37 m2の胸高断面積合計を示し，平均直径は30 cm,優勢木 

の樹高は3Dm である。I 本当たり0.5 m3と仮定すると間伐を行っていない区 

では合計材積はha当たり25Dm3となる。カロフィルムの成長は造林的によく 

似た＆vietenia macnp加ha と比較される。 カロフィルムの最終収穫は 

S macrophylla を基にすると30年生でha当たり150~ 250本，250 -'300 m3を 

　　

発芽・育苗

新鮮な種子は適度な彼陰の下で発芽し,特別の前処理は必要ない。発芽が始

まるとすぐにポソトに移植する。幼い根は移植で傷みやすいので注意する。

ポソトヘの直播きは報告されていない。種子も大きく, 葉も大きいのて普通よ

り大きめのポソトが必要である。無性繁殖は行われていない (グラビア 4)。

植栽・保育

少なくとも植栽 6か月前に直径 20cm 以上の木は全て伐採する。植栽列は 4

~5m 離れて 2m の幅に作る。また植栽の直前には雑草木を刈り払い, 列中央

に土を積み上げる。雑草低木の多いところでは幅の広い植栽列は適当でなく,

間隔の狭い植栽列か適当てある。ソロモン諸島ては,3m ×3m の植栽密度てあ

ると 2年間で林冠は閉鎖する。広い植栽間隔はヒルガオ科のツルが繁茂しやす

くなるので好まれない。4m ×3m 程度が大規模造林には適当てある。下刈りは

林間が閉鎖するまで潔癖に行う必要がある。

狭い植栽間隔では自然に枝が落ちるが,8~12m のような広い植栽間隔では

大きな樹冠を作り, 自然落枝が起きにくい。高品質の材を生産するには枝打ち

が必要である。

標準的な植栽本数ては最終的に ha当たり150~200本残るように2回の間

伐を行う。1回目の間伐では閉鎖後 500本以上が残るように間伐をおこない,2

回目は林冠と成長に応じて決める。

本種は他樹種と混植されたことはない。本種が本格的に造林されないのは閉

鎖までに時間がかかるためである。閉鎖を促進するために混植するとすれば,

A 餌 cfq mqれgz“伽,Secα"れe郡 元錆鯛 sαなどが候補樹種 となるてあろう。

成長と収穫
材積表は 1970年に作られた。 ソロモン諸島ては 25年生で直径が 30cm, 高

さが 30m 位になる, 成長と地位指数に関する資料はない。成長予測は難しく,

23年生の林分では 37m2 の胸高断面積合計を示し, 平均直径は 30cm, 優勢木

の樹高は 30m である。1本当たり0.5m3 と仮定すると間伐を行っていない区

では合計材積は ha 当たり 250m3 となる。カロフィルムの成長は造林的によく

似 た Swze 加川α 伽α飾りの毎 Z卿 と比 較 され る。カ ロ フ ィル ムの最終 収穫 は

S mαcropんyzね を基 にすると 30年生で ha 当た り 150~250 本 ,250~300 m3 を
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期待したい。ソロモン諸島における樹齢と胸高直径，同じく樹高の関係を示す 

と図3 1, 2 のとおりである。 
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図3. 1 カロフィルムの樹齢と胸高直径の関係（Chaplin 1993) 
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図3. 2 カロフィルムの樹齢と高さの関係（Chaplin 1993) 

　　

期待したい。ソロモン諸島における樹齢と胸高直径, 同じく樹高の関係を示す

と図 31,2 のとおりである。
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図 3.1 カロフィルムの樹齢と胸高直径の関係 (Chapun l993)
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図 3.2 カロフィルムの樹齢と高さの関係 (Chaplln l993)
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病虫害等 

ソロモンの植栽間隔の狭い試験地では未同定の心食い虫の被害があった。こ 

の害は3年間続いた。ヘリカメムシ科のAmbiypelta cocophaga の害は見られ 

たが深刻な害ではなかった。 しかし心食い虫の被害は深刻であるのて大面積造 

林の場合は十分に考慮に入れなければならない。2種の毛虫,Adoxophyes au-

ran tiana と Tblzsphasa p記加は葉を食べるか害は少ない。まだ樹病は報告され 

ていない。嵐により枝が折れる報告はあるけれども，成熟した段階ではサイク 

ロンに対する平均的な抵抗性は持っているようである。 

文 献 

Chaplin, G (1993) Silvicultural Manual for the Solomon Islands. Solomon Islands 

Forest Record No 6 0DA Forestry Series No I 67-78 

　　

病虫害等
ソロモンの植栽間隔の狭い試験地では未同定の心食い虫の被害があった。こ

の害は 3年間続いた。 ヘ リカメムシ科の Amb ‘ypez鉱 cocopゑαgαの害は見 られ

たが深刻な害ではなかった。しかし心食い虫の被害は深刻であるのて大面積造

林の場合は十分に考慮に入れなければならない。2種の毛虫,Ado 劣opれyesα於

m 鰯賜れαとで鋳物た鮎αPic奴は葉を食べるが害は少ない。まだ樹病は報告され

ていない。嵐により枝が折れる報告はあるけれども,成熟した段階ではサイク

ロンに対する平均的な抵抗性は持っているようである。

文 献
Chap. ュn,G(1993)sl.vlcu ヱturaI Manual for the Solomon 工S1ands.Solomonlslands

Forest Record No 6 0DAForestry Serles No 1 67 78
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アセンヤクノキ（Cutch tree) 

学名：Acacia catechu Wilid. 

マメ科ネムノキ亜科 

中村 松三 

A cacia catechu はヒマラヤ山脈南部地域，パキスタン，インド，ネパールか 

ら，バングラデシュ， ミャンマー，中国雲南省， タイまで天然分布している。 

光を好む陽樹てあり，耐乾性，耐霜性（稚幼樹時は幾分弱い）を有する落葉樹 

てある。樹高は20m,直径はlm に達する。樹皮は厚さ1-l3cm，暗灰色ある 

いは灰褐色で,粗く，鱗状に剥離する。枝梢は暗褐色で平滑，小枝に一対の刺 

かある。葉は，2回羽状複葉，長さ10'-15 cm，羽片10--'12対，小葉は30-So 

対で線状，無柄である。材は非常に堅く，比重0.98,耐久性があり，黄白色の辺 

材と暗赤色から褐赤色の心材からなる。建築材，家具，農器具等の材料として 

利用されるほか，薪炭材として優れている。 また，心材の小片を煮沸して 

Cutch （ペグアセン薬）を生産する。A. catechu の変種として，インド東北部 

（シソキムやアッサム） 及ひイント南部 （マイソール），奥ミャンマー, タイに 

分布するAIcatechu var. catechuozdes, イント半島や奥ミャンマーのA cate-

chit var sundra かある。英名はCutch tree のほかに，Catechu tree が用いら 

れる。 インドでKhair （ヒンズー）,Vadalai （タミル）,Kadaram （マラヤラ 

ム）， ミャンマーでS ha， タイてSa-che,中国で儿茶と呼ばれている。シノニ 

ムにはMimosa catechu, NI. catechoides がある。 

分 布 

海抜250- 1,000m（平均660 m )，年降水量は500--'2,000 mm（平均1,200 

mm )，年最低気温9 5--' 17 5C（平均13 5C)，年最高気温32 6-36 7C（平均 

34 it ）の地域に分布する。 

インドを中心に自生するAcatechu は，河川周辺の砂礫か混じった乾燥気味 

の沖積地や，河川から遠く離れた高地の乾性地によく見られる。前者では，よ 

く群生し， しばしば純林を形成する。後者では,乾性立地を好む他の樹種と通 

常混交するか，群生することも多々ある。 いろんな地質や土壌に生育するが， 

最も成長か良いのは砂礫が混じった多孔質の沖積土や排水のよい砂岩風化土で 

4‐ アセンヤクノキ (Cutch tree)

学名 :Ac 鯛 mc α‘死ね"WII1d.

マメ科ネムノキ亜科

中村 松三

Acαααcのにゐ" はヒマラヤ山脈南部地域 , パキスタン, インド, ネパールか

り, バ ングラデシュ, ミャンマー, 中国雲南省 , タイまで天然分布 している。

光を好む陽樹てあり,耐乾性,耐霜性 (稚幼樹時は幾分弱い) を有する落葉樹

てある。樹高は 20m, 直径は lm に達する。樹皮は厚さ 1~13cm, 暗灰色ある

いは灰褐色で, 粗く, 鱗状に剥離する。枝梢は暗褐色で平滑, 小枝に一対の刺

がある。葉は,2 回羽状複葉 , 長さ 10~15cm, 羽片 10~12 対 , 小葉は 30~50

対で線状,無柄である。材は非常に堅く,比重 0.98,耐久性があり,黄白色の辺

材と暗赤色から褐赤色の心材からなる。建築材,家具,農器具等の材料として

利用されるほか, 薪炭材として優れている。また, 心材の小片を煮沸して

Cutch( ペグァセン薬 ) を生産する。 A.c の8cね" の変種 として , インド東北部

(シ・ノキムやアッサム) 及びイント南部 (マイソール), 奥 ミャンマー, タイに

分布 す る A. 餌 彰cた"var.c α復仇 筋 zdes, イ ン ト半 島や奥 ミャンマ ーの A.c のの

cた“ var s“724m が あ る。英 名 は Cutch tree の ほか に ,Catechu tree が用 い ら

れ る。 イ ン ドで Kha ・r (ヒ ンズー ),Vadalai( タ ミル ),Kadaram( マ ラヤ ラ

ム ), ミャ ンマーで Sha, タイて Sa-che, 中 国 で九茶 と呼 ばれて い る。 シノニ

ムに は ルカ似 osα cのβc九α, 肌 .cのに虎ozαBS が あ る。

分 布
海抜 250~1,ooom( 平均 660m), 年降水量 は 500~2,00o mm( 平均 1,200

mm), 年最低気温 95~175oC( 平均 135oC), 年最高気温 326~36 7qC( 平均

347℃) の地域に分布する。

インドを中心に自生するA cαホ枕ね" は,河川周辺の砂磯が混じった乾燥気味

の沖積地や, 河川から遠く離れた高地の乾性地によく見られる。前者では, よ

く群生し, しばしば純林を形成する。後者では,乾性立地を好む他の樹種と通

常混交するか, 群生することも多々ある。いろんな地質や土壌に生育するが,

最も成長が良いのは砂磯が混じった多孔質の沖積土や排水のよい砂岩風化土で
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ある（グラピア5)~ 

開花・結実 

インド北部では2月頃に葉を落とし， その後，新葉を4月末～5月にかけて 

展開する。長さ5'-- 10 cm の白っぼい穂状花序（円筒状）か新葉とともに現れる 

（図4-D。花は小さく暗黄色で,花の時期は7-'S月まて続く。莢（さや）は9'-' 

10月までに急速に発達し，その色は緑色から赤緑色，さらに褐色に変わる。n 

月末頃から熟し始め，12-1 月までには成熟する。莢は長さ5'- 10 cm,幅1'-

15cm で細長く，革質，平滑である（図4.D。通常，莢の中には3-'G 個の種子 

が入っている。種子は0 6'-0.9 cmx 0,5-0.7 cm の幅広の卵形あるいは球形に 

近く，暗緑褐色，平滑，光沢かある。種皮は堅いか，水に浸けると柔らかくな 

る。1kgあたりの種子数は10,000 '-'38,700 粒である。 

図4 l Acacia catech“の穂状花序（1）と果実（2) (PROSEA No. 3 1992) 

　　

ある (グラビア 5)。

開花・結実

インド北部では 2月頃に葉を落とし, その後, 新葉を 4月末~5 月にかけて

展開する。長さ 5~1ocm の白っぽい穂状花序 (円筒状)か新葉とともに現れる

(図 4.1)。花は小さく暗黄色で,花の時期は 7~8 月まて続く。英 (さや) は 9~

10月までに急速に発達し, その色は緑色から赤緑色, さらに褐色に変わる。11

月末頃から熟 し姶め,12~1 月までには成熟する。英は長さ 5~1ocm, 幅 1~

15cm で細長く,革質,平滑である (図 4.1)。通常,英の中には 3~6 個の種子

が入 っている。種子は 06~0.9cm ×0‐5~0.7cm の幅広の卵形あるいは球形 に

近く, 暗緑褐色, 平滑, 光沢かある。種皮は堅いか, 水に浸けると柔らかくな

る。 lkg あたりの種子数は 10,000~38,700 粒である。

図 4 1 Acαααcの@cね" の穂状花序 (1}と果実 {2)(PROSEA NO.31992)
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タネの取扱い 

A catchu は毎年よく種子をつける。種子を集めるよい方法は，先ず，莢を 

12月，あるいは1月初めに木から採取し,数日間日向に置く。次いで，種子を 

莢から外すため（強固に付着している），広い敷き布の上に莢を積み上け，棒で 

たたき，莢をくすした後,それらを平たい篭に入れて風選する。 

種子は容易に昆虫により食害を受けるため貯蔵は難しい。種子は採取した年 

に播種する方かよい。発芽率は通常55-'90％である。種子は適度な降雨により 

容易に発芽するため，特別な前処理をする必要はない。 ただし,必要な場合に 

は熱湯処理を行う。 

天然更新 

天然状態下では，種子は軽い莢に付着したまま風によって散布される。沖積 

地では，水による散布も起こる。種子は雨季の初めに発芽する。雑草のない柔 

らかい土壌は稚樹の成長に好都合である。雨季の初め，沖積砂礫土では，数多 

くの稚樹が林の内外を問わずいたる所に見られる。林内の稚樹は光不足て急激 

に立ち枯れていき,雨季の終わりには見られなくなる。ー方，林外の稚樹は， 

動物等の食害がなければ，かなりの数か生き残る。ただし，土壌か硬く浅く， 

根の展開が困難な場所では乾燥による稚樹の死亡率は高いロ 

河川沿いの沖積地では特に天然更新か顕著てある。孔隙に富む新しい沖積土 

ではA catechu の更新‘成長を阻害する雑草の繁茂か抑えられ，十分な光か保 

証されていること，一方で土壌水分か浸透水によって保たれてその成長をささ 

えていること，などの立地特性がA catechu の更新に有利に働いている。 

また，A. catechu はよく萌芽する。根か露出している所では根萌芽も行う。 

これらの萌芽枝の成長には十分な光か必要て,被陰下てはそれらは成長できず 

枯死してしまう。 

Acatechu は,柱（ポール）材生産の場合は20年伐期の萌芽更新,薪炭材生 

産の場合は10'--15年伐期の萌芽更新が行われる。A catechu の高林について 

は択伐施業もあるが更新に難かあり，皆伐後に人工更新を行うのか確実であ 

る。なお，Cutch 抽出の場合は直径30-35 cm で収穫するのか最も経済的てあ 

る。 

　　

タネの取扱い

A cαご鑑ね" は毎年よく種子をつける。種子を集めるよい方法は, 先ず, 英を

12月, あるいは 1月初めに木から採取し, 数日間日向に置く。次いで, 種子を

英から外すため (強固に付着している),広い敷き布の上に英を積み上げ,棒で

たたき, 爽をくすした後, それらを平たい篭に入れて風選する。

種子は容易に昆虫により食害を受けるため貯蔵は難しい。種子は採取した年

に播種する方がよい。発芽率は通常 55~90% である。種子は適度な降雨により

容易に発芽するため, 特別な前処理をする必要はない。ただし, 必要な場合に

は熱湯処理を行う。

天然更新
天然状態下では, 種子は軽い夷に付着したまま風によって散布される。仲積

地では, 水による散布も起こる。種子は雨季の初めに発芽する。雑草のない柔

らかい土壌は稚樹の成長に好都合である。雨季の初め,沖積砂磯土では,数多

くの稚樹が林の内外を問わずいたる所に見られる。林内の稚樹は光不足て急激

に立ち枯れていき, 雨季の終わりには見られなくなる。一方, 林外の稚樹は,

動物等の食害がなければ, かなりの数が生き残る。ただし, 土壌か硬く浅く,

根の展開が困難な場所では乾燥による稚樹の死亡率は高い。

河川沿いの沖積地では特に天然更新か顕著てある。孔隙に富む新しい沖積土

では月-"zgc力" の更新・成長を阻害する雑草の繁茂が抑えられ,十分な光か保

証されていること, 一方で土壌水分が浸透水によって保たれてその成長をささ

えていること, などの立地特性が A cα鷲cれ" の更新に有利に働いている。

また,A. 餌 Z8cれ" はよく萌芽する。根か露出している所では根萌芽も行う。

これらの萌芽枝の成長には十分な光が必要て,被陰下てはそれらは成長できず

枯死 L.て しまう。

A cqz叱れ" は,柱 (ポール)材生産の場合は 20年伐期の萌芽更新,薪炭材生

産の場合は 10~15 年伐期の萌芽更新が行われる。 A cのecた" の高林について

は択伐施業もあるが更新に難かあり,皆伐後に人工更新を行うのが確実であ

る。なお,Cutch 抽出の場合は直径 30~35cm で収穫するのか最も経済的てあ

る。
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植 栽 

A catechu林は直播きによって造成できる。通常，2mX3 '-4m 間隔て播種 

する。畝や盛土（マウンド）を利用した播種も可能であるが，コストが高くつ 

き，排水か悪く通気性のない土壌以外では推奨できない。造成のポイントは， 

播種時期を十分見極め，雨季の初めに行うこと,少なくとも播種後2年ほどは 

土壌を柔らかく維持すること（土壌耕耘あるいは土壊が柔らかい立地を選ぶこ 

と），初期の3年間は除草を確実に行うこと，播種時から十分な光を提供するこ 

とである。適宜，除草を行い，初年度末から保育除伐を実施すると，A catechu 

の成長は急激に促進される。勿論，潅既すれば,成長を一段と促進できるが， 

土壌固結化の心配かある。苗畑でA. catechu 苗を育成し，移植（山出し）する 

方法もあるが推奨てきない。移植にたよらざるをえない場合は，苗畑での育苗 

後,雨季到来とともに移植し，移植時に根系を傷めないことか重要である。 

ミャンマーでは，数多くのAcatechu林がタウンャ法で造成されてきた。森 

林開墾地に陸稲等とともiこ, 18mX18m , a6mx09m , 27mXL2m の間隔 

でAcatechu が播種され，造成されている。なお，A catechu とチークの混交 

林もタウンヤ法で造成されたか，両樹種とも立地や光に対する反応か同じで， 

競合し，うまくいっていない。インドのデーラドンではキビ等の雑穀とAcat-

echu の筋播きを組み合わせた造林法かうまくいっている。畝の幅は06-0.9 

m ,各畝の間隔は2 4-3 0 m ,畝に沿ってA. catechu の種子を播き，畝間のス 

ペースに雑穀を播種し混作する手法である。Eleuszne core cana （シコクビエ） 

を雑穀として混作する場合，5~6 月に播種し，10月に収穫する。A. catechu の 

播種はE core cane と同時に行う。除草はE coracana の収穫後も適宜続ける。 

成 長 

インドのウソタル・プラデシュで得られた地位と樹高の関係は， 1 等地で， 

10年生156'-176m, 20年生210-23.7m, 2 等地で，10年生136-'156m, 20 

年生183-21.0m, 3等地で，10年生l1.8---136m, 20年生15.5'-48.3m であっ 

た。無間伐林の林分材積は，20年生て，1等地が139mツha, 2等地が108 m3ノ 

ha, 3等地が84m3/ha であった。 インドのハリヤーナにおいて得られた材積 

式は以下の通りである。 

材積（皮なし）V= -0.013071+3.554539 D2+0 65378 D2 H 

材積（皮付き）V = -0003667+4373288 D2十0.73788 D2 H 

　　　

植 栽
月 c鯛gc力“林 は直播 きによって造成できる。通常 ,2m ×3~4m 間隔て播種

する。畝や盛土 (マウンド) を利用した播種も可能であるが, コストが高くつ

き, 排水か悪く通気性のない土壌以外では推奨できない。造成のポイントは,

播種時期を十分見極め,雨季の初めに行うこと,少なくとも播種後 2年ほどは

土壌を柔らかく維持すること (土壌耕転あるいは土壌が柔らかい立地を選ぶこ

と),初期の 3年間は除草を確実に行うこと,播種時から十分な光を提供するこ

とである。適宜,除草を行い,初年度末から保育除伐を実施すると,A 鰯彰肋“

の成長は急激に促進される。勿論, 潅慨すれば, 成長を一段と促進できるが,

土壌固結化の心配かある。苗畑で A.cαzgcれ"苗を育成し, 移植 (山出し) する

方法もあるが推奨てきない。移植にたよらざるをえない場合は, 苗畑での育苗

後, 雨季到来とともに移植し, 移植時に根系を傷めないことか重要である。

ミャンマーでは, 数多 くの A cα≠叱れ" 林がタウンヤ法で造成 されてきた。森

林開墾地に陸稲等 とともに,18m ×18m,3 ‐6m ×09m,27m ×1‐2m の間隔

で A cのe効 " が播種され , 造成 されている。なお,A ‐餌 Zecれ" とチークの混交

林もタウンャ法で造成されたが, 両樹種とも立地や光に対する反応か同じで,

競合 し, うまくいっていない。インドのデーラ ドンではキビ等の雑穀 と A 餌 z‐

8塊 " の筋播 きを組み合わせた造林法がうまくいっている。畝の幅は 0‐6~0.9

m, 各畝の間隔は 24~30m, 畝に沿って凡 cの叱れαの種子を播き, 畝間のス

ペースに雑穀を播種 し混作する手法である。EZB“s粥gc鯛解αれα (シコクビエ)

を雑穀 として混作する場合 ,5~6 月に播種 し,10 月に収穫す る。A. 健 zgcね" の

播種は且 com 餌れαと同時に行う。除草はE coα鰯〃αの収穫後も適宜続ける。

成 長
インドのウ ンタル ・プラデシュで得 られた地位と樹高の関係は,1 等地で ,

10年生 156~176m,20 年生 210~23.7m,2 等地で,10 年生 136~156m,20

年生 183~21.om,3 等 地 で ,10 年 生 11.8~136m,20 年 生 15.5~18.3 m で あ っ

た。無間伐林の林分材積は,20 年生て,1 等地が 139m3/ha,2 等地が 108m3/

ha,3 等地が 84m3/ha であった。 インドのハ リヤーナにおいて得 られた材積

式は以下の通りである。

材積 (皮な し) V=-0.013071 十3‐554539D2+065378D2H

材積 (皮付 き)V=-0003667 十4373288D2+0.73788D2H
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病虫害など 

加害昆虫は50種以上か知られる。その中で生立木を加害するカミキリムシ 

科のCclosterna scabra切γは枯死させる場合かあるので要注意である。 

Acatechuの葉は家畜等によってよく食害を受ける。ヤマアラシは幹周りの 

樹皮をかじり枯死させることがしばしはある。一方，混交林に生育するA. cat-

echu は，つる植物による巻きつき被害をしばしば受ける。ヒマラャ山脈南部の 

沖積地に成立する森林ては，その代表的なつる植物にDregea volubilzs かあ 

り，Am 加chu に大きな被害をもたらす。その他にも，Cryptolepis buchanant 

やVallaris heynet かある。 
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病虫害など
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科の CB‘o群em αs餌炉のoγは枯死させる場合かあるので要注意である。
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5． 力マバアカシア（Northern black wattle, Ear-pod wattle) 

学名 Acacza aurzculzformzs Cunn ex Benth 

マメ科ネムノキ亜科 

石塚 和裕 

湿潤あるいは半乾燥の熱帯にあって,環境適応性の最も高いマメ科樹種の代 

表として良く知られている。この50年間アジア，アフリカ，南米に広く植栽さ 

れ，現在もその勢いは変わらない。造林目的の多くは薪，炭，ポール，パルプ 

やチップの生産である。最近の10年では環境緑化，土壌改良,浸食防止，防風 

林をたてる目的ほかて植えられることも多くなった。常緑なので街路樹として 

の植栽もなされる。空中の窒素を固定する能力を持った肥料木でもある0 熱帯 

降雨林などの湿潤・高温地域てもっとも旺盛な成長を示す。生産力の低い地域 

でも造林目的にあった収量が得られる。 

樹高8-'28m になる中高木で，地際から幹の分岐が激しく，やや屈曲するた 

め，成木の形状は良くない。孤立木の場合比較的大きな樹冠を形成する。立地 

条件が良ければ樹高BOrn，直径80cm に及ぶ通直な樹形を持つことも知られ 

ている。樹皮はやや厚く，表面か荒く，縦方向にしわがより，灰色から暗褐色。 

下部の樹皮は溝となる。 

本種はAcacui autacocaゆa とはよく類似し，A conjusa やAIbrasszz にも 

似ている。Apoりstachya とは葉脈の連結かこの種てしばしば認められること 

と， 莢の形状て区別かできる。A lゆ tocarpa とは葉脈の密度が4-'6本／mm 

と多いことて区別かてきる（本種は1-'2本／mm) Al 叩tocarpa とA 

mangium は本種と自然交配か行われ,雑種か得られることから近縁種と考え 

られる。なお，最近では多くのオーストラリアのAcacia 同様，新しい属 

Racosperma に分類されるが，一般にはまだ属名としてAcat加が使われてい 

る。本種以外のアカシア類は本シリーズの第1巻と第2巻に記されている。 

とちらかというと中型の樹木で，通常小径材であることや，捻れやすく通直 

性を欠くため，一般用材にはあまり適さない。辺材は黄色，心材は暗赤色で堅 

く，滑らかで仕上け材や家具材として優れているが, シロアリには弱い。薪炭 

用材として優れ，良質の木炭かできる0 またパルプ用材としても有望である。 

樹皮には約is％の良質の水溶性タンニンを含む。枝葉は窒素分を多く含み良 
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5. カマパ アカ シア (Northern black wattle,Ear-pod watt1

学名 Ac αcm 似 れc"なお “似 s Cunn ex Benth

マメ科ネムノキ亜科

石塚 和裕

湿潤あるいは半乾燥の熱帯にあって,環境適応性の最も高いマメ科樹種の代

表として良く知られている。この 50年間アジア, アフリカ,南米に広く植栽さ

れ , 現在 もその勢いは変わ らない。造林 目的の多 くは薪 , 炭 , ポール, パルプ

やチップの生産である。最近の 10年では環境緑化,土壌改良,浸食防止,防風

林をたてる目的ほかて植えられることも多くなったc 常緑なので街路樹として

の植栽もなされる。空中の窒素を固定する能力を持った肥料木でもある。熱帯

降雨林などの湿潤・高温地域てもっとも旺盛な成長を示す。生産力の低い地域

でも造林目的にあった収量が得られる。

樹高 8~28m になる中高木で, 地際から幹の分岐が激しく, やや屈曲するた

め,成木の形状は良くない。孤立木の場合比較的大きな樹冠を形成する。立地

条件が良ければ樹高 30m, 直径 80cm に及ぶ通直な樹形を持つことも知られ

ている。樹皮はやや厚く,表面か荒く,縦方向にしわがより,灰色から暗褐色。

下部の樹皮は農となる。

本種 は Ac αcm α〆餌 ocαゆα とはよ く類似 し,A.co が 郷 αや A. bmsszz に も

似ている。A pozys郷c卿αとは葉脈の連結かこの種てしばしば認められること

と, 英の形状て区別ができるo A 加野ocαゆαとは葉脈の密度が 4~6 本 /mm

と多 い ことて 区別 かて きる (本 種 は 1~2 本 /mm) 。 A. 乙ePのcαゅαと A

mαれg貌粥 は本種と自然交配が行われ, 雑種か得られることから近縁種と考え

られ る。なお, 最近 で は多 くのオース トラ リアの Ac 解放 同様 , 新 しい属

尺αcosDB鰯肱 に分類 されるが , 一般 にはまだ属名 として Acαcわ が使われてい

る。本種以外のアカシア類は本シリーズの第 1巻と第 2巻に記されている。

とちらかというと中型の樹木で,通常小径材であることや,捻れやすく通直

性を欠くため, 一般用材にはあまり適さない。辺材は黄色, 心材は暗赤色で堅

く, 滑らかで仕上げ材や家具材として優れているが, シロアリには弱い。薪炭

用材として優れ, 良質の木炭かできる。またパルプ用材としても有望である。

樹皮には約 13% の良質の水溶性タンニンを含む。枝葉は窒素分を多く含み良
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い肥料になるが，家畜はあまり好まないので飼料には向かない。 

分 布 

オーストラリアの北部準州とクインズランド州の北部からニューギニ.7島南 

部にかけて，乾季を伴う熱帯地域に分布する。 気候条件は,年間降水星760'-

3,000mm,約4'-- 6 か月程度の乾季のある,標高400'-600 m 以下の地域に分布 

し，年平均気温では24'-' 29℃，月平均気温の最高が32-38C，最低が17 -20C 

の範囲にある。霜や強風には耐えない。実際の生育地は，熱帯季節林といって 

も低地等にあって, しかも川の土手やマングロー ブの後背地など比較的湿潤な 

環境で,強度の乾燥には耐えない。先駆樹種であり，被陰の下ては天然更新は 

てきない。 おひただしい量の根粒のほかVA 菌根も形成する。 

開花・結実 

開花は比較的若いとき（2'-4年生） から見られる。長さ8cm 程度の穂状花 

で鈍い金色（グラビア6)。花は多いもののそれほど密ではない。穂の先端部は 

花が対になっている。花は花柄かなく，5弁，がく片は無毛，0 7'-'i mm 。花弁 

は1J'-2 mm て,かく片の2-2-5 倍。雄ずいはおよそ3mm。子房には密な軟 

毛がある。開花は南半球の原産地で5 -'6月にみられ，結実まで通常4,-'S か月 

を要する。 その他の地域ては開花時期が一定せす，1年に2回の開花・結実も 

認められる。 

莢は最初は真っ直ぐだが成熟すると横に丸まって,種名にもあるように周辺 

は波打ち,小さな耳のような形となる（グラビア7)。木質で,緑灰色をなし， 

横断脈を持つ。大きさはおおむね長さ6 5 mm ，幅1.5 cm。種子は1列に10~15 

個程度並ぶ。球から卵形で艶のある黒色，長さ4'-'6mm，幅3-4 mm ～莢はほ 

とんと閉じている。突出した黄色から赤色の種柄が種子を取り囲んでいる。乾 

燥や雨て莢は容易に2つに裂け，種子が離脱するか，ぶら下かったように見え 

る。結実は通常豊富てあるか，若い時に虫害に見舞われやすい。種子は38,000 

'-63,000 粒／kg もある。 

種子の取扱い 

種子の保存は比較的長い期間可能で，密閉乾燥した冷暗所で18 か月程度，冷 

蔵保存では3年保存てきる。しかし発芽率の低下は否めない。新鮮種子を入手 

　　

い肥料になるが, 家畜はあまり好まないので飼料には向かない。

分 布
オーストラリアの北部準州とクインズランド州の北部からニューギニア島南

部にかけて, 乾季を伴う熱帯地域に分布する。気候条件は, 年間降水星 760~

3,ooomm, 約 4~6 か月程度の乾季のある, 標高 400~600m 以下の地域に分布

し,年平均気温では 24~29 ℃ ,月平均気温の最高が 32~38 ℃ ,最低が 17~20oC

の範囲にある。霜や強風には耐えない。実際の生育地は, 熱帯季節林といって

も低地等にあって, しかも川の土手やマングローブの後背地など比較的湿潤な

環境で, 強度の乾燥には耐えない。先駆樹種であり, 被陰の下ては天然更新は

てきない。おひただしい量の根粒のほか VA 菌根も形成する。

開花・結実

開花は比較的若いとき (2~4年生) から見られる。長さ8cm 程度の穂状花

で鈍い金色 (グラビア 6)。花は多いもののそれほど密ではない。穂の先端部は

花が対になっている。花は花柄かなく,5 弁 , が く片は無毛 ,07~lmm 。花弁

は 1.7~2mm て , か く片の 2~2‐5倍。雄ずいはおよそ 3mm 。子房には密な軟

毛がある。開花は南半球の原産地で 5~6 月にみられ, 結実まで通常 4~5 か月

を要する。その他の地域ては開花時期が一定せす,1 年に 2回の開花・結実も

認められる。

英は最初は真っ直ぐだが成熟すると横に丸まって, 種名にもあるように周辺

は波打ち,小さな耳のような形となる (グラビア 7)。木質で, 緑灰色をなし,

横断脈を持つ。大きさはおおむね長さ 65mm, 幅 L5cm 。種子 は 1列に 10~15

個程度並ぶ。球から卵形で艶のある黒色,長さ 4~6mm, 幅 3~4mm 。英はほ

とんど閉じている。突出した黄色から赤色の種柄が種子を取り囲んでいる。乾

燥や雨て英は容易に 2つに裂け, 種子が離脱するか, ぶら下がったように見え

る。結実は通常豊富てあるか, 若い時に虫害に見舞われやすい。種子は 38,000

~63,000 粒 /kg もある。

種子の取扱い

種子の保存は比較的長い期間可能で,密閉乾燥した冷暗所で 18か月程度,冷

蔵保存では3年保存てきる。しかし発芽率の低下は否めない。新鮮種子を入手
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するよう注意が必要である。造林地から種子を採取する場合，交雑種が発生す 

る危険か多い。オーストラリアのCSTRO ・ Australian Tree Seed Centre と 

いった信頼のおける関連組織から取り寄せることが奨められる。 

育 苗 

lmx4m ほどの砂からなる発芽床に播種量として300 -400 g/m2を播き, 

細砂でかるく覆う。播種前の発芽処理としては40-60℃のお湯に6時間つけ 

る方法や，沸騰水に1-S 分程度つけてから流水で24時間よく洗う方法があ 

る。種皮に直接傷を付ける方法や濃硫酸に30分つけて洗う方法か発芽率，生存 

率とも良いという報告かあるが，事業ベースには向かない。 

ポソトの作成は直径6 cm長さ10 cm から直径8cm長さ15 cm の大きさの 

ビニール袋に，底を含めて10-iSか所の穴をあけたものに用土を軽く詰める。 

黒色の方が望ましい。 

用土として寿層＋の使用は養分や構造などの点で望ましいか，雑草の種子を 

多く含むため，80℃程度の焼土処理をすることが有効てある。土壌構造を改善 

し透水性を増すために用土として砂を混ぜることか行われるが,モミ殻燻炭あ 

るいは堆肥のような植物原料を用いる方が透水性の維持などには有利である。 

窒素固定を行うため窒素肥料の多用は逆効果であり， リン酸肥料の方がより有 

効である。通常根粒菌の接種は必要ないが,成長が不良の場合ポノト苗の根系 

を観察して判断する。 

発芽直後の子葉は楕円形で0 5cm >< 0-4 cm～ 胚軸は緑色でやや四角張って, 

翼があり，無毛。最初の幼葉は4-6枚の小葉をつけた2回羽状複葉，その後に 

だんだんと複葉から仮葉になる （グラビア8)。成葉は真っ直ぐか，鎌状の仮葉 

で，両端が尖り，無毛,長さ10'-16 cm,幅1.5--S cm~ 3-4 本の長軸方向の平 

行脈が一緒になって基部に近いところまで走る。仮葉の基部には腺がある。 

発芽は播種後2-S 日ですすみ，11日後には苗丈2-Scm (2-3 対の仮葉） 

に成長した時ビニールポノトへの移植ができる。 ポ'Iトへ2-S 粒の種子を直 

播きし，後に間弓はする方法も可能である。発芽率は種子の保存期間によって 

低下するか，概ね30-G0％であった。 播種床には50％程度の覆いが必要であ 

るが，その後は光が多いほど成長もよい。被陰しすぎるとうどん粉病や根腐れ 

を起こす。 

苗木は気温33C まで高温ほど成長が良く，20℃以下になると低下が著しく， 

　　

するよう注意か必要である。造林地から種子を採取する場合,交雑種が発生す

る危険 か多 い。 オー ス トラ リアの CSIR0 ・Australian TreeSeed Centre と

いった信頼のおける関連組織から取り寄せることが奨められる。

育 苗
lm ×4m ほどの砂からなる発芽床に播種量として 300~400g/m2 を播き,

細砂でかろく覆う。播種前の発芽処理としては 40~60 ℃ のお湯に 6時間つけ

る方法や, 沸騰水に 1~5 分程度つけてから流水で 24時間よく洗う方法があ

る。種皮に直接傷を付ける方法や濃硫酸に30分つけて洗う方法か発芽率,生存

率とも良いという報告があるが, 事業ベースには向かない。

ポソトの作成は直径 6cm 長さ 1ocm から直径 8cm 長さ 15cm の大きさの

ビニール袋に, 底を含めて 10~15 か所の穴をあげたものに用土を軽く詰める。

黒色の方が望ましい。

用土として表層土の使用は養分や構造などの点で望ましいが,雑草の種子を

多く含むため,80oC程度の焼土処理をすることが有効てある。土壌構造を改善

し透水性を増すために用土として砂を混ぜることか行われるが, モミ殻煉炭あ

るいは堆肥のような植物原料を用いる方が透水性の維持などには有利である。

窒素固定を行うため窒素肥料の多用は逆効果であり, リン酸肥料の方がより有

効である。通常根粒菌の接種は必要ないが,成長が不良の場合ポソト苗の根系

を観察して判断する。

発芽直後の子葉は楕円形で 05cmxo ‐4cm 。魅軸は緑色でやや四角張って,

翼があり,無毛。最初の幼葉は 4~6 枚の小葉をつけた 2回羽状複葉,その後に

だんだんと複葉から仮葉になる (グラビア8)。成葉は真っ直ぐか,鎌状の仮葉

で , 両端が尖 り, 無毛 , 長さ 10~16cm, 幅 1.5~3cm 。3~4 本の長軸方向の平

行脈が一緒になって基部に近いところまで走る。仮葉の基部には腺がある。

発芽は播種後 2~3 日ですすみ,11 日後には苗丈 2~3cm(2~3 対の仮葉)

に成長した時ビニールポソトヘの移植ができる。ポソトヘ 2~3 粒の種子を直

播きし,後に間引きする方法も可能である。発芽率は種子の保存期間によって

低下するか, 概ね 30~60% であった。播種床には 50% 程度の覆いが必要であ

るが, その後は光が多いほど成長もよい。被陰しすぎるとうどん粉病や根腐れ

を起こす。

苗木は気温 33oCまで高温ほど成長が良く,20oC 以下になると低下が著しく,
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15℃以下で低温障害をおこす（川又ら1988）。植栽後の若木は雑草との競争に 

弱いため， 植栽用の苗木は30-60 cm が標準で， 育苗には3-5 か月を要する 

（草丈25cm ならば3,-,4 か月）。育苗期間中並べ替えを1か月ごとに行う。そ 

の際に除草や薬剤散布を行う。また苗丈30cm ぐらいから根切りか必要だが， 

根がポットの外へ伸張したかをみなから実施すればよい。山出し前1か月間 

ハードニング（山出し前に乾燥に耐えるよう潅水量や回数を順次減らしてい 

く）と呼ばれる作業か必須である。 

適 地 

植栽可能地として成長だけを見れば，明らかに湿潤熱帯の方がよい。しかし 

環境耐性は特に高く，原産地の環境条件よりも劣悪な条件で生育か可能てあ 

る。降水量700-'G,OOU mm ,気温40C，わずかな霜，8か月間の乾季, 6 か月間 

の湛水にも耐える。長い乾季のある地域の葉は高温と乾燥に耐えるように厚く 

皮のように堅くなる。標高としては1,100'-4,200m まで確認されている。高塩 

類濃度にも耐える。従って，現在東南アジア，南アジア，南アメリカ，アフリ 

カなどに広く植栽されている。 

土壌条件に対する環境適応性も極めて高く，砂地，重粘地，石灰岩地，ポド 

ソル性土，ラテライト土壌でもよい成績を示す。土壌のpHとしては3-9 まで 

生育可能で，アルカリ性の砂丘土から強酸性の鉱山跡地，ボタ山，瘠悪林地な 

どに緑化用樹木として植栽される。瘠せた土地でもおびただしい数の莢を生産 

し，ユーカリなどが生育しない土地でも生育が可能である。 しかし,浅根性の 

ため土層か極端に浅い土地に植栽した場合，ユーカリよりも成長は悪く,寿命 

も10 -4 5年と短くなる。 

植 栽 

植栽密度は2m X2m から4mX4m が通常であるが，パルプなどのように 

バイオマス生産目的であれば密度か高いほど収量は多くなる。地拵えには除草 

以外に集約的な作業を特に必要としない。造林地の保育としては比較的手間が 

いらない。初年度3回，2年度以降5年まで年2回程度の下刈か必要である。若 

い苗木は耐陰性が低いため,容易に草との競争に負けてしまう。しかし一旦活 

着すると草との競争には強い。除草は雑草の除去か目的てあるが，山火事防止 

のために乾季に入るころに除草することが不可欠てある。耐火性はあまりな 

　　

15oC以下で低温障害をおこす 0"又ら1988)。植栽後の若木は雑草との競争に

弱いため, 植栽用の苗木は 30~60cm が標準で, 育苗には 3~5 か月を要する

(草丈 25cm ならば 3~4 か月)。育苗期間中並べ替えを 1か月ごとに行う。そ

の際に除草や薬剤散布を行う。また苗丈 30cm ぐらいから根切りが必要だが,

根がポットの外へ伸張したかをみなから実施すればよい。山出し前 1か月間

ハードニング (山出し前に乾燥に耐えるよう潅水量や回数を順次減らしてい

く) と呼ばれる作業が必須である。

適 地
植栽可能地として成長だけを見れば,明らかに湿潤熱帯の方がよい。しかし

環境耐性は特に高く,原産地の環境条件よりも劣悪な条件で生育が可能てあ

る。降水量 700~6,00o mm, 気温 400C, わずかな霜 ,8 か月間の乾季 ,6 か月間

の湛水にも耐える。長い乾季のある地域の葉は高温と乾燥に耐えるように厚く

皮のように堅 くなる。標高としては 1,100~1,200m まで確認されている。高塩

類濃度にも耐える。従って, 現在東南アジア, 南アジア, 南アメ リカ, アフリ

カなどに広く植栽されている。

土壌条件に対する環境適応性も極めて高く, 砂地, 重粘地, 石灰岩地, ポド

ソル性土, ラテライト土壌でもよい成績を示す。土壌の pH としては 3~9 まで

生育可能で, アルカリ性の砂丘土から強酸性の鉱山跡地, ボタ山, 椿悪林地な

どに緑化用樹木として植栽される。椿せた土地でもおびただしい数の英を生産

し, ユーカリなどが生育しない土地でも生育が可能である。しかし, 浅根性の

ため土層が極端に浅い土地に植栽した場合, ユーカリよりも成長は悪く, 寿命

も 10~15 年と短くなる。

植 栽
植栽密度は 2m ×2m から4m ×4m が通常であるが, パルプなどのように

バイオマス生産目的であれば密度が高いほど収量は多くなる。地構えには除草

以外に集約的な作業を特に必要としない。造林地の保育としては比較的手間が

いらない。初年度 3回,2 年度以降 5年まで年 2回程度の下メ=が必要である。若

い苗木は耐陰性が低いため, 容易に草との競争に負けてしまう。しかし一旦活

着すると草との競争には強い。除草は雑草の除去が目的てあるが, 山火事防止

のために乾季に入るころに除草することが不可欠てある。耐火性はあまりな
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い。航空機を使った直播きも可能であるが，その場合逆に丁寧な地拵えか必須 

である （クラビア9% 

成 長 

本種の成長は湿潤ほど成績かよく，インドて1年目の成長か20 m3/ha, 2年 

て樹高6m, 8年で17m (PNG)，フィリピンのタバオては2年間で樹高6 m , 

材積成長30 m3/haノ年，3年で樹高9'-'12m（マレーシア）等の例がある。イン 

トネシアては13年で樹高16一6m，直径13-8cm，材積227 m3/ha など，好条件 

下ては更に良い成長か期待できる。シャワ島では，10-'12 年伐期て木材の年平 

均生産量17-20 m3/ha，表土の薄いラテライトでも10m3/ha が得られた。 

しかし半乾燥地では生育は必ずしもよくなく5-'20 m3/haノ年に留まってい 

る。海南島ては5年で樹高12m，材積92 m3/ha, 8年で樹高9m，直径13cm 

（アフリカ）等の例がある。フィリピンのパンダパンガンでは林齢6年で樹高が 

82m，年平均成長量か86mりha／年であった。同しく収穫予想表から20年目 

の地位として，上で樹高17 m ，材積115 m3/ha，中で同じく12m, 60m /haて 

あるか，下では7m, 13m3/ha にすきなかった（西川ら1996)。 

タイでは2年で樹高2mに満たない例もあり,6年で平均樹高85m,胸高直 

径5-8 cm，幹材積84 m3/ha というデータもある （加茂1990)。 

天然更新 

天然更新は苗木の耐陰性か低いため林床か暗い林分や造林地ではほとんど進 

まない。萠芽性は低いが，地上から約lm以上で切れは再生に問題か起こらな 

いという報告もある。刈り込みにも耐え，株状に仕立てることもてきる。最初 

の前芽更新の際の伐期は，新植時よりも短い期間で収穫か可能だが，その次の 

萠芽更新では再ひ期間が長くなる傾向が得られており,地力の低下が心配され 

る0 

病虫害 

苗木の段階では菌類によるうとんこ病や根腐病，さび病， こぶ病，葉の黒斑 

病の被害か見られる。若木でも根頭癌腫病,心材腐朽病，キクイムシ，鱗翅目 

幼虫や線虫， シロアリによる被害なとも報告されている。そのほか, インドネ 

シア南スマトラではカミキリムシのXystrocera ルstiva の被害が多いという報 

26

い。航空機を使った直播きも可能であるが, その場合逆に丁寧な地持えが必須

である (グラビア 9)。

成 長
本種の成長は湿潤ほど成績がよく, インドて 1年目の成長か 20m3/ha,2 年

て樹高 6m,8 年で 17m(PNG), フィリピンのタバオては 2年間で樹高 6m,

材積成長 30m3/ha/ 年 ,3 年で樹高 9~12m( マレーシア)等の例がある。イン

トネシアては 13年で樹高 16‐6m, 直径 13‐8cm, 材積 227 m3/ha など, 好条件

下ては更に良い成長が期待できる。シャワ島では,10~12 年伐期て木材の年平

均生産量 17~20m3/ha, 表土の薄いラテライトでも 1om3/ha が得られた。

しかし半乾燥地では生育は必ずしもよくなく5~20m3/ha/ 年に留まってい

る。海南島ては 5年で樹高 12m, 材積 92m3/ha,8 年で樹高 9m, 直径 13cm

(アフリカ)等の例がある。フィリピンのパンダバンガンでは林齢 6年で樹高が

82m, 年平均成長量が 86m3/ha/ 年であった。同しく収穫予想表から 20年目

の地位として ,上で樹高 17m, 材積 115 m3/ha, 中で同 じく 12m,60ms/ha て

あるか , 下では 7m,13m3/ha にすきなかった (西川 ら 1996)。

タイでは 2年で樹高 2m に満たない例もあり,6 年で平均樹高 85m, 胸高直

径 5‐8cm, 幹材積 84m3/ha というデータもある (加茂 1990)。

天然更新

天然更新は苗木の耐陰性か低いため林床が暗い林分や造林地ではほとんど進

まない。萌芽性は低いが, 地上から約 lm 以上で切れは再生に問題が起こらな

いという報告もある。刈り込みにも耐え, 株状に仕立てることもてきる。最初

の萌芽更新の際の伐期は,新植時よりも短い期間で収穫が可能だが, その次の

萌芽更新では再び期間が長くなる傾向が得られており,地力の低下が心配され

る。

病虫害
苗木の段階では菌類によるうとんこ病や根腐病, さび病, ころゞ病, 葉の黒斑

病の被害か見られる。若木でも根頭癌腫病, 心材腐朽病, キクイムシ, 鱗超目

幼虫や線虫, シロアリによる被害なとも報告されている。そのほか, インドネ

シア南スマ トラではカ ミキ リムシの又寛ごocem 角材Z卿 の被害が多いという報
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告もある。 

育 種 

オーストラリアはじめ多くの国で育種か行われ，プラス木選抜,次代検定林， 

クローン集植，産地試験，採種園造成などか行われてきている。成長，幹の通 

直性，高い枝下高，病虫害耐性等による選抜が進んでいる。PNG産は材積成長 

に優れ， クインズランド産は通直てあるという。 

A cacia mangiuin との自然交雑が起こるのて，雑種強勢を利用した通直て成 

長の優れた形質の選抜か試みられている。ただし，本種の採種園を作る場合に 

は近縁種との自然交配種や雑種が多く発生する危険があるため,周囲に前述の 

A . mazgium の植栽地がないことを確認する必要がある。 

文 献 
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告もある。

育 種
オーストラリアはじめ多くの国で育種が行われ,プラス木選抜,次代検定林,

クローン集植, 産地試験, 採種園造成などか行われてきている。成長, 幹の通

直性,高い枝下高,病虫害耐性等による選抜が進んでいる。PNG 産は材積成長

に優れ, クインズランド藤は通直てあるという。

Amcm mqれgi“m との自然交雑が起こるのて, 雑種強勢を利用した通直て成

長の優れた形質の選抜が試みられている。ただし,本種の採種園を作る場合に

は近縁種との自然交配種や雑種が多く発生する危険があるため,周囲に前述の

A.m α“gZ"m の植栽地がないことを確認する必要がある。
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6． タイワンネム（White sinis) 

学名 Albzzta procera (Roxb ) Benth 

マメ科ネムノキ亜科 

正木 隆 

タイワンネムは成長の早い落葉高木である。成熟した個体は長く通直な幹を 

持ち，ときおりわずかに湾曲している場合もある。大きな枝は幹のかなり上部 

について，薄い樹冠を広けている。樹皮はほとんど滑らかで，明茶色，白っぽ 

い灰色， もしくは緑かかった灰色をしている。樹皮は内側が赤く，薄片となっ 

て剥け落ちる。葉は偶数羽状複葉で，長さは12-25 cm，小葉は長さか4cm で 

幅は8-46mm ，展葉直後は赤みを帯ひている。 

タイワンネムは少なくとも1世紀前に，庭園木や農園での林業樹種として 

バージン諸島に導入され，プェルトリコでは野生化してごく普通の樹木となっ 

た。南アジア地域では道路沿いや土地の境界に植える木として広く利用されて 

おり，アグロフォレストリーにおいても使われている。 

天然分布 

タイワンネムは」5。 S から30。 N の範囲で，インド，ネパール，ヒマラヤ山脈 

以南以東， アンダマン諸島，バングラデシュ， ミャンマー， 中国南部， タイ， 

カンホジア, ラオス， ベトナム， マレーシア， インドネシア， フィリピン，バ 

プアニューギニア，ォーストラリア北部に天然分布する。 タイワンネムの生育 

する熱帯および亜熱帯の適潤地・湿地では年降水量は1,000-5,000 mm に及 

ひ， 乾季を伴う地域もあれば伴わない地域もある。中でも，年降水量が2,500 

mm 以上の湿った地域にもっともよく見られ，具体的には，アソサム，アンダ 

マン諸島，インド南部の西ガーッ山脈などがそれに該当する。 インド半島で年 

降水量が1,000mm 程度の乾いた地域にはタイワンネムはあまり分布せず，胸 

高直径も50cm に達することはほとんとない。 

降水量に比べ, タイワンネムの分布と温度との関係はあまり明確ではない。 

天然分布域では，日陰での最高気温は37'-4GC，最低気温は1-is℃の範囲で 

ある。霜の害は受けやすい一方，乾燥にはかなり耐えられることが知られてい 

る。 
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6. タイワンネム (White siris)

学名 A‘ゎzzmP 劣ocem(Roxb)Benth

マメ科ネムノキ亜科

正木 隆

タイワンネムは成長の早い落葉高木である。成熟した個体は長く通直な幹を

持ち, ときおりわずかに湾曲している場合もある。大きな枝は幹のかなり上部

について, 薄い樹冠を広げている。樹皮はほとんど滑らかで, 明茶色, 白っぽ

い灰色, もしくは緑かかった灰色をしている。樹皮は内側が赤く, 薄片となっ

て剥げ落ちる。葉は偶数羽状複葉で,長さは 12~25cm, 小葉は長さが 4cm で

幅は 8~16mm, 展葉直後は赤みを帯びている。

タイワンネムは少なくとも1世紀前に,庭園木や農園での林業樹種として

バージン諸島に導入され, プエルトリコでは野生化してごく普通の樹木となっ

た。南アジア地域では道路沿いや土地の境界に植える木として広く利用されて

おり, アグロフォレス トリーにおいても使われている。

天然分布
タイワンネムは i5oS か ら 30oN の範囲で , インド, ネパール , ヒマラヤ山脈

以南以東 , アンダマ ン諸島, バ ングラデシュ, ミャンマー, 中国南部 , タイ,

カ ンホ ジア , ラオ ス , ベ トナ ム , マ レ… シア , イ ン ドネ シア , フ ィ リピン, パ

プアニューギニア, オース トラリア北部に天然分布する。 タイワンネムの生育

する熱帯および亜熱帯の適潤地 ・湿地では年降水量は 1,000~5,ooo mm に及

び, 乾季を伴う地域もあれば伴わない地域もある。中でも, 年降水量が 2,500

mm 以上の湿 った地域にもっともよく見 られ , 具体的には, ア・ノサム, アンダ

マン諸島, インド南部の西ガーッ山脈などがそれに該当する。インド半島で年

降水量が 1,00omm 程度の乾いた地域にはタイワンネムはあまり分布せず, 胸

高直径も50cm に達することばほとんどない。

降水量に比べ, タイワンネムの分布と温度との関係はあまり明確ではない。

天然分布域では, 日陰での最高気温は 37~46 ℃, 最低気温は 1~1 ずC の範囲で

ある。霜の害は受けやすい一方, 乾燥にはかなり耐えられることが知られてい

る。
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立地・植生 

タイワンネムは様々な立地で生育できるが，排水性のよいロームか粘土質で 

湿性の沖積土壌でもっともよく生育する。原産地のアジア地方ては標高1,200 

m までの湿地林や湿性サパンナに生育し，河川沿いの沖積地,および適潤地に 

も普通に見られる。その一方で，乾性土壌,砂質・礫質土壌,浅い土壌ても生 

育か可能なので,他樹種では成林か困難な場所に植林するのに便利てある。塩 

性土壌やアルカリ土壌へ植林しても活着・成長ともに非常に良好であるか， タ 

イワンネムにとって最適な土壌pH は，実際は5-0'-S 5 である。根粒菌と共生 

して窒素固定をおこなうので，窒素の欠乏した土壌ても旺盛に成長することが 

てきる。 

タイワンネムはインドでは適潤地の混交落葉樹林で優占もしくは準優占種と 

なる。低地の沖積地のサバンナでは，未発達な砂質土壌ての遷移初期の段階で， 

散在するか小集団として存在する。 

タイワンネムがこの50年間で半野生化したプェルトリコでは，道路脇の堤 

防や放棄農地で純林を形成するパイオニア種となっており，亜熱帯の適潤地帯 

では物理的に撹乱された場所にも侵入する。標高の低い放牧地や河川沿いの堤 

防でも普通に見られる（降水量は600-800 mm )~ 

開花・結実 

タイワンネムは，インドでは6月から9月にかけて開花し， プェルトリコて 

は8月から10月にかけて開花する。花穂は8'-25cm の長さて，枝先近くにつ 

く。多数の緑かかった黄色の花は直径20 -'24 mm の白っぽい球状の頭状花序 

を形成する。個々の花の大きさは6-'7mm で，緑かかった2 mm の萼筒には鋸 

歯が5つある。花冠は白く，狭くて長さ4-S mm である。5つの突起のある髪 

の毛のような弁を持ち，長さ約10 mm の白い糸のような雄ずいを多数広けて 

いる。雌ずいは細い子房と糸状の花柱て構成される。 

果実は真紅， もしくは茶色かかった赤色の平らな豆果て，長さ10-'-'20 cm, 

幅LS-25cm である。インドでは2月～5月に成熟し,プェルトリコては1月 

-6 月に成熟する。成熟した茶色の豆果は6'-12個の種子を含み, たいていは 

落葉するまで樹上に残る。 

29

立地・植生

タイワンネムは様々な立地で生育できるが, 排水性のよいロームか粘土質で

樫性の沖積土壌でもっともよく生育する。原産地のアジア地方ては標高 1,200

m までの湿地林や湿性サバンナに生育し,河川沿いの沖積地,および適潤地に

も普通に見られる。その一方で, 乾性土壌, 砂質・際質土壌, 浅い土壌ても生

育か可能なので,他樹種では成林が困難な場所に植林するのに便利てある。塩

性土壌やアルカリ土壌へ植林しても活着・成長ともに非常に良好であるが, タ

イワンネムにとって最適な土壌 pH は, 実際は 5‐0~55 である。根粒菌 と共生

して窒素固定をおこなうので,窒素の欠乏した土壌ても旺盛に成長することが

てきる。

タイワンネムはインドでは適個地の混交落葉樹林で優占もしくは準優占種と

なる。低地の沖積地のサバンナでは,未発達な砂質土壌ての遷移初期の段階で,

散在するか小集団として存在する。

タイワンネムがこの 50年間で半野生化したプエルトリコでは, 道路脇の堤

防や放棄農地で純林を形成するパイオニア種となっており,亜熱帯の適潤地帯

では物理的に撹乱された場所にも侵入する。標高の低い放牧地や河川沿いの堤

防でも普通に見られる (降水量は 600~800mm) 。

開花・結実

タイワンネムは, インドでは 6月か ら 9月にかけて開花 し, プエル トリコて

は 8月から 10月にかけて開花する。花穂は 8~25cm の長さて, 枝先近くにつ

く。多数の緑かかった黄色の花は直径 20~24mm の白っぽい球状の頭状花序

を形成する。個々の花の大きさは 6~7mm で,緑かかった 2mm の夢筒には鋸

歯が 5つある。花冠は白く, 狭くて長さ 4~5mm である。5つの突起のある髪

の毛のような弁を持ち, 長さ約 1omm の白い糸のような雄ずいを多数広げて

いる。雌ずいは細い子房と糸状の花柱て構成される。

果実は真紅, もしくは茶色かかった赤色の平らな豆果て, 長さ 10~20cm,

幅 1‐8~25cm である。インドでは 2月 ~5 月に成熟 し, プエル トリコては 1月

~6 月に成熟する。成熟した茶色の豆果は 6~12 個の種子を含み, たいていは

落葉するまで樹上に残る。
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種子の取扱い 

タイワンネムの種子は平らで5'--'7mmX4-'6mm の固く滑らかな楕円形て, 

緑がかった茶色をしている。1kg当たりの種子数は17,600 '-'24,000 個である。 

種子は樹上で成熟して裂開した豆果から落下するか， もっと後にさやが裂開も 

しくは分解した豆果が風であおられたときに落下する。種子は同属て非常に近 

縁のビルマネムノキ ulbizia ルbbeck）よりも虫害か少ない。 

タイワンネムの発芽形態は地上子葉型である。新鮮な種子の発芽率は50-' 

95％を示し，前処理しなくても発芽するが,沸騰水に浸した後，直ちに火を止 

め24時間放冷すると発芽がさらに容易になる。種子は最低ても1年間は発芽 

力を維持し，水分さえあれば3'-21日で発芽する。インドて15年間室温で保存 

された種子の発芽率は20％てあったという報告かある。種子の採取は手で豆 

果を開くか砕いた後，ふるいで分けるのかよい。 

タイワンネムの種子はビルマネムノキの種子よりも暗所で速やかに発芽する 

か，暗所での実生の死亡率は高い。 このような環境下では,種子は次の雨季ま 

で発芽せずにととまることがある。 

育 苗 

苗畑では，粗しょうな土壌，十分な土壌水分，十分な日光，という環境がタ 

イワンネムの実生に好適な環境を与える。また，除草と潅水を定期的に行えば， 

実生は発芽後3か月で30-'50 cm の高さになり，9か月で1'-2 m に達する。イ 

ンドでは互いに20cm離した列に3月～5月に日除けなしで種子を播くことが 

勧められている。列内では5-'lOcm 間隔で数cm の穴を掘り，その中に種子を 

入れて軽く土をかけるのがよい方法である。最初の週の潅水は軽めにする。実 

生は2 か月たったら林地への植栽が可能になる。その際，根の周りの土は落と 

しても落とさないままでもどちらでもよいであろう。ただし,苗床から掘り 

取った苗木は速やかに移植する。根株造林法（stump planting）も有効な方法 

であるが， もし粗しょうな土壌であれば，直播きがもっとも安価で確実な方法 

てある。造林後1年目は年2回，2年目は年1回の下刈りか推奨されている。ま 

た，直播き林地の除草では，土壌を過度に裸地化させないように注意する。除 

草は,実生と直接的に競合している草本の除去だけで十分である。 

タイワンネムを造林するには，他に幹や根からの萌芽，挿木の利用等の方法 

がある。タイワンネム‘2,実生苗，若木， もしくはもっと大きなサイズの木で 
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タイワンネムの種子は平 らで 5~7mm ×4~6mm の固 く滑 らかな楕円形て ,

緑かかった茶色をしている。 lkg 当たりの種子数は 17,600~24,000 個である。

種子は樹上で成熟して裂開した豆果から落下するか, もっと後にさやか裂開も

しくは分解した豆果が風であおられたときに落下する。種子は同属て非常に近

縁のビルマネムノキ (A必滅α誇りbgcた) よりも虫害か少ない。

タイワンネムの発芽形態は地上子葉型である。新鮮な種子の発芽率は 50~

95% を示し, 前処理しなくても発芽するが, 沸騰水に浸した後, 直ちに火を止

め24時間放冷すると発芽がさらに容易になる。種子は最低ても1年間は発芽

力を維持し,水分さえあれば 3~21 日で発芽する。インドて 15年間室温で保存

された種子の発芽率は 20% てあったという報告かある。種子の採取は手で豆

果を開くか砕いた後, ふるいで分けるのかよい。

タイワンネムの種子はビルマネムノキの種子よりも暗所で速やかに発芽する

か, 暗所での実生の死亡率は高い。このような環境下では, 種子は次の雨季ま

で発芽せずにとどまることがある。

育 苗
苗畑では, 粗しょうな土壌, 十分な土壌水分, 十分な日光, という環境がタ

イワンネムの実生に好適な環境を与える。また,除草と潅水を定期的に行えば,

実生は発芽後 3か月で 30~50cm の高さになり,9 か月で 1~2m に達する。イ

ンドでは互いに 20cm 離した列に 3月~5 月に日除けなしで種子を播くことが

勧められている。列内では 5~1ocm 間隔で数 cm の穴を掘り,その中に種子を

入れて軽く土をかけるのがよい方法である。最初の週の潅水は軽めにする。実

生は 2か月たったら林地への植栽が可能になる。その際, 根の周りの土は落と

しても落とさないままでもどちらでもよいであろう。ただし, 苗床から掘り

取った苗木は速やかに移植する。根株造林法 (stump plant・ng) も有効な方法

であるが, もし粗しょうな土壌であれば, 直播きがもっとも安価で確実な方法

てある。造林後 1年目は年 2回,2 年目は年 1回の下刈りか推奨されている。ま

た, 直播き林地の除草では, 土壌を過度に裸地化させないように注意する。除

草は,実生と直接的に競合している草本の除去だけで十分である。

タイワンネムを造林するには, 他に幹や根からの萌芽, 挿木の利用等の方法

がある。タイワンネムは, 実生苗, 若木, もしくはもっと大きなサイズの木で
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も，損傷を受けると幹から活発に萌芽する。また,根かむき出しになれば,す 

ぐに根萌芽する。IAA やIBA等の成長ホルモンを10-400 ppm の濃度にして 

挿穂に適用すれは発根を促進する。 

更 新 

タイワンネムの天然状態での更新は一般的に良好てある。天然更新に好適な 

条件は水分が豊富で植生のない粗しょうな土壌である。雨季にはたくさんの実 

生か母樹の周りに見られる。河川近くの軟らかい沖積土壌では,あらゆる発達 

段階の実生が生育している。 プェルトリコでは，天然状態での更新が極端に良 

い。低標高地の適潤な放牧地と同じように，道路脇の堤防や放棄農地などの撹 

乱地ても純林を作る。 このような純林下では草本か主であり， タイワンネムは 

プェルトリコ本来の樹種を排除しつつあるように思える。 

成 長 

タイワンネムは基本的に陽樹で被圧にはあまり耐えない。しかし，稚幼樹の 

段階では,若干の被圧下でも生育でき，特に競合する草本層を越えれば成長は 

早くなる。 北インドの天然林では， 12年で直径が40 cm, 30年で60cm に達 

し，樹高も25 m 以上になる。南アジア地域の混交落葉樹林では，タイワンネム 

は約40年のローテーションで薪炭林として管理されてきた。 インドのケララ 

では， タイワンネムの異齢林から材を択伐するシステムを採っていた。母樹か 

らの天然更新は一般的に良好であるか，資源を蓄えるためには，積極的な造林 

か必要かもしれない。一つの例として，ベンガルでは，20年間隔で造林か行わ 

れている。同齢林での平均樹高は，パングラデシュの事例では1年目で03nL 

2年目で0.8m, 4年目て3Mm, 5年目て45m であった。 ミャンマーでは6年 

目で12.8m, 13年目で22 9 m ，インドネシアては6年目で10.8 m , 8年目て 

140m, 12年目で193m, 17年目で243m という例がある。 

胸高直径に関しては， ミャンマーで6年目で16cm, 13年目て22 cm, 18年 

目て25 cm という事例がある。ちなみに密度は8年の時点で313 本ノha, 18年 

の時点て200 本／haてある。また，イントネシアては6年目で10.5cm, 8年目 

で12.9 cm, 12年目て174cm, 17年目で22 4 cm という例がある。 

材積については，インドネシアで，6年目て65 m3/ha, 8年目で89 m3/ha, 

12年目で127m3/ha, 17年目で151 m3/ha というデータがあり，ミャンマーで 
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条件は水分が豊富で植生のない粗しょうな土壌である。雨季にはたくさんの実

生が母樹の周りに見られる。河川近くの軟らかい沖積土壌では, あらゆる発達
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い。低標高地の適潤な放牧地と同じように,道路脇の堤防や放棄農地などの撹

乱地ても純林を作る。このような純林下では草本が主であり, タイワンネムは

プエルトリコ本来の樹種を排除しつつあるように思える。

成 長
タイワンネムは基本的に陽樹で被圧にはあまり耐えない。しかし, 稚幼樹の

段階では,若干の被圧下でも生育でき,特に競合する草本層を越えれば成長は

早 くなる。 北インドの天然林では,12 年で直径が 40cm,30 年で 60cm に達

し,樹高も 25m 以上になる。南アジア地域の混交落葉樹林では, タイワンネム

は約 40年のローテーションで薪炭林 として管理されてきた。イン ドのケララ

では, タイワンネムの異齢林から材を択伐するシステムを採っていた。母樹か

らの天然更新は一般的に良好であるか,資源を蓄えるためには,積極的な造林

か必要かもしれない。一つの例として, ベンガルでは,20 年間隔で造林か行わ

れている。同齢林での平均樹高は, バングラデシュの事例では 1年目で o3m,

2 年 目で o.8m,4 年 目て 3.om,5 年 目て 45m で あ った。 ミャンマ ーで は 6 年

目で 12.8m,13 年 目で 229m, イ ン ドネシアては 6年 目で 10.8m,8 年 目て

140m,12 年 目で 193m,17 年 目で 243m という例がある。

胸高直径に関 しては, ミャンマーで 6年 目で 16cm,13 年目て 22cm,18 年

目て 25cm という事例がある。ちなみに密度は 8年の時点で 313本/ha,18 年

の時点て 200 本価 a てある。また , イントネシアては 6年 目で 10.5cm,8 年 目

で 12.9cm,12 年 目て 174cm,17 年 目で 224cm という例がある。

材積については, インドネシアで ,6 年目て 65m3/ha,8 年 目で 89m3/ha,

12年 目で 127m3/ha,17 年 目で 151m3/ha というデータがあり, ミャンマーで
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は8年目で87m3/ha, 13年目で94 m3/ha（間伐材を含む）という事例かある。 

プェルトリコで施肥した場合の成長のデータかあるが（酸性粘土質土壌，年 

降水量2,000mm)， 地上部のバイオマスは12か月目で87ton/ha, 24 か月目 

で64.8 ton/haに達した。このときの密度は当初10,000 本ノhaだったが，1年 

目で2,500 本／ha まで自然に減少した。 

成長の活発な実生の根は大きくて丈夫な直根となり,発芽後3か月で深さ60 

cm に達する。一般に側根を広く張り，それは根粒で覆われる。近縁種のビルマ 

ネムノキよりも深く根を張り，風に対する抵抗力があるように思える。前述の 

とおり根粒菌と共生して窒素を固定するため，他の植物がかろうじて生育でき 

る限界の場所でも，普通に成長する。 

病虫害 

インドては植栽木か昆虫による被害を受けている。 カメムシの―種 

Oxyrhachis 加ran dus は実生や稚樹の若いシュートを摂食する。 シャクガの1 

種， Ascotis selenaria imparata やヤガ科のRhesala tmparata, R In-

consinnalis の幼虫は葉を食害する。Indarbela quadrino記記は幼虫か樹皮を食 

ぺることが知られている。幹に孔をあけるZeuzera cojテeec は稚樹の幹や枝を 

加害する。また，カミキリムシ科のXystrocera gルbose は生木の重要な害虫で 

ある。他にも鞘翅類，半翅類，直翅類,鱗翅類か東南アジアでタイワンネムの 

若いシュート，葉，樹液，種子,死んだ材を摂食すると言われており，全部で 

約50 種におよぶとされるが,個々の種の重要性は不明なままである。 

若いタイワンネムは，アジア地域やカリブ海てFusarium so lent という病原 

菌に侵されやすい。 これは幹のかんしゅ病を引き起こす悪性の樹皮・幹の病気 

て，15-'20年生の木は特に感染しやすい。この病気は,霜による損傷や枝折れ 

と関係しており,初期はピンクかかった縦の傷で，それか徐々に拡大し4,-5年 

するとバクテリアや樹液を染色する菌の二次感染によって灰色になる。この傷 

は乾いた天候によって回復するか，雨によって病気が再発する。二次感染に 

よって露出した木部は昆虫の格好の繁殖場となり，木の活力はますます弱って 

いく。かんしゅ部の上部の樹冠は枯死に至る場合があり,がんしゅ（癌腫）か 

深くなれば幹がそこで折れてしまうこともある。この菌の子のう世代は 

Naetna heema切cocca であり，インドで若い木の幹にがんしゅ病を引き起こす 

ことで知られている。 
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するとバクテリアや樹液を染色する菌の二次感染によって灰色になる。この傷

は乾いた天候によって回復するが, 雨によって病気が再発する。二次感染に

よって露出した木部は昆虫の格好の繁殖場となり,木の活力はますます弱って

いく。かんしゅ部の上部の樹冠は枯死に至る場合があり, がんしゅ (癌腫) が

深 くなれば幹がそこで折れてしまうこともある。この菌の子のう世代は

那edn4z 卿 em のococcαであり, インドで若い木の幹 にがん しゅ病を引き起 こす

ことで知られている。
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タイワンネムは，多くのさび病が発生することで知られるか，大事に至るも 

のはない。代表的な菌はSphaerophragrn turn acaczae, Ravenelia sessths,RI 

clernenside, R tndzca, Uredo albiziae なとがあけられる。 

この木はFusariurn oxysporurn f sp. perniciosurn によって萎凋病にかかり 

やすい。おそらく本病かタイワンネムでもっとも深刻かつ広範に拡大している 

病気である。この菌は細根から侵入して導管部をガム状物質で塞ぎ，感染後1 

年もたたないうちに，感染木は萎凋して枯死する。病原菌の拡大は主に菌に汚 

染された土壌の運搬によるものである。この菌は感染木上ではめったに胞子形 

成を行わない。 また, Ganoderrna lucidurnやG applanaturn, Pl心Porus 

anebus はタイワンネムの根株腐朽の原因となる。 

タイワンネムの葉は美味しいらしく，家畜やシカ， ラクダ， ゾウがよく食べ 

る。また,成木の枝は強風によって折られることかある。 

用 途 

天然分布域においては, タイワンネムは家庭の庭園木，街路樹，土地の境界， 

また茶畑の日除けとして植えられる。 ただし，パンクラデシュでは，本種より 

も成長が早く樹冠も大きく広げるニオイネムノキ い．odorattsstrna) に切り換 

えられつつあるようである。タイワンネムがニオイネムノキに比べて癌腫病に 

かかりやすく食植性のクモにやられやすいことが樹種転換の原因であろう。 

タイワンネムは優れた多目的木材として利用てきる。明茶色～明チョコレー 

ト色の心材は適度に固く（比重0.6'-0 9)，強度もあり，シロアリにも耐性があ 

り長持ちする。全体にわたって絡み合っている木目のために鋸でひくことは難 

しいが，注意深くやれは光沢のある滑らかな表面が得られる。 

南アジア地域では，材はカートや船，家具，彫刻，支柱，農機具，橋梁，家 

の柱，箱， ローラー，車輪，サトウキビの粉砕機，杵に使用される。パルプか 

らは白くて美しい印刷用紙が得られる（繊維長09mm,繊維直径0021mm)~ 

材は優れた燃料で，薪としても木炭としても使える。 

二次生産物も樹皮や幹から得ることができる。幹を傷つけると赤みかかった 

茶色のコムか大量に得られ，化学的にもアラビアゴムに似ているのて十分代用 

可能である。樹皮はタンニンを含み，インドでは染め物に使われている。また， 

ネノぐールの紙工場ではにじみ止めとしてタイワンネムの樹皮を利用している。 

タイワンネムの葉や小枝はたんぱく質を豊富に含み，牛やゾウ， ラクダ，ヤ 

　　

タイワンネムは, 多くのさび病が発生することで知られるが, 大事に至るも

の はない。代表 的 な菌 は SPねαemp れ他 gmz"m αcααα8,R 肋 鋤 8Zm sgss 或 s, 只.

cZemg れside, 丑 閉山 cα, びだめ dbizmg な どが あ げ られ る。

この木 は F郷α““m o%yspo 惚 m f sp.Pemzczos “m に よ って萎凋病 にかか り

やすい。おそらく本病がタイワンネムでもっとも深刻かつ広範に拡大している

病気である。この菌は細根から侵入して導管部をガム状物質で塞ぎ, 感染後 1

年もたたないうちに,感染木は萎凋して枯死する。病原菌の拡大は主に菌に汚

染された土壌の運搬によるものである。この菌は感染木上ではめったに胞子形

成を行わない。 また, CQれodeγm α‘解雇“m や C 物 Pね加加粥,Ro ‘卯 oγ那

加効"s はタイワンネムの根株腐朽の原因となる。

タイワンネムの葉は美味しいらしく, 家畜やシカ, ラクダ, ゾウがよく食べ

る。また, 成木の枝は強風によって折られることがある。

用 途

天然分布域においては, タイワンネムは家庭の庭園木,街路樹,土地の境界,

また茶畑の日除けとして植えられる。ただし, バングラデシュでは, 本種より

も成長が早く樹冠も大きく広げるニオイネムノキ (A.odo川棚 s乙mα) に切り換

えられつつあるようである。タイワンネムがニオイネムノキに比べて癌腫病に

かかりやすく食植性のクモにやられやすいことが樹種転換の原因であろう。

タイワンネムは優れた多目的木材として利用てきる。明茶色~ 明チョコレー

ト色の心材は適度に固く (比重 0.6~09), 強度もあり, シロアリにも耐性があ

り長持ちする。全体にわたって絡み合っている木目のために鋸でひくことは難

しいが,注意深くやれは光沢のある滑らかな表面が得られる。

南アジア地域では, 材 はカー トや船 , 家具 , 彫刻 , 支柱 , 農機具 , 橋梁 , 家

の柱 , 箱 , ローラー, 車輪 , サ トウキ ビの粉砕機 , 杵に使用される。パルプか

らは白くて美しい印刷用紙が得られる (繊維長 09mm, 繊維直径 0 021 mm) 。

材は優れた燃料で, 薪としても木炭としても使える。

二次生産物も樹皮や幹から得ることができる。幹を傷つけると赤みかかった

茶色のゴムが大量に得られ, 化学的にもアラビアゴムに似ているのて十分代用

可能である。樹皮はタンニンを含み, インドでは染め物に使われている。また,

ネパールの紙工場ではにじみ止めとしてタイワンネムの樹皮を利用している。

タイワンネムの葉や小枝はたんぱく質を豊富に含み, 牛やゾウ, ラクダ, ャ
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ギの飼料として優れている。インドでは伝統的な薬用木として広く使われてお 

り,葉は潰蕩の薬，樹皮は強力な毒薬として利用されている。葉は殺虫，殺魚 

作用のあることで知られている。 

文 献 

Bhasin, GD & M 'L Roonwal (1954) A list of insect pests of forest plants in India and 

the adjacent countries Part 2, Indian Forest Bull (New Senes), 171 (1) 5---93 

Carlowitz, PG von (1991) Multipurpose trees and shrubs Sources of seeds and 

inoculants International Centre for Research in Agroforestry, Nairobi, 328 pp 

Parrotta, J A 一 (undated) Albino procera (Roxb ) Benth, ITF Tropical Silvics Series 

No 6, SO-ITF--SM-6, 4 pp 

Troup, E (1921) The suvicuhure of Indian trees Volume II Leguminosae 

(Caesalpiniaceae) to Verbenaceae Oxford at the Clarendon Press, Oxford 783 

pp-

　　

ギの飼料として優れている。インドでは伝統的な薬用木として広く使われてお

り, 葉は潰塀の薬, 樹皮は強力な毒薬として利用されている。葉は殺虫, 殺魚

作用のあることで知られている。

文 献
Bhasln,GD &M ↓ RO 。nwal{1954)AI1stoflnsectpestsofforest plants ュn lnd.a and

the adjacent ccuntnes Part2,lnd ・an ForestBull(New serles),171 {1) 5~93

Carlow ・tz,PG von(1991)Multlpurpose trees and shrubs Sources ofseeds and

・noculants internat ・cnaI Centre forResearchln Agroforestry,Na ・rob・, 328pp

Parrotta,JA-(undated)AZbzzz α procg 劣口 (ROXb)Benth,ITF TroP1caI SIIV1cs Ser1es

No 6,S0 TF ‐SM ‐6,4 pp

Troup,E (192 “ The s“vlcuーture of .ndュantrees Volume " Legummosae

(Caesalp ・nlaceae)to Verbenaceae oxford at the C1arendon Press,oxford 783

PP ‐
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7- 力リアンドラ（Calliandra) 

学名：Calliandra caルthyrsus Meissn 

マメ科ネムノキ亜科 

浅川 澄彦 

カリアンドラ属（Caihandra) は，中米から南米に分布している約130 種か 

主体であるか，ほかに北米に2-3種， アフリカに2種,マダガスカルに9 種， 

インド大陸に2種か知られている。本属の多様性の中心はブラジルのパヒア 

州，およびメキシコ南部にあるとされている。草本種,高木種もあるか，多く 

は低木である。この属の特徴は，さく果が先端から裂開する性質と,多数の花 

糸か基部で癒合していることとされている。普通にカリアンドラとよばれてい 

るのはCalliandra calothyrsus のことて， 本稿でも主にこの種について述べ 

る。 シノニムにはC conjusaとC. simihs かある。 

本種は多幹性の低木で，普通，成木でも樹高は4 -6m 程度であるか,好適な 

条件では12m に達することもあり，直径も30cm を上回る。このため，用材と 

しては小さく,主に燃材として利用されている。比重はD.5-0 8 と密度が大き 

く,よく燃える。熱量は約4,600 cal/g である。インドネシアでは，家庭用の燃 

料として用いられるほか，煉瓦・タイルの製造用，コプラの乾燥や，砂糖の製 

造なとに用いられる。成長が早く，枝葉量が多いので，雑草を抑制するのに優 

れており, インドネシアではとくにチガヤの抑制に有効だとされている。根粒 

をよく形成することから，土壌の肥培効果か大きいと考えられており，緑肥樹 

木あるいは農作物の保護樹としても植えられている。また造園，被陰，侵食防 

止のためや，防火樹帯にも植えられている。飼料としての特性については，葉 

は22％のタンパク質を含んでおり，葉量か多く（乾重7-'10 t/ha)，家畜にも 

好まれるなどの諸点て有利である。最近の研究によると，とくに毒性物質は含 

まれていないものの，タンニン含有量が多いこと，乾燥によって消化されにく 

くなるなどの欠点はあるが，一時もてはやされたギンネムか酸性土壌に向かな 

いこと, ジャンピングライス（Heteropsylta cubamD に徴害を受けたことなど 

で，その代替作物として庄目されている。 
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7‐ カリアン ドラ (Calliandra)

学 名 :C 餌 Zm れαγα cαZ凋んyγs“s Melssn

マメ科ネムノキ亜科

浅川 澄彦

カリアンドラ属 (C可ねα7zdm) は, 中米から南米に分布している約 130種か

主体であるが , ほかに北米に 2~3 種 , アフリカに 2種 , マダガスカルに 9種 ,

インド大陸に 2種か知られている。本属の多様性の中心はブラジルのバヒア

州, およびメキシコ南部にあるとされている。草本種, 高木種もあるが, 多く

は低木である。この属の特徴は, さく栗が先端から裂開する性質と, 多数の花

糸が基部で癒合していることとされている。普通にカリアンドラとよばれてい

るのは Cα肋鯛 dγα cαZo劫yγs“s のことて , 本稿で も主にこの種について述べ

る。 シノニ ムに は C co72手“stzと C simZ‘zs が あ る。

本種は多幹性の低木で,普通,成木でも樹高は 4~6m 程度であるが,好適な

条件では 12m に達することもあり,直径も 30cm を上回る。このため,用材と

しては小さく, 主に燃材として利用されている。比重は 0.5~08 と密度が大き

く, よく燃える。熱星は約 4,60o cal/g である。インドネシアでは, 家庭用の燃

料として用いられるほか, 煉瓦 ・タイルの製造用, コブラの乾燥や, 砂糖の製

造などに用いられる。成長が早く, 枝葉量が多いので, 雑草を抑制するのに優

れており, インドネシアではとくにチガヤの抑制に有効だとされている。根粒

をよく形成することから, 土壌の肥培効果が大きいと考えられており, 緑肥樹

木あるいは農作物の保護樹としても植えられている。また造園, 被陰, 侵食防

止のためや, 防火樹帯にも植えられている。飼料としての特性については, 葉

は 22% のタンパク質を含んでおり, 葉量が多く (乾重 7~lot/ha), 家畜にも

好まれるなどの諸点て有利である。最近の研究によると, とくに毒性物質は含

まれていないものの, タンニン含有量が多いこと, 乾燥によって肖化されにく

くなるなどの欠点はあるが, 一時もてはやされたギンネムか酸性土壌に向かな

いこと, ジャンピングライス (溺8勿のめs)′Z如 鰯 bのm) に教書を受 けたことなど

で, その代替作物として注目されている。
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■糾 

図7 1 Qzlizandm cab 曲,"usの羽片（1)，花をつけた技(2).花(3).英 
果 (4) (Mbuya at aL 1994) 

天然分布 

C. CtZ10thyntis は，中央アメリ力，メキシコのミチ,アカナ州からチアパス 

州にかけての太平洋側とベラクルス州のー部，グアテマラ，ベリーゼ，ホン 

ジュラス，ェルサルバドル，ニカラグア，コスタリカ，パナマまで，緯度でい 

うと『- 16。 N の間に分布していることが知られている。ただし，メキシコに 

おける分布については記載していない文献もある。 

各地における導入・載培の状況 

最も広く栽培されているインドネシアには，19鉛年にグアテマラから種子の 

サンプルか持ち込まれ，試植林やコーヒーの被陰樹として植えられたが，予想 

外に成長が優れていることかわかった。第2次大戦後，ジャワ森林公社プルフ 
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図 71 C餌‘脇“αm mZofたws"s の羽片 (1), 花をつけた枝 (2), 花 (3), 英

果 (4)(Mbtlya ezαム 1994)

天然分布
C cdoZたyrs“s は, 中央アメ リカ, メキシコの ミチョアカナ州か らチアパス

州にかけての太平洋側 とベラクルス州の一部 , グァテマ ラ, ペ リーゼ, ホ ン

ジュ ラス , エ ルサルバ ドル , ニ カ ラグア , コ ス タ リカ , パ ナマ まで , 緯度 で い

うと 80~160N の間に分布 していることが知 られている。ただし, メキシコに

おける分布については記載していない文献もある。

各地における導入・栽培の状況

最も広く栽培されているインドネシアには,1936 年にグァテマラから種子の

サンプルか持ち込まれ, 試植林やコーヒーの彼陰樹として植えられたが, 予想

外に成長が優れていることがわかった。第 2次大戦後, ジャワ森林公社プルフ
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タニかその普及に乗り出し，1974年には出先の森林官に，本種を含めた早成樹 

種の種子を配布し，各自の管轄区域内に試植をさせた。各森林官は，それぞれ 

か植栽したカリアントラから採取した種子を地域の村落の長に配り,植え方を 

教えた。この計画はMA-LUプログラムといわれ,カリアンドラの普及に貢献 

した。本種か燃材として大変優れていたために,その後植栽が進み, 1990年現 

在て，ジャワ島だけで3万haを越える造林地か造成されているといわれる。 

そのほかでは,原産地の中米各国は当然として, フィリピン， ミャンマ～など 

の東南アシア諸国のみならず，アフリカの一部にも導入されている。インドネ 

シア, ドミニカ，ケニアなとでは, とくにギンネムの栽培範囲よりも高い地域 

で，アリークロッピングに本種を用いている。 

開花・結実と種子の取扱い 

花は腋生または頂生の総状花序て，受粉は主にガかコウモリによっている 

（グラピア16)。カリアンドラは一般に種子をつけにくいとされている。原産地 

では明るい赤またはピンク色の花を沢山つけるが, グリリシディアやギンネム 

のようなマメ科の多目的樹種と比べると稔性が低く，種子かあまりつかない。 

導入されて植栽されている地域，例えばケニアの一部やカメルーンでも最近ま 

てほとんど種子がとれなかった。 このうちケニアについては，病虫害の項でも 

述べるように，つほみか花か甲虫に食害されるためとされている。そのほかの 

国では,種子生産に問題はないらしい。前述のようにこの樹種が広く植栽され 

ているインドネシアては，原産地の中米よりも多くの種子が採取されており， 

輸出さえされている。花の色については，紫色または白色もある。豆果は樹上 

で逐次開裂して種子を落とすので，完全に稔る前に採取すべきてある。 

種子は約20,000 粒／kgあるいは14,000~ 19,000 粒瓜g といわれる。播付け前 

の処理は不要とされているが，乾燥すると種皮が硬くなるのて，播付けに先 

立って傷付け処理を行うか，80℃の熱湯をかけてから24時間冷やす処理を行 

うと発芽が促進される。 

更 新 

カリアンドラは普通，造林予定地に種子を直播きするか，苗畑で種子から苗 

木を育てる。発芽のための最善の方法は，ほぼ沸騰した湯で短時間処理した後， 

24時間水に浸すことである。種子は冷蔵庫に保存すれば，少なくとも2-3年 
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タニがその普及に乗り出し,1974 年には出先の森林官に,本種を含めた早成樹

種の種子を配布し, 各自の管轄区域内に試植をさせた。各森林官は, それぞれ

が植栽したカリアントラから採取した種子を地域の村落の長に配り,植え方を

教えた。この計画は MA ‐LU プログラムといわれ , カ リアンドラの普及に貢献

した。本種か燃材として大変優れていたために, その後植栽が進み,1990 年現

在て, ジャワ島だけで 3万 ha を越える造林地か造成されているといわれる。

そのほかでは, 原産地の中米各国は当然 として, フィリピン, ミャンマーなど

の東南アシア諸国のみならず , アフリカの一部にも導入 されている。インドネ

シア, ドミニカ, ケニアなとでは, とくにギ ンネムの栽培範囲よりも高い地域

で , ア リークロッピングに本種を用いている。

開花・結実と種子の取扱い

花は膝生または頂生の総状花序て, 受粉は主にガかコウモリによっている

(グラビア 16)。カリアンドラは一般に種子をつけにくいとされている。原産地

では明るい赤またはピンク色の花を沢山つけるが, グリリシディアやギンネム

のようなマメ科の多目的樹種と比べると稔性が低く, 種子があまりつかない。

導入されて植栽されている地域, 例えばケニアの一部やカメルーンでも最近ま

てほとんど種子がとれなかった。このうちケニアについては, 病虫害の項でも

述べるように, つほみか花が甲虫に食害されるためとされている。そのほかの

国では, 種子生産に問題はないらしい。前述のようにこの樹種が広く植栽され

ているインドネシアては, 原産地の中米よりも多くの種子が採取されており,

輸出さえされている。花の色については, 紫色または白色もある。豆果は樹上

で逐次開裂して種子を落とすので, 完全に稔る前に採取すべきてある。

種子は約 20,000粒 /kg あるいは 14,000~19,000粒 /kg といわれる。播付け前

の処理は不要とされているが, 乾燥すると種皮が硬くなるのて, 播付けに先

立って傷付け処理を行うか,80QC の熱湯をかけてから24時間冷やす処理を行

うと発芽が促進される。

更 新

カリアンドラは普通,造林予定地に種子を直播きするか,苗畑で種子から苗

木を育てる。発芽のための最善の方法は,ほぼ沸騰した湯で短時間処理した後,

24時間水に浸すことである。種子は冷蔵庫に保存すれば, 少なくとも2~3 年
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は活力を維持できるか，室温では1年以内て盾力か低下する。植え穴に直播き 

してもよいが，あらかじめ耕耘または火入れしたところにバラマキしてもよ 

い。苗木は通常,在来のリゾピュームと根粒を形成するので， とくに接種する 

必要はない。ポノト苗は,苗丈か20-SO cm，根元直径かC 5--i cm になった時 

に山出しする。また，苗丈か約lm になった時に，スタンプ苗として山出しす 

ることもできる0 これは地上部を約30cm に，根を約20cm に切り詰める方法 

である（Kartasubrata 1996)。スタンプ苗の調製法としては,地上部は数cm 

に切り詰めるという指針もあり，チークなどの例からみると後者のほうかよい 

と思われる。 

播付け時期あるいは植栽時期は雨季の初めで，苗木の場合には，4'-'6 か月育 

成したものを2mX2mまたはlmxlm の間隔で植える0 燃材生産のために 

は，lmxlm またはlmX2m の間隔で植える。混植の場合には，カリアント 

ラは，25-'Sm の間隔て植えられている主作物の間に，等高線に沿って間隔を 

詰めて植える。 

本種は，また侮抜200 m -' 1p0Cm の範囲でチーク,マホガニー，マッ類，了 

ガティスなとの造林を行う際に混植される。この場合，混植の目的は雑草の成 

長を抑制し,侵食を防ぎ,併せて地力を改善することなどである。混植した株 

は定期的に枝を払い，それらの枝はマルチに使う。本種の根は，ギンネムほど 

ではないか，下層の土壌に達し,深い層の無機養分を利用することかできると 

いう。 

適 地 

原産地中米では，湿潤な低地林から高地の低林に亙る多様な環境に生育して 

おり，一部は乾燥した平地にも見られる。酸性の土壌を含めて多様な土壌に適 

応し， また15Cm から1,500m の範囲の標高でよく生育しており，適応性は非 

常に高い。降水量は年間lp00mm程度は必要であるが,数か月の乾季には耐 

えることかできる。 

シャワては，標高L70Cm まで植栽されているが,成長か良いのは，250 m --

800m の間で，年降水量2,000'-4,000 mm ，乾季か3-'6 か月くらいのところで 

ある。年平均気温は（20-) 22-28℃の範囲で,最暖月の平均最高気温か24-' 

30C，最寒月の平均最低気温か1S-'24C 程度のところである。 

本種は，最近地すべりかあったところや，路肩のような攪乱されたサイトに 
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は活力を維持できるが,室温では 1年以内て活力が低下する。植え穴に直播き

してもよいが, あらかじめ耕転または火入れしたところにバラマキしてもよ

い。苗木は通常, 在来のリゾビュームと根粒を形成するので, とくに接種する

必要はない。ポソト苗は,苗丈が 20~50cm, 根元直 基が 05~lcm になった時

に山出しする。また, 苗丈か約 lm になった時に, スタンプ苗として山出しす

ることもできる。これは地上部を約 30cm に, 根を約 20cm に切り詰める方法

である (Kartasubrata l996)。 スタンプ苗の調製法 としては, 地上部 は数 cm

に切り詰めるという指針もあり, チークなどの例からみると後者のほうがよい

と思われる。

播付け時期あるいは植栽時期は雨季の初めで,苗木の場合には,4~6 か月育

成したものを 2m ×2m または lm ×lm の間隔で植える。燃材生産のために

は,lm × lm または lm ×2m の間隔で植える。混植の場合には, カ リアント

ラは,25~3m の間隔て植えられている主作物の間に, 等高線に沿って間隔を

詰めて植える。

本種は, また海抜 200m~Looom の範囲でチーク, マホガニー, マッ類 , 了

ガティスなどの造林を行う際に混植される。この場合, 混植の目的は雑草の成

長を抑制し,侵食を防ぎ,併せて地力を改善することなどである。渥植した株

は定期的に枝を払い, それらの枝はマルチに使う。本種の根は, ギンネムほど

ではないが, 下層の土壌に達し, 深い層の無機養分を利用することかできると

い うo

適 地
原産地中米では,湿潤な低地林から高地の低林に亙る多様な環境に生育して

おり,一部は乾燥した平地にも見られる。酸性の上壌を含めて多様な土壌に適

応し, また 150m から 1,500m の範囲の標高でよく生育しており, 適応性は非

常に高い。降水量は年間 1,00omm 程度は必要であるが, 数か月の乾季には耐

えることができる。

シャヮては, 標高 1,700m まで植栽 されているが , 成長か良いのは,250m~

800m の間で, 年降水量 2,000~4,00omm, 乾季か 3~6 か月 くらいのところで

ある。年平均気温は (20~)22~28oC の範囲で,最暖月の平均最高気温か 24~

30℃, 最寒月の平均最低気温が 18~24 ℃程度のところである。

本種は, 最近地すべりかあったところや, 路肩のような撰乱されたサイトに
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積極的に成立する性質かある。各種の土壌て生育し，瘠せた酸性土壌にもよく 

適応するが，そのような土壌で肥料を施用した場合にも効果かよく現れるロ最 

高の成長は火山に由来する酸性土壌で得られた。締め固められた土壌では成長 

か低下し，滞水によって酸素欠乏か数週間もおこると枯死に至るという。 

成 長 

植栽後6'-'9 か月で平均2.5'-3 5 m に達し，1年間で3 5'-44 m3/ha の燃材を 

収穫することが可能である。 切り株からは容易に萌芽し，6か月で3m に達す 

ることもしばしはである。これらの個体は，その後15-20年にわたって，毎年 

収穫できるが,その燃材々積は年間25-46 m3/ha にも達する。ちなみに，これ 

らの材積はha当たりのsteres で示されているが，1 stere は層積のlm3で，実 

材積は約07m3とされている。 

別な調査事例によると，1年生のカリアンドラ林はha当たり約100 steres 

の燃材を生産することかてきる。また，第1回の収穫後,各株からは10.-15 本 

の萌芽枝が形成され， これらの萌芽枝の成長はギンネムやグリリシディアより 

も早いという。さらに別な事例では，材の年生産量は35 m3-'65 m3/ha(15-40 

t/ha）で，10-20年間継続して生産できるという。 

根粒菌の共生による窒素固定とVA菌根菌の効用 

本種かリゾビュームとの共生によって根粒を形成し，それによって成長か促 

進されることは前述のとおりてあるか， リソビュームの系統によって，根粒の 

形成とその効果に違いかあることが分かっており，どの系統か優れているかが 

検討されようとしている。本種の成長にはまたVA 菌根菌の共生も重要て，と 

くに酸性でリン酸か欠乏している土壌の場合には, VA 菌根菌の施用によって 

初期成長が促進されるといわれる。 

蜜源としての効用 

イントネシアではカリアンドラは1年中開花しており，従って，良い蜜源で 

ある。本種から生産される蜜は良質であり，年間lha当たり約lton の蜜がと 

れると推定されている。インドネシアでは林業の中での養蜂か普及しつつある 

か，本種は重要な蜜源樹木となっている。 

　　

積極的に成立する性質がある。各種の土壌て生育し,椿せた酸性土壌にもよく

適応するが, そのような土壌で肥料を施用した場合にも効果かよく現れる。最

高の成長は火山に由来する酸性土嬢で得られた。締め固められた土壌では成長

か低下し, 帯水によって酸素欠乏か数週間もおこると枯死に至るという。

成 長
植栽後 6~9 か月で平均 2.5~35m に達 し,1 年間で 35~14m3/ha の燃材を

収穫することが可能である。切り株からは容易に萌芽し,6 か月で 3m に達す

ることもしばしばである。これらの個体は,その後 15~20 年にわたって,毎年

収穫できるが,その燃材々積は年間 25~46m3/ha にも達する。ちなみに, これ

らの材積は ha 当たりの steres で示 されているが ,l stere は層積の lm3 で ,実

材積は約 07m3 とされている。

別な調査事例によると,1 年生のカリアンドラ林は ha 当たり約 ioo steres

の燃材を生産することがてきる。また,第 1回の収穫後,各株からは io~15 本

の萌芽枝が形成され, これらの萌芽枝の成長はギンネムやグリリシディアより

も早いという。さらに別な事例では,材の年生産星 は 35m3~65m3/ha(15~40

t/ha) で,10~20 年間継続して生産できるという。

根粒菌の共生による窒素固定とVA 菌根菌の効用

本種かリゾビュームとの共生によって根粒を形成し, それによって成長か促

進 されることは前述のとおりてあるか, リンビュームの系統によって, 根粒の

形成とその効果に違いかあることが分かっており, どの系統か優れているかが

検討されようとしている。本種の成長にはまた VA 菌根菌の共生も重要て, と

くに酸性でリン酸が欠乏している土壌の場合には,VA 菌根菌の施用によって

初期成長が促進されるといわれる。

蜜源としての効用

イントネシアではカ リアンドラは 1年中開花 しており, 従 って, 良い蜜源で

ある。本種から生産される蜜は良質であり, 年間 lha 当たり約 lton の蜜がと

れると推定されている。インドネシアでは林業の中での養蜂か普及しつつある

か, 本種は重要な蜜源樹木となっている。
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病虫害 

深刻な被害をもたらすような病害虫はこれまでのところ報告されていないと 

されている （MacDicken 1994） カ、 Cortiezum ivUstiによる白絹病 

(Cauiandra hoamatococca), Corflczun'i salmonicolor に よ る 赤衣病 

(Caluandra spp ), Camptomeris calliandrae による黄葉病（Call記ndra sp ) 

が報告されている（小林1094）。なお粗雑に収穫したり,あまり低い位置で伐採 

すると，根株か菌害を受けることがある。伐採は05in くらいの高さがよいと 

されている。ケニアでは種子があまり取れないといわれるか， これは甲虫の1 

種かつほみ・花を食害するためだとされている。なお，本種は雑草化する恐れ 

があるので注意か必要である。Calliandra houstontana の枝をかじり，枯らす 

スズメパチのI種Vasjya basalts は有名である。 

今後の課題と見通し 

イントネシアでは，栽培か容易で用途が多様であるために評価が高いが，遺 

伝的な基盤が狭いことはよく知られており，ー旦病虫害か起きた事態を想定す 

ると危険なことも事実である。このような事態を未然に防ぐため，新しい種子 

源を導入して遺伝的基盤を広けておくことが必要である。とくに，乾燥地・半 

乾燥地からの種子かあれば留意するべきである。これまでのところ，1980年代 

に行われた社会林業プロジュクト （プグロフォレストリー）て良い成果か得ら 

れている。 

その他の樹種 

C. houstontana グアテマラ（標高2,400 m ）て肉牛,羊，山羊の飼育に使わ 

れている。 この種の場合には，植栽よりもむしろ，林内や道路沿いに天然更新 

しているものが使われている0 ただし，オーストラリア北部で牛用に導入した 

試験の成績はあまりよくなかった。C OTtoPhylla メキシコて，飼料・燃材・ 

用材などの生産を目的とした試験が行われ，燃材・用材用の樹種群に加えられ 

ている。C. haematocepha瓦 C surinainens玲：中米の多くの地域で，これらの 

2種は造園用に用いられている。両種とも樹冠が美しく，樹形の調節が容易で, 

花期を長くすることか可能であり，また素晴らしい赤色の花糸をもった花など 

で人気かある。 ただし成長が遅いので，アグロフォレストリー向きではない。 

C stipu臨ceae：パナマで,柱や用材として伐採されている。樹高は25 rn に及 

　　

病虫害
深刻な被害をもたらすような病害虫はこれまでのところ報告されていないと

されている (MacDicken l994) か , Com α"m m 琴s“による白絹病

(CQZZZQ れdγα 勉 e伽αzococm),Com α“m s餌 mo れZcoZoγ に よ る 赤 衣 病

(C諺なαれαmspp),C αmp お伽8γzscα Zのればroe による黄葉病 (C錫‘彰“αmsp)

が報告されている (小林 1994)。なお粗雑に収穫したり,あまり低い位置で伐採

すると, 根株か菌害を受けることがある。伐採は 05m くらいの高さがよいと

されている。ケニアでは種子があまり取れないといわれるが, これは甲虫の 1

種かつほみ・花を食害するためだとされている。なお, 本種は雑草化する恐れ

があるので注意か必要である。 C錫‘鄭れdm れo認めれmれαの枝をか じり, 枯 らす

スズメバチの 1種 VespQ bαs錫 zsは有名である。

今後の課題と見通し

イントネシアでは, 栽培か容易で用途が多様であるために評価が高いが, 遺

伝的な基盤が狭いことはよく知られており,一旦病虫害か起きた事態を想定す

ると危険なことも事実である。このような事態を未然に防ぐため, 新しい種子

源を導入して遺伝的基盤を広げておくことが必要である。とくに, 乾燥地・半

乾燥地からの種子があれば留意するべきである。これまでのところ,1980 年代

に行われた社会林業プロジェクト (アグロフォレストリ-) て良い成果が得ら

れている。

その他の樹種
G れo関われmれα グァテマラ (標高 2,400m) て肉牛 , 羊 , 山羊の飼育に使わ

れている。この種の場合には, 植栽よりもむしろ, 林内や道路沿いに天然更新

しているものが使われている。ただし, オーストラリア北部で牛用に導入した

試験の成績はあまりよくなかった。 C 87zoのれ" に メキシコて , 飼料 ・燃材 ・

用材などの生産を目的とした試験が行われ,燃材・用材用の樹種群に加えられ

ているo G れ解加研ocgpぬ錫α,C S“““αmgれsis: 中米の多 くの地域で, これ らの

2種は造園用に用いられている。両種とも樹冠が美しく,樹形の調節が容易で,

花期を長くすることか可能であり, また素晴らしい赤色の花糸をもった花など

で人気かある。ただ し成長が遅いので, アグロフォレス トリ一向きではない。

C Sと1P餌αc郷 e: パナマで , 柱や用材 として伐採 されている。樹高は 25m に及
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び,樹形も通直で,用材向きに優れているか，アグロフォレストリー用の樹木 

としても研究に値する。 
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び, 樹形 も通直で, 用材向きに優れているが , アグロフォレス トリー用の樹木
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8‘ ヒロハフサマメノキ（African locust bean, Nitta nut) 

学名 Par/em beglobosa (Jacq ) R Br cx C Don 

マメ科ネムノキ亜科 

佐藤 明 

サヤが房状に付くことから和名てはフサマメノキと名付けられるPark a 

spp は，アジアとアフリカ，新世界に属するアメリカのそれぞれの熱帯域に分 

布するマメ科ネムノキ亜科の樹木で，世界て30-40 の樹種が生育している。し 

かし，それぞれの分布域をまたかるような樹種はない。アフリカでの代表的な 

樹種はPb屠んbosa, P bicolon アジアのそれはP javanica, P roxburgh叫 

熱帯アメリカではP pendu血P nzteda なとか代表種としてあげられる。フサ 

マメノキの仲間の樹高は樹種によって大きく異なり，成木で3m から50m と 

著しい幅かある。最大樹高は， P. biglobosa では25 m , P bicoloγやP 

roxburghzi では3Dm, P nitidαでは40 m に達する。直径は，高木性のいずれ 

の樹種も最大クラスでlmを超すと言われ，樹冠は，一般に広大で，カリフラ 

ワーのような丸い，あるいは扁平な形状を示す。 フサマメノキの仲間の葉は， 

羽状複葉を示し，樹種や季節によって明瞭な落葉期を持つことが知られてい 

る。材は一般に軽く，年輪ははっきりしない。辺材部は灰白色で厚く，心材部 

は明るい茶色を呈する。 

ここでは，西アフリカで生食あるいはジュースとして飲まれるほかに，家畜 

用飼料としても用いられるなと， アグロフォレストリーシステムの中で特に有 

用視されているP beglobosa を中心に， フサマメノキの仲間について記す。本 

種のシノニムにPq加mna がある。 

分 布 

フサマメノキの仲間の分布域を図81に示す。東南アジアでは北部インドか 

らフィジーまで，アフリカではセネカルからサハラ南部の低地を経て一部はマ 

ダガスカルまて生育している。一方，熱帯アメリ力ては15。 N のホンジュラス 

からアマゾン低地帯ー帯に分布し，19。 S まで分布域をのはしている。以上のよ 

うに， フサマメノキの仲間は，樹種によって熱帯降雨林に分布するものから， 

比較的長い乾季を持つサバンナあるいはセラード地帯に生育するものまであ 
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8. ヒロハ フサ マメ ノキ (African locust bean,Nittallut)

学名 PQγ卿α鰯gZobosα (Jacq)R Brex G Don

マメ科ネムノキ亜科

佐藤 明

サヤが房状に付くことから和名てはフサマメノキと名付けられる PQ戊彰

spp は, アジアとアフリカ, 新世界に属するアメリカのそれぞれの熱帯域に分

布するマメ科ネムノキ亜科の樹木で,世界て 30~40 の樹種が生育している。し

かし, それぞれの分布域をまたかるような樹種はない。アフリカでの代表的な

樹種 は P b砲‘obos α,P わzcoZoγ, ア ジアのそれ は P 賜りα〃にα,P のめ "増加ぎ,

熱帯アメリカではPP ぼれα粥α,E れ那加 なとか代表種としてあげられる。フサ

マメノキの仲間の樹高は樹種によって大きく異なり, 成木で 3m から 50m と

著 しい幅か あ る。 最大樹高 は, る省‘obosαで は 25 m,P bzcoZの や P

mズ加増ねびでは 30m,P れ那加 では 40m に達する。直径は, 高木性のいずれ

の樹種も最大クラスで lm を超すと言われ, 樹冠は, 一般に広大で, カリフラ

ワーのような丸い, あるいは扇平な形状を示す。フサマメノキの仲間の葉は,

羽状複葉を示し,樹種や季節によって明瞭な落葉期を持つことが知られてい

る。材は一般に軽く, 年輪ははっきりしない。辺材部は灰白色で厚く, 心材部

は明るい茶色を呈する。

ここでは, 西アフリカで生食あるいはジュースとして飲まれるほかに, 家畜

用飼料 としても用いられるなと, アグロフォレス トリーシステムの中で特に有

用視 されている P bzgZobosαを中心 に, フサマメノキの仲間について記す。本

種のシノニムに P α方にα仰 がある。

分 布
フサマメノキの仲間の分布域を図 81 に示す。東南アジアでは北部インドか

らフィジーまで, アフリカではセネガルからサハラ南部の低地を経て一部はマ

ダガスカルまて生育 している。一方 , 熱帯 アメリカては 15oN のホンジュラス

からアマゾン低地帯一帯に分布し,1ず S まで分布域をのはしている。以上のよ

うに, フサマメノキの仲間は, 樹種によって熱帯降雨林に分布するものから,

比較的長い乾季を持つサバンナあるいはセラード地帯に生育するものまであ
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図81 フサマメノキの仲間の分布城(Hopkins 1968) 

る。 また，それらの樹糧は，比較的まとまって多く生育するものや林分中にま 

れにしか出現しないものまで多岐にわたる・ 

P bzglobosa の分布は，5-1rN の範囲のセネガルからガーナにかけての機 

高300 m 以下に生青している。 これらの地城の平均年降水量は，400 - 1.500 

mm , 乾季の長さは3-7か月のサノ・ンナ地帯で，年平均気温は24-28t，最暖 

月の平均気温は認～40t，最寒月のそれは8-20℃を示す。 

開花・結実 

フサマメノキの仲間の花は，雌花．雄花と蜜を出す憲花の3つから構成され， 

それらの小さ雄筒状の花は先端部に雌花か集まって球状あるはラグビー水ール 

状を示す。Iつの花序には，種によって異なるか3.000から4.000以上もの花で 

できているものもあり，受粉は蜜花に群かるコウモリ （I日世界ては 

Pteropodidae 札新世界ではPhyllostomidac 科）によって行われることが知 

られている． 

フサマメノキの仲間の開花は，P javanz“など東南アジアに分布する種ては 

年2回見られるものの，個々の樹木は年I度の開花てしかない。熱帯アメリ力 

産の樹種でも，大半のものは年1度しか開花しないか，アマソンのマナウス近 

くに生育するPnit泌やP 山cus又214 は年に1回以上開花する。Pb屠lobosa 

は，ナイジュリアでは年I回，12月から3月にかけて新葉の展関とともに赤い 

図 81 フサマメノキの仲間の分布域 (Hopkins l968)

る。また, それらの樹種は, 比較的まとまって多く生育するものや林分中にま

れにしか出現しないものまで多岐にわたる。

P 卿gzobosq の分布 は,5~15oN の範囲のセネガルか らガーナにかけての標

高 300m 以下に生育している。これらの地域の平均年降水量は,400~1,500

mm, 乾季の長さは 3~7 か月のサバンナ地帯で,年平均気温は 24~2 ずC, 最暖

月の平均気温は 28~40oC, 最寒月のそれは 8~20 ℃を示す。

開花・結実

フサマメノキの仲間の花は,雌花,雄花と蜜を出す蜜花の 3つから構成され,

それらの小さな筒状の花は先端部に雌花が集まって球状あるはラグビーホール

状を示す。 1つの花序には, 種によって異なるか 3,000か ら 4,000以上 もの花で

できているもの もあ り, 受粉 は蜜花 に群がるコウモ リ (旧世界ては

Pteropodidae 科 ,新世界では Phyllostom ・dae 科 ) によって行われることが知

られている。

フサマメノキの仲間の開花は,Pi 御αmco など東南アジアに分布する種ては

年 2回見られるものの, 個々の樹木は年 1度の開花てしかない。熱帯アメリカ

産の樹種でも, 大半のものは年 1度しか開花しないか, アマソンのマナウス近

くに生育する P れ乙Zidαや P dec“諾餌αは年に 1回以上開花する。P bzg‘obosα

は, ナイジェリアでは年 1回,12 月から3月にかけて新葉の展開とともに赤い
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図82 P biglo bose（ヒロハフサマメノキ） 

(Weber 1986) 

花をつける（図8. 2)。 

P biglobosa の結実は，開花した後の2月から6月にかけて行われ，サヤの 

大きさは15'-30 cm，幅25cm となる。東南アジアに分布するP roxbu,rghiに 

は，サヤの大きさは長さ40cm，幅3cm となり，その中に15-'20 個の種子を 

持っ。一方，熱帯アメリカに産するP. gigantocaipaでは長さ52'-62 cm，幅53 

'-5 9cm に達し，サヤには30個前後の種子がある。 

種子の取扱い 

P bzglobosa の種子は，サヤの中で果肉に包まれているため，それらから摘 

出しなければならない。成熟したサヤは茶色になり，果肉も黄色を呈する。果 

実は，サヤの部分か41-'43%，果肉の部分か33,..39％で，種子のそれは18-

25％からなっている。このため種子摘出には，以下の8つの作業が必要とされ 

る。 まず，サヤを2つに裂き,果肉部を直射日光下で風乾し，砕けやすい果肉 

部を突き砕く。次いで風選等により種子と果肉などその他の部分に分ける。得 

られた種子は薄い膜や内果皮がついているので水で洗い，水選し乾かした後， 

図 8 2 P bzgZobosα (ヒロハフサマメノキ)

(Weber l986)

花をつける (図 8.2)。

P bzgzobosαの結実は, 開花した後の 2月から6月にかけて行われ, サヤの

大きさは 15~30cm, 幅 25cm となる。東南アジアに分布する F 〆凝加増膚 Zて

は, サヤの大 きさは長 さ 40cm, 幅 3cm となり, その中に 15~20 個の種子を

持つ。一方 ,熱帯 アメ リカに産する Pgzg αれ云健αゅαでは長さ 52~62cm, 幅 53

~59cm に達 し, サヤには 30個前後の種子がある。

種子の取扱い
P bzgzobosαの種子は, サヤの中で果肉に包 まれているため, それ らか ら摘

出しなければならない。成熟したサヤは茶色になり, 果肉も黄色を呈する。果

実は, サヤの部分が 41~43%, 果肉の部分が 33~39% で , 種子のそれは 18~

25% からなっている。このため種子摘出には,以下の 8つの作業が必要とされ

る。まず, サヤを 2つに裂き, 果肉部を直射日光下で風乾し, 砕けやすい果肉

部を突き砕く。次いで風選等により種子と果肉などその他の部分に分ける。得

られた種子は薄い膜や内果皮がついているので水で洗い, 水選し乾かした後,
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さらに手で選別し種子を得る。種子は，1 kg当たり2,800~ 5,000 粒とされてい 

る。 

P biglobosa の発芽については， ナイジェリアての調査によれば，硫酸処理 

15 分の場合，播付け後6 日目で発芽が始まり，その発芽率は72％であったか, 

無処理の種子では発芽か認められなかったと報告されている。 このため，本種 

の場合，発芽促進処理をしなければならない。 

東南アジアに分布するP Spectosa の場合は， 発芽処理状況ははっきりしな 

いものの播種後2週間で発芽し，発芽率は36%。また，P javanica では，同様 

に播種してから発芽までに45~ 225 日間かかるとされ, 1,000~ 1,200 粒ノkg の 

種子の発芽率は40'-62％であると報告されている。 

一方，熱帯アメリ力に分布するフサマメノキの仲間のかなりの樹種は，発芽 

力が数年にわたり持続するといわれており，熱帯産の樹木としては希な部類に 

属するものとされている。なお，最もサヤか大きい樹種の1つP. gigantocarpa 

の種子は, 18-'19.5mm X9-'13mmX4'---'6mm の大きさを示す。 

育 苗 

Pb 菅lobosa においては，移植後の活着率か悪いため， ポyトに直播したほ 

うか良い。ナイジェリアでの調査によれば，播付け苗木の生育は極端に悪く， 

十分な管理で育苗して，かろうじて山出し時に25cm 程度までに達した（図8-

3)。 また，苗畑の段階で，半数以上の苗木に先枯病（斑点病）の発生か認めら 

れ枯死したと報告されており， こうした面でも注意が必要とされる。 

植 栽 

Pbig肋bosa は， セネガルからスーダンにかけて広く植栽されており，通常 

は7mX7m もしくはl0mxl0m の植栽間隔で植えっけられている。一方, ト 

ウモロコシやミレッ トとの間作を行うアグロフォレストリーでは，P big-

Zobosa や P ciappartoniana の植栽は，ha当たり60本から80本の密度が適当 

とされている。これらの所ては，植栽後，家畜などの食害を受けないよう，個々 

にあるいは林分単位て保護柵を設ける必要がある。その他，植え付けに関する 

詳しい記述は見あたらないか,植え穴を大きくし適期に植栽することかのぞま 

れよう。 

45

さらに手で選別し種子を得る。種子は,lkg 当たり 2,800~5,000粒とされてい

る。

P DZg‘obosαの発芽については, ナイジェリアての調査によれば, 硫酸処理

15分の場合, 播付け後 6 日目で発芽が始まり, その発芽率は 72% であったか,

無処理の種子では発芽か認められなかったと報告されている。このため, 本種

の場合, 発芽促進処理をしなければならない。

東南アジアに分布するP speczosαの場合は, 発芽処理状況ははっきりしな

いものの播種後 2週間で発芽 し, 発芽率は 36% 。また,P ノα卿 "にαでは, 同様

に播種 してか ら発芽までに 45~225 日間かかるとされ ,1,000~1,200 粒 /kg の

種子の発芽率は 40~62% であると報告されている。

一方, 熱帯アメリカに分布するフサマメノキの仲間のかなりの樹種は, 発芽

力が数年にわたり持続するといわれており,熱帯産の樹木としては希な部類に

属するものとされている。なお, 最 もサヤか大 きい樹種の 1つ 郡部れzo餌ゆα

の種子 は ,18~19.5mm × 9~13mm × 4~6mm の大 きさを示 す。

育 苗
P bzgZobosαにおいては, 移植後の活着率が悪いため, ポソトに直播したほ

うか良い。ナイジェリアでの調査によれば, 播付け苗木の生育は極端に悪く,

十分な管理で育苗して, かろうじて山出し時に 25cm 程度までに達した (図 8‐

3)。また,苗畑の段階で,半数以上の苗木に先枯病 (斑点病) の発生か認めら

れ枯死したと報告されており, こうした面でも注意が必要とされる。

植 栽
E bzgZobosαは, セネガルか らスーダンにかけて広 く植栽されてお り, 通常

は 7m ×7m もしくは 1om ×lom の植栽間隔で植えつけられている。一方 , ト

ウモロコシや ミレッ トとの間作を行 うアグロフォレス トリーでは,P bzg

zobosαや P czαppg“oれzαm の植栽は,ha 当たり 60本か ら 80本の密度が適当

とされている。これらの所ては,植栽後,家畜などの食害を受けないよう,個々

にあるいは林分単位て保護棚を設ける必要がある。その他,植え付けに関する

詳しい記述は見あたらないか,植え穴を大きくし適期に植栽することかのぞま

れよう。
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図8. 3 Pbiglobosa における播き付け苗木の成長経過 

〔国際協力事業団（1989）を改変〕 

保 育 

フサマメノキの仲間の耐陰性は高いものとする報告と，そうでないものかあ 

る。しかし，いすれにしても植栽後の下刈りは不可欠といえよう。P biglo加sa 

では，幼木以下では火に弱いが,成木になると耐火性を増すようだ。ある程度 

の大きさに達するまでは，火の管理が重要と考えられる。 

適 地 

R b稽lobosa は， 熱帯の年降水量1,000mm 前後の半湿性および半乾燥の地 

帯で，水はけの良いローム質の酔性十壌を好むとされている0 しかしながら， 

こうした箇所ても天然更新した稚樹は見あたらない。一方，P javan1cl は，標 

高500-'700m の湿潤熱帯てあれば，土壌を選はないようてある。P roxburghzi 

についてもルソン島あるいはパラワン島の中低地に出現しやすいとされてい 

る。 

成 長 

フサマメノキの仲間の成長に関する記述はほとんどない。わずかな例とし 
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図 8.3 P 弱g‘obosαにおける播き付け苗木の成長経過
〔国際協力事業団 (1989)を改変〕

保 育
フサマメノキの仲間の耐陰性は高いものとする報告と, そうでないものがあ

る。しかし, いずれにしても植栽後の下刈りは不可欠といえよう。P bzgZobosα

では, 幼木以下では火に弱いが, 成木になると耐火性を増すようだ。ある程度

の大きさに達するまでは, 火の管理が重要と考えられる。

適 地
E 茂郡物osαは, 熱帯の年降水量 1,ooomm 前後の半湿性および半乾燥の地

帯で, 水はけの良いローム質の酸性土壌を好むとされている。しかしながら,

こうした箇所ても天然更新した稚樹は見あたらない。一方,P メ飢餓にαは,標

高 500~700m の湿潤熱帯てあれば,土壌を選ばないようてある。P〆那加増加i

についてもルソン島あるいはバラワン島の中低地に出現しやすいとされてい

る。

成 長
フサマメノキの仲間の成長に関する記述はほとんどない。わずかな例とし
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て，熱帯アメリカ産のP pendu危およびP muUifuga の伸長成長があり，それ 

らはともに2年間で35rn に達したと報告されている。 

病虫害 

フサマメノキの仲間の幹や大枝の木部に穿孔する昆虫はいまのところ報告さ 

れていない。そして，食葉性昆虫の観察例もほとんど知られていない。 しかし， 

P なneプora の集合花序の軸の中には，鱗翅目の幼虫がいるのが見つけられて 

いるほか，数樹種の小葉中に虫瘤かあるのが認められている。また，種子に穿 

孔するカミキリムシの1種Sophronica 記stacea の報告がある。 

一方病害としては，前述したようにナイジェリアの苗畑においてPblg-

tobosa の苗木に先枯病（斑点病）の発生が認められ,半数以上の苗が枯死した 

と報告されている。 
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て,熱帯アメリカ産の PP 靴α“幻および Pm α寛げ"8IQの伸長成長があり, それ

らはともに 2年間で 35m に達したと報告されている。

病虫害
フサマメノキの仲間の幹や大枝の木部に穿孔する昆虫はいまのところ報告さ

れていない。そして,食葉性昆虫の観察例もほとんど知られていない。しかし,

P zg“e扉om の集合花序の軸の中には, 鱗週目の幼虫がいるのが見つけられて

いるほか, 数樹種の小葉中に虫癌があるのが認められている。また, 種子に穿

孔するカ ミキリムシの 1種 SOPたγomc α彰郡αc卿 の報告がある。

一方病害としては, 前述 したようにナイジェリアの苗畑において E bz舎

zobosαの苗木に先枯病 (斑点病) の発生が認められ, 半数以上の苗が枯死した

と報告されている。
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9． ザイリア属（Xylia) 

学名，Xylza spp 

マメ科ネムノキ亜科 

田中 信行 

xyl記属は世界で約13種，フフリカ，マダガスカルが分布の中心であるが, 

インド， ミ十ンマー， タイ, ラオス, 力ンボジア， ペトナムにも分布する。 ア 

ジアに分布する種は，3種に分けられ,X xylocaゆa Roxb‘はインド半島に，x, 

dolabriformis Benth はインド，ミャンマーからインドシナに，X kerrit Craib 

& Hutch はタイを中心にインドシナに分布する。しかし，始めの2 種は，前者 

が後者より大きくなること，材の柔組織の密度が低いことなどの違いにより別 

種として扱われるが（Troup 1921, Pearson & Brown 1932)，同種とする文献 

も多い（Brandis 1921, Gamble 1972 , Watt 1972)。またX ken-tiは近年，x. 

xylocaゆa var kerrit とされている（Nielsen 1980)。分類の整理は今後の研究 

を待たなければならないが，育林技術上の特性は同じと考えられる。ここでは 

情報の多いX doルbrifonnis （ピンカド）を代表種とし，3 種をまとめて以下に 

述べる。 

ピンカド（図9.D は, ミャンマーのバゴー山地などの適地では樹幹が通直， 

完満で，直径110 cm 以上，樹高3Gm に達する大高木であるが,不適地では， 

樹高が小さく，樹形か悪く，幹にねじれやこぶか生じる。 ミャンマーの 

Tenassenum 州では，より湿潤な気候にもかかわらず，サイズが小さく樹形も 

劣化する。乾燥高温期の一時期に葉を着けない落葉樹だが，葉のない期間は同 

所に生育するチークより短い。 

葉は偶数羽状複葉で長さ8-22cm，小葉は2-G枚，長楕円形,鋭頭である。 

花は小さく，淡黄色の長花柄の先につく（グラビア30)。豆果は木質で，鎌状の 

10-'15 cm の長楕円形で，暗褐色，熟すと裂開し，中に6~10個の種子を蔵す 

る（グラビア34)~ 

ピンカドは, Irul, Jamba, Pyinkado（イント）, Pyinkado, Ironwood 

（ミャンマー）,Daeng, Deng（タイ）, Sokram, Soc. Lien, Lieng （カンホ 

ジア）,Deng（ラオス）,Camxe, Da-da（ペトナム）などの名前でよばれる。 

9. ザイリア届 (Xylia)

学名 :×“ zα spp

マメ科ネムノキ亜料

田中 信行

XyZZQ 属は世界で約 13種 , アフリカ, マダガスカルが分布の中心であるが,

イ ン ド, ミャ ンマー , タイ , ラオ ス , カ ンボ ジア , ベ トナ ムに も分布 す る。 ア

ジアに分布する種は,3 種に分けられ,X ズメ ocαゆαRoxb. はインド半島に,ヱ

doZの れ孟oγァms Benth は イ ン ド, ミャ ンマーか らイ ン ドシナに ,X たのれ
.z
Craib

&Hutch はタイを中心にインドシナに分布する。しかし,始めの 2種は,前者

が後者より大きくなること, 材の柔組織の密度が低いことなどの違いにより別

種として扱われるが (Troup l921,Pearson&Brownl932), 同種 とする文献

も多い (Brandls l921,Gamblel972,Wattl972) 。また X たg77ziは近年 , ヱ

ェyzocαゆα var たem 乙とされている (Nielsen l980)。分類の整理は今後の研究

を待たなければならないが, 育林技術上の特性は同じと考えられる。ここでは

情報の多いX doZの“元甥れお (ピンカド)を代表種とし,3 種をまとめて以下に

述べる。

ピンカ ド (図 9.1) は, ミャンマーのバゴー山地などの適地では樹幹が通直 ,

完満で, 直径 11ocm 以上, 樹高 36m に達する大高木であるが, 不適地では,

樹高 が小 さ く, 樹形 か悪 く, 幹 にね じれや こぶか生 じる。 ミャンマ ーの

Tenasserlum 州では, より湿潤な気候にもかかわ らず , サイズが小 さく樹形 も

劣化する。乾燥高温期の一時期に葉を着けない落葉樹だが,葉のない期間は同

所に生育するチークより短い。

葉は偶数羽状複葉で長さ 8~22cm, 小葉は 2~6 枚 ,長楕円形, 鋭頭である。

花は小さく,淡黄色の長花柄の先につく (グラビア 30)。豆累は木質で,鎌状の

10~15cm の長楕円形で, 暗褐色, 熟すと裂開し, 中に 6~10 個の種子を蔵す

る (グラビア 34)。

ビンカ ドは ,lrul, J
‐
amba,Pyinkado( イ ン ト),Pyinkado,lronwood

(ミャ ンマ ー ),Daeng,Deng( タイ ),Sokram,Soc,L1en,Lieng( カ ンホ

ジア),Deng (ラオス),Camxe,Da ‐da( ベ トナム) などの名前でよばれる。
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図9 l xylia xy1oca 'a var kerni (Klrtakom 1983) 

分布・適地 

ピンカドは，インド， ミャンマー, タイなど明瞭な乾季のあるモンスーン熱 

帯に分布する。 正確な北限は不明だか， ミャンマーのイラワジ川流域では24。 

N に達する。分布標高は90Gm以下てある。南～東南アジアのモンスーン熱帯 

の有用樹チークを含む天然林の構成種て， この木の成長の良いところはチーク 

造林の適地である（Mahaphol 1954)。ミャンマーやタイでの分布は，チークの 

分布域とほぼ一致している。インドでの分布は，チークの分布域に大部分含ま 

れるが，一部はインド半島東部のサール(Shorea robus加）分布域にも及んてい 

る （Pearson & Brown 1932；田中1997)。 

インドでは，中西部以南で，ラテライト土壌に成立する半常緑林や， これに 

続くチークか優占する湿性混交落葉樹林に，Tenninalla spp., Pterocarpus 

marsi4mm などと混生する。インド半島東部の丘陵ではサールと混生するこ 

とかある。また，常緑樹林の成立する湿潤な地域でも，焼畑や野火・放牧など 

人為の影響によって成立した落葉樹二次林にも生育する。 

図 9 I X坪腸ェ鰯 om ゆα var たのれz(Kiltakom l983)

分布・適地

ピン力 闘±, インド, ミャンマー , タイなど明瞭な乾季のあるモンスーン熱

帯に分布する。正確な北限は不明だか, ミャンマーのイラワジ川流域では 24o

N に達する。分布標高は 9ooln以下てある。南~ 東南アジアのモンスーン熱帯

の有用樹チークを含む天然林の構成種て, この木の成長の良いところはチーク

造林の適地である (Mahaphol l954)。ミャンマーやタイでの分布は, チークの

分布域とほぼ一致している。インドでの分布は, チークの分布域に大部分含ま

れるが ,一部 はインド半島東部のサール (Sれoreαγob"sね)分布域にも及んてい

る (Pearson&Brown l932; 田中 1997)。

インドでは, 中西部以南で, ラテライト土壌に成立する半常緑林や, これに

続 くチークが優 占す る湿性混交落葉樹林に,T のz桝胸力α sp PZerocαゆ“s

m解離声"粥などと混生する。インド半島東部の丘陵ではサールと混生するこ

とがある。また, 常緑樹林の成立する湿潤な地域でも, 焼畑や野火・放牧など

人為の影響によって成立した落葉樹二次林にも生育する。
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ミャンマーでは，チークを主体とする北部の湿性および乾性混交落葉樹林， 

Lagerstroemza 属やTerrnznalza 属などを混生する南部の混交落葉樹林に豊富 

に生育する〔グラビア31）。 D ゆterocaゆus tuberculatus か優占する落葉フタバ 

ガキ林（Indamg forest)， より湿潤な気候下に成立するD alatus などの優占 

する半常緑林にも混生することかある。また，年降水量750 mm 以下の中央乾 

燥地のサバンナ林にも出現するが，大きい木にはならない。タイでは，混交落 

葉樹林の構成種として西部及ひ北部に豊富に生育するか，落葉フタパガキ林の 

分布する東北部にはみられない。 

分布域は，気候的には，最高気温か38-45C，最低気温か4'- 13C，年降水 

量700 -'3,000 mm の地域である。地質的には，砂岩，頁岩，石灰岩，礫岩,粘 

板岩，片麻岩，片岩，火成岩，変成岩などさまざまな地質の場所に分布する。 

砂岩と頁岩からなるパゴー山地では，基岩か風化して形成された砂質壌土が深 

い所でピンカドか大変大きく，密度も高い。一方，塩類土壌や鉄分の多い土壌 

には生育しない。 

地形的には，丘陵地や平地の双方に生育するが，一番成長が良いのは丘陵の 

下部斜面や排水の良い谷である。平」せには，ピンカドの分布は排水の良いとこ 

ろに限られる。排水のよい土壌なら，ラテライト性の貧栄養の土壌にも耐えて 

生育し，より密生するが，成長か悪く大きくならない。このように，適した土 

壌は，土層が厚く，適潤で，排水ー通気性のよいローム質土である。 

開花・結実 

落葉は12月に始まり，4-,5月に開葉する。開花は3-4月，豆果は12-i月 

に熟し，堅い木質の莢が樹上て弾けて裂開し，種子が落下する。種子は，平た 

く，卵形，長楕円形あるいは円形〔10-17 mm )< 9'-13 mm ）で，光沢のある褐 

色て，堅い種皮に覆われている（グラビア34)。充実率，発芽率とも高い。結実 

には豊凶があるが，開花は毎年規則的に見られる。豊凶の原因として，昆虫に 

よる種子の食害と雨季前の降雨による花序の破壊が考えられている。凶作年か 

たまにあるが，豊作年の頻度か高いので，天然更新の稚樹に不足することはな 

y'~ 

種子の取扱い 

2月に豆果を採取し，日射で乾かして種子を採取する。その際,豆果が裂開し 

　　

ミャンマーでは, チークを主体とする北部の凝性および乾性混交落葉樹林,

LαgB〆sかoB粥m 属や "mz 卿 "α属などを混生する南部の混交落葉樹林に豊富

に生育する (グラビア 31)。DZP 彰mm ゆ "鯖“b" 伽 Zの“sが優占する落葉 フタバ

ガキ林 (lndamg forest), より湿潤な気候下に成立する D QZQZ“s などの優占

する半常緑林にも混生することかある。また, 年降水量 750mm 以下の中央乾

燥地のサバンナ林にも出現するが, 大きい木にはならない。タイでは, 混交落

葉樹林の構成種として西部及ひ北部に豊富に生育するか,落葉フタバガキ林の

分布する東北部にはみられない。

分布域は, 気候的には, 最高気温か 38~45oC, 最低気温が 4~13 ℃, 年降水

量 700~3,00omm の地域である。地質的には, 砂岩 , 頁岩 , 石灰岩 , 磯砦 , 粘

板岩, 片麻岩, 片岩, 火成岩, 変成岩などさまざまな地質の場所に分布する。

砂岩と頁岩からなるバゴー山地では,基岩か風化して形成された砂質壌土が深

い所でピンカドが大変大きく, 密度も高い。一方, 塩類土壌や鉄分の多い土壌

には生育しない。

地形的には,丘陵地や平地の双方に生育するが,一番成長が良いのは丘陵の

下部斜面や排水の良い谷である。平地ては, ピンカドの分布は排水の良いとこ

ろに限られる。排水のよい土壌なら, ラテライト性の貧栄養の土壌にも耐えて

生育し, より密生するが, 成長か悪く大きくならない。このように, 適した土

壌は, 土層が厚く, 適潤で, 排水・通気性のよいローム質土である。

開花・結実

落葉は 12月に始まり,4~5 月に開葉する。開花は 3~4 月 , 豆果は 12~1 月

に熟し, 堅い木質の莱が樹上て弾けて裂開し, 種子が落下する。種子は, 平た

く, 卵形 , 長楕円形あるいは円形 (10~17mm ×9~13mm) で , 光沢のある褐

色て,堅い種皮に覆われている (グラビア 34)。充実率,発芽率とも高い。結実

には豊凶があるが, 開花は毎年規則的に見られる。豊凶の原因として, 昆虫に

よる種子の食害と雨季前の降雨による花序の破壊が考えられている。凶作年が

たまにあるが,豊作年の頻度か高いので,天然更新の稚樹に不足することはな

い Q

種子の取扱い
2月に豆果を採取し,日射で乾かして種子を採取する。その際,豆巣が裂開し
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て種子がはじき飛ばされるので，タケ製のシートなどを被せる。種子は，4,500 

粒ノkg，通気性の良い袋で1年以上保存可能である。種子を水に浸けるとすく 

に発芽する。発芽率は高い。 

育 苗 

芽生えの当年の成長はあまり早くなく,苗高て12-'30 cm に達する程度てあ 

る。しかし，翌年の成長は，条件か良けれは早まり，苗高180 cmを越えること 

もある。長い主根か芽生えの成長初期から発達する。根は，発芽1 -2 か月後に 

30cm に,当年の生育期終了時には45cm以上に達する。発芽翌年の生育期の 

中頃に掘り取られた苗木は，直径1 5 cm，根長95cm であったという報告かあ 

る（グラビア32)。 

植 栽 

直播きの方が,裸根苗の植栽より好ましい。裸根苗の植栽は，移植のショソ 

クに苗木が耐えられないことか多い。直播きは，2mX3m 間隔て土をよく柔ら 

かくした穴に播かれる。成長か早いのて，下刈りは2年間程度て十分て,それ 

以降は雑草木の高さを越える。乾燥や霜には弱い。 

チークとピンカドの直播きによる2種の混生か試みられたことがあるか,発 

芽特性か異なるために成功しなかった。チークの種子の発芽のためには，雨季 

の始めに起こる降雨と日射のくり返しか必要なので，雨季前か初期に播かれな 

けれはならないが， ピンカドは，播種後の最初の降雨て容易に発芽するので， 

雨季初期の降雨が不安定な時期の播種では, 日射による乾燥のために芽生えが 

枯死してしまう。 これを解決するには， ピンカドの種子だけは雨季に完全に 

入った時期に播かれる必要かあるか，チークと別々に播種すると作業量が増え 

てしまう。あるいは，チークの種子を発芽前処理をして， ピンカドと一緒に雨 

季に完全に入ってから播種する方法も考えられる。 

開放地での造林で，稚樹の枯死が多く，成長が良くない事例か見られる。こ 

れは，開放地の雑草の繁茂，森林消失による土壌の劣化，日射と乾燥の影響が 

考えられる。除草は，成長を促進させる。放牧牛による食害は少ない。 

直播きのほかに，ポノト苗とスタンプ苗による植栽か可能である。スタンプ 

には8-'l0 か月育成した苗を用いる。いずれも，直播きより費用かかかるたろ 

う（グラヒ、ア33)~ 

　　

て種子がはじき飛ばされるので, タケ製のシー トなどを被せる。種子は,4,500

粒/kg, 通気性の良い袋で 1年以上保存可能である。種子を水に浸けるとすく

に発芽する。発芽率は高い。

育 苗
芽生えの当年の成長はあまり早くなく, 苗高て 12~30cm に達する程度てあ

る。しかし,翌年の成長は,条件が良けれは早まり,苗高 180cm を越えること

もある。長い主根か芽生えの成長初期から発達する。根は,発芽 1~2 か月後に

30cm に, 当年の生育期終了時には 45cm 以上に達する。発芽翌年の生育期の

中頃に掘り取られた苗木は, 直径 15cm, 根長 95cm であったという報告かあ

る (グラビア 32)。

植 栽
直播きの方が, 裸根苗の植栽より好ましい。裸根苗の植栽は, 移植のショソ

クに苗木が耐えられないことか多い。直播きは,2m ×31n間隔て土をよく柔ら

かくした穴に播かれる。成長か早いのて, 下刈りは 2年間程度て十分て, それ

以降は雑草木の高さを越える。乾燥や指には弱い。

チークとピンカドの直播きによる 2種の混生が試みられたことがあるか, 発

芽特性か異なるために成功しなかった。チークの種子の発芽のためには, 雨季

の始めに起こる降雨と日射のくり返しか必要なので,雨季前か初期に播かれな

ければならないが, ピンカドは, 播種後の最初の降雨て容易に発芽するので,

雨季初期の降雨が不安定な時期の播種では, 日射による乾燥のために芽生えが

枯死してしまう。これを解決するには, ピンカドの種子だけは雨季に完全に

入った時期に播かれる必要があるが, チークと別々に播種すると作業量が増え

てしまう。あるいは, チークの種子を発芽前処理を して, ピンカ ドと一緒に雨

季に完全に入ってから播種する方法も考えられる。

開放地での造林で, 雅樹の枯死が多く, 成長が良くない事例が見られる。こ

れは, 開放地の雑草の繁茂, 森林肖失による土壌の劣化, 日射と乾燥の影響が

考えられる。除草は, 成長を促進させる。放牧牛による食害は少ない。

直播きのほかに, ポソト苗とスタンプ苗による植栽か可能である。スタンプ

には 8~10 か月育成した苗を用いる。いずれも, 直播きより費用がかかるだろ

う (グラビア 33)。
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天然更新 

雨季初期の降雨により種子が発芽し, 5月には子葉を付けた芽生えが多数見 

られる。適地では，天然更新は旺盛で，より有用で材価の高いチークより増え 

て困ることさえある0 天然更新か良い理由としては，野火により発芽が促進さ 

れること，豆果や種子が重いので丘陵斜面から流されにくいこと，稚樹にある 

程度耐陰性があること，牛の食害を受けにくいことなどの点か指摘されてい 

る。ミャンマーでは，焼畑跡地にときどき純林状に繁茂することかある。 

ピンカドの稚樹の定着には,水はけの良い柔らかな土壌が適している。―度 

土壌深く根か張った稚樹は，チーク同様に地表火に十分耐える。地表火により 

地上部が枯れ下がるが，成長の良い萌芽枝か発生する。しかし,耐火性には 

チークと多少差かあり，チークを含む混交落葉樹林で防火を行なうと， ピンカ 

ドが増加し，しだいにチークに置き換わる。しかし，防火は，場所によっては， 

林床植生を繁茂させ，稚樹の定着を阻害する場合もある。一方,常緑樹か多い 

湿潤な地域では，防火はピンカドより常緑樹の増殖に有利に働く。 

耐陰性の高い常緑樹には及ばないが， ピンカドの稚樹はある程度被陰に耐え 

る。暗い林内ても生存するが，被圧を受けいずれ枯死する。皆伐や強度の択伐 

は,林床植生の繁茂を招き， ピンカドの稚樹は被圧を受けることかある。弱度 

の択伐による段階的林冠の疎開は，林床植生をそれほど繁茂させず， ピンカド 

の成長は促進される。耐陰性に関しては，陽性で被陰すると枯死するという見 

解の文献もあり，今後，調査が必要かある。 

タケのない森林ては，林冠の疎開によりピンカドの稚樹はよく定着・成長す 

るか，タケのある森林では，タケ群落辺縁やタケ枯死株のみに稚樹が定着する。 

ある試験地では，タケなど林床植生の刈払いと火入れ後にピンカド稚樹か高密 

度に発生し,その後の防火対策，下刈り，林冠木の択伐による段階的な林冠疎 

開という施業により,高密度若齢林を成立させることに成功した事例かある。 

ピンカドは,中径木までは萌芽能力をもっている。また，野火の跡地などで 

根が露出したところでは根萌芽も発生させる。 

成 長 

3,-J0年生頃までの初期成長は特に早く, 2年てibm, 4年でSm, 6年でS 

m に達する。インドでの例では，好条件下では，5年で樹高75m，直径8.0 cm, 

10年て樹高iSm,直径17.5 cm という事例がある。天然林の事例でも,比較的 
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天然更新

雨季初期の降雨により種子が発芽し, 5月には子葉を付けた芽生えが多数見

られる。適地では, 天然更新は旺盛で, より有用で材価の高いチークより増え

て困ることさえある。天然更新か良い理由としては, 野火により発芽が促進さ

れること, 豆累や種子が重いので丘陵斜面から流されにくいこと, 稚樹にある

程度耐陰性があること, 牛の食害を受けにくいことなどの点が指摘されてい

る。ミャンマーでは, 焼畑跡地にときどき純林状に繁茂することかある。

ピンカドの稚樹の定着には, 水はけの良い柔らかな土壌が適している。一度

土壌深く根か張った稚樹は, チーク同様に地表火に十分耐える。地表火により

地上部が枯れ下がるが, 成長の良い萌芽枝が発生する。しかし, 耐火性には

チークと多少差があり, チークを含む混交落葉樹林で防火を行なうと, ビンカ

ドが増加 し, しだいにチークに置き換わる。しかし, 防火は, 場所によっては,

林床植生を繁茂させ,稚樹の定着を阻害する場合もある。一方,常緑樹か多い

湿潤な地域では, 防火はピンカドより常緑樹の増殖に有利に働く。

耐陰性の高い常緑樹には及ばないが, ピンカドの稚樹はある程度被陰に耐え

る。暗い林内ても生存するが,被圧を受けいずれ枯死する。皆伐や強度の択伐

は, 林床植生の繁茂を招き, ピンカドの稚樹は被圧を受けることがある。弱度

の択伐による段階的林冠の疎開は, 林床植生をそれほど繁茂させず, ピンカド

の成長は促進される。耐陰性に関しては,陽性で被陰すると枯死するという見

解の文献もあり, 今後, 調査が必要がある。

タケのない森林ては, 林冠の疎開によりピンカドの稚樹はよく定着′成長す

るか, タケのある森林では, タケ群落辺縁やタケ枯死株のみに稚樹が定着する。

ある試験地では, タケなど林床植生の刈払いと火入れ後にピンカド稚樹か高密

度に発生し, その後の防火対策,下刈り,林冠木の択伐による段階的な林冠疎

開という施業により,高密度若齢林を成立させることに成功した事例がある。

ピンカドは, 中径木までは萌芽能力をもっている。また, 野火の跡地などで

根が露出したところでは根萌芽も発生させる。

成 長
3~10 年生項までの初期成長は特に早く,2 年て 15m,4 年で 5m,6 年で 8

m に達する。インドでの例では,好条件下では,5 年で樹高 75m, 直径 8.ocm,

10年て樹高 18m, 直径 17.5cm という事例がある。天然林の事例でも,比較的
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図9. 2 インド，ボンヘィ地区2 か所の天然林におけるピンカトの 

成長〔Troup (1921）から描く〕 

成長の良い場所では，10年で直径17.5cm に達する （図9.2）。しかし，土層の 

薄い乾燥土壌では，大きくはならない。 

病虫害 

芽生えは雨季の初期にバソタの食害を受けることがある。樹皮か比較的薄い 

ため野火による障害を受け易い。 そのため，木の幹の根元に大きな傷がよく見 

られる。その傷から侵入した腐朽菌Fbmes ルIvus により幹が加害される。樹 

皮や辺材はシロアリの加害を受ける。加害昆虫は非常に多く，約100 種知られ 

るが， 生立木加害のカミキリムシPachydissus birmanicus， ゾウムシの 

Rhynchites cく)ntris加加S やポクトウガのZeuzera coffeae などが問題である。 

用 途 

辺材は薄く淡青赤白色,心材は赤褐色～褐色で，古くなるにつれて暗赤褐色 

になる。年輪は目立たないが識別可能。木材は，重硬で，気乾比重は0.88'-l 04 

で，堅く加工が難しい。野外て大変耐久性かあり，シロアリに対する抵抗性も 

大きい。この高耐久性には材中の樹脂性物質が大きく原因している。樹脂含有 

量は， ミャンマー産の方か南インド産より多い。鉄道の枕木として最適で，そ 

のほか，重構造用材,水中の杭など著しい強度と耐久性を要求される用途に適 

する。ミャンマーではチークに次いで重要な用材樹種である。 
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図 9.2 インド, ボンヘイ地区 2 か所の天然林におけるピンカ ドの

成長〔Troup(1921) から描く〕

成長の良い場所では, 幼年で直径 175cm に達する (図 9.2)。しかし, 土層の

薄い乾燥土壌では, 大きくはならない。

病虫害
芽生えは雨季の初期にバ、ノタの食害を受けることがある。樹皮が比較的薄い

ため野火による障害を受け易い。そのため, 木の幹の根元に大きな傷がよく見

られる。その傷から侵入した腐朽菌 Fo侃gsf“‘w 副こより幹が加害される。樹

皮や辺材はシロアリの加害を受ける。加害昆虫は非常に多く, 約 100種知られ

るが , 生立 木加害 の カ ミキ リム シ Pαc毎αZss"s bz鰯贈れた“s, ゾウム シの

RあれcれZ彰s comds ね加sやボク トウガの為解解口coが8彼 などが問題である。

用 途

辺材は薄く淡青赤白色,心材は赤褐色~褐色で,古くなるにつれて暗赤褐色

になる。年輪は目立たないが識別可能。木材は,重硬で,気乾比重は 0.88~104

で, 堅く加工が難しい。野外て大変耐久性があり, シロアリ;こ対する抵抗性も

大きい。この高耐久性には材中の樹脂性物質が大きく原因している。樹脂含有

量は, ミャンマー産の方が南インド産より多い。鉄道の枕木として最適で, そ

のほか,重構造用材,水中の杭など著しい強度と耐久性を要求される用途に適

する。ミャンマーではチークに次いで重要な用材樹種である。
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10‘ ベン（Beng) 

学名・Afzelれ xylocaゆa (Kurz) Craib 

マメ科ジャケッイバラ亜科 

加茂 皓ー 

マメ科に属するAfzelia 属は，東南アジアとアフリカに天然分布し，現在約 

15種が知られている。その中て約10 種かアフリカに分布し，東南アシアには3 

種が東スマトラ，西ジャワ，北西ボルネオ， フィリピンなと島嶼部に，1 種か 

ミャンマー， タイ, ラオスなとの大陸部に分布している。この東南アジア大陸 

部に分布している樹種かAxyiocaゆa である。 

東南アジアのAfzelia は， アフリカのAfzelia と異なり，部分的に花糸があ 

るので，以前はPahudia 属に分類されていた。 しかしこの形質は変異しやすい 

ことがわかり,Pahudia 属はAfzeiza 属に吸収された。 

またAfzelza 属はIntsta 属ときわめて近縁な関係にあり，最近までこれらは 

1つの属で括られていた。しかしAfzelza は，Intsta より雄しべの数が多いこ 

と，Instia と異なり莢か厚く木質であること，種子か仮種皮をもっていること 

等のため，Afzelia とIn ts ta は別の属に分けられた。Afzel地属とIntsia 属は樹 

木の造林特性や材か非常によく似ており,本書第1巻で述べられているIn ts La 

属の造林特性は本種を取扱う際の参考になる。 

本種はカ ンボジアではBeng， ラオスてはTekha kha, タイでは 

Makhamong, Makha-luang, Makha-hua--kham, ベトナムてはGodo と呼 

ばれている。シノニムはPahudia zylocarpa, Iセhudia cochznchtnensis, Afzelia 

siamica である。 

樹高は3Gm，枝下高は6~9m ，直径は100 enl以上に達する。乾季に落葉す 

る落葉樹である。樹皮は薄く滑らかで，灰色で, しはしば褐色か黒色の斑点が 

混ざる。樹冠は広く,横に伸ひる。葉は互生し，3,-,5対の小葉からなる偶数羽 

状て，小葉の長さは5'-9cm，幅は4-S cm である。雄しべは長さ7-'8cn】て， 

花柱の長さは2-0 -2 5 cm てある。托葉はきわめて小さく,早期に落ちる。花は 

両性花である。莢は，成熟すれば扁平で木質，無毛，暗褐色か黒色になり，長 

円形で長さ15-'20 cm，幅7-9cm になる。種子は長円形から球状て厚く,種 

皮は黄色から赤色である（図10.D。稚苗の子葉は2枚て,初生葉はやや大き 
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10. ペ ン (Beng)

学名 :Aた錫辺ズyあのゆα (Kurz)Cralb

マメ科ジャケッイバラ亜科

加茂 賠一

マメ科に属するAた錫郷属は, 東南アジアとアフリカに天然分布し, 現在約

15種が知られている。その中て約 10種がアフリカに分布し,東南アシアには 3

種が東スマ トラ, 西 ジャワ, 北西ボルネオ, フィリピンなと島隈部に,1 種か

ミャンマー, タイ, ラオスなとの大陸部に分布 している。この東南アジア大陸

部に分布している樹種か月ズメocαゆαである。

東南アジアの A鳶錫には, アフリカの A鳶8Zm と異なり, 部分的に花糸があ

るので,以前はFαれ"のα属に分類されていた。しかしこの形質は変異しやすい

ことがわか り,PQ ぬ"dm 届 は自薦 ezm 属に吸収された。

また A彩BZzq属はZれism 属ときわめて近縁な関係にあり, 最近までこれらは

1つの属で括 られていた。 しか し A鳶錫粥 は, 魔 Zsm より雄 しべの数が多いこ

と, 超sziαと異なり英か厚く木質であること, 種子か仮種皮をもっていること

等のため,A 友引m とZmsm は別の属に分けられた。Aた〆彰属と魔‘sね属は樹

木の造林特性や材か非常によく似ており, 本書第 1巻で述べられている廓乙sm

届の造林特性は本種を取扱う際の参考になる。

本 種 は カ ン ボ ジ ア で は Beng, ラ オ ス て は Tekha kha, タ イ で は

M a k hamong,Makha ‐luang,Makha ‐hua ‐kham, ベ トナ ムて は Godo と呼

ばれて い る。シノニム は RQ れ“山α%yわcαゆα,P αたαdm coc腐れc初膨れsZs,AfzBZ 粥

SZQ 粥 ZCQ で あ る。

樹高は 30m, 枝下高は 6~9m, 直径は 10ocm 以上に達する。乾季に落葉す

る落葉樹である。樹皮は薄く滑らかで, 灰色で, しはしば褐色か黒色の斑点が

混ざる。樹冠は広く, 横に伸ひる。葉は互生し,3~5 対の小葉からなる偶数羽

状て ,小葉の長さは 5~9om, 幅は 4~5cm である。雄 しべは長 さ 7~8cm て ,

花柱の長さは 2‐0~25cm てある。托葉はきわめて小さく,早期に落ちる。花は

両性花である。英は, 成熟すれば扇平で木質, 無毛, 暗褐色か黒色になり, 長

円形で長さ 15~20cm, 幅 7~9om になる。種子は長円形か ら球状て厚 く, 種

皮は黄色から赤色である (図 10.1)。稚苗の子葉は 2枚て, 初生葉はやや大き
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図10 1 Afzelia xyん‘4ゆαの葉 1も, 実(Khtakoin, 1983) 

分布，立地 

本種は， タイで標高100'-bOom の， 排水の良好な粘土質のラテライト土壌 

に成立する乾性常緑樹林と混生落葉広葉樹林に天然分布している。時々冠水す 

る立地にもみられる。気候的には年雨量1,200'-2,000 mm ，雨季4~6 か月，年 

平均気温20'-' 30℃の地域か本種の分布地域である。混生落葉広葉樹林では 

Tectona grandzs, Ptgrocaゆus macrocarpus, Xylia kgrrzz, Lagerstroemza 

caりcu危ta, Pterocarpus macrocarpus, Tenninalia tel/inca等とともに，有力 

な樹種の1つである。また黄色から赤さひ色のオキシソル土壌に分布する， 

D ゆterocaゆus tu功znatus が優占する乾性常緑樹林では， Lagerstroemta 属や 

他のマメ科の落葉樹とともに,主要な林冠構成種になっている。ただしこれら 

の天然林における個体数は多くない。ラオスでの調査によれば，低地や丘陵地 

の乾性常緑広葉樹林で，本種の出現本数はha当たり1-'3本であった。 
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板, 構造材, 枕木,
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図 101 4だ効αヱyおcqゆαの葉, 花 実 (KI.tak。m,,983 〕 柄
に
も使われる。樹

皮はカテコールと焦

性没食子酸を含み,皮をなめすのに使われる。若い種子の子葉は油分か多く,

食用になる。

分布, 立地

本種は, タイで標高 100~600m の, 排水の良好な粘土質のラテライト土壌

に成立する乾性常緑樹林と混生落葉広葉樹林に天然分布している。時 冠々水す

る立地にもみられる。気候的には年雨量 1,200~2,00omm, 雨季 4~6 か月 , 年

平均気温 20~30oC の地域が本種の分布地域である。混生落葉広葉樹林では

redo72 α gγzzれαお , Pze γocαゆ "s m αc7℃ cαゆ αs, Xy なα 々" れ z,LQgers お ogmm

cαγ倣 わね,PZ げ ocαゆ 雄 m αcrocαゅ“s, 物 甥柁加須畝 虎 ZZincα等 とと もに , 有 力

な樹種の 1つである。また黄色から赤さひ色のオキシソル土壌に分布する,

DZ野 eγりcαゆ“s 加γbzm≠雄 が優占する乾性常緑樹林では,Lqge7s おりgm 雄属や

他のマメ科の落葉樹とともに, 主要な林冠構成種になっている。ただしこれら

の天然林における個体数は多くない。ラオスでの調査によれば, 低地や丘陵地

の乾性常緑広葉樹林で, 本種の出現本数は ha 当たり 1~3 本であった。
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タイては本種は，過去にかなり伐採され，天然林内では現在少数の個体が単 

木的に残っているだけである。 そのため本種は遺伝的な侵食（genetic era-

sian）にさらされやすいといわれている。 同じことはフィ リピンのA-

rhornbozdea にもあてはまる。 

開花・結実・種子の取扱い 

種子はタイで6月～8月に成熟する。莢か褐色か暗褐色になり,裂けて開く 

前が莢の採取適期で, その時期は東北タイでは10月～11月になる。本種の種 

子採取，入手は比較的容易である。採取後約1週間，風乾すると,莢か開くの 

で，種子を取り出す。種子の平均重は65-'8g である。播種する前に，仮種皮を 

取り除き，25--72時間水に浸す。タイでの発芽試験によれば，冷水に72時間浸 

す前処理を行った種子の発芽率は，発芽期間12 日で，92％であった。また発芽 

は20％のスルフォン酸液に1時間種子を浸すことによって促進される。 

育 苗 

苗床に直接播種するか，堆肥が入ったポノトに播く。発芽床は相対照度50% 

程度に被陰し，時々潅水する必要がある。通常播種後1~2 週間で発芽する。稚 

苗は灰25%，粗砂土12I5%，緑肥125%，心土50％の混合物を入れた容器に移 

植し，苗高30cm になれば，山出しして，通常4mX4m の間隔で植栽する。 

東北タイのサケラートでは苗畑で4 か月育苗し，苗高が30-35 cm になった 

時点で山出ししている。苗木生産は，アカシア類やユーカリ類に比べれば手間 

がかかるが，比較的容易であるとされている。 

植栽,成長，収穫 

混生落葉広葉樹林で,本種はT grandis を始めとして，x kerriz,L 

ca如culata とともに重要な用材樹種で，商業伐採の対象になってきた。普通， 

天然林から択伐によって収穫されている。タイでは以前，15 --'30 年の輪伐期で 

択伐されていた。現在ては,胸高直径64cm 以上の個体に対してのみ伐採が許 

可されている。 

本種は天然林の択伐によって収穫され利用されてきたので，人工造林の実績 

は少ない。東北タイのサケラートでは本種を含めた東南アジア原産樹種とオー 

ストラリア原産樹種の植栽試験か行われた。植栽後4年間の各樹種の生存率と 
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タイては本種は,過去にかなり伐採され,天然林内では現在少数の個体が単

木的に残 っているだけである。 そのため本種 は遣伝的な侵食 (genetlc ero‐

slon) に さ らされ やす い といわれ て い る。同 じことは フ ィ リピ ンの A‐

γれom ゎozde αに もあて はま る。

開花・結実・種子の取扱い

種子はタイで 6月~8 月に成熟する。爽が褐色か暗褐色になり, 裂けて開く

前が英の採取適期で, その時期は東北タイでは 10月~11 月になる。本種の種

子採取, 入手は比較的容易である。採取後約 1週間, 風乾すると, 英か開くの

で,種子を取り出す。種子の平均重は 65~8g である。播種する前に,仮種皮を

取り除き,25~72 時間水に浸す。タイでの発芽試験によれば,冷水に 72時間浸

す前処理を行った種子の発芽率は,発芽期間 12日で,92% であった。また発芽

は 20% のスルフォン酸液に 1時間種子を浸すことによって促進される。

育 苗
苗床に直接播種するか,堆肥が入ったポソトに播く。発芽床は相対照度 50%

程度に被陰し,時々潅水する必要がある。通常播種後 1~2 週間で発芽する。稚

苗は灰 25%, 粗砂土 12.5%, 緑肥 125%, 心土 50% の混合物を入れた容器に移

植し, 苗高 30cm になれば, 山出しして, 通常 4m ×4m の間隔で植栽する。

東北タイのサケラートでは苗畑で 4か月育苗し,苗高が 30~35cm になった

時点で山出ししている。苗木生産は, アカシア類やユーカリ類に比べれば手間

がかかるが, 比較的容易であるとされている。

植栽, 成長, 収穫

混 生落葉広葉樹 林 で , 本種 は T g7αれdzs を始 め と して,X 卿 7れ-z,L

c錫“諺のαとともに重要な用材樹種で, 商業伐採の対象になってきた。普通,

天然林から択伐によって収穫されている。タイでは以前,15~30 年の輪伐期で

択伐されていた。現在ては, 胸高直径 64cm 以上の個体に対してのみ伐採が許

可されている。

本種は天然林の択伐によって収穫され利用されてきたので,人工造林の実績

は少ない。東北タイのサケラートでは本種を含めた東南アジア原産樹種とオー

ストラリア原産樹種の植栽試験か行われた。植栽後 4年間の各樹種の生存率と
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樹高の測定結果を表10 1に示した。本種の生存率は植栽1年後には50％程度 

てあったが，植栽2年後から著しく低下し,植栽木の中でE deglup加に次い 

て低かった。樹高成長は，オーストラリア原産のアカシア類やューカリ類より 

かなり小さく，他の東南アジア原産の樹種に比べても小さかった。別の植栽試 

験では，苗高か，植栽4 か月後で30-35cm, 3年後で135 cm という例もある 

が，本種は一般に成長か遅い樹種に属するようである。 

苗木の活着率に立地や耕耘がどのように影響するかを調べたサケラートての 

試験結果によれば，植栽後の活着率は，Neyraudia reynaudiana, Setaria spp 

等の草本類か優占する赤黄色の乾性ポドソル土壌では，耕耘の有無にかかわら 

ず低かったか， Imper,m Cylindrica か優占するやや湿った立地ては， 耕耘に 

よって,活着率がやや向上したとされている。本種の植栽に際しては，やや 

湿った立地を選び，土壌を耕耘することが有効てあるようである。 

本種のように天然林内に散生する樹種を，単一植栽した場合，造林成績か上 

のように芳し く ない場合かみられる。そこてタイでは，Dalbergia 

cochznchznensz& D dongnalensisやT grandis と本種の混植が試みられたこ 

とがあるか,単一樹種植栽よりも混植の方か本種の植栽方法として適している 

かとうかははっきりしなかった。本種に適した造林技術の開発が今後の課題で 

表10.1 東北タイ，サケラートにおける植栽木の盾着と初期成長 

(Kawabata 1989) 

樹 高（m） 生存率（%) 

植栽後の年数 植栽後の年数 

1 2 3 4 1 2 3 4 

Afzeliaxylocarpa 0 3 0.4 0.5 0.5 49 17 17 17 

Gmelina arborea 0.6 1 1 1 8 2 6 74 74 74 74 

Peltophorum dasyrrhachzs 0 6 0 8 1 4 2 6 82 74 74 74 

Xylzakernz 04 06 13 19 93 93 93 93 

Melzaazedarach 04 06 12 19 75 37 37 37 

Cassiasiamea 09 11 15 19 87 87 87 87 

Acacta auriculげormzs 33 47 68 78 96 96 96 96 

Acaciamangium 10 20 28 50 65 46 46 46 

Eucalyptus camaldulensis 2 0 3 4 5 2 7 3 78 78 78 78 

Eucalyptus deglup加 05 09 10 18 41 27 15 9 

1984 年植栽，植栽密度 2 mx 2 m , 2 mx 3m, 2 mx 4 m 

高の測定結果を表 10目こ示した。本種の生存率は植栽 1年後には50% 程度

あったか, 植栽 2年後から著しく低下し, 植栽木の中で E d躍如〆αに次い

低かった。樹高成長は, オース トラリア原産のアカシア類やユーカリ類より

なり小さく, 他の東南アジア原産の樹種に比べても小さかった。別の植栽試

では, 苗高か , 植栽 4 か月後で 30~35cm,3 年後で 135cm という例 もある

, 本種は一般に成長か遅い樹種に属するようである。

苗木の活着率に立地や耕転がどのように影響するかを調べたサケラートての

験結果によれば, 植栽後の活着率は, 配り rodz αだ難α"のα鰯 ,S 郷α“α spp

の草本類か優占する赤黄色の乾性ポドソル土壌では,耕転の有無にかかわら

ほかったか,imp 解α如 け‘納所にαが優占するやや湿った立地ては, 耕転に

って, 活着率がやや向上したとされている。本種の植栽に際しては, やや

った立地を選び, 土壌を耕耗することが有効てあるようである。

種のように天然林内に散生する樹種を,単一植栽した場合,造林成績か上

よ う に芳 し くな い 場 合 が み られ る。そ こ て タ イ で は,D 煽るe7g乙α

れz解 たmB “szs,D ‐do“g“の eれszs や T 郡 伽 の s と本 種 の混植 が試 み られ た こ

あゞるか, 単一樹種植栽よりも混植の方が本種の植栽方法として適している

とうかははっきりしなかった。本種に適した造林技術の開発が今後の課題で

表 10.1 東北タイ, サケラートにおける植栽木の活着と初期成長
(Kawabata l989)

樹 高 (m) 生存率 (%)

樹 種 植栽後の年数 植栽後の年数

1 2 3 4 1 2 3 4

xyZocq Pα 0 3 0.4 0.5 0.5 49 17 17 17

ααγわo劣eα 0‐5 1 1 1 8 2 6 74 74 74 74

ねoれ‘粥 dqsy “九αcたzs 0 6 0 8 1 4 2 6 82 74 74 74

なEzγつれz 0 4 0 6 1 3 1 9 93 93 93 93

α2Ezαα名QCね 0 4 0 6 1 2 1 9 75 37 37 37

s脇粥8α 0 9 l i 1 5 1 9 87 87 87 87

α“γzαzZz声oγフ児zs 3 3 4 7 6 8 7 8 96 9696 96

mαれg乙“m 1 0 2 0 2 8 5 0 65 46 46 46

pz"s cαmα‘d叱彰れszs 2 0 3 4 5 2 7 3 78 78 78 78

pz“S deg加pzα 0 5 0 9 1 0 1 8 41 2715 9

年植栽 ,植栽密度 21n ×2m,2m ×3m,2m ×4m
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ある。 

本種の材積の推定式は示されていないか，本種か天然分布しているタイの乾 

性常緑林（Dry evergreen forest）で伐倒調査か行われ，幹材積の推定式か作ら 

れている（荻野ら1967)。参考まてに材積式を以下に掲ける。 

V ==0410(D2H)0975 

V 幹材積（mり 

びH (（胸高直径）2×樹高）(mり 

式1は乾性常緑樹林を構成している各樹種の幹材積と（胸高直径）2 ×樹高の 

関係から求められたもので, いろいろな樹種か含まれているか，幹材積に対し 

て（胸高直径）2 ×樹高を変数にとれは，樹種か異なっても，幹形か大きく違わ 

なければ,幹材積～（胸高直径）2 ×樹高関係は広く成立するので，本種の材積 

推定に式1を使っても大きな誤差はないと考えられる。 

病虫害 

苗畑では,Phytophthora, Pythiun, Fusarium, Rhizoctonia sppによって 

菌害にかかりやすい。植栽地では，Aristobia, Batocera 属のカミキリムシ幼虫 

の食害を受けやすい。他の樹種と混植すれぱ これらの被害は軽減されるとい 

われている。また虫害を防ぐために，伐採後直ちに樹皮を剥ぐ必要かある。 

Afzelia 属の他の樹種 

A . quanzensis Weiw.本種はマラウイ，旧ローデシア，ザンビアなど中央ア 

フリカて重要な用材樹種となっている。樹高はせいぜい15 nl程度の小～中径 

木てある。常緑て，板根はない。標高50-' 200m に出現する。分布地の年雨量 

は500 mm ／年である。河辺林に広くみられる（図10 2) 

他にアフリカで用材樹種として価値が高い樹種は，西アフリカ原産でArm 

あるいはAfzeha という名前で輸出されているA africana,A pachyloba, A 

bゆindensis がある。 その中でA. bゆindensis はナイジェリ了南部からコンコ 

盆地にかけての赤道地帯に分布する大高木で直径はlm に達する。材は耐久 

性,耐酸性か強く，重構造材として価値が高い。 

A rhonbozdea (Blanco) S Vidal:本種は東部スマトラ，北西部ホルネオ， 
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ある。

本種の材積の推定式は示されていないか,本種か天然分布 Lているタイの乾

性常緑林 (Dry evergreen forest)で伐倒調査か行われ,幹材糖の推定式か作ら

れている (荻野ら 1967)。参考まてに材積式を以下に掲げる。

V=0410(D2H)0975 … - … - --- … - - - - -- -- - - "-1)

V 幹材積 (m3)

D2H(( 胸高直径)2×樹高)(m3)

式目ま乾性常緑樹林を構成している各樹種の幹材積と (胸高直径)2×樹高の

関係から求められたもので, いろいろな樹種か含まれているか, 幹材積に対し

て (胸高直径)2×樹高を変数にとれば,樹種が異なっても, 幹形が大きく違わ

なければ, 幹材積~( 胸高直径)2×樹高関係は広く成立するので,本種の材積

推定に式 1を使っても大きな誤差はないと考えられる。

病虫害
苗畑 で は ,P れ覚り 腐れom,Py 劫 mm,F" 飾 れ“侃 ,R れZzocわれmspp. に よ って

菌害にかかりやすい。植栽地では,A れ蹄ob幻,βαのcgm 届のカ ミキ リムシ幼虫

の食害を受けやすい。他の樹種と混植すれば, これらの被害は軽減されるとい

われている。また虫害を防ぐために, 伐採後直ちに樹皮を剥ぐ必要かある。

A危“郷届の他の樹種

A.q 粥 欄 8れszs welw. 本 種 はマ ラウイ , 旧 ローデ シア , ザ ンビアな ど中央 ア

フリカて重要な用材樹種となっている。樹高はせいぜい 15m 程度の小~ 中径

木てある。常緑て, 板根はない。標高 50~200m に出現する。分布地の年雨量

は 500 mm/ 年である。河辺林に広くみられる (図 10 2)。

他にアフリカで用材樹種として価値が高い樹種は, 西アフリカ原産で Apa

あるいは Afzella という名前で輸出されている A Qかたα"α,A.P αcれ露 o卿 ,A

bzPm 南郷 isがある。 その中で A.b ゆzれ吃れs乙s はナイジェリア南部か らコンゴ

盆地にかけての赤道地帯に分布する大高木で直径は lm に達する。材は耐久

性, 耐酸性か強く, 重構造材として価値が高い。

自 沈 ombode α (B1anco)S Vidal: 本種は東部 スマ トラ, 北西部ホルネオ,
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感、 

ぎ呼襲 
笥 

が難 
トラ）, フィ リ ピン 

てはTindalo, BaJa-

yong, Apalit（ルソン）と呼はれている。シノニムはIntsia rhomboidea, 

Pahudia rhomboideaてある。樹高は30m に達し，枝下高は15m で，直径は 

80 -' 180 cm になる。同じ島嶼部に分布するA borneensis, A ルvan ice と異な 

り，板根はない。葉は4-5 個の小葉からなる。小葉は長さ7-'8cm，幅4-4 5 

cmてある。雄しべは長さ4cm,花柱の長さは35---5Mcm。成熟した莢は,偏 

菱形で長さ9'-20cm, 幅7'-lOcm になる。フィリピンでは8月～9月に開花 

する。本種はフィリピンでフタバガキ科か成立していないモラべ林 （Molave 

forests) に分布し，ナラ類（Iコterocarpus 属）， ダオ（Dracontomelon dao）と 

ともに出現する。主な生育地は低い丘や尾根であるか一時的に冠水する低，中 

標高地ても生育できる。天然林内での個体数はAxlyocaゆa とおなじように少 

ない。造林はジャワ島の一部て試みられただけで，進んでいない。 

A borneensis Harms サバてはIpil daratと呼ばれている。 シノニムは 

Pahudia borneensisである。樹高25m 程度の小～中径木で胸高直径は最大80 

cm になる。板根は薄く，切り立っ。葉はS対の小葉からなる。小葉は長さ6~ 

al 1994) 
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フィリピンなどの東

南アジア島晩部に天

然分布し, 商業上,

TIndalo, マ ラ ソカ

チ ー クと して知 ら

れ ,A. メメ ocα性)α と

＼ ・ ト ともに東南アジアで

は価値の高い樹種の

1つで, 高級家具材

としての需要か大き

い。東南アジアの

Aだ〆彰届の中ては

もっとも分布範囲が

広い。イントネシア

で は Kupang,Ta-

図 10 2 A q錫α“肥れs郎 の葉 ,花 ,英果 ,種子 (Mbuya e『 nduk tarum( ス マ

メ 1994) トラ), フィ リピン

て は Tindalo,Bala ‐

yong,Apalit( ル ソ ン) と呼 はれて い る。シノニ ムは 廓嫌αγれc削ぬ oidgo,

βαた"のα rれomb αdBαてある。樹高は 30m に達 し, 枝下高は 15m で , 直径は

80~180cm になる。同 じ島晩部に分布する A bo郡 e鋼 sis,A iα撚れzcαと異な

り, 板根はない。葉は 4~5 個の小葉か らなる。小葉は長 さ 7~8cm, 幅 4~45

cm てある。雄 しべは長さ 4cm, 花柱の長さは 35~5.ocm 。成熟 した莱 は, 偏

菱形で長さ 9~20cm, 幅 7~1ocm になる。 フィリピンでは 8月 ~9 月に開花

する。本種はフィリピンでフタバガキ科か成立していないモラベ林 (Moiave

forests) に分布 し, ナラ類 (P彰の cαゆ“s属 ), ダオ (D質郷 omom βあれ血 o) と

ともに出現する。主な生育地は低い丘や尾根であるが一時的に冠水する低,中

標高地ても生育できる。天然林内での個体数はA ZZyocαゆαとおなじように少

ない。造林はジャワ島の一部て試みられただけで, 進んでいない。

A bomg 例 sIS Harms サ パ て は lp・l darat と呼 ば れ て い る。 シ ノニ ム は

PQたαのαbom 勿〃szsである。樹高 25m 程度の小 ~ 中径木で胸高直径は最大 80

cm になる。板根は薄く,切り立つ。葉は 3対の小葉からなる。小葉は長さ 6~
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12叩cm,幅35-6(7)cm である。雄しべの長さは4cm,花柱の長さは約lcm 

である。成熟した莢は，長さ6'-'Qcm，幅3.5-Scm になる。サバ,サラワクの 

低地熱帯林と標高1,400m までの低山地林に散生し，部分的に出現する。材は 

地域的に用材として利用されている。 

A javanica (Miq.) J. Leonard:インドネシアては（KU Julang, ジャワでは 

Katarum, スマトラではMerbau と呼ばれている。 シノニムはPahudia 

javanica, Intsza puberi‘伽Pahudia p ubcrula である。中径木から大径木で樹 

高は42 m に達する。板根は大きく，高さSm以上になる。葉は4-S の小葉か 

らなる。 小葉は長さ3.5---'12 5cm，幅20-55cm である。雄しべは長さ2 5'-

6.5 cm，花柱は長さ4.5-S 5 cm になる。ジャワでは10月～11月に開花する。 

成熟した莢は，長さ75-15cm，幅4'-7 5 cm になる。 本種は東北スマトラと 

西シ-pワに分布し，冠水しない粘土質土壌に出現する。標高SOOm 以下の二次 

林にも極相林にも見られる。標高800 m 以下ては小規模な造林か行われてい 

る。本種には2つの亜種， A .ルvanica ssp long切oraとA javanica ssp 

javanica か認められている。前者は,スマトラに分布し，ジ十ワに分布する後 

者より，小葉の数が多いことと，雄しべが長い点が異なる。本種は地域で用材 

として利用されている。またマルバオ（Intsiapalembanica) （第1巻参照）の 

代用として使われることかある。 

文 献 

Borota, Jan (1991) Tropical forest Some African and Asian case studies of corn 

position and structure Elsevier, 274 pp. 

Frus, lb (1992) Forests and forest trees of northeast tropical Africa Her Majesty's 

Stationery Office, London, 396 pp. 

Kawabata, Show (1989) Report on implementation results at Sakaerat field station 

JICA, 257 pp 

Xhtakom, Chalong (1983) Economical tree species in Thailand No 3, Agricultural 

Cooperative of Thailand, 258 pp 

National Research Council (1979) Tropical legumes Resources for the Future 

National Academy of Sciences, Washington, DC 331 pp 

荻野和彦ら （1967）タイ国森林の第一次生産力 東南アジア研究S 121'-154 

Soerianegara, I. & RH M J Lernmens (eds) (1993) Plant resources of South-East 

Asia No 5 (1) Timber trees Major commercial timbers, Pudoc-DLO, 

Wageningen, 610 pp. 

　　

12筋 cm, 幅 35~6{7}cm である。雄 しべの長 さは 4cm, 花柱の長 さは約 lcm

で あ る。成 熟 した英 は , 長 さ 6~9cm, 幅 3.5~5cm に な る。サバ , サ ラワクの

低地熱帯林と標高 1,400mまでの低山地林に散生し, 部分的に出現する。材は

地域的に用材として利用されている。

A 煎りαれにα (Miq.)J.Leonard: イ ン ドネ シアて は (KI)Julang, ジ ャ ワで は

Katarum, ス マ ト ラ で は Merbau と 呼 ば れ て い る。 シ ノ ニ ム は Pzzね"山α

煎りαれにα,ZれZsmp の 8粥ね,PQ れ"諺αPの e粥加 である。中径木か ら大径木で樹

高は 42m に達する。板根は大きく,高さ 5m 以上になる。葉は 4~8 の小葉か

らなる。小葉 は長さ 3.5~125cm, 幅 20~55cm である。雄 しべは長 さ 25~

6.5cm, 花柱は長 さ 4.5~55cm になる。ジャワでは 10月 ~11 月に開花する。

成熟 した爽は, 長 さ 75~15cm, 幅 4~75cm になる。本種は東北スマ トラと

西ジャワに分布し, 冠水しない粘土質土壌に出現する。標高 500m 以下の二次

林にも極相林にも見られる。標高 800m 以下ては小規模な造林が行われてい

る。 本種 に は 2 つ の亜種 ,A ‐鳶 肌れにα ssp あれg胡 om と A 辺りαれにα ssp ‐

賜りαれたαか認められている。前者は, スマ トラに分布 し, ジャワに分布する後

者より, 小葉の数が多いことと, 雄しべが長い点が異なる。本種は地域で用材

として利用されている。またマルバオ (魔鳶彰Pαemわαmm)( 第 1巻参照) の
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11． ジャケツイバラ属（Caesalpinia) 

学名・Caesalpinia spp 

マメ科ジャケッイパラ亜科 

斉藤 昌宏 

ジャケツイバラ属は世界の熱帯,亜熱帯を中心に約200 種が分布する。分布 

の中心は中南米で，アジアには導入種を含め約30 種が生育する。高木，低木ま 

たはツル性の木本で，多くか常緑でしばしは鋭いトゲを持つ。一般に2回羽状 

複葉の葉を互生し， 5花弁はほほ同型であるが花序軸側の1片がやや小さいた 

め，左右相称花てある。花は黄色～赤色て美しいため観賞用として植栽される 

種もある。アジア産の種ではスオウ（C sappan)，南米産ではブラジルボク（C 

echinata) が最も著名で，両種とも材にbrazihn と呼ばれる色素を含み， 「蘇 

芳」色染料の原料となっている。 

日本には本州中部以南に生育するややツル性の落葉潅木であるジ十ケツイバ 

ラ（C. decapetala varjゆornca),屋久島，南西諸島以南からオーストラりア北 

部，ポリネシアに分布する常緑ッル性潅木のナンテンカズラ（C. crista),常緑 

でツル性木本植物で小笠原諸島，南西諸島をはじめ広く熱帯地域の海岸に分布 

するシロツフ（C bonduc）および大型ツル性木本で日本ては南西諸島のみに分 

布するか， ァジマおよびアフリカの熱帯，亜熱帯に生育するハスノミカズラ 

(C. globu/orum) の 4 種が生育する。 

ディビディビ C. coriaria (Jacq.) Wilid. 

コロンビアでの名Divlー血viか一般的に普及し,英名もDivi-divlあるいは 

American sumachと呼ぶ。 中南米西部および西インド諸島か原産地であり， 

メキシコではCascalote, バナマではAgallo, ベネズェラではGuatapan,導 

入国のインドてはLivi-divi，スリランカではVanni，タイではTanyong と呼 

はれる。 

トゲはないか屈曲した枝を拡げる小高木で， 普通は高さ1Gm ほどたか， と 

きにはさらに大きくなる。葉は2回羽状複葉で12-28対の小葉からなる羽片 

が3-,9対て構成され，小葉の下面には黒点がある。香気を持った白黄色の小花 

か短い円錐花序に着く。莢果は成熟すると黒褐色となり,長さ5'-8cm，幅1-

　　

11. ジャケツイパラ届 (Caesalpinia)

学名 ・C解 sのPZ% 畝 spp

マメ科ジャケッイバラ亜科

斉藤 昌宏

ジャケッイバラ届は世界の熱帯, 亜熱帯を中心に約 200種が分布する。分布

の中心は中南米で, アジアには導入種を含め約 30種が生育する。高木,低木ま

たはツル性の木本で, 多くが常緑でいましは鋭いトゲを持つ。一般に 2回羽状

複葉の葉を互生し,5 花弁はほほ同型であるが花序軸側の 1片がやや小さいた

め, 左右相称花てある。花は黄色~ 赤色て美しいため観賞用として植栽される

種もある。アジア産の種ではスオウ (C SのPQれ),南米産ではブラジルボク (C

群れzm ね) が最も著名で, 両種とも材に brazil・n と呼ばれる色素を含み,「蘇

芳」色染料の原料となっている。

日本には本州中部以南に生育するややツル性の落葉潅木であるジャケッイバ

ラ (C.dgcαPal塀αvar.iqpomc α), 屋久島,南西諸島以南か らオース トラリア北

部 , ポ リネシアに分布する常緑 ツノレ性潅木のナンテンカズラ (Cc71 財α), 常緑

でツル性木本植物で小笠原諸島,南西諸島をはじめ広く熱帯地域の海岸に分布

するシロッフ (Cboれα“c)および大型ツル性木本で日本ては南西諸島のみに分

布するが, アジアおよびアフリカの熱帯, 亜熱帯に生育するハスノミカズラ

(G gあり“Zo惚焔) の 4種が生育する。

デ ィ ビデ ィ ビ C cori α“α (Jacq.)Willd.

コ ロ ン ビアで の名 D1vl ‐dlvi が一 般 的 に普及 し, 英 名 も D1vl-dlvl あ るい は

Amencan sumach と呼ぶ。中南米西部および西インド諸島が原産地であり,

メキ シコで は Cascalote, パ ナ マで は Agallo, ベ ネ ズエ ラで は Guatapan, 導

入 国 のイ ン ドて は L1vl-divl, ス リラ ンカで は Vannl, タイで は Tanyong と呼

ばれる。

トゲはないが屈曲した枝を拡げる小高木で, 普通は高さ 1om ほどたか, と

きにはさらに大きくなる。葉は 2回羽状複葉で 12~28 対の小葉からなる羽片

が 3~9 対て構成され,′j、葉の下面には黒点がある。香気を持った白黄色の小花

が短い円錐花序に着く。英果は成熟すると黒褐色となり,長さ 5~8cm, 幅 1~



63 

3cmて捻れる。 

果実をタンニン原料，黒色および紺色の染色および黒色インクに利用する。 

材は赤色染料を含む。被陰樹として利用される。 

1950年代までは莢果をタンニン原料として輸出するため，ベネズェラ，コロ 

ンビアなど中南米で盛んに栽培された。マレーシアおよひインドネシアではー 

部に導入されているのみだか，オーストラリアをはじめ，パキスタン，インド， 

スリランカ， ミ十ンマー, タイおよび東アフリカなど熱帯各地で植栽される。 

植栽適地およひ育苗，成長など 

本来の分布地である中米では，半乾燥地の明るく開けた場所に生育する。こ 

のため，湿潤熱帯気候下では乾燥した気候で栽培したときより莢果の収量は減 

少するとの報告かある。高地での栽培においても同様に収量は減少する。 

肥沃な粘土質土壌から瘠せた砂質土壌まで，pH も4 5'-B 7 の範囲と土壌条 

件に対して幅広い適応力を持っ。気候に対しても同様で，年降水量は600'-

4,000 mm ，年平均気温は14-7 '-'27.5℃と広い範囲て適応性を示す。 

1 kgあたりの種子数は7,000-19,000 個，発芽率は60'-'90％とされる。 

イントでは～般に，苗畑で9'-lS か月間育苗し,雨季の始めに植栽する。植 

え付けは7'-O m 間隔とし，植栽後2年間ほどは乾季に潅水が必要とされる。 

ある程度の大きさになれば潅水などの保育は不要であり，樹間で飼料作物を栽 

培する。 

成長はそれほど早くはなく，播種後5-'7年で花を着ける。莢果の収穫は20 

年生前後か最盛期となり，1個体から年に45 -' 135 kg の莢果が収穫される。 

病虫害 

Fomes lucid us, Micropeltis domingensisおよびZignoella caesaゆiniac なと 

の菌類の加害が知られている。 

シナジャケツイバラ C decapetala (Roth) Aistm 

英名はMysore thornて, インドネシアではAreuy matahiyang gunung 

あるいはSecang lembut，タイではKamchai, ベトナムではVUOt hum,中国 

では雲実と呼ばれる。日本産ジャケッイハラ（C decapetala var japonica）の 

基本種である。 
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3cm て捻れる。

果実をタンニン原料, 黒色および紺色の染色および黒色インクに利用する。

材は赤色染料を含む。被陰樹として利用される。

1950 年代までは英果をタンニン原料 として輸出するため, ベネズエラ, コロ

ンビアなど中南米で盛んに栽培された。マレーシアおよひインドネシアでは一

部に導入されているのみだか, オース トラリアをはじめ, パキスタン, インド,

ス リランカ, ミャンマー, タイおよび東 アフリカなど熱帯各地で植栽される。

植栽適地および育苗,成長など

本来の分布地である中米では,半乾燥地の明るく開けた場所に生育する。こ

のため, 湿潤熱帯気候下では乾燥した気候で栽培したときより英果の収量は減

少するとの報告がある。高地での栽培においても同様に収量は減少する。

肥沃な粘土質土壌から藩せた砂質土壌まで,PH も45~87 の範囲と土壌条

件に対 して幅広い適応力を持つ。気候に対 しても同様で, 年降水量は 600~

4,00o mm, 年平均気温は 14‐7~27. ずC と広い範囲て適応性を示す。

lkg あたりの種子数は 7,000~19,000 個 , 発芽率は 60~90% とされる。

イントでは一般に, 苗畑で 9~15 か月間育苗し, 雨季の始めに植栽する。植

え付けは 7~9m 間隔とし, 植栽後 2年間ほどは乾季に潅水が必要とされる。

ある程度の大きさになれば潅水などの保育は不要であり,樹間で飼料作物を栽

培する。

成長はそれほど早くはなく, 播種後 5~7 年で花を着ける。黄巣の収穫は 20

年生前後か最盛期となり,1 個体から年に 45~135kg の英果が収穫される。

病虫害
Fo 観 BSZ “αα“s,肌 にrope‘Zzs dommgg れsis お よび Zzg72oBZZα cαBSα珍 mme な ど

の菌類の加害が知られている。

シナジャケツイパラ C decαPetα卿 (Roth) A1ston

英名 は Mysore thorn て , イ ン ドネ シアで は Areuy matahiyang gunung

あ るい は Secanglembut, タイで は Kamchal, ベ トナ ムで は V116t hdm, 中国

では雲実 と呼ばれる。日本産 ジャケッイハラ (C decαPBZQね var ノの omm) の

基本種である。
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図l1.l Caesalpzn,a decapetala の葉，花，莢果，種子（Mbuya at aL 1994) 

トゲのある半ッル性潅木で,一般的には高さ1-'2 m の落葉低木てあるか， 

ときに高さlOm になる。2回羽状複葉の葉は羽片が8-13対,各羽片を構成す 

る小葉は5-12対で,長さ8-'25 mm ， 幅3-10 mm。 花は長い総状花序に着 

き,径2.5'-3cm，鮮黄色。莢果は4-'8 個の種子を含み，長さ6~10 cm，幅2'5 

'---3cm,翼状となり,熟すと裂開する。 

古来から，種子かマラリアの解熱剤あるいは駆虫剤として利用された。樹皮 

およひ果皮にはタンニンを含む。種子は35％の油脂を含み，この利用も可能。 

トゲのある半ッル性潅木であるため， しばしは生垣として植栽される。 

中国南西部からヒマラヤ諸国， スリラン力，東南アジア島嶼部まで広く分布 

する。→般に，1,200-4,700 m の山地に生育する。 

中国南部における花期およひ果期は4-10月，また，保存中の種子には甲虫 
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図 11.I Cαesαゆzれmdgc の鑑餌αの葉 , 花 , 英果 , 種子 (Mbuya e≠αム 1994)

トゲのある半ツル性潅木で, 一般的には高さ 1~2m の落葉低木てあるか,

ときに高さ 1om になる。2回羽状複葉の葉は羽片が 8~13 対,各羽片を構成す

る小葉は 5~12 対で , 長 さ 8~25mm, 幅 3~lo mmo 花は長い総状花序に着

き, 径 2.5~3cm, 鮮黄色。英果は 4~8 個の種子を含み , 長さ 6~1ocm, 幅 2.5

~3cm, 翼状 となり, 熟すと裂開する。

古来から, 種子がマラリアの解熱剤あるいは駆虫剤として利用された。樹皮

および果皮にはタンニンを含む。種子は 35% の油脂を含み, この利用も可能。

トゲのある半ツル性潅木であるため, しばしば生垣として植栽される。

中国南西部からヒマラヤ諸国, スリランカ, 東南アジア島岐部まで広く分布

する。一般に,1,200~1,700m の山地に生育する。

中国南部における花期および果期は 4~10 月, また, 保存中の種子には甲虫
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類が加害する。 

C. digyna Rottler 

英名はTeni-pod plant, ミャンマーではTan， カンボジアてはKhvaw 

banla, ラオスではKachaay, タイではKam chaal あるいはKhee raet，ベト 

ナムてはMOc m 己o xanhと呼ばれる。 

逆トゲのある半ッル性潅木で,高さ2'-'S m になる。6--'12対の小葉からなる 

8 '-'13対の羽片で構成される2回羽状複葉の葉を持つ。葉軸にもトゲを持つ。 

小葉は長さ5-'13 mm ,幅25'-'5mm。花は黄色，花梗は細く長さ1 2'-'2 cm, 

総状花序を頂生およひ腋生する。2-'4 個の種子か入った肉質の莢果は長さ3'-, 

Gem,幅L5-'2 cm で，種子と種子の間はくびれる。 

果実の莢をタンニン原料とし,根を薬用とする0 種子は約15％のタンパク 

質，40％のデンプン，25％の脂肪分を含み含油量が高く，採油あるいは煎って 

食用とする。生て家畜の飼料ともする。 

造林特性 

やや乾いた地域で，海抜高200m までの低地に生育する。インドおよび東南 

アジア各地に分布するが前種ほど分布は広くない。 

中国南部における花期は4'-' 11月，果期は5月から翌年1 '-'3 月と共に長い。 

種子は非常に硬いので，播種前に種皮を傷つけるなとの処理を必要とする。 

トケのある半ツル性潅木であるため生垣としての植栽が主となっている。枝 

にトゲがあるため莢果の収穫は困難であり，野生個体の莢果利用も栽培も広 

がっていない。莢果の大部分か種子であり，種子にはタンニンかほとんど含ま 

れておらず，飼料的価値が高い。収穫後に莢と種子を分離し，それぞれの用途 

に供するとよい。東南アジア産のタンニン原料樹種として有望視されており， 

栽培法,収穫法，種子分離の機械化などを確立する必要がある。 

ブラジルボク C echinata Lam. 

英名はBrazil wood， ブラジルでは地域によって多くの呼ひ名かあるか， 

Pau-brasil か一般的である。古くはスオウ（C sa,bpan）およひそれを原料とし 

た紅色系の染料をポルトガル語で“brasH" と呼ひ,スオウと同属で同じ染料が 

採取てきる本種をPau-brasil （スオウの木）と呼んだことに由来する。 ブラジ 

　　

類が加害する。

G digリれα Rottler

英 名 は Teri ‐pod plant, ミ ャ ンマ ー で は Tan, カ ンボ ジ アて は Khvaw

banla, ラオ スで は Kachaay, タイで は Kamchaal あ るい は Khee ra et, ベ ト

ナムては M6cmeoxanh と呼ばれる。

逆 トゲのある半 ツノレ性潅木で , 高さ 2~5m になる。6~12 対の小葉か らなる

8~13 対の羽片で構成される 2回羽状複葉の葉を持つ。葉軸にもトゲを持つ。

小葉は長さ 5~13mm, 幅 25~5mm 。花 は黄色 , 花梗は細 く長さ 12~2cm,

総状花序を頂生およひ廠生する。2~4 個の種子が入った肉質の爽果は長さ 3~

6cm, 幅 1.5~2cm で , 種子 と種子の間はくびれる。

果実の英をタンニン原料とし, 根を薬用とする。種子は約 15% のタンパク

質,40% のデンプン,25% の脂肪分を含み含油量が高く,採油あるいは煎って

食用とする。生て家畜の飼料ともする。

造林特性
やや乾いた地域で, 海抜高 200m までの低地に生育する。インドおよび東南

アジア各地に分布するが前種ほど分布は広くない。

中国南部における花期は 4~11 月, 果期は 5月から翌年 1~3 月と共に長い。

種子は非常に硬いので,播種前に種皮を傷つけるなとの処理を必要とする。

トケのある半ツノレ性潅木であるため生垣としての植栽が主となっている。枝

にトゲがあるため葵果の収穫は困難であり,野生個体の英果利用も栽培も広

がっていない。英果の大部分か種子であり, 種子にはタンニンかほとんど含ま

れておらず,飼料的価値が高い。収穫後に英と種子を分離し, それぞれの用途

に供するとよい。東南アジア産のタンニン原料樹種として有望視されており,

栽培法,収穫法,種子分離の機械化などを確立する必要がある。

ブラジルボク C ecん加αtα Lam ‐

英名 は Braz・l wood, ブラジルでは地域によって多 くの呼ひ名かあるが ,

Pau‐bras11か一般的である。古 くはスオウ (C SαPPαれ) およひそれを原料 とし

た紅色系の染料をポルトガル語で“brasir と呼ひ, スオウと同属で同じ染料が

採取てきる本種を Pau“brasll(スオウの木) と呼んだことに由来する。ブラジ
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ルの国名もこの木に由来すると言われる0 現在は過伐により個体数か減少した 

こと，合成染料か普及したことなとから産出量はほとんと無い。 

トケの多い中高木で高さ8 -20 m （かってはSUm に達する個体もあったと 

記録されている），主幹は長さ5 (-15) m ，径U 4-07 m になる。幹は一般に 

短いか， 降雨林など閉鎖林内では例外的に主幹か15m になる場合もある。樹 

皮は灰色，皺かあり多くの皮目とトケを持つ（グラピア11）。底部で板根か認め 

られる。広開な樹冠は暗緑色で特徴的。枝は二叉分枝であるが不規則て屈曲し 

トゲを持つ。葉は2回羽状複葉て長さ1U'--lS cm,羽片は5-lU対か互生し, 

小葉は長さ1~2cm で下面に鋭いトゲを持ち，6-20対で羽片を構成する。芳 

香を放つ花は黄金色，頂生する花序に集まって咲く。莢果はトゲが密生し,長 

さ約7cm，幅25cm, 1'-2 個の種子か入っている（グラヒア12）。種子は重力 

散布型である。 

材は重硬て，密度か高く木理は細かい。耐久性も高い。以前は土木およひ造 

船工事，旋盤作業などに多用された。最も重要な利用法として，布,繊維製品 

なとを染色する紅色系の染料を材から抽出した。現在ではバイオリンの弓など 

小さな工芸品に使われるのみである。観賞用,修景用としても適している。 

本種はかつて豊富な産出量を誇り，フラジルの重要な外貨獲得資原であった 

か，現在はブラジルの絶威危倶種にリストアップされている。天然木はバイア 

地方などの一部に残されているのみで，それらは保護地域となっている。他地 

域に残存している個体群も稀少であり，広域に積極的に保護する必要があると 

されている。 また，1978年よりブラシル連邦の‘‘国の木’’となっている。 

分布および生育地 

フラジル西部，セアラからリオデジャネイロまでの大西洋岸山脈の降雨林 

(mata Atlantica）に分布し，バイアの南部なとに広がる乾燥林（mata seca) 

などの構成種ともなっている。 

常緑～半落葉性で極相種，森林の中間層を構成する。寿命は長く，樹齢300 

年に達する。降雨林においても乾燥した土地に優占し，海岸側の山域には存在 

しない。閉鎖した天然林内に生育する種で，二次林には稀である。 

一般には海抜高200 m 前後の丘陵地に多いか，ハイア州ては500'-600 m の 

山地にも分布する。 降雨量は1,000'-2,400 mm の範囲だか, 750 mm の地域に 

も一部は生育する。夏雨型で乾季は約3 か月程度，年平均気温は22-27C,最 
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ルの国名もこの木に由来すると言われる。現在は過伐により個体数が減少した

こと, 合成染料か普及したことなとから産出量はほとんと無い。

トケの多い中高木で高さ 8~20m( かつては 30m に達する個体もあったと

記録されている), 主幹 は長さ 5(~15)m, 径 04~0 ‐7m になる。幹は一般に

短いが, 降雨林など閉鎖林内では例外的に主幹が 15m になる場合もある。樹

皮は灰色,厳かあり多くの皮目とトケを持つ (グラビア 11)。底部で板根が認め

られる。広開な樹冠は暗緑色で特徴的。枝は二叉分枝であるが不規則て屈曲し

トゲを持つ。葉は 2回羽状複葉て長さ 10~15cm, 羽片は 5~10 対が互生し,

小葉は長さ 1~2cm で下面に鋭いトゲを持ち,6~20 対で羽片を構成する。芳

香を放つ花は黄金色, 頂生する花序に集まって咲く。英果はトゲが密生し, 長

さ約 7cm, 幅 25cm,1~2 個の種子か入 っている (グラヒア 12)。種子は重力

散布型である。

材は重硬て, 密度が高く木理は細かい。耐久性も高い。以前は土木およひ造

船工事,旋盤作業などに多用された。最も重要な利用法として,布,繊維製品

なとを染色する紅色系の染料を材から抽出した。現在ではバイオリンの弓など

小さな工芸品に使われるのみである。観賞用, 修景用としても適している。

本種はかつて豊富な産出量を誇り, ブラジルの重要な外貨獲得資源であった

か, 現在はブラジルの絶滅危帳種にリストアップされている。天然木はバイァ

地方などの一部に残されているのみで, それらは保護地域となっている。他地

域に残存している個体群も稀少であり,広域に積極的に保護する必要があると

されている。また,1978 年よりブラジル連邦の “国の木 " となっている。

分布および生育地

フラジル西部, セアラからリオデジャネイロまでの大西洋岸山脈の降雨林

(mata Atlantic に分布 し, バイアの南部なとに広がる乾燥林 (lnataseca)

などの構成種ともなっている。

常緑 ~ 半落葉性で極相種, 森林の中間層を構成する。寿命は長く, 樹齢 300

年に達する。降雨林においても乾燥した土地に優占し,海岸側の山域には存在

しない。閉鎖した天然林内に生育する種で, 二次林には稀である。

一般には海抜高 200m 前後の丘陵地に多いが, ハイアヅ“ては 500~600m の

山地にも分布する。 降雨量は 1,000~2,400 mm の範囲だか ,750mm の地域に

も一部は生育する。夏雨型で乾季は約 3か月程度, 年平均気温は 22~27oC, 最
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寒月の平均気温は20--25'C，最暖月の平均気温は25 -' 28℃の無霜地域に分布 

する。 

ー般的に肥沃な低地で,水はけのよい砂質土壌に生育する。 

種子の採取と育苗 

分布およひ植栽範囲か南北に長いため， 全体での花期（9月～5月） は長い 

カ、地域を限ればそれほど長くはない。サンパウロては9月下旬から10 月中旬 

まで， リオデジャネイロでは9-' 11月，ペルナンブコては12-'S月とされる。 

ただし，サンパウロでも一部て2月に開花が報告され， リオクランヂ・ド・ノ 

ルテでは1年に2-3 回の開花か観察されているので花期はかなり不規則であ 

る。果実の成熟期も不規則であるか，一般にはサンパウロで11'-'!月， リオデ 

ジャネイロおよびミナスシェライスで11-'12月，ペルナンブコて10-'l月と 

される。 

樹上で莢果か栗色になり,開き始めた頃に採集する。採集適期は短いため， 

果期には常に観察し，莢果の裂開開始に注意している必要がある。採集後，乾 

燥して莢果を裂開させ， 種子を分離・精選する。1kgあたりの種子は約1,980 

-'5,000 個である。貯蔵は困難て，19℃で150日間貯蔵した場合の発芽率は 

10％程度となった。同様に19℃て乾燥したところに60日間保存した場合はほ 

とんと発芽しなかった。 

播種前の処理は基本的に不要だか,発芽勢を揃えるため24時間冷水に漬け 

ると良い。播種床あるいはポソトに1 -'2 粒ずつ播く（クラビア13）。土壌は砂 

と粘土を混合し，ポノトは高さ20 cm，径7 cm のものがよい。播種後，篩にか 

けた土壌で薄く覆い，I 日に2回ほど雇水する。 

8-'lS 日で発芽し始め，遅くとも60 日て発芽は終わる。新鮮な種子ほど発芽 

率は高く,一般に50'-'gS％の発芽率となる。苗木の成長か早い場合は4-b か 

月，遅い場合は7か月の育苗期間で植栽が可能となる。Rhizobium spp．の共生 

は認められていない。 

植栽および成長 

半陽樹で幼稚樹の段階では被陰が必要とされる。寒さに対する抵抗性はな 

い。成長は不規則て,頂芽は休眠性かあり,主軸は短く,低位置から分枝する 

ため屈曲する。切り株からは萌芽する。若木の分枝形態は不良なため,枝振り 
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寒月の平均気温は 20~25oC, 最暖月の平均気温は 25~2 ずC の無箱地域に分布

する。

一般的に肥沃な低地で,水はけのよい砂質土壌に生育する。

種子の採取と育苗

分布および植栽範囲か南北に長いため, 全体での花期 (9月~5 月) は長い

が,地域を限ればそれほど長くはない。サンパウロては 9月下旬から 10月中旬

まで , リオデジャネイロでは 9~11 月 , ベルナンブコては 12~5 月 とされる。

ただ し, サ ンパウロで も一部て 2月に開花が報告され , リオグランヂ ・ド・ノ

ルテでは 1年に 2~3 回の開花か観察されているので花期はかなり不規則であ

る。果実の成熟期 も不規則Jであるか, 一般にはサンパウロで 11~1 月 , リオデ

ジャネイロおよび ミナスシェライスで 11~12 月 , ベルナ ンプコて 10~1 月 と

される。

樹上で英果か栗色になり, 開き始めた頃に採集する。採集適期は短いため,

果期には常に観察し, 英果の裂開開姶に注意している必要がある。採集後, 乾

燥して英果を裂開させ, 種子を分離・精選する。 lkg あたりの種子は約 1,980

~5,000 個である。貯蔵は困難て,1 ずC で 150日間貯蔵した場合の発芽率は

10% 程度となった。同様に 1ずC て乾燥したところに 60 日間保存した場合はほ

とんど発芽しなかった。

播種前の処理は基本的に不要だか,発芽勢を揃えるため24時間冷水に漬け

ると良い。播種床あるいはポソトに 1~2 粒ずつ播く (クラビア 13)。土壌は砂

と粘土を混合 し, ポ ノトは高さ 20cm, 径 7cm のものがよい。播種後 , 錦にか

けた土壌で薄く覆い,1 日‘こ2回ほど潅水する。

8~15 日で発芽し始め,遅くとも 60日て発芽は終わる。新鮮な種子ほど発芽

率は高く, 一般に 50~95% の発芽率となる。苗木の成長が早い場合は 4~5 か

月,遅い場合は 7か月の育苗期間で植栽が可能となる。Rればobz“粥 spp.の共生

は認められていない。

植栽および成長

半陽樹で幼稚樹の段階では彼陰が必要とされる。寒さに対する抵抗性はな

い。成長は不規則て, 頂芽は休眠性があり, 主軸は短く, 低位置から分枝する

ため屈曲する。切り株からは萌芽する。若木の分枝形態は不良なため,枝振り
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表l1. 1 植栽されたブラシルボクの成長 

鷲 植鷲隔 告%) 平鷲 平鶴径 
4X2.5 50 0 6 - LRD 

4X4 38 0.9 LRD 

4X3 33 1.7 1 LRE 

4X4 96 26 37 一 

3X3 - 43 79 LVA 

2X2 - 48 70 LVA 

2.5X2 5 50 2.7 3 1 

2X2 88 49 57 LRD 

2X2 - 58 一 ox 

2X2 56 53 70 ALV 

一 － 9.0 73 LRD 

4
 
4
 
4
 
6
8
7
7
1
0
1
0
1
0
1
2
2
0
 

Carvalho (1994）の表を一部改変した。 

土壌型 LRD Latossolo roxo distrofico. OX Oxisols, LRE Latossolo 

roxo eutrofico, LVA Latossolo verruetho amarelo, ahco, ALV Associac, 

ao de Latossolo vermeiho amarelo distrofico epodzohco vermeiho 

am are lo 

を良くするための剪定が必要。二次植生のギャップ内あるいは帯状に伐開して 

列状に植栽する。平開で直射光に曝される場所に植栽する場合は二次林構成樹 

種〔陽樹）などと混植する。 

ノルデステ州では植栽後3年目で,サンパウロでも早いところでは4年目に 

開花・結実する。 

植栽後の初期成長は中庸かやや遅く， 2年で樹高25m を超えない。幾っか 

の成長測定結果を表111に示した。最大の成長量を示した例でも135 m3/ha/ 

年であるといわれる。 

病虫害 

基本的にコナダニ類とアリ類か葉を切断する害を及ほす。 サンパウロ州にお 

ける実験ではハキリアリの激しい加害により，植栽した苗木の25％か消失し 

た0 穿孔虫と してカ ミ キ リ ムシ科の Coccoderus nortempunctatus, 

Eburodacrys sexmaculata や Trachyderes succinctus などか知られる。 

50 

38 

33 

96
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表 11.1 植栽されたブラシルポクの成長

灘雪 植琵繋ぎ隔 キ嘉子平穏票高平増島径 土壌型
5
0

総

淵

%

4× 2.5

4×4

4×3

4×4

3×3

2×2

2.5 × 2 5

2×2

2×2

2×2 5 3 7 0 ALV

9‐0 7 3 LRD

4 9 5 7 LRD

5 8 ox

50

88

56

0 6

0.9

1‐7 ‐‐

2 6 3 7

4 3 7 9

4 8 7 0

2.7 3 1

LRD

LRD

LRE

LVA

LVA

R
U

f
A

△

ハハ
V
“
′
"
′

=̂
V
^
U

=̂
V
n了
し
(=
V

　
　
　　　
　
　
　
　
　
　

Carvalho(1994) の表を一部改変 した。

土壌 型 LRD Latossolo roxo dlstronco,OX 0xisols, LRE Latossolo

roxo eutro 賃co,LVA Latossolo vermelho amarelo,ailco,ALV Assoclac,

ao de Latossolo vermelho amarelo dlstrolico ePodzollco vermelho

amarelo

を良くするための弊定が必要。二次植生のギャップ内あるいは帯状に伐開して

列状に植栽する。平開で直射光に曝される場所に植栽する場合は二次林構成樹

種 (陽樹) などと混植する。

ノルデステ州では植栽後 3年目で, サンパウロでも早いところでは 4年目に

開花・結実する。

植栽後の初期成長は中庸かやや遅く,2 年で樹高 25m を超えない。幾つか

の成長測定結果を表 111 に示した。最大の成長量を示した例でも 135 m3/ha/

年であるといわれる。

病虫害
基本的にコナダニ類とアリ類が葉を切断する害を及ほす。サンパウロ州にお

ける実験ではハキリアリの激しい加害により, 植栽した苗木の 25% が消失し

た。穿 孔 虫 と し て カ ミ キ リ ム シ 科 の Coccodgms れonemp 秘れcね加 s,

Eb" 知ααC"ss 釧粥αc粥好αや Tγ肥 毎 御 形 Ss “ccZ“cZ“s な どか知 られ る。
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C ferrea Mart. cx Tul. var. ferrea 

ブラジルではJucaあるいはPau-ferro などと呼ばれる。英名はBrazilian 

ironwood, パプアニュー ギニアではLeopard tree と呼ばれる。 

高さ10-'-15m，径40-GO cm に達する常緑あるいは半落葉性の中高木で，2 

回羽状複葉の葉は長さ15-19 cmで5-11対の羽片が対生し，各羽片は8'-24 

枚の小葉で構成される。 

材は比重122 g/cm3と重硬て堅密，耐久性か高い。色調は赤，栗色から黒色 

に近いものまで変化が大きい。建築などに利用され，特にエクステリアの工作 

によく使用される。 

丸く低い樹冠は枝密度か小さく，観賞用樹木としても優れているため，街路 

樹として利用される。 また，荒廃地に植栽しても耐性があるため，浸食防止， 

森林回復なとの植栽に利用される。また，一部の熱帯地域に導入され，観賞用 

として植栽されている。 

分布および生育地 

ブラジル西部の大西洋岸沿い降雨林に生育し，北はピアウイ州から南はリオ 

デジャネイロ州まで分布する。分布範囲は広いか，個体数は多くない。 

陽樹でやや湿性のところに生育する。 閉鎖した天然林内およびギ十ゾプに多 

く，肥沃で湿った氾濫原や谷間の窪地で優占する。種子牛産暈はそれほど多く 

ない。 

種子の取扱いおよび育苗 

花期は11月末から1月まで，果実は7~8 月に成熟する。 

莢果か黒っぽくなり自然に落ち始めたら，樹上からあるいは落ちたものを採 

集する。採取後，乾燥させながら棒などで叩き，種子を分離する。1 kgあたり 

の種子数は約5,200 個，そのままの状態で8か月は保存できる。 

発芽率を高めるために,播種前に外皮に傷をつけておく。砂と粘土を混合し 

た培養土を発芽床に敷き，播種した後，培養土と同じ土で薄く覆う。発芽床は 

半日陰に保ち，1 日2回ほど潅水する。7-15日ほどで発芽が始まり，一般に発 

芽率は80％を超える。苗高が4-'5 cm になったところで1個体すつポソトに 

移植する。山出し苗の大きさは地域によって異なるか，8-9か月の育苗期間が 

必要とされる。 

69

c.f ierreα Mart.exTuL Var. 看er打eα

ブラジルでは Juca あるいは Pau-ferro などと呼ばれる。英名 は Brazll・an

・ronwood, パ プ アニ ューギニアで は Leopardtree と呼 ばれ る。

高さ 10~15m, 径 40~60cm に達する常緑あるいは半落葉性の中高木で ,2

回羽状複葉の葉は長さ 15~19cm で 5~11 対の羽片が対生し, 各羽片は 8~24

枚の小葉で構成される。

材は比重 122g/cm3 と重硬て堅密,耐久性が高い。色調は赤, 栗色から黒色

に近いものまで変化が大きい。建築などに利用され, 特にエクステリアの工作

によく使用される。

丸く低い樹冠は枝密度が小さく,観賞用樹木としても優れているため,街路

樹として利用される。また, 荒廃地に植栽しても耐性があるため, 浸食防止,

森林回復なとの植栽に利用される。また, 一部の熱帯地域に導入され, 観賞用

として植栽されている。

分布および生育地
ブラジル西部の大西洋岸合い降雨林に生育し,北はビアウイ州から南はリオ

デジャネイロ州まで分布する。分布範囲は広いが, 個体数は多くない。

陽樹でやや盤性のところに生育する。閉鎖した天然林内およびギャゾプに多

く, 肥沃で湿った氾濫原や谷間の窪地で優占する。種子生産量はそれほど多く

ない o

種子の取扱いおよび育苗
花期は 11月末から 1月まで, 果実は 7~8 月に成熟する。

爽果が黒っぽくなり自然に落ち始めたら, 樹上からあるいは落ちたものを採

集する。採取後,乾燥させながら棒などで叩き, 種子を分離する。 lkg あたり

の種子数は約 5,200個, そのままの状態で 8か月は保存できる。

発芽率を高めるために, 播種前に外皮に傷をつけておく。砂と粘土を混合し

た培養土を発芽床に敷き,播種した後,培養土と同じ土で薄く覆う。発芽床は

半日陰に保ち,1 日 2回ほど潅水する。7~15 日ほどで発芽が始まり,一般に発

芽率は 60% を超える。苗高が 4~50m になったところで 1個体すっポソトに

移植する。山出し苗の大きさは地域によって異なるか,8~9 か月の育苗期間が

必要とされる。
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標準的な場所に植えた場合，2年て高さ2 5-'3m に成長する。 

C. ferrea Mart. cx Tul. var. leiostaehya Bentli. 

独立種とする見解もあり， その場合の学名はC lezostachya Duckeを用い 

る。ブラジルてはPau-ferroto あるいは基本種と同じくPau-ferro と呼ばれ 

る。 

一般に高さ10-20m，径40-60 cm の大きさだが時に高さ35m，径150 cm 

になる。孤立木の樹幹は短いが， 林内の個体では円筒形て長さ15 m 前後とな 

る。分枝が多く樹冠は不規則な形となり，葉は明るい緑色て栗色の枝との対比 

か目立つ。 

樹皮は滑らかで全体に灰色，白色および暗黒色のまだら模様か不規則に混じ 

る。毎年一部の樹皮が剥離し，緑暗色の部分が現れる。落葉～半落葉高木て， 

2回羽状複葉を着ける。羽片は5-.--11対,小葉は小さく丸く, 8~24対て1羽片 

をなす。多数の円錐花序がまとまって頂生し，長さ20 cm，鮮黄色の小花か多 

数着く。莢果は暗緑色で長さ約10cm，幅3cm，成熟するにつれて黒色になる0 

種子はやや扁平な卵形で，栗色から黒褐色。 

材は重硬で比重1 12g/cm3,繊維の走向が素直でないため製材には難があ 

る。耐久性は高い。梁，柱，垂木などの建築材，杭などに使用される。製紙原 

料には不適とされる。 

種子や樹皮は茶のように服用し，ダイェット,体内浄化,内出血などの民間 

薬として利用されるロ莢果，根なども各種の治療に使われる。 

傘型の美しい樹形を持つため，一般に庭園，公園なとに植栽され，観賞用と 

しても大きな用途かある。萌芽力が強く，よく分枝するため防風林帯の造成に 

用いる。成長か早く耐性も大きいためI 渓畔林域，保護林などのギャソプある 

いは荒廃地に混植し，森林回復にも使用される。 

分布と生育地 

北はピアウイ（3。 50'S）から南はサンパウロ（24。S）にかけての大西洋岸山地 

に成立している降雨林に分布し，特に海岸に近い場所に生育する。ただし，分 

布は不規則て不連続なため個体密度は小さい。陽樹であり，やや湿性の場所を 

好む。後期の二次林から極相林の段階て混生する種てあり，森林内てよく更新 

し,寿命も長い。 

　　

標準的な場所に植えた場合,2 年て高さ 25~3m に成長する。

G・ferre α Mart.ex Tul ・var ・Zdost αCた"α Benth.

独立種とする見解もあり, その場合の学名は C ‘ezos如c毎α Ducke を用い

る。 ブラジルては Pau ‐ferroto あるいは基本種 と同 じく Pau ‐ferro と呼ばれ

る 。

一般に高さ 10~20m, 径 40~60cm の大 きさだか時に高さ 35m, 径 150cm

になる。孤立木の樹幹は短いが, 林内の個体では円筒形て長さ 15m 前後とな

る。分枝が多く樹冠は不規則な形となり,葉は明るい緑色て栗色の枝との対比

が目立つ。

樹皮は滑らかで全体に灰色, 白色および暗黒色のまだら模様か不規則に混じ

る。毎年一部の樹皮が剥離し,緑暗色の部分が現れる。落葉~半落葉高木て,

2回羽状複葉を着ける。羽片は 5~11 対 ,小葉は小さく丸く,8~24 対て 1羽片

をなす。多数の円錐花序がまとまって頂生し, 長さ 20cm, 鮮黄色の小花か多

数着く。英果は暗緑色で長さ約 1ocm, 幅 3cm, 成熟するにつれて黒色になる。

種子はやや扇平な卵形で,栗色から黒褐色。

材は重硬で比重 i12g/cm3, 繊維の走向が素直でないため製材には難があ

る。耐久性は高い。梁, 柱, 垂木などの建築材, 杭などに使用される。製紙原

料には不適とされる。

種子や樹皮は茶のように服用し, ダイエット, 体内浄化, 内出血などの民間

薬として利用される。英果, 根なども各種の治療に使われる。

傘型の美しい樹形を持つため, 一般に庭園, 公園などに植栽され, 観賞用と

しても大きな用途かある。萌芽力が強く, よく分枝するため防風林帯の造成に

用いる。成長が早く耐性も大きいため, 戻畔林域, 保護林などのギャソプある

いは荒廃地に混植し, 森林回復にも使用される。

分布と生育地
北はビアウイ (ず5ぴS) から南はサンパウロ (24oS) にかけての大西洋岸山地

に成立している降雨林に分布し, 特に海岸に近い場所に生育する。ただし, 分

布は不規則て不連続なため個体密度は小さい。陽樹であり, やや湿性の場所を

好む。後期の二次林から極相林の段階て混生する種てあり,森林内てよく更新

し, 寿命 も長い。
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海抜高は30-850m の範囲に分布し，年降水量は1,000-2,000 mm ，雨季は 

夏か冬に偏ってもかまわないか，乾季は3 か月以内に限られる。年平均気温は 

20 ---26C,最寒月の平均気温は18-22C，最暖月のそれは24-'28℃の範囲に 

生育している。天然分布の範囲ではほとんど霜は降りないか，ブラシル南部に 

植栽した例では年降霜回数33日でも生育している。 閉鎖した天然林内の 

ギャ／プあるいは閉鎖しつつある場所に多く生育し，深い谷間や氾濫原なと, 

新しい湿った粘土質土壌のある場所でよく優占する。植栽実験の結果では養分 

か多く，排水の良い粘土質土壌で成長が良かった0 

種子の採取，育苗 

花期は場所によって異なり，サンパウロでは10-S 月，ペルナンフコでは12 

-2月, リオデジャネイロては4月，パラナ州に植栽した例では1-3 月。果実 

の成熟期も場所によって異なり，サンバウロては5-12月, リオデジャネイロ 

ては8-9 月，パラナ州ては6'-9月となっている。種子は毎年多量に着ける。 

莢果か色づき裂開しはじめたら樹上より採取する。あるいは地上に落ちた種 

子を拾い集めても良い。集めた莢果は日向て乾燥し，裂開させて種子を精選す 

る。 1 kg あたりの種子数は約8,300- 17,000 個， 常温て2-iS か月以上保存で 

きる。すなわち，温度2 it，相対湿度47％か保存条件として最も良い。 

種子の休眠度は様々なのて,吸水か悪いと予想される場合は発芽促進のため 

種皮を傷つけるか, 80℃の熱湯に漬けるなどの処理をする。粘土質の土に有機 

質肥料を混ぜて培養土とし，半日陰下に置いた発芽箱に播種する。播種後同じ 

培養土て覆土し，1日2回ほど潅水する。径7cm，高さ20cm のポットに種子 

を2粒すつ播いても良い。発芽促進処理を行えば20---30 日で発芽し， 70％を 

超える発芽率を示す。処理を行わないと発芽に5-90日を必要とし，発芽率も 

45％前後に落ちる。発芽後2-3週間経過し,苗高か4'-6cm になったところ 

でポソトに移植する。育苗は早くても7か月かかる。 

挿木および取木でも増殖は可能て，前者の場合70%,後者て40％近くの活 

着率か報告されている。Rhizobium との共生は確認されていない。 

植栽と成長 

幼樹期には特に寒さに対する抵抗力がない。このため，本来の分布範囲より 

も高緯度に位置するパラナ州クリチバでは大苗を植えている。二股の樹形にな 

　

侮抜高は 30~850m の範囲に分布 し, 年降水量 は 1,000~2,ooo lnm, 雨季は

夏か冬に偏ってもかまわないか, 乾季は 3か月以内に限られる。年平均気温は

20~26oC, 最寒月の平均気温は 18~22oC, 最暖月のそれは 24~2 ずC の範囲に

生育している。天然分布の範囲ではほとんど霜は降りないか, ブラシル南部に

植栽した例では年降霜回数 33日でも生育している。 閉鎖した天然林内の

ギャソプあるいは閉鎖しつつある場所に多く生育し, 深い谷間や氾濫原なと,

新しい湿った粘土質土壌のある場所でよく優占する。植栽実験の結果では養分

が多く, 排水の良い粘土質土壌で成長が良かった。

種子の採取,育苗

花期は場所によって異なり, サンパウロでは 10~5 月 , ベルナンフコでは 12

~2 月 , リオデジャネイロては 4月 , パ ラナ州に植栽 した例では 1~3 月。果実

の成熟期 も場所によって異なり, サンパウロては 5~12 月 , リオデジャネイロ

ては 8~9 月 , パラナ州ては 6~9 月となっている。種子 は毎年多量に着ける。

英果か色づき製開しはじめたら樹上より採取する。あるいは地上に落ちた種

子を拾い集めても良い。集めた英果は日向て乾燥し,裂開させて種子を精選す

る。 lkg あたりの種子数は約 8,300~17,000 個 , 常温て 2~15 か月以上保存で

きる。すなわち, 温度 21oC, 相対湿度 47% が保存条件として最も良い。

種子の休眠度は様々なのて,吸水か悪いと予想される場合は発芽促進のため

種皮を傷つけるか,80oC の熱湯に漬けるなどの処理をする。粘土質の土に有機

質肥料を混ぜて培養土とし,半日陰下に置いた発芽箱に播種する。播種後同じ

培養土て覆土し,1 日 2回ほど潅水する。径 7cm, 高さ 20cm のポットに種子

を 2粒すっ播いても良い。発芽促進処理を行えば 20~30 日で発芽し,70% を

超える発芽率を示す。処理を行わないと発芽に 5~90 日を必要とし, 発芽率も

45% 前後に落ちる。発芽後 2~3 週間経過し, 苗高か 4~6cm になったところ

でポソトに移植する。育苗は早くても7か月かかる。

挿木および取木でも増殖は可能て, 前者の場合 70%, 後者て 40% 近くの活

着率か報告されている。Rれzzobz"m との共生 は確認 されていない。

植栽と成長

幼樹期には特に寒さに対する抵抗力がない。このため, 本来の分布範囲より

も高緯度に位置するパラナ州クリチバでは大苗を植えている。二股の樹形にな
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表11 2 C ferrea var.伽Os加chya の成長 

欝 植(m)隔 平欝高 平鶴径（m3/h異）土壌型 告%) 
4 2X2 - 46 4.3 LVA 

7 3x3 92 6.3 74 - LVE 

8 2X2 95 76 75 4.8 LRD 

10 3X2 100 115 104 82 LRD 

11 4X4 82 97 142 46 LRE 

12 3X3 59 53 58 - LRD 

14 2X2 100 125 140 172 LRD 

20 - 107 160 - LRD 

27 - - 197 18.0 106 LVE 

Carvalho (1994）の表を一部改変した。 

年成長量は平均樹高と平均直径から算出した。 

土壌型 LRD Latossolo roxo distrofico, LRE Latossolo roxo eutrofico, LVA 

Latossolo vermeiho amarelo, LVE Latossolo vermeiho escuro 

りやすく，自然落枝も十分てはないため，枝の整理か必要とされる。 

陽当たりか良く，土壌も肥沃な場所に純林を仕立てる。同様の場所に成長の 

早い樹種と混植すれば，樹形かより良くなることか期待できる0 

伐採後，若い個体であれば切り株から萌芽する。 

植栽木の初期成長は早く，2年て4m に達するという報告もあるが,林分間 

の成長量差は大きい。表11 2にC ferrea var. leiostachya の成長を示した。適 

地に植栽した場合はB年生で開花‘結実する。 

病虫害 

キクイムシ科の甲虫類による軽微な被害が報告されている。カミキリムシで 

はオーストラ り了でProsoplus torosus の加害が，南米ではEburodaciyS 

sexmaculata, Trachyderes succinctus などか知られる。 

C peltoplioroides Benth. 

ブラジルでは＆bipirunaなどと呼ばれる。 

高さ8"-16 ru，樹幹は径0 3'-OA m の半落葉中高木。葉は2回羽状複葉で長 

さ20'-'-25cm, 1-'l2cm の小葉か13-27対て構成される羽片が17-iD対あ 

る。 

表 112 C た“弧 va Zgzos破れyq の成長

林齢 植栽間隔 生存率 平均樹高 平均直径 年成長量 土壌型
(年 ) (m) (%) (m) (cm) (m3/ha/ 年 )

4 2 × 2 - 4 6 4‐8 -LVA

7 3× 3 92 6-8 7 4 - LVE

8 2×2 95 7 6 7 5 4-8LRD

I0 3×2 100 11 5 10 4 8 2LRD

I1 4×4 82 9 7 14 2 4 6LRE

12 3×3 59 5 3 5 8 -LRD

14 2×2 100 12 5 14 0 17 2LRD

20 一 一 10 7 16 0 -LRD

27 一 一 19 7 18.o i0 6LVE

Carvalho(1994) の表を一部改変 した。

年成長量は平均樹高と平均直径から算出した。
土 壌 型 LRD Latossolo roxo dlstroico,LRE Latossolo roxo eutro6co, LVA

Latossolo ver1nelho amarelo,LVE Latossolo vermelho escuro

りやすく, 自然落枝も十分てはないため, 枝の整理か必要とされる。

陽当たりが良く,土壌も肥沃な場所に純林を仕立てる。同様の場所に成長の

早い樹種と混植すれば, 樹形がより良くなることが期待できる。

伐採後, 若い個体であれば切り株から萌芽する。

植栽木の初期成長は早く,2 年て 4m に達するという報告もあるが, 林分間

の成長量差は大きい。表 112 に C た“卿 va ZeZosαc毎αの成長を示 した。適

地に植栽した場合は3年生で開花・結実する。

病虫害

キクイムシ科の甲虫類による軽微な被害が報告されている。カミキリムシで

は オ ー ス トラ リア で PγosopZ “s i研 os灘 の 加 害 が , 南 米 で は E 卿γodQc7ys

se%m α鰯 鉱云4 Tm 後 ydeγass"cc 粥α郷 な どか知 られ る o

G・PeZtoP れoroi αes Benth.

ブラジルでは S1biplruna などと呼ばれる。

高さ 8~16m, 樹幹は径 03~0.4m の半落葉中高木。葉は 2回羽状複葉で長

さ 20~25cm,1~12cm の小葉か 13~27 対て構成 される羽片が 17~19 対あ

る。
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材の重さ，堅さは中庸で，木理の細かさおよひ耐久性も中程度てある。一般 

に，垂木や割板などの建築材，家具や箱物の材料に利用される。 

観賞用樹種として重要であり, ブラジル中・南部において街路樹として植栽 

される郷土樹種の1つてある（グラビア14, 15)。 成長は中庸あるいは早いた 

め，荒廃地などに他樹種と混植される。 

分布および生育地 

原産地はよくわかっていないか， リオデジャネイロ州の大西洋岸山地に分布 

している0 また，バイア州の南部およびマトクロノソ州のパンタナールにも分 

布するといわれる。 

陽樹で大西洋岸降雨林に混生し，天然林中のギャップに多く生育する。土壌 

の理学性に拘らず生育が可能である。 

種子の採取，育苗，成長など 

毎年多量の種子を生産する。花期は8月末から11月中頃まて，果実は7月末 

から9月中旬までが成熟期とされる。 

莢果か裂開しはじめたら樹上より採取する。採取した莢果は陽光下て乾燥 

し，種子を分離する。種子は約2,850 個／kg，そのままで1年以上の保存か可能 

とされる。 

播種前の処理は不要。砂と粘土を混合した培養土を用い,発芽箱あるいは 

ポソトに1粒ずつ播く。播種後,培養土によって覆土し，半日陰状態にし1日 

2回ほと潅水する。 

発芽には10 --'25 日かかり，発芽率はおよそG0％を超える。苗木の成長は早 

く, 4,-,5 か月で植栽可能となる。 

植栽木の成長はやや遅く，2年で3m に達する程度である。 

病虫害 

南米ては,穿孔虫としてカミキりムシ科のCoccoderus novem,unctata, 

Oncideres dejeanz などが知られる。 

オウコチョウ C. pulclzerrima (L.) Swartz 

和名は「黄胡蝶」，種小名は「最も美しい」 の意。英名はBarbados flowerー 

ね

材の重さ, 堅さは中庸で, 木理の細かさおよび耐久性も中程度てある。一般

に, 垂木や割板などの建築材, 家具や箱物の材料に利用される。

観賞用樹種として重要であり, ブラジル中・南部において街路樹として植栽

される郷土樹種の 1ってある (グラビア 14,15) 。成長は中庸あるいは早いた

め, 荒廃地などに他樹種と混植される。

分布および生育地
原産地はよくわかっていないか, リオデジャネイロ州の大西洋岸山地に分布

している。また, バイア州の南部およびマ トグロソソ州のパ ンタナールにも分

布するといわれる。

陽樹で大西洋岸降雨林に混生し,天然林中のギャップに多く生育する。土壌

の理学性に拘らず生育が可能である。

種子の採取, 育苗, 成長など

毎年多星の種子を生産する。花期は8月末から11月中頃まて,果実は7月末

から9月中旬までが成熟期とされる。

英果か裂開しはじめたら樹上より採取する。採取した葵果は陽光下て乾燥

し,種子を分離する。種子は約 2,850個 /kg, そのままで 1年以上の保存か可能

とされる。

播種前の処理は不要。砂と粘土を混合した培養土を用い,発芽箱あるいは

ポソトに 1粒ずつ播く。播種後, 培養土によって覆土し, 半日陰状態にし 1日

2回ほど潅水する。

発芽には 10~25 日かかり, 発芽率はおよそ 60% を超える。苗木の成長は早

く,4~5 か月で植栽可能となる。

植栽木の成長はやや遅く,2 年で 3m に達する程度である。

病虫害
南米ては, 穿孔虫 と してカ ミキ リム シ科 の Coccodeγ那 加影伽P“篇粥!仏

0れcz吃驚s dejeαれzなどが知 られる。

オ ウコチ ョウ CP"Zc 九errim α (L‐)Swartz

和名は「黄胡蝶」, 種小名は「最も美しい」の意。英名は BarbadosHower ‐
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fence あるいはPeacock flower，フラジルではBarba-de--barata, マレーシア 

てはJabul merak， ミ十ンマーではSeinban-gale なとと呼ばれる。 

樹高2'-5m の常緑小高木。枝は滑らかで光沢かあり，緑色あるいは粉緑色， 

疎らにトゲがある。葉は偶数2回羽状複葉で長さ12'-26 cm， 羽片は対生し4 

-8対，小葉は7-, 11対で長さ1-'2cm，幅0 4-0 8 cm。花は頂生または腋生 

で総状または円錐花序となる。花柄は細長く， 花は径5cmて辺縁部は波状で 

雛になる。花は橙色～黄色，花糸は紅色て長く花外に突き出すロ莢果は扁平で 

長円形，無毛,長さ6-' 10 cm,幅15'-2cm，先端に嘴状の長突起を備える。成 

熟すると黒褐色となり,裂開しない。1 果に6~9 個の種子が入っている。 

ほぼ，通年開花する（クラピア10)。西インド諸島原産といわれ，現在は世界 

各地の熱帯,亜熱帯で観賞用に広く植栽されている。実生て増殖する。 

病虫害 

イントおよひその周辺地域て，花を加害するアザミウマ類か5 種知られる。 

スオウ C sappan L . 

英名はSappanwood あるいはInthan redwood, フランス語てはSappan, 

イントネシアてはKayu secang, マレーシアではSepang, プィリピンては 

Sibukao あるいはSapang, ミャンマーではTerng-nyet, カンホジアでは 

Sbaeng, ラオスではFaang d範ng, 

nhuOm と呼ばれる。 

トゲを散生する常緑の小高木て高さ10 m 前後， 直径14cm ほとになる。若 

枝および葉の下面，莢果には柔毛かある。2回羽状複葉は長さ30-50 cm，羽片 

は7-13対，小葉は10'-17対で無柄，長さ1-2cm，幅05-'07cm，側脈は繊 

細だか両面とも明らか，辺縁部で連結する。花は黄色て，早落性の大きな包片 

を持ち，長さ30'-45 cm の円錐花序を頂生あるいは腋生する。光沢を帯びた赤 

褐色の莢果はやや扁平な長楕円形で，長さ6-l0cm,幅3-'4cm。基部はやや 

狭く，先端に嘴状の突起を備え，1 果に3-'4 個の褐色種子か入っている。 

心材は暗赤色てブラジレイン（brazilein) と呼ばれる色素を含み，赤色染料 

とする。 この染料て染めた色は「蘇芳色」と呼ばれ，古来から19世紀末まで染 

料植物として著名であった。果皮はタンニンを含み，かってはインキ，黒色染 

料とされた。材および樹皮は薬用にされる。フィリピンではもっばら燃料材と 

タイてはFaang, ベトナムではVang 

秘

fence あ る いは Peacock 負owe フ ラ ジルで は Barba ‐de‐barata, マ レー シア

て は Jabul merak, ミャ ンマーで は Selnban-gale な ど と呼 ばれ る。

樹高 2~5m の常緑小高木。枝は滑らかで光沢かあり, 緑色あるいは粉緑色,

疎らにトゲがある。葉は偶数 2回羽状複葉で長さ 12~26cm, 羽片は対生し4

~8 対 , 小葉は 7~11 対で長 さ 1~2cm, 幅 04~08cm 。花 は頂生 または廠生

で総状または円錐花序となる。花柄は細長く, 花は径 5cm て辺縁部は波状で

繊になる。花は橋色~ 黄色, 花糸は紅色て長く花外に突き出す。英果は扇平で

長円形 , 無毛 , 長さ 6~1ocm, 幅 15~2cm, 先端に噛状の長突起を備える。成

熟すると黒褐色となり, 裂開しない。1果に 6~9 個の種子が入っている。

ほぼ,通年開花する (グラビア 10)。西インド諸島原産といわれ,現在は世界

各地の熱帯, 亜熱帯で観賞用に広く植栽されている。実生て増殖する。

病虫害
イントおよびその周辺地域て, 花を加害するアザミウマ類が 5種知られる。

スオ ウ C SαPP αれ L.

英 名 は Sappanwood あ るいは lnd・anredwood, フ ラ ンス語 て は Sappan,

イ ン トネ シアて は Kayu secang, マ レー シアで は Sepang, フ ィ リピンて は

S 1bukao あ る い は Sapang, ミャ ンマ ー で は Te・ng ‐nyet, カ ン ホ ジ ア で は

S baをng, ラオ スで は Faang dきeng, タイて は Faang, ベ トナムで は Vang

nhu6m と呼ばれる。

トゲを散生ずる常緑の小高木て高さ 1om 前後, 直径 14cm ほどになる。若

枝および葉の下面,英果には柔毛かある。2回羽状複葉は長さ 30~50cm, 羽片

は 7~13 対 , 小葉 は 10~17 対で無柄 , 長 さ 1~2cm, 幅 05~0 ‐7cm, 側脈 は繊

細だが両面とも明らか,辺縁部で連結する。花は黄色て,早薄陛の大きな包片

を持ち, 長さ 30~45cm の円錐花序を頂生あるいは液生する。光沢を帯びた赤

褐色の英果はやや扇平な長楕円形で, 長 さ 6~1ocm, 幅 3~4cm 。基部はやや

狭く, 先端に噛状の突起を備え,1 果に 3~4 個の褐色種子が入っている。

心材は暗赤色てブラジレイン razllein)と呼ばれる色素を含み, 赤色染料

とする。この染料て染めた色は「蘇芳色」と呼ばれ,古来から19世紀末まで染

料植物として著名であった。果皮はタンニンを含み, かってはインキ, 黒色染

料とされた。材および樹皮は薬用にされる。フィリピンではもっぱら燃料材と
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して利用されるか,木工細工，パイオリンの弓などにも使われる。生垣，境界 

の目印あるいは家畜の侵入を防ぐため植林地の周囲に植栽するなどの利用もあ 

る。葉はバナナ，マンゴなどの果実の熟成を早めるために利用したりもする。 

分布および生育適地 

現在では正確な原産地は明らかではないが，およそインド， スリランカ， 

ミャンマーからマレーシア，ベトナム，中国南部にかけて天然分布していたも 

のと考えられている。現在てはこれらの国々だけではなく，インドネシア, 

フィリピン,台湾， ソロモン諸島，ハワイなどでも植栽され，また一部ては野 

生化している。 

自然には低～中海抜高の丘陵地に分布し，粘土質土壌およひ石灰岩土壌なと 

に生育する。マレー半島では砂質の河岸で最も良い成長を示す。日当たりと排 

水の良い場所を好み,多湿な土壌には耐性かない。年降水量は700-4,300 mm , 

年平均気温は24'-27 5C，土壌pHは5-,7 5 の範囲で栽培可能と報告されてい 

る0 

種子の採取および育苗，植栽，収穫など 

中国南部における花期は5-- 10月，果期は7月から翌年3月頃まで，その他 

の地域では雨季に開花し，開花後約6か月て莢果が成熟する。成熟した莢果は 

乾季に裂開する。種子は雨季の始まりまて休眠しているか，十分な水分が供給 

されれば直ちに発芽を始める。このため播種前に，沸騰した湯に5秒間漬ける, 

あるいは数時間湯に漬けておくなどの処理によって発芽率を高め，発芽勢を揃 

える。発芽率は90％かそれ以上となる。 

疎林などの被陰樹がある場所あるいは林縁などに植栽する。植栽後1年で花 

を着け，13か月で莢果を着けた記録かある。成長初期には直線的に伸長する 

が， 2.5nl前後に達すると枝が垂れはじめ， 近接した枝などにまといつくよう 

になる。 

材から染料を抽出する場合は6-'8年ごとに収穫する。この頃かもっとも心 

材率か高い。燃料材として使用するのであれば3-4年周期て，幹径5-'6 cm 

になった頃伐採する。萌芽しやすいように，伐採は地上lm 前後て行う。切り 

株からは2週間以内に多数の萌芽か発生する。 

　　

して利用されるが, 木工細工, バイオリンの弓などにも使われる。生垣, 境界

の目印あるいは家畜の侵入を防ぐため植林地の周囲に植栽するなどの利用もあ

る。葉はバナナ, マンゴなどの果実の熟成を早めるために利用したりもする。

分布および生育適地
現在では正確な原産地は明らかではないが, およそインド, スリランカ,

ミャンマーからマレーシア, ベ トナム, 中国南部 にかけて天然分布 していたも

のと考えられている。現在てはこれらの国々だけではなく, インドネシア,

フィリピン, 台湾 , ソロモン諸島 , ハワイなどで も植栽 され, また一部ては野

生化 している。

自然には低~中海抜高の丘陵地に分布し,粘土質土壌およひ石灰岩土壌など

に生育する。マレー半島では砂質の河岸で最も良い成長を示す。日当たりと排

水の良い場所を好み,多湿な土壌には耐性かない。年降水星は 700~4,300 mm,

年平均気温は 24~27 5oC, 土壌 pH は 5~75 の範囲で栽培可能と報告されてい

る。

種子の採取および育苗,植栽,収穫など

中国南部における花期は 5~10 月, 果期は 7月から翌年 3月頃まで, その他

の地域では雨季に開花し,開花後約 6か月て英果が成熟する。成熟した英果は

乾季に裂開する。種子は雨季の始まりまて休眠しているか,十分な水分が供給

されれば直ちに発芽を始める。このため播種前に,沸騰した湯に 5秒間漬ける,

あるいは数時間湯に漬けておくなどの処理によって発芽率を高め,発芽勢を揃

える。発芽率は 90% かそれ以上となる。

疎林などの被陰樹がある場所あるいは林縁などに植栽する。植栽後 1年で花

を着け,13 か月で英果を着けた記録かある。成長初期には直線的に伸長する

が,2.5m 前後に達すると枝が垂れはじめ, 近接した枝などにまといつくよう

になる。

材から染料を抽出する場合は 6~8 年ごとに収穫する。この頃がもっとも心

材率が高い。燃料材として使用するのであれば 3~4 年周期て, 幹径 5~6cm

になった頃伐採する。萌芽しやすいように, 伐採は地上 lm 前後て行う。切り

株からは2週間以内に多数の萌芽か発生する。
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病虫害 

重大な被害を与える病虫害は報告されていないが，A uncularia au-

rzculajudae （キクラゲ）およびMeliola caesaゆ玩jag（すす病菌の1種）による 

被害かある。 インドおよびその周辺地域では, ヤガ科， シャクガ科の加害例か 

ある。 

C. spinosa (Molina) 0 . Kuntze 

シノニムはC 加m など，チリではTaraと呼はれ，英名もTaraてある。 

樹高4'-'5m，幹径35cm 前後になる低木，樹皮は鈍い灰色で，樹冠は丸い。 

枝はしなやかで灰色，縦に走る溝かある。 円錐形で鋭く，丈夫なトゲを持つ。 

葉は薄く落葉性，5-'8対の小葉からなる羽片が2-'3 (4）対て構成される2回羽 

状複葉，長さ6'-' 14cm，葉軸に関節がある。長さ16-'22 cm の房状花序に赤み 

かかった黄色の5弁花を多数着ける。莢果は扁平で細長い楕円形，長さ6~9 

cm,幅15'-'2cm，熟すと赤くなる。 

莢果はタンニン含量が高く,以前はタンニン原料植物として栽培されたが急 

速に減退した。現在は観賞用およひ緑化のため半乾燥地などで植栽される。 

分布と生育地 

南米の西部，すなわちペルー，ェクアドル，ホリビア，ベネズェラおよひチ 

リの北～中部に分布し，基本的に砂漠地域の周辺部に生育する。 

乾燥地および半乾燥地に生育するか生態的な習性など詳しいことはあまりわ 

かっていない。 

種子の特性 

チリでは9月に開花する。 

種子はコーヒー色で3,400 '-'4,600 粒／kg。発芽率は75'-'85%，播種前に濃硫 

酸溶液に5'_-'lS 分間漬けるか，湯に35時間漬けるなどの処理が必要とされる。 

文 献 

Bhasin, GD , ML Roonwal, & B. Singh (1958) A list of insect pests of forest plants 

in India and the adjacent countries Part 3 Indian Forest Bull (New Series) 

171 (2) I'-'126. 

　　

病虫害
重大な被害を与える病虫害は報告 されていないが,A “れc“彰γzαα必

れ鰯 Zの“α鑑 (キクラゲ)および Migzzoね c解縦め綱ねe(すす病菌の 1種) による

被害かある。インドおよびその周辺地域では, ヤガ科, シャクガ科の加害例か

あ る。

C S回 れosα (Molina) ○.Kuntze

シノニムは C 娘〆αなど, チ リでは Tara と呼はれ , 英名 も Tara てある。

樹高 4~5m, 幹径 35cm 前後になる低木,樹皮は鈍い灰色で,樹冠は丸い。

枝はしなやかで灰色, 縦に走る満がある。円錐形で鋭く, 丈夫なトゲを持つ。

葉は薄く落葉性,5~8 対の小葉からなる羽片が 2~3 {4}対て構成される 2回羽

状複葉,長さ 6~14cm, 葉軸に関節がある。長さ 16~22cm の房状花序に赤み

かかった黄色の 5弁花を多数着ける。英果は扇平で細長い楕円形, 長さ 6~9

cm, 幅 15~2cm, 熟 す と赤 くな る。

英果はタンニン含量が高く, 以前はタンニン原料植物として栽培されたが急

速に減退した。現在は観賞用およひ緑化のため半乾燥地などで植栽される。

分布と生育地
南米の西部 , すなわちペルー, エクア ドル, ホ リビア, ベネズエラおよびチ

リの北~中部に分布し,基本的に砂漠地域の周辺部に生育する。

乾燥地および半乾燥地に生育するか生態的な習性など詳しいことはあまりわ

かっていない。

種子の特性
チリでは 9月に開花する。

種子はコーヒー色で 3,400~4,600 粒 /kg 。発芽率 は 75~85%, 播種前に濃硫

酸溶液に 5~15 分間漬けるか, 湯に 35時間漬けるなどの処理が必要とされる。

文 献
Bhasln, G D, M L Roonwal,&B.Smgh(1958)AI1stoflnsectpestsofforest plants

・n lnd・a and the adjacent ccuntnes Part 3 1nd・an Forest Bull(New senes)

171(2)1~126.
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12． ホウオウボク（Flame Tree) 

学名 Delonix regia (Hook ) Raf. 

マメ科ジャケツイバラ亜科 

北山 兼弘 

Delonix rag危は，赤い花が一斉に樹冠につく様から英語てFlame Treeある 

いはFlamboyant, また花の形から日本語ではホウオウボクと呼ばれる。シノ 

ニムにはPbinc厄na regLa がある。マダガスカルか原産てあるか熱帯・亜熱帯 

各地に観賞用や街路樹として植えられている。樹高は12-'17m 程で， あまり 

高くならない。幹の直径は30-'50cn】程である。樹冠は,傘型で,外枝は地面 

に着く程に大きく広がる（クラビア18）。樹皮は灰白色から薄い褐色で平滑で 

あるか，無数の皮目がある。葉は2回羽状複葉で20-40 cm の長さかあり，細 

かい小葉がシダのように見える。葉は季節的に落葉する。花は直径12cm で, 

頂端の幅が広く基部の狭い5つの深紅の花弁を持っ（グラビア17, 19)。果実 

‘ま,幅35'-Scm，長さ12-40 cm の木質の莢からなり，莢は扁平である。種子 

は小さく，黒褐色で長円形。材は腐朽に対して強い。ここでは近縁種であるD 

elata も含めて解説する（グラビア20)~ 

分布・適地 

D . regia は，年降雨量が700 -'1,800 mm の範囲で，乾季か6 か月くらいの気 

候帯で，適潤で透水性の良いやや粘土質の土壌を適地とする。生育に適する温 

度環境は，年平均気温14'--26℃であり,これに対応する熱帯・亜熱帯の標高域 

は0'-2,000 m である。 

東アフリカ原産のD elata はや、耐乾燥性か強く， 年降水量150-'900 mm 

の気候条件に適応している。適潤で透水性の良い土壌を好むのはD regia と同 

じてあるが,礫地でもよい。 

種子の取扱い 

ブラジルで植栽されたDregia の例では，採集したばかりの果実の生重は平 

均68g，中に含まれる種子の数は平均31個であった。乾燥種子の粒数はタンザ 

ニア産のものて3,750 粒ノkg（種子の大きさは長さ20mm，径7 1 mm )，タイ産 

12. ホウオウポク (F1ame Tree)

学 名 ‐刀〆卿 鵜〆egm(Hook)Raf.

マメ科ジャケッイバラ亜科

北山 兼弘

De あれzx rag幻 は, 赤い花が一斉に樹冠につ く様か ら英語て F1ame T ree ある

いは F1amboyant, また花の形か ら日本語ではホウオウボクと呼ばれる。シノ

ニムには Po粥c溺れαγ8gm がある。 マダガスカルが原産てあるが熱帯 ・亜熱帯

各地に観賞用や街路樹として植えられている。樹高は 12~17m 程で, あまり

高くならない。幹の直径は 30~50cm 程である。樹冠は, 傘型で, 外枝は地面

に着く程に大きく広がる (クラビア 18)。樹皮は灰白色から薄い褐色で平滑で

あるか, 無数の皮目がある。葉は 2回羽状複葉で 20~40cm の長さかあり, 細

かい小葉がシダのように見える。葉は季節的に落葉する。花は直径 12cm で,

頂端の幅が広く基部の狭い 5つの深紅の花弁を持つ (グラビア 17,19) 。果実

は, 幅 35~5cm, 長 さ 12~40cm の木質の英か らなり, 英は扇平である。種子

は小さく,黒褐色で長円形。材は腐朽に対して強い。ここでは近縁種であるD

認α郷 も含めて解説する (グラビア 20)。

分布・適地

D.γegm は, 年降雨量が 700~1,800mm の範囲で , 乾季か 6か月 くらいの気

候帯で,適潤で透水性の良いやや粘土質の土壌を適地とする。生育に適する温

度環境は,年平均気温 14~26oC であり, これに対応する熱帯・亜熱帯の標高域

は 0~2,ooom で あ る。

東アフリカ原産の D 錫α奴はや 耐乾燥性か強く, 年降水量 150~90o mm

の気候条件に適応している。適潤で透水性の良い土壌を好むのはD eg蘭と同

じてあるが , 隣地で もよい。

種子の取扱い

ブラジルで植栽された D γ8gzαの例では, 採集したばかりの果実の生重は平

均 68g, 中に含まれる種子の数は平均 31個であった。乾燥種子の粒教はタンザ

ニア産のものて 3,750粒 /kg( 種子の大 きさは長さ 20mm, 径 71mm), タイ産
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t 
図12 l Detonix regia の葉，花，莢果，種子（Mbuya at at 1994) 

のもので2,700 粒／kg (199mm 長， 6.8 mm 径）てある。 ただし，kg当たり 

2,000 -'2,300 粒とする資料もある。 種皮が非常に堅く透水性が悪いため,前処 

理なしで休眠を破ることか難しい。このため,初期の発芽率が悪い。D. regia は 

半乾燥地熱帯における多目的植林の樹種として有用視されているか，植林する 

場合にこの発芽率の低さが問題となり，一斉にすばやく発芽させるため休眠を 

破る必要がある。これは，他のマメ科樹種にも共通した問題である。生態学的 

には，堅い種皮に守られて初期発芽率か低いことは，発芽個体を分散させる適 

応と考えられる。 

D regia の場合，前処理せずに播いた場合の発芽率は18％に過きないが,刃 

物，ヤスリなどで機械的に種皮に傷を付けることて，発芽率を85％まで高める 

ことかできる。 

インドての播種試験によれば,濃硫酸に浸す処理で発芽率を95%にあげる 

29

図 12 1 De わればだgの の葉 , 花 , 英果 , 種子 (Mbuyagt 郷 1994)

のもので 2,700粒 /kg(199m m 長 ,6.8mm 径 ) てある。 ただ し,kg 当たり

2,000~2,300粒とする資料もある。種皮が非常に堅く透水性が悪いため, 前処

理なしで休眠を破ることが難 しい。このため,初期の発芽率が悪い。D.γegm は

半乾燥地熱帯における多目的植林の樹種として有用視されているが,植林する

場合にこの発芽率の低さが問題となり, 一斉にすばやく発芽させるため休眠を

破る必要がある。これは, 他のマメ科樹種にも共通した問題である。生態学的

には,堅い種皮に守られて初期発芽率か低いことは,発芽個体を分散させる適

応と考えられる。

D〆egzαの場合, 前処理せずに播いた場合の発芽率は 18% に過ぎないが, 刃

物,ヤスリなどで機械的に種皮に傷を付けることて,発芽率を 85% まで高める

ことができる。

インドての播種試験によれば, 濃硫酸に浸す処理で発芽率を 95% にあげる



&フ 

1Dつ 

80
 

60
 

如
 

20
 

。
 

（
ま
）
耕
抵
報
斌
挺
e
国
田
（
ニ
 

に」 10 15 20 25 30 
温度（℃） 

35 

図12. 2 D regia の発芽に対する温度の影響 種皮に傷をつける前処理を施 
し，10日後の積算の発芽率を見た場合貧eketay (199のを改変〕 

ことかできた。また，濃硝酸を用いたインドでの別の試験によれは，7分間種子 

を浸すことで発芽率を75％に向上させることがてきた。 

事業的な多量処理には強酸は向かない。水に24時間浸しただけの前処理で 

は発芽率は45％である。しかし，水に浸す処理の前に，90℃の熱湯に10秒間 

浸す処理を加えるだけで発芽率を80％に改良することかできる。 

種皮に傷をつける前処理をした場合，播種後10日間における発芽への温度 

の影響を図12.2 に示す。温度が10℃の場合，発芽はほとんど見られないが，温 

度の上昇と共に積算した発芽率も上昇し，20℃付近に発芽率のピークかある。 

D . rag加の繁殖は播種によるのが一般的であるか，挿木による方法も可能で 

ある。 

タンサニア産の13. eta加の場合，粒数は3,750 粒／kgであり，種子の平均的 

なサイズは長さ13 9 mm ， 径8.0 mm である。 前処理として種皮の部分剥皮を 

施した場合， 温度25℃において発芽率80％の結果が得られている。 D aル加 

を植栽する場合は，播種するよりも挿木による方法が一般的である。 

育 苗 

育苗に関するデータは少ない。熱帯ではないが，石垣島（24。N, 124。E 付近） 

のハウスで育苗した場合は表12.1のような成長速度のデータか得られている。 

S月におけるハウス内の気温は22-33C，相対照度は24'-'69％てあった。育苗 

5 ュ0 15 20 25 30 35
温度 (℃)

図 12.2 D ragぬの発芽に対する温度の影響 種皮に傷をつける前処理を施
し,10 日後の積算の発芽率を見た場合〔Teketay(1996) を改変〕

ことができた。また,濃硝酸を用いたインドでの別の試験によれは,7 分間種子

を浸すことで発芽率を 75% に向上させることがてきた。

事業的な多量処理には強酸は向かない。水に 24時間浸しただけの前処理で

は発芽率は 45% である。しかし, 水に浸す処理の前に,9ooC の熱湯に 10秒間

浸す処理を加えるだけで発芽率を 80% に改良することができる。

種皮に傷をつける前処理をした場合,播種後 10日間における発芽への温度

の影響を図 12.2に示す。温度が 1ooCの場合,発芽はほとんど見られないが,温

度の上昇と共に積算した発芽率も上昇し,20 ℃付近に発芽率のピークかある。

D.〆@g畝の繁殖は播種によるのが一般的であるか, 挿木による方法も可能で

ある。

タンサニア産の D‐8ね加 の場合 , 粒数は 3,750粒 /kg であり, 種子の平均的

なサイズは長さ 139 m m, 径 8.omm である。前処理として種皮の部分別皮を

施した場合, 温度 25oCにおいて発芽率 80% の結果が得られている。 D eZQZα

を植栽する場合は, 播種するよりも挿木による方法が一般的である。

育 苗
育苗に関するデータは少ない。熱帯ではないが,石垣島 (24oN,124oE 付近)

のハウスで育苗した場合は表 12.1のような成長速度のデータが得られている。

5月におけるハウス内の気温は 22~33oC, 相対照度 は 24~69% てあった。育苗
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表12」 両樹種の苗長（cm) 50-'60 本の平均 

8週間目 5 か月目 

D . regza 30 35 

D e危ta 56 90 

は，川砂の入った播種箱に播種し，後に径10 5 cm のビニールポソ トに移植し 

たものである。発芽促進のための種子の前処理は，I〕二regia の場合は部分剥皮 

後40℃の温水に2時問浸し，D. elata の場合は部分剥皮のみであった。 

特殊な用途 

D regia の葉の可溶性抽出物をイネの‘brown leaf spotting’に与えたとこ 

ろ,胞子の発芽と菌糸の成長を阻害したという報告かある。特殊な用途として， 

花は黄色の染料，樹液は水溶性の接着剤，樹皮は解熱剤として用いられる。 

D rage と近縁のD. elate は観賞用にも用いられるか，柱用材，彫刻の材料， 

薪の採集，防風の目的で植栽されることもある。家畜飼料か乏しい時はまぐさ 

としても用いられる。葉は，肥料（green manure）としても使われる。2m の 

高さに剪定した若木の場合，1年間に生重で20から50kg の葉を収穫すること 

ができる。収穫した葉は，畑を耕す際，あるいは耕した直後に土に鋤込んてや 

る。 

病虫害 

Fusarium otySporum に感染したD rage の実生では，根の発育阻害，葉の 

壊死，地上部シュートの発育阻害が見られる。 

タイでは吸汁性のナガカメムシ科2種， ワタフキカイガラムシ科2種,食葉 

性の鱗翅目が9種， ソウムシ科2種，生立木加害の鱗翅目Indarbela sp., 

Zeuzera coffeae か知られている。また生立木を加害するカミキリムキ科の 

Aeolesthes induta も被害を与える。 
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13． コウエンボク（Yellow flame) 

学名．Peltophorurn pterocarpurn (DC ) Back ex K Heyne 

マメ科ジャケツイハラ亜科 

斉藤 昌宏 

Pc Itophorurn 属は15種前後からなる小さな属だが分布域は広く，東南アシ 

ア， アフリ力，南アメリ力およひオーストラリア北部の熱帯・亜熱帯地域に生 

育する。多くはトゲを持たない高木で傘型の樹形となり,被陰樹としてよく植 

栽される。大型の2回羽状複葉を互生し，花は鮮黄色で円錐花序を頂生し，緑 

の樹冠を背景に多数の黄金色の花群が群生するさまか美しいため街路樹，庭園 

樹としてもよく利用される。 

東南アジア各国ではコウエンボク（Ppterocaゆurn）およひPdasyrrhachzs 

か，アフリカ中部,南部てはP可ncan urn が,また南米の熱帯・亜熱帯ではP. 

dubiurn か植栽されている。 ここでは, コウエンボクの他にこれら3種につい 

ても解説を加える。本属か含まれるマメ科・ジャケッイパラ亜科はジ十ケツイ 

バラ科（Caesalpiniaceae) として独立させる場合もある。 

コウエンボク 丑pterocarpum 

上記の学名がもっとも一般的だが，Pferrugineurn あるいはP inerme を使 

う場合もある。英名はYellow flameあるいはCopperpod, 和名のコウエンボ 

クは英名のYellow flame に由来する。インドネシアでは一般的にSoga，タイ 

てはSan ngoen，マレーシアてはBatai laut，フィリピンではSiar,ベトナム 

ではLm setなどと呼ばれる。 

まっすぐな樹幹と傘型て濃密な樹冠を持つ落葉高木で，樹高l5-30 m ,径 

70cm,ときに高さ50m に達する（グラビア23)。板根を生ずる個体もある。葉 

は20-'30対の小葉からなる羽片か8-lU対て構成される2回羽状複葉で長さ 

25 -'30 cm，下面には褐色の毛を持つ（グラビア21)。葉柄,若枝，花柄，蕾な 

ども錆褐色の毛で覆われる。毎年夏に花を着け，数週間のあいだ樹冠は黄金色 

に変わる。 直立する花序は長さ15'-20 cm，枝先に着き，芳香を持つ橙黄色花 

を5-lU個着生する（グラビア24)。成熟すると紫褐色となる莢果は長さ10 

cm で肩平，周辺部の幅4-S mm は翼状となる （グラビア22）。 1果に2-3 個 
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う場合もある。英名は Yellow name あるいは Copperpod, 和名のコウェンボ
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て は San ngoen, マ レー シアて は Batallaut, フ ィ リピンで は S1ar, ベ トナ ム

では L1m set などと呼ばれる。

まっすぐな樹幹と傘型て濃密な樹冠を持つ落葉高木で, 樹高 15~30m, 径

70cm, ときに高さ 50m に達する (グラビア 23)。板根を生ずる個体もある。葉

は 20~30 対の小葉からなる羽片が 8~10 対て構成される 2回羽状複葉で長さ

25~30cm, 下面 には褐色の毛を持つ (グラビア 21)。葉柄 , 若枝 , 花柄 , 雷な

ども錆褐色の毛で覆われる。毎年夏に花を着け,数週間のあいだ樹冠は黄金色

に変わる。直立する花序は長さ 15~20cm, 枝先に着き, 芳香を持っ橿黄色花

を 5~10 個着生する (グラビア 24)。成熟すると紫褐色となる英果は長さ 1o

cm で偏平 , 周辺部の幅 4~5mm は翼状 となる (グラビア 22)。 1果に 2~3 個
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の種子を有し，熟すと果柄で折れて飛散する。冬期はほとんど,あるいはすべ 

ての葉を落とす。 

樹皮は染料として利用されたが,最近は化学染料におされ利用が減少してい 

る。 タンニンを約20％含みタンニン原料としても使用される。また， うがい 

薬, 目薬など様々な外用薬の原料とされる。心材はやや赤みかかった白色で堅 

く丈夫，家具なとに利用されるとともに燃料材としても用いられる。葉および 

果実はタンパク質含量か高く，家畜の飼料となる。 また荒廃地の緑化にも利用 

される。成長が早く，広い樹冠を持つため被陰樹,防風林に適し, また花およ 

び果実か豊富で美しいため鑑賞用に庭園樹，街路樹としての利用も多い。熱帯 

各地で広く植栽され,チャ，コーヒー,力カオの被陰樹としても利用される。 

分布と生育適地 

フィリピンを含む東南アシア各地およびオーストラリア北部，また西はセイ 

ロン島まで分布する。植栽すれは海抜高80Gm 以下のほとんどの熱帯地域で生 

育するか，天然には100 m 以下の海岸やマングローブの後背地なとの開かれた 

林に多い。原産地の各国以外にもアフリカ,ハワイ，フロリダ南部，中央アメ 

りカ，西インド諸島など,熱帯・亜熱帯の各地で植栽される。 

陽光を好む。腐植質に富む排水の良い土に植栽する。深根性て，風に対する 

抵抗性かあり，穿孔虫（bonng beetles）の被害も少ない。 

種子の取扱い 

増殖は通常は実生，ときに挿木,取木も行う。特に街路樹用に育苗する場合 

は取木，挿木によって均一な形態の苗木を育成する。 

タイでは9-'l0月に種子を採取し，精選後2℃の低温室で保存する。 

Chaichanasuwat et al (1990） によれば前処理を行わないと発芽率が低く，3 

週間後でも48％にしかならない。発芽を促進し発芽勢を揃えるには，1)胚側 

の種皮（種子の尖った側の先端部）をlmm 弱除去する，2）子葉側（円い側の 

先端部）を2'-3mnl除去する，3）比重1 84 の硫酸溶液に45分間漬け，その後 

10分間流水で洗うの3方法か有効であり，播種1週間後にはいすれの場合も 

80%以上の発芽率を示した。85℃の温水に漬け24時間放置した処理ではI週 

間後に66%, 3週間後に72％と発芽率はやや低い。 
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タイでは 9~10 月に種子を採取 し, 精選後 20C の低温室で保存する。

Chalchanasuwat gごα (1990) によれば前処理を行わないと発芽率が低 く,3
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植栽および成長 

チガャ（Imperata cyUndrica) なと丈の高い草が生い茂るところに植栽した 

場合は植栽後1年間は下刈りが必要である。適地に植栽した個体は発芽後4年 

で花を着ける。樹冠は当初ホウキ状となるか，成長するに従い傘型となる。 

東南アジアのコウエンポクは乾季か始まると1-2 週間で葉を落とし，その 

後新葉を展開し，開花する。ただし，落葉,開葉，開花のサイクルは植栽地の 

季節変化による影響が大きい。半島マレーシアては開葉から落葉までの期間は 

6-9か月と変異幅か大きく, 他の地域ては変異幅かより小さい。 また， 産地 

（系統）によってサイクルはある程度固定されている傾向かある。それぞれの個 

体群が生育地の季節変化に適応し，淘汰されているためであろう。 

病虫害 

病虫害はあまり発生しないが， シンガポールにおいてビロウドコガネの仲間 

Autoserica rufocuprea (Night-flying beetle）による葉への重大な被害が発生 

した。タイでは16種の加害昆虫か知られ,その中ても 生立木加害のカミキリ 

ムシAristob詔approxirnatoγ は問題である。インドてはOzdzum spp によるう 

どんこ病の被害が報告されている。 

R africanum South 

英名はAfrican wattleて，Builbos, Huilboorn とも呼ばれる。トゲを持た 

ない落葉樹て樹高15 m に成長する。アカシアに似た2回羽状複葉の葉は銀灰 

色を帯びる。花期は春から初夏にかけての数か月で，黄色の花はよく目立っ。 

果実は家畜が好んで餌とし，心材は丈夫で，斧など各種道具の柄に利用され 

る。霜に対する耐性も多少有り，成長も早いため街路樹として利用される。 

分布および生育地 

アンゴラ，南アフりカ， ボツワナ， 旧ローデシア， モザンビークおよびザン 

ビアなどアフリカ中南部の半乾燥地に数種のアカシア類などと共に分布する。 

これらの半乾燥地の緑化およびアクロフォレストリー樹種として利用される。 

南米にも導入され，ブラシル中央部のセハード（乾燥潅木林）地帯において 

植栽されているという。 
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植栽および成長
チガヤ (zmpβγのαcy力れdγにα) なと丈の高い草が生い茂 るところに植栽 した

場合は植栽後 1年間は下刈りが必要である。適地に植栽した個体は発芽後 4年

で花を着ける。樹冠は当初ホウキ状となるが, 成長するに従い傘型となる。

東南アジアのコウェンボクは乾季が姶まると 1~2 週間で葉を落とし, その

後新葉を展開し, 開花する。ただし, 落葉, 開葉, 開花のサイクルは植栽地の

季節変化による影響が大きい。半島マレーシアては開葉から落葉までの期間は

6~9 か月と変異幅か大きく, 他の地域ては変異幅かより小さい。 また, 産地

(系統)によってサイクルはある程度固定されている傾向がある。それぞれの個

体群が生育地の季節変化に適応し, 淘汰されているためであろう。

病虫害
病虫害はあまり発生しないが, シンガポールにおいてビロウドコガネの仲間

A“loseγzcαm た c噂だα (Night-ay ・ngbeetle) による葉への重大な被害が発生

した。タイでは 16種の加害昆虫か知られ,その中ても,生立木加害のカミキリ

ムシ Aγzszob如αPpmxzm のoγは問題である。インドては ozdz“mspp によるう

どんこ病の被害が報告されている。

F. αfrにα元“肌 Sond,

英名 は Afrlcan wattle て ,Bullbos,Huilboom とも呼ばれる。 トゲを持た

ない落葉樹て樹高 15m に成長する。アカシアに似た 2回羽状複葉の葉は銀灰

色を帯びる。花期は春から初夏にかけての数か月で, 黄色の花はよく目立つ。

果実は家畜か好んで餌とし,心材は丈夫で,斧など各種道具の柄に利用され

る。箱に対する耐性も多少有り, 成長も早いため街路樹として利用される。

分布および生育地
ア ンゴ ラ, 南 ア フ リカ , ボ ツワナ , 旧 ローデ シア , モザ ンビー クお よびザ ン

ビアなどアフリカ中南部の半乾燥地に数種のアカシア類などと共に分布する。

これらの半乾燥地の緑化およびアグロフォレストリー樹種として利用される。

南米にも導入され, ブラシル中央部のセハード (乾燥潅木林) 地帯において

植栽されているという。
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造林特性 

種子は3,300-' 13,000 粒ノkg，発芽率は60 -'65％て，水はけの良い，やや乾い 

た土壌を好む。植栽初期の4年間は約13m／年の伸長成長をしたという例も 

紹介されている。 

P . dasyrrhachis (Miq.) Kurz 

英名はYellow batai，タイでは一般にCha kham と呼ばれる。樹高30 m に 

なる落葉樹で，しはしば多幹となる。若枝には赤褐色の毛かあり，2回羽状複葉 

の葉は長さ15-10cm,羽片は5~9対，1 羽片を構成する小葉は6- 16対，下 

面には褐色毛を有する。タイては2-3月の開葉期に，長い総状花序を頂生し， 

黄色の5弁花を着ける。莢果は成熟して赤褐色となり， 周辺部4'-'5 mm は翼 

状，1果に4-'8 個の種子か入っている。 

耐乾性を持ち，先駆樹種でもあるため荒廃地造林に用いられる。また，観賞 

用およひ薪炭材として植栽されるが造林面積は少ない。材比重は048-'077gノ 

cm3，車両,家具，キャビネット，建築用材，構造用材にも使用される。 

分布および生育適地 

タィ全土に分布すると言われるが中部および東北部に多く，低地の季節林お 

よひ常緑林に混生する。天然にはタイ，カンボジア，ラオス，ベトナム，マレー 

シア，イントネシアのスマトラ島に分布し，植栽はより多くの国で行われてい 

るか，前述のコウエンポクほとには広くない。西アフリカにも導入されている。 

種子の取扱いおよび育苗 

Sugino (1986）によれば，タイにおける種子採取期は10月で，莢から種子を 

精選するには手間かかかる。1 kgあたり種子数は24,500 -' 30,600 粒。低温状態 

(2-'G℃）てあれは2年間保存か可能とされる。播種前の処理として，部分剥 

皮，温水（40-eD℃）に6時間責ける，あるいは温水に2分間漬け，低温下に 

24 時間保存するなどの方法かある。発芽率は80-90％と高い。 

播種量は170gh-a2（すなわち4,000 '-' 5,000 粒／mり で,発芽期間は2週間と 

される。発芽終了後，ポノトに移植する。発芽後8週間で苗高18cm, 5 か月で 

35cm と成長が遅いため，育苗には8か月かかり，苗高30cm 前後で山出し可 

能となる。 

　　

造林特性
種子は 3,300~13,000 粒 /kg, 発芽率は 60~65% て ,水 はけの良い, やや乾い

た土壌を好む。植栽初期の4年間は約 13m/ 年の伸長成長をしたという例も

紹介されている。

F dαs"rm αc克彦 (Miq.)Kurz

英名は Yellow batai, タイでは一般に Chakham と呼ばれる。樹高 30m に

なる落葉樹で, しはしば多幹となる。若枝には赤褐色の毛があり,2 回羽状複葉

の葉 は長さ 15~40cm, 羽片は 5~9 対 ,1 羽片を構成す る小葉 は 6~16 対 , 下

面には褐色毛を有する。タイては 2~3 月の開葉期に, 長い総状花序を頂生し,

黄色の 5弁花を着ける。英果は成熟して赤褐色となり, 周辺部 4~5mm は翼

状 ,1 果に 4~8 個の種子が入 っている。

耐乾性を持ち, 先駆樹種でもあるため荒廃地造林に用いられる。また, 観賞

用および薪炭材として植栽されるが造林面積は少ない。材比重は048~077g/

cm3, 車両 , 家具 , キャビネット, 建築用材 , 構造用材にも使用 される。

分布および生育適地

タイ全土に分布すると言われるが中部および東北部に多く,低地の季節林お

よび常緑林に混生する。天然にはタイ, カンボジア, ラオス, ベ トナム, マ レ…

シア, イントネシアのスマトラ島に分布し, 植栽はより多くの国で行われてい

るか ,前述のコウェンボクほとには広 くない。西アフリカにも導入 されている。

種子の取扱いおよび育苗

Sug・no(1986) によれば, タイにおける種子採取期は 10月で,英から種子を

精選するには手間がかかる。lkg あたり種子数は 24,500~30,600粒。低温状態

(2~6 ℃) てあれは 2年間保存が可能とされる。播種前の処理として, 部分最1

皮, 温水 (40~60oC) に 6時間債ける, あるいは温水に 2分間漬け, 低温下に

24時間保存するなどの方法かある。発芽率は 80~90% と高い。

播種屋は 170g/m2( すなわち 4,000~5,000粒 /m2) で, 発芽期間は 2週間と

される。発芽終了後, ポソトに移植する。発芽後 8週間で苗高 18cm,5 か月で

35cm と成長が遅いため, 育苗には 8か月かかり, 苗高 30cm 前後で山出し可

能 となる。
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R dub/urn (Sprengi Taub. 

P vogelianurn はシノニム。ブラジルては一般にCanafIstula, アルゼンチン 

ではYbira puit自，ボリビアではDacay, パラグアイではYvyra pyta，ウルグ 

アイてはArbor de arfigas と呼はれる0 

一般に樹高15-'25 m ，直径50'--'70 cm になる落葉～半落葉性の高木たが，と 

きに樹高40m，直径300 cm になる。ブラジル北部ては高さ12m ほどである。 

幹は円筒形て直立,多少扁平て曲かる。枝下は15m 前後て，樹幹基部には溝状 

のくほみかてきる。2叉状に分枝し，樹幹上部は広かり，傘型となる。樹皮は暗 

い栗色て， 皺があり， 縦方向に小さな裂け目を生じる。互生する葉は長さ50 

cm になり，2回羽状複葉で羽片は12'-'20 対，各羽片は20-30対の小葉で構成 

される。花は鮮やかな黄色あるいはオレンジ色，長さ30 cm ほとの花序は頂生 

し，鉄錆色の毛が密生する（グラビア25）。果実は扁平な莢型で長さ4'-'9cm, 

幅1'-'2.5 cm,熟すと緑かかったクリ色あるいはクリ色となる。1果に約3個の 

種子か入っている。種子は黄褐色から緑黄色， 径lcm， 厚さ4mnlほどてあ 

る。 

材は比重0,53-'0.65 g/cm3，堅いか乾燥によって反りやすい。 土木工事，家 

具，キャビネット,オケ，車の荷台などに利用される。樹皮は6~8％のタンニ 

ンを含む。 

孤立木は傘型の美しい樹形となり花も美しいため,修景用，観賞用および街 

路樹として植栽される。養蜂業にとって重要な蜜原植物でもある。成長か早く, 

渓畔林およひ荒廃地にも適するため，森林回復に際して利用される。 

分布および生育地 

アルゼンチン北東部，パラグアイ東部， ウルグアイ北部およひブラジル中南 

部に分布し，基本的に低山帯の半落葉性および落葉性の広葉樹林,乾燥林なと 

に生育する。またブラジル北東部の乾性トゲ潅木林，パンタナールの乾いた場 

所から湿った場所までと広い立地に出現する。陽樹で先駆樹種であり，天然林， 

二次林などのギャソプおよび川岸の湿った粘土質土壌て優占する。 

海抜高2Gm から1,00Gm まて分布し，年降水量は700'--2,200 mm の範囲で， 

乾季は5 か月ほど,夏雨型あるいは冬雨型とちらにも分布する。月平均気温は 

17 -' 26℃，最寒月の気温が13-23C，最暖月で21'- 2 8℃の範囲に分布し，降霜 

日は20日程度までである。 
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α移り粥 m(Spreng ‐)Taub ・

P の geZねれ“m は シノニム。ブ ラジルて は一般 に Canafistula, アル ゼ ンチ ン

では Ybira pulta, ボ リビアでは Dacay, パ ラグアイでは Yvyra pyta, ウルグ

アイて は Arbordeart ・gas と呼 はれ る。

一般に樹高 15~25m, 直径 50~70cm になる落葉 ~ 半落葉性の高木たが , と

きに樹高 40m, 直径 300cm になる。 ブラジル北部ては高さ 12m ほどである。

幹は円筒形て直立,多少扇平て曲がる。枝下は 15m 前後て,樹幹基部には溝状

のくほみかてきる。2叉状に分枝し,樹幹上部は広かり,傘型となる。樹皮は暗

い栗色て, 鮫があり, 縦方向に小さな裂け目を生じる。互生する葉は長さ 50

cm になり,2 回羽状複葉で羽片は 12~20 対 ,各羽片は 20~30 対の小葉で構成

される。花は鮮やかな黄色あるいはオレンジ色, 長さ 30cm もまとの花序は項生

し, 鉄錆色の毛が密生する (グラビア 25)。果実は扇平な英型で長さ 4~9cm,

幅 1~2.5cm, 熟すと緑かかったク リ色あるいはクリ色 となる。1果に約 3個の

種子か入っている。種子は黄褐色から緑黄色, 径 lcm, 厚さ 4mm ほどてあ

る。

材は比重 0.53~0.65g/cm3, 堅いか乾燥 によって反 りやすい。土木工事 , 家

具 , キャビネット, オケ, 車の荷台などに利用 される。樹皮は 6~8% のタンニ

ンを含む。

孤立木は傘型の美しい樹形となり花も美しいため,修景用,観賞用および街

路樹として植栽される。養蜂業にとって重要な蜜源植物でもある。成長が早く,

渓畔林およひ荒廃地にも適するため,森林回復に際して利用される。

分布および生育地
アルゼンチン北東部, パラグアイ東部, ウルグアイ北部およひブラジル中南

部に分布し,基本的に低山帯の半落葉性および落葉性の広葉樹林,乾燥林など

に生育する。またブラジル北東部の乾性トゲ潅木林, パンタナールの乾いた場

所から湿った場所までと広い立地に出現する。陽樹で先駆樹種であり,天然林,

二次林などのギャソプおよび川岸の湿った粘土質土壌て優占する。

海抜高 20m か ら 1,ooom まて分布 し, 年降水量は 700~2,200 mm の範囲で ,

乾季は5か月ほど,夏雨型あるいは冬雨型とちら;こも分布する。月平均気温は

17~26oC, 最寒月の気温が 13~23oC, 最暖月で 21~2 ずC の範囲に分布 し, 降箱

日は 20日程度までである。
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自然条件下ては酸性土壌を含むさまざまなタイプの土壌に生育するが，やや 

肥沃な土壌を好む。植栽実験では，多少とも土壌の肥沃度を増加させ，粘土質 

土壌の排水性を向上させる結果が得られている。 ただし，岩礫地，過湿地なと 

ては生育てきない。 

種子の採取と取扱い 

花期は長く,地域によって多少異なる。サンパウロでは9~3 月，リオデジ十 

ネイロては10 -'3月，ブラジル南部では12'-3月，東北部のペルナンブコでは 

3-8月に花が咲く。莢果は成熟後も長期間樹上に残るため，サンパウロでは5 

-'12月， サンタカタリナでは6~8 月と果期も同様に長い。果実は重力散布型 

あるいは風散布型で,種子は土壌中てシートパンクを形成する。 

莢か明るい栗色に色づいたらば，樹上から直接採集する。樹上て乾燥しすき 

た種子を採集すると発芽か遅れたり，発芽率が落ちる。本種の莢は成熟しても 

裂開しないため種子を取り出す作業は手間か掛かる。しかし，莢をつけたまま 

播種すると曲かった不良苗ができやすいため，莢を除去する必要がある。手作 

業あるいは機械（林木の種子用に改良した脱穀機）によって作業するか，莢を 

除去した種子は乾燥しやすいため注意を要する。 

1 kg あたりの果実数は約5,280 個，同じく種子数は4,400 -25,000 個とされ 

る。 

種子は当初95-,99％の発芽率を持つ。クラフト紙の容器に入れ，常温で相対 

湿度50％の状態で保存すると25 か月後で92%，普通の部屋に保存した場合て 

も82％の発芽率を示す0 低温（3-5C，相対湿度92%）で保存した場合は7年 

後でも発芽率41％を示した。 

種子は強い休眠状態にあるため，休眠打破を行う必要がある。1）自然条件下 

では森林の伐開などによる突然の土壌温度変化によって発芽が促進される。入 

工的には, 2）機械あるいはサンドペーパーで2'-'S 分あるいは30分間かき混 

ぜ，外皮を傷つける，3）種子の胚側あるいは子葉側を切り取る, 4)濃硫酸溶 

液に2'-l0分あるいは30分間浸し，その後常温の水に24時間浸す，などの処 

理を行う。熱湯（70-' 95C）に浸ける加熱処理では満足する効果は得られな 

かったといわれる。 

88

自然条件下ては酸性土壌を含むさまざまなタイプの土壌に生育するが,やや

肥沃な土壌を好む。植栽実験では,多少とも土壌の肥沃度を増加させ,粘土質

土壌の排水性を向上させる結果が得られている。ただし, 岩隣地, 過湿地なと

ては生育てきない。

種子の採取と取扱い

花期 は長 く,地域によって多少異なる。サンパウロでは 9~3 月 , リオデジャ

ネイロては 10~3 月 , ブラジル南部では 12~3 月 , 東北部のベルナンブコでは

3~8 月に花が咲く。英果は成熟後も長期間樹上に残るため, サンパウロでは 5

~12 月, サンタカタリナでは 6~8 月と果期も同様に長い。果実は重力散布型

あるいは風散布型で, 種子は土壌中てシードバンクを形成する。

英が明るい栗色に色づいたらば,樹上から直接採集する。樹上て乾燥しすき

た種子を採集すると発芽が遅れたり,発芽率が落ちる。本種の英は成熟しても

裂開しないため種子を取り出す作業は手間が掛かる。しかし,英をつけたまま

播種すると曲がった不良苗ができやすいため, 英を除去する必要がある。手作

業あるいは機械 (林木の種子用に改良した脱穀機) によって作業するが,英を

除去した種子は乾燥しやすいため注意を要する。

lkg あたりの果実数は約 5,280個, 同じく種子数は 4,400~25,000個とされ

る。

種子は当初 95~99% の発芽率を持つ。クラフト紙の容器に入れ,常温で相対

湿度 50% の状態で保存すると 25か月後で 92%, 普通の部屋に保存した場合て

も 82% の発芽率を示す。低温 (3~5 ℃,相対湿度 92%) で保存した場合は 7年

後でも発芽率 41% を示した。

種子は強い休眠状態にあるため,休眠打破を行う必要がある。1)自然条件下

では森林の伐開などによる突然の土壌温度変化によって発芽が促進される。人

工的には, 2) 機械あるいはサ ンドペーパ…で 2~5 分あるいは 30分間かき混

ぜ, 外皮を傷つける,3) 種子の雁側あるいは子葉側を切り取る,4) 濃硫酸溶

液に 2~10 分あるいは 30分間浸し, その後常温の水に 24時間浸す, などの処

理を行う。熱湯 (70~9ずC) に浸ける加熱処理では満足する効果は得られな

かったといわれる。
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育 苗 

有機物を多く含んだ培養土をポリエチレンバソグ（径7cm，高さ20cm）に 

入れ，1あるいは2粒ずつ播種する。1容器（土壌容積700m1）に対してNPK 

が4: 14 ' 8 の割合て混合した肥料を2.5 g施用する。優良な苗木を効果的に生 

産するには，家畜の糞などを十分発酵させた有機質肥料を培養土に加える。 

1週間後から発芽が始まり，15'-'30 日間て発芽は終わるが，ときには120日 

かかる場合もある。 前処理を行った場合は95％前後，無処理の場合は28％の 

発芽率てあった。 播種床に播いた場合は発芽後3~5 週間， あるいは苗高3-S 

cm になったところで移植する。裸根苗を使用しても活着は良い。 

鞍接法によって適切に接木した場合, 30日後には100％の成功を収めた例が 

報告されている。もちろん挿木によっても繁殖は可能てある。 

苗の発育は早く, 4-S か月で苗高20cm になれば植栽可能となる。 苗高50 

cm の苗まで十分植栽可能である。長く太い直根か発達し，側根は少なく，細根 

は短いが多い。Rhizobium との共生は認められていないが,内生菌根の発生は 

調査されている。パラグアイでは菌根の発生と窒素の固定が報告されている。 

植栽適地,植栽方法および成長量など 

特に稚幼樹の段階では典型的な陽樹の特性を示す。寒さに対しては強い耐性 

を持たないため-1℃以下の気温に曝されると霜害を受ける。天然林の成熟木 

では-11℃までの耐性を持つ。単軸型の樹形を基本とするが，基部で分岐した 

り，太枝が形成され頂端優勢か消失すると不規則な樹形となる。切り株からは 

盛んに萌芽する。不定枝の発生も盛んだが 直立型の二叉分枝の典型的な樹形 

が崩れるほどではない。特に剪定を行った箇所からの萌芽が多い。定期的な枝 

打ちを行えば商業材としての価値はあがる。 

植林の際には次の点に注意する。1）一斉林においては陽光を十分にあて，成 

長を促進する。ただし，樹形は期待できない。植林地の大部分で80％以上の生 

存率を示すか，樹高および直径の成長や樹形などは不均質となる。2）先駆樹種 

との混植では枝が少なく，枝振りもよく，自然落枝が促されるため，長大な樹 

幹か形成された。逆に，二次林樹種や極相樹種と混植した場合は本種が保護樹 

となる。3)薮や樹林に帯状植栽する場合には東西方向に設定し，伐開幅を広く 

し，直射光が植栽木の樹冠に十分当たるようにする。 

アルゼンチンではチャ （Thea Sinensis）などの永年作物と混植し， アグロ 
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育 苗
有機物を多く含んだ培養土をポリエチレンバソグ (径 7cm, 高さ 20cm) に

入れ,1 あるいは 2粒ずつ播種する。1容器 (土壌容積 700m‘) に対して NPK

が 4:14:8 の割合て混合した肥料を 2.5g施用する。優良な苗木を効果的に生

産するには,家畜の糞などを十分発酵させた有機質肥料を培養土に加える。

1週間後から発芽が始まり,15~30 日間て発芽は終わるが, ときには 120日

かかる場合もある。前処理を行った場合は 95% 前後, 無処理の場合は 28% の

発芽率てあった。播種床に播いた場合は発芽後 3~5 週間, あるいは苗高 3~6

cm になったところで移植する。裸根苗を使用しても活着は良い。

鞍接法によって適切に接木した場合,30 日後には 100% の成功を収めた例が

報告されている。もちろん挿木によっても繁殖は可能てある。

苗の発育は早く,4~5 か月で苗高 20cm になれば植栽可能となる。苗高 50

cm の苗まで十分植栽可能である。長く太い直根か発達し,側根は少なく,細根

は短いが多い。Rれ渚obf“m との共生は認められていないが, 内生菌根の発生は

調査されている。パラグアイでは菌根の発生と窒素の固定が報告されている。

植栽適地,植栽方法および成長量など

特に稚幼樹の段階では典型的な陽樹の特性を示す。寒さに対しては強い耐性

を持たないため-1℃以下の気温に曝されると霜害を受ける。天然林の成熟木

では-1loC までの耐性を持つ。単軸型の樹形を基本とするが,基部で分岐した

り,大枝が形成され頂端優勢が消失すると不規則な樹形となる。切り株からは

盛んに萌芽する。不定枝の発生も盛んだが,直立型の二叉分枝の典型的な樹形

が崩れるほどではない。特に勢定を行った箇所からの萌芽が多い。定期的な枝

打ちを行えば商業材としての価値はあがる。

植林の際には次の点に注意する。1)一斉林においては陽光を十分にあて,成

長を促進する。ただし,樹形は期待できない。植林地の大部分で 80% 以上の生

存率を示すが,樹高および直径の成長や樹形などは不均質となる。2)先駆樹種

との混植では枝が少なく, 枝振りもよく, 自然落枝が促されるため, 長大な樹

幹が形成された。逆に,二次林樹種や極相樹種と混植した場合は本種が保護樹

となる。3)薮や樹林に帯状植栽する場合には東西方向に設定し,伐開幅を広く

し, 直射光が植栽木の樹冠に十分当たるようにする。

アルゼンチンではチャ (Tた節 制膨れszs) などの永年作物 と混植 し, アグロ
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フォレストリーを行っている。牧場における被陰樹としてもよく利用され，防 

風林帯としての役割もする。この目的で植栽する場合は樹冠の広い大苗か推奨 

される。風に対する抵抗性は大きいが，時に枝か折れたり，根返りを起こす場 

合もある。パラグアイては生きた大枝を杭としてよく利用し，根付いて成長し 

始める例もある。 

本種の自然個体群は減少したため，個体群の‘‘生育地外保存”の必要かある。 

サンパウロ州のInstitute FlorestalおよびEMBRAPA の CNP ・Florestas に 

表13l P . dubium の成長 

欝 植欝隔 鷺声 平欝高平望詩H (＃鷲鼻）土壌タイプ 
38 39 Lrd 

05 － 一 

2.6 - C 

L6 - Trbe 

57 65 一 Lrd 

65 45 Lre 

88 136 一 Lrd 

7 1 10 8 5 4 Lrd 

49 69 29 Lye 

74 10.5 76 Lye 

11 5 13.8 19 6 Lva 

62 5.8 - Lvaap 

11 0 10 9 19.3 Lrd 

42 44 06 Lvaap 

12.1 13 7 14 3 Lrd 

84 145 20 Lrd 

8.9 93 75 Lrd 

8 1 13 8 3 5 Lrd 

23 - -

284 395 - Lr 

21 2 21 4 14.0 Lye 

1 2X15 94 

2 3X2 76 

2 4X3 92 

4 3x2 66 

4 3X3 100 

5 4X2 92 

5 4X4 100 

6 3X3 90 

7 3X2 69 

7 3X2 94 

7 3X2 91 

8 3x2 83 

8 2X1 5 90 

10 3X2 88 

10 3X2 96 

11 3X5 35 

11 3X1 73 

3X3 64 

3X3 98 

一 - 

- 

96 

35 

73
 

64 

98
 

a） 材積は平均樹高および胸高直径（DBH）から計算した。 

b） 土壌タイプ（ブラシル方式）の略号は以下の通り。 

Lrd Latossolo vermeiho escuro C Cambisolo 

Trbe Terra roxa/bruna estruturada Ch Cambissolo hunrndo 

Lye Latossolo vermeiho escuro Lr Latossol roxo 

Pva Podrolico vermaiho amarelo Lre Latossolo roxo eutrofico 

Lvaap Latossolo vermalho amarelo alico podzohzado 

c) Carvalho (1994）の表を改変 
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フォレストリーを行っている。牧場における被陰樹としてもよく利用され, 防

風林帯としての役割もする。この目的で植栽する場合は樹冠の広い大苗か推奨

される。風に対する抵抗性は大きいが, 時に枝が折れたり, 根返りを起こす場

合もある。パラグアイては生きた大枝を杭としてよく利用し, 根付いて成長し

始める例もある。

本種の自然個体群は減少したため,個体群の“生育地外保存"の必要がある。

サ ンパ ウロ州 の lnst・tuto F1orestal お よび EMBRAPA の CNP ・F1orestas に

表 13 1 P. α吻 mm の成長

蓮鱈 植嘉一 稀肝 平均樹高平均DBH(詐発露顎母)土壌タイプ
(m) (Cm)

9
4

76

鑓

濡

側

92

00

90

縫

製

班

83

90

総

%

35

73

鑓

98

1 2×1 5

2 3×2

2 4×3

4 3×2

4 3×3

5 4×2

5 4×4

6 3×3

7 3×2

7 3×2

7 3×2

8 3×2

8 2×1 5

10 3×2

10 3×2

11 3×5

11 3×1

12 3×3

15 3×3
20 -

26 一

3 8 3 9
0 5 -

2‐6 ‐‐

1‐6 ‐‐

5 7 6 5

6 5 4 5

8 8 13 6

7 1 10 8

4 9 6 9

7 4 10-5

11 5 13.8

6 2 5‐8

11 0 10 9

4 2 4 4

12.1 13 7

8 4 14 5

8‐9 9 3

8 1 13 8
2 3 -

28 4 39 5

21 2 21 4

- Lrd

- c

- Trbe

- Lrd

- Lre

- Lrd

5 4 Lrd

2 9 Lve

7 6 Lve

19 6 Lva

Lvaap

19.3 Lrd

0 6 Lvaap

14 3 Lrd

2 0 Lrd

7 5 Lrd

3 5 Lrd

- Lr

14-O Lve

a) 材精は平均樹高および胸高直径 (DBH) から計算した。
b) 土壌タイプ (ブラシル方式 ) の略号は以下の通り。
Lrd Latossolo vermelho escuro CCamblsolo

Trbe Terra roxa/bruna estruturada Ch Camblssolo hum ・do

Lve Latossolo vermelho escuro Lr Latossol roxo

Pva Podzolloo vermalho amarelo Lre Latossolo roxo eutrofiCO

Lvaap Latossolo vermalho amarelo allco podzol ・zado

c)Carvalho(1994) の表を改変
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おいて遺伝子保存およひ品種改良が行われている。 

表13 1 に示したように，成長は早い。ただし，立地条件,植栽条件，由来す 

る産地および個体群によって成長量はかなり異なる。 

病虫害 

パラナ州南部で植栽1年目に鱗翅目のMo lippa sabina およひシャクガ類の 

葉への被害が報告されている。穿孔性のカミキリムシOncideres ulcerosa およ 

ひod 町earn の植林への被害も報告されている。 

文 献 

Carlowitz, P.G von (1991) Multipurpose trees and shrubs ICRAF, 323 pp 

Carvaiho, PER (1994) Espdcies Florestais Brasileiras EMBRAPA -CNPF/SPI, 639プ 

35 pp. 

Chaichanasuwat, 0 , B S P Wang & P Wasuwanich (1990) Evaluating seed quality 

of Peltophorum pterocarum by X -radiography and germination [J W 

Thurnbull (ed ) Tropical tree seed research. ACIAR Proc No 28) pp 63-71 

Hatacharern, C (1995) Checklist of forest insects in Thailand 392 pp 

Lemmens, RH M J & Wulijarni-soetjipto, N (1992) Plant resources of South-East 

Asia No 3, Dye and tannin-producing plants PROSEA 195 pp 

Lorenzi, H . (1992) Arbores Brasileiras Editora Plantarum LTDA 352+16 pp 

National Academy of Sciences (1979) Tropical legumes Resources for the future 

National Academy of Sciences, 3Sf pp. 
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14‘ ペリコプシス属（Pericopsis) 

学名：Perzcopszs spp-

マメ科マメ亜科 

松本 陽介 

Pericopsis 属の材は，例えばPelata (Harms) van Meeuwenでは，1948年 

に西アフリカで行なわれた国際的商取引以降，“世紀の掘出物’’と言われ，チー 

ク （Tectona grandis） 材の代用品またはそれ以上の材としての定評かあり， 

Khaya 属のアフリカマホガニーより高級・高価な材と言われている （NAS 

1979 ; FA0 1986)。アジアにおけるP mooniana (Thwaites) Thwaites にお 

いても同様て, インドネシアではビャクダン材（Santalum album)， コクタン 

材のjospy,'vs celebica)，およひサオケチック材（Manzlkara kauki）と同等の 

最高級材である。 

原産国から日本や欧米各国が輸入しているか，その量は年々減少し，現在て 

は非常にわすかてある。資源枯渇が極度に進行しているからてある。例えば， 

Fe 危ta は現在絶滅の危機に瀕しており，CITES 国際協定（通称，ワシントン 

条約）にすてに記載されている。またR moon lana においても，1992年にワシ 

ントン条約の貿易を全て公式に記録する必要かある補遺IIに含めることが提 

案された（採択には至らなかった）経緯がある。 

このように，PericopsIn 属の樹種からは非常に有用で，高価な材か得られる 

が,残念なから， これまで原木は天然林からの伐採に依存しており，その造林 

はほとんど行われていない。 したがって，正確な知見も十分には得られていな 

いため， ここでの記述も不十分なものてあるが，その人工造林の重要性を指摘 

する意味においても, あえてこの属の樹種の造林特性を解説したい。 

なお，P moontana は，英語てはNaridu wood, Nedun tree と呼ばれ，イン 

ドネシアては一般的にKayu kuku，スラウJr.シではKayu abesi papus，イリ 

アンジャヤではNan laut，マレーシアの半島部およびサバ州ではKayu laut, 

マレー半島部てはMerbau lautとも呼ばれ，またフイリピンのヒサャ地方で 

脚庄 ここては， 主に， ある程度まとまった記述かあるP moon Lana について記述 

する。特にことわらない場合にはSidiyasa ら（1994）の著述をもとに記述し 

ている。 たたし， 原著の不明瞭な出典記載のためR moonlanaに関する記述 

てあるのかどうか不明な箇所もある。末尾にあげた文献等を参照頂きたい。 

14. ペ リコプシス属 (Pericopsis)

学 名 :PenCopSZS SPP ・

マメ科マメ亜科

松本 陽介

拘 れcopszs 属 の材 は , 例 えば Pe 幻加 (Harm vanMeeuwen で は ,1948 年

に西アフリカで行なわれた国際的商取引以降,“世紀の掘出物" と言われ,チー

ク ( 8czom g細れαzs) 材の代用品またはそれ以上の材としての定評があり,

X脚知 属のアフリカマホガニーより高級 ・高価な材と言われている (NAS

I979;FAO I986)。アジアにおける P moo “賜れα (Thwaites)Thwaites にお

いても同様て , インドネシアではビャクダン材 (S卿 幻彰m α功"m), コクタン

材 (Dzospwos c認め Z餌 ), およひサオケチ ック材 (肌α燭Z卿 m 鉱“たz) と同等の

最高級材である。

原産国から日本や欧米各国が輸入しているが, その量は年々減少し, 現在て

は非常にわすかてある。資源枯渇が極度に進行しているからてある。例えば,

P ezozαは現在絶滅の危機に瀕しており,CITES 国際協定 (通称, ワシントン

条約 ) にすてに記載 されている。また moo れ乙α“αにおいても,1992 年にワシ

ントン条約の貿易を全て公式に記録する必要かある補遺 11に含めることが提

案された (採択には至らなかった)経緯がある。

このように,RedCO 鰹 zs属の樹種からは非常に有用で, 高価な材か得られる

が, 残念なから, これまで原木は天然林からの伐採に依存しており, その造林

はほとんど行われていない。したがって, 正確な知見も十分には得られていな

いため, ここでの記述も不十分なものてあるが, その人工造林の重要性を指摘

する意味においても, あえてこの属の樹種の造林特性を解説したい。

なお , P moo れm 筋 は , 英 語 て は Nandu wood,Neduntree と呼 ばれ , イ ン

ドネ シアて は一般 的 に Kayu kuku, ス ラ ウェシで は Kayu abesl papus, イ リ

ア ンジ ャヤで は Narilaut, マ レー シアの半 島部 お よびサバ州 で は Kayulaut,

マレー半島部ては Merbau laut とも呼ばれ , またフィリピンの ヒサヤ地方で

脚注 ここては, 主に, ある程度まとまった記述かあるP mooれ脇卿 にっいて記述
する。特にことわらない場合には S1diyasa ら (1994) の著述をもとに記述し
ている。 たたし, 原著の不明瞭な出典記載のため F mooれmm に関する記述
てあるのかどうか不明な箇所もある。末尾にあげた文献等を参照頂きたい。
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は Makapilit と呼ばれている。 また, P elata は Golden afromosia, 

Kokrodua, Asamela, Afncan teak などと呼ばれている （NAS 1979) 

分 類 

Pericops is 属は以前にはアジアに分布するP moon iana l 種とされ， アフリ 

カに分布する」4戸ormosia 属とは別の属とされていた。 しかし，生化学的手法 

を用いた研究,および形態比較の再検討から，現在，両属はPor記0pSお属に統 

一されている。一方では，Jコ己ricopsts 属には小托葉がなくAfrormosia 属には 

あること，およひ隔離分布していることから，この2属を旧来のように別にす 

べきだとする意見もある。 しかし， スリランカおよひスマトラ産のP moon-

tana には小托葉があるので，Afrormosza 属のPericopsis 属への編入は，無理 

のない大方の見解であろうと思われる。 

Pericopsis 属には，P mooniana, P elata の他に，アフリカのマラウィ，ザ 

ンビア，および旧ローデシアの高温湿潤地方に自生し，大木となるP 

angolensis Harms，その材がP elata とほとんど同等で，より乾燥した地域す 

なわちアフリカのセネガルからスーダン,および力メルーンからザイール北部 

のサバンナに分布するPi laxijiora (Benth- ex Bak) van Meeuwen などがあ 

る（NAS 1979)。しかし，P moon tanaやP ala加の造林特性に関する情報すら 

少ないか，それ以上にこれらの種の情報は見あたらないため，以下の記述にお 

いては省略する。 

近縁種 

PbricopSお属は,東南アジアから熱帯アメリカにかけて生育する（フrmosia 属 

および熱帯アフリカに生育するHaplormosta 属に近縁である。花盤および耳 

形の翼弁と竜骨弁を持っ点でOrmosia 属と異なり，背着葯を有しまた耳形の 

翼弁と竜骨弁を持っ点でHap加rmosia 属と異なる。 

分 布 

P moon lana の分布域はアジアに制限されるか， その分布は広くスリラン 

カ，マレー半島，スマトラ南部，ボルネオ東部（サバ，東カリマンタン）， フィ 

リピン （ミンダナオ），スラウェシ，モルノカ諸島,ニューギニア，およびミク 

ロネシア（ヤソプ，バラオ，ポナぺ） にわたる。しかしながら，本種は自生地 

93

は Makap ・lit と呼 ばれて い る。 また , P BZQ娘 は Golden afromosia,

Kokrodua, Asamela,Afncan teak な ど と呼 ばれて い る (NAS I979) 。

分 類
Pe71coのszs属 は以前にはアジアに分布する P 創o肌 幻加 1種 とされ, アフリ

カに分布するA方omos 幻属とは別の属とされていた。 しかし, 生化学的手法

を用いた研究, および形態比較の再検討から, 現在, 両属は Fe燭copsis属に統

一されている。 一方では,P を肌.copszs属には小托葉がな くAお oγ%なosm 属には

あること, および隔離分布していることから, この 2属を旧来のように別にす

べきだとする意見 もある。 しか し, ス リランカおよびスマ トラ産の P moo ル

mm には小托葉があるので ,A 方 oγの osm 属の Fe“coのszs属への編入は, 無理

のない大方の見解であろうと思われる。

Fe"Cops お 届 には ,P 粥 ooれ溺れα,P B如幻 の他 に , ア フ リカの マ ラウ ィ, ザ

ンビア, および旧ローデシアの高温湿潤地方に自生 し, 大木 となる P

α“go膨れszs Harms, その材が P eにZαとほとんど同等で , より乾燥 した地域す

なわちアフリカのセネガルからスーダン, およびカメルーンか らザイール北部

のサバンナに分布する P 卿ズ耀om(Benth ‐exBak)van Meeuwen などがあ

る (NASI979) 。しか し,Pmoo れm72αや P BZQね の造林特性に関する情報す ら

少ないが, それ以上にこれらの種の情報は見あたらないため, 以下の記述にお

いては省略する。

近縁種
Pencopsis 属は,東南アジアか ら熱帯アメリカにかけて生育する 07mosm 属

および熱帯アフリカに生育する品物 ZO鰯吃osm 属に近縁である。花盤および耳

形の翼弁と竜骨弁を持つ点で 07惚 osm 属と異なり, 背着薪を有しまた耳形の

翼弁と竜骨弁を持つ点で鼠αpわγmOSZQ 属と異なる。

分 布
P 伽oo“ねれαの分布域はアジアに制限されるか, その分布は広くスリラン

カ, マレー半島 , スマ トラ南部 , ボルネオ東部 (サバ , 東カ リマンタン), フィ

リピン (ミンダナオ ), ス ラウェシ , モ ル ソカ諸 島 , ニ ューギ ニア , お よび ミク

ロネシア (ヤ、ノプ, パラオ, ポナペ ) にわたる。 しか しなか ら, 本種は自生地
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における天然更新は活発てはないという。 

現在，マレー半島，カリマンタン, スラウェシ，およびスリランカなどの地 

域でP moon記na は稀少種となっている。ゴムや油椰子のプランテーション造 

成，および略奪伐採の結果である。ある程度まとまった分布は，イリアンジャ 

ヤ西部，パプアニューギニア西部，および南スラウュシなどて見られるか，そ 

れも局所的に分布するに過きないという。ちなみに，イリヤンジャヤ西部にお 

ける1962年時点での蓄積量は，立木材積で60万Ill3であったという。 

P cia加はアフリカの西海岸諸国，主に象牙海岸，ガーナ，ガボン,およびザ 

イールの半落葉林地域に分布している。 いくつかの地域では純林に近い状態で 

広く分布していたか，1950年頃以降の商業的略奪伐採により，現在は象牙海岸 

とガーナの国境地域以外にはまとまった森林は見られない（NAS 1979 , FAD 

1986)。 

このようにPbricopsis 属は，アジア同様にアフリカてもまとまった面積の天 

然分布はかなり減少しているようてある。ちなみに，アフリカでは，ガーナ, 

カメルーン，ザイールおよひその他の国々で,それぞれ2-'3km2の保護区を設 

定しつつあるという。 

形 態 

P mooniana は, アジアの主要な熱帯降雨林構成樹種と比べて中程度からや 

や大きくなる樹種である。 高さ4Gm に達し，幹は真直ぐかまたは曲かり，約 

2Gm の高さまで枝かない,すなわち,陰樹冠をほとんど作らない樹種であると 

いう。直径100 cm に達する個体もあり，幹の基部には僅かな板根を作る。樹皮 

は柔らかくて薄く，赤みを帯び，薄板状に剥がれる。複葉は互生し，奇数羽状 

で，5~8 枚の小葉がある。小葉は，互生またはや、対生し，卵形ないし楕円形， 

長さ4-9cm，幅25-Scm で，基部は丸く，先端は鋭形ないし広鋭線形，約7 

対の側脈を有する（図14 1)。托葉は早落性で，小托葉は微小またはない。 

Pdataは樹高45 m ，直径150 cm に達し，扇形の樹冠を形成する。幹は通常 

真直ぐで，約3Gm まで枝がなく,通常小さな板根がある（NAS 1979)。また, 

FAO (1986）によれば，複葉は互生しその軸は無毛で長さ8-iS cm。小葉は無 

毛で互生し基部は丸く，S-12枚,長さ3-'7cm，幅15-Scm であるが先端に 

近いものほど細長い。小托葉は長さ3mm 程度である。さらに，通常，苗木の 

ほうか成熟木より葉の長さが長いという。 

　　

における天然更新は活発てはないという。

現在 , マレー半島, カ リマンタン, スラウェシ, およびス リランカなどの地

域で P 粥ooれねれαは稀少種 となっている。ゴムや油榔子のプランテーション造

成, および略奪伐採の結果である。ある程度まとまった分布は, イリアンジャ

ヤ西部 , パプアニューギニア西部 , および南 スラウェシなどて見 られるか , そ

れも局所的に分布するに過ぎないという。ちなみに, イリヤンジャヤ西部にお

ける 1962年時点での蓄積量は, 立木材精で 60万 m3 であったという。

P BZQ粥 はアフリカの西海岸諸国 , 主に象牙海岸 , ガーナ, ガボン, およびザ

イールの半落葉林地域に分布している。いくつかの地域では純林に近い状態で

広く分布していたが,1950年頃以降の商業的略奪伐採により,現在は象牙海岸

とガーナの国境地域以外にはまとまった森林は見られない (NAS I979,FAO

I986)。

このように劫 dCO鰹 zs属は, アジア同様にアフリカてもまとまった面積の天

然分布はかなり減少 しているようてある。ちなみに, アフリカでは, ガーナ,

カメルーン,ザイールおよびその他の国々で , それぞれ 2~3km2 の保護区を設

定 しつつあるという。

形 態
P moo" ねれαは, アジアの主要な熱帯降雨林構成樹種と比べて中程度からや

や大きくなる樹種である。高さ 40m に達し, 幹は真直ぐかまたは曲がり, 約

20m の高さまで枝かない,すなわち,陰樹冠をほとんど作らない樹種であると

いう。直径 10ocm に達する個体もあり,幹の基部には僅かな板根を作る。樹皮

は柔らかくて薄く, 赤みを帯び, 薄板状に剥がれる。複葉は互生し, 奇数羽状

で,5~8 枚の小葉がある。小葉は,互生またはや 対生し,卵形ないし楕円形,

長さ 4~9cm, 幅 25~5cm で , 基部 は丸 く, 先端 は鋭形ないし広鋭線形 , 約 7

対の側脈を有する (図 141)。托葉は早落性で, 小托葉は微小またはない。

Fe 卿雄は樹高 45m, 直径 150cm に達し,扇形の樹冠を形成する。幹は通常

真直ぐで, 約 30m まで枝がなく, 通常小さな板根がある (NAS I979)。また,

FA0(1986) によれば,複葉は互生しその軸は無毛で長さ 8~15cm 。小葉は無

毛で互生 し基部は丸 く,8~12 枚 , 長さ 3~7cm, 幅 15~3cm であるが先端に

近いものほど細長い。小托葉は長さ 3mm 程度である。さらに, 通常, 苗木の

ほうが成熟木より葉の長さが長いという。
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複葉と花序 

、 

花弁 

管 さや 

図14. 1 P mooniana の花序の付いた枝，花弁，およびさや 

[Sidiyasa ら（1994） をー部改変〕 

開花・結実 

P moontana の花序は総状または円錐形で,腋生または頂生し，苞葉と小苞 

葉は微小て，非常に早く脱落する。花は両性で長さ約2 cm である。萼は鐘形で 

長さ約15 mm ，外側に押しっぶされた柔毛,内側に密に綿毛があり，鋭形の5 

裂片に分かれ， このうち2つはやや短く，長さの半分以上の部分は癒合してい 

る。 

花冠は蝶形で，竜骨弁は一部圧縮された形状，翼弁は耳形，無毛，濃紫色で 

ある。雄ずいは10本,同長で，離生する。葯は小さく，楕円体ないし長楕円体， 

背着生である。子房は有柄で，胚珠は1 '-'6 個，縁に沿って軟毛があり，花柱は 

先端が鈎状となって頂端に小さな柱頭かある。子房基部に花盤がある。 

果実はやや木化した長楕円形のさやで，平らな形状，非裂開性，有柄だが基 

部は狭く，先端はくちばし状て，周縁に沿って翼かあり，無毛，中央近くかく 

びれる場合がある。 

種子は大きく，扁平な円形ないし楕円形，赤褐色で，先端に円形のへそがあ 

る。樹上発芽は行わす，地上に落ちてから発芽する。花期および果実の成熟時 

期は，例えば西ジャワては，12月～2月および4月～7月である。また，開花結 

実は毎年はおきない。 
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花弁 q珍

図 14.l p moo “mm の花序の付いた枝 , 花弁 , およびさや

〔S1dlyasa ら (1994) を一部改変〕

開花・結実

P moo〃撚れαの花序は総状または円錐形で, 液生または頂生し, 包葉と小萄

葉は微小て,非常に早く脱落する。花は両性で長さ約 2cm である。尊は鐘形で

長さ約 15mm, 外側に押しつぶされた柔毛, 内側に密に綿毛があり, 鋭形の 5

裂片に分かれ, このうち 2つはやや短く, 長さの半分以上の部分は癒合してい

る。

花冠は蝶形で,竜骨弁は一部圧縮された形状,翼弁は耳形,無毛, 磯紫色で

ある。雄ずいは 10本 ,同長で,離生する。菊は小さく,楕円体ないし長楕円体,

背着生である。子房は有柄で, 歴珠は 1~6 個,縁に沿って軟毛があり,花柱は

先端が鈎状となって頂端に小さな柱頭かある。子房基部に花盤がある。

果実はやや木化した長楕円形のさやで,平らな形状,非裂開性,有柄だが基

部は狭く, 先端はくちばし状て, 周縁に沿って翼かあり, 無毛, 中央近くかく

びれる場合がある。

種子は大きく, 扇平な円形ないし楕円形, 赤褐色で, 先端に円形のへそがあ

る。樹上発芽は行わす,地上に落ちてから発芽する。花期および果実の成熟時

期は,例えば西 ジャワては,12 月 ~2 月および 4月 ~7 月である。また, 開花結

実は毎年はおきない。



96 

P dataはFAQ (1986）によれば，細長い総状・円錐花序で，花軸は有毛。 

花は白色で，通常長さ15 mm ,幅13-14 mm ～萼の外側は有毛，縁は明瞭な鋸 

歯状の切込みがある。さやは長さ17cm，幅2.5 cm で，平らな形状，淡明褐色， 

通常3個の種子が入り，種子の色は赤みかかった褐色である。また，豊凶はあ 

るが，アフリカでは毎年結実するという。 

種子の取扱い・育苗・植栽 

本属の樹種の種子には休眠期かないようである。そのため，土中保存をしな 

ければ3 か月以上の貯蔵は困難で，土中保存をしても6 か月以上の貯蔵は困難 

と思われる。F elata では採取後すぐに播いて，90％弱の発芽率か得られた例 

(NAS 1979）がある。また，FAQ (1986）によれば，8'-'l0 日で発芽し，挿木 

も容易であるという。 

苗の成長は遅い。苗畑の日陰に植えた場合は最初の2か月で2 cm成長し， 

日向では1か月に僅か0 5 cm しか成長しない。成長ホルモンによる成長促進 

効果は認められるという。 苗の山出しは，通常，高さ16-'20 cm, 5~7 葉と 

なった頃で，通常，植栽前に全摘葉し，主軸およひ直根を短く切りつめると良 

い。なお，植栽苗に山引き苗を用いる場合，高さ30'-'40 cm の苗で良い結果か 

得られているという。 

適 地 

この属の適地に関する情報は少ないので，生態分布から類推するしかない。 

F mooniana は主に海岸林に散在するか，川岸および標高200 (-'350) m まで 

の定期的に冠水する森林にも混交する（Whitmore 1972)。 スラウェシ南東部 

では， 本種はActtnodaphne 郎omerata, Calophyllum soulattri, Dehaasia 

curtzszz およびMetros詔eros pettok加と混生するという。 

アフリカに分布するFe臨加はNAS (1979）によれば，根粒が多いことで知 

られており，比較的やせた砂質レコソルの常緑林または半落葉性林に主に混交 

するという。また,年降雨量750-2,000 mm で，3~4 か月の乾季（月降水量60 

mm 以下）を有する気候条件て，生育が良いという。 

また,FAQ (1986）によれば，F elata は，4月～10月の雨季（5月～6月と 

9月～10月の2回の雨量が多い）を有し，年降水量1,270 -'l,SOO mm ，平均的に 

25 -' 26℃の気温の地域に自生が多いという。さらに，低地においては洪‘沖積 
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P e如娘は FA0(1986) によれば, 細長い総状 ・円錐花序で, 花軸は有毛。

花は白色で,通常長さ 15mm, 幅 13~14mm 。尊の外側は有毛,縁は明瞭な鋸

歯状の切込みがある。さやは長さ 17cm, 幅 2.5cm で , 平 らな形状 , 淡明褐色 ,

通常 3個の種子が入り, 種子の色は赤みかかった褐色である。また, 豊凶はあ

るが, アフリカでは毎年結実するという。

種子の取扱い・育苗・植栽

本届の樹種の種子には休眠期がないようである。そのため, 土中保存をしな

ければ 3か月以上の貯蔵は困難で,土中保存をしても6か月以上の貯蔵は困難

と思われる。P BZのαでは採取後すぐに播いて,90% 弱の発芽率が得られた例

(NAS I979) がある。また,FA0(1986) によれば,8~10 日で発芽し, 挿木

も容易であるという。

苗の成長は遅い。苗畑の日陰に植えた場合は最初の 2か月で 2cm 成長し,

日向では 1か月に僅か 05cm しか成長しない。成長ホルモンによる成長促進

効果は認められるという。 苗の山出しは, 通常 , 高 さ 16~20cm,5~7 葉 と

なった頃で, 通常, 植栽前に全摘葉し, 主軸およひ直根を短く切りつめると良

い。なお, 植栽苗に山引き苗を用いる場合, 高さ 30~40cm の苗で良い結果が

得られているという。

適 地
この属の適地に関する情報は少ないので, 生態分布から類推するしかない。

P mooれねれαは主に海岸林に散在するが,川岸および標高 200(~350)m まで

の定期的に冠水する森林にも混交する (Wh・tmore l972)。スラウェシ南東部

で は , 本 種 は Ac 互助 血 ゐた“8 g‘ome 粥 ね , Cdop ね“‘“舵 s剛 卿 #冗,DB ね鯛 siα

c“中細 および財 eおosiαのospg カメα郷 と混生するという。

アフリカに分布するP e‘のαは NAS(1979) によれば,根粒が多いことで知

られており,比較的やせた砂質しコソルの常緑林または半落葉性林に主に混交

するという。また,年降雨量 750~2,00omm で ,3~4 か月の乾季 (月降水量 60

mm 以下) を有する気候条件て, 生育が良いという。

また,FA0(1986) によれば,P BZQZQ は,4 月 ~10 月の雨季 (5月 ~6 月 と

9月 ~10 月の 2回の雨量が多い) を有 し,年降水量 1,270~1,500mm, 平均的に

25~26 ℃の気温の地域に自生が多いという。さらに,低地においては洪・仲積
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地形に分布するか，地質的には，酸性岩起源のラテライトと黒雲母結晶片岩質 

の花崗岩の混ざる場所で生成された砂質壌土，すなわち，ケイ石と鉄集積物を 

含む砂質な赤黄色土か堆積する尾根から斜面上部に分布し，腐植層は18'--21 

cm であるという。 

さらに，P. data は湿潤半乾燥林で，Antiaris chiorophora と混生して，―般 

的には散生するが場所により群生して分布する（FA0 1986)。 

成 長 

一般にこの属は成長か遅いと考えられている。 スリランカ産のP moon加na 

の種子をフィリピンで育てた例では，植栽4年後の樹高は1.9 m てあった。 同 

じくスリランカ産の種子を西ジャワて育てた例では，10年後に花が咲き，実が 

なり始めたという。 

一方，P elataでは,NAS (1979）によれば，ガーナにおいて当初1年間の樹 

高成長は平均で85cm（最高2.7 m ）であるか，樹齢8年の個体では年直径成長 

量は3crrlであったという。 

人工造林 

チーク造林の知見は集積しているが，本属については，アジアおよびアフリ 

カにおいてもわすかな経験しかなく，知識の集積は乏しい。Pelata の例では， 

造林木の主軸か横臥し通直に育たないという（NAS 1979） 遺伝子選抜に関す 

る研究を行う必要かある。 

自生地での天然更新は僅かて，その原因は，光要求度が高く,光量か不足す 

ると根粒形成か出来なくなるという報告（Ampofo 1972 , Ampofo & Lawson 

1972） もあり,苗木と成木で葉の形態が異なる（FAQ 1986）ことなどから類推 

して，根圏土壌の通気・排水性を要し，被陰および乾燥に弱い樹種特性を有す 

ると思われるが，成長の制限要因とその優先順位に関して，今後の科学的な解 

明か待たれる。 

一般に，熱帯降雨林地域と言えども一時的な乾燥は強いので，既存の森林を 

利用した日陰植栽，すなわち林冠下の列状植栽または群状植栽によらなけれ 

ば，本属樹種の人工更新は難しいと思われる。 
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る研究を行う必要かある。
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一般に,熱帯降雨林地域と言えども一時的な乾燥は強いので,既存の森林を
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病虫害 

P moon lana の実生苗は立枯病になることか多いという。苗畑では，大型の 

コオロギの一種であるBrachytrypas portento sus に被害を受けるという。 ま 

た，P data では，Lamprosema lateritialts により葉の食害を受ける （FAQ 

1986)~ 

用 途 

P moon lana の材は非常に美しいので，アジアにおいて装飾材としての価値 

か非常に高い。材はやや重いか，または重く，硬い。心材は新鮮なときは黄褐 

色で，風雨に曝されると金褐色～暗褐色に変わる。通常は色の濃い不規則な縞 

があるという。辺材部は数cm 程度と比較的幅が薄く，色は明黄褐色で，はっ 

きりと心材と区別できる。水分含量12％での密度は650-'900 kg/rn3である。 

木理は交走し，肌理は細かいか，やや粗い。なお，材の性質については， 

Sidlyasa ら（1994）に詳しいので参照されたい。 

P elata の材は，例えは米国ではチーク製家具と同等に高値で売られていた 

という。アフリカマホガニー（Khaya 属の種）材より高価で，アフリカにおけ 

る最高級材であるという。この材の比重は平均0 65（絶乾比重約0.57）で,ホワ 

イトオークよりも重く，丈夫てある。乾燥に時間がかかるが，収縮や反りか少 

なく，加工性に富む。腐朽および害虫抵抗性が高く，染色，研磨，曲げ加工, 

接着等の加工性も高い （NAS 1979; FAQ 19S6)。 

このようにPbricop515 属の材は,チーク材の代用またはそれ以上の性能を持 

つ材として，家具の素材，ろくろ製品，高級な指物細工品，床の寄木素材，店 

舗用装飾建具，パネルおよひベニヤ素材等に利用される。また,大型建造物用 

にも適していて，造船（特に，手すり，甲板）,橋，建物のドアや窓枠，車体， 

および淡水ての工作物に利用されている。さらに，材はおそらく海水に浸かる 

港湾工作物にも利用てきると考えられるが， フナクイムシなどに対する耐性な 

ど， この方面の実用化試験はまだ行われていないという。 

文 献 
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た,P B鉱奴 では,L αmpγosβ粥α卿彫れ"錫格により葉の食害を受ける (FAO

I986)。

用 途
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木理は交走 し, 肌理は細かいか, やや粗い。なお, 材の性質については,

Sidiyasa ら (1994) に詳しいので参照されたい。

P e超すαの材は, 例えば米国ではチーク製家具と同等に高値で売られていた
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15． ビルマカリン（Burma padauk) 

学名：Pterocarpus macrocarpus Kurz 

マメ科マメ亜科 

酒井 正治 

本種はビルマパドウク（ミャンマー）,プラドー（タイ）の名でよく知られ， 

アジアではよく見られる樹種である。みずみずしく茂った緑の葉で大きな日陰 

をつくり，多量の黄色の花をつける。また，用途の広い貴重材がとれる。ビル 

マカリンはシタン， コクタン， タガヤサン， ピャクダンなどの唐木の1つで， 

材の色調が美しく日本では昔から銘木として珍重されている。 

属の学名Pterocaゆus は ptero＝翼のある，carpus ＝二果実に由来する。 つま 

り， 果実は種子を囲む径約5cm の円形の紙のような翼を持つ。 カリンと呼ば 

れる樹種に， 本種以外ではアジアに広範囲に分布するPteroca,us indIcus が 

あり，これはフィリピンの通称名からナラとも呼ばれる（第2 巻）。 

本種はF. indicus と非常に近い関係にあり，それらの違いを見分けるのは難 

しい。それらの差を強いていえば，本種の果実はR 加dicusより大きく,黒っ 

ぽい。また，果実の中央の浮き上がった筋が顕著である。材の性質もよく似て 

おり，区別するためには，木材やその水浸出液の蛍光等の利用か有効である。 

つまり，本種では木片の水浸出液は紫外線により青色の蛍光を発するが，Pin-

dicus では水浸出液は日光によっても蛍光を発し，紫外線により黄色を帯びた 

蛍光を発する違いが認められる（須藤1963). 

本種は樹高はせいぜい3Gm,胸高直径が70cm くらいの落葉高木であるが, 

プェルトリコでは樹高39 m ，胸高直径1.7m の木（約64年生）が見つかってい 

る。葉は互生で長さ5'-'lGcm の小葉7~9 枚をもった奇数羽状複葉である。大 

きな老木には基部に板根があり,芯はほんど中空になっている。樹皮は灰褐色 

で粗く縦に割れる。本種は極めて重要な造林樹種であり，成長や材の価値は 

チークに次ぐものと考えられる。 

分 布 

本種はミャンマー， タイ北部，カンホジア，ペトナムにかけて分布する（図 

15 i）。北の分布緯度は約24。 N で， 分布の南側ではP indicus の分布と重な 

　　　

15. ビルマカ リン (Burma padat1k)

学名 :跨げ o鯛ゆ硲 創αげocαゅ "sKurz

マメ科マメ亜科

酒井 正治

本種はビルマパ ドウク (ミャンマー), プラ ドー (タイ) の名でよく知 られ ,

アジアではよく見られる樹種である。みずみずしく茂った緑の葉で大きな日陰

をつくり, 多量の黄色の花をつける。また, 用途の広い貴重材がとれる。ビル

マ カ リンは シタ ン, コ ク タ ン, タガヤサ ン, ビ ャクダ ンな どの唐木 の 1 つ で ,

材の色調が美しく日本では昔から銘木として珍重されている。

属の学名 乃 grocαゆ "s は ptero= 翼のある,carpus= 果実に由来する。 つま

り, 果実は種子を囲む径約 5cm の円形の紙のような翼を持つ。 カリンと呼ば

れる樹種に, 本種以外ではアジアに広範囲に分布する P≠grocqゆ“s zれα虎雄 が

あり, これはフィリピンの通称名からナラとも呼ばれる (第 2巻)。

本種は 初山伽sと非常に近い関係にあり, それらの違いを見分けるのは難

しい。それ らの差を強いていえば, 本種の果実は P Zれαz靴 s より大 きく, 黒 っ

ぽい。また, 果実の中央の浮き上がった筋が顕著である。材の性質もよく似て

おり, 区別するためには,木材やその水浸出液の蛍光等の利用か有効である。

つまり,本種では木片の水浸出液は紫外線により青色の蛍光を発するが,P Iル

dzcz‘sでは水浸出液は日光によっても蛍光を発し, 紫外線により黄色を帯びた

蛍光を発する違いが認められる (須藤 1963)。

本種は樹高はせいぜい 30m, 胸高直径が 70cm くらいの落葉高木であるが,

プエルトリコでは樹高 39m, 胸高直径 1.7m の木 (約 64年生)が見つかってい

る。葉は互生で長さ 5~1ocm の小葉 7~9 枚をもった奇数羽状複葉である。大

きな老木には基部に板根があり, 芯は;まんど中空になっている。樹皮は灰褐色

で粗く縦に割れる。本種は極めて重要な造林樹種であり,成長や材の価値は

チークに次ぐものと考えられる。

分 布
本種はミャンマー, タイ北部 , カンホジア, ベ トナムにかけて分布する (図

151)。 北の分布緯度は約 24oN で, 分布の南側では P z〃dic“sの分布と重な
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図15 1 ヒルマカリンの分布［Francis (1990）より］ 

る。ミ十ンマーては夏や初秋に集中するモンスーンによる雨が年間1,000mm 

-'2,000 mm の範囲で主に生育し，月平均気温は約24℃である。 

本種は一般に森林の中てはまばらにある木で，森林全体の蓄積の1％を超え 

ることはない。ミャンマーては乾燥型混交林で典型的に出現し， しばしばチー 

クと混生する。タイては乾燥フタバガキ林内にも存在するが，落葉混交林では 

主要な構成樹種である。砂質土壌によく認めれる0xytenanthera albociliata や 

竹の成長の良い立地てよく認められる。また，プェルトリコ，フロリダ， トリ 

ニダード, キューバ，インドては景観樹として広く植えられている。 

適 地 

本種は排水のよい土壌を好み，砂質壌土の土性が最もよい。貧弱な浅い土壌 

の乾燥したラテライト土壌でも，ときどき本種が認められることから，排水が 

よければ土壌を選ばないと言えるが，そのような貧弱な土壌では成長か抑制さ 

れる。丘陵地から緩やかな起伏地にかけて，標高760m まで広がっている。地 

質的には片麻岩,変成岩，石灰岩，砂岩，頁岩などに生育する。 

開花‘結実 

ミャンマーては3月～5月，プェルトリコでは6, 7月に開花する。 どちらも 

暑い時期で, しかもミャンマーでは乾燥した時期でもある。ミカンに似た淡い 
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図 151 ヒルマカリンの分布 【Franc・s(1990) より]

る。 ミャンマーては夏や初秋に集中するモンスーンによる雨が年間 1,00omm

~2,00omm の範囲で主に生育 し, 月平均気温は約 24oC である。

本種は一般に森林の中てはまばらにある木で, 森林全体の蓄積の 1% を超え

ることはない。ミャンマーては乾燥型混交林で典型的に出現し, しばしばチー

クと混生する。タイては乾燥フタバガキ林内にも存在するが, 落葉混交林では

主要な構成樹種である。砂質土壌によく認めれる ozy肥れα煽れg劣ロメbomi のαや

竹の成長の良い立地てよく認められる。また, プエル トリコ, フロリダ, トリ

ニダー ド, キューバ , インドては景観樹 として広 く植えられている。

適 地
本種は排水のよい土壌を好み,砂質壌土の土性が最もよい。貧弱な浅い土壌

の乾燥したラテライト土壌でも, ときどき本種が認められることから, 排水が

よければ土壌を選ばないと言えるが, そのような貧弱な土壌では成長が抑制さ

れる。丘陵地から緩やかな起伏地にかけて, 標高 760m まで広がっている。地

質的には片麻岩, 変成岩, 石灰岩, 砂岩, 頁岩などに生育する。

開花・結実

ミャンマーては 3月 ~5 月 , プエル トリコでは 6,7 月に開花する。どちらも

暑い時期で, しかもミャンマーでは乾燥した時期でもある。ミカンに似た淡い
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香りを発する黄色い花はおよそ1 6 cm の大きさて,円錐花序にたくさん咲く 

（クラビア26）。開花3,-,4 か月後，果実は成熟し徐々に落下する。成熟した果実 

（さや）は扁平な直径約5cm の大きさで，淡い色の紙状の翼を持ち，その中に 

長さ05--1 cm の茶色のマメの形をした種子か1'-3個入っている。さやは大 

きな翼を持っているけれども，重くて樹冠の範囲位しか飛ばない。 

種子の取扱いと育苗 

東北タイのサケラートでの実績によれば以下の通りである（Kawabata 

1989）。 9, 10月に地面に落下したさやを拾い集め，時には木登りして採取する。 

採取した果実は3,-5 日天日に干し， 乾燥した果実から種子を取り出す。 この 

際，翼をはすすために，ハサミを使ってこの作業を行うと1時間に50g の種子 

しか採取てきないが,種子脱離機を使うと1時間に265kg の種子を効率よく 

取り出すことかできる。 さらにこの機械を使用すると，発芽率が高まる。これ 

はハサミを使う場合,一定量に達するまて長時間放置されるため著しい発芽率 

の低下か起こるためてある。Francis (1989）によると，プェルトリコて, さや 

をはすす場合とはすさない場合の発芽率を比較した結果，さやをはずした場 

合，5 日て発芽し始め，2週間で70％の発芽率だが，さやをはすさない場合，11 

日目て初めて発芽し， しかも2 か月でえられた苗木は100個のさやから64本 

だけであった。1kgの種子には約3,400 粒が含まれる0 これらの種子を湿気か 

入らないようにコンテナーで常温で保管する。 

発芽率を高めるために，播種前に2 日間冷水に浸す。播種床にlnil2当たり約 

1kg の種子を均ーに播き，播種床が乾かないように稲わらを敷く。発芽率は平 

均42％と他の樹種に比べ極めて低い。播種後1週間前後に発芽し，発芽後3-

10 日目，高さ3-S cm になるとポノトに移植する。ポソトは一般によく使用さ 

れる4inX61n のプラスチソクパッグ（直径6.5 cm，深さ15cm）で，用土は堆 

肥，灰，表土，砂を3:3 1:1の割合で混ぜたものを使う。移植直後は被陰下 

におき，灌水を1日に2回行う。約3 か月で高さ5-15cm になり，その後適時 

覆いをはずし，直射日光に当て，8-9 か月で高さ30-45cm（平均3Scm）の山 

出し苗をえることができる（グラビア27)。成長が比較的遅く，育苗に8か月以 

上を要し， しかもポソトか小さいことから,成長を促す施肥を行う。なお，こ 

れは不揃いの苗のサイズを均一にする効果がある。また，山出し1か月前から 

硬化処理を行う。なお，より優良な苗をえるために，ポソト苗の自然根切り 

　　　

香りを発する黄色い花はおよそ 16cm の大きさて, 円錐花序にたくさん咲く

(グラビア 26)。開花 3~4 か月後,果実は成熟し徐々に落下する。成熟した果実

(さや) は扇平な直径約 5cm の大きさで, 淡い色の紙状の翼を持ち, その中に

長さ 05~lcm の茶色のマメの形をした種子か 1~3 個入っている。さやは大

きな翼を持っているけれども, 重くて樹冠の範囲位しか飛ばない。

種子の取扱いと育苗

東北 タイのサケ ラー トでの実績 によれば以下の通 りである (Kawabata

l989)。9,10 月に地面に落下したさやを拾い集め,時には木登りして採取する。

採取した果実は 3~5 日天日に干し, 乾燥した果実から種子を取り出す。 この

際,翼をはすすために, ハサミを使ってこの作業を行うと 1時間に 50g の種子

しか採取てきないが,種子脱離機を使うと 1時間に265kg の種子を効率よく

取り出すことかできる。さらにこの機械を使用すると, 発芽率が高まる。これ

はハサミを使う場合, 一定量に達するまて長時間放置されるため著しい発芽率

の低下が起 こるためてある。Franc・s(1989) によると, プエル トリコて , さや

をはすす場合とはすさない場合の発芽率を比較した結果, さやをはずした場

合,5 日て発芽し始め,2 週間で 70% の発芽率だが,さやをはすさない場合,11

日目て初めて発芽し, しかも 2か月でえられた苗木は 100個のさやから64本

だけであった。 lkg の種子には約 3,400粒が含まれる。これらの種子を湿気が

入らないようにコンテナーで常温で保管する。

発芽率を高めるために,播種前に 2 日間冷水に浸す。播種床に lm2 当たり約

lkg の種子を均一に播き,播種床が乾かないように稲わらを敷く。発芽率は平

均 42% と他の樹種に比べ極めて低い。播種後 1週間前後に発芽し,発芽後 3~

10 日目, 高 さ 3~5cm になるとポ・ノトに移植する。ポ・ノトは一般によく使用さ

れる 4in ×6in のプラスチ ンクバ ッグ (直径 6.5cm, 深さ 15cm) で , 用土は堆

肥,灰,表土,砂を 3:3 1:1 の割合で混ぜたものを使う。移植直後は被陰下

におき,潅水を 1日に 2回行う。約 3か月で高さ 5~15cm になり,その後適時

覆 、をはず し,直射日光に当て ,8~9 か月で高 さ 30~45cm( 平均 35cm) の山

出し苗をえることができる (グラビア 27)。成長が比較的遅く,育苗に 8か月以

上を要し, しかもポ・ノトが小さいことから, 成長を促す施肥を行う。なお, こ

れは不揃いの苗のサイズを均一にする効果がある。また, 山出し 1か月前から

硬化処理を行う。なお, より優良な苗をえるために, ポソト苗の自然根切り
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(air-pruning) 技術の導入，プラスチソクバッグに替わるコンテナーの使用が 

検討されている。 

本種の増殖は実生苗がー般的だか，プェルトリコやフィリピンではホルモン 

処理を行うことにより挿木の発根に成功したと報告されている（Fran cs 

1989)。 

天然更新 

天然更新は一般に乾燥した疎林,乾燥林や湿潤林の攪乱地，農場や都会の放 

棄地に限定される。本種は光の要求度が強いために1 樹冠か比較的厚い林分で 

は発芽や実生の成長か抑制されるためである。 

成 長 

サケラート（タイ）ては植栽間隔2mx3mて植栽されたヒルマカリンは2 

年目には苗高11"-'19m，直径1.6-26cm, 3年目は苗高I 5-'2.3m,直径39 

-4.3cm になる。分布が重なるチークに比較した場合，チークの成長は本種よ 

り上回るといえる。 

苗木は比較的火に強く，山火事にあっても萌芽力が旺盛て新しいシュートを 

出すか，山火事か繰り返し起こるところては萌芽力か衰え，それ以上の成長は 

期待できない0 

Troup (1921）によれば，ミャンマーでは例外的に樹高27- -30 m ,直径1.2m 

にまで成長することがあるが，一般には樹高15-21m,直径40-'--70 cm位であ 

る。プェルトリコで植栽間隔3mX3m て植栽された27年生の平均樹高と胸高 

直径はそれぞれ22土lm, 398士25cm であった。 この地域は石灰岩由来の土 

壌て年降水量は1,500mm である。また，粘質土壌て年降水量か3,000mm に達 

する地域の調査ては，25年生で平均樹高と胸高直径はそれぞれ14土lm, 191 

土2 0 cmであった（グラビア28)。 

病虫獣害 

本種には重大な損害を与える昆虫も病気も報告されていない。しかし，酒井 

ら (1992）はサケラートで，野兎による苗木の著しい被害を報告している。被 

害率は斜面位置や樹種により違っている。図15 2，表15.1に示したように,本 

種は斜面中腹で50％前後の高い被害率だか，隣接して植栽したシタン 

　　　

(alr run・ng) 技術の導入 , プラスチンクバ ッグに替わるコンテナーの使用が

検討されている。

本種の増殖は実生苗が一般的だか, プエルトリコやフィリピンではホルモン

処理を行うことにより挿木の発根に成功 したと報告されている (Francis

l989)。

天然更新
天然更新は一般に乾燥した疎林,乾燥林や湿潤林の撹乱地,農場や都会の放

棄地に限定される。本種は光の要求度が強いために,樹冠が比較的厚い林分で

は発芽や実生の成長か抑制されるためである。

成 長
サケラート (タイ) ては植栽間隔 21n×3m て植栽されたヒルマカリンは 2

年目には苗高 11~19m, 直径 L6~26cm,3 年 目は苗高 15~2.3m, 直径 39

~4‐3cm になる。分布が重なるチークに比較した場合, チークの成長は本種よ

り上回るといえる。

苗木は比較的火に強く, 山火事にあっても萌芽力が旺盛て新しいシュートを

出すか, 山火事が繰り返し起こるところては萌芽力が衰え, それ以上の成長は

期待できない。

Troup(1921) によれば, ミャンマーでは例外的に樹高 27~30m, 直径 1.2m

にまで成長することがあるが, 一般 には樹高 15~21m, 直径 40~70cm 位であ

る。プエルトリコで植栽間隔 3m ×3m で植栽された 27年生の平均樹高と胸高

直径はそれぞれ 22±lm,398 ±25cm であった。 この地域は石灰岩由来の土

壌て年降水量は 1,500mm である。また,粘質土壌て年降水量か 3,ooomm に達

する地域の調査ては,25 年生で平均樹高と胸高直径はそれぞれ 14±lm,191

土20cm であった (グラビア 28)。

病虫獣害
本種には重大な損害を与える昆虫も病気も報告されていない。しかし,酒井

ら (1992) はサケラートで, 野兎による苗木の著しい被害を報告している。被

害率は斜面位置や樹種により違っている。図 15 2,表 15、1に示したように,本

種は斜面中腹で 50% 前後の高い被害率だか,隣接して植栽したシタン
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図15. 2 試験地の地形およひ試験区の位置図 
（タイ,サケラート） 

表15.1 野兎による苗木の幹切断被害率 

プロ／ト名 被害率 ％ プロノト名 被害率 ％ 

P1 55 Dl 57 

P2 519 D2 130 

P3 460 DS 93 

P4 40 D4 106 

P Pterocaゆus rnacrocarpus 

D Daibcrgza coohInchIflenszs 

のalbergia cochinchinonsis）の被害率は9,-is％と低かった。これは野兎の生 

息場所と嗜好性の違いが原因と考えられ，苗木の成長と生存率は野兎の有無に 

より大きく左右される。 

苗畑では土壌病菌の仲間のRhizoctonia solaniによるくもの巣病が発生する 

場合がある。材はシロアリに対し抵抗性があるが，辺材はヒラタキクイムシに 

侵されやすい。また，材加害のゾウムシのI種Sゆalus hypocrita の報告があ 

る0 

用 途 

本種は家具，キャビネット， フローリング材としてよく使われる。 また，そ 

の耐久性から，船材，荷車車輪，道具の持ち手，家枠にも使われる。心材は金 

褐色～煉瓦色て，暗色の縞模様がある。辺材は黄色～灰色でほとんと価値がな 
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図 15.2 試験地の地形およひ試験区の位置図
(タイ ・サケラー ト)

表 15.1 野兎による苗木の幹切断被害率

プロソト名 被害率 % プロソト名 被害率 %

P1 5 5 D1 5 7

P2 51 9 D2 13 0

P3 46 0 D3 9 3

P4 4 0 D4 10 6

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

D -D QZbgrgz α cocizZれc力zれ8れszs

(D硯 berggg coc腐れc毎膨れsis) の被害率は 9~13% と低か った。これは野兎の生

息場所と暗好性の違いが原因と考えられ,苗木の成長と生存率は野兎の有無に

より大きく左右される。

苗畑では土壌病菌の仲間の RたZzocわれ鷲 soにれまによるくもの巣病が発生する

場合がある。材はシロアリに対し抵抗性があるが, 辺材はヒラタキクイムシに

侵されやすい。 また, 材加害のゾウムシの 1種 Sめα節 毎のo‘ればαの報告があ

る。

用 途

本種は家具 , キャビネット, フロー リング材 としてよく使われる。また, そ

の耐久性から, 船材, 荷車車輪, 道具の持ち手, 家枠にも使われる。心材は金

褐色~煉瓦色て,暗色の縞模様がある。辺材は黄色~灰色でほとんど価値がな
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い。乾燥に際しては収縮率が低く， 乾燥後の寸法安定性が高い。 気乾密度は 

0.86 g /cm3でやや硬く重い。チークに比べて，電動鋸,手鋸で切ったり加工す 

るのは多少困難かもしれない。 おか屑は，鼻と目を刺激する。木材と樹皮は， 

茶色の染料として布の染色に使用する地方もある。 

引用文献 

Francis, J K (1989) Ptgrocaゆus macrocarpus Kurz- Silvical Senes 加r Tropical Tree 

No 48 Inst Tropical Forestry, USDA Forest servica 
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257 pp 

Mathur, RN - & B Singh (1959) A list of insect pests of forest plants in India and the 

adjacent countries Part 8, Indian Forest Bull (New Series) 171 (7) l -'130 

Troup, FLS (1921) The silviculture of Indian trees, Volume I , Oxford, pp. 287-292 

酒井正冶- Wikhan Anapanurak (1992）タイ国における経済樹種人工林の初期成長， 

森林総合研究所九州支所年報，38-40 

須藤彰司 （1963)熱帯材の識別，林業試験場研究報告No 157, 159-16L 

　　　

い。乾燥に際しては収縮率が低く, 乾燥後の寸法安定性が高い。 気乾密度は

0.86g/cm3 でやや硬 く重い。チークに比べて, 電動鋸 , 手鋸で切 ったり加工す

るのは多少困難かもしれない。おが屑は, 鼻と目を刺激する。木材と樹皮は,

茶色の染料として布の染色に使用する地方もある。
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16. リグナムバイタ（Lignumvitae) 

学名 Guatacum officinale L . 

ハマピシ科 

飯田 滋生 

Guatacum cーfficznale はー般にUgnumvitae （英）, Guayacan （スペイン 

語）,Bois de gaoac（フランス語），癒瘡木（ユソウボク）として知られており， 

乾燥熱帯林に生育する樹高5- 10 m になる美しい小～中型の樹木てある。種小 

名のofficinale は 「薬用の」 の意である。濃緑色の葉が密生する樹冠と平滑て 

まだら模様のある幹を持っており，散形花序の美しい青い花はジャマイカの国 

花となっている。葉は偶数羽状複葉て，長さ3.8-7 5 cm，小葉は4'-6枚で先端 

の小葉対が最も大きい（図16.1）。 Guazacum 属には6種かあり，すべて熱帯ア 

メリカ原産である。材は密度か大きく樹脂に富んでおり，以前は商業的に重要 

であったが現在は稀少てあるために木彫りにのみ使用されている。また一部地 

域ては木炭にも使用されている。 
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図16.1 リグナムバイタの葉‘花・果実（Little & Wadsworth 1964) 

　　　

16. リグナムパイタ (Lignumvitae)

学名 C加 m 鰯創 o熔 czれα彰 L.

ハマビシ科

飯田 滋生

G“αz健 "m o燐 cm 餌 B は一般 に LIgnumv ・tae( 英 ), Guayacan (スペ イ ン

語 ),Boisdegaoac( フランス語 ), 糠、積木 (ユソウボク) として知 られており,

乾燥熱帯林に生育する樹高 5~1om になる美しい小~ 中型の樹木てある。種小

名の o爺cinaleは「薬用の」の意である。濃緑色の葉が密生する樹冠と平滑て

まだら模様のある幹を持っており, 散形花序の美しい青い花はジャマイカの国

花となっている。葉 は偶数羽状複葉て ,長 さ 3.8~75cm, 小葉 は 4~6 枚で先端

の小葉対が最も大きい (図 16.1)oG加 z健“m 属には 6種があり, すべて熱帯ア

メリカ原産である。材は密度か大きく樹脂に富んでおり,以前は商業的に重要

であったか現在は稀少てあるために木彫りにのみ使用されている。また一部地

域ては木炭にも使用されている。

0 1 2 3 4cm

図 16. 1 リグナムバイタの葉 ・花 ・果実 (Little & Wadsworth l964)
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図16 2 リグナ2 itイタの天然分布（Francis 1993) 

10。N 

分 布 

分布域はバハマ諸島のカイコス諸島や，大アンチル諸島，小アンチル諸島の 

ほとんと，及びベネズェラ，コロンピア，パナマを含んでいる（図16.2)。アル 

パ島，ボナイル島，キュラソー島，そしてトバゴ島にも自生している。 トリニ 

ダート島とガイアナに生育しているが自生てはないと考えられる。しかしなか 

ら，開発，伐採，火事によってリグナムバイタは小アンチル諸島の幾つかの島 

でほとんど絶滅している。米領バージン諸島のバック島て本種は絶威したと考 

えられている。フロリダ，バーミューダ諸島そして他の熱帯地域では観賞用に 

植栽されている。 

適 地 

リグナムバイタの自生地の気候は温暖で乾燥している。自生地の年平均気温 

はバハマ諸島の約24.5℃から南アメリカ北部沿岸地域の約27.5℃に渡ってい 

る。 自生地のどの地域にも霜は降りない。キューバではリグナムバイタが生育 

する地域の平均年降水量は500 - 800mm である。 プェルトリコては本種の生 

育地の平均年降水量は750-4,000 mm である。ハイチては本種の生育地は平均 

年降水量が300 mm の地域にまて広がっている。これらの地域は通常2 か月か 

それ以上の乾季かある。海の影響によって相対湿度は通常は極めて高く，プェ 

ー rr

…
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,
檀
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、
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図 16 2 リグナムバイタの天然分布 (Francls l993)

分 布
分布域はバハマ諸島のカイコス諸島や, 大アンチル諸島, 小アンチル諸島の

ほとんど, 及びベネズエラ, コロンビア, パナマを含んでいる (図 16.2)。アル

バ島, ポナイル島 , キュラソー島, そ して トバゴ島にも自生 している。 トリニ

ダート島とガイアナに生育しているが目生てはないと考えられる。しかしなか

ら, 開発, 伐採, 火事によってリグナムバイタは小アンチル諸島の幾つかの島

でほとんど絶滅している。米領バージン諸島のバック島て本種は絶滅したと考

えられている。フロリダ, バーミューダ諸島そして他の熱帯地域では観賞用に

植栽されている。

適 地

リグナムバイタの自生地の気候は温暖で乾燥している。自生地の年平均気温

はバハマ諸島の約 24.げC から南アメリカ北部沿岸地域の約 27.『C に渡ってい

る。自生地のどの地域にも霜は降りない。キューバではリグナムバイタが生育

する地域の平均年降水星は 500~800 mm である。プエルトリコては本種の生

育地の平均年降水星は 750~1,00o mm である。ハイチては本種の生育地は平均

年降水量が 300mm の地域にまて広がっている。これらの地域は通常 2か月か

それ以上の乾季がある。海の影響によって相対湿度は通常は極めて高く, プェ
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ルトリコては平均80％である。 

ほとんどの樹種と同様に本種は深く肥沃で中庸な土性の土壌で最も生育か良 

いだろう。キューバでは最良の成長は河口付近の砂質の堆積土壌で認められ 

た。 しかし，成長は大変遅いため，通常は競争か少ない貧栄養の土壌でのみ生 

き残っている。 これらの立地は一般的に，岩の上に土壌が浅く積もった岩石混 

しりの立地である。沿岸地域の典型的な岩石は多孔質の石灰岩である。しかし 

なから，同樹種は火成岩や蛇紋岩を含む変成岩に由来した土壌にも生育する。 

本種は全ての土性に生育するか良好な排水性を必要とする。アルカリ土壌で 

は約pH 85まで耐性があり，酸性土壌では約pH 5.0 までは障害は見られな 

かった。海岸からlOOm程度の内陸で受ける弱度の飛来塩分では障害は起こら 

ない。 

本種は斜面のどの位置ても，また平坦地から急峻な地形まで生育か可能であ 

ろう。本種は下は海面近くから上は標高300-400 m の乾燥丘陵地まで分布す 

る。 

開花・結実 

春から秋にかけて開花し,その開花期間は約1か月である。キューバての開 

花時期は3~5 月の間である。微香性の花は散形花序状の房をつくり，色は薄い 

青から青いスミレ色まで変化かある。 果実は2つに別れた平らなさく果で， 1 

果実あたり通常2つの種子を含んている。果実は熟すとオレンジ色またはオレ 

ンジがかった茶色になり，装飾的効果を増すのに十分な量の果実を付ける。成 

熟すると果実は裂け，赤い多肉質の仮種皮に覆われた種子が現われる。米領 

バーシン諸島のセント・クロイ島の植林地の数本は植栽後約25年で開花・結 

実した。プェルトリコの乾燥林で採取した熟した100 個の果実では，1果実あ 

たりの平均の重さは0 894士0-011 gてあった。 

種子は多肉質の仮種皮に引き寄せられた鳥によって散布されると推測され 

る。また豚や羊も果実を食べ，その結果として種子を散布する。 

種子の取扱い 

キューバ産リグナムバイタのkgあたりの平均の種子数は2,500 -3,800 個で 

ある。豊作年時の種子生産は大きなI個体あたり数千個に達する。種子の採集 

はせん定用ポールで果実を切取るか,地表に落ちた種子を集めて行われる。通 

　　　

ルトリコては平均 80% である。

ほとんどの樹種と同様に本種は深く肥沃で中庸な土性の土壌で最も生育か良

いだろう。キューバでは最良の成長は河口付近の砂質の堆積土壌で認められ

た。しかし,成長は大変遅いため,通常は競争が少ない貧栄養の土壌でのみ生

き残っている。これらの立地は一般的に, 岩の上に土壌が浅く積もった岩石混

しりの立地である。沿岸地域の典型的な岩石は多孔質の石灰岩である。しかし

なから, 同樹種は火成岩や蛇紋岩を含む変成岩に由来した土壌にも生育する。

本種は全ての土性に生育するか良好な排水性を必要とする。アルカリ土壌で

は約 pH85 まで耐性があり, 酸性土壌では約 pH5.0 までは障害は見られな

かった。海岸からloom 程度の内陸で受ける弱度の飛来塩分では障害は起こら

な い。

本種は斜面のどの位置ても, また平坦地から急峻な地形まで生育が可能であ

ろう。本種は下は海面近くから上は標高 300~400m の乾燥丘陵地まで分布す

る 。

開花・結実

春から秋にかけて開花し, その開花期間は約 1か月である。キューバての開

花時期は 3~5 月の間である。微香性の花は散形花序状の房をつくり,色は薄い

青から青いスミレ色まで変化がある。果実は 2つに別れた平らなさく果で,1

果実あたり通常 2つの種子を含んている。果実は熟すとオレンジ色またはオレ

ンジがかった茶色になり, 装飾的効果を増すのに十分な量の果実を付ける。成

熟すると果実は裂け,赤い多肉質の仮種皮に覆われた種子が現われる。米領

バージン諸島のセント・クロイ島の植林地の数本は植栽後約 25年で開花・結

実した。プエルトリコの乾燥林で採取した熟した 100個の果実では,1 果実あ

たりの平均の重さは o394 ± o‐oilg てあった。

種子は多肉質の仮種皮に引き寄せられた鳥によって散布されると推測され

る。また豚や羊も果実を食べ, その結果として種子を散布する。

種子の取扱い
キューバ産 リグナムバイタの kg あた りの平均の種子数 は 2,500 ~3,800 個で

ある。豊作年時の種子生産は大きな 1個体あたり数千個に達する。種子の採集

はせん定用ポールで果実を切取るか,地表に落ちた種子を集めて行われる。通
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常，種子は果実から取り出すぺきである。種子の果実からの選別は手作業で可 

能である。または果実を日陰で乾燥きせ，果実を柔らかくするために水に漬け, 

そして果肉を除くために水選を行う。種子を再び乾燥させ5 '-'8 ℃で貯蔵す 

る。貯蔵した種子は1か月経っとその活力を失い始める。種子をすぐに発芽さ 

せ，生育の遅い実生を必要になる時まで苗畑で生育させるのがより良い方法て 

あろう。発芽は地上子葉性で播種後10 -12 日以内に発芽を開始する。キューノぐ 

では新鮮な種子は最高で60％が発芽した。プェルトリコでは,新鮮な種子の場 

合では9％か，5℃で1か月貯蔵した種子では5%, 26℃て1か月貯蔵した種子 

では20%，また26℃で2か月貯蔵した種子で10％か発芽した。プェルトリコ 

産の種子を用いた別の試験では最初の1か月でたった7％しか発芽せず, それ 

以降の9か月では更に41％か発芽した。いくつかの前処理の試験では, 1週間 

に渡って水浸と乾燥を毎日繰り返したものだけか無処理のものよりも発芽が改 

善された。 

育 苗 

播種後2年時ての実生の平均の高さは18.9士1.2cm (11=14）であった。実生 

の成長は高さ20 cmを超えると早くなり，このサイズまでの育苗か山出しの前 

に最低限必要てある。またポソト苗とすることが強く勧められる。山引き苗は 

移植が可能てあるか，移植過程には極めて慎重な取扱いか必要である。山出し 

苗は苗畑でポノトに植えて順化すると，その後の生残率を高めるであろう。裸 

根苗による植栽や直播きは良い結果が得られない。植栽のためには良く準備さ 

れたサイトと植栽後の適切な除草管理が不可欠である。プェルトリコでは上層 

にマメ科樹木のギンネムaeucaena ルucocl)ha加）を疎に植栽し，その下にリ 

グナムバイタを植栽して良い成績を得ている。初期の植栽間隔は2mx2m ま 

たは2.5 mx 25 m とするのかよい。実生は細い繊維質の根を豊富に作り出す。 

実生，稚樹そして幼樹は伐採されると萌芽を発生する。接木や挿木の発根につ 

いての情報はない。 

成 長 

リグナムパイタの成長はとても遅い。 プェルトリコで年間降水量か750 mm 

の石灰岩上の浅い土壌に植栽した例では7年で樹高1 8'-'3.0 m , 15年て3 0'-

45m であった。 同地域の他の植栽地の例では41年生と49年生で樹高はそれ 

　　　

常,種子は果実から取り出すべきである。種子の果実からの選別は手作業で可

能である。または果実を日陰で乾燥させ,果実を柔らかくするために水に漬け,

そして果肉を除くために水選を行う。種子を再び乾燥させ 5 ~8 ℃で貯蔵す

る。貯蔵した種子は 1か月綴っとその活力を失い始める。種子をす行こ発芽さ

せ,生育の遅い実生を必要になる時まで苗畑で生育させるのがより良い方法て

あろう。発芽は地上子葉性で播種後 10~12 日以内に発芽を開始する。キューバ

では新鮮な種子は最高で 60% が発芽した。プエルトリコでは,新鮮な種子の場

合では 9% か,5 oCで 1か月貯蔵した種子では 5%,2 庁C て 1か月貯蔵した種子

では 20%, また 26oCで 2か月貯蔵した種子で 10% か発芽した。プエルトリコ

産の種子を用いた別の試験では最初の 1か月でたった 7% しか発芽せず, それ

以降の 9か月では更に 41% か発芽した。いくつかの前処理の試験では,1 週間

に渡って水浸と乾燥を毎日繰り返したものだけか無処理のものよりも発芽が改

善された。

育 苗
播種後 2年時ての実生の平均の高さは 18.9±1.2cm(n=14) であった。実生

の成長は高さ 20cm を超えると早くなり, このサイズまでの育苗が山出しの前

に最低限必要てある。またポソト苗とすることが強く勧められる。山引き苗は

移植が可能てあるが,移植過程には極めて慎重な取扱いが必要である。山出し

苗は苗畑でポソトに植えて順化すると, その後の生残率を高めるであろう。裸

根苗による植栽や直播きは良い結果が得られない。植栽のためには良く準備さ

れたサイトと植栽後の適切な除草管理が不可欠である。プエルトリコでは上層

にマメ科樹木のギンネム (L8α餌鎚αZ8"cocepれ餌α) を疎に植栽 し, その下に リ

グナムバイタを植栽して良い成績を得ている。初期の植栽間隔は 2m ×2m ま

たは 2.5m ×25m とするのかよい。実生は細い繊維質の根を豊富に作り出す。

実生,稚樹そして幼樹は伐採されると萌芽を発生する。接木や挿木の発根につ

いての情報はない。

成 長
リグナムパイタの成長はとても遅い。 プエルトリコで年間降水量か 750mm

の石灰岩上の浅い土壌に植栽した例では 7年で樹高 18~3.om,15 年て 30~

45m であった。同地域の他の植栽地の例では 41年生と 49年生で樹高はそれ
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ぞれ4mと3m， 胸高直径はそれぞれ13cmと9cm であった。米領バーシン 

諸島のセント・クロイ島の石灰岩上の浅い粘土上で生き残った50個体からな 

る小さな植林地では，23年生で平均樹高は2.7士01 m ，胸高直径は2.9土02cm 

であり，最大樹高は4Cm，最大胸高直径は6 7 cmであった。 

プェルトリコで最大の個体の胸高直径は75 1 cm，樹高は11.5 nlである。 

キューバでは胸高直径で92cml 樹高で14 m に達した例が報告されている。植 

栽されたリグナムバイタの成長速度の記録から判断すると，本種個体が胸高直 

径lm に達するのには200年かまたはそれ以上の期間か必要であると考えられ 

る。 

更 新 

リクナムバイタの耐陰性は低いか，実生や幼樹は乾燥林の林冠が開いた下や 

樹木間の小さなギャノプ内で生育する0 リグナムパイタか林冠層で優占するの 

はごく普通である。これは本種か他の種に比べて樹高か高いためでなく，樹冠 

か大きく，密であるために本種の下または隣接地で他の樹種が生育できないた 

めである。光を巡る競争かもともと低い非常に岩だらけの所や貧栄養土壌で多 

くの本種個体か林冠を優占している。 リクナムバイタの繁殖戦略は成熟個体の 

比較的豊富な種子生産と広い種子散布，そして多数の実生の成立によっている 

だろう。 

トミニカ共和国2地域の乾燥林での記録ではlhaあたりの樹木本数は3,600 

本と4,000 本であり，そのうちリグナムパイタの本数はそれぞれ117本と150 

本であった。林分全体の胸高断面積合計は11.9 m2/haと6Gmヲhaであり, リ 

グナムバイタの胸高断面積合計はそれぞれ0.2 m2/haと0lmヲha，平均直径 

はそれぞれ&8cmと2.9 cmで樹高は39mと3Gm であった。本種の比率が大 

きな小林分はあるが，林内に点在するのが普通である。本種の樹皮は薄く，火 

の影響を受けやすい。しかし，ヤギ， ウシ, シカおよび野生のロバによる被食 

に対しては耐性がある。 

病虫害 

甲虫類，同翅類，鱗翅類,直翅類そして総翅類昆虫のいくっかの種はりグナ 

ムバイタの葉を食害し，葉を落としてしまう。また，木材穿孔虫としてはカミ 

キリムシ科のEIaphldOn nanum,Neoc如tus castcus が知られている。 しかし 

　　　

それ 4m と 3m, 胸高直径はそれぞれ 13cm と 9cm であった。 米領バーシン

諸島のセント・クロイ島の石灰岩上の浅い粘土上で生き残った 50個体からな

る小さな植林地では,23 年生で平均樹高は 2.7±0lm, 胸高直径は 2.9士02cm

であり, 最大樹高は 40m, 最大胸高直径は 67cm であった。

プエル トリコで最大の個体の胸高直径 は 751cm, 樹高 は u.5m である。

キューバでは胸高直径で 92cm, 樹高で 14m に達した例が報告されている。植

栽されたりグナムバイタの成長速度の記録から判断すると,本種個体が胸高直

径 lm に達するのには 200年かまたはそれ以上の期間か必要であると考えられ

る。

更 新
リグナムバイタの耐陰性は低いが,実生や幼樹は乾燥林の林冠が開いた下や

樹木間の小さなギャソプ内で生育する。 リグナムバイタか林冠層で優占するの

はごく普通である。これは本種か他の種に比べて樹高が高いためでなく, 樹冠

か大きく,密であるために本種の下または隣接地で他の樹種が生育できないた

めである。光を巡る競争かもともと低い非常に岩だらけの所や貧栄養土壌で多

くの本種個体か林冠を優占している。リクナムバイタの繁殖戦略は成熟個体の

比較的豊富な種子生産と広い種子散布, そして多数の実生の成立によっている

だろう。

ドミニカ共和国 2地域の乾燥林での記録では lha あたりの樹木本数は 3,600

本と 4,000本であり, そのうちリグナムバイタの本数はそれぞれ 117本と 150

本であった。林分全体の胸高断面積合計は 11‐9m2/ha と 66m2/ha であり, リ

グナムバイタの胸高断面積合計はそれぞれ 0.2m2/ha と 0lm2/ha, 平均直径

はそれぞれ 4‐8cm と 2.9cm で樹高は 39m と 30m であった。本種の比率が大

きな小林分はあるが, 林内に点在するのが普通である。本種の樹皮は薄く, 火

の影響を受けやすい。 しかし, ヤギ , ウシ, シカおよび野生のロバによる被食

に対しては耐性がある。

病虫害
甲変類, 同超類, 鱗麹類, 直趨類そして総、趣類昆虫のいくつかの種はリグナ

ムバイタの葉を食害し, 葉を落としてしまう。また, 木材穿孔虫としてはカミ

キ リムシ科の E‘のたzぬれれαれ"m,Neoc 辱粥s c偏に“sが知 られている。 しか し
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なから,食害によるリグナムハイタの枯損率に関しては記録はない。木材は乾 

材を食害するシロアリであるCr3ゆ切termes brevis に対して耐性かあるはかり 

でなく，実際には寄せつけもしない。また晦生穿孔虫（Toredo spp）と腐朽に 

対して高い耐性かある。 

用 途 

2-3cm の厚さの辺材は年輪が明瞭で色は明るい黄褐色からクリーム色,芯 

材の色は濃い緑色かかった茶色からほとんど黒色てある。肌目は非常に細か 

く，木目は強く絡み合っている。木材は油分に豊んだ感触かあり，グアヤク脂 

として知られる天然成分によってわすかな臭気がある。 

材の密度は風乾で1.20-i 36 g/cm3，絶乾で1.05 g/cm3である。材の乾燥は 

年輪に沿った割れや木口割れの発生なしては困難である。材の硬度はョーロソ 

パナラ （Quercus robuD の3倍から4倍である。この硬さのため，手工具や電 

動工具を利用するのは困難である。ろくろ細工，形削り，砂による研磨には適 

している。重量の4分の1を占める樹脂は確実に光沢を出すが接着を困難にし 

化学薬品の浸透を妨ける。材のpHは4-6 である。 

本種の材はその固さ，頑丈さ，そして自ら油を浸出させる性質から,ベアリ 

ングや蒸気船の軸穴を埋めるブロックとして，また滑車や木鎚等の道具用とし 

て大変重要であった。材は現在は高級まな板，すり鉢，すりこぎ，そして木彫 

用として使用されている。地方では未だに木炭を作るために伐採されている。 

本種は薬用植物として長い歴史がある。材の抽出物は梅毒の冶療に用いられ 

てきた。抽出された樹脂は歯痛の鎮痛に，皮膚の感染症， リューマチそして痛 

風の治療に使用されている。 同種は乾燥熱帯から湿潤熱帯の多くの国に植栽さ 

れており，特にカリブ海の周辺では景観用に植栽されている。花は蜜蜂の蜜源 

である。 

文 献 

Duffy, EA.J (1960) A monograph of the immature stages of Neotropical timber 

beetles (Cerambycidae) 327 pp., 13 pls 

Francis, JK (1993) Guazacum officinale L Lignumvitae, Guayacan SO-ITF-SM--67 

4 pp. 

Little, EL., Jr. & F H Wadsworth (1964) Common trees of Puerto Rico and the 

Virgin Islands USDA Forest Service, Washington, D C, 548 pp 

　　　

ながら, 食害によるリグナムハイタの枯損率に関しては記録はない。木材は乾

材を食害するシロアリである C“めZozの離郷 炉2鱗sに対して耐性かあるはかり

でなく,実際には寄せつけもしない。また海生穿孔虫 (7To〆edo spp) と腐朽に

対して高い耐性かある。

用 途
2~3cm の厚さの辺材は年輪が明瞭で色は明るい黄褐色からクリーム色, 芯

材の色は濃い緑色かかった茶色からほとんど黒色てある。肌目は非常に細か

く, 木目は強く絡み合っている。木材は油分に豊んだ感触があり, グァヤク脂

として知られる天然成分によってわすかな臭気がある。

材の密度は風乾で 1.20~136g/cm3, 絶乾で L05g/cm3 である。材の乾燥 は

年輪に沿った割れや木口割れの発生なしては困難である。材の硬度はヨーロン

パナラ (Q解γ伽 srob 鯛 ) の 3倍から 4倍である。この硬さのため, 手工具や電

動工具を利用するのは困難である。ろくる細工, 形削り, 砂による研磨には適

している。重量の 4分の 1を占める樹脂は確実に光沢を出すが接着を困難にし

化学薬品の浸透を妨げる。材の pH は 4‐6である。

本種の材はその固さ, 頑丈さ, そして自ら曲を浸出させる性質から, ベアリ

ングや蒸気船の軸穴を埋めるブロックとして, また滑車や木鍵等の道具用とし

て大変重要であった。材は現在は高級まな板, すり鉢, すりこぎ, そして木彫

用として使用されている。地方では未だに木炭を作るために伐採されている。

本種は薬用植物として長い歴史がある。材の抽出物は梅毒の治療に用いられ

てきた。抽出された樹脂は歯痛の鎮痛に, 皮膚の感染症, リューマチそして痛

風の治療に使用されている。同種は乾燥熱帯から湿潤熱帯の多くの国に植栽さ

れており, 特にカリブ海の周辺では景観用に植栽されている。花は蜜蜂の蜜源

である。

文 献
Puffy,E-A.J(1960)A monograPh of the lmmature stages of NeotroP1caltimber

beetles(Cerambycldae) 327pp 「13pls

Francls, JK (1993) G“αzαc“肌 のヴicz刀α熊 L LIgnumvltae,Guayacan S0 TF ‐SM …67,

4pp.

L1ttle, EL “ Jr- & F H Wadsworth(1964)Common trees of puert 。 R1co and tねe

V1rgin lslands USDA Forest servloe,Wash ・ngton,DC,548pp
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17. アオサンゴ（Rubber hedge euphorbia, Finger euphorbia, 

Milk bush) 

学名 Euphorbia tirucalli L 

トウダイグサ科 

字都木 玄 

本種はトウダイグサ科に属する多肉多汁の潅木で，東アフリカの乾燥地に分 

布するとされ，有毒の白い乳液を出す特徴かある。カナリア諸島の原産とされ, 

現在ては西アフリカに広く野生化しているE balsamげera Ait がよく似てい 

るので， ここでは両種を合わせて解説する。 

Etirucalli は E tirucalit, E tirucailtiとも綴られ，英名にはRubber hedge 

euphorbia, Finger euphorbia, Milk bushがある。 スワヒリ名はMtupa-

mwitu, アラビア語でInjil，セネガルではNdamol durubab (Burkill 1988) 

とよばれ，また現地名でMgovu, Manyara (Pancel 1993 ; Parray 1956）なと 

とも呼ばれる。和名はミドリサンゴとも言う。棘のない潅木で，生け垣として 

密植すると非常に密な樹冠を持つようになる。樹高は2年間でおよそl.6nF-2 

m , 10年から15年でSmを越える。まれに10m を越える事かあり，おそらく 

30年から40年かかると考えられる（Sahm 1968)。樹皮は緑かかった茶色で縦 

筋かはしり，枝は斜め外側に張り出しなから上に向かって直立する。若い枝に 

着いている小型の葉は比較的短い間に脱落し,淡緑色の枝と多肉茎か葉の役目 

を果たす。花は散形花序で枝の先端に着き，直径が08--'l2cm ほどである。果 

実は3室を持つカプセル状で，種子は多量の胚乳を持つ（Pancel 1993)。シノ 

ニムにはErhゆsaliozdes, Emedia,E rcaparia,E vim inal昭がある。 

E balsamげera はBalsam spurgeという英名のほか,Berre （シェルマ名）, 

Aguwa （ハウサ名), Badacavadie, Badakarci, Badulahi, Barnaahi, Laide 

kosse, Magara, Yaro (Peulh 名）,Ndamol （セレル名）,Taharalt （タマチェ 

ク名）, Salan （ウォロフ名） などの地方名かある。西アフリカで野生化してい 

る，樹高約Sm に達する潅木で，樹皮は滑らかで明るい灰色てある。葉は 

シュートの先に付き，ロゼット状の配列を示す。葉柄はなく，薄い緑から青み 

がかった緑色で，一般に落葉性である。 細長い葉は長さ2 5'-' S cm,幅06cm 

程度である （Maydell 1986)。 シノニムにはEseptum, . roggriかある。 

　　　

17‐ アオサ ンゴ (Rubber hedge euphorbia,Finger euphorbia,

Milk bush)

学名 E“Pれoγbmilmm 鉱 L

トウダイグサ料

宇都木 玄

本種はトウダイグサ科に属する多肉多汁の潅木で,東アフリカの乾燥地に分

布するとされ,有毒の白い乳液を出す特徴がある。カナリア諸島の原産とされ,

現在ては西アフリカに広く野生化しているβ 加おαmz危m A1t がよく似てい

るので, ここでは両種を合わせて解説する。

βご乙粥 c錫虎は E Z乙mmZZZ, β カmc メカZとも綴 られ ,英名には Rubber hedge

euphorb ・a, Finger euphorbla, MI1k bush が あ る。 ス ワ ヒ リ名 は M tu pを

mw ・tu, アラビア語で工n]11, セネガルでは Ndamol durubab(Burk1111988)

とよばれ , また現地名で Mgovu,Manyara(Pancell993;Parray l956) なと

とも呼ばれる。和名はミドリサンゴとも言う。疎のない潅木で, 生け垣として

密植すると非常に密な樹冠を持つようになる。樹高は 2年間でおよそ 1.6m~2

m,10 年から 15年で 5m を越える。まれに 1om を越える事があり, おそらく

30年から40年かかると考えられる〔Sahnl l968)。樹皮は緑かかった茶色で縦

筋がはしり, 枝は斜め外側に張り出しなから上に向かって直立する。若い枝に

着いている小型の葉は比較的短い間に脱落し,淡緑色の枝と多肉茎が葉の役目

を果たす。花は散形花序で枝の先端に着き,直径が 08~12cm ほどである。果

実は 3室を持つカプセル状で, 種子は多量の膝乳を持つ (Pancel l993)。シノ

ニ ムには β γため s餌 Zozdgs,E mfzd 畝 ,E scoP α作α,E りzm 靴錫声 が あ る。

E 卿 ZSQmz だ m は Balsamspurge とい う英名 の ほか ,Berre( シ ェルマ名 ),

Aguwa (ノ・ウサ名 ), Badacavad ・e,Badakarei,Badulahi,Barnaahl, La・de

kosse,Magara,Yaro(Peulh 名 ),Ndamol( セ レル名 ),Taharalt( タマ チ ェ

ク名),Salan( ウォロフ名) などの地方名かある。西アフリカで野生化してい

る, 樹高約 5m に達する潅木で, 樹皮は滑 らかで明るい灰色てある。葉は

シュートの先に付き, ロゼット状の配列を示す。葉柄はなく, 薄い緑から青み

がかった緑色で, 一般に落葉性である。 細長い葉は長さ 25~5cm, 幅 06cm

程度である (Maydel 目 986)。 シノニムには E s8Pw 侃 ,E. γogg作がある。
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図17. 1 E tirucalliの樹形，葉,果実のついた枝先（Mbuya et at 1994) 

分布および生育範囲 

E たruca lii は東アフリ力の原産とされているが，有史以前にインドから導入 

され,その後全アフリカに広がって野生化したとする文献もある。現在てはア 

ジアを含めた熱帯域に広く野生化して分布する。亜熱帯まで生育可能てある 

か，沖縄では11月からS月までは成長しない（佐々木1965)。普通に言われる 

天然分布域は，標高O'-'2,000 m ，年平均降水量250mm -'l,OOO mm で，夏季に 

降水し，乾季が6~8 か月間，月最高平均気温は暑い時期に25'-37C，寒い時期 

に9-18C，年平均気温が21-' 26℃の環境条件である （Pancel 1993)。 

E balsamifera はカナリー諸島の原産といわれるが,現在では西アフリカで 

広く野生化しており，西はモーリタニアからナイジェリア，マリ,ニジェール， 

チ十ドに及んでいる。北限はサハラ砂漠の南縁に当たるサヘル（Sahel zone) 

およびリオデオロ（Rio de Oro）とされている。なお, この種はソマリアでも 

図 17.I E zzmcα " の樹形 , 葉 , 果実のついた枝先 (Mbuyaez 好 1994)

分布および生育範囲
E れ粥cdp は東アフリカの原産とされているが,有史以前にインドから導入

され, その後全アフリカに広がって野生化したとする文献もある。現在てはア

ジアを含めた熱帯域に広く野生化して分布する。亜熱帯まで生育可能てある

が, 沖縄では 11月から3月までは成長しない (佐々木 1965)。普通に言われる

天然分布域は, 標高 0~2,ooom, 年平均降水量 250mm~1,ooomm で , 夏季に

降水し,乾季が 6~8 か月間,月最高平均気温は暑い時期に 25~37oC, 寒い時期

に 9~1 ずC, 年平均気温が 21~2 庁C の環境条件である (Pancel l993)。

互 加おα雛新都口はカナリー諸島の原産といわれるが, 現在では西アフリカで

広 く野生化 して お り, 西 はモー リタニアか らナイ ジェ リア , マ リ, ニ ジェール ,

チャドに及んでいる。北限はサハラ砂漠の南縁に当たるサヘル (Sahel zone)

および リオデオロ (R1o de oro) とされている。なお , この種はソマ リアでも
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記録されており，おそらくは東アフリ力にも存在すると考えられる。年間降水 

量か900 mm 以下ても生育し，低降水量地帯における最良の生け垣植物である 

といわれる（Burkill 1994)。 

成長と造林特性 

E tirucalliは成長か早く，乾燥地・湿潤地のいすれにも生育して適応性が極 

めて高い（グラヒ、ア38）。繁殖は挿木，または株分けでおこなわれる。雨季には 

いる前の乾季の後半に枝をしっかりと地面へ挿し込むようにする。その際枝に 

付いている緑色の小枝は残したままにしておく（Parray 1956)。基本的に土壌 

は中性の深い砂地で，水はけか良好なところか良い（Pancel 1993)。しかしな 

がら様々な土壌でも生育することかできる。耐寒性は無く，光要求度は高い 

（佐々木1965; Pancel 1993)。 沖縄の例では， 年成長量は生重で5kgノ本， 

62,500 本ノha (40 cm 間隔） の造林で年間約5,7001の油を採取することができ 

る0 

E balsamげera も繁殖は挿木でおこなわれる。現在，天然分布域とされてい 

るアフリカのモーリタニアからニジェールでは，乾季の終わり（4,5 月）に深さ 

約20 cm の溝を掘り，そこに少なくとも長さ50cnl以上の枝をしっかりと挿し 

込む。土壌は深い砂地かよいが，砂礫地でも成長することができる。個体間隔 

は5 cm と密植で良く，非常に強い耐乾性があるため水分の補給は挿し付け後 

数か月間必要としない（Maydell 1986)。 

病虫害 

穿孔虫としてEuphorbia 属の生枝を加害するカミキリムシOberea erythroー 

cap hala か知られる。 

用 途 

両種とも強い刺激を持つ有毒な乳液を産する。よって動物による食害か少な 

く，家畜の防護柵として，また風よけのための生け垣等として広く用いられて 

いる。その有毒な乳液は,殺虫剤や魚毒，消毒剤，下剤，宗教儀式，ニスなど 

に使われる。Etirucalll の樹脂は分子量か20,000 程度のステロール系炭化水 

素の混合体を含み，水分を除去した後に残る液体状の油は， リノリウム，オイ 

ルスキンや燃料に使われる。材は白く目か細かい。屋根などのたる木や玩具， 

　　　

記録されており, おそらくは東アフリカにも存在すると考えられる。年間降水

量か 90omm 以下ても生育し,低降水量地帯における最良の生け垣植物である

といわれる (Burk・11 1994)。

成長と造林特性
E れ棚cメムは成長か早く,乾燥地・湿潤地のいすれにも生育して適応性が極

めて高い (グラビア 38)。繁殖は挿木, または株分けでおこなわれる。雨季には

いる前の乾季の後半に枝をしっかりと地面へ挿し込むようにする。その際枝に

付いている緑色の小枝は残したままにしておく (Parray l956)。基本的に土壌

は中性の深い砂地で, 水はけが良好なところが良い (Pancel l993)。しかしな

がら様々な土壌でも生育することかできる。耐寒性は無く, 光要求度は高い

(佐々木 1965;Pancel l993)。 沖縄の例では, 年成長星は生重で 5kg/本,

62,500本/ha(40cm 間隔) の造林で年間約 5,700Zの油を採取することができ

る。

互 加おαmzたm も繁殖は挿木でおこなわれる。現在, 天然分布域とされてい

るアフリカのモーリタニアか らニジェールでは,乾季の終わ り (4,5月 ) に深さ

約 20cm の溝を掘り,そこに少なくとも長さ 50cm 以上の枝をしっかりと挿し

込む。土壌は深い砂地がよいが, 砂隣地でも成長することができる。個体間隔

は 5cm と密植で良く,非常に強い耐乾性があるため水分の補給は挿し付け後

数か月間必要としない (Maydell l986)。

病虫害
穿孔虫として Eのれoγ虎α届の生枝を加害するカ ミキ リムシ ober8α 8か仇〆o‐

cゆれα如 か知 られる。

用 途

両種とも強い刺激を持つ有毒な乳液を産する。よって動物による食害が少な

く,家畜の防護柵として, また風よけのための生け垣等として広く用いられて

いる。その有毒な乳液は, 殺虫剤や魚毒, 消毒剤, 下剤, 宗教儀式, ニスなど

に使われる。β "粥c錫" の樹脂は分子量か 20,000程度のステロール系炭化水

素の混合体を含み, 水分を除去した後に残る液体状の油は, リノリウム, オイ

ルスキンや燃料に使われる。材は白く目か細かい。屋根などのたろ木や玩具,
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化粧張り，炭として使われる（Sahrn 1968 , Pancel 1993 , Burkill 1994)。 E 

balsamげera の乳液はゴム樹脂を含み,虫歯の治療に多く用いられる。若い葉 

は洗浄薬等の薬草として使われる（Burkill 1994 , Maydell 1986)。 
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卿ZSQmぴem の乳液はゴム樹脂を含み, 虫歯の冶療に多く用いられる。若い葉
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18‘ バラノス（Desert date) 

学名‘Balanites aeg男'tiaca (14 Del. 

Balanitaceae科 

浅川 澄彦 

本種は，かってハマピシ科（Zygophyllaceae) にいれられていたか，現在で 

はBalanitaceae という独立の科か設けられ，I 科I属とされる。なお,ニガキ 

科に含める説もある。バラニテス属には25種あり, 熱帯アフリ力からミ十ン 

マーにかけて分布している。Desert date以外の普通名としてはSimpleー 

thorned torch-wood, Soapberry tree, Thorn tree, Jericho balsam, Lalob 

などかあるほか，アラビア語ではHeglig, Haj Iij，ハウサ語ではAduwa, ギリ 

シャ語ではBalanos などとよばれる。 ただしSoapberry tree はムクロジを指 

す場合もある。 シノニムにはBalanites m ゆhoides, Xzrnenza aegyptiaca, 

Agialida senegalensおなどかある。 

本種は多目的樹種で,乾燥に強く，ほとんど煙を出さないということで燃材 

として高く評価されている材を生産する。成長は極めて遅いが，土壌条件に 

よってほとんど影響を受けず，火にも強い。 

小型から中型の半落葉性または落葉性の樹木で， 樹高は6~8m ， まれに10 

m に達することもある。幹の直径は30cm ほどになる。樹冠は球形または不規 

則て，立地条件，樹齢，取扱い方によって変わる（グラビア36）。樹皮は滑らか 

てあるが刺か多い。若い幹と枝は緑色であるか，老齢になると褐色から灰色に 

なり，縦に深い亀裂かでき，コルク質が厚くなる。切り口は，外側は淡緑色て， 

内部は白い。刺は堅く，長いものは8cm もあり，全体は緑色であるか先は褐色 

で，刺自体に葉や花を着けることがある。 また，まっすぐで先を向き,葉腋に 

互生している。枝は落ちやすく，極めて柔軟で，全体としては緑色であるか， 

皮目は灰色である。葉は葉柄の短い2枚の小葉からなり，サイズは著しく異な 

る。付け根の広い卵形から菱形の小葉は全縁で，長さは2 -'5cm，幅は1'--'25 

cm，葉脈ははっきりしている。小さな房状または穂状花序か葉腋に着き，個々 

の花の直径は約lcmで， 5枚の小さな脱落性の萼片と5枚の花弁， 10本の雄 

しぺ，胚珠を取り囲む花盤からなっている。開花期は必すしも一定しておらず, 

また地域によって異なるが，サヘルては主に10月から2月の間とされている。 

18. バ ラ ノス (Desert date)

学 名 ・βα卿諺乙郷 αegyp “αcα (L)Del.

Balanitaceae 科

浅川 澄彦

本種は, かってハマビシ科 (Zygophyllaceae) にいれ られていたが, 現在で

は Balanitaceae という独立の科か設けられ ,1 科 1届 とされる。なお , ニガキ

科に含める説もある。バラニテス属には 25種あり, 熱帯アフリカからミャン

マーにか けて分布 して いる。 Desert date 以外 の普通名 と して は Simple ‐

thorned torch-wood, Soapberrytree,Thorntree,Jerlchobalsam,Laiob

などがあるほか , アラビア語では Hegllg,Ha 貢い ノ、ウサ語では Aduwa, ギ リ

シャ語では Balanos などとよばれる。 ただ し Soapberry tree はムクロジを指

す場 合 もあ る。 シノニ ムに はβα如欄彰s zizゆれoides,Xzme “m 僻卿 PZZQcα,

Ag 脇目αα se7zE2gα膨れsis な どか あ る。

本種は多目的樹種で, 乾燥に強く, ほとんど煙を出さないということで燃材

として高く評価されている材を生産する。成長は極めて遅いが,土壌条件に

よってほとんど影響を受けず, 火にも強い。

小型から中型の半落葉性または落葉性の樹木で, 樹高は 6~8m, まれに 1o

m に達することもある。幹の直径は 30cm ほどになる。樹冠は球形または不規

則て,立地条件,樹齢,取扱い方によって変わる (グラビア 36)。樹皮は滑らか

てあるが刺か多い。若い幹と枝は緑色であるが, 老齢になると褐色から灰色に

なり,縦に深い亀裂かでき, コルク質が厚くなる。切り口は,外側は淡緑色て,

内部は白い。刺は堅く,長いものは 80m もあり,全体は緑色であるが先は褐色

で, 刺自体に葉や花を着けることがある。また, まっすぐで先を向き, 葉蔽に

互生している。枝は落ちやすく, 極めて柔軟で, 全体としては緑色であるが,

皮目は灰色である。葉は葉柄の短い2枚の小葉からなり,サイズは著しく異な

る。付け根の広い卵形から菱形の小葉は全縁で, 長さは 2~50m, 幅は 1~2.5

cm, 葉脈ははっきりしている。小さな房状または穂状花序が葉膝に着き,個々

の花の直径は約 lcm で,5 枚の小さな脱落性の尊片と 5枚の花弁,10 本の雄

しべ,魅珠を取り囲む花盤からなっている。開花期は必すしも一定しておらず,

また地域によって異なるが, サヘルては主に 10月から2月の間とされている。
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図18. 1 B aegyptzaca の葉ー花のついた枝，果実（Mbuya at at 1994) 

インドでは4月から5月が開花期で，結実期は5月から6月だとする文献があ 

るが， これか同じ地域についての記載かどうかは明かではない。オリーブのよ 

うな形をした楕円形の核果は乾季の終わりに成熟して黄褐色を呈する。長さは 

3'-4cm である。しわのある革のような外果皮が，黄褐色の中果皮をおおって 

おり，中果皮は食べられる。収斂性の，苦みのある甘さで，端の尖った木質の 

内果皮の中に核かはいっている。この中に普通は1個の種子が入っている。 

分 布 

本種は，アフリカでも最も乾いたサハラ砂漠の南縁に沿って，大西洋岸から 

紅海にいたるいわゆるサヘルースダーン地域のウッドランドに自生しており， 

さらにイスラェル， ョルダンからアラビア半島を経てインド洋に及んでいる。 

壊

図 18.1 β 解散のれα q の葉 ・花のついた枝 , 果実 (Mbuya gz〆 1994)

インドでは4月から5月が開花期で,結実期は5月から6月だとする文献があ

るが, これが同じ地域についての記載かどうかは明かではない。オリーブのよ

うな形をした楕円形の核果は乾季の終わりに成熟して黄褐色を呈する。長さは

3~4cm である。しわのある革のような外果皮が, 黄褐色の中果皮をおおって

おり, 中果皮は食べられる。収敏性の, 苦みのある甘さで, 端の尖った木質の

内果皮の中に核がはいっている。この中に普通は 1個の種子が入っている。

分 布
本種は, アフリカでも最も乾いたサハラ砂漠の南縁に沿って, 大西洋岸から

紅海にいたるいわゆるサヘルースダーン地域のウッドランドに自生 しており,

さらにイスラエル, ヨルダンか らアラビア半島を経てインド洋に及んでいる。
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インドおよひパキスタンてB roxburghiz とよばれているものは同種とする説 

もあり，その説ではこの種名はシノニムとなる。 

セネカル， ニジェール， チャド，および他のアフリカ諸国， およひインド， 

カリブ海の一部の島で小規模な植林かされているほか，アフリカでは天然分布 

地域よりはるかに南まで，またイント， プェルトリコても広い範囲で単木的に 

植えられている。 

適 地 

生態的には非常に適応性の高い樹種である。直根を深く伸ばす性質と，樹皮 

か厚いため，耐乾性がきわめて高く，地表火程度では損傷は受けない。年間降 

水量か200 mm '-800 mm の範囲であれは,砂質,粘土質1 ごく重粘な土壌，沖 

積土,礫などの多様な土壌て生育するか，砂質土壌での成長は貧弱である。高 

塩分土壌には敏感で，また，長く滞水するような条件には耐えない。東アフリ 

カでは，海抜1,500 m までの谷合い,河岸，窪地，岩石の多い山裾や斜面などの 

いずれでもよく育っている。普通には,Acacia seyal,A 切mlお， あるいは 

Sclerocarya birrea（ウルシ科）なとと混生しているか，ほとんど純林に近いと 

ころもある。一方イントては海抜450 in程度までとされており，Salvadora の 

低木や，Ama geissus pendula（シクンシ科）,Acacia catechuと混生しているこ 

とか多いが，砂質の高塩分土壌ではProsopis cineraria, Capparis 山ctdua（フ 

ウチ3 ウソウ科）,Maytenus emarginamS（ニシキギ科） なとと混生する。 

繁殖と管理 

繁殖は主に直播きによっているが，根萌芽や挿木によっても可能てある。種 

子はたやすく入手できる。成熟した個体は年間10,000 個くらいの果実を生産す 

る。これらの果実は鳥や動物によって食べられ，堅い種子が広く散布される。 

反芻動物とくに山羊の腸を通った種子はとくによく発芽する。 このような種子 

は家畜が夜間留置されるところで容易に集めることかてきる。休眠を打破する 

別の方法は，12-IS時間熱水に漬けるか，傷をつけることである。種子の活力 

は比較的良いが，穿孔虫によって被害を受ける。種子は形や重さが著しく異な 

る。kg当たりの種子数については500-4,500 粒の範囲か実測されているが， 

文献には4,500 粒という値もある。直播きは乾季の末期におこなうように勧め 

られている。発芽を保護するためには，種子全体を土でしっかり覆うことが重 

　　　

インドおよびパキスタンてβ γoヱ加増ね" とよばれているものは同種とする説

もあり, その説ではこの種名はシノニムとなる。

セ ネカル , ニ ジェール , チ ャ ド, お よび他 の ア フ リカ諸 国 , お よびイ ン ド,

カリブ海の一部の島で小規模な植林がされているほか, アフリカでは天然分布

地域よりはるかに南まで, またイント, プエルトリコても広い範囲で単木的に

植えられている。

適 地

生態的には非常に適応性の高い樹種である。直根を深く伸ばす性質と,樹皮

か厚いため, 耐乾」性がきわめて高く, 地表火程度では損傷は受けない。年間降

水星か 200mm~800mm の範囲であれは, 砂質 , 粘土質 , ごく重粘な土壌 , 沖

積土,磯などの多様な土壌て生育するが,砂質土壌での成長は貧弱である。高

塩分土壌には敏感で, また, 長く滞水するような条件には耐えない。東アフリ

カでは,海抜 1,500m までの谷合い,河岸,窪地,岩石の多い山裾や斜面などの

いずれで もよく育っている。普通には,Ac αcm say餌 ,A のmZZS, あるいは

Scz解にαかα彰“@α (ウルシ科 ) なとと混生 しているが , ほとんど純林に近いと

ころもある。一方イントては海抜 450m 程度までとされてお り,S α堀αom の

低木や ,Amge 乙ssαsP鎚α“如 (シクンシ料 ),Ac αc郎餌泌cれαと混生 しているこ

とが多いが , 砂質の高塩分土壌では Pγosopzs c綱β細れα,CQPP αγzsdeczd"α (フ

ウチ ョウソウ科 ), 朋のごaれ“sgm α78zれの“s( ニシキギ科 ) なとと混生する。

繁殖と管理
繁殖は主に直播きによっているが, 根萌芽や挿木によっても可能てある。種

子はたやすく入手できる。成熟した個体は年間 10,000個くらいの果実を生産す

る。これらの果実は鳥や動物によって食べられ, 堅い種子が広く散布される。

反鋼動物とくに山羊の腸を通った種子はとくによく発芽ずる。このような種子

は家畜が夜間留置されるところで容易に集めることがてきる。休眠を打破する

別の方法は,12~18 時間熱水に漬けるか,傷をつけることである。種子の活力

は比較的良いが,穿孔虫によって被害を受ける。種子は形や重さが著しく異な

る。 kg 当たりの種子数については 500~1,500 粒の範囲が実測されているが ,

文献には 4,500粒という値もある。直播きは乾季の末期におこなうように勧め

られている。発芽を保護するためには, 種子全体を土でしっかり覆うことが重
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要である。芽生えはあらゆる草食動物によって好んで啄まれる。丈の高い草は 

光条件について競争し,それによって更新か妨けられる。地表火は若い稚樹を 

傷める。一旦しっかり成立してしまえは，比較的成長は遅いか，あらゆる被害 

に抵抗性か高く，非常に持続性がある。 5年生から8年生で果実を着けるよう 

になる。バラノスは100年生以上の樹齢に達することもある。 

根萌芽による場合には,親木から2-3 m 離れた位置に環状にトレンチを掘 

ると，強い根萌芽かたくさん出てくる（クラビア37）ので，これらをうまく育 

てるとよい。 

更新と成長 

人間や動物によって散布された種子は容易に発芽し，比較的容易に定着する 

か，実生苗の植栽や根萌芽でも再生，更新か可能である。成長が極めて遅いの 

で，肥沃な土壌では雑草との競合に弱い。火には強いか，植栽後少なくとも3 

年くらいは火と家畜から守ってやる必要かある。 

天然更新は普通は根萌芽によっている。成熟木は多くの側根を発達させる 

が，それらの側根は多くの根萌芽を芽吹き，親木の近くに根萌芽に由来する若 

い個体か繁みをつくる。一方，離れたところには種子によって更新する。 

本種の成長は極めて遅い。 プェルトリコの事例では， 播きつけてから 8年 

経っても僅かに2---5 m であった。ケニアの例では, 播きつけから山出しまて 

10 か月かかるとされている （グラビア35）。一方イスラェルでは, 2'-'3年生の 

萌芽枝が1-'3m になったという事例が報告されている。 

用 途 

本種は非常に有用な樹木で，数千年にわたって利用されてきた。つまり，本 

種の果実がェジプトの第12王朝の墓の中で見つかっており，エジプトてはお 

よそ4,000年にわたって栽培されてきたことになるが， 驚いたことに, ナツメ 

ヤシの場合のように集約的な育種もされていないし，管理も，産業的な加工も 

されていない。この貴重な資源は，最近，それまでの数十年に比べればすっと 

注目されるようになったが，自給的な範囲を越えた利用方法を考案するべきで 

ある。 サヘル地帯でもバラノスはまったく利用されていないわけではないか， 

新しい，改良された林分を造成し，利用技術を向上するためには， もっと多く 

のことを試みるぺきてある。 

　　　

要である。芽生えはあらゆる草食動物によって好んで啄まれる。丈の高い草は

光条件について競争し, それによって更新か妨げられる。地表火は若い稚樹を

傷める。一旦しっかり成立してしまえは, 比較的成長は遅いが, あらゆる被害

に抵抗性が高く, 非常に持続性がある。5年生から8年生で果実を着けるよう

になる。バラノスは 100年生以上の樹齢に達することもある。

根萌芽による場合には, 親木から 2~3m 離れた位置に環状にトレンチを掘

ると, 強い根萌芽がたくさん出てくる (グラビア 37) ので, これらをうまく育

てるとよい。

更新と成長
人間や動物によって散布された種子は容易に発芽し,比較的容易に定着する

が,実生苗の植栽や根萌芽でも再生,更新が可能である。成長が極めて遅いの

で, 肥沃な土壌では雑草との競合に弱い。火には強いが, 植栽後少なくとも3

年くらいは火と家畜から守ってやる必要かある。

天然更新は普通は根萌芽によっている。成熟木は多くの側根を発達させる

が, それらの側根は多くの根萌芽を芽吹き,親木の近くに根萌芽に由来する若

い個体が繁みをつくる。一方, 離れたところには種子によって更新する。

本種の成長は極めて遅い。 プエルトリコの事例では, 播きつけてから 8年

経 っても僅かに 2~5m であった。 ケニアの例では, 播 きつけか ら山出 しまて

10か月かかるとされている (グラビア 35)。一方イスラエルでは,2~3 年生の

萌芽枝が 1~3m になったという事例が報告されている。

用 途
本種は非常に有用な樹木で, 数千年にわたって利用されてきた。つまり, 本

種の果実がエジプトの第 12王朝の墓の中で見つかっており, エジプトてはお

よそ 4,000年にわたって栽培されてきたことになるが , 驚いたことに , ナツメ

ヤシの場合のように集約的な育種もされていないし, 管理も, 産業的な加工も

されていない。この貴重な資源は, 最近, それまでの数十年に比べればすっと

注目されるようになったが, 自給的な範囲を越えた利用方法を考案するべきで

ある。サヘル地帯でもバラノスはまったく利用されていないわけではないか,

新しい, 改良された林分を造成し, 利用技術を向上するためには, もっと多く

のことを試みるべきてある。
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バラノスの材は青みかかった黄色または黄色かかった褐色で，堅く，弾性が 

あり，重く（比重：0.65)，耐虫性かあり，木目か細かい。切削性に優れていて, 

各種の道具の柄や,容器類，柱，臼，すりこ木，およびその他多くの家庭用品， 

農業用具などとともに，手工芸品にも用いられている。発熱量か4,600 ke町kg 

ある本種は優れた燃材で,木炭用として高く評価されている。枝には刺かあり， 

普通には生け垣として植えられている。垣根や生け垣に混植する場合には根挿 

しによるのかよい。 

若い葉，萌芽枝，緑の刺，およびとくに果実はあらゆる家畜や野生鳥獣が好 

んで食べる。樹冠下部の枝を下ろすlopping と呼ばれる枝払い法が広く実行さ 

れており，この方法で枝を払った後や，強度のブラウジング（browsing) の後 

ても容易に萌芽・回復するが，結局は矮生灌木型の樹形になる。 

果実は生のまま食用に供されるか，Desert date として乾燥される。後者は 

エジプトのミロバラン（本来はTerrninalia chebula の乾燥した果実）と呼ばれ 

る。果実は僅かに収斂性のある味で，瀉下作用がある。果実は加工して多目的 

な中間製品とされる。中果皮は発酵製品（例えばェタノール）や，ステロイド 

系サポニゲンの原料であり，動物の飼料にも加えることができる。果実の繊維 

質の殻は燃料になる。核は補足的な食品で，例えば食用ナッツとか， ピーナッ 

ツバターのような製品などとなる。本種の粗製油は食用植物油の原料とされる 

か，さもなければ石鹸の製造のような工業ても使われる。搾油後の核粕は家畜 

用の蛋白質および炭水化物源である。 

果実の平均的な重さは10'-lSgで，その約50％は堅い木質の殻（内果皮）, 

30％は柔らかな果肉（中果皮）, 10%が油種子（核）,残りの10％は外果皮およ 

びその他の小部分てある。中果皮は主にグルコース，果糖， しょ糖からなり， 

糖分が68 -. 72％を占めるか，核は約50％の脂肪油と26 -'S0％の粗蛋白から 

なっている。種子の核の部分を含めて,植物体のあらゆる部分にサポニケン， 

ディオスゲニン，ヤモゲニンか含まれており，いずれもステロイド系薬物の合 

成に使われている。根の皮と果実から搾るサポニンで石鹸の代用品か作られて 

いる。 

そのほかの用途としては，核を粉末にしてある種のパンを作る。若い萌芽枝 

と葉は時に野菜かわりに食べる。果実と樹皮のエキスは,住血吸虫症の中間寄 

主である淡水に生息する蝸(Freshwater snail）を殺すのに使われる。このェ 

キスはまた， この寄生虫の自由遊泳性の生活形及びメジナチュウ（Guinea 

　　　

バラノスの材は青みがかった黄色または黄色かかった褐色で, 堅く, 弾性が

あり,重く (比重 :0.65),耐虫性かあり,木目か細かい。切削性に優れていて,

各種の道具の柄や,容器類, 柱, 臼, すりこ木, およびその他多くの家庭用品,

農業用具などとともに,手工芸品にも用 、られている。発熱量が 4,600kcal/kg

ある本種は優れた燃材で,木炭用として高く評価されている。枝には刺かあり,

普通には生け垣として植えられている。垣根や生け垣に混植する場合には根挿

しによるのかよい。

若い葉, 萌芽枝, 緑の刺, およびとくに果実はあらゆる家畜や野生鳥獣が好

んで食べる。樹冠下部の枝を下ろす lopping と呼ばれる枝払い法が広く実行さ

れており, この方法で枝を払 った後や , 強度のブラウジング (browsmg) の後

ても容易に萌芽・回復するが, 結局は緩生産木型の樹形になる。

果実は生のまま食用に供されるか,Desert date として乾燥される。後者は

エジプトのミロバラン (本来はでの“駆れ〆Zqcため“卿の乾燥した果実) と呼ばれ

る。果実は僅かに収倣性のある味で,潟下作用がある。果実は加工して多目的

な中間製品とされる。中果皮は発酵製品 (例えばエタノール) や, ステロイド

系サポニゲンの原料であり, 動物の飼料にも加えることができる。果実の繊維

質の殻は燃料になる。核は補足的な食品で, 例えば食用ナッツとか, ピーナッ

ツバターのような製品などとなる。本種の粗製油は食用植物油の原料とされる

か, さもなければ石鹸の製造のような工業ても使われる。搾油後の核粕は家畜

用の蛋白質および炭水化物源である。

果実の平均的な重さは 10~15g で, その約 50% は堅い木質の殻 (内果皮),

30% は柔らかな果肉 (中果皮),10% が油種子 (核),残りの 10% は外果皮およ

びその他の小部分てある。中果皮は主にグルコース, 果糖, しょ糖からなり,

糖分が 68~72% を占めるが, 核は約 50% の脂肪油と26~30% の粗蛋白から

なっている。種子の核の部分を含めて, 植物体のあらゆる部分にサポニケン,

ディオスゲニン, ヤモゲニンが含まれており, いずれもステロイド系薬物の合

成に使われている。根の皮と果実から搾るサポニンで石鹸の代用品が作られて

い る。

そのほかの用途としては, 核を粉末にしてある種のパンを作る。若い萌芽枝

と葉は時に野菜かわりに食べる。果実と樹皮のエキスは, 住血吸虫症の中間寄

主である淡水に生息する蝿 (Freshwater snail)を殺すのに使われる。このエ

キスはまた, この寄生虫の自由遊泳性の生活形及びメジナチュウ (Gulnea
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worm）を運んでいるWaterfly の幼虫も殺す。さらに次のようないろいろな医 

薬的用法も知られている。樹皮と根については，緩下剤，鎮静剤（仙痛のため 

の）,樹皮については,胃痛や不妊症，精神病，てんかん，黄熱病，梅毒などに 

効くほか，駆虫剤としても使われている。果実と葉，およひとくに核の油は， 

リューマチに効くといわれ，樹皮のェキスは歯痛に効く。果実のエキスからは 

また魚毒も得られる。 

虫 害 

穿孔虫としてナガシンクイムシ科のSfnoユylon sudanicum が知られる。ま 

た乾燥した材にはカミキリムシ科のStromatium barbatwn か加害する。 

文 献 

Bhasin, GD , ML Roonwal, & B Singh (1958) A list of insect pests of forest plants 

in India and the adjacent countries Part 3, Indian Forest Bull (New Senes) 171 

(2) 1'-126 

Duffy, E A .J (1968) A monograph of the immature stages of Oriental timber beetles 

(Cerambycidae) 434pp, l8pls 

Hocking, D . ed (1993) Trees for Drylands Internati Science Publisher New York 

pp 120-123 

Maydell, H -J von (1986) Trees and Shrubs of the Sahel Their Charact-eristics and 

Uses GTZ, pp. 178-182 

Nationa) Academy of Sciences (1983) Firewood Crops Shrubs and Tree Species for 

Energy Production National Academy Press, vol 2 54-55 

　　　

worm) を運んでいる WaterHy の幼虫も殺す。さらに次のようないろいろな医

薬的用法も知られている。樹皮と根については, 緩下斉-i,鎮静剤 (仙痛のため

の), 樹皮については, 胃痛や不妊症,精神病, てんかん, 黄熱病,梅毒などに

効くほか, 駆虫剤としても使われている。果実と葉, およびとくに核の油は,

リューマチに効 くといわれ, 樹皮のエキスは歯痛に効 く。果実のエキスからは

また魚毒も得られる。

虫 害
穿孔虫 としてナガシソクイムシ科の SIれoエメ oれ s秘飯館 c“m が知 られ る。ま

た乾燥した材にはカミキリムシ科の S汐o伽のm伽加齢の“m か加害する。

文 献
Bhasln, G D, M L Roonwal,& B smgh{1958)A1ist oi lnsect pests offorest plants

・n lnd・a andthead 〕acentcountrles Part3,lnd ・anForcstBull(New senes)171

{2)1~126

Du 任y,EAJ(1968)A monograPh of thc lmmature stages of 0r・entalt ・mberbeetles

(Cerambyeldae) 434pp, 18pls

Hocklng, D ‐ed (1993) Trees forDrylands lnternat.sc ュence publ.sherNew York,

pp 120ハ}123

Maydell, H ‐J von (1986) Trees and Shrubs cf the SaheI The ・rCharact ‐er・st・cs and

Uses GTZ,pp. 178~182

NatlonaI Academy of se・ences(1983)F1rewccd Crops Shrubs and Tree spec ・esfor

Energy Production NatlonaIAcademy Press,vc1 2 54~55
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19． センダン（Bead tree) 

学名：Malta azedarach L 

センダン科 

石塚 森吉 

アジアを原産とする高木で， タイワンセンダンとも呼はれる。成長が速く花 

や樹形か美しいので，古くから各地の熱帯～暖温帯で街路樹や公園の緑陰樹と 

して植栽されてきた。わが国ては古名をアフチ（オオチ）といい，その幹は獄 

門のさらし首の木として使われたという。果実は有毒とされるが，漢方ては乾 

燥したものを薬用にする。また，葉，果実，種子，樹皮には駆虫の薬効かある。 

石果の核は数珠玉に用いられる。日本名のセンダンは香木の栴檀（ビ十クダン 

科ビャクダンSantalum album）とは関係なく，語源は不明という。中国名は苦 

棟，英名にはChina-berry, Persian lilac, Bead tree などがあり，スペイン語圏 

てはParaiso と呼はれる。オーストラリアに分布する（Malta azedarach var 

australastca) は White cedarとして取り引きされている。 

形態と分類，分布 

落葉性の高木て樹高30 m ，直径80cm に達する。樹皮は灰褐色～淡褐色てあ 

る0 大型の葉は有柄で互生 2 (3〕回羽状複葉である（グラピア41)。小葉も有柄 

で卵状楕円形，長さ3-7cm,幅15-'2.5cm,やや質か硬く，急鋭尖頭，縁辺 

に欠刻状鋸歯がある。下面は黄緑色。円錐花序は腋生で，長さ10-45cm,幅5 

-7 cm，まはらに多数の花をつける（グラビア40)。花弁は5~6 個で倒皮針状 

長楕円形，長さ約lcm,淡紫色，短い小梗かある。萼裂片も5-'G 個で長さ約2 

mm 。雄蘂は10 -12個,長さ約7mm で，花糸は基部か筒状に癒合する。子房 

は4'-8室，花柱は単一，円柱形でやや長く，胚珠は各室に2個。核果で肉質の 

外果皮かある。核果は楕円形で黄色に熟し，長さ約17 mm ~ 

Malta 属はヒマラャ地方～南・東アジア， オーストラリア周辺に本来分布し 

たと考えられているが，16世紀初頭にはョーロノパや北アメリカに渡り,合衆 

国南部，中南米,アフリカなど各地の熱帯～暖温帯地域で野生化しているため， 

天然分布が不明瞭で分類か混乱している。Mabberley (1984）は各地て野生化 

したもの全体を1種に統一し，他に2つの主な園芸系統を認めている。また， 
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19. セ ンダ ン (Bead tree)

学名 :MB{ 畝 解 8鉱〆αcん L

センダン科

石塚 森吉

アジアを原産とする高木で, タイワンセンダンとも呼ばれる。成長が速く花

や樹形か美しいので,古くから各地の熱帯~暖温帯で街路樹や公園の緑陰樹と

して植栽されてきた。わが国ては古名をアフチ (オオチ) といい, その幹は獄

門のさらし首の木として使われたという。果実は有毒とされるが, 漢方ては乾

燥したものを薬用にする。また,葉, 果実,種子,樹皮には駆虫の薬効がある。

石果の核は数珠玉に用いられる。日本名のセンダンは香木の栴槽 (ビャクダン

科ビャクダンSQね〆“mαの"m) とは関係なく,語源は不明という。中国名は苦

棟 , 英 名 に は China ‐berry,Pers1anlllac,Beadtree な どが あ り, スペ イ ン語 圏

ては Paralso と呼はれる。 オース トラリアに分布する (MeZ旗 鯛 e加川 cれ var

α節お賜αs乙cα) は Whlte oedar として取 り引きされている。

形態と分類, 分布

落葉性の高木て樹高 30m, 直径 800m に達する。樹皮は灰褐色~ 淡褐色てあ

る。大型の葉は有柄で互生,2{3}回羽状複葉である (グラビア 41)。小葉も有柄

で卵状楕円形 , 長さ 3~7cm, 幅 15~2.50m, やや質が硬 く, 急鋭尖頭 , 縁辺

に欠刻状鋸歯がある。下面は黄緑色。円錐花序は膝生で,長さ 10~150m, 幅 5

~7cm, まばらに多数の花をつける (グラビア 40)。花弁は 5~6 個で倒皮針状

長楕円形,長さ約 lcm, 淡紫色,短い小梗かある。尊裂片も 5~6 個で長さ約 2

mm 。雄薬は 10~12 個, 長さ約 7mm で, 花糸は基部が筒状に癒合する。子房

は 4~8 室,花柱は単一, 円柱形でやや長く,雁珠は各室に 2個。核果で肉質の

外果皮がある。核果は楕円形で黄色に熟し, 長さ約 17mm 。

M8zzα属 はヒマラヤ地方 ~ 南 ・東アジア, オース トラリア周辺に本来分布 し

たと考えられているが ,16 世紀初頭にはヨーロ ノパや北アメリカに渡 り, 合衆

国南部,中南米,アフリカなど各地の熱帯 ~ 暖温帯地域で野生化しているため,

天然分布が不明瞭で分類力ゞ混乱している。Mabberley(i984) は各地て野生化

したもの全体を 1種に統一し, 他に 2つの主な園芸系統を認めている。また,
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鴛 
図19. 1 M azedarach の花と古い果実をつけた枝，葉および果実 

(Mbuya at at 1994) 

変種かいくつか記載されているか，区別は困難である。 日本南部，南朝鮮，中 

国に分布するものを1変種（M azedarach var subtripinnata M1q またはvar 

Joponica Makino）として区別することもある。日本では，伊豆半島およひ福井 

県以西，四国，九州の沿海地方に野生するが古くから広く植栽されているので 

天然分布は不明瞭になっている。 

生育立地とフェノロジー 

年平均気温18℃以上の気候に適す。幼木は寒さに弱いが，成木は耐凍性かあ 

る。ヒマラヤでは標高2,000rrlにも生育するという。乾燥には比較的強く，年降 

雨量GOO - 1,000 mm の地域で十分に生育する。また，さまざまな土壌て生育可 

能であるが，水はけの良い，深い砂質のローム土壌で成長か良好てある。自生 

や野生化したものは，川岸や沿岸の山麓で優占度か高いという。 

モンスーン熱帯では乾季（12'-'4 月頃），温帯ては冬季に落葉する。熱帯多雨 

気候下では常緑になることもある。花期はモンスーン熱帯で3,-..,5 月，東アシア 

では5 -'6月，オーストラリア（var austin危S xc）では11'-'12 月である。果実 

は， モンスーン熱帯で11'-'12月,東アジアて10月頃， オーストラリアでは7 

月頃に熟す。 

タネの採取と調製，育苗 

実生,挿木，根吹き苗（根萌芽）による繁殖が容易である。 ほぼ毎年結実す 

図 19.I M 解8鉱〆破れの花と古い果実をつけた枝, 葉および果実
(Mbuya gt〆 1994)

変種がいくつか記載されているか, 区別は困難である。日本南部, 南朝鮮, 中

国に分布するものを 1変種 (肌 鯛 e血 αcれvars の 扇が“れαね M1q または var

iαPoれzcαMak ・no) として区別することもある。日本では,伊豆半島およひ福井

県以西, 四国, 九州の沿海地方に野生するが古くから広く植栽されているので

天然分布は不明瞭になっている。

生育立地とフェノロジー

年平均気温 18oC以上の気候に適す。幼木は寒さに弱いが,成木は耐凍性があ

る。ヒマラヤでは標高 2,ooom にも生育するという。乾燥には比較的強く,年降

雨量 600~1,ooomm の地域で十分に生育する。また, さまざまな土壌て生育可

能であるが, 水はけの良い, 深い砂質のローム土壌で成長が良好てある。自生

や野生化したものは, 川岸や沿岸の山麓で優占度か高いという。

モンスーン熱帯では乾季 (12~4 月頃), 温帯ては冬季に落葉する。熱帯多雨

気候下では常緑になることもある。花期はモンスーン熱帯で 3~5 月,東アシア

では 5~6 月 , オース トラリア (var α簾加須偏にα) では 11~12 月である。果実

は, モンスーン熱帯で 11~12 月 , 東アジアて 10月頃 , オース トラリアでは 7

月頃に熟す。

タネの採取と調製,育苗

実生,挿木,根吹き苗 (根萌芽) による繁殖が容易である。ほぼ毎年結実す
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る。果実は黄色に熟したものを採取し,数日水に浸した後，もんで果肉を水洗 

除去して核果だけにする。果肉付きて播きつけると,発芽は非常に遅れる。ま 

た，乾燥すると発芽率は極端に低下する。種子は核果内に1~5 粒，核が非常に 

堅いため，核果のまま取播きするか，湿砂低温貯蔵または土中埋蔵する。低温 

て数年間貯蔵可能であるか,低温でなくとも1年は発芽力がある。熟した健全 

な核果はlI当たり約1,300 個，生重lkg当たり1,400'--' 2,500 個。播種前に1'-' 

2 日水に浸すと発芽率が高まり,熟した健全な核果の平均発芽率はおよそ65'-' 

80％てある。 オーストラリア産のものでは，発芽率は気温30'-'SS℃で高く, 

25℃以下では極端に低くなっている。取播きすると通常2-3 週間て発芽する。 

暖温帯～亜熱帯では播種時期は早春,発芽は5月中旬に始まり6月上旬には出 

そろう。播種量はm2当たり120粒（核果）または50g 程度を点播か条播する。 

核果のため，2'-3 本ノ果の発芽が見られるので，I 本を残して他は間引く。地域 

によって異なるが苗は1年で苗高50-'lOO cm 程度になる。植栽には暖温帯～ 

亜熱帯ではI年生苗を用いるか，熱帯では6 か月程度の苗を用いるのか一般的 

である。取り播きをした場合,当年の成長は比較的緩やかであるが,翌年より 

旺盛な成長をおこなう。 床替はm2当たり5~10本程度とする。 直根性なのて 

床替時に主根を20cm 程度に切りつめるとよい。寒い地方では苗木の防寒か必 

要である。 

植栽と成長，更新 

緑化樹としての植栽は古くから広く行われてきたか，プランテーションとし 

ての造林の報告は多くない。温帯では3,000 本／ha 程度の植栽間隔であるが， 

熱帯では一般に3~4m 間隔，肥沃なところては5'-'6 m 間隔て植栽されてい 

る。苗木はポソト苗か使われることが多いか，チークのように地上部を切った 

裸根のスタンプ苗も用いられる（バラグアイ）。ポット苗でも根系の発達の悪い 

ものは地上部を切った方が活着が良いという。 

中国中南部では,植栽間隔3-'4m で，平均樹高成長量1'-'2 m ノ年，平均直径 

成長量2 -'3cm／年て，3'-,4年生で結実を開始し，30 -'40年で老衰するといわ 

れている。東北タィ北部のSomdet では8年生〔植栽間隔3~4m ）て,直径25 

-'30cm に達していた（グラピア43)。表19 1, 2 に，中国とパラグアイにおけ 

るセンダンの成長例を示す。 

バラグアイでは, センダン（M azedarach var. gigante, 現地名Paraiso, 

　　　

る。果実は黄色に熟したものを採取し, 数日水に浸した後, もんで果肉を水洗

除去して核果だけにする。果肉付きて播きつけると, 発芽は非常に遅れる。ま

た,乾燥すると発芽率は極端に低下する。種子は核果内に 1~5 粒 ,核が非常に

堅いため,核果のまま取播きするか,湿砂低温貯蔵または土中埋蔵する。低温

て数年間貯蔵可能であるが,低温でなくとも1年は発芽力がある。熟した健全

な核果は IZ当たり約 1,300個 , 生重 lkg 当たり 1,400~2,500 個。播種前に 1~

2日水に浸すと発芽率が高まり,熟した健全な核果の平均発芽率はおよそ65~

80% てある。 オース トラリア産のものでは, 発芽率は気温 30~3 庁C で高 く,

25℃以下では極端に低くなっている。取播きすると通常 2~3 週間て発芽する。

暖温帯~亜熱帯では播種時期は早春,発芽は5月中旬に始まり6月上旬には出

そろう。播種量は m2 当たり 120粒 (核果) または 50g 程度を点播か条播する。

核果のため,2~3 本/果の発芽が見られるので,1 本を残して他は間引く。地域

によって異なるが苗は 1年で苗高 50~10o cm 程度になる。植栽には暖温帯 ~

亜熱帯では 1年生苗を用いるか,熱帯では6か月程度の菌を用いるのか一般的

である。取り播きをした場合, 当年の成長は比較的緩やかであるが, 翌年より

旺盛な成長をおこなう。床替は m2 当たり5~10 本程度とする。直根性なのて

床替時に主根を 20cm 程度に切りつめるとよい。寒い地方では苗木の防寒か必

要である。

植栽と成長,更新

緑化樹としての植栽は古くから広く行われてきたか, プランテーションとし

ての造林の報告は多くない。温帯では 3,000本 /ha 程度の植栽間隔であるが,

熱帯では一般に 3~4m 間隔, 肥沃なところては 5~6m 間隔て植栽されてい

る。苗木はポント苗か使われることが多いが, チークのように地上部を切った

裸根のスタンプ苗も用いられる (パラグアイ)。ポット苗でも根系の発達の悪い

ものは地上部を切った方が活着が良いという。

中国中南部では,植栽間隔 3~4m で,平均樹高成長量 1~2m/ 年,平均直径

成長量 2~3cm/ 年て,3~4 年生で結実を開始し,30~40 年で老衰するといわ

れている。東北タイ北部の Somdet では 8年生〔植栽間隔 3~4m) て,直径 25

~30cm に達 していた (グラビア 43)。表 191,2 に, 中国とパ ラグアイにおけ

るセンダンの成長例を示す。

パ ラグアイで は , セ ンダ ン (M
‐
Qzg 加 川 cん var.gzg αれ彰, 現地 名 Paralso,
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表19 1 中国の湖南（270 N 付近）におけるセンダンの胸高直径 

の成長例 植栽間隔は3'-4 m と推測される 

樹 齢 3年 5年 10年 

胸高直径（cm) 11'-19 19-25 平均35 

中国主要樹種造林技術（上冊）(1978） より作成 

表19. 2 パラグアイGuayayth (24。 S）地方におけるセンダン 
(M azedarach var gtgante） の樹高成長の例 

（植栽間隔は3mX4m) 

林 分 6か月 9か月 19 か月 

Acosta 

Casere 

Ortiz 

2 98m 

3 34m 

7 00m (5.75 cm*) 

‘平均胸高直径，Evans & Rombold (1984）より作成 

Paraiso gigante) を上木に使った‘'Paraiso Woodlot" System というアグロ 

フォレストりーの方式がある。植栽間隔は3mX4mで,列間（4m）にマメを 

植栽する。2 -4 年目に潅木のflex paraguariensisを行間（3m）に2本ずつ植 

栽し，列間にトウモロコシ，マメ,キャノサハを植える。さらに5年目にはこ 

れらに代わってパナナを植栽する。センダンは最初の2年間，Gm まで枝打ち 

を行い，3年目と6年目に50％すつの間伐を行う。これて12年目には,径級 

40 cm のセンダンが200 本ノha収穫できるという。100 本／haを15年まて残 

し，径級50cm にするオプションもあるという（Evans & Rombold, 1984)。セ 

ンダンの樹冠はあまり濃い日陰を作らないのてアグロフォレストリーには向い 

ているという（グラビア42)~ 

なお，九州えびの営林署では3,000 本植栽，40年伐期で径級40cm のセンダ 

ンを600 本／ha（林分材積300 m3/ha）収穫することを目標としている。径級40 

cnlを生産するのに温帯ては熱帯の倍以上の年数か必要になっている。なお, 

センダンの大径木には腐朽て孔の空いたものか多いため，成長の哀える前に利 

用するのか良いという。 

センダンは乾燥に比較的強く，インドの砂漠化の進んだ乾燥地における8種 

の植栽試験の結果（15 か月）では平均樹高一根元直径それぞれ13Gm, 2.5cm 

であり，Leucaena leucocep ha/a に次く成長量を示した（Nimbkar ら 1986) 

本種は切り株からの萌芽が旺盛で萌芽更新か可能てある。また，自然落下し 

表 19.1 中国の湖南 (27oN 付近 ) におけるセンダンの胸高直径
の成長例 植栽間隔は 3~4m と推測される

樹 齢 3年 5年 10年

胸高直径 (cm) 11~19 19~25 平均 35

中国主要樹種造林技術 (上冊)(1978) より作成

表 19.2 パ ラグアイ Guayayb ・ (24oS) 地方 におけるセ ンダン

(M 解 e加 川 cた var gzg御 影) の樹高成長の例

(植栽間隔は 3m ×4m)

林 分 6か月 9か月 19か月

Acosta 2 98m

Casere3 34m

ort・z 7 00m(5.75cm*)

*平均胸高直径 ,Evans&Rombold(1984) より作成

Paralso glgante) を上 木 に使 った “Paraiso WoodlorSystem とい うア グ ロ

フォレス トリーの方式がある。植栽間隔は 3m ×4m で , 列間 (4m) にマメを

植栽する。 2~4 年 目に潅木の刀gxpQmg “α“8節乙s を行間 (3m) に 2本ずつ植

栽 し, 列間に トウモロコシ, マメ, キャソサハを植える。 さらに 5年 目にはこ

れらに代わってバナナを植栽する。センダンは最初の 2年間,6m まで枝打ち

を行い,3 年目と 6年目に 50% すっの間伐を行う。これて 12年目には, 径級

40cm のセンダンが 200本 /ha 収穫できるという。 100本 /ha を 15年まて残

し,径級 50cm にするオプションもあるという (Evans&Rombold,1984) 。セ

ンダンの樹冠はあまり濃い日陰を作らないのてアグロフォレストリーには向い

ているという (グラビア 42)。

なお, 九州えびの営林署では 3,000本植栽,40 年伐期で径級 40cm のセンダ

ンを 600本/ha(林分材積 300m3/ha) 収穫することを目標としている。径級 40

cm を生産するのに温帯ては熱帯の倍以上の年数が必要になっている。なお,

センダンの大径木には腐朽て孔の空いたものか多いため, 成長の衰える前に利

用するのか良いという。

センダンは乾燥に比較的強く, インドの砂漠化の進んだ乾燥地における 8種

の植栽試験の結果 (15か月) では平均樹高・根元直径それぞれ 136m,2.5cm

であり, 乙8鑑叱れαZB“coceぬれαぬ に次 く成長量を示 した (N1mbkar ら 1986)。

本種は切り株からの萌芽が旺盛で萌芽更新が可能てある。また, 自然落下し
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た種子の発芽は翌年以降てあるが，人工林でも自然落下した種子による天然更 

新かよくおこなわれるという。 

材と用途 

材は辺材か帯黄色，心材は帯赤褐色で，保存性が高く磨くと美しいのて装飾 

材として家具，床周りの建築材などに利用される。地域にもよるか，成長輪（年 

輪）は一般に明瞭である。わが国ではニセゲャキとも称されるようにケヤキの 

模擬材として利用される。近年材価が上かっており，暖地における造林樹種と 

して期待されるようになった。果実は山羊や鳥は食べるが，人間には毒とされ 

ている。葉は家畜に利用される。また,熱帯ては薪炭材としてもよく利用され 

ている。 

病虫害 

ジャマイカてシュートポーラーによる被害の報告があるという。またアシア 

東部では，穿孔性害虫としてゴマダラカミキリAnoplophora 属が重要である。 

その他に食葉性昆虫か知られているが，重大な被害の報告はないようてある。 

九州ではモミジワタカイガラムシによる被害（幹と枝）があり，防除法として 

は幼虫孵化期にカルホス，スプライト乳剤（1,000 倍）を散布する。センダンの 

病害として,センダンそうか病（Spot anthracnose)，センダン斑点病・褐斑病 

か知られている。「そうか病」は茎枝先端の若い部分に集中的に，径lmm ほと 

の小さい斑点を多数形成し,展葉にともなってその周りにしわか寄り破れたり 

孔があいたりして成長か止まる。防除薬剤としては銅水和剤かTPN剤かあり， 

10日おきの2'-S回散布が良いとされる。 後者の斑点病は, 葉iこ褐色の5mm 

大の不整角状の病斑を形成し，次第に落葉する。また，褐斑病は，2-'5 mm の 

灰褐色の輪紋状の病斑を形成し, まもなく落葉する。これらは，苗木に発生す 

ると被害か激しいのて，少しても発生を認めたらマンネブ剤（500倍）を10日 

おきに散布する。沖縄では，細菌によるこぶ病も発生している。 なお，本種は 

風害を受けやすいと言われている。 

文 献 

Duff y, E A J (1968) A monograph of the immature stages of Oriental timber beetles 

(Cerambycidae) 434 pp, l8pls. 

　　　

た種子の発芽は翌年以降てあるが,人工林でも自然落下した種子による天然更

新がよくおこなわれるという。

材と用途

材は辺材か帯黄色,心材は帯赤褐色で,保存性が高く磨くと美しいのて装飾

材として家具,床周りの建築材などに利用される。地域にもよるか,成長輪 (年

輪) は一般に明瞭である。わが国ではニセゲヤキとも称されるようにケヤキの

模擬材として利用される。近年材価が上かっており,暖地における造林樹種と

して期待されるようになった。果実は山羊や鳥は食べるが, 人間には毒とされ

ている。葉は家畜に利用される。また, 熱帯ては薪炭材としてもよく利用され

て いる。

病虫害
ジャマイカてシュー トポーラーによる被害の報告があるという。またアシア

東部では, 穿孔性害虫としてゴマダラカミキリAm 〆のれom 属が重要である。

その他に食葉性昆虫か知られているが, 重大な被害の報告はないようてある。

九州ではモミジワタカイガラムシによる被害 (幹と枝) があり, 防除法として

は幼虫膳化期にカルホス, スプライト乳剤 (1,000倍) を散布する。センダンの

病害として , センダンそうか病 (Spot anthracnose), センダン斑点病 ・褐斑病

が知られている。「そうか病」は茎枝先端の若い部分に集中的に,径 lmm ほと

の小さい斑点を多数形成し,展葉にともなってその周りにしわか寄り破れたり

孔があいたりして成長か止まる。防除薬剤としては銅水和剤か TPN 剤があり,

10日おきの 2~3 回散布が良いとされる。後者の斑点病は, 葉に褐色の 5mm

大の不整角状の病班を形成し,次第に落葉する。また,褐斑病は,2~5mm の

灰褐色の輪紋状の病斑を形成し, まもなく落葉する。これらは, 苗木に発生す

ると被害か激しいのて,少しても発生を認めたらマンネプ剤 (500倍 ) を 10日

おきに散布する。沖縄では, 細菌によろこぶ病も発生している。なお, 本種は

風害を受けやすいと言われている。
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20． セドロブランコ（American muskwood) 

学名 Guarea guidonia (L ) Sleum 

センダン科 

梶本 卓也 

ブラジルではセトロブランコ（Cedro blanco),英語では単にm us kw oodと 

も呼ばれ,大きな樹冠を発達させる常緑樹である。分類学上，当初G guara と 

命名されたか，その後Gtnchzltotdas とされ，今日の学名C. gu沼on ia に至っ 

ている。わか国ではアメリカジ十コウノキとも呼はれる。その広範な分布域や， 

熱帯・亜熱帯から温暖な条件までの幅広い適応性を考えると,いくつか変種が 

あると考えられている。地域によって様々な呼ひ名かあり，例えば，キューパ 

てはGuaragao, ジャマイカではMu skwood, プェルトリコではGuaragua, 

ギアナではBois bajie，ガイアナではCa ra balli， コロンビア，ベネズェラで 

はTrompillo, ペルーではItapl, アルゼンチンではComboata なとかある。 

プェルトリコでは，成熟木になると板根が発達し，通直な幹は樹高25-50 

m ,胸高直径lin に達する。葉は偶数羽状複葉，長さ20-60 cm と大型で,暗 

緑色の小葉か8-20枚互生する。葉は軸の先端でシュートのようにさらに伸長 

し，新たに小葉を展開する。樹皮の表面は粗く，縦方向に多数の割れ目かあり， 

茶色の下地に目だつ赤味を帯びている。 

分布と気候 

セドロブランコは，中南米（22。 N -25。 5) 

ニオラ （ハイチ， ドミニカ）， プェルトリコ， 

に広く分布し，キューハ， ヒスパ 

セントクロイ（St Croix)， トリ 

ニダード, ニカラグア， コスタリカ， パナマ， コロンビア， ブラジル, アルセ 

ンチンに自生する（図20 1)。フロリダには植栽されているか,小アンティル諸 

島（Lesser Antilles）には分布しない。 

プェルトリコの発見当時，本種は沿岸部の平地や丘陵地の森林を構成する樹 

種て,標高150 m まで分布していた。現在は島内の低山，湿った石灰岩地帯や 

沿岸部に天然分布する。またコーヒーのプランテーションに植栽されるごく普 

通の樹種として知られている。 

セドロブランコは湿潤な亜熱帯，熱帯地域に生育し, カリブ諸島ては年平均 

　　　

20. セ ド□ブ ラ ンコ (American muskwood)

学名 G"αだαg“〆◇〃zα (L)S1eum

センダン科

梶本 卓也

ブラジルではセ トロブランコ (Cedro blanco), 英語では単に muskwood と

も呼ばれ,大きな樹冠を発達させる常緑樹である。分類学上, 当初 G g“α他 と

命名されたが , その後 C ごれc廟‘zozdes とされ , 今 日の学名 G.g"Zdo" 醐 に至 っ

ている。わか国ではアメ リカジャコウノキとも呼はれる。その広範な分布域や,

熱帯・亜熱帯から温暖な条件までの幅広い適応性を考えると, いくつか変種が

あると考えられている。地域によって様々な呼ひ名かあり, 例えば, キューバ

て は Guaragao, ジ ャマイカで は Muskwood, プエ ル トリコで は Guaragua,

ギ ア ナで は Bo・s baile, ガ イ アナで は Cara balll, コ ロ ン ビア , ベ ネズエ ラで

は Tromplllo, ペ ル ーで は ltapl, アル ゼ ンチ ンで は Comboata な とか あ る。

プエルトリコでは, 成熟木になると板根が発達し, 通直な幹は樹高 25~50

m, 胸高直径 lm に達する。葉は偶数羽状複葉, 長さ 20~60cm と大型で, 暗

緑色の小葉か 8~20 枚互生する。葉は軸の先端でシュートのようにさらに伸長

し,新たに小葉を展開する。樹皮の表面は粗く,縦方向に多数の割れ目があり,

茶色の下地に目だっ赤味を帯びている。

分布と気候
セ ドロプ ラ ンコは , 中南米 (22oN~25oS) に広 く分布 し, キ ューハ , ヒスパ

ニオ ラ (ノ・イチ , ドミニカ ), プエル トリコ , セ ン トクロイ (St Cro・x), トリ

ニ ダ ー ド, ニ カ ラ グ ア , コ ス タ リカ , ノぐナ マ , コ ロ ン ビ ア , プ ラ ジノレ, アノレセ

ンチンに自生する (図 201) 。フロリダには植栽 されているか ,ノ」、アンティル諸

島 (Lesser An 口1les) には分布 しない。

プエルトリコの発見当時,本種は沿岸部の平地や丘陵地の森林を構成する樹

種て, 標高工50m まで分布していた。現在は島内の低山, 湿った石灰岩地帯や

沿岸部に天然分布する。またコーヒーのプランテーションに植栽されるごく普

通の樹種として知られている。

セドロブランコは湿潤な亜熱帯, 熱帯地域に生育し, カリブ諸島ては年平均
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南アメリカ 

図20. 1 セドロブランコの分布域 

気温が21~ 25C,年間降水量が約1,100mm から3,000 mm 以上， またコスタ 

リカやベネズェラの内陸部では， 降水量か年間4,000mm 近くに達し，年平均 

気温が22-'-'26℃となる範囲に分布する。天然分布域は，アルゼンチン北部を除 

き年中霜がおりない。 

生育地 

キューバでは，冷涼湿潤な山地の渓谷内に発達する沖積土でしばしは冠水す 

る平坦地，標高150'-600 m の範囲にある湿潤な斜面及び石灰岩土壌で湿潤な 

小高い場所などてセドロブランコの生育が報告されている。プェルトリコのル 

キロ（Luquillo) 山地ては，標高180 -'300 m の斜面下部や湿った低地，河岸段 

丘によく生育する。ベネズェラでは標高50Gm の河川周辺で, またスリナムて 

は降雨林の尾根上やまれにサバンナ林でそれぞれ生育か知られている。詳細な 

植生調査が行われたトリニダードの場合，本種は4つの植物群集と2, 3 の群落 

型の構成種として，それぞれ記載されており,山地季節林では霧のかかる斜面 

や尾根筋の石灰質土壌に生育している0 プェルトリコでは，湿性二次林を代表 

する樹種で，中部山岳地帯の深い粘土質土壌にあるコーヒーのプランテーショ 

ンで被陰樹として植栽されている。 

ヱ29

図 20.i セ ドロブランコの分布域

気温が 21~250C, 年間降水量が約 1,loom m か ら 3,00omm 以上 , またコスタ

リカやベネズエラの内陸部では, 降水量が年間 4,ooomm 近くに達し, 年平均

気温が 22~26oC となる範囲に分布する。天然分布域は,アルゼンチン北部を除

き年中霜がおりない。

生育地

キューバでは,冷涼湿潤な山地の渓谷内に発達する沖積土でしばしば冠水す

る平坦地,標高 150~600m の範囲にある湿潤な斜面及び石灰岩土壌で湿潤な

小高い場所などてセドロプランコの生育が報告されている。プエルトリコのル

キロ (Luqu・110)山地ては,標高 180~300m の斜面下部や湿った低地,河岸段

丘によく生育する。ベネズエラでは標高 500m の河川周辺で, またスリナムて

は降雨林の尾根上やまれにサバンナ林でそれぞれ生育か知られている。詳細な

植生調査が行われたトリニダードの場合,本種は 4つの植物群集と 2,3 の群落

型の構成種として, それぞれ記載されており, 山地季節林では霧のかかる斜面

や尾根筋の石灰質土壌に生育している。プエルトリコでは, 湿性二次林を代表

する樹種で, 中部山岳地帯の深い粘土質土壌にあるコーヒーのプランテーショ

ンで被陰樹として植栽されている。
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プェルトリコでは，開けた荒廃地に植栽した苗木は成長が衰えるか，好適地， 

とくに傘伐林下では植栽木の成長は良好な結果か得られている。東部と中部の 

山地ては，植栽木の好成長か期待できる場所として，窪んだ斜面の下部や沢筋 

及び平行斜面が，石灰質土壌の場合は斜面下部や谷間及ひ沈下孔（sink holes) 

か，また蛇紋岩地帯では小渓谷や窪地斜面が，それぞれ挙けられる。このよう 

な立地には，斜面の上部や尾根筋に比べて一般に深く，湿った肥沃な土壌が発 

達している。 

開花，結実，種子の取扱い 

プェルトリコでは，開花が4-5月と10-S--' 11月の年2回見られる。花は円錐 

花序に着き緑白色の4枚の萼（がく）と花弁からなる。果実（さや）はほほ円 

形て幅1.6 cm，赤茶色を呈し，3,..-,4 個の種子を内包する。一方，コスタリカの 

湿潤林では，開花はおもに1-2 月にみられ,2-S 月にかけて結実する。葉は断 

続的に展開し，落葉にも明瞭な季節性かない。 

プェルトリコで行われた調査によると，種子の生重はlkg当たり2,170 個及 

ひ2,990 個,そのうち成熟種子は92％を占め,種子の含水率は37％とされる。 

種子は腐りやすく，密封しないで4℃または室内に放置するとIか月で活力を 

失う。 

プェルトリコでは，果実は開花時期に落下する。トリニダードては,種子が 

鳥獣に被食されるため天然更新の機会が少ないとされるか，本種の種子は動物 

に対して毒性を持っとの報告もある。 

育 苗 

プェルトリコで行われた貯蔵期間，温度を変えた発芽試験によると，発芽率 

は播種直後47％に達したが，その後紙袋で室温と4℃て9か月保存した試験 

では，種子は急速に水分を失い,発芽はみられなかった。一方，種子採取後す 

ぐに直射光下と部分的な被陰下に播種した試験結果では，発芽率は63 日後に 

直射光下で12%，被陰下で57%, 113 日後にはそれぞれ28％と65％であっ 

た。 

トリニダードの例では，疎開地に播種した種子の発芽率は8-75％で，発芽 

は播種後5-40週間に始まり, 3~6 か月間続いている。発芽率については,全 

光下にばら播きの場合て50%，被陰下に穴をあけて埋め播きした場合で60%, 

　　　

プエルトリコでは,開けた荒廃地に植栽した苗木は成長が衰えるか,好適地,

とくに傘伐林下では植栽木の成長は良好な結果が得られている。東部と中部の

山地ては,植栽木の好成長が期待できる場所として,窪んだ斜面の下部や沢筋

及び平行斜面が,石灰質土壌の場合は斜面下部や谷間及び沈下孔 (sinkholes)

が, また蛇紋岩地帯では小渓谷や窪地斜面が, それぞれ挙げられる。このよう

な立地には,斜面の上部や尾根筋に比べて一般に深く,湿った肥沃な土壌が発

達 している。

開花, 結実, 種子の取扱い

プエルトリコでは, 開花が 4~5 月と 10~11 月の年 2回見られる。花は円錐

花序に着き緑白色の 4枚の尊 (がく) と花弁からなる。果実 (さや) はほほ円

形て幅 1.6cm, 赤茶色を呈 し,3~4 個の種子を内包する。一方 , コスタリカの

湿潤林では,開花はおもに 1~2 月にみられ,2~3 月にかけて結実する。葉は断

続的に展開し, 落葉にも明瞭な季節性かない。

プエルトリコで行われた調査によると,種子の生重は lkg 当たり2,170個及

ひ 2,990個, そのうち成熟種子は 92% を占め, 種子の含水率は 37% とされる。

種子は腐りやすく, 密封しないで 4oCまたは室内に放置すると 1か月で活力を

失 う。

プエルトリコでは, 果実は開花時期に落下する。 トリニダードては, 種子が

鳥獣に被食されるため天然更新の機会が少ないとされるか,本種の種子は動物

に対して毒性を持つとの報告もある。

育 苗
プエルトリコで行われた貯蔵期間, 温度を変えた発芽試験によると, 発芽率

は播種直後 47% に達したが, その後紙袋で室温と 4oCて 9か月保存した試験

では, 種子は急速に水分を失い, 発芽はみられなかった。一方, 種子採取後す

ぐに直射光下と部分的な被陰下に播種した試験結果では,発芽率は63日後に

直射光下で 12%, 被陰下で 57%,113 日後にはそれぞれ 28% と 65% であっ

た o

トリニダードの例では, 疎開地に播種した種子の発芽率は 8~75% で, 発芽

は播種後 5~10 週間に始まり,3~6 か月間続いている。発芽率については,全

光下にばら播きの場合て 50%, 被陰下に穴をあげて埋め播きした場合で 60%,
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また被陰下にばら播きだとまったく発芽しないとの報告もみられる。 

プェルトリコでは，1945年までに，ルキロ山地やトロネグロ（Toro Negro) 

の林地に本種の苗木約19万本が植栽され，さらに残りの島内の林地にも，1949 

年半ばまてに25万6千本が植栽された。 その際， 苗高30-60 cm の裸根苗木 

か1.8 m 間隔で植えられ，苗木の生存率は好適地で90%,準適地て中程度で 

あった。また地上部を切除した直径2.5 cm 前後の山引き苗については，大きい 

個体ほど成長か速く，雑草との競争に有利なことか示されている。 

苗木の成長は遅く， トリニダードでは6 か月後の平均樹高が15cm, 3年後 

に2m と報告されている。プェルトリコの例では，苗木の初期成長は光条件で 

差がみられ，約半年後の苗高は全光下で18-22cm，被陰下で25-'36 cm にそ 

れぞれ達している。トリニダードでは，本種は高齢になるまて萌芽するとの報 

告がある。 

成 長 

各地の調査結果をまとめると，セドロブランコの若木の樹高成長は0 3-0 6 

m ／年,直径成長は02'-'0.6cmノ年の範囲にある。プェルトリコ,ルキロ山地の 

亜熱帯湿潤林の側定例では，18年間の平均直径成長量は0 81 cm／年と17 樹種 

中最大であった。また湿性二次林では，林冠を構成する本種の全個体平均で 

057cmノ年，そのうち優占木のみを平均すると0.88 cmノ年に達し,その成長の 

速さは測定された他の樹種より抜きんでている（表20 1）。一方，アメリカ森林 

表20 1 セドロブランコの各地における成長状態 

国 地方 m 誘2mm 鷲率 讐鷲警鷲讐 備 考 

ドミニカ 

Las Montanas 700 1 15 62 0 8 0 35 － 劣化土壌 
Arnba 

プェルトリコ 

Luquillo 100-900 2 5-S 8 50-100 6 0 61 0 64 傾t1-地 

Toro Negro 900 2.5 high 4 0 46 0 32 谷筋 

Guilarte 900 2.3 - 5 0 58 0 07 火山灰土 

Sabana8 180-360 2.3 19 - 0 81 天t林 

2 次林 300-550 2 0 - 27 一 0.60 16本ノ湿潤林 

2次林 40 19 32 0.37 混交植林地 

　　　

また被陰下にばら播きたとまったく発芽しないとの報告もみられる。

プエル トリコでは,1945 年までに, ルキロ山地や トロネグロ (Toro Negro)

の林地に本種の苗木約 19万本が植栽され,さらに残りの島内の林地にも,1949

年半ばまてに 25万 6千本が植栽された。 その際, 苗高 30~60cm の裸根苗木

が 1.8m 間隔で植えられ, 苗木の生存率は好適地で 90%, 準適地て中程度で

あった。また地上部を切除した直径 2.5cm 前後の山引き苗については,大きい

個体ほど成長が速く, 雑草との競争に有利なことが示されている。

苗木の成長は遅く, トリニダードでは 6か月後の平均樹高が 15cm, 3年後

に 2m と報告されている。プエルトリコの例では, 苗木の初期成長は光条件で

差がみられ , 約半年後の苗高は全光下で 18~22cm, 被陰下で 25~36cm にそ

れぞれ達している。 トリニダードでは, 本種は高齢になるまて萌芽するとの報

告がある。

成 長
各地の調査結果をまとめると, セドロブランコの若木の樹高成長は 03~06

m/ 年 ,直径成長は 02~0.6cm/ 年の範囲にある。プエル トリコ, ルキロ山地の

亜熱帯湿潤林の測定例では,18 年間の平均直径成長量は081cm/ 年と 17樹種

中最大であった。また湿性二次林では,林冠を構成する本種の全個体平均で

057cm/ 年,そのうち優占木のみを平均すると 0.88cm/ 年に達し,その成長の

速さは測定された他の樹種より抜きんでている (表 201)。一方,アメリカ森林

表 201 セドロブランコの各地における成長状態

国 地方 欄高 ,浅薄m蓋 生高率林年齢馨均/樹年高藍均/直撃 備 考

ドミニ カ

LasMontanas700 1 15 62 0 8 0 35 一 劣化土壌
Arrlba

プエル トリコ

Luqulllo loo‐900 2 5‐3 8 50‐100 6 0 61 0 64 傾斜地

ToroNegro 900 2.5hlgh 4 0 46 0 32 ノ筋

Gullarte900 2.3 5 0 58 0 07 火山灰土

Sabana8 180‐360 2.3 19 0 81 天然林

2次林 300‐550 2 0 27 0.60 16本/湿潤林

2次林 40 1 9 32 0.37 混交植林地
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局の報告では，植栽試験の結果その成長はオオバマホガニーよりも遅いとされ 

る。一般に,植栽は林地内では良好だか，疎開した荒廃地ではおおむね失敗す 

ると言える。 

本種の根についてはよく知られていないが，深く肥沃な土壌か分布する低湿 

地の斜面下部によく生育していることから，深根型の根系を発達させると考え 

られている。 

セトロブランコは，プェルトリコやベネズェラの場合，好適地で林冠木に達 

するか優占木にはならない。一方, トリニダードやコスタリカでは，おもに上 

層木を構成し，まれに突出した優占木となる。ルキロ山地の湿潤亜熱帯林で林 

冠構成木29種を対象に更新状況を比較した調査によると，本種は低木層に比 

較的よく出現するか実生段階の個体は数少く，過去の林分撹乱て集中的に更新 

が促進された可能性が示唆されている。種子サイズや樹体の比重データなどに 

基づき,本種は極相樹種のひとつに分類されている。 

プェルトリコの中部山地，標高900 m に位置するヤシ林に下木植栽されたセ 

ドロブランコについては，生存率が高く植栽後5年間の成長経過も良好であっ 

たとされる。またトリニダードでは，本種には若干の耐陰性かあるとの報告が 

みられ，実生や若木段階てはある程度の被陰に耐えうるようた。しかし，ルキ 

ロ山地の亜熱帯湿潤林の例では，閉鎖した林分ではほとんど更新かみられず， 

その発芽や初期成長には例えばハリケーンで形成されるような小さめのギャッ 

プ，といった軽い遮光条件が最適と考えられている。 

セドロブランコは， プェルトリコの場合， コーヒーのプランテーションの被 

陰樹としてよく植栽されている。 また家具材に利用する場合，放棄されたプラ 

ンテーションでは適宜間伐を行い，他の用材樹種とともにその成長を促進する 

のか有効とされる。 

病虫害等 

プェルトリコの報告例では,植栽されたセドロブランコの苗木には虫害か 

まったくみられなかった。天然更新した稚樹に葉斑病が見られたが,その被害 

は致命的てはなかった。一方，トリニダートでは苗木の枯死率かしはしは高く, 

その一部は虫害が原因と考えられている。ペネズエラでは，マホガニーの新梢 

穿孔害虫は本種に加害しないと報告されている。さらに，心材部は乾材シロア 

リに対して耐性かあり，地中ても不朽しにくいと言われている。 

　　　

局の報告では, 植栽試験の結果その成長はオオバマホガニーよりも遅いとされ

る。一般に, 植栽は林地内では良好だが, 疎開した荒廃地ではおおむね失敗す

ると言える。

本種の根についてはよく知られていないが, 深く肥沃な土壌か分布する低湿

地の斜面下部によく生育していることから,深根型の根系を発達させると考え

られている。

セ トロブランコは, プエル トリコやベネズエラの場合 , 好適地で林冠木に達

するか優占木にはな らない。一方 , トリニダー ドやコスタリカでは, おもに上

層木を構成し, まれに突出した優占木となる。ルキロ山地の湿潤亜熱帯林で林

冠構成木 29種を対象に更新状況を比較した調査によると,本種は低木層に比

較的よく出現するか実生段階の個体は数少く,過去の林分撹乱て集中的に更新

が促進された可能性が示唆されている。種子サイズや樹体の比重データなどに

基づき, 本種は極相樹種のひとつに分類されている。

プエルトリコの中部山地, 標高 90om に位置するヤシ林に下木植栽されたセ

ドロブランコについては, 生存率が高く植栽後 5年間の成長経過も良好であっ

たとされる。またトリニダードでは, 本穫には若干の耐陰性かあるとの報告が

みられ, 実生や若木段階てはある程度の被陰に耐えうるようた。しかし, ルキ

ロ山地の亜熱帯湿潤林の例では, 閉鎖した林分ではほとんど更新がみられず,

その発芽や初期成長には例えばハリケーンで形成されるような小さめのギャッ

プ, といった軽い遮光条件が最適と考えられている。

セ ドロプランコは, プエル トリコの場合 , コーヒーのプランテーションの被

陰樹としてよく植栽されている。また家具材に利用する場合, 放棄されたプラ

ンテーションでは適宜間伐を行い, 他の用材樹種とともにその成長を促進する

のが有効とされる。

病虫害等
プエルトリコの報告例では, 植栽されたセドロブランコの苗木には虫害が

まったくみられなかった。天然更新した稚樹に葉斑病が見られたが, その被害

は致命的てはなかった。一方, トリ; ダートでは苗木の枯死率かしばしは高く,

その一部は虫害が原因と考えられている。ベネズエラでは, マホガニーの新梢

穿孔害虫は本種に加害しないと報告されている。さらに, 心材部は乾材シロア

リに対して耐性があり, 地中ても不朽しにくいと言われている。
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プェルトリコては, セドロブランコはハリケーンによってダメージをうける 

ことか多い。1928年のサンフェリペ・ハリケーンの時は,島内の数か所て落 

葉，樹冠枯損，幹割れ，根返り等の被害が起きた。また］956年グアジャタ力 

(Guajataka) 地方に被害をもたらしたサンタクララ・ハリケーンの場合は,以 

前に間伐してあった林分（胸高直径l5-25 cm）ては50％以上の樹冠か被害を 

受けたが，近隣の無間伐林では被害は小さかったと報告されている。 

用 途 

西インド諸島ては，本種の材はマホガニーやセドロ（（ンdrela odora加）と同 

じ用途に用いられるか，その供給量はさほど多くない。プェルトリコの場合， 

その材は頑丈な荷馬車や農器具の建材用として価値か高く，最良の家具材とし 

て地元民に重宝されている。材の比重は510 kg/rn3て，同程度の比重をもつ他 

樹種の材に比べると強く頑丈である。切断，加工は容易で，ニス， ラソカーを 

用いた仕上かりは非常に光沢かある。心材，辺材とも，野外の貯蔵池や真空圧 

システムを使った保存処理で変質しにくい。 

セドロブランコは，その材の美しさ,強さ，耐久性,加工のしやすさ等から 

用途も広く,家具，建具 室内装飾品,一般建築 木工品などに用いられる。 

さらに船舶を作る時にも厚板,装飾品，ベニヤ，合板として利用される。 ベニ 

ヤの場合,材の性質は近縁種に似るが，旋盤，切削の際にはかなり蒸煮する必 

要がある。 

プェルトリコては，果樹園の日除け木として推奨されており，今日コーヒー 

のプランテーションに最もよく植えられる樹種のひとつてある。 アルセンチン 

では，樹皮からタンニンを採取したり，樹皮を粉砕して催吐剤や止血剤に利用 

する。さらに根や葉は家庭薬に用いられる。 

文 献 

Weaver, PL (1988) Guarea guidonia (L ) Sleumer American muskwood Tropical 

Silvics Series, Na 17, SO-ITF-SM--17, 7 pp 

　　　

プエル トリコては, セ ドロブランコはハ リケーンによってダメージをうける

ことか多い。 1928 年のサ ンフェリペ ・ハ リケー ンの時は, 島内の数か所て落

葉, 樹冠枯損, 幹割れ, 根返り等の被害が起きた。また 1956年グァジャタカ

(Guajataka) 地方に被害をもた らしたサ ンタクララ ・ハ リケーンの場合は,以

前に間伐してあった林分 (胸高直径 15~25cm) ては 50% 以上の樹冠か被害を

受けたが, 近隣の無間伐林では被害は小さかったと報告されているc

用 途
西インド諸島ては, 本種の材はマホガニーやセ ドロ (Ced 8卿 odorm α) と同

じ用途に用いられるか, その供給量はさほど多くない。プエルトリコの場合,

その材は頑丈な荷馬車や農器具の建材用として価値が高く,最良の家具材とし

て地元民に重宝されている。材の比重は 510 kg/m3 て, 同程度の比重をもつ他

樹種の材に比べると強く頑丈である。切断, 加工は容易で, ニス, ランカーを

用いた仕上がりは非常に光沢がある。心材,辺材とも,野外の貯蔵池や真空正

システムを使った保存処理で変質しにくい。

セ ドロブランコは, その材の美 しさ, 強さ, 耐久性 , 加工の しやすさ等か ら

用途も広く, 家具, 建具, 室内装飾品, 一般建築, 木工品などに用いられる。

さらに船舶を作る時にも厚板, 装飾品, ベニヤ, 合板として利用される。ベニ

ヤの場合, 材の性質は近縁種に似るが, 旋盤, 切削の際にはかなり蒸煮する必

要がある。

プエル トリコては, 果樹園の日除け木 として推奨 されており, 今 日コーヒー

のプランテーションに最 もよく植えられる樹種のひとってある。 アルセンチン

では, 樹皮からタンニンを採取したり, 樹皮を粉砕して催吐剤や止血剤に利用

する。さらに根や葉は家庭薬に用いられる。

文 献
weaver,PL ‐(1988} G 似ヱ焔α g似zdoれ鄭 {L)S1eumer Amerlcanmuskwood Trop.cal

sllvlcs serュes,NQ17,So-ITF-sM 一17,7pp
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21. コガネモンビン（Yellow mombin) 

学名，Spondias mombtn L 

ウルシ科 

丸山 温 

Spondias 属は熱帯アジアと熱帯アメリカに計10 種分布しており，内4 種か 

広く栽培されている。本種は熱帯アメリカ原産で，英名はYellow mombin, 

Hogplum, スペイン語ではJobo, Ciruela, ポルトガル語ではTapereba, Caja 

と呼はれており，同地域では非常にポピュラーな樹木で，広範に植栽されてい 

る。同じく熱帯アメリカ原産のレ1ドモンビン（Spanish plum, S. purpurea) 

は, 16 世紀にスペイン人によってフィリピンに導入され，現在同国ては主要果 

樹のーつであり, いたる所で見かけられる。また，フィリピン以外の東南アジ 

アおよび南アジア，太平洋諸島ては，同地域原産のタヒチモンピン（Great 

hogplum, S cytherea）か， 南～東南アジアでは熱帯アジア原産のアムラタマ 

ゴノキ（Common hogplum, S pinnata）か,やはり広く栽培されている。こ 

れら4 種は，英名に共通する「plum」が示すとおり，いずれの地域でも果樹とし 

ての利用価値が高い。（クラピア44) 

本種S mombin は樹高20-'30m の中高木で，まれに40 m 近くに達する個 

体が見られる。幹・枝の表面に刺や突起を持ち，成熟に伴い樹皮に幅広く深い 

不規則な亀裂を生じる。 樹皮は厚さ2-'4.5 cmで，亀裂の山の部分は硬くて狭 

く，でこぼこで鋸状となる。葉は5 -.,9 対の小葉からなる奇数複葉，小葉は長さ 

6-42cm で左右不相称の卵状披針形，葉柄・葉軸は桃色を帯び，葉軸は毛て被 

われる。果実は梅に似た刺激性の芳香を放ち，酸味かあるか熟すと甘味を帯び, 

柔らかく多汁質で生食または加工用に消費される。 

分 布 

本種は中部メキシコの太平洋およびメキシコ湾沿岸から中米，西インド諸 

島，南米北部アマゾン川流域にかけての，いわゆる新熱帯植物区系界 

(Neotropics) に広く分布している（図21 1）。緯度てみるとおよそ25。 N -

10。 S の範囲で,大部分か天然分布地域であるか，了ンティル諸島なと一部の地 

域では15世紀以前に導入されたものか野生化したと考えられている。 

　　　

21. コガネモンビン (Yellow mombin)

学 名 .SPo “ゐαsmom 腐れ L

ウルシ科

丸山 温

SPDれαms 届は熱帯アジアと熱帯アメリカに計 10種分布しており, 内 4種か

広 く栽培 されている。本種 は熱帯アメ リカ原産で, 英名 は Yellow mombln,

Hogplum, スペ イ ン語 で は Jobo,C1ruela, ポ ル トガル語 で は Tapereba,Ca]a

と呼ばれており, 同地域では非常にポピュラーな樹木で, 広範に植栽されてい

る。同じく熱帯アメリカ原産のレソドモンビン (Spanish plum,S.P" ゆ“陀α)

は,16 世紀にスペイン人によってフィリピンに導入され,現在同国ては主要果

樹の一つであり, いたる所で見かけられる。また, フィリピン以外の東南アジ

アおよび南 アジア, 太平洋諸島て は, 同地域原産 のタヒチモ ンビン (Great

hogplum,S c班毎“卿 ) か , 南 ~ 東南アジアでは熱帯アジア原産のアムラタマ

ゴノキ (Common hogplum,S P閉れ餌α) か , やはり広 く栽培 されている。 こ

れら4種は,英名に共通する「plum」が示すとおり, いずれの地域でも果樹とし

ての利用価値が高い。 (グラビア 44)

本種 S mombi 〃は樹高 20~30m の中高木で, まれに 40m 近くに達する個

体が見られる。幹・枝の表面に刺や突起を持ち, 成熟に伴い樹皮に幅広く深い

不規則な亀裂を生じる。樹皮は厚さ 2~4.5cm で, 亀裂の山の部分は硬くて狭

く,でこぼこで鋸状となる。葉は 5~9 対の小葉からなる奇数複葉,小葉は長さ

6~12cm で左右不相称の卵状披針形,葉柄・葉軸は桃色を帯び,葉軸は毛て被

われる。果実は梅に似た刺激性の芳香を放ち,酸味かあるが熟すと甘味を帯び,

柔らかく多汁質で生食または加工用に消費される。

分 布
本種は中部メキシコの太平洋およびメキシコ湾沿岸から中米, 西インド諸

島, 南米北部アマゾン川流域にかけての, いわゆる新熱帯植物区系界

(Neotropics) に広 く分布 している (図 211) 。緯度てみるとおよそ 25oN~

100S の範囲で,大部分か天然分布地域であるか,アソティル諸島なと一部の地

域では 15世紀以前に導入されたものが野生化したと考えられている。
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図21 1 コガネモンビンの天然分布地と野生化した地域 
破線はそれらの外線を示している （Francis 1992) 

分布域では一部の地域を除いて1か月から5 か月の乾季がある。ベネズェラ 

ては年平均降水量1,000 -'2,000 mm ,年平均気温23-'28℃の地域に分布してい 

る。ブラジルでは主に年平均降水量1,500mm以上の地域に， プェルトリコで 

は同1,250-'2,000 mm の地域に出現するが， より乾燥する地域ても水辺などに 

出現することかある。 

開花・結実と種子 

本種は雌雄同株で，両性花か単性花を着ける。新葉の葉腋から長さ18 -'25 

cm の円錐花序を伸ばし， 白色から黄色の小さな花を着ける。アンティル列島 

ては開花期は冬から夏で，果実は夏から冬にかけて成熟する。成熟した果実は 

鮮やかな黄色て直径2'--2 5 cm, 長さ3-'4cm の卵形， 柔軟で黄色い多汁質の 

果肉を持ち，中に複数の種子の入った長さおよそ25cm の核がある。5年生く 

らいから開花一結実し始め，大きな母樹てはI年にI個体あたり100 kg以上 

の果実を生産するという。種子は果実を食べる鳥， コウモリ，サル， シカその 

他の多くの動物によって散布される。種子の重さは，プェルトリコの事例では 

085gノ粒，メキシコの事例ては063g／粒である。 

犠欝‐州
吃もrに著

20oN

00

20os

図 211 コガネモンビンの天然分布地と野生化した地域
破線はそれらの外線を示している (Francls l992)

分布域では一部の地域を除いて 1か月から5か月の乾季がある。ベネズエラ

ては年平均降水量 1,000~2,ooomm, 年平均気温 23~2 ずC の地域に分布してい

る。 ブラジルでは主に年平均降水量 1,500mm 以上の地域に, プエル トリコで

は同 1,250~2,00omm の地域に出現するが, より乾燥する地域ても水辺などに

出現することがある。

開花・結実と種子

本種は雌雄同株で, 両性花か単性花を着ける。新葉の葉膝から長さ 18~25

cm の円錐花序を伸ばし, 白色から黄色の小さな花を着ける。アンティル列島

ては開花期は冬から夏で,果実は夏から冬にかけて成熟する。成熟した果実は

鮮やかな黄色て直径 2~25cm, 長さ 3~4cm の卵形, 柔軟で黄色い多汁質の

果肉を持ち, 中に複数の種子の入った長さおよそ 25cm の核がある。5年生く

らいから開花・結実し始め, 大きな母樹ては 1年に 1個体あたり loo kg 以上

の果実を生産するという。種子は果実を食べる鳥, コウモ リ, サル, シカその

他の多くの動物によって散布される。種子の重さは, プエルトリコの事例では

0‐85g/ 粒 , メキシコの事例ては 063g/ 粒である。
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育 苗 

本種は，種子の発芽に特別な前処理を必要とせず，発芽率も高い。メキシコ 

の事例ては，播付け後20 日間で90％の発芽率が得られている0 発芽形態は地 

中に子葉を残す地下子葉型（hypogeal〕 で，通常は播付け後12日以内に発芽 

し始める。1 個の種子からしばしば複数の芽か伸長するか， この場合は1つを 

残して摘芽する。発芽後の初期成長は早く，プェルトリコの事例ては，播付け 

後およそ3か月半て平均苗高48cm の山出し可能な苗か得られている。挿木も 

容易で，家庭用等の小規模な植栽には，通常直径5-' 10 cm,長さ50-'lOO cm 

の挿穂を，上半分程度地上に出して湿った土に挿付ける。若い個体は萌芽性が 

高く，挿穂も容易に得られる。成熟した大きな個体でも伐採後に切り株から萌 

芽することがある。 

適 地 

本種はあまり土壌を選はず，谷筋から尾根筋まで，排水の良くない粘土質か 

ら砂礫質まで，土壌pH5-0'-'70 までの幅広い立地に生育する。養分の乏しい土 

壌や硬い土壌でも生育可能で,ブラシルのアマソン流域では2, 3か月の滞水に 

も耐える。メキシコでは海岸沿いから標高1,20Cm の範囲で，急傾斜地にも生 

育するが，植栽には斜面下部や平野部がより適している。 

植栽と更新 

本種は稚樹から成木まで,全ての生育段階で耐陰性に乏しく,被陰条件下で 

は発芽はするが成長は見込めない。実生の定着・成長には全天光かそれに近い 

光条件を要し，成木でも生残には樹冠を直射光下においておくことが不可欠 

で，被圧されればやがて枯れる。従って，天然に更新するにはギャップ形成な 

どの大規模な攪乱を必要とし, また植栽は,街路樹，放牧地,伐採跡地,耕作 

放棄地なとに限られる。 

成 長 

苗は長く太い直根を伸はすが，成長に伴って側根を大きく広け，老齢木では 

地表に側根か浮き出ることもあるが，板根はほとんど発達しない。立地条件に 

恵まれると高木にまて育ち,南米で樹高39m，胸高直径12m，枝下高24 m の 

個体か記録されているが， 通常は樹高20'-'30m の中高木である。 小了ンティ 
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は発芽はするが成長は見込めない。実生の定着・成長には全天光かそれに近い

光条件を要し,成木でも生残には樹冠を直射光下においておくことが不可欠

で, 被圧されればやがて枯れる。従って, 天然に更新するにはギャップ形成な

どの大規模な撰乱を必要とし, また植栽は, 街路樹, 放牧地, 伐採跡地, 耕作

放棄地などに限られる。

成 長
苗は長く太い直根を伸はすか,成長に伴って側根を大きく広げ,老齢木では

地表に側根か浮き出ることもあるが,板根はほとんど発達しない。立地条件に

恵まれると高木にまて育ち,南米で樹高 39m, 胸高直径 12m, 枝下高 24m の

個体か記録されているが, 通常は樹高 20~30m の中高木である。小アンティ
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ル諸島アメリカ領セントジョーンズの湿潤亜熱帯林の事例では，直径成長は平 

均0.1cmノ年程度で極めて遅いが，コスタリカの乾性熱帯林では老齢林で0.43 

-0.46 cmノ年，若齢林で平均0.69 cnlノ年という報告もある。またメキシコの-a 

カタン半島カンペチェの4 か所の植栽試験地では，9年生で平均生存率61%, 

平均樹高7,9 rn，平均胸高直径14.2 cmであった。 

病虫害 

コスタリカではハキリアリ uIta cephaんLas）による葉の食害が報告されて 

いる。 果実はショウジョウバエの仲間 unastrepha mombinpraeoptans, Dro-

S叩hila ampelophi阿D repleta）の被害を受けることがある。また白色腐朽菌 

や褐色腐朽菌に対する感受性も高い。 プェルトリコの二次林の事例では，8% 

が腐朽菌の害，また16％がその他何らかの害を受けており，用材としての価値 

が失われたという。材はシロアリ（Cryp切彪lnes brevis）の食害を非常に受け 

やすい。 これらの害に対しては化学薬品による防腐処理が有効で，一例では 

5%PCP処理を施した材の腐朽試験で，地中に4年間置いた後も腐朽菌やシロ 

アリの害は見られなかったという。従って，収穫後は速やかに製材・防腐処理 

することが望ましい。穿孔虫としてはカミキリムシ科のLagochairus ar-

aneiform臨Onchocarus crassus が知られている。 

用 途 

材はIl二、材と辺材が不明瞭で黄白～黄褐色，光沢は中庸，肌理は中庸～粗で， 

まっすぐな木目を持つ。全乾時の平均比重は0.40 で，どちらかと言えば軽材で 

あるが，比重の割に強度が高く，加工は容易，仕上げも良好で，軽構造用，モー 

ルディング，合板，パネル，パルプなどに用いられる。 しかし，樹形が悪く刺 

があって扱いにくいことから，用材としての利用価値は低い。本種の主な用途 

は食用になる果実の利用である。若い果実は芳香があって酸味を帯び，ピクル 

スなどに加工される。熟すと甘味を帯び，生で食される他，ゼリー，ジャム, 

ジュースなどに加工され，広範に消費されている。果肉は多汁質で，可食部分 

の70％は水分，対乾燥重量で炭水化物27%,粗繊維0.6%，脂質0.2%，灰分 

I％を含み,カルシウム，鉄，リン，ピタミンCに富む他，ピタミンA, B1, B2, 

ニコチン酸なども含む。また,酸味のある新葉は野菜として消費される他，飼 

料木として放牧地に植栽し，新葉を家畜に食べさせる。 
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まっすぐな木目を持つ。全乾時の平均比重は 0.40で, どちらかと言えば軽材で

あるが,比重の割に強度が高く,加工は容易,仕上げも良好で,軽構造用,モー

ルディング, 合板, パネル, パルプなどに用いられる。しかし, 樹形が悪く刺

があって扱いにくいことから, 用材としての利用価値は低い。本種の主な用途

は食用になる果実の利用である。若い果実は芳香があって酸味を帯び, ピクル

スなどに加工される。熟すと甘味を帯び, 生で食される他, ゼリー, ジャム,
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この解説は主としてFrancis (1992）によった。 
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22． マモンチ口（Ma mon cii lo) 

学名：Melicoccus b加gatus Jacq. 

ムクロジ科 

田中 永晴 

南アメ リカ北部原産の常緑高木で，樹高は10から20 m に達する。 

Mamoneillo （キューバ）のほか，Quenepa, Mamon（スペイン語）, Genip 

tree, Spanish lime, Honey berry of Guiana, Jamaica bullace plum（英語）, 

Quenette （フランス語）など，様々な名前で呼ばれている。 シノニムにはM 

b ijuga がある。樹皮は灰色で平滑である。葉は羽状複葉で4対の小葉がっく。 

葉の形は長卵形鋭頭で長さ10cm，全縁で平滑である。 マモンチロは大変美し 

い木なので中南米の都市では被陰樹として使われる。 またその果実は果肉・種 

子とも美味であるため，食用として植栽されることも多い。木材は淡黄色から 

淡い栗色をしている。同じ属に，ほかに1種類（M lepidopetanus Radik.）だ 

けあり，ボリビア,パラグアイ，アルゼソチン北部に分布している。 

分 布 

元々の天然分布は南アメリカ北部のコロンビア,ベネズェラ，ガイアナ周辺 

と考えられている。これらが西インド諸島，ガラパゴス諸島，メキシコ，中央 

アメリカや南アメリカの熱帯地域に植栽され，自然に広がっていった。（図22. 

1）そして，何世紀にも渡りカリブ海の島々の主要な植物となってきた。そのい 

くつかの島々にはコロンプスのアメリカ大陸発見以前の時代に，土着の人々に 

よってもたらされたものとと考えられる。 さらに，ハワイや旧世界の熱帯にも 

導入されてきた。 また，南フロリダやカリフォルニアのような温帯地域でも栽 

培されている。 

適 地 

天然には熱帯の乾燥地から湿潤地帯への移行帯と熱帯湿潤林の2つのタイプ 

の森林に存在する。ベネズェラでは，年降水量900-2,600 mm で，3~5か月間 

乾季がある場所に自然に生育している。元々の分布は年平均気温が25℃から 

27℃の所であるが,標高次第であり，月平均気温の変化がわずかなところであ 
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くつかの島々にはコロンブスのアメリカ大陸発見以前の時代に, 土着の人々に

よってもたらされたものとと考えられる。さらに, ハワイや旧世界の熱帯にも

導入されてきた。また, 南フロリダやカリフォルニアのような温帯地域でも栽

培されている。
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図22. 1 マモンチロの天然分布域と中南米における帰化生育域 
(Francis 1992) 
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湿潤で肥沃な立地での成長がよいが，よい土壌を特別に選ぶと言うことはな 

い。土壌のPHは5.5-8.O の間である。土性が粘土質，ローム質，砂質で，排水 

良好，石灰岩母材,そして柔らかく孔隙に富んだ土壌で生育する。都会の観賞 

用樹木として一般的であり，人気がある理由は局所的な固く締まった盛り土で 

も十分成長するためである。コロンビアでは海抜O-'l,OOOmで自然に生育し 

ている0 また丘陵地，平坦地，河川沿いの低地などに移植されている。 

マモンチロは日陰には耐えられない。苗木は日陰でも生きることができる 

が，主要樹種としての位置を占めるには太陽光が頭上からほぼ完全に当たらな 

ければならない。湿潤地帯でよく成長するが，その純成長は大変遅いので，よ 

り早く成長する中度の湿性樹種と競争することは困難である。天然林では，決 

して多い訳ではないが，乾燥林の湿った立地条件の所や,乾燥林と湿潤林の移 

行帯の中でもっとも競争に強い。また，マモンチロは明らかに撹乱によって有 

利になる。そして，遷移中間においてしばしば乾燥または湿潤二次林の林冠で 

主要な位置を占める。天然更新した木は農場の周辺や柵沿い，道路脇など家畜 

が閉め出された場所でよく見られる0 

開花・結実 

小さな，芳香性の緑がかった白い色の花が枝先の円錐状の花序に房状に咲 
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図 22.1 マモンチロの天然分布域 ji南米における帰化生育域
(Francis l992)
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ている。また丘陵地, 平坦地, 河川沿いの低地などに移植されている。

マモンチロは日陰には耐えられない。苗木は日陰でも生きることができる

が,主要樹種としての位置を占めるには太陽光が頭上からほぼ完全に当たらな

ければならない。湿潤地帯でよく成長するが, その純成長は大変遅いので, よ

り早く成長する中度の湿性樹種と競争することは困難である。天然林では,決

して多い訳ではないが,乾燥林の湿った立地条件の所や,乾燥林と湿潤林の移

行帯の中でもっとも競争に強い。また, マモンチロは明らかに撹乱によって有

利になる。そして,遷移中間においてしばしば乾燥または湿潤二次林の林冠で

主要な位置を占める。天然更新した木は農場の周辺や柵沿い,道路脇など家畜

が閉め出された場所でよく見られる。

開花・結実

小さな,芳香性の緑がかった白い色の花が枝先の円錐状の花序に房状に咲
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く。多くの場合雌雄異株であるが，時に雌雄同株のものも存在する。 プェルト 

リコでの開花は4月から6月まで続き，種子は6月から9月にかけて熟すると 

報告されている。トリニダードでは9月から10月にかけて種子が熟すと言わ 

れている。円錐花序で育った果実（核果） は緑または黄緑色の，薄いが堅い外 

果皮で被われている。その内側に織維質と食用部分である帯黄色のゼラチン質 

の層があり，その中に1つまたは2つの大きな栗のような形をした種子があ 

る。種子はlkgあたり約380粒である。結実は風雨にさらされた丘陵地や雨の 

多い地帯よりも乾燥地帯の河川沿いや湿潤なくぼみで定期的に起こる。結実 

は，種子からの木で芽が出てから7年から10年後に始まり，接木などでは4年 

から5年で始まる。 ほとんどの種子はその母樹の下に落ちる。種子を遠くにま 

き散らす主な原因は人間である場合もある。 

育 苗 

プェルトリコの例では，無処理の種子の発芽は播種後28日後に起こり，2か 

月間続き，63％の発芽率であった。新しく発生した若枝は最初の葉が展開する 

前に10cm ぐらいに伸びる。苗木はゆっくりと成長する。プェルトリコの例で 

はポットの苗木が，播種後18か月間で39cmまで伸びた。 移植は難しいよう 

に見える。これは根をむき出しにして貯蔵したものや山引き苗を使用したもの 

が高い枯死率を示す傾向があるためで，ポット苗の場合は湿潤な場所で移植が 

うまくゆく。 

植 栽 

初期の植栽間隔は利用目的によって決まってくる。現実にはあまり考えられ 

ないことであるが， もしも木材が唯一の生産目的ならば, 3m 間隔で植栽すれ 

ば，自然落枝が促され，市場向きのより長い幹を持つ木になる。果実と木材両 

方を目的とするならば，より密に植栽し，市場向きの幹の形が整った後で，強 

度の間伐によって3m 間隔に仕立てあげるのがよい。果実の生産だけが目的な 

らば，6m 以上の広い間隔で植栽するのがよく,梢端部を切り落として低い樹 

冠を形成することが望ましい。いずれの場合も，苗木が雑草に負けないために 

2年から3年の除草が必要となる。直播きもできるが，少なくとも2年は頻繁 

に除草する必要がある。若木は萌芽する。 また,取木や接木によって遺伝的形 

質のよいものを繁殖できる。 しかし，挿木については発根の成功例がない。 
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に見える。これは根をむき出しにして貯蔵したものや山引き苗を使用したもの

が高い枯死率を示す傾向があるためで, ポット苗の場合は湿潤な場所で移植が
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植 栽
初期の植栽間隔は利用目的によって決まってくる。現実にはあまり考えられ

ないことであるが, もしも木材が唯一の生産目的ならば,3m 間隔で植栽すれ

ば, 自然落枝が促され,市場向きのより長い幹を持つ木になる。果実と木材両

方を目的とするならば, より密に植栽し,市場向きの幹の形が整った後で,強

度の間伐によって 3m 間隔に仕立てあげるのがよい。果実の生産だけが目的な

らば,6m 以上の広い間隔で植栽するのがよく, 梢端部を切り落として低い樹

冠を形成することが望ましい。いずれの場合も,苗木が雑草に負けないために

2年から3年の除草が必要となる。直播きもできるが, 少なくとも2年は頻繁

に除草する必要がある。若木は萌芽する。また,取木や接木によって遺伝的形

質のよいものを繁殖できる。しかし, 挿木については発根の成功例がない。
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成 長 

成長が遅いという評判であるが，成長量についての文献はわずかしかない。 

アメリカ領バージニア諸島の亜熱帯湿潤林の例では平均年直径成長が0.09cm 

であった。しかし良好な条件下では，樹高30 m 直径lmを越える例も報告さ 

れている0 開空した場所では明らかに，年間lcmの直径成長があり，最初の 

40年程度は年0.5.m の伸長成長をする。根については，苗は急速に長いまばら 

に分岐した直根を発達させるb そして難透水性の層か酸素欠乏の状態に出会う 

まで下方に向かって伸びる。横方向への根は樹齢に従って発達する。 

病虫害 

本種の樹木病虫害についてはほとんど報告がない。材は西インド諸島の乾材 

シロアリ（Cryp切記rmes br!”お）の被害を受けやすいと報じられている。生木 

シロアリ（Nasutiたγmas costalis）は樹上の枯れ枝まで幹に蟻道を造る。プェル 

トリコでは，倒木はAmbrosia beetlesに食害される（Francis 1992)。西イン 

ド諸島に分布するカミキリムシ科の1種Stnadon加s bitubercuル加 の加害が 

報告されている。 

用 途 

果実は食用となる。果肉は甘酸っばく，種なしブドウのような味である。た 

だし幼児に食べさせると，突然ショック死することがあるので危険である。 ま 

た，ジュースやアルコール飲料，ゼリーにも使われる。種子は焼いて食用とす 

る。葉から作られるある種のお茶は解熱剤として用いられる。また葉はノミに 

対して殺虫作用があり，砂バェに対して忌避剤となるといわれている。土壌に 

ついて気を使う必要がなく，樹形が美しいので，観賞用や生け垣，被陰樹とし 

て使われる。材は家具や建築の内装材として使われるが供給量が限られてい 

る。また，炭や薪としても使われる。 

文 献 

Duffy, E.A,J.(1960) A monograph of the immature stages of Neotropical timber 

beetles (Cerambycidac). 327 pp., 13 pis. 

Francis, J.K. (1992) Melicoccus infiugatus Jacq. Quenepa, Sapindaceae, Soapberry 

family U ,S.F.S. SO-IFT-SM-48, 4 pp. 
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成長が遅いという評判であるが, 成長量についての文献はわずかしかない。

アメリカ領バージニア諸島の亜熱帯湿潤林の例では平均年直径成長が 0.09cm

であった。 しかし良好な条件下では, 樹高 30m 直径 lm を越える例も報告さ

れている。開空した場所では明らかに, 年間 lcm の直径成長があり, 最初の

40年程度は年 0.5m の伸長成長をする。根については, 苗は急速に長いまばら

に分岐した直根を発達させる。そして難透水性の層か酸素欠乏の状態に出会う

まで下方に向かって伸びる。横方向への根は樹齢に従って発達する。

病虫害

本種の樹木病虫害についてはほとんど報告がない。材は西インド諸島の乾材

シロアリ (Cかのzo解“mBsb だ“お) の被害を受けやすいと報じられている。生木

シロアリ(Mαsの坊8γm総 cosね脳 )は樹上の枯れ枝まで幹に蟻道を造る。プエル

トリコでは, 倒木は Ambrosia beetles に食害される (Francis l992)。西イン

ド諸島に分布するカミキリムシ科の 1種 Sホem 加川BSゎ““彰冗“幻≠αの加害が

報告されている。

用 途

果実は食用となる。果肉は甘酸っぱく, 種なしブドウのような味である。た

だし幼児に食べさせると, 突然ショック死することがあるので危険である。ま

た, ジュースやアルコール飲料, ゼリーにも使われる。種子は焼いて食用とす

る。葉から作られるある種のお茶は解熱剤として用いられる。また葉はノミに

対して殺虫作用があり, 砂バエに対して忌避剤となるといわれている。土壌に

ついて気を使う必要がなく,樹形が美しいので,観賞用や生け垣,被陰樹とし

て使われる。材は家具や建築の内装材として使われるが供給量が限られてい

る。また, 炭や薪としても使われる。

文 献
Du 任y,E.A.J.(1960)A monograPh of the immature stages of NeotroPical timber

beetles(Cerambycidae).327pp.,13pls.

Francis,J.K.(1992) 鼻名gZZcoα)“s b夢“81の郷 Jacq.Quenepa,sapindaceae, soapberry

family U.S.F.S,SO-IFT ‐S]M[-48,4pp.
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23． ムシジ（Musizi) 

学名：Maes叩sis em加ii Engi. 

クロウメモドキ科 

石田 厚 

ムシジは，1属1種のクロウメモドキ科（Ramnaceae) の樹木で，半落葉性 

の早生樹種である。成長すると樹高は30-40m に達し，樹冠は平らであるが， 

老齢になると丸くなる。樹皮は白く深く裂けている。葉は単葉で準対生，葉縁 

には鋸状の細かい切れ込みが見られる。森林内では攪乱を受けた場所に多く見 

られ，パイオニア植物的な性質を持っていると考えられる。 この種は現地名と 

して，ウガンダやケニアではMusizi, カメルーンやガボンではN'kanguele ま 

たはEsenge, ザイール（現コンゴ）ではNthmga, タンザニアではM usira と 

呼ばれている。 

分布・適地 

8。N から2。 Sのアフリカ地域に自生する。特に中央アフリカのリベリアから 

ウガンダ地域の低地熱帯多雨林地域（標高100 nlから1,500m）の二次林の，森 

林とサバンナ草原の中間地帯に,一般的に見られる。 これらの地域の年間降水 

量は1,200-3,000 mm に達し，平均気温は22-27℃である。最暖月の平均気温 

は26-32C，最寒月のそれは16-24℃の範囲である。原産地以外にもマレー 

シア，インドネシア，インド，フィジー，西サモア，プェルトリコ，スーダン， 

マラウィなど熱帯地域に広く植栽されている （図23.1)。 プェルトリコでは植 

裁地から，まわりの地域に拡散し野生化していると言われている。原産地では 

2か月以上の乾季はないが， 実際には2か月以上の乾季にも耐えることができ 

る。 ウガンダでは，乾季の1-4月半ばまで，落葉していると報告されている。 

ムシジはおそらく,十分に湿り栄養分の多い土壌(fertile sandy loam 

soils）に最も適していると思われる。 しかしながらムシジの土壌条件の適応幅 

は広く，マレーシアでは多くの他の樹種で失敗したような造林地でも，ムシジ 

は旺盛な成長を見せている。 ケニアでは赤いラテライト土壌に，インドネシア 

では水はけの良い肥沃な場所に，プェルトリコでは砂質から粘土質の土壊にま 

で広く植栽されている。おそらくムシジにとって，土壌条件は生育の制限要因 

23. ムシジ (Musizi)

学名 ル4α8s○pSZS 鋤 }2加 "Eng1

クロウメモドキ科

石田 厚

ムシジは,1 属 1種のクロウメモドキ科 (Ramnaceae) の樹木で, 半落葉性

の早生樹種である。成長すると樹高は 30~40m に達し,樹冠は平らであるが,

老齢になると丸くなる。樹皮は白く深く裂けている。葉は単葉で準対生,葉縁

には鋸状の細かい切れ込みが見られる。森林内では撹乱を受けた場所に多く見

られ, パイオニア植物的な性質を持っていると考えられる。この種は現地名と

して, ウガンダやケニアでは Musizi, カメルーンやガボンでは Nkanguele ま

たは E senge, ザイール (現 コンゴ) では Ndunga, タンザニアでは Musira と

呼ばれている。

分布・適地

8oN から 20S のアフリカ地域に自生する。特に中央アフリカのリベリアから

ウガンダ地域の低地熱帯多雨林地域 (標高 loom から 1,500m) の二次林の,森

林とサバンナ草原の中間地帯に, 一般的に見られる。これらの地域の年間降水

量は 1,200~3,ooomm に達し,平均気温は 22~27oC である。最暖月の平均気温

は 26~32 ℃, 最寒月のそれは 16~24qC の範囲である。原産地以外にもマレ-

シア , イ ン ドネ シア , イ ン ド, フ ィジー , 西 サモア , プエル トリコ , スー ダ ン,

マラウィなど熱帯地域に広く植栽されている (図 23.1)。 プエルトリコでは植

栽地から, まわりの地域に拡散し野生化していると言われている。原産地では

2か月以上の乾季はないが, 実際には2か月以上の乾季にも耐えることができ

る。ウガンダでは, 乾季の 1~4 月半ばまで, 落葉していると報告されている。

ムシジはおそらく, 十分に湿り栄養分の多い土壌 (fertilesandy loam

soils)に最も適していると思われる。しかしながらムシジの土壌条件の適応幅

は広く, マレーシアでは多くの他の樹種で失敗したような造林地でも, ムシジ

は旺盛な成長を見せている。ケニアでは赤いラテライト土壌に, インドネシア

では水はけの良い肥沃な場所に, プエルトリコでは砂質から粘土質の土壌にま

で広く植栽されている。おそらくムシジにとって, 土壌条件は生育の制限要因
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ー→成功した、もしくは導入された植林地 
ゆ 天然分布 

図23. 1 ムシジの分布域(F'rancis) 

図23. 2 ムシジの花のついた枝，葉，果実のついた枝 
(Mbuya el aL 1994) 

にはならない。 

開花・結実・発芽 

黄緑色の小さな花を腋生の集散花序に着ける。花期は場所によって異なり， 

ガーナでは4, .7月，ウガンダでは11-i月である。 核果は2.5cm の長さを持 

つ小さな桃のような形で，成熟時に黄色，落下後成熟して暗紫色となる。核果 

のまわりの水々しい果肉は，鳥やサル，ネズミ，コウモリなどに好まれ，彼ら 

によって種子は散布される。果肉を除いた種子（核部）は，1 kg当たり，550--

1,100 個になる。増殖用には，母樹から果実が落ちた後すぐに拾い集め，果肉を 

取り除き種子を出した後，2, 3日天日に干す。4--8℃で3か月も保存すると， 

種子の活性は無くなるので，できる限り早く播種することが望ましい。 

『{ 成功した、もしくは導入された植林地
場妙 天然分布

図 23.1 ムシジの分布域 (Francis)

図 23.2 ムシジの花のついた枝 , 葉 , 果実のついた枝

(Mbuya ezα .1994)

にはならない。

開花・結実・発芽

黄緑色の小さな花を膝生の集散花序に着ける。花期は場所によって異なり,

ガーナでは 4~7 月 , ウガンダでは 11~1 月である。核果は 2.5cm の長さを持

つ小さな桃のような形で,成熟時に黄色,落下後成熟して暗紫色となる。核果

のまわりの水々しい果肉は, 鳥やサル, ネズミ, コウモリなどに好まれ, 彼ら

によって種子は散布される。果肉を除いた種子 (核部) は,lkg 当たり,550~

1,100個になる。増殖用には,母樹から果実が落ちた後すぐに拾い集め,果肉を

取り除き種子を出した後,2,3 日天日に干す。4~ ずC で 3か月も保存すると,

種子の活性は無くなるので, できる限り早く播種することが望ましい。
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自然条件では，果実は動物によって食されることによって，発芽率が高まる0 

ムシジはその成長において光要求性が高いため，暗い林床に発芽した場合に 

は，すぐに枯死し，明るい林冠ギャップの下においてのみ定着が可能である。 

実生は天然の林のギャップ地に,普通に見られる。 プェルトリコではマツ， 

ユーカリ，カランパヤンなどの林で下木層を形成しているケースもある。 

育苗・植栽 

良い条件下で播種すれば，1 か月もあれば発芽する。マレーシアにおいては， 

十分に新しい種子を選んだ場合76%以上の発芽率を示したが，通常でも50% 

の発芽率が得られる。種子は，土壌のおよそ2.5cm の深さに播種する。 

人工植栽はさまざまな方法で行っても成功率は高い。発芽後2 か月ぐらいの 

ポット苗が,ちょうど植栽するのに良い。 スタンプ苗（地上部を切除した苗） 

もしばしば用いられる。ただし実生苗を植栽する際には，実生を丁寧に取り扱 

うことが望ましい。東アフリカでは,比較的乾燥した地域で直播造林が行われ 

ているが，その場合，発芽後の移植はさけた方がよい。ムシジは萌芽性もある 

が，挿木で増やした報告例はない。 

植裁密度は様々である。ガーナでは1.8mX2.7m, 3,7mX3,7m, 5mX5m 

が，スーダンのラインプランティングでは列間6m，苗間2m が， フィージー 

では列間9m，苗間3.6 m が報告されている。 

ムシジは大型草本であるPenおetum purpureum やImperata sp.などには負 

けるが，成長の遅い小型草本には強い。 いったん定着すれば成長が早く，保育 

の手間は少なくてすむa その上，単幹性が強く, 自然落枝も容易に起こる。幹 

は通直であるが，樹冠径はやや大きい。 マレーシアでは樹冠直径に基づいて, 

胸高直径30.5cm の林分で，列間5.7 nlのとき，植栽木間19.6m でチドリ状に 

残すのが，成長にもっともよいと計算されている。 

成 長 

成長は早く，樹高は3年で7-8 m に達する。ガーナでの植栽地では1年半 

で樹高が6.7 m に，マレーシアでは植栽後5年間で優勢木の樹高が15-I8m 

にまで達したという報告がある。タンザニアの湿潤地域では，植栽後45年で平 

均樹高は37 m に，平均胸高直径は1.5 n、にも達している。成功した植林地で 

は，植栽後3-8年の間で，樹高成長においては年間1.5~2.5m の範囲にある。 

　　　　

自然条件では,果実は動物によって食されることによって,発芽率が高まる。

ムシジはその成長において光要求性が高いため,暗い林床に発芽した場合に

は, すぐに枯死し, 明るい林冠ギャップの下においてのみ定着が可能である。

実生は天然の林のギャップ地に, 普通に見られる。プエルトリコではマッ,

ユーカリ, カランパヤンなどの林で下木層を形成しているケースもある。

育苗・植栽

良い条件下で播種すれば,1 か月もあれば発芽する。マレーシアにおいては,

十分に新しい種子を選んだ場合 76% 以上の発芽率を示したが,通常でも50%

の発芽率が得られる。種子は, 土壌のおよそ 2.5cm の深さに播種する。

人工植栽はさまざまな方法で行っても成功率は高い。発芽後 2か月ぐらいの

ポット苗が, ちょうど植栽するのに良い。スタンプ苗 (地上部を切除した苗)

もしばしば用いられる。ただし実生苗を植栽する際には,実生を丁寧に取り扱

うことが望ましい。東アフリカでは,比較的乾燥した地域で直播造林が行われ

ているが, その場合, 発芽後の移植はさけた方がよい。ムシジは萌芽性もある

が, 挿木で増やした報告例はない。

植 栽密度 は様 々で あ る。 ガーナで は 1.8m × 2.7m,3.7m × 3.7m,5m × 5m

が , スーダンのラインプランティングでは列間 6m, 苗間 2m が , フィージー

では列間 9m, 苗間 3.6m が報告されている。

ムシジは大型草本である自助 Z彫≠"mp 綿ゆ z‘氾“m や 1mpgm 加 sp,などには負

けるが,成長の遅い小型草本には強い。いったん定着すれば成長が早く,保育

の手間は少なくてすむ。その上,単幹性が強く, 自然落枝も容易に起こる。幹

は通直であるが, 樹冠径はやや大きい。マレーシアでは樹冠直径に基づいて,

胸高直径 30.5cm の林分で, 列間 5.7m のとき, 植栽木間 19.6m でチドリ状に

残すのが, 成長にもっともよいと計算されている。

成 長
成長は早く, 樹高は 3年で 7~8m に達する。 ガーナでの植栽地では 1年半

で樹高が 6.7m に, マレーシアでは植栽後 5年間で優勢木の樹高が 15~18m

にまで達したという報告がある。タンザニアの湿潤地域では,植栽後 45年で平

均樹高は 37m に, 平均胸高直径は 1.5m にも達している。成功 した植林地で

は, 植栽後 3~8 年の間で, 樹高成長においては年間 1.5~2.5m の範囲にある。
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プェルトリコでは，6年生で平均樹高8.6m，直径成長は年間1.5'-'5.5 cm の値 

を示している0 また,マレーシアの5'-'l0 年生の間伐実施林で，年間平均成長 

量は22.2-33.6 ma/ha という高い値が報じられている。 

垂直に長く伸びる根（taproot) が，発芽後すぐに発達してくる。プェルトリ 

コにおいて，粘土質土壌に植栽されて24年たったムジジでは，長さ数m にも 

及ぶ水平に伸びた側根が発達していると言われている。 

病虫害 

病虫害の報告は少ない。ザイールではカミキリムシ（Monochamus 

記ab記sus）が心材にまで穴をあけ，強風によって幹折れを起こした。この属で 

はM centralおも加害する。 また， ウガンダでは，2種の病原菌（Fusarium 

solani と Volutella の1種）に同時に感染し，病変（こぶ）ができた。L2年生 

の若い枝は細菌aeuconostoc mesenteroi如S）と結びついたFusariumsoルni 

によって幹に病変（樹脂浸出）ができた。傷害をうけた個体は自然に回復する 

場合もあるが，聞伐時に伐採して取り除くとよい0 実生や稚樹期は,ほ乳類に 

よって葉を食べられ，枯死することがある0 

用 途 

ムシジの心材部は黄褐色から緑色を呈し，辺材部は白い。材密度は0.38-j 

0.48 g/cm3で軽軟材であり，また乾燥もしやすい。丸太は，切り倒す際や貯蔵 

の際に割れやすい。ムシジ材は，のこぎり等で加工しやすく，マッチの軸，箱， 

運搬用木枠水車，合板（ベニヤ）等に使われる。パルプにしても上質である。 

ムシジの原産地では，幹からの抽出液が,多くの軽い慢性病用の薬として使わ 

れている。またムシジの原産地であるウガンダでは，コーヒー用の被陰樹とし 

ても使っている。 

文 献 

Duffy, E.A.J. (1957) A monograph of the immature stages of African timber beetles 

(Cerambycidae). 338 pp., 10 pis. 

Francis, J.K. (undated) Maesopsis eminhi Engi. ITF Tropical Silvics Series No. 8, 

(SO-ITF-SM8), 4 pp. 

　　　

プエル トリコでは,6 年生で平均樹高 8.6m, 直径成長は年間 1.5~5.5cm の値

を示している。また, マレーシアの 5~10 年生の間伐実施林で, 年間平均成長

量は 22.2~33.6m3/ha という高い値が報 じられている。

垂直に長く伸びる根 (taproot)が,発芽後すぐに発達してくる。プエルトリ

コにおいて, 粘土質土壌に植栽されて 24年たったムシジでは, 長さ数 m にも

及ぶ水平に伸びた側根が発達していると言われている。

病虫害
病 虫 害 の報 告 は少 な い。ザ イ ールで は カ ミキ リム シ (Mo れocねαm“s

scαbiDs“s) が心材にまで穴をあげ,強風によって幹折れを起こした。この属で

は肌 ."mm 臨 も加害する。 また , ウガンダでは,2 種の病原菌 (ぞ“sα““m

so如れまと o籾彰“αの 1種) に同時に感染し,病変 (こぶ)ができた。1,2 年生

の若い枝 は細菌 仏 e"co“o鋤oc“解彫れ彰midBS) と結びついた F“鯛““mso 加川

によって幹に病変 (樹脂浸出) ができた。傷害をうけた個体は自然に回復する

場合もあるが,間伐時に伐採して取り除くとよい。実生や稚樹期は, ほ乳類に

よって葉を食べられ, 枯死することがある。

用 途
ムシジの心材部は黄褐色から緑色を呈し, 辺材部は白い。材密度は 0.38~

0.48g/cm3 で軽軟材であり, また乾燥もしやすい。丸太は, 切り倒す際や貯蔵

の際に割れやすい。ムシジ材は, のこぎり等で加工しやすく,マッチの軸,箱,

運搬用木枠,水車,合板 (ベニヤ)等に使われる。パルプにしても上質である。

ムシジの原産地では,幹からの抽出液が,多くの軽い慢性病用の薬として使わ

れている。またムシジの原産地であるウガンダでは, コーヒー用の被陰樹とし

ても使っている。

文 献
Du 甘y,E.A.J.(1957)A monograPh of theimmaturestages of African timーberbeetles

(Cerambycidae).338pp.,1OPIS.

Francis, J.K. (undated) 霊ぬ esoのsis emi" “ Engl.ITF TroPicaI Silvics Series No.8,

(SO-ITF-SM8),4pp.
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24， インドナツメ（Indian jujube) 

学名：Zizyphus mauritiana Lam. 

クロウメモドキ科 

荒木 誠 

インドナツメの属するナツメ属（zizyphus ）は，熱帯，亜熱帯にかけて約40 

もの種があるといわれているが，このうち経済的，商業的に重要な樹種は，イ 

ンドナツメとサネブトナツメ (Zizyphus vulgaris) である。日本に庭木もしく 

は野生化しているものはサネブトナツメ，もしくはその変種のナツメである。 

サネブトナツメは，シナナツメとも呼ばれ中国で非常に重要な樹種であるのに 

対し，インドナツメはインド，スリランカ原産でインドでたいへん重要な樹種 

となっており，地中海地域，アフリカ,東南アジアと広い地域で生育している。 

低木から中高木の落葉樹。丸く広がる樹冠をもち，枝は枝垂れる。葉は互生， 

薄く上面には光沢があるが，下面は有毛で白色である。長さは8cm 程度で，基 

部は丸く左右対称，また基部から明瞭な中肋と2本の支脈が伸びる。托葉は曲 

がった刺になっている（グラビア47)。樹皮は，灰色～黒色に近い暗灰色で,長 

い縦の亀裂が入ることがある。樹皮の内側は繊維質で赤味がかっている。草原 

地帯では，低木でやぶ状になっているが，高木では樹高約24 m ，地上1.5 m の 

周囲長約5m，根元周囲長約7m という記録もある。 

果実は食用になる。材は薪炭や農器具，家庭用品などの材料として利用され, 

刺の付いている枝は農耕地のフェンスとしても利用される。小枝はラクダやヤ 

ギなどの餌，葉はカイコの餌になる。地域によっては，ラックカイガラムシを 

育てるのに利用している0 東アフリ力では，蜂蜜採取，被陰用樹木，土壌保全， 

樹脂採取などにも利用されている。（グラビア48) 

インドではBer，または英語でIndian j可ubeと呼ばれている。 フランス語 

ではJuj ubier，インドネシアでWidara, Dara, Bidara, マレーシアでBidara, 

Jujub, Epa】証am，フィリピンでManzanitas, ミャンマーでZee-pen, カン 

ボジアでPutrea, タイでは中部でPut sa，北部でMatan と呼ばれ‘東アフリ 

カではスワヒリ語でMkunazi という。それぞれの国で現地の呼び名があるこ 

とから，古くから定着している樹種であることがわかる。多くの栽培種につい 

て，インド北部のハリアナ（Haryana) 農科大学，パンジャブ（Pu川ab）農科 

　　　

24. イン ドナツメ (lndian jujube)

学 名 :Z 厳か れ“s“2α“中 郷 "α Lam.

クロウメモドキ科

荒木 誠

インドナツメの属するナツメ属 (Zなyのぬ“s) は,熱帯,亜熱帯にかけて約 40

もの種があるといわれているが, このうち経済的, 商業的に重要な樹種は, イ

ンドナツメとサネブトナッメ (Z戊卿加‘s〃“名αγ薦) である。日本に庭木もしく

は野生化しているものはサネブトナツメ, もしくはその変種のナツメである。

サネブトナッメは, シナナッメとも呼ばれ中国で非常に重要な樹種であるのに

対し, インドナツメはインド, スリランカ原産でインドでたいへん重要な樹種

となっており,地 LIJ海地域,アフリカ,東南アジアと広い地域で生育している。

低木から中高木の落葉樹。丸く広がる樹冠をもち,枝は枝垂れる。葉は互生,

薄く上面には光沢があるが,下面は有毛で白色である。長さは 8cm 程度で,基

部は丸く左右対称, また基部から明瞭な中肋と2本の支脈が伸びる。托葉は曲

がった刺になっている (グラビア 47)。樹皮は,灰色~ 黒色に近い暗灰色で,長

い縦の亀裂が入ることがある。樹皮の内側は繊維質で赤味がかっている。草原

地帯では, 低木でやぶ状になっているが,高木では樹高約 24m, 地上 1.5m の

周囲長約 5m, 根元周囲長約 7m という記録もある。

果実は食用になる。材は薪炭や農器具,家庭用品などの材料として利用され,

刺の付いている枝は農耕地のフェンスとしても利用される。小枝はラクダやヤ

ギなどの餌, 葉はカイコの餌になる。地域によっては, ラックカイガラムシを

育てるのに利用している。東アフリカでは,蜂蜜採取,被陰用樹木,土壌保全,

樹脂採取などにも利用されている。(グラビア48)

インドでは Ber, または英語で lndian juiube と呼ばれている。フランス語

で は Jujubier, イ ン ドネ シアで Widara,Dara,Bidara, マ レー シアで Bidara,

Jujub, Epal siam, フ ィ リピンで Manzanitas, ミャ ンマ で Zee ‐Pen, カ ン

ボジアで Putrea, タイでは中部で Putsa, 北部で Matan と呼ばれ ,東 アフリ

カではスワヒリ語で Mkunazi という。それぞれの国で現地の呼び名があるこ

とから, 古くから定着している樹種であることがわかる。多くの栽培種につい

て, インド北部のハリアナ (Haryana) 農科大学, パンジャブ (Punjab) 農科
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図24. 1 インドナツメの花と果実のついた枝 

(PROSEA: No. 2 1992) 

大学などで試験されているが，東南アジアではほとんど研究されていない。 

インドナツメは，学名zmauritiana であるが，z jujuba Lam.とも記され 

る。一方，サネブトナツメ に”ulgaris ）は，Z. jujuba Mill』とも記される。文 

献によっては，z .1町uba とだけ記載されているために幻ujuba Lam.か，z 

jujuba Mill．か判断できないことがある。 このような混乱をさけるためにも， 

インドナツメはZ. maurit記naと記すことが望ましい。 

分 布 

中東からインドにかけての地域に起源をもつと考えられている。地中海地 

域，アフリカから東南アジア，中国まで栽培されいるが，商業的に重要なのは 

インドである。インドでは，野生種，栽培種とも多くの地域で見られ，しばし 

ば栽培種が野生化している。たいへん重要な果樹種として，栽培面積は22,000 

ha にも及ぶという。比較的乾いた土地に生育している。野生のものは高木で群 

生するか，草原など疎開地ではやぶ状の低木林を形成する。 ヒマラヤでは標高 

1,500m まで分布している。東南アジアでは，タイで最も一般的であり，シーズ 

ンには栽培されたものの果実が市場で売られている。 その他，タイ国境近くの 

マレーシア，インドネシアの東ジャワ， フィリピンのルソン島など乾季をもつ 

ヱ48

園 24.1 インドナツメの花と果実のついた枝
(PROSEA:No.2 1992)

大学などで試験されているが, 東南アジアではほとんど研究されていない。

インドナツメは, 学名 Z m 伽“‘海"αであるが ,Z.J り“bα Lam. とも記され

る。一方 , サネブ トナッメ (Z.“綿老αγお) は,Z ノ均衡α MiIL とも記される。文

献によっては,Z/ 可 "加 とだけ記載されているために Z./勾“bα Lam. か ,Z.

i可αゐαMill.か判断できないことがある。このような混乱をさけるためにも,

インドナツメはZ mα"γ≧すねれαと記すことが望ましい。

分 布
中東からインドにかけての地域に起源をもっと考えられている。地中海地

域, アフリカから東南アジア, 中国まで栽培されいるが, 商業的に重要なのは

インドである。インドでは, 野生種, 栽培種とも多くの地域で見られ, しばし

ば栽培種が野生化している。たいへん重要な果樹種として, 栽培面積は 22,0oo

ha にも及ぶという。比較的乾いた土地に生育している。野生のものは高木で群

生するか,草原など疎開地ではやぶ状の低木林を形成する。ヒマラヤでは標高

1,500m まで分布している。東南アジアでは, タイで最も一般的であり, シーズ

ンには栽培されたものの果実が市場で売られている。その他, タイ国境近くの

マレーシア, インドネシアの東 ジャワ, フィリピンのルソン島など乾季をもっ
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地域で生育している。 

開花・結実・種子 

新しく伸びた枝の葉肢に，長さ2-3mm の花を着ける。花はやや緑がかった 

黄色でほのかな香りがある。花柄は2-3mm で，小花梗は3-'8mm，萼 （が 

く）は三角形状の5つの裂片，外側が有毛で内側が無毛である。5つの花びらは 

へら状で凹形をし，概ね4月から10月に開花するが，開花時期は地域によって 

異なる。虫媒花であり，昆虫によって受粉される。 （グラビア45) 

果実は石果で，10月から3月にかけて熟する。球形～卵形で4'-'6cm，野生 

のものは栽培種より小さく2cm程度である。表面は滑らか，ややザラザラし 

ている。光沢があり堅い。黄色味から赤味がかっているが，黒味を帯びること 

もある。果肉は白色でカリカリし，水気が多く，やや酸味があり甘い。完熟す 

ると水気が無くなりパサパサした感じになる。内果皮は不規則な皺（しわ）が 

入っており，中に1 -2個の褐色で楕円形の種子がある。（グラビア46) 

種子は胡椒のような香りがある。種子は430-2,000 粒ノkgで，発芽率は70-P 

80%，あるいはそれ以下である。発芽前処理として，ジベレリン酸による処理 

冬季間外気に晒す，あるいは冷水に浸漬して内果皮にヒビを入れるなどの方法 

が報告されているが，詳しい方法は不明である。種子は1年以上保存可能であ 

るが，活力は経過年数とともに徐々に衰える。 インド北部のデラドウン 

(Dehra Dun）の試験では，活カは少なくとも2年半維持された。子葉は地表で 

開き,種皮を残して割れた縫合部から伸び,幼根は下方へ伸びる。堅い内果皮 

は地表もしくは地中に残される。それぞれの核から2つの芽生えが生じ，その 

うち2つもしくは1つが残る。 

野生の実は，ジャッカル，ブタ，クマ，その他の動物に好んで食われる。 ク 

ジャク，ハトその他の野鳥も実を飲み込む。 それらによって，種子は広範囲に 

散布される。果実が地表に落ちた場合は，腐ったり乾燥したり，シロアリその 

他の昆虫類に食べられるが，堅い内果皮に包まれた核はそのまま残る。核は集 

中豪雨などによって土壌中に埋まり，雨季の前半で発芽する。粗鬆な土であれ 

ば種子は，落下してから雨季の間に土壌に容易に埋まるので，実生はほとんど 

問題なく成長していくことができる。地表でもある程度発芽することができる 

が，この場合，たいてい成立前に消失してしまう。 また，十分な光が当たるこ 

とが必要である。部分的であっても被陰は発芽を抑制する傾向がある。最初の 

　　　

地域で生育している。

開花・結実・種子

新しく伸びた枝の葉順に,長さ 2~3mm の花を着ける。花はやや緑がかった

黄色でほのかな香りがある。花柄は 2~3mm で, 小花梗は 3~8mm, 夢 (が

く)は三角形状の 5つの裂片,外側が有毛で内側が無毛である。5つの花びらは

へら状で凹形をし,概ね 4月から 10月に開花するが,開花時期は地域によって

異なる。虫媒花であり, 昆虫によって受粉される。 (グラビア 45)

果実は石果で,10 月から3月にかけて熟する。球形~ 卵形で 4~6cm, 野生

のものは栽培種より小さく2cm 程度である。表面は滑らか, ややザラザラし

ている。光沢があり堅い。黄色味から赤味がかっているが, 黒味を帯びること

もある。果肉は白色でカリカリし, 水気が多く, やや酸味があり甘い。完熟す

ると水気が無くなりパサパサした感じになる。内果皮は不規則な搬 (しわ) が

入っており, 中に 1~2 個の褐色で楕円形の種子がある。 (グラビア 46)

種子は胡淑のような香りがある。種子は 430~2,000 粒/kg で,発芽率は 70~

80%, あるいはそれ以下である。発芽前処理として, ジベレリン酸による処理,

冬季間タ気に晒す, あるいは冷水に浸潰して内果皮にヒビを入れるなどの方法

が報告されているが,詳しい方法は不明である。種子は 1年以上保存可能であ

るが,活力は経過年数とともに徐々に衰える。インド北部のデラドゥン

(Dehra Dun) の試験では,活力は少なくとも 2年半維持された。子葉は地表で

開き,種皮を残して割れた縫合部から伸び,幼根は下方へ伸びる。堅い内果皮

は地表もしくは地中に残される。それぞれの核から 2つの芽生えが生じ, その

うち 2つもしくは 1つが残る。

野生の実は, ジャッカル, ブタ, クマ, その他の動物に好んで食われる。ク

ジャク, ハトその他の野鳥も実を飲み込む。それらによって, 種子は広範囲に

散布される。果実が地表に落ちた場合は, 腐ったり乾燥したり, シロアリその

他の昆虫類に食べられるが,堅い内果皮に包まれた核はそのまま残る。核は集

中豪雨などによって土壌中に埋まり,雨季の前半で発芽する。粗髭な土であれ

ば種子は,落下してから雨季の間に土壌に容易に埋まるので,実生はほとんど

問題なく成長していくことができる。地表でもある程度発芽することができる

が, この場合, たいてい成立前に消失してしまう。また, 十分な光が当たるこ

とが必要である。部分的であっても被陰は発芽を抑制する傾向がある。最初の
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雨季で発芽できなかった種子は翌年に発芽することはない。 

育 苗 

繁殖させるためには，実生苗,直播き，根株萌芽，挿木などが行われる。正 

当な品種を得るために芽接ぎ，接木が広く行われている。台木には1年生の実 

生を用いる。失敗が無く，経済的である。芽接ぎの適期は休眠中でない成長期 

間である。環状接木（Ring grafting）と呼ばれる環状に樹皮を剥皮して接木す 

る方法が推奨されている。これは繁殖させたい裁培種（概ね3年生）を寒冷な 

時期に刈り込み，残した2, 3 のシュートを接穂に用いる。樹皮が容易に剥がせ 

る時期に，腋芽を含む2cm の樹皮を環状に剥ぎ取る。一方，台木となる野生種 

の樹皮も同じ部位を剥ぎ取って，その部位に接穂から剥いだ芽を含む樹皮を巻 

き付け，包帯をして粘土で覆うというものである。 

低林作業によって，根株からの萌芽を生じさせることも行われている。1, 5, 

7年生の台木からそれぞれ台木1本当たり平均1-2本，あるいはそれ以上の萌 

芽枝が成長する。萌芽更新のための刈込みの適期は特にないようである。取木 

苗，裸根苗も使われる。主根を傷つけると致命的なので，接木，芽接ぎよりも 

実生苗が推奨されることもある。 

実生苗は，ポリエチレン‘ポットに播種することで容易に作ることができ 

る。播種時期は1月から3月が適当である。実生苗は，初めての雨季か2度目 

の雨季に移植する。主根が長いので，主根を約15cm，同時に茎を約5cm まで 

切りつめることが好ましい。移植苗は，最初の雨季の間に切り詰める前の状態 

まで回復する。また，部分的に枯れるところがあっても次の年までに回復する。 

地面から離して置いた針金格子のカゴに浅く土を入れて播種する方法もある。 

この方法では側根の発達が促進される。 

粗鬆な土壌で，除草，潅水が行われ十分な日射を受ければ成長はきわめて順 

調であり，苗長は, 1年で60cm-75cm, 2年で90 cm-420 cm にもなる。 

シュートは常に不規則に伸ぴるので，3年経過するころには，150 cm 程度でや 

ぶ状になる。 実生苗は長い針金状の主根を持つ。 苗は主根が120cm になった 

ことを確認して2年目に掘り上げる。通常の自然環境下では成長は遅く，1年 

で5cm--l3cm, 2年で18-'36 cm程度である。活力旺盛な野生種では，2年目 

に開花し,3年目の終わりに豊かな果実を実らせる。北部インドでは，実生の成 

長は11-12月に終わる。落葉は12月から始まり，2月にまた新たな成長を開 
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雨季で発芽できなかった種子は翌年に発芽することはない。

育 苗
繁殖させるためには, 実生苗, 直播き, 根株萌芽, 挿木などが行われる。正

当な品種を得るために芽接ぎ,接木が広く行われている。台木には 1年生の実

生を用いる。失敗が無く,経済的である。芽接ぎの適期は休眠中でない成長期

間である。環状接木 (Ring grafting)と呼ばれる環状に樹皮を剥皮して接木す

る方法が推奨されている。これは繁殖させたい栽培種 (概ね 3年生) を寒冷な

時期に刈り込み,残した 2,3 のシュートを接穂に用いる。樹皮が容易に剥がせ

る時期に,藤芽を含む 2cm の樹皮を環状に剥ぎ取る。一方,台木となる野生種

の樹皮も同じ部位を剥ぎ取って, その部位に接穂から剥いだ芽を含む樹皮を巻

き付け, 包帯をして粘土で覆うというものである。

低林作業によって,根株からの萌芽を生じさせることも行われている。1,5,

7年生の台木からそれぞれ台木 1本当たり平均 1~2 本,あるいはそれ以上の萌

芽枝が成長する。萌芽更新のための刈込みの適期は特にないようである。取木

苗, 裸根苗も使われる。主根を傷つけると致命的なので , 接木, 芽接ぎよりも

実生苗が推奨されることもある。

実生苗は, ポリエチレン・ポットに播種することで容易に作ることができ

る。播種時期は 1月から3月が適当である。実生苗は,初めての雨季か 2度目

の雨季に移植する。主根が長いので,主根を約 15cm, 同時に茎を約 5cm まで

切りつめることが好ましい。移植苗は,最初の雨季の間に切り詰める前の状態

まで回復する。また,部分的に枯れるところがあっても次の年までに回復する。

地面から離して置いた針金格子のカゴに浅く土を入れて播種する方法もある。

この方法では側根の発達が促進される。

粗懸な土壌で,除草,潅水が行われ十分な日射を受ければ成長はきわめて順

調であり, 苗長 は,1 年で 60cm~75cm,2 年で 9ocm~120 cm に もなる。

シュートは常に不規則に伸びるので,3 年経過するころには,150cm 程度でや

ぶ状になる。実生苗は長い針金状の主根を持つ。菌は主根が 120cm になった

ことを確認して 2年目に掘り上げる。通常の自然環境下では成長は遅く,1 年

で 5cm~13cm,2 年で 18~36cm 程度である。活力旺盛な野生種では,2 年目

に開花し,3 年目の終わりに豊かな果実を実らせる。北部インドでは,実生の成

長は 11~12月に終わる。落葉は 12月から始まり,2 月にまた新たな成長を開
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始する。通常，霜にも耐えるが，ひどい霜には若干影響を受ける。高温乾燥に 

より稚苗の新しく伸びたシュートが干からびることがあるが，実生苗は回復で 

きる。いずれにしても，成長には十分な光が不可欠である。 インドのデラドウ 

ンでは，自然状態で順調に発芽し成長していた実生苗が，隣接する区の早く成 

長する別の樹種に被陰され枯死してしまった例がある。 

植栽・更新・保育 

直播きの場合，雨季の始まる1か月前に，果肉を取り去るか十分乾燥させた 

種子を，床に播種するか植え穴を作って中に入れる。その後，土を0.6-1.3 cm 

ほど被せる。播種した床には十分に日が当たるようにして，潅水と除草を行う。 

通常，高温時期に発芽を始め，雨季の最初の1, 2 か月まで続く。畝を作って播 

種すると,成長を早めることができ，下刈りも軽減できる。農作物といっしょ 

に筋状播種することも行われる。筋状の実生苗は，農作物から被圧されないの 

で，効果的かつ経済的である。 

植栽は，雨季の初めに行う。植え穴を掘って苗を植えるが,あらかじめ過燐 

酸肥料と腐植を施用しておく。実生苗，接木苗も用いられるが,挿木では成功 

例がない。植栽間隔は，東南アジアでは5-'6 m ，インドでは8-9m である。不 

和合性を回避するために, 3品種を混植することが推奨されている。幼齢木は 

杭に縛り付け4, 5本を残す程度まで枝落としをする。間作は2, 3年まででき 

る。成長が悪い場合,施肥を行う。 また，果実が実る時期に窒素肥料を施用す 

る。成長期にある果実は，十分な水が必要であるので，根が十分深くまで伸び 

ている場合でも，降水が十分でないときには潅水を行う。梢端の切り落とし， 

刈込み，枝打ちは毎年行う。果実の収穫のみが目的でないならば，5年伐期の低 

林作業を行うことができる。 この場合，燃材の収穫は1年間でha当たり2-3 

tonが期待できる。 

適 地 

インドナツメは，①たくさんの実をつける，②堅い内果皮によって種子が保 

護されている，③発芽や成長に豊富な日射が必要である，④実生が耐寒・耐霜 

性をもつ，などの特徴があるので，天然林は疎開地に成立する。また，果樹園 

での栽培にも適している。最も良く成長するのは砂質土壌，沖積地，耕作地で 

あるが，ラテライ ト化した土壌，デカン高原でよく見られる黒綿土 

　　　

姶する。通常,霜にも耐えるが, ひどい霜には若干影響を受ける。高温乾燥に

より稚菌の新しく伸びたシュートが干からびることがあるが, 実生苗は回復で

きる。いずれにしても, 成長には十分な光が不可欠である。インドのデラドゥ

ンでは, 自然状態で順調に発芽し成長していた実生苗が,隣接する区の早く成

長する別の樹種に被陰され枯死してしまった例がある。

植栽・更新・保育

直播きの場合, 雨季の始まる 1か月前に, 果肉を取り去るか‐f‐分乾燥させた

種子を,床に播種するか植え穴を作ってrl」に入れる。その後, 土を 0.6~1,3cm

ほど被せる。播種した床には十分に日が当たるようにして,潅水と除草を行う。

通常,高温時期に発芽を始め,雨季の最初の 1,2 か月まで続く。畝を作って播

種すると, 成長を早めることができ, 下刈りも軽減できる。農作物といっしょ

に筋状播種することも行われる。筋状の実生苗は,農作物から被圧されないの

で, 効果的かつ経済的である。

植栽は, 雨季の初めに行う。植え穴を掘って苗を植えるが, あらかじめ過燐

酸肥料と腐植を施用しておく。実生苗,接木苗も用いられるが,挿木では成功

例がない。植栽間隔は,東南アジアでは 5~6m, インドでは 8~9m である。不

和合性を回避するために,3 品種を混植することが推奨されている。幼齢木は

杭に縛り付け4,5 本を残す程度まで枝落としをする。間作は2,3 年まででき

る。成長が悪い場合,施肥を行う。また,果実が実る時期に窒素肥料を施用す

る。成長期にある果実は,十分な水が必要であるので,根が十分深くまで伸び

ている場合でも,降水が十分でないときには海水を行う。柏端の切り落とし,

刈込み,枝打ちは毎年行う。果実の収穫のみが目的でないならば,5年伐期の低

林作業を行うことができる。この場合, 燃材の収穫は 1年間で ha当たり 2~3

tonが期待できる。

適 地

インドナツメは,①たくさんの実をつける,②堅い内果皮によって種子が保

護されている,③発芽や成長に豊富な日射が必要である,④実生が耐寒・耐霜

性をもつ, などの特徴があるので, 天然林は疎開地に成立する。また, 果樹園

での栽培にも適している。最も良く成長するのは砂質土壌,沖積地,耕作地で

あるが, ラテライ ト化 した土壌, デカン高原でよ く見 られる黒綿土
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(Vertisols) ，中程度の塩類集積が起きている土壌，樹木のない荒廃地，養分の 

少ない乾燥地，乾燥地の放棄された耕作地でも容易に更新する。河床の砂礫質 

なところでは，生育は悪く，やがて他の樹種に置き換わってしまう。野生ない 

し野生化したものは，最高気温38C -49C，最低気温- 6.7C~ 12.8C，降水量 

は127 mm '--'2,286 mm の気候条件下で生育し, ヒマラヤでは標高1,50Gm まで 

分布しているというが，通常は降水量は600mnl以上，標高1,00Gm以下の地 

域で順調に生育する。 

インドのハリアナ農科大学の研究によれば，土壌の電気伝導度が20 dS・m~' 

になると生育不可能であった。また，5dS・m一1では,樹冠のバイオマス量は顕 

著に減少したが，根元直径は減少することはなかった。高塩類濃度は収穫量と 

結実量を減少させたが，果実の質を低下させることはなかった。 

成 長 

成長には十分な光が必要である。 デラドウンでの試験によれば，部分的な被 

陰であっても成長が落ちるとされている。疎開された状態では成長はたいへん 

早い。樹高成長は1年生で約70cm, 5年生で約200cm, 7年生で約250cm と 

いう測定結果がある。別の例では，初めの1年間に60 cm'-165 cm も成長し 

た0 

過去の異常気象を乗り越えて生存してきたことから，耐霜性，耐乾燥性の樹 

種であるとされている。しかし，異常干ばつで，開花結実ができなくなり，実 

生苗も大量に枯死したこともある。火事を含む様々な傷害から回復する力を 

持っており，毎年火入れが行われる草地でも生育する。放牧地においては，刺 

のある枝がやぶ状になって，自分自身ばかりでなく，他の樹種の実生や幼樹を 

保護する。また,良く茂った樹冠下は強度に被陰され，雑草など下層植生は消 

失してしまう。寄生植物であるCuscuta reflexa（ネナシカズラ属）に弱く，し 

ばしば，その黄色の厚い網に覆われてしまうことがある。 

病害虫 

利用範囲の広さから，乾燥地におけるたいへん重要な樹種であるが，様々な 

寄生生物が葉と果実を食害する。 ミバェは収穫減少の大きな原因となる。昆虫 

は，不幸にして同一の栽培種を好むので，果樹園は被害を受けやすい。穿孔虫 

としては生立木を加害する大形の力ミキリムシ（】bルsterna scabratorが知られ 

　　　

(Vertisols),中程度の塩類集積が起きている土壌,樹木のない荒廃地, 養分の

少ない乾燥地,乾燥地の放棄された耕作地でも容易に更新する。河床の砂隣質

なところでは, 生育は悪く, やがて他の樹種に置き換わってしまう。野生ない

し野生化したものは,最高気温 3がC~49 ℃ ,最低気温 -6,7℃ ~12,ずC, 降水量

は 127mm~2,286mm の気候条件下で生育し, ヒマラヤでは標高 1,500m まで

分布しているというが, 通常は降水量は 600mm 以上, 標高 1,00om 以下の地

域で順調に生育する。

インドのハリアナ農科大学の研究によれば, 土壌の電気伝導度が 20ds.m ー1

になると生育不可能であった。また ,5ds.m ー1では, 樹冠のバイオマス量は顕

著に減少したが,根元直径は減少することはなかった。高塩類濃度は収穫量と

結実量を減少させたが, 果実の質を低下させることはなかった。

成 長

成長には十分な光が必要である。デラドゥンでの試験によれば, 部分的な被

陰であっても成長が落ちるとされている。疎開された状態では成長はたいへん

早い。樹高成長は 1年生で約 70cm,5 年生で約 200cm,7 年生で約 250cm と

いう測定結果がある。別の例では, 初めの 1年間に 60cm~165cm も成長し

た。

過去の異常気象を乗り越えて生存してきたことから,-耐霜性,耐乾燥性の樹

種であるとされている。しかし, 異常干ばつで, 開花結実ができなくなり, 実

生苗も大量に枯死したこともある。火事を含む様々な傷害から回復する力を

持っており, 毎年火入れが行われる草地でも生育する。放牧地においては, 刺

のある枝がやぶ状になって, 自分自身ばかりでなく,他の樹種の実生や幼樹を

保護する。また,良く茂った樹冠下は強度に被陰され,雑草など下層植生は消

失してしまう。寄生植物である C“sc“加陀弗8期 (ネナシカズラ属) に弱く, し,

ばいま, その黄色の厚い網に覆われてしまうことがある。

病害虫
利用範囲の広さから,乾燥地におけるたいへん重要な樹種であるが,様々な

寄生生物が葉と果実を食害する。ミバエは収穫減少の大きな原因となる。昆虫

は,不幸にして同一の栽培種を好むので,果樹園は被害を受けやすい。穿孔虫

としては生立木を加害する大形のカミキリムシ Cezo群emq scの棚‘oγが知られ
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る。食葉性鱗翅目幼虫（イモムシ，毛虫類），果実穿孔虫，ゾウムシ，ョコバイ， 

コナカイガラムシなどは，いずれも葉や果実を食害する。ただし，病害虫で甚 

大な被害をもたらすものは無いといわれている。 
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コナカイガラムシなどは, いずれも葉や果実を食害する。ただし, 病害虫で甚
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25． ヤママフー（Mahoe) 

学名：Hibiscus elatus Sw. 

アオイ科 

三浦 覚 

ヤママフーはMahoe, Mountain mahoe, Cuba bast tree, Cuba bark などの 

名で知られている西インド諸島に自生する常緑樹である。本種の成熟木は，長 

い葉柄をもつ心臓形の葉と大きなロート状のいわゆる「ハイビスカスの花」の 

特徴によって見分けられ，樹高25m，胸高直径35cm以上にまで達する常緑の 

通直な中高木である。 

ヤママフーは，心材が紫，メタリックブルー，オリーブ色などのまだらな陰 

影をもち，高級家具材として賞賛されている。プェルトリコ産のヤママフーの 

比重は，0.50 g/cm3であり，乾燥地域では比重はやや大きくなる。材木は，旋盤 

細工，床材，構造材，ビル建築材，造船材、農業用材，線路の枕木などに適し 

ている。かつては樹皮をロープやひもの材料に使っていた。 これは，海水や汽 

水中でも非常に強い耐久性がある。 

用材としての有用性に加えて，ヤママフーは乾季に次々と落葉するにも拘ら 

ず，キューバでは防風林としても利用されている。 

分 布 

ヤママフーは，一般にはキューバとジャマイカの湿潤な山地帯にだけ自生す 

るとされる（図25.1)。他方，キューバの限られた地域を原生地とし，そこから 

ジャマイカへ導入されたとする間接的証拠もある。 ヤママフーは今日では両島 

で造林樹種として定着しており， さらに， フロリダ半島南部， メキシコ， ペ 

ルー，ブラジル，および西インド諸島全域で野生化している。 プェルトリコで 

は1940年代の半ばに初めて導入され，島内の湿潤地域において種の適応特性 

に関する試験が行われた。ハワイにおいても，ヤママフーの導入が成功してい 

る0 

ヤママフーは，自然状態では湿潤な森林に生育する。 キューバでは，東部オ 

リエンテ州湿潤山岳林の標高150m-'l,OOOm の地域で生育が記録されている。 

この地域の気温は20-25℃，年降水量は1,500 mnl以上で，降霜はない。 

25. ヤママフー (Mahoe)

学名 :"ibiscz‘seZ餌“ssw

アオイ料

三浦 覚

ヤママ フー は M ahoe, M ountain mahoe,Cubabasttree,Cuba bark な どの

名で知られている西インド諸島に自生する常緑樹である。本種の成熟木は,長

い葉柄をもつ心臓形の葉と大きなロート状のいわゆる「′・イビスカスの花」の

特徴によって見分けられ,樹高 25m, 胸高直径 35cm 以上にまで達する常緑の

通直な中高木である。

ヤママフーは, 心材が紫 , メタリックブルー, オ リーブ色などのまだらな陰

影をもち, 高級家具材として賞賛されている。プエルトリコ産のヤママフーの

比重は,0.50g/cm3 であり,乾燥地域では比重はやや大きくなる。材木は,旋盤

細工, 床材, 構造材, ビル建築材, 造船材, 農業用材, 線路の枕木などに適し

ている。かつては樹皮をロープやひもの材料に使っていた。これは, 海水や汽

水中でも非常に強い耐久性がある。

用材としての有用性に加えて, ヤママフーは乾季に次々と落葉するにも拘ら

ず, キューバでは防風林としても利用されている。

分 布
ヤママフーは, 一般にはキューバとジャマイカの湿潤な山地帯にだけ自生す

るとされる (図 25,1)。他方, キューバの限られた地域を原生地とし, そこから

ジャマイカへ導入されたとする間接的証拠もある。ヤママフーは今日では両島

で造林樹種として定着しており, さらに, フロリダ半島南部, メキシコ, ペ

ルー, ブラジル, および西インド諸島全域で野生化している。プエルトリコで

は 1940年代の半ばに初めて導入され,島内の湿潤地域において種の適応特性

に関する試験が行われた。ハワイにおいても, ヤママフーの導入が成功してい

る。

ヤママフーは, 自然状態では湿潤な森林に生育する。キューバでは, 東部オ

リェンテ州湿潤山岳林の標高 150m~1,00om の地域で生育が記録されている。

この地域の気温は 20~25qC, 年降水量は 1,500mm 以上で, 降霜はない。
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「“ 
ジャマイ力 

くく→ 

図25. 1 西インド諸島におけるヤママフーの天然分布 

(Weaver ら 1990) 

ジャマイカでは,ヤママフーは年降水量1,800-'3,800 mm の高地に生育す 

る。年降水量1,000mm 以下の沖積台地でも生存しているが，一般には低地で 

は年降水量1,150mm 程度が限界と考えられている。プェルトリコでは，ヤマ 

マフーは年降水量1,500'-'3,000 mm の地域に植えられており,湿潤亜熱帯林か 

ら湿潤山岳林下部がこれにあたる。 

キューバの湿潤山岳林では，ヤママフーはアンゲリン(Andira 訊ermis)，サ 

ンタマリア（Calophyllum brasilense var. antillanum) ，クラブウツド（Carepa 

guianensお）, Guarea guara, バラタゴムノキ （Mani誌ara sidero幻J1on), 

伽ndra laurifolれPi坑ecel加b認m arboreuni, Term inalia in彪rmedれPrunus 

sp．などの広葉樹，およびヤシのなかまのBactris cubensis, Calyptrogne sp.な 

どとともに生育している。ジャマイカでは，ヤママフーはさまざまな地域で植 

栽されているが，人工林や苗畑以外の場所では，.他の在来種とともに自然に生 

育するとは考えられていない。Calophyllum. calaba が分布する地域では，植栽 

されたヤママフーの成長も良好であることが知られている。 

生育土壌 

キューバでは，ヤママフーは火成岩地域に発達した土壌の上で生育する0 そ 

れらの土壊は，溶脱が進み，酸性で赤色の粘土質土壌である。ジャマイカでは, 

ヤママフーは標高150m の石灰岩上に発達した適潤性土壌の地域や標高L200 

m までの頁岩あるいは火山岩上の残積性土壌の地域で見られる。 

プェルトリコでは，ヤママフーは広範な立地環境に適応している。土性が粘 

ジャマイカ　
図 25.1 西インド諸島におけるヤママフーの天然分布

(weaver ら 1990)

ジャマイカでは, ヤママフーは年降水量 1,800~3,800 mm の高地に生育す

る。年降水量 1,00omm 以下の沖積台地でも生存しているが, 一般には低地で

は年降水量 1,150mm 程度が限界と考えられている。プエルトリコでは, ヤマ

マフーは年降水量 1,500~3,00omm の地域に植えられており, 湿潤亜熱帯林か

ら湿潤山岳林下部がこれにあたる。

キューバの湿潤山岳林では, ヤママフーはアンゲ リン 仏れdim まれe“mis), サ

ンタマ リア (Cdop 砂‘‘“m bms 逸れse var.α川辺αれ"雛),クラブウッ ド(Cα細めα

g"m 溺 れsis), G“α陀α g" の暇 , バ ラタゴムノキ (崩加川魔α他 side〆o矧 あれ),

○蹴 れαク暇 卿“γ所oZ加 ,Pi 挽 ec郷おり粥雛 飾りo柁“規,7 TB貧粥加〆幻 Z燭の“解説α,自惚れ堀

sp,などの広葉樹 , およびヤシのなかまのβαα“sc“彰 "sis,Cα収めZ708鰯 sp,な

どとともに生育している。ジャマイカでは, ヤママフーはさまざまな地域で植

栽されているが,人工林や苗畑以外の場所では,他の在来種とともに自然に生

育するとは考えられていない。C錫op毎“"m 伽如卿 が分布する地域では,植栽

されたヤママフーの成長も良好であることが知られている。

生育土壌
キューバでは, ヤママフーは火成岩地域に発達した土壌の上で生育する。そ

れらの土壌は,溶脱が進み,酸性で赤色の粘土質土壌である。ジャマイカでは,

ヤママフーは標高 150m の石灰岩上に発達した適潤性土壌の地域や標高 1,200

m までの頁岩あるいは火山岩上の残積性土壌の地域で見られる。

プエルトリコでは, ヤママフーは広範な立地環境に適応している。土性が粘
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土質から砂質壌土質で，pHが4.3 から7.6 にわたるトロポヒューマルト 

(tropohum ults）やトロポユーダルフ（tropoudalfs) の上で良好に生育してい 

る。また，年降水量1,650--2.500 mm の排水良好な花崗岩質台地における推奨 

樹種のーつにもなっている。 

開花・結実 

花は枝の末端にある葉の付け根から伸びる太い緑の花柄の先につき，ー度に 

1-3個がまとまって咲く。がくは薄緑で,花冠は5つの長円形の花弁からな 

り，黄，橙，赤銅色と加齢とともに色濃くなる。花冠の基部にあるずい柱は桃 

色を帯び，長く，多数の雄しべがつく。雌しべは雄しべの内側にあり，5室の子 

房をもち，花柱は長く，5つの球形の柱頭をもつ。開花期は不規則で，年間を通 

じて開花する。 

種子の取扱い 

種子は短毛状で，長円形のさく果の中に多数生産される。さく果は成熟する 

と樹上で乾燥して裂開し，およそ1週間以内に母樹の近くに散布される。 ジャ 

マイカでは，種子の成熟期は3月から4月であり，熟したさく果は摘果後，天 

日で乾燥させて裂開させる。 その後，さく果をつぶして種子をふるい分ける。 

種子の平均重は，1.8-1.9 g/100粒である。発芽率は比較的高く，1940年のジャ 

マイカの報告では採種直後で平均80％である。発芽率は4か月程度は高いま 

ま維持されるが，6 か月を過ぎると低下する。これに対して，キューバのヤママ 

フーは種子に休眠性があるために，ヤママフーの普及に対して障害となってい 

るとされる。休眠は種子の散布期に発現するが，環境条件によって異なる。休 

眠は6月の種子の収穫期には浅い。 

プェルトリコでは，1987年に34か所のヤママフー人工林において，開花・ 

結実について調査がなされた。 ヤママフーの種子を含んださく果が成熟したの 

ち採取され,裂開するまで太陽熱乾燥器で乾燥させた。種子だけを集め秤量後， 

プラスティック瓶に密封して1か月間冷蔵された。その後，湿らせた砂の上と 

湿らせたピートの上に播種した。 2週間後のヤママフーの平均発芽率は,砂の 

上が6%，ピートの上が0％であった。2か月後から4 か月後の間に,砂の上で 

はさらに14％が発芽した。用いた種子の平均重は，2.lgll0o 粒であった。 

土質から砂質壌土質で,PH が 4.3か ら 7,6にわたる トロポヒューマル ト

(tropohumults) や トロポユーダルフ (tropoudalfs) の上で良好に生育 してい

る。また, 年降水量 1,650~2,500mm の排水良好な花岡岩質台地における推奨

樹種の一つにもなっている。

開花・結実

花は枝の末端にある葉の付け根から伸びる太い緑の花柄の先につき,一度に

1~3 個がまとまって咲く。がくは薄緑で, 花冠は 5つの長円形の花弁からな

り,黄,檀,赤銅色と加齢とともに色濃くなる。花冠の基部にあるずい柱は桃

色を帯び,長く,多数の雄しべがつく。雌しべは雄しべの内側にあり,5 室の子

房をもち,花柱は長く,5 つの球形の柱頭をもつ。開花期は不規則で,年間を通

じて開花する。

種子の取扱い

種子は短毛状で,長円形のさく果の中に多数生産される。さく巣は成熟する

と樹上で乾燥して裂B冒し,およそ 1週間以内に母樹の近くに散布される。ジャ

マイカでは,種子の成熟期は3月から4月であり,熟したさく果は摘果後,天

日で乾燥させて裂開させる。その後, さく果をつぶして種子をふるい分ける。

種子の平均重は,1.8~1,9g 月00粒である。発芽率は比較的高く,1940 年のジャ

マイカの報告では採種直後で平均 80% である。発芽率は4か月程度は高いま

ま維持されるが,6 か月を過ぎると低下する。これに対して,キューバのヤママ

フーは種子に休眠性があるために, ヤママフーの普及に対して障害となってい

るとされる。休眠は種子の散布期に発現するが, 環境条件によって異なる。休

眠は6月の種子の収穫期には浅い。

プエル トリコでは,1987 年に 34 か所のヤママフー人工林において , 開花 ・

結実について調査がなされた。ヤママフーの種子を含んださく果が成熟したの

ち採取され,裂開するまで太陽熱乾燥器で乾燥させた。種子だけを集め秤量後,

プラスティック瓶に密封して 1か月間冷蔵された。その後, 湿らせた砂の上と

湿らせたビートの上に播種した。 2週間後のヤママフーの平均発芽率は, 砂の

上が 6%, ビートの上が 0% であった。2か月後から 4か月後の間に,砂の上で

はさらに 14% が発芽した。用いた種子の平均重は,2.1g 月00粒であった。
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天然更新 

ジャマイカのヤママフーの種子生産量はあり余るほど多いにもかかわらず， 

ヤママフーの天然更新の潜在力は低いとみなされている。実生や若木は，苗畑 

以外の場所ではほとんど見かけることがない。プェルトリコでは，やや暗い閉 

鎖林分も含めてヤママフー人工林の更新がいたるところで見られる。実生や幼 

樹は，6.5年以下の若い林分では見られず，16年以上の林分ではー部の例外を 

除けばどこにでも存在した。年降水量1,500 mm 以下の排水良好な地域では， 

干ばつが成長の制限因子となることが示唆されている。 

実生ははじめに主根を伸ばすが，これは後に側根によって取って代わられ 

る。実生の根は，目立って肉質である。ヤママフーの成熟木が必ずしも板根を 

形成するわけではないが,表層部の根はしばしば膨潤している。このような成 

長特性のために，特に通気性が悪い土壌中では歩道や縁石をも破壊する。表層 

近くの側根は根萌芽を発達させることがあり，これは過湿な地域においてよく 

見られる。 

育苗・植栽 

ジャマイカでは，種子は苗畑に播種し，1年生の実生を林地に植え付ける。植 

栽時には，実生の高さは45-60 cm に達している。植付け時には，生葉を取り 

除くことが推奨されている。植栽後，主枝は数cm程度のダイバックを起こし， 

側枝に取って代わられることが多い。通常,本植栽6 か月後から旺盛な成長が 

始まる。 プェルトリコでは，人工林下に生じた小さな野生苗を採取し,数週間 

苗畑の被陰下で袋状ポットに入れて育てこれを本植栽するという，小規模な造 

林プログラムが実施されている。 キューバでは，窒素とリン酸の施肥により実 

生の生育促進を図っている。 

ヤママフーは実生や若木から採取した挿木で繁殖させることもできる。挿木 

は，長さが約45cm，太さが5-15mm とし，湿った土に2/3程度を埋めて苗 

畑あるいは野外の日除けの下に置く。全体のおよそ50％は3か月以内に発根 

する。実生，幼樹および細い若木から採取した挿木は容易に育つ。 ヤママフー 

は，萌芽性の新芽も出す。 このような萌芽や根元の傷の周りから出る根は，湿 

潤な地域ではよく見られる。 

ヤママフーは，密植にも耐えうる。小アンティル諸島のセント・ルシアでは， 

1.8mX1.8m間隔で植栽されている。プェルトリコ島内の湿潤地域にある34 
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天然更新
ジャマイカのヤママフーの種子生産量はあり余るほど多いにもかかわらず,

ヤママフーの天然更新の潜在力は低いとみなされている。実生や若木は, 苗畑

以外の場所ではほとんど見かけることがない。プエルトリコでは, やや暗い閉

鎖林分も含めてヤママフー人工林の更新がいたるところで見られる。実生や幼

樹は,6.5 年以下の若い林分では見られず,16 年以上の林分では一部の例外を

除けばどこにでも存在した。年降水量 1,500mm 以下の排水良好な地域では,

干ばつが成長の制限因子となることが示唆されている。

実生ははじめに主根を伸ばすが, これは後に側根によって取って代わられ

る。実生の根は, 目立って肉質である。ヤママフーの成熟木が必ずしも板根を

形成するわけではないが, 表層部の根はしばしば膨潤している。このような成

長特性のために,特に通気性が悪い土壌中では歩道や縁石をも破壊する。表層

近くの側根は根萌芽を発達させることがあり, これは過湿な地域においてよく

見られる。

育苗・植栽

ジャマイカでは,種子は苗畑に播種し,1 年生の実生を林地に植え付ける。植

栽時には, 実生の高さは 45~60cm に達している。植付け時には, 生葉を取り

除くことが推奨されている。植栽後,主枝は数 cm 程度のダイバックを起こし,

側枝に取って代わられることが多い。通常,本植栽 6か月後から旺盛な成長が

始まる。プエルトリコでは, 人工林下に生じた小さな野生苗を採取し, 数週間

苗畑の被陰下で袋状ポットに入れて育てこれを本植栽するという,小規模な造

林プログラムが実施されている。キューバでは, 窒素とリン酸の施肥により実

生の生育促進を図っている。

ヤママフーは実生や若木から採取した挿木で繁殖させることもできる。挿木

は, 長さが約 45cm, 太さが 5~15mm とし, 湿った土に 2/3程度を埋めて苗

畑あるいは野外の日除けの下に置く。全体のおよそ 50% は3か月以内に発根

する。実生, 幼樹および細い若木から採取した挿木は容易に育つ。ヤママフー

は,萌芽性の新芽も出す。このような萌芽や根元の傷の周りから出る根は, 湿

潤な地域ではよく見られる。

ヤママフーは,密植にも耐えうる。小アンティル諸島のセント・ルシアでは,

1.8mxl.8m 間隔で植栽されている。プエルトリコ島内の湿潤地域にある 34
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のヤママフー人工林では，300-2,170本ノha の密度で植えられている。その胸 

高断面積は，17-'27年生林分で20-77 m2/haであった。 ヤママフーは，植栽 

時の間隔は比較的密にして2mX2m 程度とし，4, 5年後に林分の成長の様子 

を見ながら4mX4m 程度に間弓はするのがよい。 

1.8 mx 1.8 m の密植をした場合でも，萌芽が発生することが報告されてい 

る。費用の点で問題がなければ，枝打ちや除間伐の実施により萌芽の発生を抑 

制することができる。さもなければ，萌芽から成長した長くて通直な幹を，柱 

材，杭材，パルプ材などとして利用することもできる。 

成長と収量 

プェルトリコにおける34 か所のヤママフー人工林の調査結果によれば，6.5 

-8.5年生林分の蓄積量は90-154 m3/ha，年平均成長量は14.4 -23.7 m3/ha 

であった。16-27年生林分では，蓄積量は97-979 rn3/ha もの開きがあった。 

これらの林分の年平均成長量も差が大きく，16-21年生林分では6.0- 30.5 

m3/ha, 24-27年生林分では4.5-36.0 m3/haであった（図25.2)。 

6.5-8.5年生林分の平均胸高直径は，10.0-21.4 cm であった。この値は，年 

平均直径成長量の1.52- 2.52 cmノ年に対応している。同林分の平均樹高はl1.9 
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図25. 2 プェルトリコにおけるヤママフー人工林の樹高成長 

図中のシンボルは試験地を示す（Weaverら 1990) 
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のヤママフー人工林では,300~2,170 本 /ha の密度で植えられている。その胸

高断面積は,17~27 年生林分で 20~77m2/ha であった。 ヤママフーは, 植栽

時の間隔は比較的密にして 2m ×2m 程度とし,4,5 年後に林分の成長の様子

を見ながら4m ×4m 程度に間引きするのがよい。

1.8m ×1.8m の密植をした場合でも, 萌芽が発生することが報告されてい

る。費用の点で問題がなければ,枝打ちや除間伐の実施により萌芽の発生を抑

制することができる。さもなければ,萌芽から成長した長くて通直な幹を,柱

材, 杭材, パルプ材などとして利用することもできる。

成長と収量
プエルトリコにおける 34か所のヤママフー人工林の調査結果によれば,6,5

~8.5 年生林分の蓄積量は 90~154 m3/ha, 年平均成長量 は 14.4~23.7m3/ha

であった。16~27 年生林分では,蓄積量は 97~979m3/ha もの開きがあった。

これらの林分の年平均成長量も差が大きく,16~21 年生林分では 6.0~30.5

m3/ha,24~27 年生林分では 4.5~36.om3/ha であった (図 25.2)。

6.5~8.5 年生林分の平均胸高直径は,10.0~21.4cm であった。 この値は, 年

平均直径成長量の 1.52~2.52cm/ 年に対応している。同林分の平均樹高は 11.9
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-21.9m，年平均樹高成長量は1.8-'2.6 m であった。 これらの中でもっとも良 

い成長率を示したのは，8.5年生の間伐された林分であった。 

16-'21年生林分の平均胸高直径はl1.5 -'25.8cm，平均樹高は15.0 -25.0 m 

であった。これらの値は，年平均直径成長量の0.64-4.23 cm 及び年平均樹高成 

長量の0.1-4.3 m にそれぞれ対応している。 もっとも林齢が高い24-27年生 

林分では，平均胸高直径は15.4-44.6cm，平均樹高は13.4- 24.7 m と大きな差 

異があった。これらの値は，年平均直径成長量の0.68- 1.68cm 及び年平均樹高 

成長量の0.5-'l.O m にそれぞれ対応している。胸高直径と樹高の最大値を示し 

た林分は，石灰岩台地の谷間に位置する林分であった。 

病虫害等 

ヤママフーはいくつかの例を除けば，病害や虫害は比較的少ない。 ジャマイ 

カでは，セプトリア属やペスタロチア病菌による葉の白星病や褐色斑点病が見 

つかっている。 また,未確認ながらヤママフーの疎植林分で心腐病が発生した 

との報告もある。さらに，アカホシカメムシの被害に遭うこともある。アリは， 

落下したヤママフーの種子を食用している可能性も考えられている。プェルト 

リコでは，植栽初期の林分において，ダイバックが認められており，分枝，葉 

のしおれ，幹の黒色病などの症状が現れている。突発的な病原体や深刻な被害 

は報告されていない。最近では,未成熟の種子が樹上にあるままの状態でおそ 

らくコウモリによって食い荒らされる例が数多く報告されている。 

ヤママフーは，腐朽菌に対して非常に高い抵抗性をもっており，構造材とし 

ての利用に適している。 シロアリへの抵抗性に関する具体的データはないが， 

近縁種のオオハマボウは，Cryptoル,'mes brevis による攻撃を受けやすいことが 

知られている。本種と特定されてはいないが,南米では，Hibおcus spp．を加害 

するカミキリムシとしてSたirastoma breve, Logocheirus undatusが知られて 

いる0 

以前から，ヤママフーは風に対する抵抗性が弱く風害を受けやすいとされて 

いたが，最近の報告でもこれが確認されている。1956年のプェルトリコにおけ 

るハリケーンや1980年のジャマイカにおけるハリケーンでは，倒木はなかっ 

たが大枝の折損が見られた。さらに，プェルトリコの34林分では1つの例外を 

除くすべての林分で，主として湾曲などの形状欠陥が発生した。発生率は，林 

分内の6-79％に及んだ。 

　　　

~21.9m, 年平均樹高成長量は 1.8~2.6m であった。 これらの中でもっとも良

い成長率を示したのは,8,5 年生の間伐された林分であった。

16~21 年生林分の平均胸高直径は 11.5~25.8cm, 平均樹高は 15.0~25.om

であった。これらの値は,年平均直径成長量の 0.64~1.23cm 及び年平均樹高成

長量の 0.7~1.3m にそれぞれ対応している。もっとも林齢が高い 24~27 年生

林分では,平均胸高直径は 15.4~44.6cm, 平均樹高は 13,4~24.7m と大きな差

異があった。これらの値は,年平均直径成長量の 0.68~1,68cm 及び年平均樹高

成長量の 0.5~1.om にそれぞれ対応している。胸高直径と樹高の最大値を示し

た林分は,石灰岩台地の谷間に位置する林分であった。

病虫害等
ヤママフーはいくつかの例を除けば, 病害や虫害は比較的少ない。ジャマイ

カでは, セプトリア属やペスタロチア病菌による葉の白星病や褐色斑点病が見

つかっている。また, 未確認ながらヤママフーの疎植林分で心腐病が発生した

との報告もある。さらに,アカホシカメムシの被害に遭うこともある。アリは,

落下したヤママフーの種子を食用している可能性も考えられている。プエルト

リコでは, 植栽初期の林分において, ダイバックが認められており, 分枝, 葉

のしおれ,幹の黒色病などの症状が現れている。突発的な病原体や深刻な被害

は報告されていない。最近では,未成熟の種子が樹上にあるままの状態でおそ

らくコウモリによって食い荒らされる例が数多く報告されている。

ヤママフーは, 腐朽菌に対して非常に高い抵抗性をもっており, 構造材とし

ての利用に適している。シロアリへの抵抗性に関する具体的データはないが,

近縁種のオオハマポウは,Qw 鰯oz敬mBs b78諺sによる攻撃を受けやすいことが

知られている。本種と特定されてはいないが,南米では,〃#blsms spp.を加害

するカ ミキ リムシとして SZ8im 群om α卿例 8,Logo 物 gi粥 s“れdα云堀 が知 られて

い る。

以前から, ヤママフーは風に対する抵抗性が弱く風害を受けやすいとされて

いたが,最近の報告でもこれが確認されている。1956年のプエルトリコにおけ

るハ リケーンや 1980 年のジャマイカにおけるハ リケーンでは, 倒木はなかっ

たが大枝の折損が見られた。さらに,プエルトリコの 34林分では 1つの例外を

除くすべての林分で,主として湾曲などの形状欠陥が発生した。発生率は,林

分内の 6~79% に及んだ。
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遺伝的性質 

ヤママフーとオオハマボウ（H. ti1eacous L.）は近縁種であり,研究者の中 

には旧名のl:j tileaceous に両者を含めてしまう者もいる。両者の間の類似性 

からすると，ヤママフーがオオハマボウから進化した種であるか，あるいは両 

者の祖先が共通であったと推測される。 

生態学的には，ヤママフーは山地に生育し，オオハマボウは海岸付近に出現 

する。さらに，ヤママフーはふつう中高木になる通直な樹木で，樹冠全体から 

細い枝が出ていて，材質は優れている。これに対して，オオハマボウは低く茂 

る樹木で，傾伏して根元は土壌と接触し，材質は柔らかく耐久性に欠ける。ヤ 

ママフーの萌芽性は，おそらくオオハマボウあるいは両者に共通する祖先種に 

由来するものと考えられる。 

文 献 

Duffy, E ,A.J.(1960) A monograph of the immature stages of Neotropical timber 

beetles (Cerambycidae) 327 pp., 13 pls. 

Weaver, P.L. & Francis, J.K. (1990) Hibiscus elatus Sw, ITF Tropical Silvics Series 

No. 14, 7pp. 

　　　

遺伝的性質
ヤママフーとオオハマポウ (亙 似如 ceo“sL,) は近縁種であり, 研究者の中

には旧名の互云"β健go“sに両者を含めてしまう者もいる。両者の間の類似性

からすると, ヤママフーがオオハマボウから進化した種であるか, あるいは両

者の祖先が共通であったと推測される。

生態学的には, ヤママフーは山地に生育し, オオハマポウは海岸付近に出現

する。さらに, ヤママフーはふつう中高木になる通直な樹木で, 樹冠全体から

細い枝が出ていて, 材質は優れている。これに対して, オオハマポウは低く茂

る樹木で,傾伏して根元は土壌と接触し,材質は柔らかく耐久性に欠ける。ヤ

ママフーの萌芽性は, おそらくオオハマポウあるいは両者に共通する祖先種に

山来するものと考えられる。

文 献
Duffy,E.A.J.(1960)A monograph of the immature stages of Neotropical timber

beetles(Cerambycidae)327pp.,13pls.

Weaver, P.L. & Francis,J.K.(1990) 〃めおcz‘sg ね加 ssw.ITFTropicaI SilvicsSeries

No.14,7pp.
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26， バルサ（Balsa) 

学名：Ochroma lagopus Sw. 

パンャ科 

田中 浩 

バルサは，攪乱された土地に侵入するパイオニア種である。英名Balsaの 

他，Guano, Corcho, Lana, Pau de balsa, Bois flot などの名で呼ばれる。成長 

が早く,市場で取引される木材の中で最も柔軟で軽い材を持っことで有名であ 

る。分布の広域性と大きな変異性ゆえに，これまでいくつかの種と変種が提案 

されてきたが，現在Ochrorna 属は1種と見なされている。 シノニムとして， 

0chroma pyramida厄 0. lagopus var. occigranatensis, 0. obtusa, a 

tomentosa,a bicolor, 0 . boliv加na, Q grandiflora,a lagopus var. bicolor, 0. 

limonens編 a peruviana, a velutina などがある。なお， 本文は主として 

Francis (1991）に依拠した。 

分 布 

バルサの天然分布は，南メキシコからボリビアにかけての地域，東はベネズ 

エラの大部分，西インドおよびアンティル諸島全域におよぶ。北限が22。 N ，南 

限がおよそ15。 Sである（図26. 1)。世界中の材生産の95％は，ェクアドルの 

Guayas River盆地において行われている。現在バルサは，インド，スリラン 

カ,マレーシア，ベトナム，ボルネオ，フィジー，ソロモン諸島，フィリピン， 

パプアニューギニアなどの東南アジア，太平洋諸国の他，ジンバプェ，カメ 

ルーンといったアフリカ諸国でも，外来樹種として導入されている。 

バルサの生育には湿潤で温暖な環境が必要である。生育可能な最低降雨量は 

通常,年間1,500mm 程度であり，プェルトリコの年間降水量が3,000mm に達 

するような地域でも生育することが知られている。 4か月までの乾季には耐え 

られる。 自生域での最寒月の平均気温は20Cから25C，最暖月の平均気温は 

24℃から30℃である。霜に対する耐性はない。 

バルサの生育適地は，養分に富み排水の良い土壌である。滞水には弱く，洪 

水によって簡単に枯死することが報告されている。 この種は，河川沿いの沖積 

土で最も生育がよく, またそのような場所に最も多く出現する。 また塩基性の 

26. パルサ (Balsa)

学名 :ocぬmm α奴gop“ssw

パンヤ科

田中 浩

バルサは, 構乱された土地に侵入するパイオニア種である。英名 Balsaの

他 , Guano,Corcho,Lana,Paudebalsa,Bois 日ot な どの名 で呼 ばれ る。成 長

が早く,市場で取引される木材の中で最も柔軟で軽い材を持つことで有名であ

る。分布の広域性と大きな変異性ゆえに, これまでいくつかの種と変種が提案

されてきたが, 現在 oc膚omα属は 1種と見なされている。 シノニムとして,

oc 棚 om α Pymm 畝 α彰 ,0. 如 go の"s var.occ 客焔 ねαZeれsis,0.obZ" 孤 ,0.

ぬの膨 れ云osα,0. 脱 coZoれ ○,bo 疑りねれα,0.gm72 α耀 om,0. ね gop"s var み なoあれ ○.

‘Z“zo膨れsis, ○. 鰹 翻り郷 7zα,0. ひ““"“αな どが あ る。 なお , 本 文 は主 と して

Francis(1991) に依拠した。

分 布
バルサの天然分布は, 南メキシコからボリビアにかけての地域, 東はベネズ

エラの大部分,西インドおよびアンティル諸島全域におよぶ。北限が 22oN, 南

限がおよそ 15oSである (図 26,1)。世界中の材生産の 95% は, エクアドルの

Guayas River 盆地において行われている。現在バルサは, インド, スリラン

カ , マ レー シア , ベ トナ ム , ボルネオ , フ ィジー , ソロモ ン諸 島 , フ ィ リピ ン,

パプアニューギニアなどの東南アジア, 太平洋諸国の他, ジンバブエ, カメ

ルーンといったアフリカ諸国でも, 外来樹種として導入されている。

バルサの生育には湿潤で温暖な環境が必要である。生育可能な最低降雨量は

通常,年間 1,500mm 程度であり,プエルトリコの年間降水量が 3,00omm に達

するような地域でも生育することが知られている。 4か月までの乾季には耐え

られる。自生域での最寒月の平均気温は200Cから25℃, 最暖月の平均気温は

24qCから 30℃である。霜に対する耐性はない。

バルサの生育適地は, 養分に富み排水の良い土壌である。滞水には弱く, 洪

水によって簡単に枯死することが報告されている。この種は, 河川沿いの神積

土で最も生育がよく, またそのような場所に最も多く出現する。また塩基性の
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母材から生成した，砂質からやや粘土質の土壌を好むが，塩性の土壌には耐性 

がない。バルサの林分は，平坦地にも急傾斜地にも見られる。バルサは通常， 

海抜0mから1,000m まで生育するが，コロンビアでは海抜1,800m まで生育 

している。 

生 態 

バルサは典型的なパイオニア樹種である。非常に耐陰性が低く，成長が早く， 

軟材を形成し，短寿命である。当年生の実生は，被陰下では枯死し，成長には 

大きな林冠ギャップを必要とする。種子の発芽には，直達光による地温の上昇 

が必要らしい。 この種が侵入する場所は,新たな堆積地，地すべり地，道路わ 

き，放棄された農地，大きな火事跡，皆伐地,倒木ギャップなどである。バル 

サは,純林として成立することもあるし，Cecrop加属など他のパイオニア種と 

ともに混交林を形成することもある。時には，林冠ギャップに侵入して，成熟 

林でも見られるが，二次林に他の樹種と混交して低密度で存在するケースのほ 

うが多い。バルサの林分が攪乱を受けない場合，次の世代にはより耐陰性の高 

い樹種によって置き換わられる。 

開花・結実 

バルサは，枝先の太い花梗に単一の花を着ける。花弁は5枚，長さ約12 cm, 

ベル型で，緑色を帯びた白色，時に淡黄色ないし赤みをおびた淡黄色の場合も 

ある。バルサの花は夜間に咲き，糖分を含む蜜を報酬として，コウモリによっ 

て送粉されていることが，コスタリカでの研究で報告されている。バルサは， 

トリニダードトバゴでは通常3月の乾季に，南メキシコでは12月から3月に 

/62
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図 26.1 バルサの天然分布域

母材から生成した,砂質からやや粘土質の土壌を好むが,塩性の土壌には耐性

がない。バルサの林分は, 平坦地にも急傾斜地にも見られる。バルサは通常,

海抜 om から 1,ooom まで生育するが, コロンビアでは海抜 1,800m まで生育

している。

生 態
バルサは典型的なパイオニア樹種である。非常に耐陰性が低く,成長が早く,

軟材を形成し,短寿命である。当年生の実生は,被陰下では枯死し,成長には

大きな林冠ギャップを必要とする。種子の発芽には,直達光による地温の上昇

が必要らしい。この種が侵入する場所は, 新たな堆積地, 地すべり地, 道路わ

き, 放棄された農地, 大きな火事跡, 皆伐地, 倒木ギャップなどである。バル

サは,純林として成立することもあるし,Cec 知PZQ属など他のパイオニア種と

ともに混交林を形成することもある。時には, 林冠ギャップに侵入して, 成熟

林でも見られるが,二次林に他の樹種と混交して低密度で存在するケースのほ

うが多い。バルサの林分が撹乱を受けない場合,次の世代にはより耐陰性の高

い樹種によって置き換わられる。

開花・結実

バルサは,枝先の太い花梗に単一の花を着ける。花弁は 5枚,長さ約 12cm,

ベル型で,緑色を帯びた白色,時に淡黄色ないし赤みをおびた淡黄色の場合も

ある。バルサの花は夜間に咲き, 糖分を含む蜜を報酬として, コウモリによっ

て送粉されていることが, コスタリカでの研究で報告されている。バルサは,

トリニダードトバゴでは通常 3月の乾季に, 南メキシコでは 12月から 3月に
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開花し，5月から6月にかけて結実する。西ェクアドルでは，乾季の終わりに結 

実するが，湿潤な場所では年間を通じて開花・結実がみられると報告されてい 

る。 （グラビア49) 

バルサは，3年ないし4年生で開花・結実を開始する。果実は，14-20 cm の 

円筒状のさく果で，熟すと縦に5裂開し，褐色を帯びた綿毛に包まれた多数の 

小さな種子を出す。ブラジルでは, さく果あたり平均950個の種子を含むとい 

う報告例がある。100 g の綿毛あたり10から12 gの種子が含まれ，100,000 か 

ら160,000 個の種子がlkg にあたる。綿毛をまとった種子は風によって，また 

おそらく水（川）によっても散布されるが，プェルトリコの亜熱帯雨林では, 

雨と高い湿度で綿毛が重くなり，種子は母樹の樹冠の拡がり以上にはあまり散 

布されない。 

種子の採取 

種子は,できれば湿度が高く，さく果が開きにくい午前中に，低い枝または 

伐倒した木から成熟したさく果ごと採集する。陽当たりの良いところに広げた 

り，乾いた場所に布袋に入れて吊るしたりすることで，さく果はすぐに裂開し， 

綿毛に包まれた種子を放出し始める。種子は，手で綿毛をもぎとるか，または 

荒い金網の上に薄く広げて綿毛を焼くことによって（この場合すぐに播種する 

必要があるとの報告もある）精選する。種子は，密閉容器に入れ，室温で6年 

間貯蔵しても発芽力を維持する。ただし，乾燥種子を密封し，低温貯蔵（4℃) 

することが望ましい。 

発 芽 

適当な温度，湿度，太陽光が欠けると，種子は林床で数年間休眠状態を維持 

する。適当な条件下では，発芽は約5, 6日で始まるが，発芽率は2, 3％から 

90%以上までばらつきがある。 無処理では，充実種子の発芽率は10％にすぎ 

ないという報告もある。 

休眠を打破し，発芽率を増加させる方法として，数種類の処理が報告されて 

いる。20分間の温水への浸漬，2分から3分間の熱湯への浸潰，サイトカイニ 

ンやオーキシンを含むココナツ水への12時間の浸漬，傷っけ，綿毛を燃やすこ 

となどである。15秒の煮沸または5分間乾燥熱（96℃）にさらすのが最も有効 

であると確認されている。変温条件（25℃で20時間の後,45℃で4時間）は発 

　　　

開花し,5 月から 6月にかけて結実する。西エクアドルでは,乾季の終わりに結

実するが,湿潤な場所では年間を通じて開花・結実がみられると報告されてい

る。 (グラビア 49)

バルサは,3 年ないし4年生で開花・結実を開始する。果実は,14~20cm の

円筒状のさく果で,熟すと縦に5裂開し,褐色を帯びた綿毛に包まれた多数の

小さな種子を出す。ブラジルでは, さく巣あたり平均 950個の種子を含むとい

う報告例がある。 100g の綿毛あたり 10から 12g の種子が含まれ,100,000 か

ら 160,000個の種子が lkg にあたる。綿毛をまとった種子は風によって, また

おそらく水 (iil)によっても散布されるが, プエルトリコの亜熱帯雨林では,

雨と高い湿度で綿毛が重くなり,種子は母樹の樹冠の拡がり以上にはあまり散

布されない。

種子の採取

種子は,できれば湿度が高く, さく果が開きにくい午前中に,低い枝または

伐倒した木から成熟したさく果ごと採集する。陽当たりの良いところに広げた

り,乾いた場所に布袋に入れて吊るしたりすることで,さく果はすぐに裂開し,

綿毛に包まれた種子を放出し始める。種子は,手で綿毛をもぎとるか, または

荒い金網の上に薄く広げて綿毛を焼くことによって (この場合すぐに播種する

必要があるとの報告もある)精選する。種子は,密閉容器に入れ,室温で 6年

間貯蔵しても発芽力を維持する。ただし,乾燥種子を密封し,低温貯蔵 (4℃)

することが望ましい。

発 芽
適当な温度,・湿度,太陽光が欠けると,種子は林床で数年間休眠状態を維持

する。適当な条件下では, 発芽は約 5,6 日で始まるが, 発芽率は 2,3% から

90% 以上までばらつきがある。無処理では, 充実種子の発芽率は 10% にすぎ

ないという報告もある。

休眠を打破し,発芽率を増加させる方法として,数種類の処理が報告されて

いる。20分間の温水への浸漬,2 分から 3分間の熱湯への浸漬, サイトカイニ

zやオーキシンを含むココナツ水への 12時間の浸漬,傷つけ,綿毛を燃やすこ

となどである。15秒の煮沸または5分間乾燥熱 (96℃)にさらすのが最も有効

であると確認されている。変温条件 (2がCで 20時間の後,45℃で 4時間)は発
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芽を促進したが，光の影響はなかった。発芽は，地上子葉型である。 

育苗・植栽 

種子に発芽促進の処理をした後，混合土をつめた箱に播種し，砂で軽く覆土 

する。立枯病に罹りやすいことから，消毒した砂質埴土を用いることが勧めら 

れる。およそ10日程度で発芽する。高さ5cm に達したところで，実生を丁寧 

にポットに移植する。実生は傷つきやすいので，この作業の際には，細心の注 

意が必要である。実生は,被陰下で育て（立枯病をさけるため過度に湿った環 

境は避ける），後に順次全天光下に移す。およそ4 か月後に，実生は山出しでき 

るだけの大きさ（高さ20cm）に達する。実生は，裸根での移植では生存でき 

ず，根切りには耐えないので，ポット苗で植える必要がある。播種箱からの移 

植害を避けるために，直接ポットに種子を播けば，多少良好な実生成長が得ら 

れる。 

林地に一定間隔で数粒ずつ種子を直播きし，わずかに土をかぶせる手法もあ 

る。ただし，播種孔はよく耕耘し，雑草を除去することが条件となる。3m 間隔 

で, 1 か所およそ15粒ずつの種子を播く時，2 haの林地に0.5 kg の種子で十分 

である。それぞれの播種場所では，3か月から4 か月で一本の実生にまで間引 

きする必要がある。最初に種子をばら撤き，その後地上植生を焼き払う方法も 

あり，その場合は種子の前処理が不必要となる。 

初期に強度の間引きを行う場合の最初の植栽間隔はおよそ2.1 m おきで， 間 

引きを遅らす場合（最初の2年間は，年2回の下刈りが必要となる）または植 

栽木の列間に農作物を植える場合は，5m 間隔に植える必要がある。一般に，4 

-5 m 間隔での植栽が勧められている。 プラジルでの2つの植栽例では，初年 

度の生残率が81%, 96％と報告されている。（グラビア51, 53) 

保 育 

バルサはしばしば非常に高密度な更新をするので，望ましい成長速度を得る 

ためには，天然生林分では間伐が必要である（グラビア52)。 人工林において 

も，初期植栽密度や伐採齢に応じた間伐の実行が望ましい。人工林での間伐ス 

ケジュールの1例として，3-4か月でhaあたり実生密度2,000 本，I年半で， 

稚樹密度1,500 本，2年半でおよそ750本，3年半でおよそ100本，5年で皆伐 

というサイクルが勧められている。初期の林分密度が625本ノha以上の場合, 

　　　

芽を促進したが, 光の影響はなかった。発芽は, 地上子葉型である。

育苗・植栽

種子に発芽促進の処理をした後,混合土をつめた箱に播種し,砂で軽く覆土

する。立枯病に椎りやすいことから,消毒した砂質埴土を用いることが勧めら

れる。およそ 10日程度で発芽する。高さ 5cm に達したところで, 実生を丁寧

にポットに移植する。実生は傷つきやすいので, この作業の際には, 細心の注

意が必要である。実生は,被陰下で育て (立枯病をさけるため過度に湿った環

境は避ける),後に順次金夫光下に移す。およそ4か月後に,実生は山出しでき

るだけの大きさ (高さ 20cm) に達する。実生は, 裸根での移植では生存でき

ず, 根切りには耐えないので, ポット苗で植える必要がある。播種箱からの移

植害を避けるために,直接ポットに種子を播けば,多少良好な実生成長が得ら

れる。

林地に一定間隔で数粒ずつ種子を直播きし,わずかに土をかぶせる手法もあ

る。ただし,播種孔はよく耕転し,雑草を除去することが条件となる。3m 間隔

で,1 か所およそ 15粒ずつの種子を播く時,2ha の林地に 0.5kgの種子で十分

である。それぞれの播種場所では,3 か月から4か月で一本の実生にまで間引

きする必要がある。最初に種子をばら撒き, その後地上植生を焼き払う方法も

あり, その場合は種子の前処理が不必要となる。

初期に強度の間引きを行う場合の最初の植栽間隔はおよそ 2.lmおきで, 間

引きを遅らす場合 (最初の 2年間は,年 2回の下刈りが必要となる) または植

栽木の列間に農作物を植える場合は,5m 間隔に植える必要がある。一般に,4

~5m 間隔での植栽が勧められている。ブラジルでの 2つの植栽例では, 初年

度の生残率が 81%,96% と報告されている。 (グラビア 51,53)

保 育
バルサはしばしば非常に高密度な更新をするので,望ましい成長速度を得る

ためには, 天然生林分では間伐が必要である (グラビア 52)。人工林において

も,初期植栽密度や伐採齢に応じた間伐の実行が望ましい。人工林での間伐ス

ケジュールの 1例として,3~4 か月で ha あたり実生密度 2,000本,1 年半で,

雅樹密度 1,500本,2 年半でおよそ 750本,3 年半でおよそ 100本,5 年で皆伐

というサイクルが勧められている。初期の林分密度が 625本 /ha 以上の場合,
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4年目には少なくとも400本ノhaに落とす必要があるという。 バルサは傷の回 

復が悪いので，間伐作業の際には，立木に傷害を与えないよう注意を払う必要 

がある。残念なことに，初期に間伐された小径木個体に商業的価値はない。収 

穫のローテーションとしては，5'-6年，7-8年程度が勧められているが，10-

12年としている例もある。皆伐後火入れされた跡地には，通常バルサが天然更 

新する。 

成 長 

バルサの成長は早い。 実生は，1年目の終わりまでに1.8--4.5 m の高さに達 

し，2年目の終わりまでにulrn に達する。最大樹高は25--30mあるいはそれ 

以上である。成長の良い木は, 5年か6年で胸高直径40cm に達することもあ 

る。時には,さらに数年で胸高直径100cm に達することもある。バルサは材の 

形成に配分されたェネルギーのほとんどを幹に集中し，わずかな枝と枝のよう 

な葉柄を持つ巨大な単葉をつける能力により，驚異的に早い成長速度を示す。 

各節から3本のシュートを伸ばし，その1つが優先し主軸として立ち上がり， 

2つが枝となる分枝様式を持つ。 

バルサは，生物的にも経済的にも若齢で成熟する早生樹であり，最大量，最 

高価値の収穫を5, 6年生時にもたらす。7から8年生の木は，水分を多く含む 

心材を形成し始める。12から15年生時には，衰退が始まり，20から30年間生 

き延びる個体はまれである。心材の形成開始とともに，材の重量も増加し，バ 

ルサ材固有の使用目的には適さなくなってくる。7'-B年での収穫で，最大17--

30 m3/ha の年間材積成長が可能であるという。ただし，多くの施業失敗例もあ 

り，例えばマラヤの植栽実験林では，年間10 m3/ha かそれ以下の材積成長速 

度を示し，意図したよりも重い材が得られた。 （グラピア．50) 

病虫害など 

一般的には，人工林においてそれほど重大な規模の病虫害等は記録されてい 

ないという報告がある。 しかし，シュートに穿孔する双翅目Anadasus 

porinodes (Meyrick）は，大陸の大部分のバルサ分布域に見られ，人工林に壊 

滅的な被害を与えることがあるという。ただし，孤立木はしばしば被害を免れ 

る0 バルサの材を食害する生物は多い。 プェルトリコでは，湿材シロアリ 

(Nasuti把rmes cos加uis）が枯死した枝や落枝を消費する。バルサは，乾材シロ 

　　　

4年目には少なくとも400本 /ha に落とす必要があるという。バルサは傷の回

復が悪いので,間伐作業の際には,立木に傷害を与えないよう注意を払う必要

がある。残念なことに,初期に間伐された小径木個体に商業的価値はない。収

穫のローテーションとしては,5~6 年 ,7~8 年程度が勧められているが ,10~

12年としている例もある。皆伐後火人れされた跡地には,通常バルサが天然更

新する。

成 長
バルサの成長は早い。実生は,1 年目の終わりまでに 1.8~4.5m の高さに達

し,2 年目の終わりまでに 1lm に達する。最大樹高は 25~30m あるいはそれ

以上である。成長の良い木は,5 年か 6年で胸高直径 40cm に達することもあ

る。時には, さらに数年で胸高直径 10ocm に達することもある。バルサは材の

形成に配分されたエネルギーのほとんどを幹に集中し, わずかな枝と枝のよう

な葉柄を持つ巨大な単葉をつける能力により,驚異的に早い成長速度を示す。

各節から3本のシュートを伸ばし, その 1つが優先し主軸として立ち上がり,

2つが枝となる分枝様式を持つ。

バルサは,生物的にも経済的にも若齢で成熟する早生樹であり,最大量,最

高価値の収穫を 5,6年生時にもたらす。7から8年生の木は,水分を多く含む

心材を形成し始める。12から15年生時には,衰退が始まり,20から30年間生

き延びる個体はまれである。心材の形成開始とともに, 材の重量も増加し, バ

ルサ材固有の使用目的には適さなくなってくる。7~8 年での収穫で,最大 17~

30m3/ha の年間材積成長が可能であるという。ただし,多くの施業失敗例もあ

り, 例えばマラヤの植栽実験林では, 年間 1om3/ha かそれ以下の材積成長速

度を示し, 意図したよりも重い材が得られた。 (グラビア.50)

病虫害など
一般的には,人工林においてそれほど重大な規模の病虫害等は記録されてい

ないという報告がある。しかし, シュー トに穿孔する双題目 A72αd餌“s

poγまれodgs(Meyrick) は, 大陸の大部分のバルサ分布域に見られ, 人工林に壊

滅的な被害を与えることがあるという。ただし,孤立木はしばしば被害を免れ

る。バルサの材を食害する生物は多い。プエルトリコでは, 湿材シロアリ

(配備“≠≠嫁rmgs co財錫無)が枯死した枝や落枝を消費する。バルサは,乾材シロ
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アリ（Cryp切記lnes brevis）による攻撃に非常に弱い（感受性である） とされ 

ている。また，Marine borerによってはげしく攻撃され，また木材の処理が遅 

いとPinhole borerによってひどい被害を受ける。この材はまたLyclus 属 

(Powderpost beetle）によっても被害を受けやすい。インドおよびその周辺地 

域では，大型のカミキリムシBatocera 114jomacuルLa,B numitor,丑rubus, 

Celosルmla spp．の加害が知られる。 

熱帯アリ（Paraponera 属など）との共生も知られている。アリは，バルサの 

葉柄の下または葉脈に沿って存在する花外蜜腺を餌として生活し，食植昆虫や 

着生するツル植物などからバルサを防御する。 

バルサの太枝は，強風で折れやすい。菌が折れた枝から入り,材腐朽や病害 

をもたらす。若齢木の傷や幹の切り口から病原菌が侵入しないよう注意する必 

要がある。実生段階では，バルサは立枯病菌による被害を受けやすい。バルサ 

の材は,湿土に接していると急速に腐朽し,収穫後すぐに挽いて乾燥させない 

と変色する。 

用 途 

バルサの心材は，灰茶色または赤みがかった茶色であり，普通商業材となる 

辺材は，白から灰黄褐色である。バルサの材は，肌理は中庸から粗く，光沢が 

あり，通直な木理をもち,年輪を持たない。今日の市場材の中で最も軽い。他 

に数種類，もっと軽い材を持つ種があるが，いずれも適当な強度を欠く。市場 

バルサ材は，比重が普通0.10-0.17 g/cm3であるが，場合によっては0.05 から 

0.41 g/cm3 までばらつく。バルサは樹齢があがるほど成長が遅くなるので，比 

重は芯からの距離および地上からの高さとともに直線的に減少する。バルサの 

材は，断裂係数で148-'372 kg/cm2，弾性係数で30,000-62,000 kg/cm2，そし 

て最大破壊強度で63-'64 kg/cm2を示す。 これらの値は，針葉樹や軽量の広葉 

樹のそれに比べて非常に低いが，真比重での違いを考慮に入れると比較しうる 

値となる。バルサ材は，ほとんど質の低下をともなわずに急速に乾燥する。人 

工乾燥とくに厚めの木片でのそれは，風乾に比べてずっと良い製品が得られ 

る。生材から含水率12％までの乾燥による収縮は，放射方向に1.6%，接線方 

向に4％である。バルサ材は，92％が空隙で，熱電導率は非常に低い。 

バルサ材のリグニン含有率は比較的低く（26.5%)，異常に高い灰分含量 

(2.12%）を示す。バルサは，薄く鋭利なカッターで簡単に切断し，削ることが 

アリ (Gゆ勤oz研削gsb柁のs) による攻撃に非常に弱い (感受性である) とされ

ている。また,Marine borerによってはげしく攻撃され, また木材の処理が遅

いと Pinhole borerによってひどい被害を受ける。この材はまた Lyc‘"s属

(Powderpost beetle)によっても被害を受けやすい。インドおよびその周辺地

域 で は , 大 型 の カ ミキ リム シβα‘ocem 粥允 m αc“ね如 , β.7 2“mi われ β. 翻り“s,

Ce‘o群8γれαspp. の加害が知 られる。

熱帯アリ (井口焔Poれgm 属など) との共生も知られている。アリは,バルサの

葉柄の下または葉脈に沿って存在する花外蜜腺を餌として生活し,食植昆虫や

着生するツル植物などからバルサを防御する。

バルサの大枝は,強風で折れやすい。菌が折れた枝から入り,材腐朽や病害

をもたらす。若齢水の傷や幹の切り口から病原菌が侵入しないよう注意する必

要がある。実生段階では, バルサは立枯病菌による被害を受けやすい。バルサ

の材は,湿土に接していると急速に腐朽し,収穫後すぐに挽いて乾燥させない

と変色する。

用 途

バルサの心材は, 灰茶色または赤みがかった茶色であり, 普通商業材となる

辺材は, 白から灰黄褐色である。バルサの材は, 肌理は中庸から粗く, 光沢が

あり, 通直な木理をもち, 年輪を持たない。今日の市場材の中で最も軽い。他

に数種類, もっと軽い材を持つ種があるが, いずれも適当な強度を欠く。市場

バルサ材は, 比重が普通 0.10~0.17g/cm3 であるが , 場合によっては 0,05か ら

0.41g/cm3 までばらつく。パルサは樹齢があがるほど成長が遅くなるので, 比

重は芯からの距離および地上からの高さとともに直線的に減少する。バルサの

材は, 断裂係数で 148~372kg/cm2, 弾性係数で 30,000~62,00okg/cm2, そ し

て最大破壊強度で 63~64kg/cm2 を示す。これらの値は,針葉樹や軽量の広葉

樹のそれに比べて非常に低いが,真比重での違いを考慮に入れると比較しうる

値となる。バルサ材は, ほとんど質の低下をともなわずに急速に乾燥する。人

工乾燥とくに厚めの木片でのそれは,風乾に比べてずっと良い製品が得られ

る。生材から含水率 12% までの乾燥による収縮は, 放射方向に 1.6%, 接線方

向に 4% である。バルサ材は,92% が空隙で, 熱電導率は非常に低い。

バルサ材のリグニン含有率は比較的低く (26.5%), 異常に高い灰分含量

(2.12%) を示す。パルサは, 薄く鋭利なカッターで簡単に切断し, 削ることが
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できるが，厚く鈍いカッターでは，もつれたりくずれたりする。十分な強度を 

持たないので，バルサ材は釘やネジを支えられない。材は簡単に接着でき，バ 

ルサ材の固定には通常接着が最も効率的である。吸収性がいいが，ヤスリをか 

けるのは容易で，着色やニス塗布も簡単である。 

バルサの木材は，何世紀にもわたっで，いかだ作りに用いられてきた。バル 

サという名は，実際のところスペイン語で‘‘いかだ”を意味する。今日では， 

その材は，模型,いかだ，玩具，救命用具のほか，建築における充填材として， 

強度と絶縁性が必要な場合に用いられる。また，容積を持ち，静電気を帯びな 

い材料として，低温輸送船の絶縁体として利用される。釣り船や救命ポートな 

ど，多くの伝統的な用途で，バルサは発泡スチロールや他の化学織維に置き換 

えられつつあるっ多くの改良や工夫が，バルサ利用の維持のためには必要であ 

るが,おそらく，環境汚染と関係ない天然有機物であることが，今後の需要を 

維持するにあたってのメリットとなるであろう。 

バルサは，時には，その大きな葉と花ゆえに,装飾品として栽培される。種 

子の綿は，Ceiba pentandnlからのキワタ代わりに（地域によってはキワタよ 

り好んで）詰め物に用いられる。バルサは， しばしば材の物理的性質および腐 

朽と虫害への耐久性の研究の指標種（index species）として用いられる。 

文 献 

Duffy, E.A.J. (1968) A monograph of the immature stages of Oriental timber beetles. 

434pp., 18 pls. 

FAO (1957) Tree planting practices in tropical Asia. FAa, 172 pp. 

Francis, J.K. (1991) Ochroma pyrarnidaた Cay. ITF Tropical Silvics Series, No. 41, 

6 pp. 

Lamprecht, H . (1989) Silviculture in the tropics. GTZ, 296 pp. 

　　　

できるが, 厚く鈍いカッターでは, もつれたりくずれたりする。十分な強度を

持たないので, バルサ材は釘やネジを支えられない。材は簡単に接着でき, バ

ルサ材の固定には通常接着が最も効率的である。吸収性がいいが, ヤスリをか

けるのは容易で, 着色やニス塗布も簡単である。

バルサの木材は, 何世紀にもわたって, いかだ作りに用いられてきた。バル

サという名は, 実際のところスペイン語で "L、かだ 'を意味する。今日では,

その材は,模型, いかだ,玩具,救命用具のほか,建築における充填材として,

強度と絶縁性が必要な場合に用いられる。また,容積を持ち,静電気を帯びな

い材料として,低温輸送船の絶縁体として利用される。釣り船や救命ボートな

ど, 多くの伝統的な用途で, バルサは発泡スチロールや他の化学繊維に置き換

えられつつある。多くの改良や工夫が, バルサ利用の維持のためには必要であ

るが,おそらく,環境汚染と関係ない天然有機物であることが,今後の需要を

維持するにあたってのメリットとなるであろう。

バルサは, 時には, その大きな葉と花ゆえに, 装飾品として栽培される。種

子の綿は,Ceib αP鎚加れα焔からのキワタ代わりに (地域によってはキワタよ

り好んで)詰め物に用いられる。バルサは, しばしば材の物理的性質および腐

朽と虫害への耐久性の研究の指標種 (index species) として用いられる。

文 献
Du 任y,E.A.J.(1968)A monograPhof theimmature stages of0riental timber beetles.

434pp.,18 pls.

FA0(1957) Tree planting practices in tropicaI Asia,FA0,172pp.

Francis,J.K.(1991)oc 膚中雛α Pyi叱われid餌 e Cav, ITF TropicaI Silvics sedes,No.41,
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27． グアシマ（Guacima) 

学名：Guazuma ulmifol加Lam. 

アオギリ科 

酒井 敦 

アオギリ科（Sterculiaceae) の植物はチョコレートやココアの原料として知 

られるカカオ属（Theobroma) , コーラ飲料になるコラノキ属（Cola）があり， 

われわれ日本人の生活に深い関わりを持っている。本種Guazuma ulmifol記 

は中南米を分布域とする常緑の小高木で，放牧地や撹乱を受けた林でよくみら 

れる。 グアシモの葉や果実は牛馬の飼料になり，材は良質の燃料になる。 また 

街路樹として植えられるなど用途の広い樹木である。言語や地域により， 

Guacimo, Guacima (スペ4 ン語), Majagua de toro, Aquicho, Palote negro 

（メキシコ), Boss d'orme, West Indian elm（トリニダード）,Basterd ceder, 

Goeaazoema （オランダ領アンティル諸島）,Montamba （プラジル）, 

Camba-aca (アルゼンチン）,Bolaina negra（ペルー）などと呼ばれる。 

分 布 

グアシモの天然分布域はメキシコ，西インド諸島，コロンビア，ベネズェラ， 

ボリビア，プラジルなどである。地図でみると，ほぼ北回帰線と南回帰線で挟 

まれた地域に分布している（図27. 1)。北限はメキシコの太平洋岸（27。 N）で， 

南限はブラジル南部，パラグアイ （28。 S） あたりである。 

年間降水量が700 mm からL500mm の場所でよく生育する。分布域のほと 

んどは2 か月から7 か月の乾季がある。本種は常緑樹であるが，あまり乾燥が 

激しい場合は落葉する。垂直的には平野部から標高1,200m まで分布するが， 

普通に見られるのは400m までである。 

適 地 

グアシモは非常に広範な立地条件に適応して生育している。砂質から粘土質 

の土壌で生育し，土壌の発達していない岩場でも生育する。乾燥した土地でも 

湿った土地でも生育できる。排水の良い土地を好む一方で,滞水するような場 

所でも生育する。ただし，酸性（pH 5.5以下）の土壌や塩分の多い土壊は好ま 

27. グア シマ (G‐uacima)

学名 :Cm 役粥;榊腸 “Zm がo" α Lam.

アオギリ科

酒井 敦

アオギ リ科 (Sterculiaceae) の植物はチ ョコレー トやココアの原料として知

られるカカオ属 (TれBob知伽α), コーラ飲料になるコラノキ属 (Co如) があり,

われわれ日本人の生活に深い関わりを持っている。本種 G2‘鑑 "mα賜m新o‘ね

は中南米を分布域とする常緑の小高木で,放牧地や撹乱を受けた林でよくみら

れる。グァシモの葉や果実は牛馬の飼料になり, 材は良質の燃料になる。また

街路樹として植えられるなど用途の広い樹木である。言語や地域により,

Guacimo,Guacima (スペイ ン語 ),Majaguadetoro,Aquicho, Palotenegro

(メキ シコ ),Bossdomne,Westlndianelm( トリニ ダー ド),Basterdceder,

Goeaazoema( オ ラ ンダ領 ア ンテ ィル諸 島 ),Montamba( ブ ラ ジル ),

Camba …aca( アルゼンチン), Bolainanegra( ペルー) などと呼ばれる。

分 布
グァシモの天然分布域はメキシコ, 西インド諸島 , コロンビア, ベネズエラ,

ボリビア, ブラジルなどである。地図でみると, ほぼ北回帰線と南回帰線で挟

まれた地域に分布している (図 27.1)。北限はメキシコの太平洋岸 (27oN) で,

南限はブラジル南部, パラグアイ (2ず S) あたりである。

年間降水量が 700mm から 1,500mm の場所でよく生育する。分布域のほと

んどは2か月から7か月の乾季がある。本種は常緑樹であるが, あまり乾燥が

激しい場合は落葉する。垂直的には平野部から標高 1,200mまで分布するが,

普通に見られるのは 400m までである。

適 地

グァシモは非常に広範な立地条件に適応して生育している。砂質から粘土質

の土壌で生育し,土壌の発達していない岩場でも生育する。乾燥した土地でも

湿った土地でも生育できる。排水の良い土地を好む一方で, 滞水するような場

所でも生育する。ただし, 酸性 (PH5.5 以下 ) の土壌や塩分の多い土壌は好ま
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ない。湿潤な地域では斜面ド部の水はけの良い土地，乾燥した地域では河畔で 

よくみられる。 

開花・結実 

成熟した個体は葉腋から黄色～クリーム色の花を房状につける。開花する時 

期は地域によりかなりばらつきがある。プェルトリコでは, 4月から10月の間 

に不規則に開花し，コスタリカでは3月から4月に集中Lて咲く。花が終わる 

とすぐに緑色の実がっくが，最初の4 か月は小さいままで成熟しないa その後 

3-4か月かけて大きくなる。果実は長さ1.5--'3.5 cm で円～楕円形をしており， 

色はコゲ茶～黒色である。成熟した果実は堅く木質化しており表面はイボでお 

おわれている0 果実の中には5つの室があり，一つの果実に約60粒の種子が 

入っている。 オープンな場所で育った成木は，1 シーズンに1個体で5,000~ 

10,000 個の果実をつけるが，混み合った林の中だと果実の生産量は極端に少な 

くなる。 

タネの取扱い 

果実は地面に落ちているものを拾うか，直接手でもぎ取る。種子は手作業で 

取り出すが，事業的に大量の種子が欲しいときは，果実を砕いてふるいにかけ 
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図 27.I C,錫燭折oZねの天然分布

ない。湿潤な地域では斜面下部の水はけの良い土地,乾燥した地域では河畔で

よくみられる。

開花・結実

成熟した個体は葉廠から黄色~ クリーム色の花を房状につける。開花する時

期は地域によりかなりばらつきがある。プエルトリコでは,4 月から 10月の間

に不規則に開花し, コスタリカでは3月から4月に集中して咲く。花が終わる

とすぐに緑色の実がつくが, 最初の 4か月は小さいままで成熟しない。その後

3~4 か月かけて大きくなる。果実は長さ 1.5~3.5cm で円~ 楕円形をしており,

色はコゲ茶~黒色である。成熟した果実は堅く木質化しており表面はイポでお

おわれている。果実の中には 5つの室があり, 一つの果実に約 60粒の種子が

入 っている。オープンな場所で育 った成木は,1 シーズンに 1個体で 5,000~

10,000個の果実をつけるが, 混み合った林の中だと果実の生産量は極端に少な

くなる。

タネの取扱い

果実は地面に落ちているものを拾うか,直接手でもぎ取る。種子は手作業で

取り出すが,事業的に大量の種子が欲しいときは,果実を砕いてふるいにかけ
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る方法が採られる。1kg 当たりの粒数は約239,000 (1粒当たり0.0042のであ 

る。 グアシモの種子は,発芽を抑制する働きのあるゲル状の分泌物で覆われて 

いるので，そのまま播き付けても発芽率はわずか5％程度にしかならない。 

Maruyama (1989）の実験によれば，よく洗浄した種子を28C の定温条件下に 

おいたところ，播種後20日で発芽率が80％になり，20'-'30℃の変温条件下で 

発芽させたときより発芽率が高かった （図27. 2)。 また，60℃のお湯に入れ， 

25℃に下がるまで浸しておくと発芽率は90％近くにまでなった。Stewart 

(1988） は沸騰した湯に30秒浸すだけで発芽率は87％になると報告している。 

これらの試験では，いずれも種子を高温にさらすことで発芽率が高くなってい 

るa こうしたグアシモ種子の発芽特性は，火災跡地に侵入する際に機能的に働 

くと考えられる。 また，種子に傷を付けて酸に浸しても同じように発芽率を高 

める効果がある。 

育 苗 

発芽したあとの稚樹の成長は早い。 発芽後14週から16週で苗高30"-'40cm 

になり，山出しが可能になる。植え付け前の植栽地は，なるべく耕耘したほう 

がよい。植栽間隔は2mX2m が望ましい0 頭木更新（後述）を行う場合は，4 

mX4m ないし6mX6m間隔くらいまで間伐するのが望ましい。初期段階の 

枯損率は低く，10％以上になることは稀である0 
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図27. 2 様々な温度条件におけるG. ulmifohia の種子の発芽 
28 :28'C定温，23:23℃定温，18:18℃定温, 13:13℃定温， 
20/30:20C 16時間→30C 6時間，10/20:10C 16時間→20C 6時間 

(Maruyama (1989）より作成〕 

　　　

る方法が探られる。lkg 当たりの粒数は約 239,000(1粒当たり 0.0042g) であ

る。グァシモの種子は, 発芽を抑制する働きのあるゲル状の分泌物で覆われて

いるので, そのまま播き付けても発芽率はわずか 5% 程度にしかならない。

Maruyama(1989) の実験によれば,よく洗浄した種子を 2ずC の定温条件下に

おいたところ, 播種後 20日で発芽率が 80% になり,20~30 ℃の変温条件下で

発芽させたときより発芽率が高かった (図 27,2)。また,600C のお湯に入れ,

25℃ に下がるまで浸しておくと発芽率は 90% 近 くにまでなった。 Stewart

(1988)は沸騰した湯に30秒浸すだけで発芽率は87% になると報告している。

これらの試験では, いずれも種子を高温にさらすことで発芽率が高くなってい

る。こうしたグァシモ種子の発芽特性は,火災跡地に侵入する際に機能的に働

くと考えられる。また,種子に傷を付けて酸に浸しても同じように発芽率を高

める効果がある。

育 苗
発芽したあとの稚樹の成長は早い。発芽後 14週から 16週で苗高 30~40cm

になり,山出しが可能になる。植え付け前の植栽地は, なるべく耕転したほう

がよい。植栽間隔は 2m ×2m が望ましい。頭木更新 (後述) を行う場合は,4

m ×4m ないし 6m ×6m 間隔くらいまで間伐するのが望ましい。初期段階の

枯損率は低く,10% 以上になることは稀である。
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図 27.2 様々な温度条件における C.“あれぴo‘彰の種子の発芽
28:28 ℃定温,23:23 ℃定温,18:1 ずC定温,13:13qC 定温,
20/30:20 ℃ 16時間→ 30℃ 6時間,10/20:10 ℃ 16時間→20qC6 時間

〔Maruyama(1989) より作成〕
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成 長 

グアシモは樹高が8m から20 m ，胸高直径が30cm から60cm になり，熱 

帯に生育する樹木の中では小さいほうである。メキシコでは樹高25 m ，胸高直 

径70cm というものが記録されている。 しかし,寿命についてはよくわかって 

いない。幹は単軸で直立し，枝は互生ないし輪生する。オープンな場所ではよ 

く分枝し大きな樹冠を形成する。 

樹高成長は速く, グァテマラで行われた試験では3年で樹高2.1 m に達し， 

コロンピアの植物園では3年で6.9 m にもなった記録がある。 直径成長は，立 

木密度によって大きく左右される。単木的に生育しているグアシモは，1年に1 

cm ほど成長するが，過密になるとわずか0.02cm しか成長しない。材積生産量 

は，コロンビアで調べられた例では1年に12-45 m3/ha であった。 

グアシモは陽性植物であり，被陰に非常に弱くサイズも小さいため，発達し 

た森林の中よりも，放牧地や伐開跡地によく見られる。 この木の密度が高い場 

所は，過去に放牧されていたか,大規模な撹乱があった可能性が高い。 

萌芽更新 

中米の放牧地では，頭木更新（Pollarding ：萌芽更新の一種で，家畜の食害 

を防ぐため幹の途中から伐採し，出てくる萌芽を採取する方法，主に燃材とし 

て利用する）がよく行われる。ある試験によれば伐採後再生したグアシモの枝 

葉の乾重（1株当たり）は，1年後に16kg, 2年後に71kg, 3年後に168 kg, 

4年後に311 kgだった0 伐採方法は，地面から2m の位置で幹を切断し，2年 

から4年のサイクルで枝葉を採取するのがよいとされる。 グアシモは萌芽再生 

能力が高いので，これを除去しようとした場合，根絶することは難しい。 

病虫害 

コスタリカでは12-42％の種子がAmblycerus cistelんnus（マメゾウムシ 

科）によって食害を受けている。種子の食害は乾燥した地域よりも湿潤な地域 

の方が著しい。 また，苗木の段階ではナメクジによる被害も軽視できない。 コ 

スタリカではlJhelypera distigma （ゾウムシ科）,Lirimiris truncata（シャチ 

ホコガ科）,Hyles危 I訊eata（ヤママユガ科）などが葉を食害する。また，枯れ 

木や枯れ枝にはしばしばテングシロアリNasutitermes costalis（シロアリ科） 

が棲みつく。加工した材木はダイコクシロアリCryp切termes brevis（レイビシ 

ヱ刀

成 長
グァシモは樹高が 8m から 20m, 胸高直径が 30cm から 60cm になり, 熱

帯に生育する樹木の中では小さいほうである。メキシコでは樹高 25m, 胸高直

径 70cm というものが記録されている。しかし, 寿命についてはよくわかって

いない。幹は単軸で直立し, 枝は互生ないし輪生する。オープンな場所ではよ

く分枝し大きな樹冠を形成する。

樹高成長は速く, グァテマラで行われた試験では 3年で樹高 2.lm に達し,

コロンビアの植物園では 3年で 6.9m にもなった記録がある。直径成長は, 立

木密度によって大きく左右される。単木的に生育しているグァシモは,1 年に l

cm ほど成長するが,過密になるとわずか 0‐02cm しか成長しない。材積生産量

は, コロンビアで調べ られた例では 1年に 12~15m3/ha であった。

グァシモは陽性植物であり, 被陰に非常に弱くサイズも小さいため, 発達し

た森林の中よりも,放牧地や伐開跡地によく見られる。この木の密度が高い場

所は,過去に放牧されていたか,大規模な撹乱があった可能性が高い。

萌芽更新

中米の放牧地では, 頭木更新 (Pollarding:萌芽更新の一種で, 家畜の食害

を防ぐため幹の途中から伐採し,出てくる萌芽を採取する方法,主に燃材とし

て利用する) がよく行われる。ある試験によれば伐採後再生したグァシモの枝

葉の乾重 (1株当たり) は,1 年後に 16kg,2 年後に 71kg,3 年後に 168kg,

4年後に 311kg だった。伐採方法は, 地面から 2m の位置で幹を切断し,2 年

から4年のサイクルで枝葉を採取するのがよいとされる。グァシモは萌芽再生

能力が高いので, これを除去しようとした場合, 根絶することは難しい。

病虫害
コスタリカでは 12~42% の種子が AmbZyc の "sds ‘""“"“s( マメゾウムシ

科) によって食害を受けている。種子の食害は乾燥した地域よりも湿潤な地域

の方が著しい。また, 苗木の段階ではナメクジによる被害も軽視できない。コ

スタリカでは PたBZypem 霞群宅m α (ゾウムシ科 ),Lmm1 γ‘szm “c餌α (シャチ

ホコガ科),圧鰯es如はね鋤奴 (ヤママユガ科) などが葉を食害する。また,枯れ

木や枯れ枝にはしばいざテングシロアリN iαs“Z舵貧mBS cos加藤 (シロアリ科)

が棲みつく。加工した材木はダイコクシロアリC7ypわ鷲rmgsわ惚ひis(レイビシ
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ロアリ科）の食害を受けやすい。 また，材は菌に対する抵抗性が低く，腐りや 

すい。穿孔虫としてはカミキリムシ科のAcrocinus longimanus, S加nodontes 

bitubercuル旭 Trachyderes sulcatus が知られている。 

用 途 

前述したように，グアシモは非常に用途が広い。材の比重は0.40 -' 0.65 gノ 

cm8で,柔らかく加工が容易で，家具，装飾品，器具の取っ手，杭，支柱などに 

使われる。火力が強い（18,400幻ノkg）上に煙が少なく,燃料材として非常に優 

れている。植民地時代にはグアシモの木炭から銃の火薬がよく作られていた。 

現在でも木炭は燃料として使われている。内樹皮からは強靭な繊維がとれ， 

ロープが作られる。果実は粘液質で甘く生食され，また調理しても食べられる。 

牛や馬，豚や鶏などの家畜はよくこの実を食べる。クビワペッカリー，シカ， 

アメリカバク，アグーチ， リスなどの野生動物もこの実を食べる。 これらの動 

物はグアシモの種子の散布に貢献している。 グアシモの葉は栄養分に富み，家 

畜の飼料になる。以前はカイコの飼料にもなっていたようである。 また葉は風 

牙＆ 下痢，やけど，骨折などに効くとされる。花の蜜は良質の蜂蜜になる。 グ 

アシモは特に乾燥地では枝を密生させるので，放牧地などでは緑陰樹として重 

要である。また，住宅の周りや道路沿いに好んで植えられる。 

文 献 

Duffy, E.A.J.(1960)A monograph of the immature stages of Neotropical timber 

beetles (Cerambycidae). 327 pp., 13 pls. 

Francis, J. K .(1991) Guazurna ulmifolia Lam. SO-ITF-SM-47, 5 pp. 

Maruyama, E . (1989) Effect of temperature and preheating on germination of 

Guazuma crinita Mart, and Guazurna ulmifolia Lain. J. Jpn. For. Soc. 71(2): 

65-68 

Stewart, J.L. (1988) Seed pretreatment method for Guazuma ulmifolia Lam. Corn-

monwealth Forestry Review 67 (2): 187-190 

　　　

ロアリ科) の食害を受けやすい。また,材は菌に対する抵抗性が低く,腐りや

すい。 穿孔虫としてはカ ミキリムシ科の Ac7Dciれ“s お笈gメmα7z“s,S 彰卿のれ解s

b““彰だ“卿加,Tm 物γ御形ss"Zmz “sが知 られている。

用 途

前述したように, グァシモは非常に用途が広い。材の比重は 0.40~0,65g/

cm3 で,柔らかく加工が容易で,家具,装飾品,器具の取っ手,杭,支柱などに

使われる。火力が強い (18,400kj/kg)上に煙が少なく,燃料材として非常に優

れている。植民地時代にはグァシモの木炭から銃の火薬がよく作られていた。

現在でも木炭は燃料として使われている。内樹皮からは強靭な繊維がとれ,

ロープが作られる。果実は粘液質で甘く生食され,また調理しても食べられる。

牛や馬, 豚や鶏などの家畜はよくこの実を食べる。クビワペッカリー, シカ,

アメリカバク, アグーチ, リスなどの野生動物もこの実を食べる。これらの動

物はグァシモの種子の散布に貢献している。グァシモの葉は栄養分に富み, 家

畜の飼料になる。以前はカイコの飼料にもなっていたようである。また葉は風

邪, 下痢, やけど, 骨折などに効くとされる。花の蜜は良質の蜂蜜になる。グ

ァシモは特に乾燥地では枝を密生させるので,放牧地などでは緑陰樹として重

要である。また, 住宅の周りや道路沿いに好んで植えられる。

文 献
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Stewart,J.L. (1988) Seed pretreatment method forC 加 貌 m α "われ新o‘ね Lam.Com-
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28． サンバ（Sam ha) 

学名：Trip勿chiton scieroxylon K. Schum. 

アオギリ科 

太田 誠一 

落葉性の第一級高木で樹高40--50 m ,直径150 cm に達する。樹幹は通直・ 

完満で縦溝があり，成木は高く明瞭な板根を持っ。掌状裂の単葉で，葉柄は長 

い。コートジボアールとフランスではSamba と呼ばれ,ガーナではWawaの 

名で最重要輸出用木材である。ナイジェリアと英国ではObechi もしくは 

Obeche, 中央アフリカ,カメルーン，ガボン，コンゴではAyous, ドイツでは 

Abachi の名で知られる。重要なシノニムとして，T. johnsonii T nigerium が 

ある。 

上記西アフリカ諸国でこれまで造林樹種として取り上げられてはいるが，タ 

ネの大量入手が困難なために，今までの所大規模な人工林が造成された例はな 

いロ 

分 布 

赤道から10。 N，西アフリカのシエラレオネから中央アフリカ共和国，ザ 

イール（現コンゴ）にかけての巾200 km の狭いバンドの低～中標高域(0 -500 

m ）に天然分布するがトーゴには分布しない。特にナイジェリア，ガーナ，コー 

トジボアールに多く,同地域の森林帯とサバンナ帯の遷移ゾーンに分布する半 

落葉閉鎖天然林の最も重要な高木層構成種である。また，西アフリカのより乾 

燥したサバンナにも隔離分布している。 

開花・結実 

落葉期に集散花序をつけ，芳香を放ち，各々一個づづの水平翼を持っ5分果 

をつける。西アフリカにおける開花・結実は極めて不定期で，通常2-3年に一 

回程度タネを生産し, より低い頻度で豊作年が訪れる。開花は9月に始まり， 

2月から3月にかけて結実する。 

　　　

28. サンバ (Samba)

学名 :↑γ塑 oc賜われ,scZ8m 卸 わ“ K.Schum.

アオギリ科

大冊 誠一

落葉性の第一級高木で樹高 40~50m, 直径 150cm に達する。樹幹は通直 ・

完満で縦溝があり,成木は高く明瞭な板根を持つ。掌状裂の単葉で,業柄は長

い。コー トジボアールとフランスでは Samba と呼ばれ, ガーナでは Wawa の

名で最重要輸出用木材である。ナイジェリアと英国では obechi もしくは

obeche, 中央 ア フ リカ , カ メルー ン, ガボ ン, コ ンゴで は Ayous, ドイ ツで は

Abachi の名で知 られる。重要なシノニムとして ,7 1joたれ飾れ克 7tれ噌8““m が

ある。

上記西アフリカ諸国でこれまで造林樹種として取り上げられてはいるが, タ

ネの大量入手が困難なために,今までの所大規模な人工林が造成された例はな

い。

分 布
赤道から looN, 西アフリカのシエラレオネから中央アフリカ共和国, ザ

イール (現コンゴ)にかけての中 200km の狭いバンドの低~ 中標高域 (0~500

m) に天然分布するが トーゴには分布 しない。特にナイジェリア, ガーナ, コー

トジボアールに多く, 同地域の森林帯とサバンナ帯の遷移ゾーンに分布する半

落葉閉鎖天然林の最も重要な高木層構成種である。また,西アフリカのより乾

燥したサバンナにも隔離分布している。

開花・結実

落葉期に集散花序をつけ,芳香を放ち,各 一々個づづの水平翼を持つ 5分果

をつける。西アフリカにおける開花・結実は極めて不定期で,通常 2~3 年に一

回程度タネを生産し, より低い頻度で豊作年が訪れる。開花は9月に始まり,

2月から3月にかけて結実する。
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タネの取扱い 

3,000-5,000粒ノkg。種子を収穫する際は，急速な乾燥が進行しないよう注 

意を払う必要があり，非常にゆっくりと乾燥させないと発芽力が急激に低下す 

る。また，冷所にて長期間保存が可能であり，ナイジェリアで行われた試験に 

よれば，理想的には含水率8- 10%, -18℃で密閉容器中に保存することが望 

ましい。 ただし，事業スケールの場合には3℃でも保存可能とされる。前処理 

は必要とせず，10-15日程度で発芽し，高い発芽率が得られる。 

育 苗 

スタンプ苗，ポット苗，挿木苗のいずれも可能で，長くとも15 か月で山出し 

サイズとなる0 

種子の入手が困難なために栄養繁殖の方法が開発されており，苗畑で育成し 

たポット苗か，定期的に刈り込んだ母樹の樹冠部を切断して木化していない若 

いシュートを得，間欠的な噴霧等による多湿条件下で挿木繁殖を行う。 この方 

法が西アフリカでは標準的な苗木生産法となっている。通常の樹冠部から得た 

挿穂では高い発根率は得られないため，挿穂には刈り込んだ母樹の若いシュー 

トを用いることが不可欠である。 

適地・更新 

犬然分布域の気候条件は年降水量L100-1,800 mm（文献によってはL500-

3,00omm）程度であり，乾季の長さは3-,5か月（文献によっては0-2 か月）, 

最暖月の平均気温26-32C，最寒月の平均気温20-26C，年平均気温24-

29℃であり，適地もこれに準じると考えられる。非常に湿潤な気候条件下での 

植栽は避ける方が良いとされる。 

幅広い土壌で生育が可能であるが，排水が良好で土性は軽～中，反応は中～ 

酸性が適地とされる。 

疎開地では結実年に大量の稚樹が発生する。 コンゴの熱帯雨林で行われた試 

験によれば，択伐後のギャップにおける更新は不良であるとされる。 

植栽・保育 

植栽法には皆伐地拵えによる裸地植栽,樹下植栽，ラインプランティングな 

どがあるが，本種は極めて光要求度が高いために，皆伐地拵えによる植栽が有 

Z24

タネの取扱い

3,000~5,000粒 /kg。種子を収穫する際は, 急速な乾燥が進行しないよう注

意を払う必要があり,非常にゆっくりと乾燥させないと発芽力が急激に低下す

る。また, 冷所にて長期間保存が可能であり, ナイジェリアで行われた試験に

よれば, 理想的には含水率 8~10%,-1 ずC で密閉容器中に保存することが望

ましい。ただし, 事業スケールの場合には 3℃でも保存可能とされる。前処理

は必要とせず,10~15 日程度で発芽し, 高い発芽率が得られる。

育 苗

スタンプ苗, ポット菌,挿木苗のいずれも可能で,長くとも 15か月で山出し

サイズとなる。

種子の入手が困難なために栄養繁殖の方法が開発されており,苗畑で育成し

たポット苗か,定期的に刈り込んだ母樹の樹冠部を切断して木化していない若

いシュートを得, 間欠的な噴霧等による多湿条件下で挿木繁殖を行う。この方

法が西アフリカでは標準的な苗木生産法となっている。通常の樹冠部から得た

挿穂では高い発根率は得られないため,挿穂には刈り込んだ母樹の若いシュー

トを用いることが不可欠である。

適地・更新

天然分布域の気候条件は年降水量 1,100~1,800mm( 文献によっては 1,500~

3,ooomm) 程度であり,乾季の長さは 3~5 か月 (文献によっては 0~2 か月),

最暖月の平均気温 26~32qC, 最寒月の平均気温 20~26qC, 年平均気温 24~

29℃であり,適地もこれに準じると考えられる。非常に湿潤な気候条件下での

植栽は避ける方が良いとされる。

幅広い土壌で生育が可能であるが,排水が良好で土性は軽~中,反応は中~

酸性が適地とされる。

疎開地では結実年に大量の雅樹が発生する。コンゴの熱帯雨林で行われた試

験によれば, 択伐後のギャップにおける更新は不良であるとされる。

植栽・保育

植栽法には皆伐地婚えによる裸地植栽, 樹下植栽, ラインプランティングな

どがあるが,本種は極めて光要求度が高いために,皆伐地椿えによる植栽が有
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表28. 1 地位の違いによるサンバの主伐目標設定(Dnpuy & Mulle 1993) 

地位級 間伐団数 

1 

2 

3 

4 

5 

主 伐 目 標 年平均成長量（m3/ha) 

伐期（年）直径（cm）蓄積（m3/ha） 主伐＋間伐 主 伐 

18 60 209 17.3 11.6 

24 50 263 14.3 10.9 

30 45 237 10.4 7,9 

35 40 184 7.7 5.2 

40 35 138 5.5 3.4 

d
→ 
nJ 

nJ 

りu 

りu 

利である。大規模植栽の場合ha当たり700-833本程度の密度が適当とされ， 

これにより比較的早く樹冠は閉鎖し，ツル性植物の繁茂を抑制することが可能 

である。 また，本種は光要求度が高く成長が旺盛であるため，他樹種との混植 

には適さないとされる。 

植栽初期は成長が遅いため，この時期の下刈りは特に不可欠である。強い自 

然落枝性を備えるため枝打ちの必要はない。 

輪伐期は必要以上に長く設ける事は避け，立地条件に合わせて設定を行う。 

表28. 1 に示すように，収穫可能直径を35 cm-'60 cmとした時，収穫までの年 

数は18-40年と土壌条件によって大きく異なるが，伐期と目標直径は，最も地 

位の低い場合で40年35cm，最も高い所では20年60cm 程度とするのが望ま 

しい。 

間伐は植栽木間での競争を出来るだけ速やかに取り除くため，早い時期に強 

めに行い，可能な限り早く （収穫の10年程度前までに）最終的な目標密度に仕 

立てる。通常は3回の間伐を行うが，場合によっては4回行う事もあり得る。 

一般に，林分が若いほど，立地条件が良好なほど間伐率を高くする。間伐サイ 

クルは短くし，立地条件の良い所で3~4年，悪いところでも6年程度とする 

（表28.2)。 

ラインプランティングを行う場合には，初期成長が遅いため，高密度で植栽 

するのが適当とされる。標準的には4m間隔で巾2mを伐開し,周辺の直径20 

cm以上の樹木は 苗木植栽の少なくとも6か月前までに伐倒しておくことが 

必要である。 

成 長 

初期成長は遅いが，林冠が閉鎖した後成長が速まる。ガーナでの試験によれ 

表 28.1 地位の違いによるサンバの主伐目標設定 (Dupuy&Millel993)

主 伐 目 標 年平均成長量(m3/ha)

地 位 級 間伐団数 伐期 (年) 直径 (Cm) 蓄積 (m3/ha) 主伐十間伐 主 伐

1 4 18 60 209 17.3 11.6

2 3 24 50 263 14.3 10.9

3 3 30 45 237 10.4 7.9

4 3 35 40 184 7.7 5.2

5 3 40 35 138 5.5 3.4

利である。大規模植栽の場合 ha当たり700~833本程度の密度が適当とされ,

これにより比較的早く樹冠は閉鎖し, ツル性植物の繁茂を抑制することが可能

である。また,本種は光要求度が高く成長が旺盛であるため,他樹種との混植

には適さないとされる。

植栽初期は成長が遅いため, この時期の下刈りは特に不可欠である。強い自

然落枝性を備えるため枝打ちの必要はない。

輪伐期は必要以上に長く設ける事は避け,立地条件に合わせて設定を行う。

表 28.1に示すように, 収穫可能直径を 35cm~60cm とした時, 収穫までの年

数は 18~40年と土壌条件によって大きく異なるが,伐期と目標直径は,最も地

位の低い場合で 40年 35cm, 最も高い所では 20年 60cm 程度とするのが望ま

しい。

間伐は植栽木間での競争を出来るだけ速やかに取り除くため,早い時期に強

めに行い,可能な限り早く (収穫の 10年程度前までに)最終的な目標密度に仕

立てる。通常は 3回の間伐を行うが, 場合によっては 4回行う事もあり得る。

一般に,林分が若いほど,立地条件が良好なほど間伐率を高くする。間伐サイ

クルは短くし, 立地条件の良い所で 3~4 年 , 悪いところでも 6年程度とする

(表 28.2)。

ラインプランティングを行う場合には, 初期成長が遅いため, 高密度で植栽

するのが適当とされる。標準的には4m 間隔で中2m を伐開し,周辺の直径 20

cm 以上の樹木は,苗木植栽の少なくとも6か月前までに伐倒しておくことが

必要である。

成 長
初期成長は遅いが,林冠が閉鎖した後成長が速まる。ガーナでの試験によれ
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表28. 2 サンバ人工林の地位による間伐例と収穫量のupuy & MUle 1993) 

地 位 級 5 4 3 2 1 

肥 沃 度 極低 低 中 高 極高 

1回目間伐 

立木本数（本ノha) 711 711 711 711 711 

間伐本数（本ノha) 361 351 361 401 411 

林齢（年） 7 6 5 4 3 

2回目間伐 

立木本数〈本ノha) 350 350 325 310 300 

間伐本数（本ノha) 135 175 160 150 150 

林齢（年） 10 9 8 7 6 

3回目間伐 

立木本数（本ノha) 185 175 165 160 150 

間伐本数（本ノha) 55 60 65 65 60 

林齢（年） 16 14 12 11 9 

主伐 

立木本数（本ノha) 130 115 100 95 90 

林齢（年） 25 24 23 20 18 

平均直径（cm) 35 40 45 47 49 

主伐材積（m3/hの 165 197 226 233 246 

全収穫量（主伐＋間伐） 241 286 331 346 348 
(rn3/ha) 

全収穫量当たり平均成長量 
(mVh可年） 

9.6 11,9 14.4 17.3 19.3 

ば，年直径成長量は6年生で3.0cm, lo年生で1.2cm の結果が得られている。 

ナイジェリアでの29-'-'31年生林分の胸高直径は27.1 cm であるが，大きいも 

の100本についての60－年間にわたる年平均成長速度はlcm に達する。コート 

ジポアールでの試験林では，植栽後20年間の年直径成長は部分的な被陰条件 

下で1.2'-2.1 cm，皆伐地で1.9-'3.2 cm の結果が得られている。中部カメルー 

ンで－1936年～1937年にかけ5 mx 20 m の間隔で植栽された人工林の場合, 46 

年後の平均樹高と直径はそれぞれ34 m および52.8 cm に達している 

表28. 2に示した例では，伐期18'-' 25年時点でのha当たり最終収穫量は 

170'-'250 m3程度で，間伐材を含む全収穫量の約70％に相当する。主伐当たり 

の年平均成長量は地位によって7'-'13 m3/ha の巾がある。 

なお，樹下植栽の場合は収穫可能な直径40cm になるまでに，地位が中ない 

　　　　

表 28.2 サンバ人工林の地位による間伐例と収穫量 (Dupuy&Millel993)

地 位 級 5 4 3 2

肥 沃 度 極低 低 中 高 極高

1回目間伐
立木本数 (本/ha) 711 711 711 711711
間伐本数 (本/ha) 361 361 361 401411
林齢 (年)7 6 5 4 3

2回目間伐
立木本数 (本/ha) 350 350 325 310300
間伐本数 (本/ha) 135 175 160 150150
林齢 (年)10 9 8 7 6

3回目間伐
立木本数 (本/ha) 185 175 165 160150
間伐本数 (本/ha) 55 60 65 65 60
林齢 (年) 16 14 1211 9

主伐
立木本数 (本/ha) 130 115 100 95 90
林齢 (年) 25 24 23 20 18
平均直径 (cm) 35 40 45 47 49

主伐材積 (m3/ha) 165 197 226 233246

全収穫量 (主伐十間伐) 241 286 331 346348
(m3/ha)

全収穫量当たり平均成長量 9.6 11.9 14.4 17.3 19.3
(m3/ha/年)

ば, 年直径成長量は 6年生で 3,ocm,10 年生で 1.2cm の結果が得られている。

ナイジェリアでの 29~31 年生林分の胸高直径は 27.lcm であるが, 大きいも

の 100本についての 60年間にわたる年平均成長速度は lcm に達する。コート

ジボアールでの試験林では,植栽後 20年間の年直径成長は部分的な被陰条件

下で 1.2~2.lcm, 皆伐地で 1.9~3.2cm の結果が得 られている。 中部カメルー

ンで 1936年 ~1937 年にかけ 5m ×20m の間隔で植栽された人工林の場合,46

年後の平均樹高と直径はそれぞれ 34m および 52.8cm に達している

表 28.2に示 した例では, 伐期 18~25 年時点での ha当たり最終収穫量は

170~250m3 程度で, 間伐材を含む全収穫量の約 70% に相当する。主伐当たり

の年平均成長量は地位によって 7~13m3/ha の中がある。

なお,樹下植栽の場合は収穫可能な直径 40cm になるまでに,地位が中ない
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し高い所で20-30年が必要である。 この場合年平均成長量は植栽密度と立地 

の違いによって5-il m3/ha の巾がある。最大生産量としては，地位級が最も 

高くha当たり150本で収穫サイズが直径50cm の場合に，30年生の時点で 

14.7 m3の値が記録されている0 直径40cmになるのに,土壌が肥沃で密度75 

-200本ノha の場合，20年～30年を要する。 

病虫害 

本種は食葉性害虫により被害を受けやすい。またアソブロシアビートル（養 

菌キクイムシ類）は天然木に加害することが知られており，これによる加害が 

問題となる可能性もある。樹幹はしばしばキクイムシ（1'mchyOs加S 

帥anaensお） により脱・変色の被害を受ける。 加えて， 本種はボクトウガ 

(E.dophono1us spp.）により多数の個体が加害されることがあるが，本被害は 

一般に高さ2-3m までの元玉部分に限られる。現在までのところ，立木の菌 

類による被害は報告されていない。 

種子はゾウムシの1種Apion ghanaenseやMycosyrinx nonvoilleri菌（黒穂 

病菌の1種）によって被害を受けるため，西アフリカではこれが不定期な開花 

結実と相まって種子の大量入手の一大障害となっている。 

西アフリカの苗畑ではキジラミの仲間であるDiclidophiebた eastopiとn 

加rrisoni の害が深刻である。 

用 途 

材は黄白色で比重0.4，無臭である。耐久性は低いが，乾燥，注入，製材は容 

易である。製材は軽構造材，箱,家具，内装，マッチの軸などに利用され，ポ 

プラの代用として用いられる。合板，パルプ（短繊維）としても利用可能であ 

る。西アフリカでは木工芸品にも用いられる。 

文 献 

l)upuy, B. & G. MuIle (1993) Timber plantations in the humid tropics of Africa. FAO 

Forestry Paper 98: 107-112 

FAO (1956) Tree planting practices in tropical Africa. FAO Forestry Development 

Paper No. 8: 267-268 

Z77

し高い所で 20~30 年が必要である。この場合年平均成長量は植栽密度と立地

の違いによって 5~1lm3/ha の中がある。最大生産量としては,地位級が最も

高く ha 当たり 150本で収穫サイズが直径 50cm の場合に,30 年生の時点で

14.7m3の値が記録されている。直径 40cm になるのに, 土壌が肥沃で密度 75

~200 本 /ha の場合,20 年 ~30 年を要する。

病虫害
本種は食葉性害虫により被害を受けやすい。またアンプロシアビートル (養

菌キクイムシ類) は天然木に加害することが知られており, これによる加害が

問題 とな る可能性 もある。樹幹 は しば しばキクイムシ (rmcねγosz“s

gねα“膨れszs) により脱・変色の被害を受ける。 加えて, 本種はボクトウガ

(β粥oぬれo“o‘“sspp,) により多数の個体が加害されることがあるが, 本被害は

一般に高さ 2~3m までの元玉部分に限られる。現在までのところ, 立木の菌

類による被害は報告されていない。

種子はゾウムシの 1種 AP あれgたαmB 郡 eや Mycosy γ粥%" 肋鰐 Z"8γZ菌 (黒穂

病菌の 1種) によって被害を受けるため,西アフリカではこれが不定期な開花

結実と相まって種子の大量入手の一大障害となっている。

西アフリカの苗畑ではキジラミの仲間である Dた‘i汝ゆ秘め加数szoのまとD.

卿“Zsom の害が深刻である。

用 途
材は黄白色で比重 0.4,無臭である。耐久性は低いが,乾燥,注入,製材は容

易である。製材は軽構造材, 箱, 家具, 内装, マッチの軸などに利用され, ポ

プラの代用として用いられる。合板,パルプ (短繊維) としても利用可能であ

る。西アフリカでは木工芸品にも用いられる。

文 献
Dupuy,B.& G.Mille(1993)TimberplantationsinthehumidLropicsofAfrica,FAO

ForestryPaper 98:107 ‐112

FA0 (1956) Tree planting practices intropica ーAfrica.FAOForeStryDeVelopl 広lent

PaperNo ‐8:267 ‐268
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29． レモンユーカリ（Lemon-scented gum) 

学名：Eucalyptus citriodora Hook. f. 

フトモモ科 

佐藤 明 

レモンユーカリは成長が早く，良質の木材が生産されるため，植栽面積も多 

い。特に，本種とEtorell記na などとの交配種は早成的な性質が強い。本種は, 

垂れ下がった狭長な葉にレモンのような香りがするシトロネラール等の成分を 

多量に含むことからその名が付いた。中国では檸檬桜と呼ばれる。葉中に1.2-' 

1.7％含まれる精油成分は，抽出され香料として利用されている。本種は，樹高 

は40 m ，大きいもので50 m に達し，直径は1,2 m ほどになる。大きな樹冠を持 

つ見栄えの良いオーストラリア原産のユーカリ類高木である。 

分 布 

天然分布は，オーストラリアのクインズランド州の中部と北部の2地域に分 

かれている（図29.D。すなわち，中部はマカイからメアリーバラの22。 S-'26。 

S の間で，海岸部から内陸に400 km 入った範囲の広い地域，一方，赤道に近い 

北部はアサートン，ハーバートンやガーネット山の周辺の標高の高い乾いた限 
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図29. 1 レモンユーカリの天然分布 

(Boland et al. 1980) 

D 

o 

　　　

29. レモ ンユー カ リ (Lemon-scentedgum)

学 名 :E"c 餌卵 粥 scitγZoαom Hook.f.

フトモモ科

佐藤 明

レモンユーカリは成長が早く, 良質の木材が生産されるため, 植栽面積も多

い。特に,本種と E fo陀版のm などとの交配種は早成的な性質が強い。本種は,

垂れ下がった狭長な葉にレモンのような香りがするシトロネラール等の成分を

多量に含むことからその名が付いた。中国では棒様核と呼ばれる。葉中に 1.2~

1.7%含まれる精油成分は,抽出され香料として利用されている。本種は,樹高

は 40m, 大きいもので 50m に達し,直径は 1.2m ほどになる。大きな樹冠を持

つ見栄えの良いオーストラリア原産のユーカリ類高木である。

分 布
天然分布は, オーストラリアのクインズランド州の中部と北部の 2地域に分

かれている (図 29.1)。すなわち, 中部はマカイか らメア リーバラの 22oS~260

Sの間で,海岸部から内陸に 400km 入った範囲の広い地域,一方,赤道に近い

北部はアサートン, ハーバートンやガーネット山の周辺の標高の高い乾いた限
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図 29.1 レモ ンユーカ リの天然分布

(Boーand β玄αぬ 980)
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られた地点に山現し，170 S-20。30'S の範囲にわたる。 南方に位置する森林は 

標高70'-300m，他方のそれはさらに高い450~1,00om に分布する。これらは 

いずれも熱帯から亜熱帯に属するが，年降水量は650-1,600 mm と幅が広く， 

北部では夏に降水量が多く，冬の終わりから春に乾季を迎える降水パターンを 

もっ。生育地には，最長7か月の乾季を持っ地域も含まれる。 

このように本種は適応範囲が広いことから，世界各地の様々な気候下，土壌 

型に導入され植栽されている。 それらの中でプラジル，ポルトガル，アフリカ 

諸国，インドやハワイなどで良い成長を示すといわれている。 

開花・結実 

自生地付近では，5月から11月に開花し，結実は12月から2月の間に見ら 

れる。一方，ナイジェリアの例では，同ー林分で開花，結実が同時に見られ， 

時期にこだわらず種子の採取が可能とされている。原産地のオーストラリアで 

は種子生産の豊作年，不作年は不定期にやってくるとされている。 しかし，海 

外に植栽されたものは，植栽から約5年以降，毎年恒常的に良く種子をつける 

傾向が見られる。 

種子の取扱い 

結実期間は，特にアフリカで長い。 こうした地域で多量の種子を採取する場 

合には，ある時期を定めて実施するほうが良いとされている。本種の種子数は 

lOg当たり最大で2,200粒，平均で1,060士500粒とされ，雨の多いところでは 

ユーカリ類にはまれな直播きを可能にする樹種とされているほど発芽率が高 

い。このため，特に発芽処理は要しない。 

育 苗 

上述したように直播きによる森林造成法も行われるが，通常の場合，更新は 

苗木の植栽で行われる。本種の苗は,種子を苗箱に，また，乾燥の厳しい地域 

ではポットに直接播いて育てられる。 

ポット等の用土については，それぞれの地域で適切なものを利用しているが 

殺菌されたものが望ましい。 そのために加熱等の処理のほかに,殺菌剤等を混 

入する方法も用いられている。熱処理では，雑草木の種子も同時に殺す利点も 

ある。ナイジェリアの例では，表土4，砂3，牛糞3の割合でソイルミキサーで 

ヱ29

られた地点に出現し,17oS~2003 ぴSの範囲にわたる。南方に位置する森林は

標高 70~300m, 他方のそれはさらに高い 450~1,ooom に分布する。これらは

いずれも熱帯から亜熱帯に属するが,年降水量は 650~1,600mm と幅が広く,

北部では夏に降水量が多く,冬の終わりから春に乾季を迎える降水パターンを

もつ。生育地には, 最長 7か月の乾季を持つ地域も含まれる。

このように本種は適応範囲が広いことから,世界各地の様々な気候下,土壌

型に導入され植栽されている。それらの中でブラジル, ポルトガル, アフリカ

諸国, インドやハワイなどで良い成長を示すといわれている。

開花・結実

自生地付近では,5 月から11月に開花し, 結実は 12月から2月の間に見ら

れる。一方, ナイジェリアの例では, 同一林分で開花, 結実が同時に見られ,

時期にこだわらず種子の採取が可能とされている。原産地のオーストラリアで

は種子生産の豊作年, 不作年は不定期にやってくるとされている。しかし, 海

外に植栽されたものは,植栽から約 5年以降,毎年恒常的に良く種子をつける

傾向が見られる。

種子の取扱い
結実期間は,特にアフリカで長い。こうした地域で多量の種子を採取する場

合には, ある時期を定めて実施するほうが良いとされている。本種の種子数は

log 当たり最大で 2,200粒 , 平均で 1,060±500粒とされ, 雨の多いところでは

ユーカリ類にはまれな直播きを可能にする樹種とされているほど発芽率が高

い。このため, 特に発芽処理は要しない。

育 苗
上述したように直播きによる森林造成法も行われるが,通常の場合,更新は

苗木の植栽で行われる。本種の苗は,種子を苗箱に, また,乾燥の厳しい地域

ではポットに直接播いて育てられる。

ポット等の用土については, それぞれの地域で適切なものを利用しているが

殺菌されたものが望ましい。そのために加熱等の処理のほかに,殺菌剤等を混

入する方法も用いられている。熱処理では,雑草木の種子も同時に殺す利点も
ある。ナイジェリアの例では,表土 4,砂 3,牛糞 3の割合でソイルミキサーで



I80 

混合したものを用土としている。その際，シロアリ駆除のため，薬剤も併せて 

混入している。ポットの大きさは，植栽時の苗の大きさにもよりさまざまであ 

るが，径7.5cm，高さ12cmを1例として掲げておく。 

ポットへの移植がハーマッタンの異常に乾燥した強い風等により難しいとさ 

れるナイジェリアでは，ポット当たり3粒程度の播付けを行い，発芽しなかっ 

たポットには，移植で補うことにしている。移植時の活着率の低下を防止する 

ための試験では，日覆を3日間行うよりも,より長い7日間のほうが活着率が 

良かったとされる。 このことは，移植を行う場合，移植時に生じる苗木の水ス 

トレスをいかに防ぐかが重要であることを示唆していよう。 

灌水は苗が乾燥しないよう発芽後から適宜行う。通常1日の潅水回数は，発 

芽初期は3回，山出し2か月前になる頃には2回にし，山出し1か月前後から 

は1.回を目安に苗木の状態を見ながら減らしていく。 

本種は，ポット苗のほかに，生育環境の良好な地域では，スタンブ苗の植栽 

も可能とされている。 

植 栽 

本種は，通常，苗高が20-30 cm，雨の多いハワイなどでは雑草木にうち勝 

つために30-SO cmになったものを植栽する。植栽間隔は，一般に2mX3m 

(1,666本ノha）あるいは3mX3m (1,111本ノha）が勧められているが，さらに 

広い間隔で植え付けられることもある。植栽時の植え穴は大きくすることが望 

ましく，中国では60 cm X 60 cmで深さ50cm 程度のものを推奨している。ま 

た，アフリカなどでは，シロアリからの被害を免れるため殺虫剤を植え穴に撤 

いて植栽する事が勧められている。 

なお，本種は，皆伐後の萌芽が旺盛であることから，萌芽更新によって更新 

を図ることも積極的に行われている。 

保 育 

補植は，植栽1か月後に活着率を調べ，5％以上の枯死が認められた場合に 

は，直ちに実施する。20％以上も苗木が枯死した場合には，補植か改植かを選 

択しなければならないが，いずれにしても枯死要因を十分に検討し，対処法を 

講じた上で実施する必要があろう。 

下刈りは,乾燥期間が長い地域では，雑草木との光の競争のほかに水の奪い 

　　　

混合したものを用土としている。その際, シロアリ駆除のため, 薬剤も併せて

混入している。ポットの大きさは, 植栽時の苗の大きさにもよりさまざまであ

るが , 径 7,5cm, 高 さ 12cm を 1例 として掲げてお く。

ポットへの移植がハーマッタンの異常に乾燥した強い風等により難しいとさ

れるナイジェリアでは, ポット当たり3粒程度の播付けを行い, 発芽しなかっ

たポットには, 移植で補うことにしている。移植時の活着率の低下を防止する

ための試験では, 日覆を 3日間行うよりも, より長い 7日間のほうが活着率が

良かったとされる。このことは, 移植を行う場合, 移植時に生じる苗木の水ス

トレスをいかに防ぐかが重要であることを示唆していよう。

潅水は苗が乾燥しないよう発芽後から適宜行う。通常 1日の潅水回数は,発

芽初期は3回, 山出し2か月前になる頃には2回にし,山出し1か月前後から

は 1回を目安に苗木の状態を見ながら減らしていく。

本種は, ポット苗のほかに, 生育環境の良好な地域では, スタンプ苗の植栽

も可能とされている。

植 栽

本種は, 通常, 苗高が 20~30cm, 雨の多いハワイなどでは雑草木にうち勝

つために 30~50cm になったものを植栽する。植栽間隔は, 一般に 2m ×3m

(1,666本 /ha) あるいは 3m ×3m(1,111 本 /ha) が勧められているが, さらに

広い間隔で植え付けられることもある。植栽時の植え穴は大きくすることが望

ましく, 中国では 60cm ×60cm で深さ 50cm 程度のものを推奨している。ま

た, アフリカなどでは, シロアリからの被害を免れるため殺虫剤を植え穴に撒

いて植栽する事が勧められている。

なお, 本種は, 皆伐後の萌芽が旺盛であることから, 萌芽更新によって更新

を図ることも積極的に行われている。

保 育

補植は, 植栽 1か月後に活着率を調べ,5% 以上の枯死が認められた場合に

は,直ちに実施する。20% 以上も苗木が枯死した場合には,補植か改植かを選

択しなければならないが, いずれにしても枯死要因を十分に検討し,対処法を

講じた上で実施する必要があろう。

下刈りは,乾燥期間が長い地域では,雑草木との光の競争のほかに水の奪い
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合いについても考慮に入れて実施されねばならない。下刈りの時期や回数は， 

雨季の長さ，土地条件，植裁間隔や植生の状況等により，一概にいうことはで 

きない。 ここでは，サバンナ地域の造林地で実施された例を参考に示す。通常 

の場合，植え付け後3-4週間目に1度下刈りする。その後も，雑草木の成長に 

応じて3-4週間の間隔で2---3回実施する。林冠が閉鎖されるようになれば， 

下刈りは終了。そうでない場合は，植栽2年目も1 '-4 回実施する。 一般的に 

は，2年目の雨季終了時までには，林冠は閉鎖すると言われている。ただし，本 

種の場合，植栽間隔にもよるが，樹冠形の関係で遅い傾向にある。 

適 地 

本種は，砂利混じりの土壌や貧栄養な粘土質の土壌にも生育するなど様々な 

タイプの土壌に生育可能とされているものの，水はけの良い土壌を好む傾向が 

みられる。耐乾性は強く，年降水量が600 mm あれば生きられるが，良い成長 

を期待するには900mnl以上は必要とされる。最暖月の平均気温が35C まで 

は耐えられるとされるが，耐寒性は必ずしも高くなく，強い降霜に会うと枯死 

する。よって，適地選定の目安としては，寒さの問題を第1に考えなくてはな 

らない。 

なお，耐乾性，耐霜性は産地によっても異なる可能性が高いため，適地自身 

も産地，系統によって変動するものと思われる。 

成 長 

ユーカリ類の成長は，一般に立地環境によって大きく異なることが知られて 

いる。本種も例外ではない。最良の立地では成長が良く,植栽初期の4, 5年間 

は毎年3m前後伸びるとされ，5年で18m, 15年足らずで30 m を超すところ 

もある。図29. 2 は，ナイジェリアで調べられた結果を示す。ここでは1年で平 

均樹高2.9m, 3年で6.8 m であった。コンゴでは4年で平均樹高13 m に達す 

るのに対し，ケニアでは19年で高さ19 m ，マラウィでは21か月で樹高5m と 

なり，約1年で樹冠が閉鎖したと報告されている。また，ブラジルの報告では, 

高密度林であるが，4.5年で高さ15.5m，林分材積は225 m3/haになっている。 

年間材積成長量は，上記のプラジルの例では，50 m3/haに達しているが，タ 

ンザニアの植栽林では8年サイクルで伐採していて15m3/ha と報告されてい 

る。 そのほかに中国の広東省の調査でも年間に約16m3/haという値が得られ 

　　　

合いについても考慮に入れて実施されねばならない。下刈りの時期や回数は,

雨季の長さ, 土地条件, 植栽間隔や植生の状況等により, 一概にいうことはで

きない。ここでは, サバンナ地域の造林地で実施された例を参考に示す。通常

の場合,植え付け後 3~4 週間目に 1度下刈りする。その後も,雑草木の成長に

応じて 3~4 週間の間隔で 2~3 回実施する。林冠が閉鎖されるようになれば,

下刈りは終了。そうでない場合は, 植栽 2年目も 1~4 回実施する。一般的に

は,2 年目の雨季終了時までには,林冠は閉鎖すると言われている。ただし,本

種の場合,植栽間隔にもよるが,樹冠形の関係で遅い傾向にある。

適 地

本種は,砂利混じりの土壌や貧栄養な粘土質の土壌にも生育するなど様々な

タイプの土壌に生育可能とされているものの,水はけの良い土壌を好む傾向が

みられる。耐乾性は強く, 年降水量が 600mm あれば生きられるが, 良い成長

を期待するには90omm 以上は必要とされる。最暖月の平均気温が 35qCまで

は耐えられるとされるが,耐寒性は必ずしも高くなく,強い降霜に会うと枯死

する。よって, 適地選定の目安としては, 寒さの問題を第 "こ考えなくてはな

らない。

なお,耐乾性,耐霜性は産地によっても異なる可能性が高いため,適地自身

も産地, 系統によって変動するものと思われる。

成 長
ユーカリ類の成長は, 一般に立地環境によって大きく異なることが知られて

いる。本種も例外ではない。最良の立地では成長が良く,植栽初期の 4,5 年間

は毎年 3m 前後伸びるとされ,5 年で 18m,15 年足らずで 30m を超すところ

もある。図 29.2は, ナイジェリアで調べられた結果を示す。ここでは 1年で平

均樹高 2.9m,3 年で 6,8m であった。 コンゴでは 4年で平均樹高 13m に達す

るのに対し,ケニアでは 19年で高さ 19m, マラウィでは 21か月で樹高 5m と

なり,約 1年で樹冠が閉鎖したと報告されている。また, ブラジルの報告では,

高密度林であるが,4.5年で高さ 15.5m, 林分材積は 225m3/ha になっている。

年間材積成長量は,上記のブラジルの例では,50m3/ha に達しているが, タ

ンザニアの植栽林では 8年サイクルで伐採していて 15m3/ha と報告されてい

る。そのほかに-:ド国の広東省の調査でも年間に約 16m3/ha という値が得られ
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図29. 2 各種ユーカリなどの成長（鈴木1989) 

ている。以上のように，本種は高密度林分では極めて高い材積成長量がみられ 

るが，E grandisやE globulus などの高い成長を示す樹種に比べると劣るよ 

うに思われる。 

病虫害 

原産地のオーストラリアでは，目立った病虫害は報告されていない。しかし, 

アフリカなど海外の植栽地ではシロアリの害が，インドおよび周辺地域ではナ 

ガシンクイムシ，ナガキクイムシ, キクイムシの加害が知られるほかに， ブラ 

ジルにおいては,Puccinia psidiiによるさび病やCryphonectria cubensis によ 

る胴枯害を時々被ることが報告されている。 さらにインドにおいては，葉中の 

精油成分の質・量の低下に3種のウイルスが関与していると記されている。 
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図 29.2 各種ユーカリなどの成長 (鈴木 1989)

ている。以上のように,本種は高密度林分では極めて高い材積成長量がみられ

るが,E grmzdisやβ.g‘ob“{“sなどの高い成長を示す樹種に比べると劣るよ

うに思われる。

病 虫 害 ・

原産地のオーストラリアでは,目立った病虫害は報告されていない。しかし,

アフリカなど海外の植栽地ではシロアリの害が, インドおよび周辺地域ではナ

ガシンクイムシ, ナガキクイムシ, キクイムシの加害が知られるほかに, ブラ

ジルにおいては,P 似cc加幻 PsidIZによるさび病や C7yぬれo“解かZQc“膨れsisによ

る胴枯害を時々被ることが報告されている。さらにインドにおいては, 葉中の

精油成分の質・量の低下に 3種のウイルスが関与していると記されている。
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30． フトモモ属（Syzygium) 

学名：S皿ygium spp. 

フトモモ科 

森 徳典 

フトモモ属は常緑の低木，または高木で，旧世界の熱帯，亜熱帯におおよそ 

500 種が分布し，日本にはアデク（Syzygium buxifolんm；南西諸島）とヒメフ 

トモモ ③clcyeガblium ；小笠原） が自生している。本属はかってはEugen詔 

属に含められていたこともあるが,胚の子葉が離生するなどの点でSyzygium 

属に区別されている。しかし，文献（例えばTree Flora of Malaya, vol. 3）に 

よっては，E耜gmia が使用されているので注意を要する。本属の果実は核果 

（液果）で，食用となるほか，葉や花が香辛料，医薬品として使われるものが多 

い0 染色体の基本数はx=llで最高10倍体まである。 ここではCloveとして 

有名な香辛料が採れるチョウジノキ(S. aromaticum) ,主として食用果樹，庭 

園樹，アグロフォレストリー等の用途が多いムラサキフトモモ（S. cuminii), 

フトモモ 低jam bos）の3種について解説する。 

以上の3種ほかに，東南アジア産のミズフトモモ（ミズレンブ，S. aqucum), 

マレーフトモモ（S. malaccense) ，オオフトモモ（レンプ，S. samarangense) 

などが果実生産樹として知られている。 ブラジルにもSyzygiuni属は自生し, 

果実は生食される。チョウジノキ以外の本属は大面積に植栽されたことは少な 

く，家庭用に少数植えられることの方が圧倒的に多い。 

樹高が20m以上となる樹種としては，フィリピン原産のマカーシム（s 

bordeni), PNGからフィ リ ピンにかけて産するウォーターガム 固 

buettnerianum), ミャンマーからマレー半島のマメアデク田．polyanthum）な 

どがあり，建材，燃材として用いられている。木材は中～重硬で，心材色は種 

によって灰褐色～淡赤褐色～紫褐色と違う。東南アジアではSyzygium 属の材 

はKelat と称して取り引きされるが，取引量は少ない。通常は天然林からの出 

材で，燃材としての用途が最も多い。製材用に植栽されることは稀であるが， 

ジャワ島におけるSpolyant hum の植栽林では,年平均成長量が，8年生の2 

mX3m 間隔植栽地で9.1 m3/ha（丸太材積）, 17.5年生のlmx 2.5 m 間隔植栽 

地で7.4 m3/ha という記録がある。 

30. フ トモモ属 (Syzygium)

学 名 :Syzygz “mSPP ・

フトモモ科

森 徳典

フトモモ属は常緑の低木, または高木で, 旧世界の熱帯, 亜熱帯におおよそ

500種が分布し, 日本にはアデク (S%鬼無m 卿 %がo""m; 南西諸島) とヒメフ

トモモ (S,c‘eyβがo"“m; ノj、笠原 ) が自生 している。本属はかっては E“g靴 iQ

属に含められていたこともあるが, 雁の子葉が離生するなどの点で S鰭ygZ“m

属に区別されている。しかし, 文献 (例えば TreeF1oraofMalaya,vol.3) に

よっては,丑綿gem αが使用されているので注意を要する。本属の果実は核果

(液果)で,食用となるほか,葉や花が香辛料,医薬品として使われるものが多

い。染色体の基本数は x=11 で最高 10倍体まである。ここでは C1ove として

有名な香辛料が採れるチョウジノキ (S.αromαzic“m), 主として食用果樹, 庭

園樹 , アグロフォレス トリ一等の用途が多いムラサキフトモモ (S.c“mi""),

フトモモ (S.虐伽bos) の 3種について解説する。

以上の 3種ほかに,東南アジア産の ミズフ トモモ (ミズレンブ,S, 昭雄“m),

マ レー フ トモモ (S. 鯛〆αccg郷 e), オオ フ トモモ (レ ンブ ,S. 弧 加α細れg8郷 e)

などが果実生産樹として知られている。ブラジルにもS班ygi“m 属は自生し,

果実は生食される。チョウジノキ以外の本属は大面積に植栽されたことは少な

く,家庭用に少数植えられることの方が圧倒的に多い。

樹高が 20m 以上となる樹種としては, フィリピン原産のマカーシム (S.

bo竹吻 m),PNG か ら フ ィ リ ピ ンに か け て 産 す る ウ ォ ー ター ガ ム (S,

棚 gzz“g“αれ“m), ミャ ンマーか らマ レ - 半 島 のマ メアデ ク (S.Po 砂α煽れ“m) な

どがあり, 建材, 燃材として用いられている。木材は中~ 重硬で, 心材色は種

によって灰褐色~ 淡赤褐色~ 紫褐色と違う。東南アジアでは S“ygi“m 属の材

は Kelatと称して取り引きされるが, 取引量は少ない。通常は天然林からの出

材で, 燃材としての用途が最も多い。製材用に植栽されることは稀であるが,

ジャワ島における S.如かαれ劫“m の植栽林では, 年平均成長量が,8 年生の 2

m ×3m 間隔植栽地で 9,lm3/ha( 丸太材積),17.5年生の lm ×2.5m 間隔植栽

地で 7.4m3/ha という記録がある。
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チョウジノキS. aromaticum (L.) Merr. et Perry 

本種のシノニムはEugen加 caiッ01》如Ilus, E. aromatica，一般名は丁子（チョ 

ウジノキ），丁香（中国）,Clove （英）,Clove de girofle（仏）などと呼ばれ， 

花のつぼみが香辛料の原料となる。ここでは樹木名をチョウジノキと呼び,生 

産された香辛料をクローブと呼ぶこととする。 

樹高15m までになるが，普通はlOm以下の小高木である。若いときはク 

ローネは三角形をしているが，後に円筒形となる（グラビア54)。直根は約3m 

深まで,細い側根は浅部を横に10 m ぐらいまで伸びる。葉は対生，広被針形で 

芳香があり，出葉直後の若葉はピンク色をしているが，成葉になると濃緑色を 

呈する。小枝の先の円錐状集散花序に3-'20 個の両性花が着生する。紅色の萼 

筒の先に4枚の白色の花弁が開き，雄しべは多数密生する。果実は‘‘クローブ 

の母”と呼ばれ，暗赤色，長倒卵形の多肉果（核果）で，1 '-'2 個の種子を含む。 

果実の頭部は半円球状で萼が突起する（グラビア55)~ 

乾燥した花芽（つぼみ）は約1.5cm で，暗色を呈する。乾燥っぼみは東洋の 

最も古い香辛料（クローブ）でカレー粉や混合スパイスの主要原料，タバコの 

香料のほか，興奮剤,駆風剤，鎮痙剤としても用いられる0 チョウジノキのつ 

ぼみや葉を蒸留して得られるクロープ油は香水，医薬品，バニリンの製造に使 

う。 

分布・適地 

チョウジノキはインドネシアのモルッカ島が原産といわれ，18世紀末までは 

唯一の産地であった。 その後インドネシア全域，インド, タンザニア，マダガ 

スカルなどに広まり，約20年前まではタンザニアのザンジバル島及びペンバ 

島のクローブ生産量が世界ーであった。しかし，近年になってインドネシアは 

ザンジバルで改良された品種を逆輸入して，その栽培面積は76万ha,年生産 

量8.7万ton (1989年）と増加し，再びクローブの最多産出国となった（グラビ 

ア56)。 

モルッカの生育環境は雨量2,000'--3,500 mm，気温25-33℃である。ザンジ 

バル及ぴペンバ両島では，25--30℃, 1,500-2,000 mm である。本種は熱帯低地 

の海洋気候で最良の成長をするようである。年中多湿な気候より，若干の乾季 

がある方が，成長及び花芽の収穫，乾燥に望ましい。本種の成長特性はあまり 

よく知られていないが，最適土壌は土層が深く，砂質の酸性土がよいようであ 

ヱ84

チ ョウ ジノキ 品 αrom αご免“肌 (L.)Merr.et perry

本 種 の シノニ ムは E"gB'ziQc αか呼れy““s,E, 御 om 餌ま餌 , 一 般名 は丁子 (チ ョ

ウジノキ),丁香 (中国),C1ove( 英 ),C1ovedegirone( 仏 ) などと呼ばれ,

花のつぼみが香辛料の原料となる。ここでは樹木名をチョウジノキと呼び, 生

産された香辛料をクローブと呼ぶこととする。

樹高 15m までになるが, 普通は 1om 以下の小高木である。若いときはク

ローネは三角形をしているが,後に円筒形となる (グラビア 54)。直根は約 3m

深まで,細い側根は浅部を横に 1om ぐらいまで伸びる。葉は対生,広被針形で

芳香があり, 出葉直後の若葉はピンク色をしているが,成葉になると濃緑色を

呈する。小枝の先の円錐状集散花序に 3~20 個の両性花が着生する。紅色の尊

筒の先に 4枚の白色の花弁が開き, 雄しべは多数密生する。果実は "クローブ

の母" と呼ばれ,暗赤色,長倒卵形の多肉果 (核果)で,1~2 個の種子を含む。

果実の頭部は半円球状で善が突起する(グラビア55)。

乾燥した花芽 (つぼみ) は約 1.5cm で, 暗色を呈する。乾燥つぼみは東洋の

最も古い香辛料 (クローブ) でカレー粉や混合スパイスの主要原料, タバコの

香料のほか, 興奮剤, 駆風剤, 鎮座剤としても用いられる。チョウジノキのつ

ぼみや葉を蒸留して得られるクローブ油は香水, 医薬品, バニリンの製造に使

つ o

分布・適地

チョウジノキはインドネシアのモルッカ島が原産といわれ,18‐世紀末までは

唯一の産地であった。その後インドネシア全域 , インド, タンザニア, マダガ

スカルなどに広まり, 約 20年前まではタンザニアのザンジバル島及びペンバ

島のクローブ生産量が世界一であった。しかし, 近年になってインドネシアは

ザンジバルで改良された品種を逆輸入して, その栽培面積は 76万 ha, 年生産

量 8.7万 ton(1989 年 ) と増加し,再びクローブの最多産出国となった (グラビ

ア 56)。

モルッカの生育環境は雨量 2,000~3,500 mm, 気温 25~3 ずC である。ザンジ

バル及びペンバ両島では,25~30 ℃ ,1,500~2,00omm である。本種は熱帯低地

の海洋気候で最良の成長をするようである。キドー‐1‐ー多湿な気候より, 若干の乾季

がある方が,成長及び花芽の収穫,乾燥に望ましい。本種の成長特性はあまり

よく知られていないが,最適土壌は土層が深く,砂質の酸性土がよいようであ
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る。また，冠水には耐えず,幼時には日陰を好む。 

育苗・植栽 

チョウジノキの増殖には完熟した新鮮種子を用いる。果皮をむき，種子を洗 

浄した後，20cm X 20cm の聞隔で播種床に種子を浅く埋める。幼根部が下向き 

になるように播種するとよい。播種直後は厚めの被陰をし，芽生えが大きくな 

るにっれて，潅水，被陰の程度を減らし，約12-15か月目に根株に土団子を付 

けたまま移植する。取木，接木などの無性繁殖ができるという報告もあるが， 

普通は種子による繁殖が多い。 

チョウジノキは2次林等への新植地ではラインプランティングが，再植地で 

は樹下植栽が普通である。 あるいはバナナ，キャッサバ，ココアの間に混植さ 

れる。 これらは植栽苗木を強い日射と風から保護し，成長を促進する効果があ 

る。植栽間隔は通常9 mx 9 m -7 mx 7 n】の範囲であるが，これより狭く植え 

て，成林後間伐する場合もある。下刈りは坪刈りが普通で， とくにhnperata 

cylindrica の繁茂は入念に防ぐ必要がある。植栽木の枝打ちは通常行われな 

い。堆肥や窒素肥料の施用が有効であると報じられている。 

熱帯湿潤低地では，チョウジノキはアグロフォレストリーの上層木樹種とし 

ても有用であり，高い現金収入が期待できる（グラビア57)~ 

クローブの収穫・収量 

チョウジノキの開花は6年目頃から始まり，15-20年生で満度に咲くように 

なり，70-80年生まで咲き続ける。開花量は年によってかなりバラツキがあ 

り，豊作年は約4年に1回である。花芽分化後約6か月でつぼみが収穫できる。 

つぼみの収穫は手摘みで，花序ごとつまみとる。高い枝は引っ張り寄せるか， 

花序をたたき落として採取するが，枝を傷つけないように注意する。収穫した 

つぼみは直ちに薄く広げて，陽光下で乾燥する。迅速な乾燥が良質なクロープ 

の生産に欠かせない。好天のもとでは4-.--7 日で乾燥は終了する。つぼみに混じ 

る葉,小枝などの夾雑物（乾燥重量で20％ぐらいある）は分別し，クローブ油 

抽出に用いる。 

チョウジノキの成木1本から年平均3kgの乾燥クローブが収穫できる。豊 

作年には20kg まで採れる。 これまでの最高記録は1本で90kg という例があ 

る。上質のクローブは硬く,肉厚で，揃った形をしており，小枝など夾雑物が 

　　　

る。また, 冠水には耐えず, 幼時には日陰を好む。

育苗・植栽

チョウジノキの増殖には完熟した新鮮種子を用いる。果皮をむき, 種子を洗

浄した後,20cm ×20cm の間隔で播種床に種子を浅く埋める。幼根部が下向き

になるように播種するとよい。播種直後は厚めの被陰をし,芽生えが大きくな

るにつれて,潅水,被陰の程度を減らし,約 12~15 か月目に根株に土団子を付

けたまま移植する。取木,接木などの無性繁殖ができるという報告もあるが,

普通は種子による繁殖が多い。

チョウジノキは 2次林等への新植地ではラインプランティングが, 再植地で

は樹下植栽が普通である。あるいはバナナ, キャッサバ, ココアの間に混植さ

れる。これらは植栽苗木を強い日射と風から保護し,成長を促進する効果があ

る。植栽間隔は通常 9m ×9m~7m ×7m の範囲であるが, これより狭く植え

て, 成林後間伐する場合もある。下刈りは坪刈りが普通で, とくに fmpgm 加

cy""α“cαの繁茂は入念に防ぐ必要がある。植栽木の枝打ちは通常行われな

い。堆肥や窒素肥料の施用が有効であると報じられている。

熱帯湿潤低地では, チョウジノキはアグロフォレストリーの上層木樹種とし

ても有用であり, 高い現金収入が期待できる (グラビア 57)。

クローブの収穫・収量

チョウジノキの開花は 6年目頃から始まり,15~20 年生で満度に咲くように

なり,70~80 年生まで咲き続ける。開花量は年によってかなりバラツキがあ

り,豊作年は約 4年に 1回である。花芽分化後約 6か月でつぼみが収穫できる。

つぼみの収穫は手摘みで,花序ごとつまみとる。高い枝は引っ張り寄せるか,

花序をたたき落として採取するが,枝を傷つけないように注意する。収穫した

つぼみは直ちに薄く広げて, 陽光下で乾燥する。迅速な乾燥が良質なクローブ

の生産に欠かせない。好天のもとでは 4~7 日で乾燥は終了する。つぼみに混じ

る葉,小枝などの爽雑物 (乾燥重量で 20% ぐらいある) は分別し, クローブ油

抽出に用いる。

チョウジノキの成木 1本から年平均 3kg の乾燥クローブが収穫できる。豊

作年には 20kg まで採れる。 これまでの最高記録は 1本で 9okg という例があ

る。上質のクローブは硬く, 肉厚で, 揃った形をしており, 小枝など爽雑物が
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5％以下，含水率が16％以下である。商品クローブはおよそ16--' 19％のクロー 

ブ油，13％のタンニン，16％の水分を含む。花序軸は約5~6％のクローブ油を 

含む。っぼみのクロープ油は80-90％のオイゲノールを含み，葉からのそれは 

75-85％のオイゲノールを含む。 

病虫害 

主要な病気は’'Sudden death'’と呼ばれ，木部の導管閉鎖を引き起こして枯 

らす病気で，Valsa eugen加C 菌によると信じられている。Cryptosporella 

eugeniae 菌による枝先枯病（die-back） も重大な病気である。 

シロアリ（Glyp切記rmes dilata如S）は苗畑の苗木及び植栽後2-3年の若木 

に被害をもたらす。 

ムラサキフトモモS. cuminil (L.) Skeels 

本種のシノニムはEugen奴 cuminii, E . jambolana, S.ルmbolanumde，一般 

名にはJambolan （英）のほかJamelongue （仏）, Jamblang/Jambulana, 

Juwet/Jiwat （インドネシアノマレーシア）,Duhat （フィリピン), Wa pa, 

Hakluphae （タイ）,Jaman （ヒンズー）などがある。釈迦が生涯で最初に瞑想 

したのが, この木の木陰であったと言われる。 

樹高10-20m,最高30 m まで，直径40-90 cm の常緑樹で，枝下高は低く， 

樹冠は球状になる。幼時は被陰に耐えるが陽樹である。葉は対生，広倒卵形～ 

長楕円形で，若芽はピンクがかっているが，成熟すると濃緑色となる。花序は 

円錐形で5-l2cm長,多数の白い両性花を着生する（図30. 1)。花弁は4個， 

雄しべは多数突出する。子房は下位で2'--3 細胞，花柱は6-7mm である。果 

実は長卵形1--5cm長，暗紫色で最高40個まで集合着果する。果肉は灰黄色 

～紫色，多汁，無香で酸味がある。 

分布・適地 

天然分布はインド，スリランカ， ミャンマー，マレーシア,北部オーストラ 

リアといわれているが，現在は熱帯，亜熱帯地域に広く導入されている。海抜 

高1,800 m までは生育できるが，600 m ぐらいまでが最良の成長を示す。 高海 

抜地では結実しないが，成林はする。生育地の年平均気温は26±1C，最暖月の 

最高気温35.3C，最寒月の最低気温が19.2C，年平均雨量930-5,000 mm の範 

/86

5% 以下,含水率が 16% 以下である。商品クローブはおよそ 16~19% のクロー

ブ油,13% のタンニン,16% の水分を含む。花序軸は約 5~6% のクローブ油を

含む。つぼみのクローブ油は 80~90% のオイゲノールを含み,葉からのそれは

75~85% のオイゲノールを含む。

病虫害
主要な病気は "Sudden deatげ と呼ばれ, 木部の導管閉鎖を引き起こして枯

らす病気で,V 錫sα 8“解離解 菌によると信 じられている。Cか勤ospo陀"α

靴卵れねe菌による枝先枯病 (die‐back) も重大な病気である。

シロアリ (αのめ云armβsdiね加棚s) は苗畑の苗木及び植栽後 2~3 年の若木

に被害をもたらす。

ムラサキフ トモモ s c“mi〃“ (L.)Skeels

本種 の シノニ ムは 丑"g8 れわ c"mi 覆 ろ E. 鳶 mbo にれα,S. 虐 mbo 如 72“伽 dB, 一 般

名には Jambolan( 英 ) のほか Jamelongue( 仏 ),Jamblang/Jambulana,

Juwet/Jiwat( イ ン ドネシア /マ レーシア),Duhat( フィリピン),Wa pa,

Hakluphae (タイ),Jaman( ヒンズー)などがある。釈迦が生涯で最初に腹想

したのが, この木の木陰であったと言われる。

樹高 10~20m, 最高 30m まで,直径 40~9ocm の常緑樹で,枝下高は低く,

樹冠は球状になる。幼時は被陰に耐えるが陽樹である。葉は対生,広倒卵形~

長楕円形で, 若芽はピンクがかっているが, 成熟すると濃緑色となる。花序は

円錐形で 5~12cm 長 ,多数の白い両性花を着生する (図 30.1)。花弁は 4個,

雄しべは多数突出する。子房は下位で 2~3 細胞, 花柱は 6~7mm である。果

実は長卵形 1~5cm 長, 暗紫色で最高 40個まで集合着果する。果肉は灰黄色

~ 紫色, 多汁, 無香で酸味がある。

分布・適地

天 然分布 はイ ン ド, ス リラ ンカ , ミャ ンマー , マ レー シア , 北 部 オー ス トラ

リアといわれているが, 現在は熱帯, 亜熱帯地域に広く導入されている。海抜

高 1,800m までは生育できるが,600m ぐらいまでが最良の成長を示す。高海

抜地では結実しないが,成林はする。生育地の年平均気温は26±1℃,最暖月の

最高気温 35.3℃ ,最寒月の最低気温が 19,2℃,年平均雨量 930~5,ooomm の範
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囲にある。明らかな乾季のあ 

る1,000 mm 以上の地域で成 

長がよい。亜熱帯では熱帯よ 

りの地域で生育がよく，フロ 

リダ南部では時に霜害を受け 

ることがある。 

本種は低地，湿潤地，河川 

堤に生育でき，季節的な冠水 

にも耐えるが，排水の良い各 

種土壌，例えば中～軽しょう 

の壌土，埴壌土で生育が良 

い。酸性～中性土壌を好む 

が，石灰岩地のような弱アル 

カリ性でも生育できる。耐塩 

性，耐乾性は中庸,土層は深 

い方がよいが，浅く硬い土壌 

でも生育できる。土壌型はカンビソル，アンドソルが多い。 

てミ二瓦ぐコ 

Z 
叫
 

麟 
協‘,

図30. 1 ムラサキフトモモの花序と葉（1｝及び果 
実 (2) (PROSEA No. 2 1992) 

開花・種子 

実生木の開花は7-'8年生から始まり，接木では3~4年生から結実する。母 

樹は40年生頃まで成長し続ける。花序は5'- 12か月生の小枝に頂生あるいは 

葉のない枝から生じる。受粉は蜂やチョウによる虫媒が多いが，風媒もある。 

フィリピンでは1-'3月に開花し，3月末～6月初旬に果実が成熟する。ジャワ 

では7-8月に開花，9~10月に成熟する。海南島では，2---3月に開花し，7月 

に成熟する。種子は果実に0-5個あり，最長で3.5cm の長楕円形，緑色～褐色 

を呈する。種子はkg当たり1,100 -P4,10o 粒で，平均発芽率は30-40％であ 

る。海南島での試験では，新鮮種子は90%以上の発芽率を有するが，室内に袋 

詰めで貯蔵すると，1--'2 週間の間に60-70％に低下し，1 か月後には発芽力が 

なくなったとう結果がある。 

育苗・植栽 

種子は発芽前処理を施さなくても，通常2週間，遅くとも4週間以内に発芽 

囲にある。明らかな乾季のあ

る 1,ooomm 以上の地域で成

長がよい。亜熱帯では熱帯よ

りの地域で生育がよく, フロ

リダ南部では時に霜害を受け

ることがある。

本種は低地,湿潤地,河川

堤に生育でき,季節的な冠水

にも耐えるが, 排水の良い各

種土壌, 例えば中~軽しょう

の壌土,埴壌土で生育が良

い。酸性~ 中性土壌を好む

が, 石灰岩地のような弱アル

カリ性でも生育できる。耐塩

性,耐乾性は中庸,土層は深 図

い方がよいが, 浅く硬い土壌

30.1 ムラサキフトモモの花序と葉 (1)及び果
実 (2)(PROSEA NO.2 1992)

2

でも生育できる。土壌型はカンビソル, アンドソルが多い。

開花・種子

実生木の開花は7~8 年生から始まり,接木では3~4 年生から結実する。母

樹は40年生頃まで成長し続ける。花序は5~12 か月生の小枝に頂生あるいは

葉のない枝から生じる。受粉は蜂やチョウによる虫媒が多いが, 風煤もある。

フィリピンでは 1~3 月に開花し,3 月末~6 月初旬に果実が成熟する。ジャワ

では 7~8 月に開花,9~10 月に成熟する。海南島では,2~3 月に開花し,7 月

に成熟する。種子は果実に 0~5 個あり,最長で 3.5cm の長楕円形,緑色~ 褐色

を呈する。種子は kg 当たり 1,100~4,100粒で, 平均発芽率は 30~40% であ

る。海南島での試験では,新鮮種子は90% 以上の発芽率を有するが,室内に袋

詰めで貯蔵すると,1~2 週間の間に 60~70% に低下し,1 か月後には発芽力が

なくなったとう結果がある。

育苗・植栽

種子は発芽前処理を施さなくても,通常 2週間,遅くとも4週間以内に発芽



188 

する。苗木の成長は早く，中国南部では10cm 幅に条播きされた苗木は3か月 

で苗高17-24 cm になる。通常は実生繁殖が行われるが，優良な品種は取木， 

接木などの無性繁殖で行われる。取木では環状剥皮後90日以内に発根する。接 

木及び芽接ぎは苗木の大量生産に用いられる。 フィリピンで行われている割接 

法はいつの季節でも実行可能であるが，11'-12月に行えば95％成功する。本種 

は萌芽力も強く,林野火災に遭遇しても根株から萌芽する。 

海南島では地拵え後，2"-2.5nlごとに播種孔を掘り，4,-5月に5-'-6 粒の種 

子を直播きする。覆土後刈り草などで覆って乾燥を防ぐと約20 日後に発芽し， 

95％の孔から芽生えが発生した。直播造林も可能であるが，多くはポット苗， 

接木苗が雨季の初めに8-lOm間隔で定植されることが多い。海南島ではこれ 

より密植され，2.5-.-2.7 m 間隔で植栽されている。 疎植であれば果実生産まで 

植栽木の手入れはほとんど必要がない。 インドでは果実収穫後に肥料が与えら 

れる。 もし十分な果実生産がないときには,根切りや幹の剥皮をするなどの処 

理が結実に効果があるといわれている。 

成長・収穫 

海抜500 m 以下，雨量1,500"-2,500 mm の地域の植栽林では，林分密度800 

-1,200 本ノha，伐期回帰年20-'25年で，年平均成長量6'-'9 mS/ha である。イ 

ンドの地味のよいところでは，40年生で平均樹高24.lm，胸高直径31.5 cm に 

達した。海南島中部の造林地では，33年生で樹高12Am，胸高直径27.1cm と 

なり，17年生の直播造林地では，年平均樹高成長量36cm，同胸高直径成長量 

0.54 cm, 15年生の苗木植栽林では，それぞれ65.4cm, 1.35cm という記録があ 

る。このように苗木の成長は比較的早いが，成木の成長は遅い。 

果実生産は主として家庭用の小規模栽培である。花の満開後4週間目頃に， 

半数の未熟果を摘果すると，大きい成熟果が得られる。成熟果は暗紫色～黒色 

となり，落下する。家庭用には落果を集めればよいが，市場に出す果実は選果 

して樹上から採取する。 しかしながら，果実は同時に成熟しないので，果実採 

取は容易ではない。 

果実は非常に腐敗しやすいので，傷つけないようにして直ちに出荷する。果 

実収量は変動が大きいが，多産木では100 kgノ本以上産する。 クローン品種で 

60-70 kgノ本，家庭用の母樹，二次林の野生種ではこれよりずっと少ない。現 

在の栽培品種は選抜と優良木のクローン化の成果である。遺伝的変異が大きい 

　　　

する。苗木の成長は早く,中国南部では 1ocm 幅に条播きされた苗木は3か月

で苗高 17~24cm になる。通常は実生繁殖が行われるが, 優良な品種は取木,

接木などの無性繁殖で行われる。取木では環状剥皮後 90日以内に発根する。接

木及び芽接ぎは苗木の大量生産に用いられる。フィリピンで行われている割接

法はいっの季節でも実行可能であるが,11~12 月に行えば 95% 成功する。本種

は萌芽力も強く,林野火災に遭遇しても根株から萌芽する。

海南島では地栴え後,2~2.5m ごとに播種孔を掘り,4~5 月に 5~6 粒の種

子を直播きする。覆土後刈り草などで覆って乾燥を防くと約 20日後に発芽し,

95% の孔から芽生えが発生した。直播造林も可能であるが,多くはポット苗,

接木苗が雨季の初めに 8~1om 間隔で定植されることが多い。海南島ではこれ

より密植され,2.5~2.7m 間隔で植栽されている。疎植であれば果実生産まで

植栽木の手入れはほとんど必要がない。インドでは果実収穫後に肥料が与えら

れる。もし十分な果実生産がないときには,根切りや幹の劉皮をするなどの処

理が結実に効果があるといわれている。

成長・収穫

海抜 500m 以下, 雨量 1,500~2,500mm の地域の植栽林では, 林分密度 800

~1,200 本/ha, 伐期回帰年 20~25 年で,年平均成長量 6~9m3/ha である。イ

ンドの地味のよいところでは,40 年生で平均樹高 24.lm, 胸高直径 31.5cm に

達した。海南島中部の造林地では,33 年生で樹高 12,4m, 胸高直径 27.lcm と

なり,17 年生の直播造林地では,年平均樹高成長量 36cm, 同胸高直径成長量

0,54cm,15 年生の苗木植栽林では, それぞれ 65.4cm,1.35cm という記録があ

る。このように苗木の成長は比較的早いが, 威木の成長は遅い。

果実生産は主として家庭用の小規模栽培である。花の満開後 4週間日頃に,

半数の未熟果を摘果すると,大きい成熟巣が得られる。成熟果は暗紫色~黒色

となり,落下する。家庭用には落果を集めればよいが,市場に出す果実は選果

して樹上から採取する。しかしながら, 果実は同時に成熟しないので, 果実採

取は容易ではない。

果実は非常に腐敗しやすいので, 傷つけないようにして直ちに出荷する。果

実収量は変動が大きいが, 多産木では lookg/本以上産する。 クローン品種で

60~70kg/ 本 , 家庭用の母樹, 二次林の野生種ではこれよりずっと少ない。現

在の栽培品種は選抜と優良水のクローン化の成果である。遺伝的変異が大きい
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ので，選抜効果が期待できるが，遺伝資源収集はほとんど行われていない。 

利 用 

本種の大径木は製材としても使われるが，多くは燃材，杭材などとして利用 

されている。材の比重は0.77，耐候性は良で，シロアリ耐性があるが，製材，乾 

燥はやや困難である。 

世界的には材としてより果実生産が主目的で植栽されていることが多い。酸 

味のあるピリッとした味で，インドやフィリピンでは,ボールの中に入れて， 

塩を振りかけてからよくゆすって,柔らかくして食する。果実は生食できるほ 

カ、 ジャム，ジェリーなどに加工される。フィリピンではJambolan wineとし 

て市販されている。東南アジアの季節果としてなじみ深いが，採取が容易でな 

いことと,腐敗しやすいことから，青果としてより，むしろジャムやワインな 

どの加工食品としての方が有望であるといわれる。 

花は養蜂の蜜源として優良である。インドではコーヒーの被陰樹として，海 

南島では防火林や草原緑化に利用されているっ刈り込みに耐えるので，防風林， 

庭園樹，畦道樹などに向き，葉，果実は飼料となる。 

病虫害 

本種に激害をもたらす病虫害はない。穿孔虫としてカミキリムシBatocera 

rufomaculata が知られている。食葉虫, コナジラミ（White fly)，アブラムシ, 

コナカイガラムシ, ミバェが時に中程度の被害を及ぼすことがある。 

フトモモ＆加lnbos (L,) Aiston 

本種のシノニムはEugen 加ルmbos，一般名はRose apple, Malabar plum 

（英）,Pome rose（仏）トGulab jaman（ヒンズー）, Jambu air mawar（イン 

ドネシア，マレーシア）, Jambu kelampok ぐマレーシア）, Farang nam（タ 

イ）,Yambo （フィリピン）などと呼ばれている。本種の材は燃材，杭材に利用 

される程度で製材されることは稀である。むしろ果実の生食，ジェリーなどの 

加工食品，あるいは樹体各部に含まれる精油やアルカロイドGambosin）の利 

用，目立った花をつける庭園樹として知られ,熱帯地域に広く植えらている。 

樹高lOm，直径50cm 位まで成長する常緑樹である。樹冠を大きく広げ，枝 

は密生する。幹は根元がねじれ，樹皮は褐色，平滑である。葉は対生,長皮針 

ヱ89

ので,選抜効果が期待できるが,遺伝資源収集はほとんど行われていない。

利 用

本種の大径木は製材としても使われるが,多くは燃材,杭材などとして利用

されている。材の比重は 0.77,耐候性は良で, シロアリ耐性があるが,製材,乾

燥はやや困難である。

世界的には材としてより果実生産が主目的で植栽されていることが多い。酸

味のあるピリッとした味で , インドやフィリピンでは, ボールの中に入れて ,

塩を振りかけてからよくゆすって,柔らかくして食する。果実は生食できるほ

か , ジャム, ジェリーなどに加工される。フィリピンでは Jambolan wine とし

て市販されている。東南アジアの季節果としてなじみ深いが, 採取が容易でな

いことと, 腐敗しやすいことから, 青果としてより, むしろジャムやワインな

どの加工食品としての方が有望であるといわれる。

花は養蜂の蜜源として優良である。インドではコーヒーの被陰樹として, 海

南島では防火林や草原緑化に利用されている。刈り込みに耐えるので,防風林,

庭園樹, 畦道樹などに向き, 葉, 果実は飼料となる。

病虫害

本種に激害をもたらす病虫害はない。穿孔虫としてカミキリムシβのocem

粥勿 mα伽卿ね が知 られている。食葉虫 , コナジラミ (White ay), アブラムシ,

コナカイガラムシ, ミバエが時に中程度の被害を及ぼすことがある。

フ トモモ S.鳶 mbos(L.)A1ston

本種 の シノニ ムは β"g8 欄α茂 m ゎos, 一 般 名 は Rose apple, Malabar plum

(英 ),Pomerose( 仏 ),Gulabjaman( ヒ ンズー ),Jambu air mawar( イ ン

ドネ シア , マ レー シア ),Jambukelampok( マ レー シア ), Farang nam( タ

イ),Yambo( フィリピン)などと呼ばれている。本種の材は燃材,杭材に利用

される程度で製材されることは稀である。むしろ果実の生食, ジェリーなどの

加工食品, あるいは樹体各部に含まれる精油やアルカロイド (jambosin) の利

用, 目立った花をつける庭園樹として知られ, 熱帯地域に広く植えらている。

樹高 1om, 直径 50cm 位まで成長する常緑樹である。樹冠を大きく広げ,枝

は密生する。幹は根元がねじれ,樹皮は褐色,平滑である。葉は対生,長皮針
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形，上面濃緑色，裏面淡緑色である。花序は短く,頂生し，2-8個の大きな（5 

-'10cm 幅）白色～黄白色の花をつける。花弁は4個，約4cm の雄しべが数百 

個密生して房状につく（図30. 2)。 

分布と適地 

天然分布域はインドから東南アジアで,その分布の中心はマレーシアにある 

と言われる0 なお，原産地にインド, スリランカを含めない場合もある。古く 

から全世界の熱帯地域に広く植えられ,各地で野生化しているので，正確な原 

産地は不明である。例えば，インドでは紀元前500年頃から栽培されている記 

録がある。また，ジャマイカには1762年に導入され，その後野生化して，西イ 

ンド諸島でも普通に見られるようになった。 

本種は湿潤地を好み,河川堤に非常に多く見られるが，年平均雨量が1,700 

mm を越えるところでは，山地でも普遍的に見られる。海抜1,200m まで生育 

できるが，高海抜地や亜熱帯の高緯度地域では果実を生産しない。本種の生育 

地のほとんどは熱帯，亜熱帯の湿潤林であるが，乾季に土壌水分が十分にある 

ところでは， モンスーン気候にも耐えられる。南カリフォルニアやフロリダで 

庭園樹としで植栽されているので， 

軽度の霜には耐えられるようであ 

る。 

水路に沿った立地では各種の土壌 

で生育でき，停滞水に対しても耐性 

がある。山地では湿潤で肥沃な土地 

を好み,崩壊地，瘠せ地，乾燥地， 

砂地などでは成長は非常に悪いか， 

生育できない。 プェルトリコでは 

pHが5.0以下の土壌でも生育でき 

ると言われるが,一般にはpH 5,5-

中性付近で成長がよいようである。 

十分な土壌水分のあるところでは, 

海岸近くまで生育でき，塩や風に対 

しても耐性があるようである。 

本種は耐陰性があり，二次林の樹 

ー・’ 

ク 

図30. 2 フトモモの葉,花，実 
(PROSEA No. 2 1992) 

形,上面濃緑色,裏面淡緑色である。花序は短く,頂生し,2~8 個の大きな (5

~1ocm 幅) 白色~ 黄白色の花をつける。花弁は 4個,約 4cm の雄しべが数百

個密生して房状につく (図 30.2)。

分布と適地

天然分布域はインドから東南アジアで, その分布の中心はマレーシアにある

と言われる。なお, 原産地にインド, スリランカを含めない場合もある。古く

から全世界の熱帯地域に広く植えられ,各地で野生化しているので,正確な原

産地は不明である。例えば, インドでは紀元前 500年頃から栽培されている記

録がある。また, ジャマイカには 1762年に導入され,その後野生化して,西イ

ンド諸島でも普通に見られるようになった。

本種は湿潤地を好み,河川堤に非常に多く見られるが,年平均雨量が 1,700

mm を越えるところでは, 山地でも普遍的に見られる。海抜 1,200m まで生育

できるが,高海抜地や亜熱帯の高緯度地域では果実を生産しない。本種の生育

地のほとんどは熱帯,亜熱帯の湿潤林であるが,乾季に土壌水分が十分にある

ところでは, モンスーン気候にも耐えられる。南カリフォルニアやフロリダで

庭園樹として植栽されているので,

軽度の霜には耐えられるようであ

る。

水路に沿った立地では各種の土壌

で生育でき,停滞水に対しても耐性

がある。山地では湿潤で肥沃な土地

を好み, 崩壊地, 椿せ地 , 乾燥地,

砂地などでは成長は非常に悪いか,

生育できない。プエルトリコでは

pH が 5.0以下の土壌でも生育でき

ると言われるが , 一般には pH5,5~

中性付近で成長がよいようである。

十分な土壌水分のあるところでは,

海岸近くまで生育でき,塩や風に対

しても耐性があるようである。

本種は耐陰性があり,二次林の樹
図 30.2 花, 実

2 1992)
フ トモモの葉 ,

(PROSEA NO.2
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冠中層を形成する。放棄された農地の雑草や潅木の中でゆっくりと成長してい 

く。一方本種は自身の実生でさえ枯らしてしまうほどの非常に暗い日陰を作る 

ので,林床には耐陰性の非常に強い2, 3種の草本しか生存できない。林床植生 

の欠如は，場所によっては土壊浸食をもたらすので，間伐によって光を林床に 

導入する必要がある。 ほとんどの有用樹の植栽地で，野生化した本種が雑草管 

理上問題になることは少ない（成長が遅いので）が，伐根があると萌芽の発生 

と成長が盛んであるので，刈り払う必要がある。 

開花，結実 

本種は年数回開芽し,そのうちの一回が花芽となる。一般に亜熱帯では春に， 

ジャワ島では乾季の終わりに，インドでは2-'4月の間に開花する。しかし，西 

インド諸島では通年的に開花するが，夏の間は少ないといわれる。果実は開花 

後3-,4 か月で成熟する。新鮮な多肉果は淡黄色で，時にピンクがかった色をし 

ている。果実は2-'5cm 径の小さいリンゴかナシの形をしている。 日当たりの 

良い孤立木は多数の果実をつけるが，下木はほとんど果実を産しない。取木に 

より育てた木は4年以内に果実を生産する。（グラビア58, 59) 

l-4個の胚をもった直径約lcm の褐色の種子が果実の中央にある。果実1 

kg当たり385-440粒の種子がとれる。種子はlkg当たり1,200 粒である。種 

子の多くは母樹付近に散布されるが，一部は動物，鳥，洪水によって遠隔地に 

運ばれる。 

育 苗 

増殖は普通種子によって行われる。種子には休眠はなく,速かに発芽する。 

ただし，若干乾いた種子の発芽は非常に遅れることがある。多くの種子は多胚 

性（2-'8個）であるので，新鮮種子の発芽率は100％以上となる◇発芽は地上 

子葉型であるQ 発芽は湿った土壌の表面で最良であるが,その他の種類の培地 

でもよい。芽生えは湿潤，日陰を保って育てる。被陰下で育てた苗木は250日 

で苗高24cnlになった。 

種子の含水率は50％前後で，乾燥には耐えない。室温，非密封状態で保存し 

た種子は1か月以内に活力を失う。しかし，密封して2'-'4℃に保てば，50％の 

種子は3か月間活力を維持するという。 

インド，バングラデシュでは，成長休止期に取木処理をすると，半年後には 

　　　

冠中層を形成する。放棄された農地の雑草や潅木の中でゆっくりと成長してい

く。一方本種は自身の実生でさえ枯らしてしまうほどの非常に暗い日陰を作る

ので,林床には耐陰性の非常に強い2,3種の草本しか生存できない。林床植生

の欠如は, 場所によっては土壌浸食をもたらすので, 間伐によって光を林床に

導入する必要がある。ほとんどの有用樹の植栽地で,野生化した本種が雑草管

理上問題になることは少ない (成長が遅いので)が,伐根があると萌芽の発生

と成長が盛んであるので, 刈り払う必要がある。

開花,結実

本種は年数回開芽し,そのうちの一回が花芽となる。一般に亜熱帯では春に,

ジャワ島では乾季の終わりに,インドでは 2~4 月の間に開花する。しかし,西

インド諸島では通年的に開花するが,夏の間は少ないといわれる。果実は開花

後 3~4 か月で成熟する。新鮮な多肉果は淡黄色で,時にピンクがかった色をし

ている。果実は 2~5cm 径の 、さいりンゴかナシの形をしている。日当たりの

良い孤立木は多数の果実をつけるが,下木はほとんど果実を産しない。取木に

より育てた木は4年以内に果実を生産する。(グラビア58,59)

1~4 個の膝をもった直径約 lcm の褐色の種子が果実の中央にある。果実 l

kg 当たり 385~440 粒の種子がとれる。種子は lkg 当たり 1,200粒である。種

子の多くは母樹付近に散布されるが, 一部は動物, 鳥, 洪水によって遠隔地に

運ばれる。

育 苗
増殖は普通種子によって行われる。種子には休眠はなく,速かに発芽する。

ただし,若干乾いた種子の発芽は非常に遅れることがある。多くの種子は多雁

性 (2~8個)であるので,新鮮種子の発芽率は100%以上となる。発芽は地上

子葉型である。発芽は湿った土壌の表面で最良であるが, その他の種類の培地

でもよい。芽生えは湿潤, 日陰を保って育てる。被陰下で育てた苗木は 250 日

で苗高 24cm になった。

種子の含水率は 50%前後で,乾燥には耐えない。室温,非密封状態で保存し

た種子は 1か月以内に活力を失う。しかし,密封して 2~4 ℃に保てば,50% の

種子は3か月間活力を維持するという。

インド, バングラデシュでは, 成長休止期に取木処理をすると, 半年後には



192 

植栽できる。接木も可能であると言われる。また，根萌芽，根株萌芽が盛んで， 

60cm もある切り株から多数の萌芽枝が発生していることがある。 湿潤地では 

幹から気根が発生し，倒れた幹や匍匐した枝が地面に接していると，そこから 

自然に発根する。 

植 栽 

10-42か月の苗木を5mX6m 間隔で植える。裸根苗でも，植栽地が被陰地 

で水分条件が良ければ，よく活着する。 ポット苗木でも，被陰されていた方が 

成長がよいので，樹下植栽やアグロフォレストリーの作物間に植えるとよい。 

直播き試験で，雑草木を刈らないでも，12か月後の生残率が48--91％と高 

かった。雑草木による被陰や競争は芽生えの生残に大きな障害とならず，陽光 

の十分あたる裸地より高い生残率を示した。従って，人手のかからない人工更 

新法として，伐採直前の高木林地や低木疎林地の林床に播種孔を掘り，直播す 

る方法が推奨されている。生育適地における天然更新は盛んであり，更新は容 

易な樹種である。 

本種の実生苗は太くて深い直根を発達させる。成木になると側根も十分に発 

達するので，急傾斜地や河川堤の土壌安定に役立つ一方，開墾などでは根系を 

除去するのに苦労する。 

成 長 

本種の成長は遅い。プェルトリコの湿潤石灰岩丘陵地で,植栽木は2年で樹 

高0.8m, 7年で3m, 10年で4.5 m であった。実生由来の木は成長が遅いが， 

萌芽枝の成長は早く，皆伐1年後には切り株から高さ3.6 m の萌芽枝が密に発 

生していた。急激な伸長を示す萌芽枝も，過密状態が続くと急速に成長が低下 

する。プェルトリコの6年生で，haあたり16,000 本の萌芽林では，平均樹高は 

7.5 m ，平均胸高直径3cm,胸高断面積が37 m2/ha であった。これは材積にす 

るとおよそ139 m3/haあるいは23 m3/ha・年に相当する。同様な立地の12'-45 

年生の萌芽林では，haあたり11,000 本，平均樹高9m，平均胸高直径5cm,胸 

高断面積32m2/haとなり，蓄積が14dmツha，平均成長量がl1 m3/ha・年と推 

定された。これらより成長の劣った林分（胸高断面積15 mヲha）の32年間の年 

平均胸高直径成長量は0.13 cmであった。 

果実収量についての報告はほとんどない。インドの例では，2kgノ本・年とい 

　　　　

植栽できる。接木も可能であると言われる。また,根萌芽,根株萌芽が盛んで,

60cm もある切り株から多数の萌芽枝が発生していることがある。湿潤地では

幹から気根が発生し,倒れた幹や同旬した枝が地面に接していると, そこから

自然に発根する。

植 栽
10~12 か月の苗木を 5m ×6m 間隔で植える。裸根苗でも, 植栽地が被陰地

で水分条件が良ければ, よく活着する。ポット苗木でも, 被陰されていた方が

成長がよいので, 樹下植栽やアグロフオレストリーの作物間に植えるとよい。

直播き試験で, 雑草木を刈らないでも,12 か月後の生残率が 48~91% と高

かった。雑草木による被陰や競争は芽生えの生残に大きな障害とならず,陽光

の十分あたる裸地より高い生残率を示した。従って,人手のかからない人工更

新法として,伐採直前の高木林地や低木疎林地の林床に播種孔を掘り,直播す

る方法が推奨されている。生育適地における天然更新は盛んであり,更新は容

易な樹種である。

本種の実生苗は太くて深い瞳根を発達させる。成木になると側根も十分に発

達するので,急傾斜地や河川堤の土壌安定に役立つ一方,開墾などでは根系を

除去するのに苦労する。

成 長
本種の成長は遅い。プエルトリコの湿潤石灰岩丘陵地で,植栽水は2年で樹

高 0.8m,7 年で 3m,10 年で 4.5m であった。実牛山来の木は成長が遅いが ,

萌芽枝の成長は早く, 皆伐 1年後には切り株から高さ3.6mの萌芽枝が密に発

生していた。急激な伸長を示す萌芽枝も,過密状態が続くと急速に成長が低下

する。プエルトリコの 6年生で,ha あたり 16,000本の萌芽林では,平均樹高は

7.5m, 平均胸高直径 3cm, 胸高断面積が 37m2/ha であった。これは材積にす

るとおよそ 139m3/ha あるいは 23m3/ha. 年に相当する。同様な立地の 12~15

年生の萌芽林では,ha あたり 11,000本,平均樹高 9m, 平均胸高直径 5cm, 胸

高断面積 32m2/ha となり, 蓄積が 144m3/ha, 平均成長量が 1lm3/ha. 年と推

定された。これらより成長の劣った林分 (胸高断面積 15m2/ha)の 32年間の年

平均胸高直径成長量は 0.13cm であった。

果実収量についての報告はほとんどない。インドの例では,2kg/ 本・年とい
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う報告があるが，これは極端に少ない例であろうa 果実を生果とするには，注 

意深く収穫して，素早く市場に出荷する必要がある0 果実の傷は新鮮さを喪失 

させ易く，新鮮さを失うと歯触りが極端に悪くなる。但し貯蔵中に色は変化し 

ない。 

病虫害 

プェルトリコでは多数の昆虫類が本種の小枝,葉，花，果実を食害すると報 

じられている。多くのミバェ (Anastrpha spp., Caratitis spp., Dacus spp‘な 

ど）の宿主となる。蟻（Myrinelach iota ramuルrurn） は小枝に孔を作り,繁殖 

して，時に多くの頂生枝を枯らす。しかしながら，木全体を枯らしてしまうよ 

うな昆虫は知られていない。葉の表面に斑点病，炭疸病などの菌類がしばしば 

繁茂し，木全体が暗色，灰色になることがあるが，大きな被害になることは少 

ない。プラジルでは，本種の葉はさび病（Pucc加記psidii) に罹病する。また， 

材は乾材シロアリ （Cryptotermes brevis）の被害を受けやすい。林内の衰弱木 

は生材シロアリ（Nasutiたrmes costalis） によって食害される。スリランカの 

Syzygium 属はヒラタキクイムシ科ayctus spp.） に対して生木，乾燥木とも 

に耐性があると言われる。また，フィージーの本属は1種の白色腐朽菌と2種 

の褐色腐朽菌に対して中庸の抵抗性を示したという。通常，本種は土中での耐 

久性は低いという評価であるが，水中での耐久性は高いといわれる。 

用 途 

本種の材は淡褐色あるいは灰色がかったクリーム色で比較的硬く重い◇比重 

は約α7である。 この材の乾燥や製材特性は良く知られていないa 多分これは 

幹形がよくなく，まれにしか製材されないためであろう。従って材としては垣 

根や柵などの杭材，燃料材，製炭材としての利用が多い。コスタリカではアグ 

ロフォレストリーの防風樹，被陰樹，そして燃材として推奨されている。また， 

目立ったクリーム色の花と暗緑色の葉，中庸な大きさの樹形のゆえに，本種は 

各地で庭園樹として好まれ，また，境界樹，防風樹としても植えられている。 

本種が熱帯地域に広まったのは，その果実がバラの花特有の香りをもつこと 

にあった。生果はいくぶん味気がなく，現在ではあまり好まれなくなってきて 

いる。 これには，生産性が低く，傷から痛みやすく，短寿命であるという理由 

もある。田舎の家庭では現在でも生食用とされるほか，ジェリー，砂糖漬けな 
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う報告があるが, これは極端に少ない例であろう。果実を生果とするには,注

意深く収穫して,素早く市場に出荷する必要がある。果実の傷は新鮮さを喪失

させ易く,新鮮さを失うと歯触りが極端に悪くなる。但し貯蔵中に色は変化し

な い。

病虫害
プエルトリコでは多数の昆虫類が本種の小枝, 葉 , 花, 果実を食害すると報

じられて いる。 多 くの ミバ エ (Aれαs云焔めたα spp,,Cem 擬 声 spp D 解“sspp, な

ど) の宿主となる。蟻 (My甥z錫αcmαα川粥錫研錫耀) は小枝に孔を作り, 繁殖

して,時に多くの頂生枝を枯らす。しかしながら,木全体を枯らしてしまうよ

うな昆虫は知られていない。葉の表面に斑点病,炭痘病などの菌類がしばしば

繁茂し,木全体が暗色,灰色になることがあるが,大きな被害になることは少

ない。ブラジルでは,本種の葉はさび病 (P“ccZれZQPSZ霞ま) に雁病する。また,

材は乾材シロアリ (C7ypzozeγmesb だ〃Zs)の被害を受けやすい。林内の衰弱木

は生材 シロア リ (Nα別物酬mgs co群賜お) によって食害される。 スリランカの

S繁雄粥m 属はヒラタキクイ.ムシ科 (Lyα"sspp.) に対して生木, 乾燥木とも

に耐性があると言われる。また, フィージーの本属は 1種の白色腐朽菌と 2種

の褐色腐朽菌に対して中庸の抵抗性を示したという。通常,本種は土中での耐

久性は低いという評価であるが,水中での耐久性は高いといわれる。

用 途
本種の材は淡褐色あるいは灰色がかったクリーム色で比較的硬く重い。比重

は約 0.7である。 この材の乾燥や製材特性は良く知られていない。多分これは

幹形がよくなく, まれにしか製材されないためであろう。従って材としては垣

根や柵などの杭材, 燃料材, 製炭材としての利用が多い。コスタリカではアグ

ロフオレストリーの防風樹,被陰樹,そして燃材として推奨されている。また,

目立ったクリーム色の花と暗緑色の葉, 中庸な大きさの樹形のゆえに, 本種は

各地で庭園樹として好まれ, また, 境界樹, 防風樹としても植えられている。

本種が熱帯地域に広まったのは, その果実がバラの花特有の香りをもつこと

にあった。生果はいくぶん味気がなく, 現在ではあまり好まれなくなってきて

いる。これには, 生産性が低く, 傷から痛みやすく, 短寿命であるという理由

もある。田舎の家庭では現在でも生食用とされるほか, ジェリー, 砂糖漬けな



194 

どの保存食とされる。果実はブタの餌としても利用される。 

樹皮は7%（乾重当たり）のタンニンを含み，皮なめしや染料に使われる。精 

油は27％のピネン，24％のリモネンを含み，香りがよく,香料産業の原料とな 

る。根，樹皮，種子は家庭用の医薬，例えば利尿剤，強壮剤として．用いられる。 

本種の花蜜は重くて一定の粘度のある琥珀色で，養蜂の蜜源としては良好であ 

る 

S. cuminii と違って，栽培品種はないようであり,育種的な研究は全く行わ 

れていない。本種は果実生産用というよりは，観賞用，湿潤な裸地での緑化樹 

やアグロフォレストリーの保護樹として価値がある。 
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どの保存食とされる。果実はブタの餌としても利用される。

樹皮は7%( 乾重当たり)のタンニンを含み,皮なめしや染料に使われる。精

油は 27% のピネン,24% のリモネンを含み,香りがよく,香料産業の原料とな

る。根,樹皮,種子は家庭用の医薬,例えば利尿剤,強壮剤として用いられる。

本種の花蜜は重くて一定の粘度のある琉地色で,養蜂の蜜源としては良好であ

る。

S.c"mz“ZZと違って, 栽培品種はないようであり, 育種的な研究は全く行わ

れていない。本種は果実生産用というよりは,観賞用,湿潤な裸地での緑化樹

やアグロフォレストリーの保護樹として価値がある。
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31. モモタマナ属（Term i nalia) （続） 

学名：2’切●ninalia spp. 

シクンシ科 

森貞 和仁 

モモタマナ類は，建築用材のみならず，薬用など用途が広い。第2 巻で，西 

アフリカやパプアニューギニア産で湿潤地に適した種が紹介されたので，ここ 

では，サバンナなどの乾燥地に適しているとみられるモモタマナ属樹木を紹介 

する。既往の文献によると，乾燥地に適しているとされる有用モモタマナ属樹 

木は，表3Llのように少なくとも10数種あるが，適地,育苗，成長などの造 

林特性に関しては不明な点が多い。これらのなかで造林特性に関する情報が比 

較的揃っている7'. ala協T.aガuna, 7'. lallirica, 7'. brownii, T. sp訊Osa につい 

て解説する。 

Terminalta alata Heyne ex Roth 

インド原産で，インドでは最も重要な木材のひとつである。 しばしば純林を 

形成する。樹幹は長く通直で，枝は水平に広がり，厚い樹冠層を形成する。樹 

皮は暗灰～黒色で厚く，深い縦割れがあり，ワニ皮模様を呈する。葉は単葉で 

表31. 1 乾燥地に適しているとされる有用モモタマナ類 

種 名 
天然分布域の 
年降水量(mm) 樹高成長（m) 出 典 

T. alata Heyne ex Roth* 

T albida Sc. Elliot 

7'. arjuna Wight & Arn.中 

T auicennioidおGuill. & Perr. 

T bellirica Roxb.* 

Tbrownii Fresen. 

zglaucescens Planch. 

7'. laxiflora Engi.&Diels 

7'. macro滋ra Guill. & Pert. 

T moltおLaws. 

T ”加osa En創． 

500-'3,650 

9 

750,__l,750** 

500-1,000 

900 _,3.000** 

500-900 

(T laxiflora より 
湿潤側） 

(T macroptera と同じ） 

700-4,500 

Hocking 1993 

Burkill 1985 

Hock血g 1993 

Maydell 1986 

Hocking 1993 

Sahni 1968 

Burkill 1985 

Maydell 1986 

Maydell 1986 

Keay et aL 1964 

Specht & Schaefer 
1990 

30-35 

13, shrub 形成 

24 

10, bush形成 

30-'40 

7- 13- (25) 

20 

12 

8-(13) 

10 

3-15 

？
・
 

り‘・ 

寧：インド原産，その他はアフリカ原産 “：乾燥地では灌水必要 

　　　

31. モモタマナ属 (Terminalia)( 続 )

学名 :7Tの粥ばれ餌彰 spp.

シクンシ科

森貞 和仁

モモタマナ類は, 建築用材のみならず, 薬用など用途が広い。第 2巻で, 西

アフリカやパプアニューギニア産で湿潤地に適した種が紹介されたので, ここ

では, サバンナなどの乾燥地に適しているとみられるモモタマナ属樹木を紹介

する。既往の文献によると, 乾燥地に適しているとされる有用モモタマナ属樹

木は, 表 31.1のように少なくとも 10数種あるが, 適地, 育苗, 成長などの造

林特性に関しては不明な点が多い。これらのなかで造林特性に関する情報が比

較的揃 っている 71α卿ね,71αガ綿れα,710B‘互γi餌 ,71 鰯 ozU燭 Z,71sかれosαについ

て解説する。

釘ermi 冗α綿塀 αZαfio Heyne ex Roth

インド原産で, インドでは最も重要な木材のひとつである。しばしば純林を

形成する。樹幹は長く通直で,枝は水平に広がり,厚い樹冠層を形成する。樹

皮は暗灰~ 黒色で厚く, 深い縦割れがあり, ワニ皮模様を呈する。葉は単葉で

表 31,1 乾燥地に適しているとされる有用モモタマナ類

種 名 天然分布域の 樹高成長(m) 出 典
年降水量(mm)

71 α卿奴 Heyneex Roth* 500^}3,650 30′~35Hocking l993

71α bidα Sc.EI1iot ? 13,shrub 形成 Burkill l985

71αガm 姻 WighL&Arn.* 750~1,750** 24Hocking l993

71α匿卿 z'lfoldesGuill.&Perr. 500~1,000 10,bush 形成 Maydell l986

で 08"宏γたα Roxb ・* 90ひY3,00 が * 30【}40Hocking 1993

z わ mひれ鳶 Fresen. 50〇~900 7~13~(25) sahni l968

71g 毎“cesce"sP1anch.(71 ねメ扉om より 20 Burkill l985
湿潤側)

71‘ロメ新Zom Engl.&Diels(71' 〃〃ciのPie超 と同じ)12 Maydell l986

71 '''のめ鰹8mGunl.&Perr. 700~1,500 8~(13)Maydell l986

17 ァの ZZfs-Laws ・ ? 1OKeay e≠〆 .1964

で sP粥osα Engl. ? 3~15Specht & Schaefer
l990

*:インド原産, その他はアフリカ原産 “ :乾燥地では潅水必要
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大きく （18-23 cmx 6-10cm)，鈍卵～楕円形，深緑色,表面は無毛，裏面に 

綿毛が密生する。にぶい黄色の小さな花をつけ，果実は5方向に翼のある石果 

を形成する。 

成長特性 

光に対する要求が強く，被陰下での成長は悪い。長期の乾燥にも弱い。T 

arfuna,T bellirica ほどの雨量を要求しない。芽生えは低温に弱いが，回復力 

は強い。種子または萌芽で更新する。 

育苗と植栽 

種子の重量は400'-750 粒ノkg，発芽率は40'-80％である。発芽処理はとく 

に必要ないとされているが，種子を山積みにして毎日潅水し，発芽しはじめた 

ら移植したり，2日間水に浸すこともある。 

植栽方法としては,直播きとスタンプ苗がよく，苗畑で播種した苗をそのま 

ま植栽に使用することはほとんどない。直播きは，15cm 間隔のラインまたは 

パッチに沿って雨季のはじめに行う。発芽は1週間で始まり，6週間程度続く。 

苗畑では，20cm 間隔のラインに沿って8cm間隔で播種する。夏の間は遮光す 

る必要がある。床替えは必要ない。苗畑播種苗は当年の雨季には植栽できるが， 

スタンプ苗には12-15か月生で成長のよいもの（地際直径：1.0~1.5 cm）を使 

用する。純林を仕立てるには2mX2mまたは3mX3m 間隔で，スタンプ苗を 

植える。直播き,苗畑いずれにおいても，植栽後，除草が必要である。 

成 長 

通常は60-400年で，樹高30-35m,直径40-'60cm に達する。立地条件が 

よければ，萌芽更新20年で直径約6cm に達する。 

病虫害 

様々な害虫，病害の宿主となることが知られているが，害が少ないのでいず 

れも成長阻害にはならない。 

Terminalia arjuna Wight &Amn. 

インド原産，形状がよく，樹高24 rn まで成長し，幹は通直で，板根を形成す 

　　　

大きく (13~23cm ×6~1ocm), 鈍卵~ 楕円形, 深緑色, 表面は無毛, 裏面に

綿毛が密生する。にぷい黄色の小さな花をつけ,果実は5方向に翼のある石果

を形成する。

成長特性
光に対する要求が強く,被陰下での成長は悪い。長期の乾燥にも弱い。71

αワ龍れα,71 彰ZZ顔 cαほどの雨量を要求しない。芽生えは低温に弱いが, 回復力

は強い。種子または萌芽で更新する。

育苗と植栽
種子の重量は 400~750 粒 /kg, 発芽率は 40~80% である。発芽処理はとく

に必要ないとされているが, 種子を山積みにして毎日潅水し, 発芽しはじめた

ら移植したり,2 日間水に浸すこともある。

植栽方法としては,直播きとスタンプ苗がよく,苗畑で播種した苗をそのま

ま植栽に使用することはほとんどない。直播きは,15cm 間隔のラインまたは

パッチに沿って雨季のはじめに行う。発芽は 1週間で始まり,6 週間程度続く。

苗畑では,20cm 間隔のラインに沿って 8cm 間隔で播種する。夏の間は遮光す

る必要がある。床替えは必要ない。苗畑揺種苗は当年の雨季には植栽できるが,

スタンプ菌には 12~15 か月生で成長のよいもの (地際直径 :1.0~1,5cm) を使

用する。純林を仕立てるには 2m ×2m または 3m ×3m 間隔で, スタンプ苗を

植える。直播き, 苗畑いずれにおいても, 植栽後, 除草が必要である。

成 長
通常は 60~100 年で,樹高 30~35m, 直径 40~60cm に達する。立地条件が

よければ, 萌芽更新 20年で直径約 6cm に達する。

病虫害
様々な害虫, 病害の宿主となることが知られているが, 害が少ないのでいず

れも成長阻害にはならない。

劣ermi れ扇ぎααヴ““α Wight&Arn.

インド原産,形状がよく,樹高 24m まで成長し,幹は通直で,板根を形成す
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る。樹皮が灰～桃灰色，平滑なことで，Talata と区別される。葉は単葉で対 

生，大きさは10'-25 cmx 5-'9 cm，厚く基部には腺がある。花は小さく，白～ 

クリーム白色，果実は暗褐～赤褐色, 5-.,7つの稜角がある。 

適地と更新 

中性土壌での成長が最もよく，一般的には水はけのよい肥沃な土壊を好む。 

幼樹は,乾燥や低温に弱く,初期5-6年間はダイバックを繰り返す。天然更 

新は湿潤な地方では可能であるが，半乾燥地ではまれである。種子，萌芽，頭 

木更新，根からの萌芽，スタンプ苗，空中取り木など各種の方法による更新が 

可能である。6-7年生から種子をつけはじめ，3年周期で豊作になる。 

育 苗 

種子は固い殻に入っており，地表をきれいに除草しておき，成熟して落下し 

てくる種子を採取する。 日陰で1か月乾燥した後，手で揉むことで稜角がとれ 

る。重量は2 10 '-'6,0 00粒ノkgあり，麻袋で1年間保存できるが，発芽率は10-V 

20％ほど低下する。 

播種前，冷水に2日間浸す。新鮮な種子の発芽率は60-90％と高く，I 週間 

で発芽しはじめる。ポットでは最初1ポットに2個ずつ播種し，発芽後間引き 

する。雨季までに40cm に成長したら，植え付ける。乾燥地での直播きは推奨 

できない。 

スタンプ苗（地上部：5cm，根部：20cm）は15か月生の苗から作り,ポット 

で芽を出させてから移植する。取木は公園などの緑地ではよいが，大規模造林 

には不向きである。 

植栽後の保育は，除草のみならず，初期1,2年は火事，低温から保護する必要 

がある。萌芽更新は胸高直径25cm以下ならば可能である。 

成 長 

潅水すれば初期成長はよく，直径の年平均成長が0.6cm (81cm 高）, 16年で 

樹高11-'12m になる（Troup 1921)。 

インドの半乾燥地では，植穴の周りを深さ23cm まで耕し，その土で植穴の 

周りに2重の畝（直径lmと苗の周り）をつくる植栽方法（Double ditch 

method) が試みられている。この方法によると樹高成長は2年生で，0.95m 

Z97

る。樹皮が灰~ 桃灰色, 平滑なことで,7 1α‘解αと区別される。葉は単葉で対

生 ,大 きさは 10~25cm ×5~9cm, 厚 く基部には腺がある。花は小さく, 白 ~

クリーム白色, 果実は暗褐~ 赤褐色,5~7 つの稜角がある。

適地と更新
中性土壌での成長が最もよく,一般的には水はけのよい肥沃な土壌を好む。

幼樹は,乾燥や低温に弱く,初期 5~6 年間はダイバックを繰り返す。天然更

新は湿潤な地方では可能であるが, 半乾燥地ではまれである。種子, 萌芽, 頭

木更新, 根からの萌芽, スタンプ菌, 空 LP取り木など各種の方法による更新が

可能である。6~7 年生から種子をつけはじめ,3 年周期で豊作になる。

育 苗
種子は固い殻に入っており,地表をきれいに除草しておき,成熟して落下し

てくる種子を採取する。日陰で 1か月乾燥した後,手で様むことで稜角がとれ

る。重量は 210~6,000粒 /kg あり,麻袋で 1年間保存できるが,発芽率は 10~

20% ほど低下する。

播種前,冷水に 2日間浸す。新鮮な種子の発芽率は60~90% と高く,1 週間

で発芽しはじめる。ポットでは最初 1ポットに 2個ずつ播種し, 発芽後間引き

する。雨季までに 40cm に成長したら, 植え付ける。乾燥地での直播きは推奨

できない。

スタンプ苗 (地上部 :5cm, 根部 :20cm) は 15か月生の苗から作り,ポット

で芽を出させてから移植する。取木は公園などの緑地ではよいが,大規模造林

には不向きである。

植栽後の保育は,除草のみならず,初期 1,2年は火事,低温から保護する必要

がある。萌芽更新は胸高直径 25cm以下ならば可能である。

成 長
潅水すれば初期成長はよく,直径の年平均成長が 0.6cm(81cm 高),16 年で

樹高 11~12m になる (Troup l921)。

インドの半乾燥地では,植穴の周りを深さ 23cm まで耕し, その土で植穴の

周りに 2重の畝 (直径 lm と苗の周り) をつくる植栽方法 (Double ditch

method) が試みられている。 この方法によると樹高成長は 2年生で,0,95m
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（無処理コントロール：0.65 m ） になる（Monhare & Chaubey 1996)。 

病虫害 

穿孔虫としては，ナガシンクイムシ科の多くの種が加害する。 

Terminalia bellirica Roxb. 

インド原産で，30-'40m まで成長する高木で，非常に通直性にすぐれ，板根 

を形成する。樹皮は青～灰色で，垂直方向に細かい割れ目が無数にある。葉は 

大きく（長さ：10-'20cm)，互生，広長円形で，枝の先端にかたまる。新葉は赤 

銅色であるが，成葉は深緑色になり，旧葉は落葉前に黄変する。緑白色の花が 

新葉と同じ頃に開き，蜂蜜様の匂いが強い。果実は亜球形で，乾燥するとわず 

かに5つの稜角がみられる。 

適地と更新 

水分条件のよくない場所でも育つが，最も成長がよいのは排水条件がよく土 

層が深い砂質壌土である。陽樹で,乾燥耐性は高いが，低温には弱い。天然分 

布は湿潤な地方であるが，乾燥地でもみられる。しかしながら，森林に仕立て 

るには潅水が必要である。 

種子と萌芽で天然更新するが，種子は動物の食害を受けやすいので，実生に 

よる天然更新はまれである。 

育 苗 

種子は毎年よく結実するので，成長のよい母樹からの落下種子を集めて使 

う。果肉を外した後，天日で乾燥する。種子重量は340-470粒ノkgで，新鮮種 

子の発芽率は50-85％と高く，1年間は保存できるが，発芽率は40-50％に 

低下する。3-4月に，冷水にI日間浸した後，20cm間隔のラインに沿って5 

cm間隔で播種する。定期的な除草と潅水が必要である。発芽は10日後から7 

週間続く。苗高が3-Scm になったらポットに移植する。なお，Chakraborty 

etal. (1992）によれば，発芽処理として，濃硫酸に12分間浸す方法がよいとさ 

れているが，多量の種子処理には不向きである。 

　　　

(無処理 コントロール :0.65m) になる (Nonhare&Chaubey l996)。

病虫害
穿孔虫としては, ナガシンクイムシ科の多くの種が加害する。

要er摘むまたαはαわeiiZricα Roxb.

インド原産で,30~40m まで成長する高木で,非常に通直性にすぐれ,板根

を形成する。樹皮は青~灰色で,垂直方向に細かい割れ目が無数にある。葉は

大きく (長さ :10~20cm), 互生,広長円形で,枝の先端にかたまる。新葉は赤

銅色であるが,成葉は深緑色になり, 旧葉は落葉前に黄変する。緑白色の花が

新葉と同じ頃に開き,蜂蜜様の匂いが強い。果実は亜球形で,乾燥するとわず

かに 5つの稜角がみられる。

適地と更新

水分条件のよくない場所でも育つが,最も成長がよいのは排水条件がよく土

層が深い砂質壌土である。陽樹で,乾燥耐性は高いが,低温には弱い。天然分

布は湿潤な地方であるが,乾燥地でもみられる。しかしながら,森林に仕立て

るには潅水が必要である。

種子と萌芽で天然更新するが,種子は動物の食害を受けやすいので,実生に

よる天然更新はまれである。

育 苗

種子は毎年よく結実するので,成長のよい母樹からの落下種子を集めて使

う。果肉を外した後,天日で乾燥する。種子重量は 340~470 粒 /kg で,新鮮種

子の発芽率は 50~85% と高く,1 年間は保存できるが, 発芽率は 40~50% に

低下する。 3~4 月に, 冷水に 1日間浸した後,20cm 間隔のラインに沿って 5

cm 間隔で播種する。定期的な除草と潅水が必要である。発芽は 10日後から7

週間続く。苗高が 3~5cm になったらポットに移植する。なお,Chakraborty

e云α.(1992) によれば,発芽処理として,濃硫酸に 12分間浸す方法がよいとさ

れているが, 多量の種子処理には不向きである。
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表31. 2 z 加Itirica 萌芽の成長： 
ラームガル，インド けroup 1921) 

林 齢 平均樹高（m) 平均直径（cm) 

2 1.2 ー 

4 2.4 1.6 

6 3.3 2.4 

8 4.2 3.1 

10 5.0 3.7 

12 5.8 4.4 

14 6.4 5.1 

植栽と成長 

造林には，直播きや苗畑播種苗の移植も可能であるが，根からの萌芽やスタ 

ンプ苗を利用するのがよい。直播きは6-7月の雨季のはじめに3m間隔のラ 

インまたはパッチに沿って行う。lm間隔で種子を播き，1'-4.5cm の厚さで土 

をかぶせる。除草は必須である。植え付け後L 2, 3, 4年目の樹高はそれぞれ 

15, 30, 90, 150-180cm になる。スタンプ苗には12~15か月生の苗が適して 

おり，7,8月の雨季にはいってから植栽する。インドでは，萌芽更新14年生で 

樹高6.4m に成長する（表31. 2) (Troup 1921)。 

病虫害 

加害昆虫は食葉性，穿孔性ともに多く, 100種以上にのぼる。とくにナガシン 

クイムシ科，カミキリムシ科の穿孔性の甲虫類も多い。 しかし，深刻な被害は 

与えていない。 

Term玩alia brownii Fresen. 

東アフリカ原産のサバンナ性樹木で，通常は樹高7-43 m の小高木である 

が，時には25rn まで成長する。樹冠はまるく広がり，枝は地上近くまで垂下す 

る。樹皮は灰色で，粗く，垂直方向に割れ目が発達する。葉は枝の先にかたま 

り，倒卵形～長円形（7-i1 cm>( 2.5-7.5 cm）で，1.5'-2cm の葉柄がある。新 

葉部から伸びた長さ9.5'-ll cm の花序にクリーム～白色の花をつけ,不快な 

匂いがする。紫赤～褐色で，倒卵～楕円形の薄い翼をもつ3.5 cm X 2.5 cm の果 

実をつける。ナイジュリアでは，無毛で比較的幅広な果実の形態から，ほかの 

モモタマナ類と区別されている aeay et aL 1964)。 

表 31.2 71ゎ郷‘かぎcα萌芽の成長 :
ラームガル , イ ンド (Troup l921)

林 齢 平均樹高 (m) 平均直径 (cm)

2 1.2

4 2.4

6 3.3

8 4.2

10 5.O

12 5.8

14 6,4
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植栽と成長

造林には,直播きや苗畑播種苗の移植も可能であるが,根からの萌芽やスタ

ンプ苗を利用するのがよい。直播きは 6~7 月の雨季のはじめに 3m 間隔のラ

インまたはパッチに沿って行う。lm 間隔で種子を掻き,1~1.5cm の厚さで土

をかぶせる。除草は必須である。植え付け後 1,2,3,4 年目の樹高はそれぞれ

15,30,90,150~180cm になる。スタンプ苗には 12~15 か月生の苗が適 して

おり,7,8 月の雨季にはいってから植栽する。インドでは, 萌芽更新 14年生で

樹高 6,4m に成長する (表 31.2)(Troup l921)。

病虫害
加害昆虫は食葉性,穿孔性ともに多く,100 種以上にのぼる。とくにナガシン

クイムシ科, カミキリムシ科の穿孔性の甲虫類も多い。しかし, 深刻な被害は

与えていない。

!e れ虜““α“α 0rozo 魔"Fresen.

東アフリカ原産のサバンナ性樹木で, 通常は樹高 7~13m の小高木である

が,時には25m まで成長する。樹冠はまるく広がり,枝は地上近くまで垂下す

る。樹皮は灰色で,粗く,垂直方向に割れ目が発達する。葉は枝の先にかたま

り, 倒卵形 ~ 長円形 (7~1lcm ×2.5~7,5cm) で ,1.5~2cm の葉柄がある。新

葉部から伸びた長さ 9.5~1lcm の花序にクリーム~ 白色の花をつけ, 不快な

匂いがする。紫赤~ 褐色で, 倒卵~ 楕円形の薄い翼をもつ 3.5cm ×2.5cm の果

実をつける。ナイジェリアでは, 無毛で比較的幅広な果実の形態から, ほかの

モモタマナ類と区別されている (Keay e‘〆.1964)。
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図31.l zlirownilの葉，花，果実（Sahni 1968) 

タネの取扱い 

Carlowitz (1991） によれば，発芽処理はとくに必要ないとされているが， 

Specht & Schaefer (1990） は果皮の切除を推奨しており，その方法は以下の 

通りである。 

1. 果皮を切り取り，シイナ率をしらべる （外見からはシイナかどうか区別で 

きないので必要である）。 

2． 種子の乾燥：含水率10-12％の種子の発芽率が高いが，新鮮な種子は 

ZOO

図 31.1 ヱ bmwmz の葉 , 花 , 果実 (Sahni l968)

タネの取扱い

Carlowitz(1991) によれば, 発芽処理はとくに必要ないとされているが,

Specht & Schaefer(1990) は果皮の切除を推奨しており, その方法は以下の

通りである。

1. 果皮を切り取り, シイナ率をしらべる (外見からはシイナかどうか区別で

きないので必要である)。

2. 種子の乾燥 :含水率 10~12% の種子の発芽率が高いが, 新鮮な種子は
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表31. 3 T brownit苗の成長：Wilson etal. (1991）の 
無処理サンプルのデータから作成 （単位：cm) 

測定時期ノ植裁場所 Marimanti Olorgasailie 

移植 2週後 

移植30週後 

10.0 

78.4 

6.7 

21.7 

ノ」 

( 

/ 

図31. 2 Tspinosaの葉と果実（Mbuya et at. 1994) 

32％と含水率が高いので,乾燥する。果実を棚に広げ，日陰で1週間くらい 

乾燥する。十分乾燥した種子の果実は砕けやすくなる。 

3． 種子が十分に成熟していれば，果皮を切り取る。その際，果柄を残すよう 

に注意する。果柄部には2列の隆起した脈があることで，区別できる。 

4． 果皮を切除した種子はすみやかに，発芽床に水平において，厚さlcm ほ 

ど土，砂をかぶせる。発芽床はあらかじめ殺菌しておくこと。殺菌床が使え 

ない場合は，土よりも砂地の床を使用することが望ましい。 

適地,成長，病虫害 

ケニアでは,砂質～砂埴質土壌が適しているとされている（KEFRI 1990% 

しかしながら,Wilson at a1 (1991）がケニアで行った植栽試験では，1年で樹 

高78cm ないしは22cm と場所による違いが大きい。菌根菌接種による成長促 

進や，保水剤添加による生存率の改善も，場所によって効果は異なりはっきり 

しない。穿孔虫やシロアリに強いといわれている （Bir虹11 1985)。 

表 31.3 7t bm 妙“麹菌の成長 :Wilson 妨 碍.(1991) の

無処理サンプルのデータから作成 (単位 :cm)

測定時期/植栽場所 Ma「imanti olorgasailie

移植 2週後 10.0 6.7

移植 30週後 78.4 21.7

図 31.2 71 sPZ“osαの葉 と果実 (Mbuyagi α‘.1994)

32% と含水率が高いので,乾燥する。果実を棚に広げ, 日陰で 1週間くらい

乾燥する。十分乾燥した種子の果実は砕けやすくなる。

3. 種子が十分に成熟していれば, 果皮を切り取る。その際, 果柄を残すよう

に注意する。果柄部には 2列の隆起した脈があることで, 区別できる。

4. 果皮を切除した種子はすみやかに, 発芽床に水平において, 厚さ lcm ほ

ど土,砂をかぶせる。発芽床はあらかじめ殺菌しておくこと。殺菌床が使え

ない場合は,土よりも砂地の床を使用することが望ましい。

適地, 成長, 病虫害

ケニアでは,砂質~ 砂埴質土壌が適しているとされている (KEFRI I990)。

しかしながら,Wilson g‘〆.(1991) がケニアで行った植栽試験では,1 年で樹

高 78cm ないしは 22cm と場所による違いが大きい。菌根菌接種による成長促

進や,保水剤添加による生存率の改善も,場所によって効果は異なりはっきり

しない。穿孔虫やシロアリに強いといわれている (Burkilll985)。
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Ter,ninalia spinosa EngL 

東アフリカの半乾燥地にT prunioides と混生して分布している中型の樹木 

で，最近では植栽も試みられている。Tp runioides は低木状のものから樹高 

15 m 程度までであるが，本種は20 m くらいまでにはなる。短枝に輪生する葉 

は先端が平たく鋭い刺がある（図31.2)。種子は8,000'-'20,000 粒／kg とされ， 

発芽は遅いが，率はわるくない。 
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東アフリカの半乾燥地に 71〆“"Zoidgsと混生して分布している中型の樹木

で, 最近では植栽も試みられている。 71 Pmmoldgs は低木状のものから樹高

15m 程度までであるが, 本種は 20m くらいまでにはなる。短枝に輪生する葉

は先端が平たく鋭い刺がある (図 31,2)。種子は 8,000~20,000粒 /kg とされ,

発芽は遅いが, 率はわろくない。
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32， ブリーツリー（Bully-tree) 

学名：Pou記na multiflora (A.DC.) Eyma 

アカテツ科 

田内 裕之 

本種はJ五cana もしくはBully-tree として一般に知られている。中～大サイ 

ズの常緑樹で，大きな樹冠，長楕円形の葉，茶色の裂けたやや荒い樹皮を持っ。 

アンティル諸島（the Greater Antilles）および小アンティル諸島（the Lesser 

Antilles) に自生し，食用として時に植栽される。 

Pouteria 属はおよそ325種からなる熱帯産の高木及び低木である。P multi-

floraと分類学上同一な種（学名シノニム）としてLucuma multiflora, 

Vi加har記mult切ora, Radbkoferehla muhtiflora,R.guadelupens楓 L. duss叔na, 

L. martinicgns お，P. duss詔naおよびP. mart訊icensis がある。プェルトリコで 

は，本種の他に3種類のPouteria 属が分布する。そのうち，P dictyoneura 

ssp.ルertesii は，稀に石灰岩質の丘陵林に出現する。Rhotteana は，標高が中 

～低部の西部山地帯の南側斜面に稀に出現する。R sapota は，たまに標高の低 

い地域で果実用および被陰木として植栽されているが，帰化はしていない。P 

dictyoneura およびP hotteaa はヒスパニオラ地域やキューバにも自生して 

いるのに対し,P. sapota は西インド諸島やメキシコから南アメリカ北部にか 

けて自生する。 

P. sapota は古くフィリピン（現地名Chico-mamey) に持ち込まれ，さらに 

イ ンドネシア （Ciko mama)，マレーシア （Chico-mamey) ，ベトナム 

(Tru'ng gのへと移植され，果実を生食するために植栽されている （Oyen 

1995)。東南アジアにも，数種のPouteria 属が分布するがあまり利用されてい 

ない。マレーシアに広く分布する高木種R malaccensis（現地名Nyatoh 

nangka kuning）は，成長が速く，その材は優良な軽質材であるため，植林樹 

種として有望視されている（Whitmore 1983; Appanah & Weinland l993)。 

分布域及び立地 

本種は，カリブ海にあるlO。N-'20。N のジャマイカ，ヒスパニオラ地域，プ 

ェルトリコから小アンティル諸島を経てトリニダードトバゴにいたる地域に分 
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32. プ リー ツ リー (Bully-tree)

学名 :Fo" ≠aγね m“"耀 om(A.DC.)Eyma

アカテッ科

田内 裕之

本種はJacana もしくは Bully‐treeとして一般に知られている。中~ 大サイ

ズの常緑樹で,大きな樹冠,長楕円形の葉,茶色の裂けたやや荒い樹皮を持つ。

アンティル諸島 (the Greater Antilles) および小アンティル諸島 (the Lesser

Antilles)に自生し, 食用として時に植栽される。

Fo“解“α属はおよそ 325種からなる熱帯産の高木及び低木である。P m“‘‘i-

月om と分類学上同一 な種 (学名 シノニム) と して L"c“mα m“"現om,

隣ぢ郷 Z僻まαm"" 凱 om,RQ α魔 o花形夏αm “"鯛 om, 尺.g“αα8Z“Pe“sお,L. α“ss彰 72α,

L. 粥α“粥 ice72SIS,Pd"ss 餌れαお よび Pm αγ“"にe“s声 が あ る。 プエル トリコで

は, 本種の他に 3種類の Ro“z8γiα属が分布する。そのうち,P dicか鯛8“m

ssp.f"8γzesi麓ま,稀に石灰岩質の丘陵林に出現する。P れo云云伽卿 は,標高が中

~ 低部の西部 1」」地帯の南側斜面に稀に出現する。Ps の o銀は,たまに標高の低

い地域で果実用および被陰木として植栽されているが,帰化はしていない。P

霞 czy伽 g“m および P れo雄α72αは ヒスパニオラ地域やキューバにも自生 して

いるのに対し,P sαPo加 は西インド諸島やメキシコから南アメリカ北部にか

けて自生する。

Psαipo卿 は古くフィリピン (現地名 Chic mamey) に持ち込まれ, さらに

イ ン ドネ シ ア (Ciko mama), マ レ ー シ ア (Chico ‐mamey), ベ トナ ム

(Trばngga) へと移植され, 果実を生食するために植栽されている (oyen

l995)。東南アジアにも, 数種の HD“‘@だα属が分布するがあまり利用されてい

ない。マレーシアに広く分布する高木種 P m鯛αcc靴 SIS(現地名 Nyatoh

nangkakuning) は,成長が速く, その材は優良な軽質材であるため, 植林樹

種として有望視されている (Whitmore l983;Appanah&Weinlandl993) 。

分布域及び立地
本種は, カ リブ海にある looN~20oN の ジャマイカ, ヒスパニオラ地域 , プ

エルトリコから小アンティル諸島を経てトリニダードトバゴにいたる地域に分
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図32. 1 Pouteria multiflora の天然分布地（点線内の黒塗り部分） 

布する（図32. 1)。本種のように大型の種子を持つ樹種は,古くアメリカ原住民 

によって周辺の島々に持ち込まれたものと思われる。プェルトリコでは湿潤な 

二次林や放置農地に多く自生する。 トリニダードトバゴの首都（Port of 

Spain) では食用として庭に植えられている。 

本種は年間降雨量が1,400'--3,000 mm の湿潤な雨林に分布する。分布域の高 

地では年間通して降雨があり，低山地や海岸域では2-4か月の乾季がある。ア 

ンティル諸島および小アンティル諸島では,月平均気温は22℃ (1月）-27C (7 

月）であり，無霜地帯である。本種は石灰岩及び火成岩由来の土壌に生育し， 

自生地としては粘土質土壊が最も普通であるが，砂質ロームなど他の土壊も好 

適地である。土壌pHは4.5-7.o である。 プェルトリコでは，海岸城から標高 

77Dm までの低山帯に分布する。成長は斜面の向きに大きく影響されることは 

ない。プェルトリコの6-8年生の人工林では，その成長が斜面中部や尾根筋よ 

り谷部で良好である。ジャマイカでは石灰岩起源土壌の森林に自生し， ドミニ 

カでは海抜280-430 m に分布する。また小アンティル諸島のMartiniqueや 

Guadeloupe では標高300-700m に分布する。 プェルトリコで1930年代に植 

林された場所は，蛇紋岩土壌，および浸食された岩石の多い乾燥がちの酸性土 

壌であったため成長が良くなかった。 

森林構成 

プェルトリコでは，本種は湿潤な成熟林や放棄農地に出現する。50-,55年生 

の人工林では， Casearia spp., Conl加 sulcata. Didymopanax moro切切ni, 

Guarea guidon楓 Inga fagifl奴 Iコbtitia domingensお， Prestoea mon加na 

Swieten加 macrophyl奴S加ygium ルmbos,およびTabebuia heterop加Iルと共 
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図 32.I Hり“‘@γ卿“z郷ご魂om の天然分布地 (点線内の黒塗り部分)

布する (図 32.1)。本種のように大型の種子を持つ樹種は,古くアメリカ原住民

によって周辺の島々に持ち込まれたものと思われる。プエルトリコでは湿潤な

二次林や放置農地に多く自生する。 トリニダー ドトバゴの首都 (Port of

Spain) では食用として庭に植えられている。

本種は年間降雨量が 1,400~3,00omm の湿潤な雨林に分布する。分布域の高

地では年間通して降雨があり,低山地や海岸域では 2~4 か月の乾季がある。ア

ンティル諸島および小アンティル諸島では,月平均気温は 22℃ (1月)~27qC(7

月)であり,無霜地帯である。本種は石灰岩及び火成岩由来の土壌に生育し,

自生地としては粘土質土壌が最も普通であるが,砂質ロームなど他の土壌も好

適地である。土壌 pH は 4.5~7.0である。プエルトリコでは, 海岸域から標高

770m までの低山帯に分布する。成長は斜面の向きに大きく影響されることは

ない。プエルトリコの 6~8 年生の人工林では,その成長が斜面中部や尾根筋よ

り谷部で良好である。ジャマイカでは石灰岩起源土壌の森林に自生し, ドミニ

カでは海抜 280~430m に分布する。また小アンティル諸島の Martinique や

Guadeloupe では標高 300~700m に分布する。プエルトリコで 1930年代に植

林された場所は,蛇紋岩土壌, および浸食された岩石の多い乾燥がちの酸性土

壌であったため成長が良くなかった。

森林構成
プエルトリコでは,本種は湿潤な成熟林や放棄農地に出現する。50~55 年生

の人工林 で は , C鯖 釦γまα spp.,C 鯛燐α s“Zcのα,D 誠γ粥の 伽 伽 mom 云oZo“i,

G“α〆eq gの do れiQ, 魔 gα 万αg新o‘幻,PelIZ 卿 αom 粥 g8れsis P陀 s加数 mo “ごαれα

Swig 彰燭α'"αcmのカメね,Sy矧ぎ彰雛如規ゎos,および 71勧め "われgze〆噂カメ郷 と共
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に生育していた。 

小アンティル諸島のSt. Kitts, St. Vincent, Dominica，およびGrenadaで 

は，Dacryodes excelsaやSルaflea spp．が優占する低山雨林の林内木として割 

合低い密度で出現する。トリニダードでは稀で，北部山岳林の林内に若干優占 

する。 

開花・結実 

開花は樹冠が良く発達した20-30年生の個体になると始まる。開花フェノ 

ロジーは，自生地の雨季によって左右される。プェルトリコでは年中開花する 

が，個体レベルでは季節性をもっている。Guadeloupe や Martiniqueでは，10 

月から1月と6月から7月にかけて開花する．。花はlcm 位の細い毛髪状の緑 

色をした茎上に小さな塊となって咲く。 長さ6mm，円形で緑色の4枚のがく 

を持ち,花冠は6つの突出した長さ10mm幅fimrilのチューブ状でピンクか 

ら白色，雄しべは6本，雌しべは茶色で，毛髪状の4 - 5個の細胞からなる子房 

を持つ長さ6mm のずんぐりした形をした虫媒花である（図32. 2)。 

果実の表面は平滑で，色はオレンジイエロー，長さ5cm 幅3cm の卵形の疑 
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図32. 2 Pouteγ加multiflora の葉および果実 
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に生育していた。

小 ア ンテ ィル諸 島の St.Kitts,St.Vincent,Dominica, お よび Grenada で

は,D αげyodgs 錦ce‘鯛 や SZ0α解αspp.が優占する低山雨林の林内木として割

合低い密度で出現する。トリニダードでは稀で,北部山岳林の林内に若干優占

する。

開花・結実

開花は樹冠が良く発達した 20~30 年生の個体になると始まる。開花フェノ

ロジーは, 自生地の雨季によって左右される。プエルトリコでは年中開花する

が,個体 レベルでは季節性をもっている。Guadeloupe や Martinique では,10

月から 1月と 6月から7月にかけて開花する ,。花は lcm 位の細い毛髪状の緑

色をした茎上に小さな塊となって咲く。長さ 6mm, 円形で緑色の 4枚のがく

を持ち, 花冠は 6つの突出した長さ 1omm 幅 6mm のチューブ状でピンクか

ら白色,雄しべは 6本,雌しべは茶色で,毛髪状の 4~5 個の細胞からなる子房

を持つ長さ 6mm のずんぐりした形をした虫媒花である (図 32.2)。

果実の表面は平滑で,色はオレンジイエロー,長さ 5cm 幅 3cm の卵形の紫
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果である。果肉は黄もしくはオレンジ色で食べられる。種子は堅く茶色の卵形， 

長さ2.2-6.4 cm幅1.3cmである。 1果に1種子が多いが， プェルトリコでは 

複数種子の果実が普通である。平均果実重は68 gである。プェルトリコでは， 

果実は年間通して熟すが，乾季のある西インド諸島のトリニダード等では乾季 

の初期にあたる2月に熟する。 

種子の取扱い 

種子重は変異が大きく，1果あたりの種子数に反比例して軽くなる。1果あた 

り平均2種子を持つものでは，平均種子生重が12.0gであった,一方一個の種 

子しか持たない果実由来の種子は23.2 gであった。1kgあたりの種子は40-85 

粒である。大きな木は年間200--300果をつける。種子は乾燥に耐えないため， 

扱いにくい。種子は本来重力散布だが，人間によって遠くへ運ばれたり，また 

鳥，コウモリ，その他可能性があるものとしてネズミや牛によっても散布され 

る0 

育 苗 

発芽は地中子葉型で,播種後3-'- 10週間かかる。発芽率は約50-400％であ 

る。採種後室温で保管すると，発芽率は1か月以内に極端に下がる。複数の主 

軸を出すことが多く，プェルトリコでの苗畑実験では20％がそうなった。苗畑 

実験では被陰下とオープンでの発芽率に違いはなかった。実生の樹高成長は被 

陰下の方が僅かに良好であるが，頑丈さ （木質化） と肥大成長ではオープンの 

方が勝る。 被陰下での実生の平均樹高は1, 2, 4, 6か月目でそれぞれ18.2, 

19.6, 33.L 51.0cm であった。被陰されていない実生はそれぞれ14.8, 15.9, 

22.2, 39.4cm であった。最近の鉢植えテストでは，被陰下で9および15週後に 

樹高28.5±2.6, 41.2±5.8cm という結果がある。植栽可能な実生サイズは苗高 

約40cmで約5か月後に到達する。植栽はポット苗，直播き共に可能で，プェ 

ルトリコの国有および州有林では両方が行われている。苗木植栽と直播きの違 

いによる,植栽1ないし3年後の生存率や成長量に差は認められなかった。各 

地平均の生存率及び樹高成長量は，植栽後1年と3年目で，それぞれ60％と 

56%, 28cmと35 cnlであった。山弓は苗を移植すると更に良い生存率になる 

と報告されている。本種の実生は母樹の下にたくさん定着するが，そこで稚樹 

サイズを超える大きさになる個体はない。 

　　　

果である。果肉は黄もしくはオレンジ色で食べられる。種子は堅く茶色の卵形,

長さ 2.2~6.4cm 幅 1.3cm である。 1果に 1種子が多いが , プエル トリコでは

複数種子の果実が普通である。平均果実重は 68g である。プエルトリコでは,

果実は年間通して熟すが, 乾季のある西インド諸島のトリニダード等では乾季

の初期にあたる2月に熟する。

種子の取扱い

種子軍は変異が大きく,1果あたりの種子数に反比例して軽くなる。1果あた

り平均 2種子を持つものでは, 平均種子生重が 12.0gであった, 一方一個の種

子しか持たない果実由来の種子は 23.2gであった。lkg あたりの種子は 40~85

粒である。大きな木は年間 200~300 果をつける。種子は乾燥に耐えないため,

扱いにくい。種子は本来重力散布だが, 人間によって遠くへ運ばれたり, また

鳥, コウモリ, その他可能性があるものとしてネズミや牛によっても散布され

る。

育 苗
発芽は地中子葉型で, 播種後 3~10 週間かかる。発芽率は約 50~100% であ

る。採種後室温で保管すると,発芽率は 1か月以内に極端に下がる。複数の主

軸を出すことが多く,プエルトリコでの苗畑実験では 20% がそうなった。苗畑

実験では被陰下とオープンでの発芽率に違いはなかった。実生の樹高成長は被

陰下の方が僅かに良好であるが,頑丈さ (木質化) と肥大成長ではオープンの

方が勝る。被陰下での実生の平均樹高は 1,2,4,6 か月目でそれぞれ 18.2,

19.6,33.1,51.ocm で あ った。 被 陰 されていな い実 生 はそれぞれ 14.8,15,9,

22.2,39.4cm であった。最近の鉢植えテストでは,被陰下で 9および 15週後に

樹高 28,5±2.6,41.2±5.8cm という結果がある。植栽可能な実生サイズは苗高

約 40cm で約 5か月後に到達する。植栽はポット苗, 直播き共に可能で, プエ

ルトリコの国有および州有林では両方が行われている。苗木植栽と直播きの違

いによる,植栽 1ないし3年後の生存率や成長量に差は認められなかった。各

地平均の生存率及び樹高成長量は,植栽後 1年と3年目で, それぞれ 60% と

56%,28cm と 35cm であった。山引き苗を移植すると更に良い生存率になる

と報告されている。本種の実生は母樹の下にたくさん定着するが, そこで雅樹

サイズを超える大きさになる個体はない。
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無性繁殖 

伐採後の萌芽成長は旺盛だが,無性繁殖は難しい。挿木実験を行ったところ 

次のような結果となった。林内の高さlm程度の稚樹から40cm の挿穂を取 

り，葉をつけたものと除去したものの2 タイプに分け，インドール酪酸（IBA) 

とナフタレン酢酸（NAA）を含む発根剤を処理したものとしないものの計4処 

理行った。挿穂は45度の角度で挿し，被陰下に8か月間おいた。8か月後，全 

処理のうち1/3が生存していたが，発根していたものは，葉を除去し発根剤処 

理したものだけで，その発根率は約20％であった。ミストや育苗床の保温装置 

は有効であると思われる。 

成 長 

成木は胸高直径60'-90 cmで高さ12-'-'28m に達する。 プェルトリコでは樹 

高25.8m，直径1.4 m のものが報告されている。好適立地では5年生で樹高3 

-'6m，胸高直径2.5-5,0 cm に達する。 プェルトリコのLuquillo 山地では 

Cordillera Central（ヒスパニオラ）より良好な成長を示す。後者における森林 

では，6-8年生の人工林で胸高直径及び樹高の年成長がそれぞれ0.45 cm と 

0.27mであった。Luquillo 実験林における50-55年生の2つの人工林の平均 

直径及び樹高は29士3cmと18±3cm，及び12±lmと11±1 m であった。両 

林分での年平均成長量は，直径が0.34-'0.55 cm，樹高が0.21-0.28 m であっ 

た。 プェルトリコで1980年に行われた二次林の調査では， 本種の断面積合計 

は，出現した173種のうち47番目で，全体に対して0,52％を占め，多くは直径 

20-'40 cmであった。St. Vincent では1984年の若い二次林の調査で，全39種 

のうち17番目，2.1％を占めた。そして全個体のうち93％は直径2.5-42.5cm 

であった。 

Luquillo 実験林における50-55年生人工林の，2つの調査区（半径10 m ) 

では胸高断面積合計がhaあたり15.5, 21.1 m2で全種計の38.5, 34.3％を占め 

た0 

実生は多くの側根をもっ強固な主根を伸ばす。より年齢の高い木は深く，広 

く根を広げる。粘土質土壌ではしばしば大きな側根が地上に出る。老木では小 

さな板根も発達する。 

　　　

無性繁殖
伐採後の萌芽成長は旺盛だが,無性繁殖は難しい。挿木実験を行ったところ

次のような結果となった。林内の高さ lm 程度の稚樹から40cm の挿穂を取

り,葉をつけたものと除去したものの 2タイプに分け, インドール酪酸 (IBA)

とナフタレン酢酸 (NAA) を含む発根剤を処理したものとしないものの計 4処

理行った。挿穂は 45度の角度で挿し,被陰下に 8か月間おいた。8か月後, 全

処理のうち 1/3が生存していたが,発根していたものは,葉を除去し発根剤処

理したものだけで,その発根率は約 20% であった。ミストや育苗床の保温装置

は有効であると思われる。

成 長
成木は胸高直径 60~9ocm で高さ 12~28m に達する。プエルトリコでは樹

高 25.8m, 直径 1.4m のものが報告されている。好適立地では 5年生で樹高 3

~6m, 胸高直径 2.5~5.ocm に達す る。プエル トリコの Luquillo 山地では

CordilleraCentral( ヒスパニオラ)より良好な成長を示す。後者における森林

では,6~8 年生の人工林で胸高直径及び樹高の年成長がそれぞれ 0.45cm と

0,27m であった。 Luquillo実験林における 50~55 年生の 2つの人工林の平均

直径及び樹高は 29±3cm と 18±3cm, 及び 12±lm と 11±lm であった。両

林分での年平均成長量は, 直径が 0.34~0.55cm, 樹高が 0.21~0.28m であっ

た。 プエルトリコで 1980年に行われた二次林の調査では, 本種の断面積合計

は,出現した 173種のうち 47番目で,全体に対して 0,52% を占め,多くは直径

20~40cm であった。St.Vincent では 1984 年の若い二次林の調査で ,全 39種

のうち 17番目,2.1% を占めた。そして全個体のうち 93% は直径 2,5~12.5cm

であった。

Luquillo実験林における 50~55 年生人工林の,2 つの調査区 (半径 1om)

では胸高断面積合計が ha あたり 15,5,21.lm2 で全種計の 38.5,34.3% を占め

た。

実生は多くの側根をもつ強固な主根を伸ばす。より年齢の高い木は深く,広

く根を広げる。粘土質土壌ではしばしば大きな側根が地上に出る。老木では小

さな板根も発達する。
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更 新 

耐陰性は比較的高い。実生は林内で10-20年生存できる。もし小さな林冠孔 

隙があったり,樹冠層の薄い場所があれば，実生は稚樹・幼樹サイズへと成長 

できる。 その様な光環境が続けば，稚樹は樹冠層下部まで達し，その後種子生 

産できる成木となる。大きな林冠孔隙は，成長の速い陽樹によってすぐに覆わ 

れてしまうので,あまり成長が速くない本種にとってはそれほど好適でないと 

考えられる。 

二次林の林内のような被陰下では，植栽木は旺盛な成長を示す。 プェルトリ 

コでは，林内に植栽した木は成長・形質ともに優れていた。直播きでもポット 

苗でも植栽木は下草との競争に勝ち抜く。 オープンな場所に植えられた若木 

は，樹冠を横に広げ，風によって倒れやすくなる。 

病虫害等 

プェルトリコではシロアリ（Nasutitermes cos加Us）や直翅目類のiap herodes 

sp.）に食害されることが報告されている。乾燥材は乾材シロアリ（Cryp切ルrifles 

bre”お）の食害を受けやすい。 しかし他には目立った病害虫はいない。 

大きな木は,ハリケーンの風による大枝や幹折れを起こすが，風害に対して 

抵抗性がある。被害を受けた木も，樹勢はすぐに回復する。 

プェルトリコの二次林では製材可能なサイズの材の77％にいくらかの損傷 

もしくは品質低下が認められた。幹形が品質を落とす最大の問題で，心腐れの 

出現率は2.5％と少なかった。 

用 途 

明るい赤茶色の心材は，同系色の辺材と見分けがつきにくい。材表面はきめ 

が細かく，通直な組織を持ち，艶は中ないしやや劣る。材は堅牢で重たい。比 

重は生材,気乾材（水分含有率15％まで乾燥），人工乾燥材では，それぞれ 

1.19, 0.95, 0.78 g/cm3であった。材はゆっくり乾燥し，その水分含有率を17% 

まで乾燥させるのに7か月かかる。収縮率は，15％まで乾燥させた場合，直径 

方向に3.6%，長さで5.4％であった。材の加工はその高い密度，堅さ，高いシ 

リカ含量のため，それほど容易でないけれども，成形，曲げ，孔あけ，磨きに 

対する性質は良好である。材はカリブ人の間では重量構造物，家屋の骨組み， 

橋梁工事，柱等強度を必要とする用途に使用される。 また家具，床材，農業用 

　　　

更 新
耐陰性は比較的高い。実生は林内で 10~20年生存できる。もし小さな林冠孔

隙があったり, 樹冠層の薄い場所があれば, 実生は雅樹・幼樹サイズへと成長

できる。その様な光環境が続けば,稚樹は樹冠層下部まで達し, その後種子生

産できる成木となる。大きな林冠孔隙は,成長の速い陽樹によってすぐに覆わ

れてしまうので, あまり成長が速くない本種にとってはそれほど好適でないと

考えられる。

二次林の林内のような被陰下では,植栽木は旺盛な成長を示す。プエルトリ

コでは, 林内に植栽した木は成長・形質ともに優れていた。直播きでもポット

苗でも植栽木は下草との競争に勝ち抜く。オープンな場所に植えられた若木

は, 樹冠を横に広げ, 風によって倒れやすくなる。

病虫害等
プエル トリコではシロア リ(断αs“ZZZB“'2esco諺賜お)や直迎目類 (DZαP鰹節吻 s

sp.)に食害されることが報告されている。乾燥材は乾材シロアリ(C7y野oze“mBs

bだひZs)の食害を受けやすい。しかし他には目立った病害虫はいない。

大きな木は, ハリケーンの風による大枝や幹折れを起こすが, 風害に対して

抵抗性がある。被害を受けた木も,樹勢はすぐに回復する。

プエルトリコの二次林では製材可能なサイズの材の 77% にいくらかの損傷

もしくは品質低下が認められた。幹形が品質を落とす最大の問題で,心腐れの

山現率は 2.5%と少なかった。

用 途

明るい赤茶色の心材は, 同系色の辺材と見分けがつきにくい。材表面はきめ

が細かく, 通直な組織を持ち,艶は中ないしやや劣る。材は堅牢で重たい。比

重は生材,気乾材 (水分含有率 15% まで乾燥),人工乾燥材では, それぞれ

1.19,0.95,0.78g/cm3 であった。材はゆっくり乾燥 し, その水分含有率を 17%

まで乾燥させるのに7か月かかる。収縮率は,15% まで乾燥させた場合,直径

方向に 3.6%, 長さで 5.4% であった。材の加工はその高い密度, 堅さ, 高いシ

リカ含量のため, それほど容易でないけれども, 成形, 曲げ, 孔あげ, 磨きに

対する性質は良好である。材はカリブ人の間では重量構造物,家屋の骨組み,

橋梁工事,柱等強度を必要とする用途に使用される。また家具,床材,農業用
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資材，ボート用資材としても使われる。 さらに燃料としても普通に使われる。 

食用となる果実はクリーム色から青白い感じで柔らかで，よい香りがする。 

広い範囲で食用にされているが, トリニダードを除くと市場には流通していな 

い。 

引用文献 

Appanah, S. & Weinland, G . (1993) Planting quality timber trees in Peninsula 

Malaysia. FRIM, Kuala Lumpur, Malaysia. 247 pp. 

Oyen, L .P.A. (1995) Pouteria sapota. In: Edible fruits and nuts, Plant Resources of 

south-east Asia. PROSEA, Bogor, Indonesia. 

Parrota J.A. & Francis, J.K. (I993)Pouteria mu1tiflora (A. CD.) Eyma. Tropical Silvics 

Series No. 62, SO-ITF-SM-62, 5 pp. 

Whitmore, T .C. (1983) Tree flora of Malaysia. Vol. 1. Longman. London, UK, 473 pp. 
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資材, ポート用資材としても使われる。さらに燃料としても普通に使われる。

食用となる果実はクリーム色から青白い感じで柔らかで, よい香りがする。

広い範囲で食用にされているが, トリニダードを除くと市場には流通していな

し、。

引用文献
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33‘ ヒルギダマシ属（Avicennia) 

学名：Avicennia spp. 

ヒルギダマシ科 

田淵 隆一 

本属は長い間クマツヅラ科（Verbenaceae) に分類されてきたが， 

Tomlinson (1986）によれば現在では独立した1科として認識されている。材 

は軽量であるが，大径材は丸木舟などに加工されることもある。大径材は 

Rhizophora 属とともに製炭用材として用いられることもあるが，材は軽く，塩 

分も含み低質である。枝葉は家畜の飼料として用いられることも多い。 

分 布 

本属は大陸沿岸およびその付近の島嶼域に分布がみられ,地理的には 

Rhたophora 属と同様に, 太平洋・アフリカ東岸域に分布する種群と新大陸お 

よびアフリカ西岸に分布する種群とがある0 

太平洋・アフリ力東岸に分布する樹種 

A0 がC訊alおL.（シノニム：Atomentosa) 

南インドからインドーマレシア，ニューギニア，オーストラリアまで広く分 

布する。後出のA alba, A . marina と比べて直径10--12 mm と大きな花をつ 

ける。また生育立地はA aibaと比してより内陸部まで侵入しうる （図33. 1) 

（グラピア6の。 

A . maガna (Forsk.) Vierh.（シノニム：A intermedれA. mindanaense) 

きわめて広い分布域を持っ樹種である。 アフリカ東岸，紅海やインド洋ある 

いは沖縄など東シナ海の熱帯から亜熱帯までの沿岸部，オーストラリアからポ 

リネシア，フィジー，南ではニュージーランド北島までみられる。分布域が広 

いためバラエティは多いが詳細については省略する。葉の形やサイズにも広い 

地域差が報告されている。 

A .alba Blume (シノニム：Amarina var. alba) 

インドからインドシナ半島，マレー列島を経てフィリピン,パプアニューギ 

ニア，ニューブリテン，オーストラリア北部までの広い範囲に分布する。 
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33. ヒルギダマシ属 (Avicennia)

学 名 :A りiceれ燭α spp,

ヒルギダマシ科

田淵 隆一

本属 は長い間 クマツヅラ科 (Verbenaceae) に分類 されて きたが,

Tomlinson(1986) によれば現在では独立した 1科として認識されている。材

は軽量であるが,大径材は丸木舟などに加工されることもある。大径材は

Rれ渚噂なom 属とともに製炭用材として用いられることもあるが,材は軽く,塩

分も含み低質である。枝葉は家畜の飼料として用いられることも多い。

分 布
本属は大陸沿岸およびその付近の島嬢域に分布がみられ,地理的には

Rれ渚叩加川属と同様に, 太平洋・アフリカ東岸域に分布する種群と新大陸お

よびアフリカ西岸に分布する種群とがある。

太平洋・アフリカ東岸に分布する樹種

A.o 姉 cまれα錦sL.( シノニム :A. ‘ome “zosα)

南インドからインドーマレシア, ニューギニア, オース トラリアまで広 く分

布す る。後出の A. α坊α,A,m α““αと比べて直径 10~12mm と大 きな花をつ

ける。また生育立地はA.α妙αと比してより内陸部まで侵入しうる (図 33.1)

(グラビア 62)。

A.m α““α (Forsk.)Vierh.( シ ノニ ム :A, 初雄棚り841α,A. 鎚粥 dαれ鯛 欄 e)

きわめて広い分布域を持っ樹種である。アフリカ東岸,紅梅やインド洋ある

いは沖縄など東シナ海の熱帯から亜熱帯までの沿岸部, オーストラリアからポ

リネシア, フィジー, 南ではニュージーランド北島までみられる。分布域が広

いためバラエティは多いが詳細については省略する。葉の形やサイズにも広い

地域差が報告されている。

A. α坊α B1ume( シノニ ム :A. 碗α“72α var. α bα)

インドからインドシナ半島 , マレー列島を経てフィリピン, パプアニューギ

ニア, ニューブリテン, オース トラリア北部 までの広い範囲に分布する。
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ttcnl 

図33. 1 Avicennia 0がcinalis のシュートと花 

(FAO Forestry Paper 44/2 1984) 

本種A. alba と上記2種(A. offic軌ails,A marina）との見分けやすい特徴 

として種子の形状があげられる。上記2種はハート型に近い丸みを帯びた胎生 

種子をつけるのに対して，本種の種子は細長いトウガラシ様の形状を示す。 

A . Iana加Ridley (シノニム：Aaがcinalおvar，ゆathula切 

A . mar玩αと似た花を持っが，この種の特徴としてその毛深さが挙げられよ 

う。分布はマレー半島，サラワク西部など限られているとされる。ただし，ま 

だ記載はされていないがバリ島南部でも分布が確認されている（北村昌三氏私 

信）。 

A eucalyptifol加（Zipp. ex Miq.) Molderike 

（シノニム：A. offic加alis var. eucalypt加I切 

1ICm

図 33.I Aりたのm ね o燐α“硯 lsのシュー トと花

(FAO Forestry Paper 44/21984)

本種 A.α妙αと上記 2種 (Ao 姉ばれ副お,A.m αだれα) との見分けやすい特徴

として種子の形状があげられる。上記 2種はハート型に近い丸みを帯びた胎生

種子をつけるのに対して, 本種の種子は細長いトウガラシ様の形状を示す。

A. ねれα加 Ridley( シノニ ム :A. 切第c加餌 Zsvar.sP 煽れ"超加 )

A,m α売れαと似た花を持つが, この種の特徴としてその毛深さが挙げられよ

う。分布はマレ-半島, サラワク西部など限られているとされる。ただし, ま

だ記載はされていないがバリ島南部でも分布が確認されている (北村昌三氏私

信)。

A.e “cα伊野新o疑α (Zipp.ex Miq.)Moldenke

(シノニ ム :A.o 燐 c畝餌 isvar.e “cd ゆすがo‘Zの
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灰褐色～黄緑色の，なめらかでパッチ状にはがれる樹皮に特徴があるがA. 

marina に類似するとされる0 クインズランドのA. marina は樹皮から判断す 

ると本種ではないかとする説もある。 

A . balanophora Stapf & Moldenke ex Moldenke 

クインズランド，ブリスベン川河ロおよびケッペル島で分布が確認される程 

度である。 

新大陸・アフリ力西岸に分布する樹種 

Agarininans (L.) Steam (シノニム：A. nil沼a,Atomntosa) 

広い分布域を持っ種である。 フロリダ南部やバハマからカりブ海域，メキシ 

コ，中央アメリカ，南アメリカの太平洋岸ではペルーからガラパゴスまでみら 

れるが,太平洋岸での分布は連続的ではない。 ブラジル北部まで記録がある。 

主にアメリカ人研究者によってブラックマングロープと呼称されているのがこ 

の種である。 

次の3種はA. germinans との違いが不明確あるいはその分布域がきわめて 

限られるマイナーな樹種である。 

A . africana Palisot de Beauvois 

A bicolor Standley（シノニム：A. tonduzii) 

A . schaucriana Stapf & Leechman ex Moldenke 

開花・結実 

通常4-'lO対の黄白色の花が十字対生状に密に頂生する。本属は蜜源植物と 

しても知られている。開花から結実・成熟までのフェノロジーについて，乾 

季・雨季の差の明瞭なバリ島Benoa 湾のA.mar訊a の例では，開花は8月か 

らみられるが，乾季の終わりである9,10 月頃にピークを迎える。開花から成熟 

種子の落下までに要する期間は2か月強であり，雨季の前半から中頃にかけて 

果実が落ちる。バングラデシュではA. officinalis, A. aiba とともにモンスー 

ン時期の8月が採種適期とされる。このようにAt'icennia 属においては乾季終 

わりの開花と雨季に入ってからの種子成熟は地域を問わず共通した性質のよう 

だ。 
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灰褐色 ~ 黄緑色の, なめらかでパッチ状にはがれる樹皮に特徴があるが A.

772αだ72αに類似するとされる。 クインズランドの A.m, αγZれαは樹皮か ら判断す

ると本種ではないかとする説もある。

A,b α如れoPれom stapf& MoldenkeexMoldenke

クインズランド, ブリスベン川河口およびケッペル島で分布が確認される程

度である。

新大陸・アフリカ西岸に分布する樹種

A.g の粥粥αれs(L.)Stearn( シノニ ム :A,"Zzzd α,A.tom β川 osα)

広い分布域を持つ種である。フロリダ南部やバハマからカリブ海域, メキシ

コ, 中央アメリカ, 南アメリカの太平洋岸ではペルーからガラパゴスまでみら

れるが, 太平洋岸での分布は連続的ではない。ブラジル北部まで記録がある。

主にアメリカ人研究者によってブラックマングローブと呼称されているのがこ

の種である。

次の 3種は A.g のm粥αれsとの違いが不明確あるいはその分布域がきわめて

限られるマイナーな樹種である。

A. α方 Zm れα Palisot de Beauvois

A, 脱 co‘○γStandley( シノニ ム :A. ねれ,d認ziぎ)

A ・sc力α“@γiQ72α StaPf & Leechman ex M[oldenke

開花・結実

通常 4~10 対の黄白色の花が十字対生状に密に頂生する。本属は蜜源植物と

しても知られている。開花から結実 ・成熟までのフェノロジーについて, 乾

季 ・雨季の差の明瞭なバリ島 Benoa 湾の A.m 僻ま“αの例では, 開花は 8月か

らみられるが,乾季の終わりである 9,10月頃にピークを迎える。開花から成熟

種子の落下までに要する期間は2か月強であり,雨季の前半から中頃にかけて

果実が落ちる。バ ングラデシュでは A.o が ciれの鳶,A. α坊αとともにモ ンスー

ン時期の 8月が採種適期とされる。このように AUZc蹴れ如属においては乾季終

わりの開花と雨季に人ってからの種子成熟は地域を問わず共通した性質のよう

だ。
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タネの取扱い 

本属種子は通常落下後速やかに発芽する。山引き苗の利用も可能ではある 

が，バリでは成熟して種皮が薄緑から薄黄緑に変色したものを樹上で採取す 

る。できるだけ大きなものを取ることが望ましい。バリでは種皮を1日ほど海 

水に漬け剥皮して用いている。海水をはったバケツに浸し冷暗所に置くことで 

1週間程度は保存可能であるが， 種子を多く入れすぎないことが腐らせないた 

めに必要である。保存可能期間はRhiz叩flora属樹種と比べ短い。 このことが 

ミクロネシアなど太平洋の離島で本属が分布していない理由かもしれない。 

バングラデシュのA.qがcinalお の例では，苗床やポットへの播種後3日目 

から始まって10日以内に90％以上が発芽を完了する。通常潮汐による5, 6日 

間のハードニング前処理で発芽率とその速度を高める効果があるとされるが， 

潮に流されないようにネットに入れる，もしくは陸上で発芽させ養苗する。 

育 苗 

軟泥の苗床への播きつけ，またはポット苗として育成する。播きつけは発根 

を促すため小潮の期間に行われることが多い。潮汐による消失を防がねばなら 

ない場合，陸上苗床で初期育苗を行うことが望ましい。カニ害に注意が必要で 

ある。播種後は毎日必ず十分に潅水する。 

バリにおける養苗期間は2 -'3 か月間，その後潮汐により冠水する苗畑に移 

し， 1か月間のハードニングをした後に山出ししている。 同所では苗高30cm 

以上，葉数6枚以上をA.mar加a の山出しの基準としている。 

植栽適地 

ヒルギ科（Rhizophoraceac）やハマザクロ科（Sonneratiaceae) の樹種が根 

で汽水から真水に近いものを濾し取って利用するのに対し，A vicennia 属の樹 

種はこのような選択的吸収を行わず塩分濃度の高い水をそのまま生理活動に利 

用し，葉の塩類腺から塩分を体外に排出する機構を備えている0 このため他樹 

種と比べより土壌水の塩分濃度が高い汀線でのパイオニアとして，あるいは内 

陸側で冠水頻度が低く乾燥・凝縮によりやはり塩分濃度が高くなるような立地 

にも出現しうる。もちろん本属にとっても高塩分は障害要因であるため，淡水 

度の高い汽水環境下の方がより好適である。 

最大潮位差が2m程度のバリでの植裁試験では，Amarina 植栽のための適 

タネの取扱い

本属種子は通常落下後速やかに発芽する。山引き苗の利用も可能ではある

が,バリでは成熟して種皮が薄緑から薄黄緑に変色したものを樹上で採取す

る。できるだけ大きなものを取ることが望ましい。バリでは種皮を 1日ほど海

水に漬け剥皮して用いている。海水をはったバケツに浸し冷暗所に置くことで

1週間程度は保存可能であるが, 種子を多く入れすぎないことが腐らせないた

めに必要である。保存可能期間は Rん彦呼ぬom 属樹種と比べ短い。 このことが

ミクロネシアなど太平洋の離島で本属が分布していない理由かもしれない。

バングラデシュの A.o 燐c粥硯ぉの例では, 苗床やポットへの播種後 3日目

から始まって 10日以内に 90% 以上が発芽を完了する。通常潮汐による 5,6 日

間のハードニング前処理で発芽率とその速度を高める効果があるとされるが,

潮に流されないようにネットに入れる, もしくは陸上で発芽させ養苗する。

育 苗
軟泥の苗床への播きつけ, またはポット苗として育成する。播きつけは発根

を促すため小潮の期間に行われることが多い。潮汐による消失を防がねばなら

ない場合,陸上苗床で初期育苗を行うことが望ましい。カニ害に注意が必要で

ある。播種後は毎日必ず十分に潅水する。

バリにおける養苗期間は2~3 か月間, その後潮汐により冠水する苗畑に移

し,1 か月間のハードニングをした後に山出ししている。同所では苗高 30cm

以上, 葉数 6枚以上を A,m α“"αの山出しの基準としている。

植栽適地
ヒルギ科 (Rhizophoraceae) やハマザクロ科 (Sonneratiaceae) の樹種が根

で汽水から真水に近いものを漉し取って利用するのに対し,A りkg"" 畝属の樹

種はこのような選択的吸収を行わず塩分濃度の高い水をそのまま生理活動に利

用し,葉の塩類腺から塩分を体外に排出する機構を備えている。このため他樹

種と比べより土壌水の塩分濃度が高い汀線でのパイオニアとして, あるいは内

陸側で冠水頻度が低く乾燥・凝縮によりやはり塩分濃度が高くなるような立地

にも出現しうる。もちろん本属にとっても高塩分は障害要因であるため,淡水

度の高い汽水環境下の方がより好適である。

最大潮位差が 2m 程度のバリでの植栽試験では,A.m α売れα植栽のための適
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正な地盤高は小潮の日の満潮位の平均値を基準にして＋10-'-30cm の範囲で 

あるとしており，ヒルギ科樹種がいずれもその平均値より低い場所を適地とし 

ているのに比べて高かった。 

また根系を広く伸ばすことから，泥洲や汀線付近の干潟上にも定着・生育し 

やすい。浅く広げた根から立ちあがる細い多くの気根はまた，シルトや浮遊有 

機物等の堆積を促進することから，マングローブによる造陸効果の例として例 

示されることが多い。 しかし長期的には，この堆積促進による地盤高上昇がヒ 

ルギ科樹種などの侵入を招くきっかけとなる例もある。 また汀線，内陸側とも 

に生育できる属ではあるが，水分環境の急激な変化，例えば汀線付近での乾燥 

や内陸側での洪水などは大量の枯死を招く場合があるa（グラビア61) 

成 長 

河川の河口や中洲などでは30m 近い樹高にまで育っことがあり，汀線付近 

では大きく枝を広げたAvicennia spp,をみることも稀ではない。幹直径も胸 

高付近でlm 余りになるものもある。ただし内陸部など高塩分濃度環境下では 

樹高,直径とも余り大きくなれないようだ。Avicennia spp，の肥大成長に特徴 

的な現象として幹・枝の断面にかなり明瞭な年輪状のパターンが認められるこ 

とである。太い幹・枝ではリング数が多い傾向はあるが年齢を示しうるもので 

はなく，わずかな部位の違いや直径方向で数が大きく異なることもある。 

更 新 

陽性が高く，耐陰性のほとんどない樹種であり，わずかな暗さの下でも生育 

できないようだ。小型ではあるが胎生種子を持ち子葉への栄養ストックがある 

ため，林内でもモヤシ状に発芽しているのは見かけるが，それ以上のサイズの 

稚・幼樹は見られない。A vicenn記spp．は他方で高い萌芽能力を持ち，飼料と 

して枝葉を採取されても軽度であれば再生できる。 

病虫害 

南タイ，ラノンの天然生林では食葉性のシャクトリガ（Chloeres quantuた）が 

通年みられる。 インド～太平洋地域ではカイガラムシ(Icerya seychellarum) 

やGleora injectaガa の幼虫による葉の害が報告されている。他の食葉性の蛾で 

は，種は同定されていないがGlyphodes属とMmッCa 属のものが乾季に激減す 
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正な地盤高は小潮の日の満潮位の平均値を基準にして十10~ 一30cm の範囲で

あるとしており, ヒルギ科樹種がいずれもその平均値より低い場所を適地とし

ているのに比べて高かった。

また根系を広く伸ばすことから,泥洲や汀線付近の干潟上にも定着・生育し

やすい。浅く広げた根から立ちあがる細い多くの気根はまた, シルトや浮遊有

機物等の堆積を促進することから, マングローブによる造陸効果の例として例

示されることが多い。しかし長期的には, この堆積促進による地盤高上昇がヒ

ルギ科樹種などの侵入を招くきっかけとなる例もある。また汀線, 内陸側とも

に生育できる属ではあるが,水分環境の急激な変化,例えば?丁線付近での乾燥

や内陸側での洪水などは大量の枯死を招く場合がある。(グラビア61)

成 長
河川の河口や中洲などでは30m 近い樹高にまで育つことがあり,汀線付近

では大きく枝を広げた AUicβ“欄αspp.をみることも稀ではない。幹直径も胸

高付近で lm 余りになるものもある。ただし内陸部など高塩分濃度環境下では

樹高, 直径とも余り大きくなれないようだ。A諺惚れれね spp.の肥大成長に特徴

的な現象として幹・枝の断面にかなり明瞭な年輪状のパターンが認められるこ

とである。太い幹・枝ではリング数が多い傾向はあるが年齢を示しうるもので

はなく, わずかな部位の違いや直径方向で数が大きく異なることもある。

更 新

陽性が高く,耐陰性のほとんどない樹種であり, わずかな暗さの下でも生育

できないようだ。小型ではあるが胎生種子を持ち子葉への栄養ストックがある

ため, 林内でもモヤシ状に発芽しているのは見かけるが, それ以上のサイズの

稚・幼樹は見られない。AUZc助川αspp.は他方で高い萌芽能力を持ち, 飼料と

して枝葉を採取されても軽度であれば再生できる。

病虫害
南タイ,ラノンの天然生林では食葉性のシャクトリガ(C賜og柁sqz"z“≠"卿)が

通年みられる。インド~太平洋地域ではカイガラムシ QceかαseycれeZ卿惚m)

やα8omi 可ec如r卿の幼虫による葉の害が報告されている。他の食葉性の蛾で

は,種は同定されていないが C収めれoαes属と肌αr"cα属のものが乾季に激減す
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るのに対し，Dichocrocis属は反対に増加するとされる。Avicenn施 属樹種で 

は，虫は未発見だが虫痩が観察されている。また幹の穿孔虫類も観察されてい 

る。A germinansでは穿孔虫幼haeroma terebrans が気根の中で観察された。 

菌類ではAlたmaria altema加とPhytophihora spp．がオーストラリアにお 

いて落葉と枯死を引き起こした例が報告されている。 バリの苗畑ではカメムシ 

による葉の害が観察されている。本属樹種は葉中に塩分を含むため飼料として 

多用されるが，苗畑や造林地の立地次第では家畜による被害に留意しなければ 

ならない。 
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るのに対 し,Dicねocrocis属は反対に増加するとされる。AUZc鎚欄α属樹種で

は,虫は未発見だが虫痩が観察されている。また幹の穿孔虫類も観察されてい

る。A. 解鰯噂“αれsでは穿孔虫 SPねα獅om α彰だbm れsが気根の中で観察された。

菌類では A 卿γれ僻まαα臓物α加 と Pぬγtop腐れom spp. がオース トラリアにお

いて落葉と枯死を引き起こした例が報告されている。パリの苗畑ではカメムシ

による葉の害が観察されている。本属樹種は葉巾に塩分を含むため飼料として

多用されるが,苗畑や造林地の立地次第では家畜による被害に留意しなければ

ならない。
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34． ジャカランダ属（Jacaranda) 

学名：Jacaranda spp. 

ノウゼンカズラ科 

丸山ェミリオ 

Jacaranda 属はノウゼンカズラ科（Bignoniaceae) に属し，熱帯アメリカに 

約50種が知られている。落葉性の瀧木あるいは高木で,葉は対生，奇数2回羽 

状複葉のシダに似た,軟らかな感じのする葉をつける。花は頂生円錐花序，花 

冠は下部筒状，上部は開張し5浅裂の釣鐘形をする。花色は藍色から紫色で樹 

冠をおおうように咲き，とても美しい。 さく果は巾広く，多数の種子を内包す 

る。種子は軽く，翼がある。繁殖はほとんど実生で行うが，挿木による苗木の 

生産も可能である。Jacaranda 属の原産地は中南米であるが,現在世界中の熱 

帯・亜熱帯地域で街路樹，庭園樹として広く植えられている（グラビア67)。日 

本でも暖地であれば戸外で越冬が可能である。静岡，鹿児島，沖縄等で栽植さ 

れたものが開花することが報告されている。 

Jacaran庇z copaia (AubL) D . Don 

シノニムにはBignon加 Copa奴丑procera, J procera,J axpectabil臨J 

superba, Kordelestris syphilitica がある。原産地は中米～南米北部（グアテマ 

ラやベリーズからペルーやブラジルまで）である。 

本種は，商業名としてPara-para と呼ばれる。また地域によって多くの異な 

る名で呼ばれているが，その代表的なものとしてはJacaranda, Palo de buba 

Gualanday, Gallinazo（中米）,Jacaranda, Tarco（アルゼンチ'), Amargo 

blanco (g リビア), Caroba, Para-para, Marupa-falso, Simaruba-copaia 

（ブラジノの，Chingale （コロンビア）,Arabisco （エクアドル）,Futui, Faux 

simarouba （ガイアナ）,Copaia, Bois pian (仏領ギアナ）,Huamansamana, 

Ishtapi, Soliman de monte（ペルー）,Foeti （スリナム）,Gobaja（ベネズェ 

ラ）がある。 

胸高直径40-90 cm,樹高20-30m の高木で，条件さえよければ45m に達 

する。樹皮は灰色で厚さ0,8-2.5 cm,葉は2回羽状複葉，長さ70-'100 cm，対 

生する。花は青色～紫色，円錐花序に多数つき，華やかである。 さく果は木質 

　　　

34. ジャカランダ属 (Jacaranda)

学 名 :Jαcα如れαα spp,

ノウゼンカズラ科

丸山エミリオ

Jαcα氾 "dα属はノウゼンカズラ科 (Bignoniaceae) に属 し, 熱帯アメリカに

約 50種が知られている。落葉性の潅木あるいは高木で,葉は対生,奇数 2回羽

状複葉のシダに似た,軟らかな感じのする葉をつける。花は頂生円錐花序,花

冠は下部筒状,上部は開張し5浅裂の釣鐘形をする。花色は藍色から紫色で樹

冠をおおうように咲き, とても美しい。さく果は中広く,多数の種子を内包す

る。種子は軽く, 翼がある。繁殖はほとんど実生で行うが, 挿木による苗木の

生産も可能である。Jαcαmれαα属の原産地は中南米であるが, 現在世界中の熱

帯・亜熱帯地域で街路樹,庭園樹として広く植えられている (グラビア67)。日

本でも暖地であれば戸外で越冬が可能である。静岡,鹿児島,沖縄等で栽植さ

れたものが開花することが報告されている。

よαcαrα〃αα cop αお (Aubl.)D.Don

シ ノニ ムに は β吃“のみiQ Cop のα, β.Pmc 飾り,C Z pmcem,t Z e%Pe αα屍為S,t Z

s“Peγゎ4 にo eZes‘“ssか厭ZZZicαがある。原産地は中米 ~ 南米北部 (グァテマ

ラやベ リーズか らペルーやブラジルまで ) である。

本種は,商業名として Para-para と呼ばれる。また地域によって多くの異な

る名で呼ばれているが ,その代表的なものとしては Jacaranda,Palo de buba

Gualanday,Gallinazo( 中 米 ),Jacaranda,Tarco( ア ル ゼ ンチ ン), Amargo

blanco( ボ リビア ),Caroba,Para-para,Marupa ‐falso,Simaruba ‐copaia

(ブラジル),Chingale( コロンビア),Arabisco( エクア ドル), Futui, Faux

simarouba( ガ イ アナ ),Copaia,Boispian( 仏 領 ギ アナ ),Huamansamana,

lshtapi, Solimandemonte( ペルー),Foeti( ス リナム),Gobaja( ベネズエ

ラ) がある。

胸高直径 40~9ocm, 樹高 20~30m の高木で, 条件さえよければ 45m に達

する。樹皮は灰色で厚さ 0.8~2.5cm, 葉は 2回羽状複葉,長さ 70~10ocm, 対

生する。花は青色~ 紫色, 円錐花序に多数つき, 華やかである。さく果は木質
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図34. 1 Jacaranda Copa危（Aubi.) D. Donの葉・花・さく果 
(Saldias et al. 1994) 

で，長円形，長さ6-'l3cm，巾3-6cm 程度である（図34. 1)。材は淡黄褐～ 

灰白色，比重はO.38-O.42で中庸である。内装用，梱包用，実用家具，建築，合 

板，マッチ，紙パルプ材, ほうきの柄，玩具などに利用される。街路樹・庭園 

樹として熱帯・亜熱帯の各地で植栽される。アグロフォレストリーで被陰樹， 

防風樹，バニラや胡椒の支柱樹などとして利用され，養蜂の蜜源植物としても 

知られている。民間薬としては，樹皮や葉を膿瘍，潰癌，梅毒などの治療に用 

いる0 

J. cuspi鹿folla Maけ． 

本種の原産地はブラジルで， Caroba, Jacarand -de-minas, Jacarand自, 

Caiu貞, Jacarandh-branco, Caroba-branca, Pau-de-colher, Pau-santo, 

71 ,
・
.も ≧
詫 獅 ょきだそ≧ドス;ごばキー‐≧*-

雪雲
′′

図 34.I Jαcα7mz血 c呼のα (Aubl.)D.Don の葉 ・花 ・さく巣

(Sa1dias窃αムー994)

で , 長円形 , 長さ 6~13cm, 中 3~6cm 程度である (図 34.1)。材は淡黄褐 ~

灰白色,比重は 0.38~0.42で中庸である。内装用,梱包用,実用家具,建築,合

板, マッチ, 紙パルプ材, ほうきの柄, 玩具などに利用される。街路樹・庭園

樹として熱帯・亜熱帯の各地で植栽される。アグロフォレストリーで被陰樹,

防風樹,バニラや胡淑の支柱樹などとして利用され,養蜂の蜜源植物としても

知られている。民間薬としては, 樹皮や葉を膿癌, 潰湯, 梅毒などの治療に用

いる。

tl c"sLpidifo 夏α Mart.

本種 の原産地 は ブ ラジルで , Caroba,Jacaranda ‐de-minas,Jacaranda,

Caiua, Jacarand ムーbranco, Caroba ‐branca, Pau-de-colher, Pau ‐santo,
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Corobeira, Jacarandかpreto, Muiher-pobre （プラジル）などの地方名で呼ば 

れる。 

樹高5-lOm，直径30'--40 cm。葉は2回羽状複葉,長さ20-50 cm，小葉は 

10---15対，無毛である。J mimosaefol加によく似ているが，花や花序が大き 

い。鮮明な藍色の花をつける。材は，家具などに利用される。 プラジルの 

Minas Gerais州では，街路樹，庭園樹として頻繁に植栽されている。材加害種 

としてカミキリムシの1種Ancylocera card加auis が知られている。 

J macrantlia Cham. 

シノニムにはBignonia ellipticq J cli切tica がある。本種の原産地もブラジ 

ルで，Caroba, CarobAo（ブラジル） などの地方名で呼ばれる。 

樹高8- 12 m ，直径20-30 cmとなる。葉は2回羽状複葉，長さ40-50 cm 

となる。材は，建築，内装用，家具，楽器などに利用される。本種は，街路樹， 

庭園樹として利用されるほか，緑化，侵食防止および土壌改良に用いられる。 

J. micrantha Cham. 

シノニムにはJ intermedia がある。本種の原産地はブラジル， アルゼンチ 

ンの北東部， パラグアイの東部で， Caroba, Caroba-branca, Caroba-doー 

mato, Caroba-rosa, Caroba-roxa, CarobAo, Carobeira, Carova, Jacarand含-

branco, Jacaranda-caroba, Caixeta, Parapara (ブラ .'ル), Karoba blanca 

（アルゼンチン）,Karova guasu (パラグアイ）などの地方名で呼ばれる。 

樹高10'-'25m，胸高直径40-'60 cm となる。しかし，条件さえよければ樹高 

30 m ，胸高直径85cm に達するものがある。樹皮は灰色～薄茶色，厚さはせい 

ぜいlcm 程度。葉は奇数2回羽状複葉，長さ60'-80 cm，小葉は4-40対,長 

さ4-7 cm,薄緑色となる。花序の長さは20-30 cm，花は紫色で，長さ2'-6 

cm の筒形である。果実は扁球形で,未熟時緑色，成熟時褐色，長さ7cm，巾 

6cm となる。種子は,薄黄色，大きさは1.2 cm X 2.0 cm 程度である（翼を含 

む）。材は，建築，内装用，家具，合板，梱包，箱，紙パルプ材，楽器などに利 

用される。緑化,並木，庭園，侵食防止および土壌改良にも用いられる。民間 

薬として，樹皮は潰瘍薬と発汗剤，葉は煎じ薬（1-2%）として，淋病と梅毒 

の治療に利用される。 

　　　

Corobeira,Jacarand を preto,Mulher ‐pobre( ブラジル) などの地方名で呼ば

れる。

樹高 5~1om, 直径 30~40cm 。葉は 2回羽状複葉,長さ 20~50cm, 小葉は

10~15 対 , 無毛である。cZ mimosα釧o‘幻によく似ているが, 花や花序が大き

い。鮮明な藍色の花をつける。材は, 家具などに利用される。ブラジルの

Minas Gerais州では,街路樹 ,庭園機として頻繁に植栽されている。材加害種

としてカミキ リムシの 1種 Aれcy‘ocgm cα7diれαZZSが知 られている。

tZ 肌αcrα箆士九α Cham.

シノニムにはβ客加川α“‘妙Zim,CZB“Zpficαがある。本種の原産地もブラジ

ルで ,Caroba,Carobao( ブラジル) などの地方名で呼ばれる。

樹高 8~12m, 直径 20~30cm となる。葉は 2回羽状複葉, 長さ 40~50cm

となる。材は,建築, 内装用,家具,楽器などに利用される。本種は, 街路樹,

庭園樹として利用されるほか,緑化,侵食防止および土壌改良に用いられる。

tZ micr α九ごねα Cham.

シノニムには cZ Z“‘8“閥霞αがある。 本種の原産地はブラジル, アルゼンチ

ンの北東部 , パ ラグアイの東 部 で , Caroba,Caroba-branca,Caroba ‐do ‐

mato, Caroba ‐rosa,Caroba ‐roxa,Carobao,Carobeira,Carova,Jacaranda-

branco, Jacaranda-caroba,Caixeta,Parapara( ブ ラジル ),Karoba blanca

(アルゼンチン),Karovaguasu( パ ラグアイ) などの地方名で呼ばれる。

樹高 10~25m, 胸高直径 40~60cm となる。しかし,条件さえよければ樹高

30m, 胸高直径 85cm に達するものがある。樹皮は灰色~ 薄茶色, 厚さはせい

ぜい lcm 程度。葉は奇数 2回羽状複葉,長さ 60~80cm, 小葉は 4~10 対,長

さ 4~7cm, 薄緑色となる。花序の長さは 20~30cm, 花は紫色で , 長 さ 2~6

cm の筒形である。果実は扇球形で, 未熟時緑色, 成熟時褐色, 長さ 7cm, 中

6cm となる。種子は, 薄黄色, 大きさは 1.2cm×2,ocm 程度である (翼を含

む)。材は, 建築, 内装用, 家具,合板,梱包,箱 , 紙パルプ材,楽器などに利

用される。緑化, 並木, 庭園, 侵食防止および土壌改良にも用いられる。民間

薬として,樹皮は潰蕩薬と発汗剤,葉は煎じ薬 (1~2%) として,淋病と梅毒

の治療に利用される。
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J mimosaefolia D. Don 

シノニムにはj mimosif'olia, J acut訳,I泡J. ovalifblia がある。原産地はペ 

it'- (Macbride 1961 ; EncarnaciOn 1983)で, Green-ebony, Fern-tree (英 

語), Jacaranda a feuilles de mimose(仏語). Jacaranda, Yaravisco, 

Paravisco （ペルー）,Nazar6 （アルゼンチン), Gualanday, Tarco (ボリビア）, 

Jacaranda-mimoso （ブラジル）, Flamboyan azul（キュバ，プェルトリコ） 

などの地方名で呼ばれる。 

樹高15-20m になる落葉高木，直径30--'60cm，根元から分岐することが珍 

しくない。葉は対生，長さ20-40 cm，奇数2回羽状複葉，羽片は16'--'26対， 

明緑色，シダ状またはネムノキに似た細かい切り込みとなって美しく，小葉は 

卵形, 1cm内外，軟毛がある（図34. 2)。長さ20-'30 Calくらいの頂生円錐花 

序に40-90個に及ぶ花をつける。花筒部はややふくらみ，先端は開張し，浅く 

5裂する。花筒部の長さ約5cm，花径約4cm，極めて鮮明な碧色で下向きに咲 

き，青空を背景として見ると華麗な淡紫色に見える（グラビア66)。果実は，扁 

球形，波状縁，直径5-7cm程度，未熟時革質，緑色（グラビア70)，成熟時木 

質，褐色で，内部に1~2cm 程度の透明な翼をつけた軽い種子が多数詰まって 

いる（グラビア65)。さく果は，数か月間枝から垂れ下がって残存する。木材 
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図34. 2 Jacaranda 7nirnosaefol加D. Donの葉・花・さく果 
(Geilfus 1989) 
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よ mimos αeFOZ1α D.Don

シノニムには J mimos がoZね,J 健雄がo‘畝,tl仰煽がo‘ね がある。原産地はペ

ル ー (Macbride l961;Encarnaci6nl983) で ,Green-ebony,Fern ‐tree (英

語 ), Jacaranda a feuilles de mimose( 仏 語 ), Jacaranda,Yaravisco,

Paravisco (ペ ル ー ), Nazare( アル ゼ ンチ ン),Gualanday,Tarco( ボ リビア ),

Jacaranda ‐mimoso (ブラ ジル ),F1amboyanazul( キ ュバ , プエル トリコ )

などの地方名で呼ばれる。

樹高 15~20m になる落葉高木,直径 30~60cm, 根元から分岐することが珍

しくない。葉は対生,長さ 20~40cm, 奇数 2回羽状複葉,羽片は 16~26 対,

明緑色, シダ状またはネムノキに似た細かい切り込みとなって美しく, 小葉は

卵形,lcm 内外, 軟毛がある (図 34,2)。長さ 20~30cm くらいの頂生円錐花

序に 40~90 個に及ぶ花をつける。花筒部はややふくらみ,先端は開張し,浅く

5裂する。花筒部の長さ約 5cm, 花径約 4cm, 極めて鮮明な砦色で下向きに咲

き,青空を背景として見ると華麗な淡紫色に見える (グラビア66)。果実は,扇

球形,波状縁,直径 5~7cm 程度,未熟時革質,緑色 (グラビア 70),成熟時木

質, 褐色で, 内部に 1~2cm 程度の透明な翼をつけた軽い種子が多数詰まって

いる (グラビア 65)。さく果は, 数か月間枝から垂れ下がって残存する。木材

図 34.2 Jαmm' 縦α 'mmos α釧 o‘ね D.Don の葉 ・花 ・さ く果

(Geilfusl989)
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は，黄白色～灰色で，比重は0.52 程度，内装用，建築，家具，梱包，薪炭材な 

どに利用される。生け垣，被陰樹および養蜂の蜜源植物として利用されるほか， 

街路樹，庭園花木などの景観樹としても用いられている。具体的なデータはな 

いが，熱帯・亜熱帯地域では最も多く植えられている景観樹種のーつとして知 

られている。 中南米地域以外，南カリフォルニア，エジプト，旧ローデシア， 

ハワイ, インド, オーストラリア，ニュージーランドなどでは並木‘庭園に頻 

繁に用いられる。1818年欧州に入り，間もなく日本にも渡来している，昭和25 

年6月3日に熱海の蜂須賀邸のものが開花したとされているが， これは樹高6 

m ，植え付け後15年目であった。 

材加害カミキリムシとしてはH0plおton ichus bondari, Mgacy liene ルおa, 

Phau忽訴omsorn などが，インド周辺地域ではカイガラムシ類の枝加害が知ら 

れている。 

J puberula Cham. 

シノニムにはJ endotricha, J .subrhom baa, J samおerra加がある。原産地は 

ブラジルで， Carobinha, Jacarand自-branco, Caroba-da--mata, Caroba, Caro-

beira, Caroba-roxa, Caroba-do-campo, caroba-mi(ida, Caroba-pequena, 

Caroba-brava, Pau-de--col her（ブラジル）などの地方名で呼ばれる0 

樹高4-'--7 m ，胸高直径30-40 cm となる。 葉は2回羽状複葉，長さ20-'25 

cm,小葉の長さ3'-'--Scm，無毛である。木材の比重は0,58 程度,建築，内装用, 

合板，梱包，箱，紙パルプ,靴の型などに利用される。緑化，景観，侵食防止 

および土壌改良に用いられる。 

表拠．1 Jacaranda属 

樹 種 原産地 樹 高 開花期 完熟期 

J. c0J'aia 中米～南米 20-45m 5--8月 12'-2月 

J . cuspid沃〕l記 ブラジル 5-40 m 9-10月 8-9月 

J.macmn訪a ブラジル 8-42 m 11-4月 9-lU月 

J

,mcnm 坑a 

J mimosaefolia ペル- 15-'--25m 7-9月 1~3月 

J puberula ブラジル 4-7m 8-9月 2-3月 

は, 黄白色 ~ 灰色で,比重は 0.52程度, 内装用, 建築, 家具, 梱包, 薪炭材な

どに利用される。生け垣,被陰樹および養蜂の蜜源植物として利用されるほか,

街路樹, 庭園花木などの景観樹としても用いられている。具体的なデータはな

いが, 熱帯・亜熱帯地域では最も多く植えられている景観樹種の一つとして知

られている。中南米地域以外 , 南カリフォルニア, エジプ ト, 旧ローデシア,

ハ ワイ , イ ン ド, オ ー ス トラ リア , ニ ュー ジー ラ ン ドな どで は並木 ・庭 園 に頻

繁に用いられる。1818年欧州に入り,間もなく日本にも渡来している,昭和 25

年 6月 3日に熱海の蜂須賀邸のものが開花したとされているが, これは樹高 6

m, 植え付け後 15年目であった。

材加害カ ミキ リムシとしては鼠op始めれZ域“s 肥れαの", 加増解γ“靴 e五鰯sα,

P兎α彰αZれomso物 などが, インド周辺地域ではカイガラムシ類の枝加害が知ら

れている。

tZP “ber “Zα Cham

シノニ ム に は tZB “〆鱗γZcねα,CZs 物γれom ゐ卿 ,J semi 彫篇α卿 が あ る。原産地 は

ブ ラ ジ ル で , Carobinha,Jacaranda-branco,Caroba-da 一貫lata,Caroba,Caro-

beira, Caroba-roxa,Caroba-do-calmLP0,Caroba-miada,Caroba-Pequena,

Caroba ‐brava, Pau-de-colher( ブ ラ ジル ) な どの地方名 で呼 ばれ る。

樹高 4~7m, 胸高直径 30~40cm となる。葉は 2回羽状複葉, 長さ 20~25

cm, 小葉の長さ 3~5cm, 無毛である。木材の比重は 0,58程度,建築,内装用,

合板, 梱包 , 箱, 紙パルプ, 靴の型などに利用される。緑化, 景観, 侵食防止

および土壌改良に用いられる。

表 34.l tZqm 節 77αα属

樹 種 原産地 樹 高 開花期 完熟期

J.Cop 頭の 中米 ~ 南米 20~45m 5~8 月 12~2 月

　　　　　　　　　　

J.? れαcm ァ鋳たα

　　　　　　　　　　　

J,mimosqe o‘ね

　　　　　　　　　

ブラジル

ブ ラ・ジノレ

アルゼンチン, ブラ
ジル, パ ラグアイ

ベミノレー

ブ ラ・ジノレ

5~lom

8~12m

10~25m

15~25m

4~7m

9~10 月

ILYI 月

10~12 月

8~9 月

9~10 月

7~9 月

7~9 月 1~3 月

8~9 月 2~3 月
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適 地 

本属にはそれぞれの樹種の生態的特性に適した立地条件があるが,一般的に 

は，熱帯・亜熱帯地域で広く栽培できる。海岸から海抜L500 m 程度まで，土壌 

養分の少ない場所でも栽培は可能で，日当たりを好み,やや酸性で，排水のよ 

い土が適する。 

開花および結実 

本属の分布・栽培地域は広いため，開花期および結実期は立地条件，個体な 

どによって異なる。目安として，天然分布地域で報告されている開花期・結実 

期（完熟期）を表34. 1に示す。 

種子の取扱い 

1 kg当たりの粒数は，樹種，地域，個体，気候の変化などによって差が大き 

い。文献によっては，同じ樹種でも20,000'-200,000 粒などと大きな幅がある。 

参考のため,本属重要樹種のkg当たりの種子粒数を表34. 1に示す。果実は， 

褐色あるいは暗褐色を帯びてきたとき,開裂する前に採取する。採取した果実 

は，天日で開裂するまでに乾燥をさせ,種子を取り出し，風通しのよい日陰で 

自然乾燥をさせる。種子は極めて軽いので風で飛ばされないように注意する。 

乾燥機を利用する場合，種子は42℃で2時間程度乾燥させると良い。樹種に 

よって種子の生存率が異なるが, ここで述べているジャカランダ属の代表的な 

樹種の場合は，常温条件では3- 5か月で発芽力を失う。低温条件では，J 

micranma の場合（温度4C，湿度96％あるいは温度18C，湿度82%), 1年間 

主要樹種の造林特性 

種子粒数ノkg 発芽率 育苗期間 成 長 の 状 況 

20,000'-'200,000 80% 5~6か月 7年で樹高18,7 m ,胸高直径18.5 
cm（活着率80％以上） 

33,100 80％以上 4-6か月 2年で樹高3m 

145,000 5-Sか月 2年で樹高4m 

100,000'-151,000 85% 6か月 4年で樹高4.6 in,胸高直径6 cm 
（活着率93%以上） 

125,000 約80% 約6か月 

165,000 80％以上 6か月 2年で樹高3m 
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地

本属にはそれぞれの樹種の生態的特性に適した立地条件があるが,一般的に

,熱帯・亜熱帯地域で広く栽培できる。海岸から海抜 1,500m 程度まで,土壌

分の少ない場所でも栽培は可能で, 日当たりを好み, やや酸性で,排水のよ

る。

本属の分布・栽培地域は広いため,開花期および結実期は立地条件,個体な

によって異なる。目安として, 天然分布地域で報告されている開花期・結実

(完熟期) を表 34." こ示す。

lkg 当たりの粒数は,樹種,地域, 個体, 気候の変化などによって差が大き

。文献によっては,同じ樹種でも20,000~200,000粒などと大きな幅がある。

考のため,本属重要樹種の kg 当たりの種子粒数を表 34.1に示す。果実は,

色あるいは暗褐色を帯びてきたとき,開裂する前に採取する。採取した果実

, 天日で開裂するまでに乾燥をさせ, 種子を取り出し, 風通しのよい日陰で

然乾燥をさせる。種子は極めて軽いので風で飛ばされないように注意する。

燥機を利用する場合,種子は42qCで 2時間程度乾燥させると良い。樹種に

って種子の生存率が異なるが, ここで述べているジャカランダ属の代表的な

種の場合は, 常温条件では 3~5 か月で発芽力を失う。低温条件では,tZ

.cm煽れαの場合 (温度 4℃,湿度 96% あるいは温度 18℃,湿度 82%),1 年間

の造林特性

種子粒数/kg 発芽率 育苗期間 成 長 の 状 況

20000~200,000 80% 5~6 か月 7年 で樹高 18,7m, 胸高直径 18.5
cm( 活着率 80%以上)

33,000 80% 以上 4~6 か月 2年で樹高 3m

145,000 5~6 か月 2年で樹高 4m

100,000~151,000 85% 6 か月 4年 で樹高 4.6i・n, 胸 高 直径 6cm
(活着率 93%以上)

125,000 約 80% 約 6か月

165,000 80% 以上 6か月 2年で樹高 3m
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以上の貯蔵が可能であることが報告されている。 

育 苗 

種子の発芽促進処理は不要で，播種後10-'21日で発芽する。新鮮な種子であ 

れば，発芽率は80％以上が普通である（表34.D。常温条件で貯蔵した種子は， 

2か月後に発芽率は30％以下に低下し，3-..-5 か月後には発芽力はほとんど失 

われている。 

挿木による苗木の生産も知られており，事業的にポット苗として育成されて 

いる。低温貯蔵しないかぎり，通常は種子採取後2 か月以内に取りまきする。 

まきつけ方法は，ばらまきとし，種子が見えなくなる程度に山砂あるいは川砂 

で覆土し，種子が洗い出されないように静かに灌水する。灌水の回数は，季節， 

気候，発芽床の状態などによって異なるが，1日に2回程度を目安とする。 

芽生えは，3-6cm になった頃に （目安として発芽後4-.-5週で），小さくと 

も高さ20cm，直径7cm のポットに移植する。樹種によって多少異なるが，一 

般的に山出しするまでの育苗期間は6か月間となる（表34.D。 

組織培養 

J mimosafol加は茎頂培養による増殖が可能で，45日間で6倍以上の 

シュートが得られる。詳しい情報はMaruyama et al. (1993）を参照されたい。 

シュートの発根には0.i.-.1.0 mg/iのIBA（インドール酪酸） を含む半分の濃 

度のB5培地が適し，1 か月間で100％の発根率が得られる。発根した個体は5 

cm以上に成長した時点でバーミキュライトを含むポットに移植し,苗木の馴 

化ができる（グラビア69)~ 

人工種子による増殖および保存 

茎頂培養によって増殖されたJ mimosaefolia のフラスコ苗より約3mm の 

長さの頂芽を用いて人工種子を作製すると，約5,000 luxの16時間照明，25C 

恒温の培養室内で100％の発芽とシュートの伸長が得られる。 しかし,非無菌 

条件で直接播いた場合は発芽がほとんど得られない（Maruyama et at, 1997 a, 

1997b)。非無菌条件下では,内側の層に0.5% (w/v）の活性炭素粉末を加えて 

通常の10倍濃度のB5培地成分を含むアルギン酸ゲルのビーズを入れ，その 

外側に通常と同じ濃度のB5培地成分を含むアルギン酸ゲルの層で頂芽を包埋 
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以上の貯蔵が可能であることが報告されている。

育 苗
種子の発芽促進処理は不要で,播種後 10~21 日で発芽する。新鮮な種子であ

れば,発芽率は 80% 以上が普通である (表 34.1)。常温条件で貯蔵した種子は,

2か月後に発芽率は30% 以下に低下し,3~5 か月後には発芽力はほとんど失

われている。

挿木による苗木の生産も知られており,事業的にポット苗として育成されて

いる。低温貯蔵しないかぎり,通常は種子採取後 2か月以内に取りまきする。

まきつけ方法は, ばらまきとし,種子が見えなくなる程度に山砂あるいは川砂

で覆土し,種子が洗い出されないように静かに潅水する。潅水の回数は,季節,

気候, 発芽床の状態などによって異なるが,1 日に 2回程度を目安とする。

芽生えは,3~6cm になった頃に (目安として発芽後 4~5 週で), 小さくと

も高さ 20cm, 直径 7cm のポットに移植する。樹種によって多少異なるが,一

般的に山出しするまでの育苗期間は6か月間となる (表 34.1)。

組織培養
J mlmos 鍔元 Z血 は茎頂培養による増殖が可能で,45 日間で 6倍以上の

シュー トが得 られる。詳 しい情報は Maruyama e‘〆.(1993) を参照されたい。

シュー トの発根には 0.1~1,omg/1 の IBA( インドール酪酸 ) を含む半分の濃

度の B5培地が適し,1 か月間で 100% の発根率が得られる。発根した個体は5

cm 以上に成長した時点でバーミキュライトを含むポットに移植し, 苗木の馴

化ができる (グラビア 69)。

人工種子による増殖および保存

茎頂培養によって増殖された J mimosαぴo‘ねのフラスコ苗より約 3mm の

長さの頂芽を用いて人工種子を作製すると, 約 5,000luxの 16時間照明,2 ずC

恒温の培養室内で 100% の発芽とシュートの伸長が得られる。しかし, 非無菌

条件で直接播いた場合は発芽がほとんど得られない (Maruyama 妨碍,1997a,

1997b)。非無菌条件下では,内側の層に 0.5%(w/v) の活性炭素粉末を加えて

通常の 10倍濃度の B5 培地成分を含むアルギン酸ゲルのビーズを入れ, その

外側に通常と同じ濃度の B5 培地成分を含むアルギン酸ゲルの層で頂芽を包埋



223 

する。つまり，二重構造の人工種子を作製する。 これを滅菌していないパーラ 

イト上にまき，乾燥させないように注意して，約25C，約3,000 luxの16時間 

日長蛍光灯下で，80％以上の人工種子が発芽した。 

一方，無菌の培養苗から切りだした茎頂を一重構造のアルギン酸ゲルで包埋 

したものが，比較的に室温に近い温度条件での生殖質の保存に使えることが分 

かった。無菌条件で水のみを含有する1％の寒天床の上で，20℃恒温の培養条 

件で発芽せずに6か月間程度休眠状態で人工種子の貯蔵が可能である。 

植 栽 

Jacaranda 属は，華麗な形態のために,並木，庭，公園，街路樹などの観賞 

植物として世界中に知られている。毎年世界中に約100万本のジャカランダの 

木が植栽されているとの推測がある。その中で，J mimosaeプolia は観賞樹木と 

して最も人気がある。観賞樹木として以外では，ほとんどが皆伐造林およびア 

グロフォレストリーで植栽される。 アグロフォレストリーの場合は，とくにJ 

C叩a加は，マホガニー，セドロ， トルニージョ，牧草，キャッサバ,バニラ， 

胡椒などと植栽される（グラビア68)。陽樹であるが，樹冠があまり広がらない 

ため樹間の間隔を狭くすることもできる。バニラや胡椒とは2mX2m-'3rnX 

3m，マホガニー，セドロ, トルニージョとは3m )< 3 m ~5 mx 5 m ，キャッサ 

バや牧草とは10 mx lOm などの間隔で植えられている。そのほかに，生け垣， 

防風林，燃料用，境界木などの場合の植栽間隔は0.5 mXO.5 m '--1.5m X 1.5m 

あるいはそれ以下である。植栽にあたっては，ポット苗は良い活着率を示し， 

特に注意することはないが，できるだけ排水の悪い場所を避ける。 

天然更新 

ジャカランダは， 熱帯中南米の焼畑農業による二次林で最も代表的な属の1 

つとして知られ，Cecropi a属，Hima加n坑us属，Cavanilles記属, Ochroma 

属,Guazuma 属，Croton属，Biユa 属，Triplaris 属，Pourouma 属，Ery坑rmna 

属，Solanum 属, Quararibea 属, Alchornea 属，Sapium 属，Laetia 属, 

残smia 属，Micon詔 属，Coussapoa 属，Leon葩属，Calycophylluin 属，Ape iba 

属，R inorea 属，Heliocaゆus 属などとともに出現する。 

本属の天然更新施業技術については報告が少ないが,現在j copaia は二次 

林経営の重要樹種としてとくに注目されている。 
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する。つまり, 二重構造の人工種子を作製する。これを滅菌していないパーラ

イト上にまき,乾燥させないように注意して,約 2がC, 約 3,000luxの 16時間

日長蛍光灯下で,80% 以上の人工種子が発芽した。

一方,無菌の培養苗から切りだした茎頂を一重構造のアルギン酸ゲルで包埋

したものが,比較的に室温に近い温度条件での生殖質の保存に使えることが分

かった。無菌条件で水のみを含有する 1% の寒犬床の上で,20qC 恒温の培養条

件で発芽せずに6か月間程度休眠状態で人工種子の貯蔵が可能である。

植 栽
Jqcαm72αα属は, 華麗な形態のために, 並木, 庭, 公園, 街路樹などの観賞

植物として世界中に知られている。毎年世界中に約 100万本のジャカランダの

木が植栽されているとの推測がある。その中で,J'mmos α釧o‘彰は観賞樹木と

して最も人気がある。観賞樹木として以外では, ほとんどが皆伐造林およびア

グロフォレス トリーで植栽される。アグロフォレス トリーの場合は, とくに J

copのαは , マ ホガニー , セ ドロ , トル ニー ジ ョ, 牧 草 , キ ャッサバ , バ ニ ラ ,

胡被などと植栽される (グラビア68)。陽樹であるが,樹冠があまり広がらない

ため樹間の間隔を狭くすることもできる。バニラや胡淑とは 2m ×2m~3m ×

3m, マ ホ ガニー , セ ドロ , トルニー ジ ョとは 3m × 3m~5m × 5m, キ ャ ッサ

バや牧草とは 1om ×1om などの間隔で植えられている。そのほかに,生け垣,

防風林 , 燃料用 , 境界木などの場合の植栽間隔は 0.5m ×0.5m~1.5m × 1.5m

あるいはそれ以下である。植栽にあたっては, ポット菌は良い活着率を示し,

特に注意することはないが, できるだけ排水の悪い場所を避ける。

天然更新

ジャカランダは, 熱帯中南米の焼畑農業による二次林で最も代表的な属の 1

つとして知 られ ,Ce がゆね属 ,Him α餌煽れ"s 届 ,C α堀川‘‘鎧わ属 ,0 物〆om α

属 ,G “α2“m α属 ,Cm ≠o% 属 , βZxq 属 ,T 締めねγZs属 ,H 伽 知“m α属 , βか肋““α

属 ,So ね 72“m 属 ,Q" α惚γZbeα 属 ,A たねoγ欄 α 属 ,SQ 〆 "肌 属 ,LQez 幻 属 ,

yism.iQ 属 ,M
ric
倣 わ 属 ,Co “s細めoα属 ,LBO 川α属 ,C 錫γCopん“‘“粥 属 ,Ape 海α

属,R 粥o柁α属, 自認iomゆ"s属などとともに出現する。

本属の天然更新施業技術については報告が少ないが, 現在 cZ copα如は‐二次

林経営の重要樹種としてとくに注目されている。
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成 長 

樹種，植栽方法，立地条件などによって成長量が異なるが，適地での成長は 

早く，年に1.5 m 以上の成長を示す。萌芽力がやや高く，3年生で花が咲く個体 

があることが報告されている。活着率も良く，J micra nt ha の測定例では，植 

栽後4か年で93％以上の高い生存率であった。Jacaranda 属の中では，最も早 

い成長を示すJ copaia の場合は，平均的には年に樹高2.7m 程度，胸高直径 

2.6cm 程度の成長をし，樹幹は通直に伸び，自然落枝が良好である。参考のた 

め表34. 1にいくつかの成長測定例を掲げる。 
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成 長

樹種, 植栽方法, 立地条件などによって成長量が異なるが,適地での成長は

早く,年に 1.5m 以上の成長を示す。萌芽力がやや高く,3 年生で花が咲く個体
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35． プリマベラ（Prim av era) 

学名：Tabebuia donnell-smi坑ii Rose 

ノウゼンカズラ科 

大住 克博 

プリマベラは，スペイン語で春または春の女神の意で，乾季に黄色の花が樹 

冠一面に開き，美観を呈することに由来する0 材は評価が高く，ホワイトマホ 

ガニーとも称される。天然林においては伐採により減少しているが，造林によ 

り，将来，資源量が増加することが期待されている。 メキシコ南部とヴェネズ 

エラに隔離分布するTo be bu加millsii に近縁で，中間種も見られる。 プリマベ 

ラ は資料によ り，Roseodendron donnell-smithii あ る いはCybおtax 

donnell-smi坑'I と記載されることもある。 

プリマベラが属するTa be buia （タベブイア）属は，ノウゼンカズラ，キササ 

ゲ，また最近花木として日本国内でも人気が高いジャカランダなどと同じノウ 

ゼンカズラ科に属し，新大陸の熱帯・亜熱帯に約100 種を産する。 タベブイア 

属の多くの種は常緑または落葉の高木～低木で，長い葉柄を持つ葉は対生す 

る。落葉期に枝先に美しい円錐花序をつけるものが多く，ロート状の花冠を持 

つために，属の英名をトランペットツリーと言い，街路樹や庭木とされる種が 

多い（Gentry 1994)ロ同属では他に，T. avelルnedae （イペーロッショまたはラ 

パチョ）,T. guaya can（グアヤカン）,T. serratifol記（パウ・ドアルコ・アマ 

レロ）等が，重硬な良材として知られている（熱帯農業研究センタ- 1978)。以 

下，主にFrancis (1989)の資料に沿って紹介する。 

分 布 

メキシコ南西部からホンジュラスにかけての中米，13。 N から21。 N の間に 

分布する（図35.D。メキシコ，チアパ州では，標高150-800m の変成岩地帯 

の，7泡γminalia oblonga（モモタマナ属）やV1れルguaルmalensお の優占する 

森林に混生している。中部メキシコ太平洋岸の半乾燥林では，Astronium 

graveo んns, Cordia all加dora （カキバチシャノキ属）,En記γolobium Cyclocar 

pum（グアナカステ）などと混生する。メキシコの自生地では，通常，収穫対象 

となるような林木は散生していて，ha当たり5本を越えることがない。コスタ 
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35. プ リマベラ (Primavera)

学 名 :7Tαbgり“Zα doれ"8ZZ-smi 劫 "Rose

ノウゼンカズラ科

大住 克博

プリマベラは, スペイン語で春または春の女神の意で, 乾季に黄色の花が樹

冠一面に開き, 美観を呈することに由来する。材は評価が高く, ホワイトマホ

ガニーとも称される。天然林においては伐採により減少しているが, 造林によ

り, 将来, 資源量が増加することが期待されている。メキシコ南部とヴェネズ

ェラに隔離分布する ob効“郷 mZZZSメメキこ近縁で, 中間種も見られる。プリマベ

ラ は 資 料 に よ り,Roseodg" 伽伽 α伽鰯“ 伽ま肋" あ る い は CybZs加%

ぬれれ8“‐s“煽れ" と記載されることもある。

プリマベラが属する 71α彰卿粥 (夕べブイア)属は, ノウゼンカズラ, キササ

ゲ, また最近花木として日本国内でも人気が高いジャカランダなどと同じノウ

ゼンカズラ科に属し, 新大陸の熱帯・亜熱帯に約 100種を産する。夕べブイア

属の多くの種は常緑または落葉の高木~低木で,長い葉柄を持つ葉は対生す

る。落葉期に枝先に美しい円錐花序をつけるものが多く, ロート状の花冠を持

つために, 属の英名をトランペットツリーと言い, 街路樹や庭木とされる種が

多い (Gentry l994)。同属では他に,71g 健夏α解ααe( イペーロッショまたはラ

パチョ),7 1g“妙αcαれ (グアヤカン),7 1彫常の新o‘ね (パウ ・ドアルコ ・アマ

レロ)等が,重硬な良材として知られている (熱帯農業研究センター 1978)。以

下 , 主に Francis(1989) の資料に沿って紹介する。

分 布
メキシコ南西部からホンジュラスにかけての中米,13oN から21oN の間に

分布する (図 35.1)。メキシコ, チアパ州では,標高 150~800m の変成岩地帯

の,!@ γ?溺れ錫畝 obzo“gα (モモタマナ属 ) や Vim 如 g“餌emα‘@“sisの優占する

森林に混生 している。中部メキシコ太平洋岸の半乾燥林では, ASZm 欄“m

gm のeoZB"s,Co7di αの Ziodom( カキバ チ シ ャノキ属 ), 丑幼のり‘obi“mc γdoc α〆

P"m( グァナカステ)などと混生する。メキシコの自生地では,通常,収穫対象

となるような林木は散生していて,ha 当たり 5本を越えることがない。コスタ
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図35. 1 プリマベラの天然分布域（Francis 1989) 

リカ，ハワイ，プェルトリコなどで造林されるほか，花が美しいため，世界中 

の熱帯,亜熱帯地域で観賞用に植えられる。 （グラビア71, 72) 

開花と結実 

明るい黄色の花は，幅2-2.5 Cr'lの大きさで，円錐花序を枝先につける。乾季 

の落葉中に開花し，2 か月間咲き続ける。 サヤは通直で長さは25-50cm に達 

し下垂する。開花後4か月で種子は成熟する。サヤは熟すと褐変し，裂開して 

種子を散布する。 

種子の取扱い 

種子は小型で，1 kg当たりの種子数は約17万個である。紙質の翼を持ち，強 

風下では数百m 飛散することがある。種子の採集は，サヤの色が緑から褐色に 

変化したらすぐに始める。大量のサヤの採集は伐倒によるが，少量であれば， 

地表に落下したもので間に合う。サヤは陽光下に広げると2, 3日で裂開する。 

しかし種子を貯蔵するには，種子含水率が5-6％になるまで，さらにl-2週 

間乾燥する必要がある。常温下で容器の中に密閉すれば，1年ぐらいは保存で 

きる。 

播種は，日除けを設置した播付け床か播種容器に，柔らかく肥えた，排水と 

保水が適度に良い土を用いて行う。播種した種子は，乾燥を防ぐために,細か 

い砂か土で薄く被覆する。種子は12'-'18 日で発芽する。プェルトリコ産の種子 

の例では，発芽率は19％であった。 
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図 35.1 プリマベラの天然分布域 (Francis l989)

リカ, ハワイ, プエルトリコなどで造林されるほか, 花が美しいため, 世界中

の熱帯, 亜熱帯地域で観賞用に植えられる。 (グラビア 71,72)

開花と結実

明るい黄色の花は,幅 2~2.5cm の大きさで,円錐花序を枝先につける。乾季

の落葉中に開花し,2 か月間咲き続ける。サヤは通直で長さは 25~50cm に達

し下垂する。開花後 4か月で種子は成熟する。サヤは熟すと褐変し,裂開して

種子を散布する。

種子の取扱い

種子は小型で,lkg 当たりの種子数は約 17万個である。紙質の翼を持ち,強

風下では数百 m 飛散することがある。種子の採集は,サヤの色が緑から褐色に

変化したらすぐに始める。大量のサヤの採集は伐倒によるが, 少量であれば,

地表に落下したもので間に合う。サヤは陽光下に広げると 2,3 日で裂開する。

しかし種子を貯蔵するには, 種子含水率が 5~6% になるまで, さらに 1~2 週

間乾燥する必要がある。常温下で容器の中に密閉すれば,1 年ぐらいは保存で

きる。

播種は, 日除けを設置した揺付け床か播種容器に,柔らかく肥えた,排水と

保水が適度に良い土を用いて行う。播種した種子は,乾燥を防ぐために,細か

い砂か土で薄く被覆する。種子は 12~18 日で発芽する。プエルトリコ産の種子

の例では, 発芽率は 19% であった。
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育 苗 

プリマベラは地上子葉性である。実生は丈夫な主根を深く伸ばし，側根は 

徐々に発達する。実生に灌水しすぎると，立ち枯れを起こす。約3週間後，苗 

の高さが2.5-5 cmになった時に苗畑に床替えする。 間隔は30cm四方に一本 

とする。移植後約4か月で苗高約40cm となり,山出し可能となる。 

スタンプ苗用の実生はlmの大きさが必要であり,それには7-,9か月かか 

る。実生を掘上げる前に，地上部を地上高10cm で剪定する。根も軽く切り詰 

めて泥水に浸し，湿らせたピートか麻袋で梱包して山出しし，できるだけ早く 

植栽する。 

適 地 

プリマベラの自生地は年降水量が1,000-3,000 mm で，冬季に短い乾季を伴 

う夏雨気候下にある。年平均気温は23-28℃，最寒月の平均気温は17-23℃ 

で，無霜地域である。 

自生地では沖積土，火山灰，変成岩，石灰岩を母材とする，地味の豊かな土 

壌に育っ。土質は砂質から粘土質のロームを好み，pHは5.5-.7.5 が良い。水は 

けの良さを好み，かなり排水の良いところから中庸な所までの,下層に不透水 

層を持たない立地に良好に育っ。深い土壌を好み，地形としては沖積台地や崩 

積土の堆積した斜面が良い。海岸から標高1,000m まで育つ。 

植 栽 

陽光を好むので,速い成長を期待するには，かなり広い植栽間隔を必要とす 

る。ホンジュラスにおけるー般的な植栽間隔は，9mX4.5mで，ha当たりでは 

240 本植えである。より高密度な植栽も試みられているが，形質の改善にはつ 

ながっていない。 ホンジュラスにおいては，スタンプ苗が良い造林成績を示し 

た。 

更新と初期保育 

プリマベラは陽樹であり，その更新は先駆種的である。分布域においては， 

放棄した農地，撹乱を受けた土地，あるいは道脇に盛んに更新することが観察 

される。樹冠が疎開していれば，実生は二次林の林冠下でも数年間は生存でき 

るが，成長は遅い。 自然状態では，普通，林分が発達するにつれて，より耐陰 
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プリマベラは地上子葉性である。実生は丈夫な主根を深く伸ばし,側根は

徐々に発達する。実生に潅水しすぎると,立ち枯れを起こす。約 3週間後,苗

の高さが 2,5~5cm になった時に苗畑に床替えする。間隔は 30cm 四方に一本

とする。移植後約 4か月で苗高約 40cm となり, 山出し可能となる。

スタンプ苗用の実生は lm の大きさが必要であり, それには 7~9 か月かか

る。実生を掘上げる前に,地上部を地上高 1ocm で勇定する。根も軽く切り詰

めて泥水に浸し, 湿らせたビートか麻袋で梱包して山出しし, できるだけ早く

植栽する。

適 地

プリマベラの自生地は年降水量が 1,000~3,00omm で, 冬季に短い乾季を伴

う夏雨気候下にある。年平均気温は 23~2 がC, 最寒月の平均気温は 17~2ずC

で, 無霜地域である。

自生地では沖積土,火山灰,変成岩,石灰岩を母材とする,地味の豊かな土

壌に育つ。土質は砂質から粘土質のロームを好み,PH は 5.5~7.5が良い。水は

けの良さを好み,かなり排水の良いところから中庸な所までの,下層に不透水

層を持たない立地に良好に育つ。深い土壌を好み,地形としては沖積台地や崩

積土の堆積した斜面が良い。海岸から標高 1,ooom まで育つ。

植 栽
陽光を好むので,速い成長を期待するには,かなり広い植栽間隔を必要とす

る。ホンジュラスにおける一般的な植栽間隔は,9m ×4.5m で ,ha 当たりでは

240本植えである。より高密度な植栽も試みられているが, 形質の改善にはつ

ながっていない。ホンジュラスにおいては, スタンプ苗が良い造林成績を示し

た。

更新と初期保育
プリマベラは陽樹であり, その更新は先駆種的である。分布域においては,

放棄した農地,撹乱を受けた土地, あるいは道脇に盛んに更新することが観察

される。樹冠が疎開していれば,実生は二次林の林冠下でも数年間は生存でき

るが, 成長は遅い。自然状態では, 普通, 林分が発達するにつれて, より耐陰



性の強い樹種に取って代わられる。 

プリマベラは耐陰性が低いため，下木植裁は適さない。造林地においても, 

前生樹が完全に除去されていなかったり，下刈りが十分でなかったりすると， 

生残率や成長量が低下する。立地の良いところでは，プリマペラが他の植生を 

抜け出すまでに，約2年間の下刈りが必要であるとされる。若い個体は萌芽が 

可能である。 

成長と形質 

プリマベラの成長に関する資料は少ない。好適な立地では，最初の10年間の 

間，年1.5-'2 m の樹高成長が可能である。その後，樹高成長は徐々に低下し， 

樹高は最高で25-35m に達する。直径成長は，良好な立地では，年1-3cmで 

ある。成長すると胸高直径はlm に達する。世界各地で植栽された林分の成績 

を表35. 1に示す。 

プェルトリコの大変に多孔質で土壌の浅い石灰岩地の例では，生残率は高 

かったが，成長は遅かった。グアテマラの32年生の造林地の成績では，平均の 

単木材積は約2 m3で，材積は446 m3/ha，年成長量は14m3/haとなっている。 

他の資料では，潜在的な年成長量は20-i加m3/haと見積もられている。林分 

が成熟すると胸高断面積合計はかなり高くなり，プェルトリコの36年生の林 

分では87m2/haに達している。 

伐期齢は35年が提唱されている。立地の良い所では，30年で大径で良質な 

丸太を生産できるだろう。 

プリマベラは形状の良い木である。しかし，幼齢の内に被圧を受けると，分 

枝が減少し，光の入射方向へ傾斜することがある。主軸が複数立ち上がる事も 

よく観察されることである。最終的には，その内の1本が優勢になるが，分岐 

部分に小さな曲がりが残ることもある。 これは，早めに余分な主軸を剪定する 

ことで防げる。板根はあまり発達しない。大径木には縦溝が走ることがある。 

病虫害 

深刻な病害虫は報告されていない。食葉性害虫としてヤママユガ科の 

Hyles加spp．が知られている。プェルトリコでは，種子を食害する未同定の昆 

虫が報告されている。 シロアリに対する耐性は不明である。心材は，白色腐朽 

菌あるいは褐色腐朽菌に耐久性がある。屋外における劣化にも強い。 
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性の強い樹種に取って代わられる。

プリマベラは耐陰性が低いため, 下木植栽は適さない。造林地においても,

前生樹が完全に除去されていなかったり, 下刈りが十分でなかったりすると,

生残率や成長量が低下する。立地の良いところでは, プリマベラが他の植生を

抜け出すまでに,約 2年間の下刈りが必要であるとされる。若い個体は萌芽が

可能である。

成長と形質
プリマベラの成長に関する資料は少ない。好適な立地では,最初の 10年間の

間,年 1.5~2m の樹高成長が可能である。その後,樹高成長は徐々に低下し,

樹高は最高で 25~35m に達する。直径成長は,良好な立地では,年 1~3cm で

ある。成長すると胸高直径は lm に達する。世界各地で植栽された林分の成績

を表 35.1に示す。

プエルトリコの大変に多孔質で土壌の浅い石灰岩地の例では,生残率は高

かったが,成長は遅かった。グァテマラの 32年生の造林地の成績では,平均の

単木材積は約 2m3 で,材積は 446m3/ha, 年成長量は 14m3/ha となっている。

他の資料では, 潜在的な年成長量は 20~30mB/ha と見積もられている。林分

が成熟すると胸高断面積合計はかなり高くなり, プエルトリコの36年生の林

分では 87m2/ha に達している。

伐期齢は35年が提唱されている。立地の良い所では,30 年で大径で良質な

丸太を生産できるだろう。

プリマベラは形状の良い木である。しかし, 幼齢の内に被圧を受けると, 分

枝が減少し,光の入射方向へ傾斜することがある。主軸が複数立ち上がる事も

よく観察されることである。最終的には, その内の 1本が優勢になるが, 分岐

部分に小さな曲がりが残ることもある。これは,早めに余分な主軸を勢定する

ことで防げる。板根はあまり発達しない。大径木には縦溝が走ることがある。

病虫害
深刻な病害虫は報告されていない。食葉性害虫としてヤママユガ科の

封yZBSIQspp.が知られている。プエルトリコでは, 種子を食害する未同定の昆

虫が報告されている。シロアリに対する耐性は不明である。心材は, 白色腐朽

菌あるいは褐色腐朽菌に耐久性がある。屋外における劣化にも強い。
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表35, 1 プリマベラ人工林の成長（Fl・ancis 1989) 

地 名 林 齢平均鵠直径 平器高 
プェルトリコ 

Cambalache 

Cambalache 

Cambalache 

Catalina 

Catalina 

Catalina 

Catalina 

- 1.5 

3.8 3.4 

10.9 11.4 

- 3.0 

11.4 9.1 

18.2 13.2 

47.5 31.0 

2.3 

15.6 - 

- 3.0 

18.1 - 

23.2 - 

18.8 14.1 

9.0 10.8 

10.5 11.5 

6.3 6.9 

一 2.4 

51.0 17.0 

2
 
4
 
36 

2
 
4
 
10 

鉛
 

ホンジュラス 

Cortez 4 

コスタリカ 

Lalsla 14 

CampoGama 2 

Campo Gama 6 

Campo Gama 9 

Desechada 507 10 

Parcela Radial 105 8 

Parcela Radial 106 4 

Parcela Radial 108 6 

ノ、ワイ 

オアフ 5.6 

不詳 40 

用 途 

プリマベラは，分布域においては重要な木材であり，高価である。広葉樹の 

中では材質の評価も高い。材は乳白色から黄色あるいは明るい褐色で，よく縞 

模様が入る。辺材から心材への境界は明瞭ではない。木理は通直からまだら状 

で，肌目は中庸から粗めである。 

比重は0.44で，タベブイア属の中では軽い。生材の含水率は62％で，乾燥は 

早い。含水率12％の材の例では，曲げ強さは6,571ニュートンノcm2，弾性係数 

は717 ニュートンノcm2，圧縮強さは3,861ニュートンノcm2 となっている。乾燥 

による収縮性は，半径方向で3.1%，接線方向で5.2%，容積の減少は8.7％であ 

る0 
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表 35,1 プリマベラ人工林の成長 (Francis l989)

地 名 林 続 平均胸高直径 平均横高
(cm) (m)

プエル トリコ

Cam ーbalache2 1.5

Calmbalache 4‐ 3.8 3.4

Ca]mbalache 36 10.9 11.4

Catalina2 3.O

Catalina 4 11.4 9.I

Catalina lo 18.2 13.2

Catalina 36 47.5 31.0

ホンジュラス

Cortez4 2.3

コスタリカ

La lsia

Cam ーpo Gama

CamLpo Gama

Campo Gamla

Desechada507

ParcelaRadial l05

ParceーaRadial l06

Par(コelaRadial l08

14 15.6 ‐ー

2 ‐‐ 3.O

6 18.i --

9 23.2 ‐一

10 18.8 14.I

8 9.0 10,8

4 10.5 11.5

6 6.3 6.9

ハワイ

オアフ

不詳
5.6 -- 2.4

40 51.0 17.O

途

プリマベラは, 分布域においては重要な木材であり, 高価である。広葉樹の

では材質の評価も高い。材は乳白色から黄色あるいは明るい褐色で, よく縞

様が入る。辺材から心材への境界は明瞭ではない。木理は通直からまだら状

, 肌目は中庸から粗めである。

比重は 0.44で, 夕べプイア属の中では軽い。生材の含水率は 62% で,乾燥は

い。含水率 12% の材の例では,曲げ強さは 6,571ニュートン/cm2, 弾性係数

717 ニ ュー トン/cm2, 圧 縮 強 さは 3,861 ニ ュー トン/cm2 とな って い る。乾燥

よる収縮性は,半径方向で 3.1%, 接線方向で 5.2%, 容積の減少は 8.7% であ
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同属の中では加工は容易で，仕上げも良い◇主要な用途は，家具材，化粧合 

板，内装材，構造材,薪炭材である。また，道路や公園，農園に,良い木陰を 

提供する。乾季には落葉するが，開花期の全木黄色に包まれる美しさは格別で 

ある。 

文 献 

Francis, J. K . (1989) Tabebuia donnell-smithit Rose. ITF Tropical Silvics Series, No. 

妬，SO-ITF-SNそ5, 4 pp. 

Gentry, A .H. (1994）キリモドキ，岩槻邦男ら監修「植物の世界」17 号‘朝日新聞社‘ 

東京．17:138-143 

Hogue, C.L. (1993) Latin American insects and Entomology. Univ. Calif. Press, 536 

pp. 

熱帯農業研究センター（1978）熱帯の有用樹種．熱帯農業研究センター．つくば市．pp. 

501-507 

　　　

同属の中では加工は容易で,仕上げも良い。主要な用途は,家具材,化粧合

板, 内装材, 構造材, 薪炭材である。また, 道路や公園, 農園に, 良い木陰を

提供する。乾季には落葉するが,開花期の全木黄色に包まれる美しさは格別で

ある。

文 献
Francis, J. K. (1989) αbeb 諺α d蹴 れ8“‐sm 鳶脳 fRose,ITFTroPicaISilvicsSeries,No.

25,SO-ITF-SN ‐25,4pp ‐

Gentry,A.H.(1994) キリモドキ, 岩槻邦男ら監修「植物の世界」17号. 朝日新聞社.

東京 .17:138-143

Hogue, C.L. (1993) Latin American insects and Entomology.Univ.Calif.Press,536

PP.

熱帯農業研究センター (1978)熱帯の有用樹種.熱帯農業研究センター. つくば市‘pp.

501‐507
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36． 熱帯性タケ類（Tropical bamboos) 

学名 Bambusaceae spp. 

タケ科 

内村 悦三 

タケ類は熱帯から温帯までの広範囲な地域に分布しており，地域住民の生活 

に欠かすことができない木質系資源として,昔から広く利用されてきた。 この 

ことは各国にタケを意味する固有の言葉,すなわちカワヤン（フィリピン），パ 

イ （タイ），マイ （ラオス），ブル（マレイシア，インドネシア）， トレ （ベトナ 

ム），ワ （ミャンマー），ツー （中国）,テタスン （タイワン），バンス （インド， 

ネノぐール）， ミアンジ （タンザニア， ケニア），バンブー （イタリア， ドイツ， 

フランス, ポルトガルなど）などがあり，これを接頭語，接尾語として付加す 

ることによって，タケの種類を明らかにしていることからも理解できよう。 

我が国では主として温帯に生育しているタケ類を，タケノカワの脱着状態に 

よって，タケとササに細分しているが，これらは熱帯に生育しているタケ類に 

も適用することができる。 ただ，温帯地域に生育しているタケ類と熱帯地域に 

生育しているタケ類では，その生育型が全く異なっていることと，それぞれの 

分布が，一部の種をのぞき，属を単位としてきわめて明瞭なことである。すな 

わち，温帯域に生育しているタケ類は，地下茎の節ごとに着生している芽子が 

そのまま地上に伸ぴて稈となるため，地上部での配置は分散し，散稈状となる。 

こうした生育型のタケを温帯性タケ類と呼んでいる。これに対して熱帯域に生 

育しているタケは，地中に埋まっている稈基部に着生している大型の芽子が， 

発芽すると直ちに地上に伸びるので，稈の配置は株立ち状となる。ただ亜熱帯 

の一部には熱帯域の生育型を保っているものの」地中部を数メートル這ってか 

ら地上部に立ち上がる種類のタケ（Melocanna baccilレa）があり，本来は株立 

ち状でありながら,地上部では散稈状に見えるものもある。 これらを熱帯性タ 

ケ類と呼んでいる。 

熱帯性タケ類の特徴には，①最寒月の平均気温が10C以下では，地上部が 

寒害を受けたり，枯死するなど耐寒性が低いこと，②葉の支脈が相互に平行し 

ていて温帯性のタケ類のように格子状にならないこと,③増殖法として挿木が 

容易に適用できること，④染色体数は2 n = 72で，温帯性タケ類の2n=48と 
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36. 熱帯性タケ類 (Tropical bamboo

学名 BambusaCeaeSPP ・

タケ科

内村 悦三

タケ類は熱帯から温帯までの広範囲な地域に分布しており,地域住民の生活

に欠かすことができない木質系資源として,昔から広く利用されてきた。この

ことは各国にタケを意味する固有の言葉,すなわちカワヤン (フィリピン),パ

イ (タイ), マイ (ラオス), ブル (マレイシア, インドネシア), トレ (ベ トナ

ム), ワ (ミャンマー ), ツー (中国 ), テクスン (タイワン), バ ンス (インド,

ネパ ール ), ミア ンジ (タ ンザニ ア , ケニ ア ), バ ンブー (イ タ リア , ドイ ツ ,

フランス, ポルトガルなど) などがあり, これを接頭語,接尾語として付加す

ることによって, タケの種類を明らかにしていることからも理解できよう。

我が国では主として温帯に生育している夕ケ類を, タケノカワの脱着状態に

よって, タケとササに細分しているが, これらは熱帯に生育しているタケ類に

も適用することができる。ただ,温帯地域に生育しているタケ類と熱帯地域に

生育しているタケ類では, その生育型が全く異なっていることと, それぞれの

分布が, 一部の種をのぞき, 属を単位としてきわめて明瞭なことである。すな

わち,温帯域に生育しているタケ類は,地下茎の節ごとに着生している芽子が

そのまま地上に伸びて稗となるため,地上部での配置は分散し,散稗状となる。

こうした生育型のタケを温帯性タケ類と呼んでいる。これに対して熱帯域に生

育しているタケは, 地中に埋まっている稗基部に着生している大型の芽子が,

発芽すると直ちに地上に伸びるので,稗の配置は株立ち状となる。ただ亜熱帯

の一部には熱帯域の生育型を保っているものの, 地中部を数メートル這ってか

ら地上部に立ち上がる種類のタケ (MBZ0cαれれαbαcc新87Q)があり,本来は株立

ち状でありながら,地上部では散稗状に見えるものもある。これらを熱帯性タ

ケ類と呼んでいる。

熱帯性タケ類の特徴には, ①最寒月の平均気温が 10℃以下では, 地上部が

寒害を受けたり,枯死するなど耐寒性が低いこと,②葉の支脈が相互に平行し

ていて温帯性のタケ類のように格子状にならないこと,③増殖法として挿木が

容易に適用できること, ④染色体数は 2n=72 で, 温帯性タケ類の 2n=48 と
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は異なっていることなどがあるo 

生育環境と分布 

タケ類は水分要求度が大きく，年間降水量が1,000mm以上なければ，十分 

な生育を行うことができない。 とくに熱帯地域でタケの発生や生育がより活発 

に行われるには，月平均200mm以上の降水量のある月が3か月程度必要であ 

る。これは熱帯での降雨が短時間に集中し，雨後は天候がすぐに回復して日が 

照り，土壌を乾燥させるために，温帯地方以上の降水量を必要とするからであ 

る。さらに熱帯性タケ類の伸長成長期間は，温帯性のそれに比べて長く90日前 

後を要するので，伸長期間中の水分補給が十分になければならないことにもよ 

る。もっとも熱帯では，生育に必要な気温は年間を通じて問題なく，したがっ 

て降水期間が長期に及べば,それだけタケノコの発生回数は増加することにな 

り，単位面積あたりの生産量は増加してくる。このように気温と降水量との組 

み合わせによってタケ類の分布域が決まるので, ほかの熱帯地域よりも熱帯ア 

ジアで多くの種が生育しているのは，モンスーン気候や多雨地域を広く含んで 

いるからである。なお，この地域に次ぐのが熱帯アメリカで,熱帯アフリカで 

は乾燥と高温のために，低地帯ではその分布は少なく，逆に標高が2,000 -

3,500m の地域に広大な林分が存在している。 

標高に関しては， タケは海岸線から標高5,000m近くのアンデスやヒマラヤ 

にも分布しているが，このような標高の高いところでは，気温も低下するので 

温帯性タケ類やササ類が生育する。 また，地形では，多くのタケ類が平坦地も 

しくは緩傾斜地や丘陵地のほか，河川の沖積層ないし水はけのよい砂質壌土や 

植質壌土で適地となっている。しかし，Bambusa polymoゆhaや丑bambosの 

ように沼沢地や湿潤な肥沃地で樹木と混生するもの，B tulda や 

Oxytenan坑era albociliata のように砂質地を好むもの，Dendrocalamus 

stricル＆ 丑 blumeanaや丑mullゆlex 王solida のように耐乾性が強く,乾季に 

は落葉して生存するものもある。土色に関しては，黄色，明赤黄色，黄褐色の 

表土が適地で，心土では明赤色や黄褐色ところに生育している。また，酸性度 

ではpH 3.5 のような強酸性土壌でも生育するが，一般的には，pH 5.0----'6.5 の弱 

酸性土壌がよい。なお,耐塩性は低く，フィ リピンの海岸近くには,B. 

blumeana の生育を見ることができるが，稀な事例といえよう。 

以上のようにタケ類は熱帯地域だけでも極めて広範囲に生育しており，奥地 
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は異なっていることなどがある。

生育環境と分布

タケ類は水分要求度が大きく, 年間降水量が 1,00omm以上なければ, 十分

な生育を行うことができない。とくに熱帯地域でタケの発生や生育がより活発

に行われるには,月平均 200mm 以上の降水量のある月が 3か月程度必要であ

る。これは熱帯での降雨が短時間に集中し,雨後は天候がすぐに回復して日が

照り,土壌を乾燥させるために,温帯地方以上の降水量を必要とするからであ

る。さらに熱帯性タケ類の伸長成長期間は,温帯性のそれに比べて長く90日前

後を要するので,伸長期間中の水分補給が十分になければならないことにもよ

る。もっとも熱帯では, 生育に必要な気温は年間を通じて問題なく, したがっ

て降水期間が長期に及べば, それだけタケノコの発生回数は増加することにな

り,単位面積あたりの生産量は増加してくる。このように気温と降水量との組

み合わせによってタケ類の分布域が決まるので, ほかの熱帯地域よりも熱帯ア

ジアで多くの種が生育しているのは, モンスーン気候や多雨地域を広く含んで

いるからである。なお, この地域に次ぐのが熱帯アメリカで, 熱帯アフリカで

は乾燥と高温のために, 低地帯ではその分布は少なく, 逆に標高が 2,000~

3,500m の地域に広大な林分が存在している。

標高に関しては, タケは海岸線から標高 5,00om 近くのアンデスやヒマラヤ

にも分布しているが, このような標高の高いところでは, 気温も低下するので

温帯性タケ類やササ類が生育する。また,地形では,多くのタケ類が平坦地も

しくは緩傾斜地や丘陵地のほか,河川の沖積層ないし水はけのよい砂質壌土や

植質壌土で適地となっている。しか し,βαmb “sqpo ゆ'れoゆれαやβ.卿 mbos の

よ うに沼沢地 や湿潤 な肥沃地 で樹木 と混生す るもの,β. 粥扇αや

0脚彰れαれ挽gm αZboci‘Zのαの よ うに砂 質 地 を好 む もの,DB れ煽りcα卿m“s

sfγZcZ“s,β.弱 "me α棚 や β.m ““め Zexf.so ‘畝αの よ うに耐乾 性 が強 く, 乾 季 に

は落葉して生存するものもある。土色に関しては, 黄色, 明赤黄色, 黄褐色の

表土が適地で,心土では明赤色や黄褐色ところに生育している。また,酸性度

では pH3.5 のような強酸性土壌でも生育するが,一般的には,PH5,0~6.5 の弱

酸性土壌がよい。なお, 耐塩性は低 く, フィリピンの海岸近 くには,β.

b‘“m8αれαの生育を見ることができるが, 稀な事例といえよう。

以上のようにタケ類は熱帯地域だけでも極めて広範囲に生育しており,奥地
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の森林や天然林内で，未だに同定されていない種類も存在すると見なされる 

が，これまで熱帯アジアで24属，約270種, ラテンアメリカで20属，約410 

種，そしてアフリカで3属，オーストラリアで2属，マダガスカルで6属，南 

太平洋諸島で2属，小計30種が確認されている。なお，温帯アジアには20属， 

約320 種が生育しており，結局，同一の属や種が地域によって生育しているの 

で，世界中には約80属，L300'--1A00種のタケ類が，およそ1,700万ha（人工 

林，二次林を含む）にわたって分布し，生育しているということができる。 

開花・結実 

タケ類はイネ科植物ともいわれるように，花はイネに似ていて小さく，2-'5 

mm の長さをもち，外えい（穎），内穎が3枚の鱗皮に包まれている（ないこと 

もある）,, 3-6本の雄しべと1または3本の柱頭と子房からなる雌しべがある。 

通常は2個ないし数個（稀に1個）の花が，枝に沿って1～数個の包穎とともに 

付着し，これを小穂といい，花序になる。花序には2種類あって，総状花序か 

円錐花序が同時に現れて枯死する場合と，不確定な偽小穂による花序を出し 

て，いずれ枯死する場合とがある。 しかし，こうした開花は不規則で明確な周 

期性が明かでないため，花候を特定することができていない。 

Brandis (1921）は熱帯性タケ類の開花を3種類に分けている。すなわち，① 

毎年あるいは1年以内に開花するが，開花後も枯死しないもの（例： 

Arundinar加lvightii, B . tin加如Och危ndra stridula),②やや周期的に集団開 

花し，結実後枯死するもの（例：βpolymoゆha,B.bambos, M1ocanna 

bacc加ra),③ 不定期に集団開花もしく は部分開花するもの（例： 

Oxyルnan坑era albocil加加， a nigrocilia如 Dendrocalamus strictus,a 

ham iltoni' a ルngiゆathus, D. giganteus, Cephaルstachyum pergracile, A. 

ルIcaル） である。 ここで述べられている開花もMbaccifera で 30-'45年，D. 

stric加S で 20-65年，B barn bosで32-45年程度の周期をもっていると言わ 

れ，必ずしも明確な周期とは言い切れないものがある。なお，集団開花とは2-

3年以内に1林分全体が開花する場合であり，部分開花とはGigantochloa 

scortech 玩 i i のように林分の一部が開花する場合で，開花した稈は枯死するが， 

未開花の稈や地下茎は生存している。 また，数年以上にわたって継続的に開花 

する場合も部分開花と呼んでいる。（グラビア73) 
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の森林や天然林内で,未だに同定されていない種類も存在すると見なされる

が, これまで熱帯アジアで 24属, 約 270種, ラテンアメリカで 20属, 約 410

種 , そ してアフリカで 3属 , オース トラリアで 2属 , マダガスカルで 6属 , 南

太平洋諸島で 2属,小計 30種が確認されている。なお,温帯アジアには 20属,

約 320種が生育しており, 結局, 同一の属や種が地域によって生育しているの

で, 世界中には約 80属,1,300~1,400 種のタケ類が, およそ 1,700万 ha( 人工

林, 二次林を含む) にわたって分布し,生育しているということができる。

開花・結実

タケ類はイネ科植物ともいわれるように, 花はイネに似ていて小さく,2~5

mm の長さをもち,外えい (穎),内穎が 3枚の鱗皮に包まれている (ないこと

もある)。3~6 本の雄しべと 1または 3本の柱頭と子房からなる雌しべがある。

通常は2個ないし数個 (稀に 1個)の花が,枝に沿って 1~数個の包頴とともに

付着し, これを小穂といい, 花序になる。花序には 2種類あって, 総状花序か

円錐花序が同時に現れて枯死する場合と,不確定な偽小穂による花序を出し

て, いずれ枯死する場合とがある。しかし, こうした開花は不規則で明確な周

期性が明かでないため, 花候を特定することができていない。

Brandis(1921) は熱帯性タケ類の開花を 3種類に分けている。すなわち,①

毎年あるいは 1年以内に開花するが,開花後も枯死しないもの (例 :

Aγ"72霞“αγね w名勉 ",β.‘≧'z彰ね,oc たね“α焔 稀γ緩“卿), ② やや周期的に集団開

花 し, 結実後枯死 す る もの (例 :β.Po ゆmo ゅたα, β. 加 mゎos,MB ‘o惚れれα

bαccVie焔),③ 不定期に集団開花もしくは部分開花するもの (例 :

0脚 肥れαれ肋 gm 錫 Pod 誌鯛α,0.7 2宅〆ocIZZQ如 ,DB れαγoc似α創“s s" たれ‘s,D,

ねα雛班 o煽ぎ,D, ‘の2gisp煽れ"s, D. g省αれ解“s,Ce ぬれ錫 os如 c卿 “''2PezgmcZZe,A,

如‘cα郷) である。 ここで述べられている開花 も肌 .bαccがem で 30~45 年 ,D.

szγZcz“s で 20~65 年 , β.加伽.DOSで 32~45 年程度の周期をもっていると言わ

れ,必ずしも明確な周期とは言い切れないものがある。なお,集団開花とは 2~

3年以内に 1林分全体が開花する場合であり, 部分開花とは G壱のzzocれ‘oα

scoγ‘にぬi'mのように林分の一部が開花する場合で, 開花した稗は枯死するが,

未開花の稗や地下茎は生存している。また,数年以上にわたって継続的に開花

する場合も部分開花と呼んでいる。(グラビア73)



種子の取扱い 

タケ類の開花に気づくのは，ある日突然に葉が黄変するからであるが，よく 

観察していると，各枝の先端の葉が小穂に移行しているのがわかる。 しかし, 

この状態では正常な形態の緑葉が多数着生しているために，遠方からは判断し 

がたい。ー般に，開花時期はおおむね雨季の後半であるが，結実は数か月後の 

乾季から雨季の初めのことが多い。 

温帯性タケ類では結実しても不稔性種子が極めて多く見られるが，熱帯性タ 

ケ類ではササ類と同様に結実量が多く，しかも発芽率の高い種が多い。しかし, 

いずれの種の種子も生存期間は短く，M baccifera でみられるように30-35 

日程度で発芽力を失い，生存期間が長いとされるThyrsostachy'S S詔mensおで 

すら，約21か月しか発芽能力を保持することができない。したがって，タケ類 

では取播きによって実生苗を生産するか，天然下種による稚樹を集めるのが普 

通である。 （グラビア76, 78) 

種子の多くはイネのような形態をしていて,胚乳と幼根，幼芽，JI 盤をもつ 

JJiから成り立っている。胚盤には養分貯蔵の機能を持つ澱粉粒が含まれてい 

る。ただし，種子の形態は種によって大きく異なりDinochtoa 属，Meんcanna 

属，Meんcalamus 属などでは,種子は薄い外果皮と厚い中果皮に包まれてい 

る。そしてこの中果皮には多くの澱粉を含んでいるのが特徴である。 

育苗と保育 

熱帯性タケ類の増殖方法は実生苗，挿木苗，取木苗,株分け苗の育成によっ 

て行うことができる。 

(1）実生苗 採取された種子は湿った砂壌土を入れた鉢あるいは人工培地に 

薄く播くことから始まる。発芽は1週間から数週間で行われ，地上部は小さな 

1 次稈から第1葉が開き，ほぼ同時に地下部では1次根が成長する。この根は 

細く1本軸のままであるが，稈はすぐにタケノコをのばして第2稈となる。前 

者よりも少し大きく成長する。第3稈ないし第4稈が伸びる頃になると，大き 

な葉を数枚着けるようになる。このような繰り返しによって，稈は次第に大き 

くなり，根系も発達していく。育苗期間中は太陽光を十分に与えるとともに， 

潅水を行うことが大切である。苗木は稈の発生を繰り返しつつ大きくなってく 

るが，im 前後の大きさになれば山出しすることが可能となるので,最初に発 

芽した小さな稈を除去して山出しの準備をする。 
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種子の取扱い

タケ類の開花に気づくのは, ある日突然に葉が黄変するからであるが, よく

観察していると, 各枝の先端の葉が小穂に移行しているのがわかる。しかし,

この状態では正常な形態の緑葉が多数着生しているために,遠方からは判断し

がたい。一般に, 開花時期はおおむね雨季の後半であるが, 結実は数か月後の

乾季から雨季の初めのことが多い。

温帯性タケ類では結実しても不稔性種子が極めて多く見られるが,熱帯性タ

ケ類ではササ類と同様に結実量が多く,しかも発芽率の高い種が多い。しかし,

いずれの種の種子も生存期間は短く,肌.ゎαcc新gm でみられるように 30~35

日程度で発芽フ」を失い, 生存期間が長いとされる T毎 rsos奴c/wssiのれgれsisで

すら,約 21か月しか発芽能力を保持することができない。したがって, タケ類

では取播きによって実生苗を生産するか,天然下種による稚樹を集めるのが普

通である。 (グラビア 76,78)

種子の多くはイネのような形態をしていて, 雁乳と幼根, 幼芽, 雁盤をもっ

腫から成り立っている。庭盤には養分貯蔵の機能を持つ澱粉粒が含まれてい

る。ただ し, 種子の形態は種によって大きく異なり DZ“oc間 oα属 , 肌錫ocα72724

属,肌錫ocαねm“s属などでは, 種子は薄い外果皮と厚い中果皮に包まれてい

る。そしてこの中果皮には多くの澱粉を含んでいるのが特徴である。

育苗と保育

熱帯性タケ類の増殖方法は実生苗,挿木苗,取木苗,株分け苗の育成によっ

て行うことができる。

(1)実生苗 採取された種子は湿った砂壌土を入れた鉢あるいは人工培地に

薄く播くことから始まる。発芽は 1週間から数週間で行われ,地上部は小さな

1次稗から第 1葉が開き, ほぼ同時に地下部では 1次根が成長する。この根は

細く 1本軸のままであるが, 稗はすぐにタケノコをのばして第 2稗となる。前

者よりも少し大きく成長する。第 3稗ないし第 4碑が伸びる頃になると,大き

な葉を数枚着けるようになる。このような繰り返しによって, 稗は次第に大き

くなり,根系も発達していく。育苗期間中は太陽光を十分に与えるとともに,

潅水を行うことが大切である。苗木は稗の発生を繰り返しつつ大きくなってく

るが,lm 前後の大きさになれば山出しすることが可能となるので, 最初に発

芽した小さな稗を除去して山出しの準備をする。
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(2）挿木苗 挿木苗は熱帯性タケ類だけが可能な増殖方法である。通常は1 

~2年生稈の地上lm からクローネの中央部辺りまでの稈を，節部を真ん中に 

して，1,2節つけて稈を切り，地中の深さ20cm 程度のところに水平に埋めて， 

土を被せておく。あるいは，全稈を長いままで前者同様に地中に埋めておくと, 

2-'3週間程度で，節のところからタケノコが伸びてくる。いずれの場合も，そ 

のまま数週間放置しておくと，やがて数本の稈が育ってくるので，この時点で 

各節間を切り離せば苗木となる。ただ，地上にタケノコが現れても根系の発達 

は多少遅れるので，早期に掘り上げることは避けた方がよい。これらの作業は 

いずれも雨季もしくは潅水を十分に行うことで成功する。なお，枝を地中に埋 

めても成功するが，苗木が小さく盆栽用には適しても，加工素材とするにはか 

なりの期間を要する。熱帯地方では挿木苗は実生苗よりも成長が早く，確実に 

苗木が得られることから広く用いられているが，発根率はタケの種類によって 

異なる。タイではタケノコ生産用の苗木として，D. a功arの挿木苗が大量に生 

産されているほか， タイやインドネシアでは丑bambos, B bんmeana,丑 

strictus, D . giganteus, T Sたmensis なども，素材生産用に挿木苗から植林して 

いる。 

(3）取木苗 空中取木は枝が分岐している稈の部分に,水に発根促進ホルモ 

ンを含ませた水苔を巻きつけ，その上からビニールの小片で覆っておくと,数 

週間後にタケノコが伸びてくるので，枝状となった頃に，これを切り取って土 

に埋めて育てる。 例えばD. aspCr では50％の発根率を示したが，丑vulgaris 

やD. g iganteusでは10％であった。 このように種による違いは大きく， さら 

に手間もかかるので，一般的ではない。 

(4）株分け苗 地方での小規模植栽に際して利用されているが，1~2年生の 

稈の上部を切り取った後に掘り上げて，それを目的とする場所に移植する方法 

である。ただ，掘りとりに手間と経費がかかること，遠方への大量運搬が困難 

であること，親タケを傷つけることなどから大量の生産には適切な方法ではな 

い0 

(5） 組織培養 インドではUsha Rao at at. (1990）がD. strictusやB 

barn bos の胚を用いて実験を行っている。 ほかにもいくつかの小規模な実験が 

行われている（Raman可a Rao & Usha Rao 1990）がいずれも実用化するまで 

には至っていない。 

以上のようにして得られた苗木は, 5mX5m 間隔で,ha当たり350-400本 
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(2)挿木苗 挿木苗は熱帯性タケ類だけが可能な増殖方法である。通常は 1

~2 年生稗の地上 lm からクローネの中央部辺りまでの稗を, 節部を真ん中に

して,1,2 節つけて禅を切り,地中の深さ 20cm 程度のところに水平に埋めて,

土を被せておく。あるいは,全稗を長いままで前者同様に地中に埋めておくと,

2~3 週間程度で,節のところからタケノコが伸びてくる。いずれの場合も, そ

のまま数週間放置しておくと, やがて数本の稗が育ってくるので, この時点で

各節間を切り離せば苗木となる。ただ,地上にタケノコが現れても根系の発達

は多少遅れるので,早期に掘り上げることは避けた方がよい。これらの作業は

いずれも雨季もしくは潅水を十分に行うことで成功する。なお,枝を地中に埋

めても成功するが,苗木が小さく盆栽用には適しても,加工素材とするにはか

なりの期間を要する。熱帯地方では挿木苗は実生苗よりも成長が早く,確実に

苗木が得られることから広く用いられているが, 発根率はタケの種類によって

異なる。タイではタケノコ生産用の苗木として,D, αsPβγの挿木苗が大量に生

産 されて い るほか , タイや イ ン ドネ シアで は β.ゎの 'zbos, β, 開“m 卿 72α,D.

s好ZcZ"s,D.g 省αmB"s,71s おmgれsisなども, 素材生産用に挿木苗か ら植林 して

い る。

(3)取木苗 空中取木は枝が分岐している稗の部分に,水に発根促進ホルモ

ンを含ませた水苔を巻きつけ, その上からビニールの小片で覆っておくと, 数

週間後にタケノコが伸びてくるので, 枝状となった頃に, これを切り取って土

に埋めて育てる。例えば D.αsp鍔では 50% の発根率を示したが, β.伽奪の郷

や D.g 愈αれ彰鯖 では 10% であった。 このように種による違いは大きく, さら

に手間もかかるので, 一般的ではない。

(4)株分け苗 地方での小規模植栽に際して利用されているが,1~2 年生の

碑の上部を切り取った後に掘り上げて, それを目的とする場所に移植する方法

である。ただ, 掘りとりに手間と経費がかかること, 遠方への大量運搬が困難

であること,親タケを傷つけることなどから大量の生産には適切な方法ではな

い。

(5) 組織培養 イ ン ドで は Usha Rao gz α.(1990) が D.sz “cz"s や β.

りαmbos の魅を用いて実験を行っている。ほかにもいくつかの小規模な実験が

行われている (Ramanuja Rao&UshaRaol990) がいずれも実用化するまで

には至っていない。

以上のようにして得られた苗木は,5m ×5m 間隔で,ha 当たり 350~400 本
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の割合で雨季に植栽する。植栽後の1年間は除草を十分に行い，っる性植物に 

巻かれることのないように管理する。いずれの苗木でも1年後小直径の稈が伸 

長してくる。挿木では3年後には利用可能な径級の稈が得られるので整理伐を 

行う。この際，まず古くて細い稈や枯損したり，虫害を受けた被害稈を優先的 

に伐採する。立竹本数目標は，直径6'-8 cnlの中径級のタケでha当たり 

10,000- 15,000本，大径級のタケで8,000 - 10,000本とする。主伐を乾季に行え 

ば，虫害を最小限に防ぐことができるが，いつの時期でも伐採後は早急に稈の 

薬剤処理を行うことが必要である。 なお，生産量はタケの径級にもよるが，太 

いものでは毎年ha当たり乾重量で20'-30 ton が見込まれ，この生産量を収穫 

することができる （Uchimura 1978)。 

病虫害 

苗畑における最大の病害はRhたoctonia solaniによる立枯病であるが，これ 

は殺菌剤によって駆除することができる。また，植栽後にはまれに稈や地下茎 

に腐朽菌が入り込み，その一部分が腐ることがある。バングラデシュでは成長 

中のタケの胴枯病が重要な問題となっているが，これはイネ藁の腐敗菌が病原 

とされている（Boa 1987)。てんぐ巣病については，アジアの各国で見られ,被 

害を受けると節間がつまった蔓状の枝を作って伸びるために，正常な葉は萎縮 

して鱗片状の葉が残される。我が国では蔓自然枯病とも呼ばれていて，密生し 

た管理不足の林分内の古いタケで見られる。菌糸も少ないため被害部分を切り 

取って焼却するか，被害竹そのものを伐倒焼却して防除している。熱帯でも同 

じ処理が適用できると考えられる。 このほか葉，タケノコ，若い稈が被害を受 

けるモザイク病やタケノコを食害する穿孔虫害，あるいは伐採した稈に穿孔す 

るナガシンクイムシ，カミキリムシやキクイムシの被害が見られるが， これら 

も薬剤散布によって防除することができる。生竹を加害するカミキリムシとし 

てサビアヤカミキリAbッna属，Estigmena chinensis が知られている0 

用 途 

タケの用途は木材の利用と同様に極めて広範囲にわたっている。しかし，木 

材と違って大部分のタケは中空であること，木質部が薄いこと，稈が小さな円 

形をもっていること，縦割りしやすいこと，曲げやすいこと，収縮しないこと 

などの長短各種の特徴を持っているほか，入手しやすく，加工が容易であるこ 
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の割合で雨季に植栽する。植栽後の 1年間は除草を十分に行い,っる性植物に

巻かれることのないように管理する。いずれの苗木でも 1年後小直径の稗が伸

長してくる。挿木では3年後には利用可能な径級の稗が得られるので整理伐を

行う。この際, まず古くて細い稗や枯損したり,虫害を受けた被害碑を優先的

に伐採する。立竹本数目標は, 直径 6~8cm の中径級のタケで ha 当たり

10,000~15,000本, 大径級のタケで 8,000~10,000本とする。主伐を乾季に行え

ば,虫害を最小限に防ぐことができるが, いつの時期でも伐採後は早急に稗の

薬剤処理を行うことが必要である。なお,生産量はタケの径級にもよるが,太

いものでは毎年 ha当たり乾重量で 20~30ton が見込まれ, この生産量を収穫

することができる (Uchimura l978)。

病虫害

苗畑における最大の病害は只毎zocわれ麹 so加川による立枯病であるが, これ

は殺菌剤によって駆除することができる。また,植栽後にはまれに稗や地下茎

に腐朽菌が入り込み, その一部分が腐ることがある。バングラデシュでは成長

中のタケの胴枯病が重要な問題となっているが, これはイネ藁の腐敗菌が病原

とされている(Boa l987)。てんぐ巣病については, アジアの各国で見られ, 被

害を受けると節間がつまった蔓状の枝を作って伸びるために,正常な葉は萎縮

して鱗片状の葉が残される。我が国では蔓自然枯病とも呼ばれていて,密生し

た管醗不足の林分内の古いタケで見られる。菌糸も少ないため被害部分を切り

取って焼却するか,被害竹そのものを伐倒焼却して防除している。熱帯でも同

じ処理が適用できると考えられる。このほか葉, タケノコ, 若い稗が被害を受

けるモザイク病やタケノコを食害する穿孔虫害, あるいは伐採した稗に穿孔す

るナガシンクイムシ, カミキリムシやキクイムシの被害が見られるが, これら

も薬剤散布によって防除することができる。生竹を加害するカミキリムシとし

てサビアヤカ ミキ リAわかれα属 , βs"gme 棚 cゐ粥鎚 sisが知 られている。

用 途

タケの用途は木材の利用と同様に極めて広範囲にわたっている。しかし, 木

材と違って大部分のタケは中空であること,木質部が薄いこと,稗が小さな円

形をもっていること, 縦割りしやすいこと, 曲げやすいこと, 収縮しないこと

などの長短各種の特徴を持っているほか, 入手しやすく, 加工が容易であるこ
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となどから，熱帯地域の人々にとっても手近な素材として，日曜雑貨品から工 

業製品の原材料まで，幅広く利用されている。それぞれの目的に使われる種は 

多様で，我が国における利用範囲以上に多岐に及んでいるので，ここではその 

一例として，建材用のほか2, 3の利用分野のみについて簡単に述べるにとどめ 

る。 

熱帯地域の住宅にタケが多く用いられる理由は，材料が安価で容易に加工が 

でき，しかも入手しやすいことがあげられる。しかもこの素材は高度な技術を 

駆使しない限り緻密性を保てないが，むしろそれが熱帯の風土に適応した居住 

性を与えることになるからであろう。柱，天井，壁，床，足場材とし使われる 

タケの種は直径が大きくて，木質部が厚く，節間長が長いことが共通していて， 

Barn busa属ではβ bambos, 丑 blumeana,丑p0りmorpha, B tulda など, 

Dendrocalamus 属ではn asper,丑gigan彪us, D .加ngispathus など，Giganto-

chloa 属ではG. asper, G. atter, G．ル”おなどがある。 熱帯アメリカでは 

Guadua angustifolia が広く使われて，植栽もされている。マット,床，屋根に 

用いるのは，木質部が薄く中径級のSch記ostachyum 属のS. lumampao,& 

brachycladiurn, S. zollingeri などである。 

食用のタケノコでは，生鮮用や缶詰用として各国でD. asper, D . latIゾlorus, 

G ルvis, G. albocilia加 が使われている。 

タイ，フィリピン，インド， ミャンマー，バングラデシュなど多くの国では， 

タケから紙が製造されている。これはタケの織維長が針葉樹と同様に長いこと 

を応用したもので，ブラジルを初めとして上記各国でも，製紙材料用としてB. 

barn bos,丑bんmeana, D . strictus, T siamensis などが植栽されている。 

このほか，楽器，手工芸，家具類などで多くの種が利用されているが，何れ 

の熱帯地域でも種の幾っかは共通的に生育していることが多いので，とくに利 

用価値の高い有用種が多数植栽されている。 

主要な属と種の特性 

熱帯性タケ類57属から主要なものを幾っか選びだして，以下に述べること 

とした。種についてはBarn busa 属を例示するにとどめた。 

バンブーサ属（Bambusa spp.) 

熱帯の各地に分布し， 1属内の種数が最も多く100種以上と言われている。 
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となどから,熱帯地域の人々にとっても手近な素材として, 日曜雑貨品から工

業製品の原材料まで,幅広く利用されている。それぞれの目的に使われる種は

多様で, 我が国における利用範囲以上に多岐に及んでいるので, ここではその

一例として,建材用のほか 2,3 の利用分野のみについて簡単に述べるにとどめ

る。

熱帯地域の住宅にタケが多く用いられる理由は,材料が安価で容易に加工が

でき, しかも入手しやすいことがあげられる。しかもこの素材は高度な技術を

駆使しない限り撤密性を保てないが, むしろそれが熱帯の風土に適応した居住

性を与えることになるからであろう。柱, 天井, 壁, 床, 足場材とし使われる

タケの種は直径が大きくて,木質部が厚く,節間長が長いことが共通していて,

βのれb2‘sα属 で は β. 卿 mbos, β, 肋“m 卿フzα, β.PO ゆ加 oゆたα, β.ご2‘‘〆αな ど ,

DB れα節 c硯α倣服 属 で は D. αspeれ D.g 名の・ごe2‘s,D.Zo'?glsp α琉“s な ど ,G 省α川 o

cね,Zoα属では G. αsP甥 G. 煽ご勿 G, 誇り鳶などがある。 熱帯アメ リカでは

C“αd"" αれg“s‘がoZZQが広 く使われて , 植栽 もされている。マット, 床 , 屋根に

用 いるのは, 木質部が薄 く中径級 の Sc厩βosねcれy2‘m 属 の S.Z“mαmp αo,S.

卵口c九γc卿直“伽 ,S.zoZ ‘Z“gB" な どで あ る。

食用のタケノコでは, 生鮮用や缶詰用として各国で D. 餌膨れ D. 卿ご鯛oms,

G, 彰卵 s,G. α偽 oci‘卿銀 が使 われて い る。

タイ , フ ィ リピン, イ ン ド, ミャ ンマー , バ ング ラデ シュな ど多 くの国 で は ,

タケから紙が製造されている。これはタケの繊維長が針葉樹と同様に長いこと

を応用したもので, ブラジルを初めとして上記各国でも,製紙材料用としてβ.

卿 mbos, β.bZ"mB α72α,D.smc 捌 s,7 t s如 mB “sis な どが植栽 されて い る。

このほか, 楽器, 手工芸, 家具類などで多くの種が利用されているが, 何れ

の熱帯地域でも種の幾つかは共通的に生育していることが多いので, とくに利

用価値の高い有用種が多数植栽されている。

主要な属と種の特性

熱帯性タケ類 57属から主要なものを幾つか選びだして,以下に述べること

とした。種についてはβαmb“躯属を例示するにとどめた。

バンブーサ属 (βαmb"s α spp.)

熱帯の各地に分布し,1 属内の種数が最も多く100種以上と言われている。
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中国南部からわが国の近畿地方以西の太平洋側に生育可能な本属の種では晩秋 

にタケノコを発生する。株立ち状の大型の強初な稈で，枝は長く，稈の下の方 

から刺をつけている種が多い。タケノカワは多様で毛があり堅い。葉の形状は 

一定せず，種によって大小様々である。生育地や種の特性は多彩で，多湿地か 

ら瘠悪な土壌にまで及び，裸地のほか林内で樹木と混生して被陰下を適地とす 

る種もある。利用価値の高い有用種が多いだけに，農家の周辺や丘陵地などに 

小規模で栽培されるのはもちろんのこと，大規模に植林もされている。 

(1） パイパー（Paipah) 学名 Bbambos (L.) Voss 

分布と特性 インドから中国南部を経てインドシナ半島までの各国で天然分 

布しているばかりでなく,東南アジア各国で人工林として広く育成されてい 

る。河川沿いや湿潤地で落葉樹と混生し，生育範囲は標高1, 000 ln までの丘陵 

地である。密生した株立ち状となり，刺のある稈は高さ10-'30m,直径15-18 

cm，節間長20-40 cm，木質部の厚さ1-5cm と厚く，地際では空洞のない実 

竹となる。極めて堅牢である。節は高く，稈の下部に気根をつけることがある。 

葉は6-'22cmX1-'-3cm の大きさをもっている。 タケノカワは15-35cmX18 

-'30cm の大きさで，早期に脱落する。 

用途 パイパーが栽培される理由は，タケノコが食用となり，葉は飼料，種 

子は飢餓の折りの食料となるだけでなく，稈は耐久性があるため建築の基礎 

材，支柱，床，屋根材のほか，農家の防風林や河川敷の防備林となるからであ 

る。かっては木材の流送筏としても使われたことがある。このほか，合板，製 

紙やノぐルプ原料として工業界にも役立っている。 インドでは若い稈からとれる 

ワックスを靴磨き，カーボン紙，クラフト紙に使っている。 

開花と種子の取扱い 16-'45年程度の周期で集団開花するが，1 株が3年間 

連続して開花することもあるq 結実量は多く，解放されて日光のよく当たると 

ころでは，天然下種による実生苗がよく採れる。種子は5Cで貯蔵するか，乾 

燥したコンテナに封入して室温で保存すれば，6か月経過しても発芽するが， 

室内に放置すれば3か月で発芽しなくなる。 

繁殖と保育 種子採取後すぐに取播きをすると，5-'l0日で発芽し,発芽率 

は80％に達するが,実生苗は山出しまでに2年かかることもある。植栽数年後 

には高さ5nlに達し，20年後には1株に50-400本の稈が育つ。株分け,挿木 

も可能で，通常の方法で実施すればよい。農家の自家用では，畑か家の周囲に 
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中国南部からわが国の近畿地方以西の太平洋側に生育可能な本属の種では晩秋

にタケノコを発生する。株立ち状の大型の強初な稗で, 枝は長く, 稗の下の方

から刺をつけている種が多い。タケノカワは多様で毛があり堅い。葉の形状は

一定せず,種によって大小様々である。生育地や種の特性は多彩で,多湿地か

ら痔悪な土壌にまで及び,裸地のほか林内で樹木と混生して被陰下を適地とす

る種もある。利用価値の高い有用種が多いだけに,農家の周辺や丘陵地などに

小規模で栽培されるのはもちろんのこと,大規模に植林もされている。

(1) パイパー (Paipah) 学名 β.bのれbos(L.)Voss

分布と特性 インドから中国南部を経てインドシナ半島までの各国で天然分

布しているばかりでなく,東南アジア各国で人工林として広く育成されてい

る。河川沿いや湿潤地で落葉樹と混生し, 生育範囲は標高 1,00om までの丘陵

地である。密生した株立ち状となり,刺のある碑は高さ 10~30m, 直径 15~18

cm, 節間長 20~40cm, 木質部の厚さ 1~5cm と厚く,地際では空洞のない実

竹となる。極めて堅牢である。節は高く,稗の下部に気根をつけることがある。

葉は 6~22cm xl~3cm の大 きさをもっている。 タケノカワは 15~35cm × 18

~30cm の大きさで, 早期に脱落する。

用途 パイパーが栽培される理由は, タケノコが食用となり, 葉は飼料, 種

子は飢餓の折りの食料となるだけでなく,稗は耐久性があるため建築の基礎

材,支柱,床,屋根材のほか,農家の防風林や河川敷の防備林となるからであ

る。かっては木材の流送筏としても使われたことがある。このほか, 合板, 製

紙やパルプ原料として工業界にも役立っている。インドでは若い禅からとれる

ワックスを靴磨き, カーボン紙 , クラフト紙に使 っている。

開花と種子の取扱い 16~45年程度の周期で集団開花するが,1 株が 3年間

連続して開花することもある。結実量は多く,解放されて日光のよく当たると

ころでは, 天然下種による実生苗がよく採れる。種子は5℃で貯蔵するか,乾

燥したコンテナに封入して室温で保存すれば,6 か月経過しても発芽するが,

室内に放置すれば3か月で発芽しなくなる。

繁殖と保育 種子採取後すぐに取播きをすると,5~10 日で発芽し, 発芽率

は80% に達するが,実生苗は山出しまでに 2年かかることもある。植栽数年後

には高さ 5m に達し,20 年後には 1株に 50~100 本の稗が育つ。株分け,挿木

も可能で,通常の方法で実施すればよい。農家の自家用では,畑か家の周囲に
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数株植えるが，林分造成では植栽間隔を6mX6m として，将来はlhaに7,000 

-9,000 本仕立てに誘導する。植栽後1年間は除草を3回程度行う。この種では 

年間ha当たり10-30 ton の収穫が見込まれる。 

病虫害 生育中の病虫害では，葉巻蛾，胴枯病が見られ,伐採後ではキクイ 

ムシやカミキリ類による一般的な被害があるが，何れも薬剤散布で処置できる 

程度である。 

(2） スパイニーバンブー（Spiny bamboo） 学名 ablumeana Schult. 

分布と特性 原産地は未確認であるが，インドネシアからフィリピン，タイ， 

マレーシアなど広範囲に天然分布している。標高300 m 以下の山麓や河川敷， 

湿潤地,洪水後の裸地状のところで生育する。pH 5.0-6.5 が適しており，塩基 

性土壌では生育できない。稈は高さ15'-25 m ,直径6-'15cm,節間長25'-60 

cm，木質部の厚さは0.5-3 cm で，地際部の稈は空洞がないだけに極めて堅固 

で耐久性が大である。稈や枝には刺があり，下方部に気根がついている。葉は 

15--20 cmx 1.5-2 cmで，稈の下部には細く長い枝が絡み合っている。タケノ 

カワは30 cm X 22 cmで三角形である。 

用途 竹材は堅いため建築用の支柱，コンクリートの補強材として使われて 

いるほか，篭類，日用雑貨，家具，細工物など多彩で，木材の少ないときは燃 

料としても利用される。フィリピンではスペイン統治時代に導入されたのでは 

ないかともいわれているが,ルソン島ではかって製紙用原料として使われたこ 

とがある。マレーシア，タイ，ベトナムなどでは，現在も植栽されていて，紙 

はもとより農家の周辺に防風林や生垣，境界の目印などとしても用いている。 

開花と種子の取扱い 開花周期は20- 30年と言われるが，本種の場合は部 

分開花で, 100年生の大きな株の中の6本，45年生の株で3本,3年生の5株で 

5本が開花するといった程度である。種子は稀に結実するのみである。 

繁殖と保育 実生苗が得られないので，挿木，株分け，取木，組織培養など 

が用いられる。挿木の場合は前述と同様におこない，植栽は雨季に入ってから 

実施する。植栽間隔は大型種のため5-6 m の方形植えで十分で，植えつけ後 

の1, 2年は除草を行うことが必要である。植栽後は稈を繰り返し成長させなが 

ら，6年目には伐採できる。例えば，植栽3年後に高さ3m, 5年後に8m とな 

り,最高値は高さで16.9m直径で10cm に達した。6-8年も経過すると，1株 

に20-40本のタケが育つが, この間，最初の小さな稈を整理伐採しておけば， 

　　　

数株植えるが,林分造成では植栽間隔を 6m ×6m として,将来は lha に 7,000

~9,000本仕立てに誘導する。植栽後 1年間は除草を 3回程度行う。この種では

年間 ha 当たり 10~30ton の収穫が見込まれる。

病虫害 生育中の病虫害では,葉巻蛾,“隊占病が見られ,伐採後ではキクイ

ムシやカミキリ類による一般的な被害があるが,何れも薬剤散布で処置できる

程度である。

(2) スパイニーバンブー (Spiny bamboo) 学名 β.b‘“m8αmschult,

分布と特性 原産地は未確認であるが,インドネシアからフィリピン,タイ,

マレーシアなど広範囲に天然分布している。標高 300m 以下の山麓や河川敷,

湿潤地,洪水後の裸地状のところで生育する。pH5.0~6.5 が適しており,塩基

性土壌では生育できない。稗は高さ 15~25m, 直径 6~15cm, 節間長 25~60

cm, 木質部の厚さは 0.5~3cm で,地際部の稗は空洞がないだけに極めて堅固

で耐久性が大である。稗や枝には刺があり, 下方部に気根がついている。葉は

15~20cm xl.5~2cm で , 稗の下部には細 く長い枝が絡み合っている。タケノ

カワは 30cm ×22cm で三角形である。

用途 竹材は堅いため建築用の支柱, コンクリートの補強材として使われて

いるほか, 篭類, 日用雑貨, 家具, 細工物など多彩で, 木材の少ないときは燃

料としても利用される。フィリピンではスペイン統治時代に導入されたのでは

ないかともいわれているが, ルソン島ではかって製紙用原料として使われたこ

とがある。マレーシア, タイ, ベ トナムなどでは, 現在 も植栽されていて , 紙

はもとより農家の周辺に防風林や生垣,境界の目印などとしても用いている。

開花と種子の取扱い 開花周期は20~30 年と言われるが,本種の場合は部

分開花で,100 年生の大きな株の中の 6本,45 年生の株で 3本,3 年生の 5株で

5本が開花するといった程度である。種子は稀に結実するのみである。

繁殖と保育 実生苗が得られないので,挿木,株分け,取木,組織培養など

が用いられる。挿木の場合は前述と同様におこない,植栽は雨季に入ってから

実施する。植栽間隔は大型種のため 5~6m の方形植えで十分で, 植えつけ後

の 1,2年は除草を行うことが必要である。植栽後は稗を繰り返し成長させなが

ら,6 年目には伐採できる。例えば,植栽 3年後に高さ 3m,5 年後に 8m とな

り,最高値は高さで 16.9m 直径で 1ocm に達した。6~8 年も経過すると,1 株

に 20~40 本のタケが育つが, この間, 最初の小さな稗を整理伐採しておけば,
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新しいタケの発生が促進される。生産が安定すれば，重量成長率（%）で稈：枝 

：葉＝83.5 : 12.8: 3.7となり,haあたりの重量（ton）では稈：枝：葉＝120 : 18 

:5となる。 

病虫害 ハマキガ，キクイムシ以外の特別な病虫害は見られないが，雨季や 

伐倒後におけるシロアリに注意が望まれる。虫害の防除としては6か月間海水 

に浸けるか, 2 か月間流水に浸けてから燻煙または乾燥する。 

(3） ベンガルバンブー （Bengal bamboo） 学名 B. tu尼a Roxb. 

分布と特性 北イソド， ミャンマー， タイ，バングラデシュなどで天然分布 

しているが，植栽されているところも多く，バングラデシュでは最大の有用種 

となっている。標高1,500m までの混交落葉樹林内や河川沿いに生育してい 

る。湿潤地ではCap halos加chyum pergracileと混生するが，乾燥地では 

Dendrocalamus strictus と混生している。稈は高さ7-28 m ，直径は5 -'19 

cm，節間長は40-'70 cm，木質部の厚さは1-2.5cmの弾力性と割裂性にとん 

だ強靭なタケである。 タケノカワは15 cm X25 cm で早期に脱落し，褐色の毛 

がある。葉長10-20cm，幅L5-3.5 cm で裏面は灰緑色で軟毛がある。枝は各 

節より3本で，若い稈の節の下側に白い蝋状の物質が付着し，節ごとに少しジ 

グザグに曲がる傾向がある。 

用途 建築の足場材，家具，小箱，篭，マット，日用品，工芸品，防風林， 

紙の原材料と用途は広い。タイでは食用タケノコとしてD.α叩arと共に大切な 

種である。 

開花と種子の取扱い 24 -'40年の周期で集団開花し，多くの種子が採れる。 

種子の生存期間は僅か約1か月のみであるが，乾燥した冷蔵庫内では1年半保 

存することができる。種子1,000 粒が70 gで，実生苗を作るには取播きするの 

がよい0 発芽に要する期間は長く，8週間で70％が発芽している。発芽後1か 

月で最初の稈を発生し，その後地下茎を伸ばす。利用可能なタケは植栽後1年 

目に1株から3本，5年目に9本で，それぞれの高さは3.5m, 12m で，株立ち 

の周囲は0.87 m , 4.411ュであった。 

繁殖と保育 種子の発芽率は高いが，挿木の活着率は必ずしも高くない。植 

栽当時は除草，散水等の管理が大切である。食用タケノコ掘りは，タケノコが 

地中にある間に掘りとるというのが本種の特微である。 

病虫害 タケノコの発生時に胴枯病が起こりやすいので，雨季前に薬剤散布 

　　　

新しいタケの発生が促進される。生産が安定すれば,重量成長率 (%) で得 :枝

:葉 =83.5:12.8;3.7 となり,ha あたりの重量 (ton) では稗 :枝 :葉 =120:18

:5 となる。

病虫害 ハマキガ, キクイムシ以外の特別な病虫害は見られないが, 雨季や

伐倒後におけるシロアリに注意が望まれる。虫害の防除としては 6か月間海水

に浸けるか,2 か月間流水に浸けてから煤煙または乾燥する。

(3) ベンガルバンブー (Bengal bamboo) 学名 β.z“脇αRoxb.

分布と特性 北インド, ミャンマー, タイ, バングラデシュなどで天然分布

しているが, 植栽されているところも多く, バングラデシュでは最大の有用種

となっている。標高 1,500m までの混交落葉樹林内や河川沿いに生育してい

る。湿潤地では Capたdos幻c毎“m pβ7g7Qcl彰と混生するが, 乾燥地では

DBねαmm ねm“s szγた粥s と混生 している。稗 は高 さ 7~28m, 直径 は 5~19

cm, 節間長は 40~70cm, 木質部の厚さは 1~2,5cm の弾力性と割裂性にとん

だ強靭なタケである。 タケノカワは 15cm ×25cm で早期に脱落し, 褐色の毛

がある。葉長 10~30cm, 幅 1.5~3.5cm で裏面は灰緑色で軟毛がある。枝は各

節より3本で,若い稗の節の下側に白い蟻状の物質が付着し,節ごとに少しジ

グザグに曲がる傾向がある。

用途 建築の足場材, 家具, 小箱, 篭, マット, 日用品, 工芸品, 防風林,

紙の原材料と用途は広い。タイでは食用タケノコとして D.αSpaγと共に大切な

種である。

開花と種子の取扱い 24~40年の周期で集団開花し,多くの種子が採れる。

種子の生存期間は僅か約 1か月のみであるが,乾燥した冷蔵庫内では 1年半保

存することができる。種子 1,000粒が 70g で, 実生苗を作るには取播さするの

がよい。発芽に要する期間は長く,8 週間で 70% が発芽している。発芽後 1か

月で最初の稗を発生し, その後地下茎を伸ばす。利用可能なタケは植栽後 1年

目に 1株から 3本 ,5 年目に 9本で,それぞれの高さは 3.5m,12m で,株立ち

の周囲 は 0.87m,4.4m で あ った。

繁殖,と保育 種子の発芽率は高いが,挿木の活着率は必ずしも高くない。植

栽当時は除草, 散水等の管理が大切である。食用タケノコ掘りは, タケノコが

地中にある間に掘りとるというのが本種の特徴である。

病虫害 タケノコの発生時に胴枯病が起こりやすいので,雨季前に薬剤散布
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を行う。また，伐倒竹では穿孔虫が入りやすいので，流水処理もしくは薬剤処 

理を行う。 

デンド口カラムス属 のendrocalamus spp.) 

熱帯アジアの乾燥地帯から湿潤地帯までの広範囲に30種あまりが分布し， 

瘠せ地でも生育している。密生した株立ち状となり,通直な稈は平均直径30 

cm，高さ15 m 以上に達する最も大形のタケの一群である。1節から数本分岐 

する枝の中央のものは他の枝に比べて特別に太いのが特徴である。木質部は堅 

く，稈に刺はない。 タケノカワは離脱しやすいが,大きくて厚く，堅いために 

割れやすい。裏面に褐色の短毛があり,節間長よりも長いことがある。葉は大 

きい。Barn busa 属と同様に利用価値の高い有用種が多く，各地で栽培されてい 

る。（グラビア74, 75) 

ギガントクロア属（Gigantochloa spp.) 

熱帯アジアの湿潤地帯に主として分布する大形のタケで,密生するが稈は通 

直である。枝は稈の比較的上方部からでる。これまで24種が明らかにされてい 

る。タケノカワは薄く，暗褐色の毛がある。有用種は植栽されている。（グラビ 

ア77) 

グアドア属（Guadua sppJ 

熱帯アメリカ固有の属で15種が知られている。湿潤地帯を好み，太陽光を十 

分享受できる環境で純林を作る。葉は普通の大きさで，稈に刺がある。木質部 

は厚く，直径は20-25 cm，高さ20 m 以上に達する大形の堅いタケである。若 

い稈にはモウソウチクと同様に節部に白いワックスが付着している。短毛をつ 

けたタケノカワは堅くて割れやすい。 コスタリカ，パナマ，コロンピアなどで 

大形建築から個人住宅まで幅広く建築材として用いられるのはG. 

angustifolia である。 

このほか，熱帯アメリカには3,000m 前後の標高のところにチュスクェア属 

(Chusquca spp.） が森林地帯の下層植生として生育している。 これまで70数 

種が明らかにされているが，奥地に生育していることや細かい枝が多いこと， 

さらに稈が概して細いことから殆ど利用されていない。ただ，この種類の特徴 

として，稈の空洞部分に海綿体あるいはスポンジ状のものが詰まっていること 

242

を行う。また,伐倒竹では穿孔虫が入りやすいので,流水処理もしくは薬剤処

理を行う。

デン ドロカラムス属 (刀e〃αroc郷αm“sspp,)

熱帯アジアの乾燥地帯から湿潤地帯までの広範囲に30種あまりが分布し,

椿せ地でも生育している。密生した株立ち状となり,通直な稗は平均直径 30

cm, 高さ 15m 以上に達する最も大形のタケの一群である。 1節から数本分岐

する枝の中央のものは他の枝に比べて特別に太いのが特徴である。木質部は堅

く, 稗に刺はない。タケノカワは離脱しやすいが, 大きくて厚く, 堅いために

割れやすい。裏面に褐色の短毛があり,節間長よりも長いことがある。葉は大

きい。βαmわ“sα属と同様に利用価値の高い有用種が多く,各地で栽培されてい

る。 (グラビア 74,75)

ギガントク□ア属 (GZ9α“to鉱 Zoα spp.)

熱帯アジアの湿潤地帯に主として分布する大形のタケで,密生するが碑は通

直である。枝は稗の比較的上方部からでる。これまで 24種が明らかにされてい

る。タケノカワは薄く,暗褐色の毛がある。有用種は植栽されている。(グラビ

ア 77)

グア ドア属 (G“αα"α spp.)

熱帯アメリカ固有の属で 15種が知られている。湿潤地帯を好み,太陽光を十

分享受できる環境で純林を作る。葉は普通の大きさで,稗に刺がある。木質部

は厚く,直径は 20~25cm, 高さ 20m 以上に達する大形の堅いタケである。若

い稗にはモウソウチクと同様に節部に白いワックスが付着している。短毛をつ

けたタケノカワは堅くて割れやすい。コスタリカ, パナマ, コロンビアなどで

大形建築から個人住宅まで幅広く建築材として用いられるのは G.

αれg“s克狗 Zね である。

このほか, 熱帯アメリカには 3,00om 前後の標高のところにチュスクェア属

(Cれ“燭解αspp.) が森林地帯の下層植生として生育している。 これまで 70数

種が明らかにされているが, 奥地に生育していることや細かい枝が多いこと,

さらに碑が概して細いことから殆ど利用されていない。ただ, この種類の特徴

として,稗の空洞部分に海綿体あるいはスポンジ状のものが詰まっていること
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である。 また，熱帯アフリカでは標高2,000-3,500 nlに，アルンデナリア属 

(Arundinaria spp.）のA. alpina が分布していて，ゴリラの餌となっている。 

この属は散稈型である。 
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学 名 索 引 

（太字は解説樹種頁） 

(1） 植 物 

ACac彪auルcocarpa 22 

A . auriculiformis 22--27, 58, 182 

A .brassii 22 

A .Caたchu 17'-21, 118 

ACaたchu var. ca加chuoides 17 

A .catechu var. sundra 17 

Aleptocarpa 22 

A .mal管ium 14, 22, 27 

A .polysルchya 22 

A .seyal 118 

A ,tortilお 118 

A cac加属 22, 27 

Actinodaphne glomerata 96 

Afro rinos加属 93 

A乃elたafrzcana 59 

A. b功訊山nsis 59 

A .borneensお 60 

A ．ルl;anica 60, 61 

A . javanica ssp．ルvanica 61 

Ajavanica ssp. longi加ra 61 

A .pachyloba 59 

A quanzensお 59 

A .rhomboidea 57, 59 

A .Sたlnica 55 

A .xyルcarpa 55-61 

Afzelia属 55, 59, 60 

Ag齟lida. senegalensis 116 

AIbizia odoratissiina 33 

A .lebbeck 30 

A . procera 28-'-'34 

A ichornea属 223 

Andira inennis 155 

Anogeissus pendula l18 

Antたris chlorophora 97 

Apeiba 属 223 

Arundinaria aゆmna 243 

A ルIca加 234 

A.wightii 234 

Arund加αna属 243 

A stronんm graveolens 226 

肋icenn加 africana 212 

4 . alba 210, 211, 212 

A .baルnophora 212 

A .bicolor 212 

A eucalyptifolた 211 

A. gerininans 212, 215 

Aintermedia 210 

A．ル”ala 211 

A . Marina 210,211,212,213 

A. marina var. alba 210 

A . mindanaense 210 

A.nitida 212 

A. officinalis 210, 211, 212, 213 

A. offic訊guis var. eucalyptifolia 211 

A. offic訊auis var．叩athula加 211 

A .schaueriana 212 

A,tomentosa 210, 212 

A vicenn詔属 210'--215 

Bactris cubensis 155 

Balanitaceae科 116 

Balaniルs aegyptiaca 116'-'121 

B ,roxburghii 118 

azizipho沼es 116 

Bambusa bambos 233, 234, 236, 238-'240 

B . blumeana 233, 236, 238,240, 241 

B . liniata 234 

丑multゆlex f. sdl起a 233 

B. polymorpha 233, 234, 238 

B . tulda 233, 238, 241, 242 

丑vulgaris 23.6 

Bambusaceae科 232-'243 
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学 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1) 植 物
AC αcね α"ね Cocαゆα 22

A. α銘γたα師弟or'れ鳶 22~27,58,182

4. わ岩ossZ1 22

‘L cqごecれ2‘ 17′Y21'118

A ‐cofgc 力綿 var.c α乾電力綿oldBS 17

A.czzZ8c ね"var.S" アzdメロ ー7

4. 毎めごocα省pα 22

A.' 打のヱgね‘m 14,22,27

A.Po 妙s加c′砂α 22

A.sey αZ118

A ・ねγZ“Zs l18

ノ"α〆α属 22,27

A α≧,zodαやれ7zgg ね ;明照れαゑロ 96

A方HD削り偏 !-α属 93

A鳶 8ZIQα秀 iCα7zα 59

A, 嫡 P加αB77sZs 59

4. わorれBB72sls 60

4. 茂 加野zにα 60,61

4. 茂 .リロアヱZcα ssp.メ仰 4脱ごcα 61

!1.メ卿 の zたα ssF〉.ねれgもめれα 61

A.p αc九〆ooα 59

4.q" の搭の字sな 59

A. メカのァ2boldαα 57,59

A.si の 'z鳶口 55

A. メ1y‘ocのめα 55′Y61

/4た“如属 55,59,60

4g 加 Z緩α s8778gzzZの zsis l16

4‘鋭z如 odo者α云為sim α 33

4. 肥りbBC発 30

4,p 冗)ce ロ 28′Y34

AZcjzor欄α属 223

　　　　　　　　　　 　　　

A'zogeiss “spe77 α"Z" 118

A “zioγZs cためれりのねo“zz 97

Apgibα届 223

Aγ卿メカ解γねα助力-α 243

A.方αにαね 234

A.w 聴力垣 234

Aγ鯛の"α“α属 243

A 群名o,ZZ"mg 若幌ひBof872s 226

4 鱗ce“"如α方≧αzヵロ 212

A. αZわα 210,211,212

A. ウメのめのれ○おzz 212

A. 玩 coZor212

A. 醐鯛伊野祈oZ加 211

A.ge “れ加の zs 21‐2,215

A.Z?zze “れ@〆ね 2.O

A.Zmm 如 211

A. わm ば“α 210,211,212,213

4. 焔αだ7mVar. メリα 210

4. ァ燭′ばα72α多力s8 210

4.7 ば#dα 212

A.o 燐α'm‘is 210,211,212,213

A o姉の z錫 is var.βzに賜“≠新oiね 211

A oが ci7z諺 is var.sPα妨“ね加 211

A.sc 力α似のすの m212

A ・赤の刀のはosα 21α 212

AUic 靴れずα属 210~215

8ααγZsc “あの zsZs 155

Balanitaceae 科 116

8 αα諺彰sqggy 力"αcα 116′Y121

β.γoメわ“zgん錦 118

β.zfzゆれoides l16

βα揃じわ2‘sα bαm わos 233,234,236,238 ′Y240

β.わ‘"mg の zα 233,236,238,240,241

上宝,"';′αね 234

β.耀“鳶ZP‘exf.so ‘緩α 233

β,poゆ7乃oデリカα 233,234,238

8. 加ムメα 233,238,241,242

8. ジ綿々罫zzγゐ 236

Bambusaceae 料 232~243
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Bambusa属 238'-242 

Bignon加 copeた 216 

B 抑zonia all功tica 218 

B 抑zonたprOcera 216 

Bignonたceae 216 

Bixa 属 223 

Caesaゆinたbonduc 62 

Ccoriaria 62 

Ccrista 62 

C. decapetaたvar.japonica 62 

C decapetaル 62, 63 

Cdigyna (iS 

C echina加 62, 65 

C. ferrea 69, 70, 72 

C ルγrea var. leiostachya 72 

Cg ルbulorurn 62 

C ルiOS加chya 70 

C peltophoroides 72 

C pulcherriina 73 

Csappan 62, 65, 74 

C ゆinosa 76 

Ctara 76 

Caesa ゆ inた属 62~" 

Caesalpiniaceae科 83 

Callたndra caんthy rsus 35'-41 

Cconfusa 35 

C. eriophylia 40 

C haernatocephaル 40 

C haematococca 40 

C houstoniana 40 

Csimiiis 35 

C. Stゆulaceae 40 

Csurinanensお 40 

Call施ndra属 35,40 

Calophyllurn brasitense var. antillanurn 

Ccalaba 155 

Ckajewskii 13'-'16 

Cmnophyllum 13 

Csoulattri 96 

Calycop勿hlum 属 223 

Calyptrogne属 155 

Capparis decidua l18 

Carapa gu詔nensis 155 

Casearia属 204 

Cassia mutt加ga 

C5たmea 58 

Cavanihies 加属 223 

Cecropia 属 162, 223 

Cadre忽odorata 133 

Ceiba pentandra 167 

Cephalos加chyum pergracile 234, 241 

Chルn功hora alba 1 

C exceおα 1 

C tenuifolia 1 

Chusquea 属 242, 243 

Cordia all加dora 226 

Cordia sulcata 204 

Coussapoa 属 223 

Cr0 ton属 223 

Cuscu加 γ巳プlexa 152 

Cybistax donnehl-smithii 226 

Dacryodes excetsa 205 

Dalbergia dongnaiensお 58 

a cochinchinensお 58, 104 

Dehaasia curtisii 96 

Deおfl諭elata 78, 80, 81 

nragれ 78'--82 

Dendrocaたmus asper 236, 238, 241 

D ,gigan加us 234, 236, 238 

D ,hamiltonii 234 

D ．ルtiflorus 238 

D .longi功athus 234, 238 

D . strictus 233, 234, 236, 238, 241 

155 Dendrocaルmus属 238, 424 

Didymopanax morototoni 204 

Dinochloa属 235 

Diospyros celebica 92 

10 
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βの刀b“sα属 238~242

β屯"のみ加 coのα卿 216

βを“のzfα8ZZZP畑cα 218

β腐フzの zね 力釣りce劣zz 216

β忽“のzね鱒α8 216

8≠綱 属 223

Gqe卿ゆ粥 iqbo れα"c 62

C.co γね " α 62

　　　　　　 　　

C. αecαPe 加超 var. 煎のの zわな 62

C. αecαpg ねぬ 62,63

C.α壇のzα 65

C・ecj2≠,m ね 62,65

C. 危 柑eα 69,70,72

C. 彪 “彰α var.Zelos ね cれyα 72

C.g のゐ秘‘○“"れ 62

C.ZBZos ね cれyα 70

C.Pei ののあoroides 72

c. 力綿たねgnrお刀α 73

C.s αPP の z 62,65,74

C.sP 加 osα 76

C. 加賓zz 76

CαBSαゆ初畝属 62~77

Caesalpiniaceae 科 83

C彰 "の 7α省zzcα‘ozカツな zば 35~41

c,coれ/彰Sα 35

C,e ばoのZzγ"α 40

c, 力αem αごoce力力〆α 40

G.煮iqの“αごococc α 40

c.! の "szめ“ねれα 40

C.si “ば疑s 35

C.st め“ね cgα8 40

C.s 綿“"のれe7z“ s 40

C餌疑α“山暇属 35,40

Cα‘oのれγ“のれ,ウ名立si‘8"se var. の zz鷲ね m" “

155

C c"にもα 155

　　　　　　　　　

C. おzoぬれ“‘の符,

13′~16

13

C.so" ね "“ 96

CQかの翻り‘‘2‘m 属 223

CQ収め卸ogze 属 155

CQ力めαばs decid"α 118

Gα"zzのα g"i の zの zsis 155

Gα秘〃彰属 204

　　　　 　　　　　　　　 　　

C.si α''zeα 58

CQ加れ辺 esiα属 223

Cecrゆね 属 162,223

Ced〆@如 odo α卿 133

CeZわαpのる加算α宵zz 167

Ceの′zαZos前【cルツ"mPezgi れzzcZZe 234,241

　　　　　　　　　 　　　 　

　 　　　　　　 　

　　　　　　　　　　 　

Cね〃sq2‘〃" 属 242,243

Co名zZZααZZZ0do者鎚 226

Co名dZQS “にαね 204

Go" 瀞噂 oα属 223

Cm≠のz属 223

C節 cm α氾舜eズα 152

cy鰯s郷匁αの“ze"-sm 立た# 226

Dαcryodesg 工ce‘sα 205

Dαめeれgねαの?g打α彰刀sZs 58

上).Coc たねic九≧,2の郎溶 58,104

Deたqq鱒αc"“Zs“ 96

DB‘○刀総 8卿奴 78,80,81

D, 竹agね 78′Y82

上杉,74mco 如 m 似sαsIP多r 236,238,241

D.gZg の z彰“s234,236,238

Z).たの箆秘め72≠Z 234

D.‘のびZo打"s 238

D. ‘○72gZSPα劫 2‘S 234,238

D.szdc ご似s 233,234,236,238,24 ・

D87雌7Dc郷の冗服 属 238,424

上房α少“oめのm%momzolo 諺 204

刀粥oc腸 oα属 235

上)Zospyros cg彰わたα 92
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Dゆたγocarpusaたtus 50 

D . tube reulatus 50 

D . turbinatus 56 

Cota 属 168 

Dracontornelon dao 60 

Dregea volubilis 21 

Eleusine coracana 20 

Enルrolobiu?n cyclocaゆurn 226 

Erythrina 属 223 

ルcalyptus canaldulenszs 58, 182 

Ecloeziana 182 

E deglupta 58 

Eglobulus 182 

Egrandis 182 

E tereticornis 182 

Etorell厄na 178 

Ecitriodora 178'-'182 

Eugenれcurninhi 186 

E ルrnbolana 186 

E ルrnbos 189 

Eugen. 加属 183 

Eupho功ia balsarnifera 112-115 

E.media l12 

Erhipsaiioides l12 

E roge万 112 

E scoparia l12 

Esepiurn 112 

Etirucalli 112---115 

Evirninalis l12 

Euplzorb加属 114 

Fagraea fragrans 10 

Gigantochloa aibociliata 238 

G. angustifOlia 242 

G. asper 238 

Gatルγ 238 

G.levis 238 

Gscortechinii 234 

Gigantochloa 属 238, 242 

Grneiina arborea 58 

Cuadua angustifolia 238 

Guadua属 242, 243 

Guaiacum officinale 106-ill 

Guarea guara 128, 155 

G. guidonia 128 -'133, 204 

G. trichiiioides 128 

Guazurna ulmifolia 168-172 

Guazurna 属 223 

Haplormosia 属 93 

Heliocaゆus属 223 

Hibおcus elatus 154'-160 

Htileaceous 160 

Hibiscus属 159 

ilirnatanthus属 223 

nox paraguariensis 125 

Imperata cylindrica 58, 85, 185 

Impera 忽属 145 

んga九gilot加 204 

んたれpalembanica 61 

I. puberu厩 61 

I. rhomboidea 60 

Inおれ属 55 

elacaranda acutilotれ 219 

J copaia 216-217, 220, 223 

j cuspidifolia 217-'218, 220 

Jeli功tica 218 

J. endotricha 220 

J expec加bitお 216 

J カ1加rrnedた 218 

Jmacrant ha 218, 220 

J. micrantha 218, 220, 221, 224 

J. rnimosaefolia 218-220, 222, 223 

Jmirnosifbiia 219 

Jovalifol加 219 

Jpro ce ra 216 

J puberuル 220--222 

J semiserraル 220 

Jsubrhornbea 220 

Jsuperba 216 
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D.fl の切々 艶“餌“s 50

上)." げ脳 77α‘“s 56

Coね属 168

D打zzco“,zo班.eZo刀.ααo 60

　　　　　　　　　　　　　　 　　

β霧 "sおze co zzcα"α 20

五“fgho‘obi"? “ cyc の cαゆ 船れ 226

βがごねγi'm 属 223

β“倣おぬ粥scqm α卿“‘8′zsis 58,182

β.c!oe 効の zα 182

亙 αeg‘2ゆ卿 58

E,g‘oo"‘似s 182

亙 g竹midis 182

β.解名eZZC○“zお 182

β.‘onz “前“α 178

β.αかぎod○名zz 178′Y182

β2狸の"αcm'zカメZ 186

互.〆のれboね“α 186

β.声 moos 189

　　　　　　　　 　　　

8叱p′zorbね bαお錫隣が勿惚 112~115

E. “2ed彰 112

β.励めsα‘ごoldBS I12

β.劣ogほ′ブ 112

β.sco のα“α 112

β.sep"" “ 112

β.≠か“co‘fi l12′~115

五.〆?“Z7娘‘お 112

β"P′zoγDiq属 114

蔚αgm8 α鳶口g7職 'is lo

C増のzlo物‘oα煽りociZね加 238

G, の堰“si新o‘れ 242

G. αsPer 238

G. 似解γ 238

G, 毎りな 238

C.scorfgc ′“7ぽZ21 過

Cigの“oc′zZoα届 238,242

GmB" “ααγわo【杉α 58

Cm α“αの増郷 Zf宛 "α 238

G"αα〃" 属 242,243

G〃αわc"mo 燐α“似e l06~11I

G数α“eα g役α劣α 128,155

G.g 叱14の“α 128′Y133,204

G. ね cれ"#oidgs 128

G" αz“朋α“‘'“新o錦α 168~172

G〃αz"mo 属 223

猛り‘o““osiq属 93

　　　　　　　　　 　　　

三万わisc“se ねれ‘s 154′Y160

ZZ." 毎αcgo〃s160

互のお伽s属 159

"i“m 奴郷ね“s属 223

′ね%p α zzg似α“の2sな 125

万究め8れ口Zq cy"“αγにα 58,85,185

万“pg'zz解 属 145

膚項ロ方αg新o貢α 204

方zなね pde 刀めのzicα 61

ヱ D辞わgr似ぬ 61

Z r九ombofde α 60

無‘sね属 55

Jαcα煎れαααcm 新o灯α 219

J coの鯛α 216~217,220,223

J cz翻り粥新o‘ぬ 217~218,220

tZ BZZゆZicα 218

J 8ァzdo去れEChα 220

J e工めecz超め"Zs216

tZ i?z彰若“7edね 218

J m αczの z数α 218,220

J mZcm ““ヱα 218,220,22 ・,224

J mimosqe も(o疑α 218~220,222,223

cl mおれos新o寛α 219

cZoり硯新o‘卿 219

cZp者Q解離 216

Jp “わer粥α 220~222

cZ sgm お8郡α如 220

J s綿わγれの刀わeα 220
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Jacaranda属 216--225 

Khaya属 92 

Kordelestris syphilitica 216 

Laet加属 223 

Lagerstroemia calyculata 56, 57 

Lagerstroem 加属 50, 56 

Leon ia属 223 

Leucaena leucocephala 109, 125 

Lucuma dussれna 203 

L 'martinicensis 203 

L . ?fluiti加ra 203 

Macsopsis eminii 143-446 

Maclura excelsa 1 

Manilkara kauki 92 

M sideroめ'Ion 155 

Maytenus emarginatus l18 

Mel加azedarach 58, 122-427 

M .azedarach var. australasica 122, 123 

M .azedaradl var. gigante 124 

M . azedarach var. japonica 123 

M azedarach var. sublripinnala 123 

Melia 属 122 

Melicoccus bびuga 139 

Mb 加gatus 139'-143 

M .Iepidopetanus 139 

Melocanna baccifera 232, 234, 235 

Melocalamus属 235 

Melocanna 属 235 

Met'rosideros petiolata 96 

Micon厩属 223 

Milicia excelsa 1-6 

Mimosa catechu 17 

M .caたchoides 17 

Neyraudia reynaudiana 58 

0chたndra stl・idula 234 

0chroma bicolor 161 

a boli”たna 161 

agrandiflora 161 

0. lagopus 161'-167 

0. lagopus var. bicolor 161 

alagopus var. occigranatensis 161 

0. limonensis 161 

0. obtusa 161 

aperuviana 161 

Qpyrainidale 161 

Q tonientosa 161 

Qvelutina 161 

0chroma属 161, 223 

0rmos忽属 93 

0xandra laurifolia 155 

0xyル,lanthera albocil忽La lol,233, 234 

0. nigrociliata 234 

Paizudia borneensis 60 

Rcoc/zinchinensis 55 

P.ルvanica 61 

R puberuル 61 

Rrhomboidea 60 

R xylocarpa 55 

Pahudな属 55 

Parkia africana 42 

P. bicolor 42 

Rbiglobosa 42-47 

R clappertonた 45 

Pdecussata 43 

P gigantocarpa 44, 45 

P. igneiflora 47 

P. javanica 42, 43, 45, 46 

P. multijuga 47 

Rnitida 42, 43 

Rpendula 42, 47 

P. roxburghii 42, 44, 46 

R 功ecルsa 45 

Parkia 属 42 

ルItophorum africanum 83, 85'-86 

P. dasyrrhachis 58, 83, 86 

Pdubiu?n 83, 87-'91 

P ルrrugineum. 83 

Rinerine 83 
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J0mm7 雌α属 216~225

K′my α属 92

Korde/eszγ!ssyの脳“"cα 216

L解‘畝属 223

乙αggr聾者り切ればα cα‘yc“‘αm 56,57

乙似彩rszme'}zfo属 50,56

Leo'i殻属 223

Lez にα87娘 彰“Cocgめた似α 109,125

L “cm'z α直そs群の m 203

ヱ一7'mだ"2ためisな 203

LJ'z 濯均常oれα 203

粥敵gsoPsisg′,ば?リZ 143~146

　　　　　　　　　　　　　　　 　

八広の“猿潟rzzたm‘たま 92

Ad.side, り尤γ‘○“ 155

A4αyzのz〃s gm αzg≠7m‘〃s l18

八die蜂ααz2αα7ロcれ 58,122 ′~127

Ad. αZed α〆αc′2Var. α"Sかzzね Sfcα 1

A4. αzed αれzzc/IVar.g 腐α7zzを 124

M. αzm αれ叱 れ var. 鳶 Pの zi倣 123

M. αzed αmc ′z var.s の Zずゆ f“'z似α

Me‘加属 122

Me"COCG 涯 わり“gα 139

M. わり2‘gql“s 139~143

ゐ4.‘eP1doの餅のz"s 139

M8‘ocのz“α加 cc舵 焔 232,234,235

M8‘om 如 'z2‘s属 235

M8‘ocのけm 属 235

ル定かosi山努OS Pello‘のα 96

Mico'ziα届 223

入有‘fc海 gメce餌α 1^}6

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

α̂.cd古ecね。Zdgs 17

Meynq 綿dね "≧の zα"αiの iα 58

0メリのzd名zzsかぎd認ぬ 234

〇dz7ひ2月α脱 co‘oγ 161

〇・わo疑りずのm 161

0.gm'zd 堺 o旭 161

0. ねgop"s 161~167

122,123

123

〇.‘"goDzfsVa 鋭 co‘or 161

0.‘〃gopzfs va occ 宅配〃α,Zのzsfs 161

0. “''zo〃の zsis 161

〇.oわれ岱α 161

Qpgr 潔〆のiQ.61

0.Pym7'zfd α毎 161

0.乙◇“z似はosα 161

0. ジメヱ"加α 161

0c′zrの'm 属 161,223

0“'-osiα属 93

0エロフ縦地‘m‘γぴo‘畝 155

〇%y彰刀の zごね8者zzαめ oc立言α如 101,233,234

0.クi彰mc" ね加 234

自立′z2‘αrαわor“88′7sis 60

P co〆ばれcん加の三sな 55

F 虐りの“c立 61

　 　　　　　　　 　　

F r′の“ぬoldαα 60

　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　 　　

日研たねα方たのzα 42

　 　　　　　　 　　

F 鋭gぬわosα 42~47

cZQPP β可の z,ね 45

　 　　　　　　　　 　　

E gigのzmcのめα 44,45

　 　　　　　　 　　

F 和ひαれfcα 42,43,45,46

P7m 煽り"耳α 47

'zizidα 42,43

P pのidl‘超 42,47

F γoエウ"〆gた舞 42,44,46

E SPecios α 45

RQγたね属 42

目図 Zoぬれorm 刀α赤“cmzm 刀 83,85~86

E dαsyrメカQC′zZs 58,83,86

F d2fbiの九 83,87′~91

E た rr"gi“鎚 m 83
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R vogel加nuin 87 

Pp ルrocaゆurn 83-85 

ルItopho ruin 属 83 -'91 

Petit忽doiningensis 204 

Peniselum pUゆureuin 145 

Pericopsis angoiensis 93 

Reたta 92-98 

R ルxiflora 93 

P. mooniana 92-98 

Pericopsis Ji 92-99 

Pinus caribaea 182 

Pithecellobiuin arboreuni 155 

Poinciana regia 78 

Pourouma 属 223 

R )Uter彪 didl皿meura 203 

R dictyoneura ssp.ルertesii 203 

Rdussiana 203 

Rhotteana 203 

R inalaccensお 203 

Pinartinicensお 203 

P. niultiflora 203--209 

R sapota 203 

Pouteria 属 203 

Prestoea montana 204 

Prosopis cineraria l18 

Prunus属 155 

Pterocaゆus indicus 100 

P macrocaゆus 56, 100--'105 

P. marsupium 49 

Pterocarpus属 60 

Quararibea 属 223 

Quercus robur ll1 

Racosperina属 22 

Radikoferelルguadelupensis 203 

R . mulliflora 203 

Ramnaceae科 143 

Rhizophoraceae科 213 

Rhizophora 属 210, 213 

Rinorea 属 223 

Roseodendron donnell-smnithii 226 

Santalum album 92, 122 

Sapiurn 属 223 

Schima walliclzii 7-12 

S. wallichii ssp. waliichii 7 

S. waliichii ssp. brevilotた 8 

Schizostachyum brachycladium 238 

S. lumampao 238 

S. zollingeri 238 

Schizostachywn 属 238 

Sclerocarya birrea 118 

Securinegaルxuosa 14 

Setar加属 58 

Shorea robusta 49 

Sloanea属 205 

Solanum 属 223 

Sonneratiaceae科 213 

Spondias cytherea 134 

Smombin 134-138 

S. pinnata 134 

Spurpurea 134 

幼ondias属 134 

Sterculiaceae科 168 

Swieルnia macro/ihylla 14, 204 

Syzygium aqueu,n 183 

S. aromaticunz 183, 184-186 

S. bordeni 183 

Sbuettnerianum 183 

S. buxifolium 183 

S. cleyerfoliu,n 183 

S. curninii 183, 186-189 

S．ルrnbolanumde 186 

S. jambos 183, 189-'194, 204 

S. nzalaccensお 183 

S. polyanthurn 183 

Ssamarangense 183 

Syzygiurn 属 183-- 194 

Tabebuia avellanedae 226 

T. donnell-smithii 226-231 
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F ジogα"の zm れ 87

P PZeroc のめ "m 83′~85

を"oPねo川 7,z属 83~9I

Re‘i"" αomi'igのlsis 204

Rのzi彫れ‘mP2 仁ゆ z‘陀“'“ 145

RerZco力SZSのzgo彰力sZS 93

P e‘αね 92~98

F ぬエリヌoriα 93

F 7刀oo“!の zα 92^}98

ル ricoPsis属 92~99

Piフmsc α"わαeα 182

F 立たece‘‘oblz≠m αγわo者gmァz 155

Roi'2c!の zα〆β81α 78

旨oばか銘刀iQ属 223

Ro“‘erね αたけのzezmQ 203

P 霞 cかのze"氾 ssp.嘉雄汀gsZi 203

P αz‘ss超'm203

P ′zo"eα'm203

F ?力αぬ ccg刀S鳶 203

P m αr樋フヱfcの鵜 Zs 203

F 77z"‘‘扉 oフ惣 203~209

　　　　　　 　　　

口o班αriα属 203

P 舵財 oeα“207z如刀α 204

Pms ○ぬZsα“8劣り"α 118

P′・“'〃‘s 属 155

Pfgmc αゆ z‘si'zdlc 〃s loO

P mocrocmp 〃s56,100~105

R 7'm な“PZ〃m 49

P卿ひcαm “s属 60

Q"Q〆僻めeα属 223

Qz‘@〆α s劣りb綿γ 111

尺αcoSperm α属 22

RQ 似たo彪若〆ね g"αdB如鰹“sis 203

尺.'〃"" 堺 om 203

Ramnaceae 科 143

Rhizophoraceae 科 213

尺′z迄叩ねom 属 210,213

尺無ひだα属 223

Roseod の緩メの z dのけie‘ト sj,z"ね# 226

SQ7耳α‘"7婦 q‘bm 刀 92,122

Sα露〃'“属 223

Scカカ刀α仏'"‘‘Zc/21ご 7~12

s.2りα夏なれますssP,W α‘"c ぬZZ 7

S. 妙餌 Zic飯 issp. 虜御 所o疑α 8

Scカメをostqc′zyz““ウ′没c力yc‘ααZ似加 238

S.‘"m α勧めαo 238

S.20 α"'geri 238

Sc九渚o材oc′zy"'“属 238

Sc 誇れocαり娘 屍 r〆gα 118

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

Se餌γ郷属 58

sたo舵期〆ob役s郷 49

S‘oのz8α属 205

SOZQ'z“m 属 223

SonneraLiaceae 科 213

SPO“dfαscy 肋初庵燦 134

S.mom 鋭刀 134′Y138

S.DimIQ 加 134

S,p “γp" 形ごα 134

SPO'zd彰s属 134

Sterculiaceac 科 168

s似ノ彰解離α?ァ?ααo力カγ"α 14,204

Syzy 客Z“m qqzfe“''z 183

S. α竹om のに卿′z183,184 ′Y186

s・わo者zZの zぎ 183

s・0"8‘加 8" の ;の刀 183

s・わzはもめ互m 刀 183

S.c 彪跳びo‘Z"''z 183

s・c““z加害雲 .83,186′Y189

s・茂野zboねれコ卿 z(露 186

sj のれわos 183,189~194,204

S,mdqcce'zsis 183

s‐poかのzZ叡‘“z 183

s.SQ?アIQれzzアzg壱′zsg 183

sygygii““z属 183【v194

7ロウe慶ばααり8"α,ledαI2 226

1d の z刀郷‘ーs“ば去れfご 226′Y231
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Tguayacan 226 

Theたγophylla 204 

T ?fl.illSji 226 

Tserratifolla 226 

Ta be bu施属 226 

Toctona grandお 56, 57, 92 

Terminalia alata 195'-'196 

Taibida 195 

T. arjuna 195, 196*198 

Tavicennioides 195 

T. bellirica 56, 195, 196, 198--199 

T. brownii 195, 199-'201 

Tglaucescens 195 

T inter7ned記 155 

Tlaxiflora 195 

T macroptera 195 

T moWs 195 

Toblonga 226 

Tprunioides 202 

T. spinosa 195, 201, 202 

Terminalia属 49, 50, 195'--202 

Thea sinensis 89 

Theobrona属 168 

Thyrsostachys siamensis 235, 236, 238 

Tripたris 属 223 

Triplochitonルhnsonii 173 

Tnigeriu?n 173 

T scleroxylon 173-177 

Vallaris heynei 21 

Verbenaceae科 210 

Vin）たguatemalensis 226 

Vism加属 223 

Vitellaria muttiflora 203 

ximenia aegyptたca l16 

Xy1加do厄brifOrmis 48'-54 

X . kerrii 48, 56, 57, 58 

x xylocarpa 48 

X ,xylocaゆa var. kerrii 48, 49 

Xy1た属 48 

Zizyphus 戸ダuba 148 

z mauritiana 147'--153 

z vulgaris 147 

Zizyphus属 147, 153 

Zygophyllaceae科 116 

アオイ科 154 

アオギリ科 168, 173 

アカテッ科 203 

アルンデナリア属 243 

イネ科 9, 234 

ウルシ科 118, 134 

オトギリソウ科 13 

カカオ属 168 

カキバチシャノキ属 226 

ギガントクロア属 242 

グアドア属 242, 243 

クマツヅラ科 210 

クロウメモドキ科 143, 147 

クワ科 1 

コラノキ属 168 

ザイリア属 48- 54 

シクンシ科 195 

ジャカランダ属 216'-225 

ジャケッイバラ亜科 62, 78, 83 

ジャケッイバラ科 83 

ジャケッイバラ属 62-77 

センダン科 122, 128 

タケ科 232 

タベブイア属 226, 230 

チュスクェア属 242 

ツバキ科 7 

デンドロカラムス属 242 

トウダイグサ科 112 

ナツメ属 147 

ニガキ科 116 

ネナシカズラ属 152 

ネムノキ亜科 17, 22, 28, 35, 42, 48 

ノウゼンカズラ科 216, 226 

ハマザクロ科 213 
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g似αγαCのz 226 ziz,のわ"sノ"粥わα 148

たの彰mのizy‘卿 204 z mα潔““のm 147′~153

?“#“s鳶 226 z.り"をαだs147

71 sgiり「研がo‘ね 226 Z裟yのれ.服 属 147,153

始め班α属 226 Zygophyllaceae 科 116

劣gcio'zαgim閉燐 s 56,57,92 アオイ科 154

7壱′窺わヱ錫海 〆α卿 195~196 アオギ リ科 168,173

71αの扇α 195 アカテッ科 203

ヱαワ“"α 195,196~198 アルンデナ リア属 243

71御 lcg7z'zioZdes l95 イネ科 9,234

ヱ 彰“わに口 56,195,196,198~199 ウルシ料 118,134

71 bimw'2iZ I95,199~201 オ トギ リソウ料 13

71g ね2のescβ'zs l95 カカオ属 168

71Z川のりり健雄α 155 カキパチシャノキ属 226

71‘錆び20他 195 ギガントクロア属 242

71'〃"cため旭川 195 グア ドア属 242,243

71'卿偽 s l95 クマツヅラ科 210

710 鰯鯛 gzz 226 クロウメモ ドキ科 143,147

Zp 翻れZoldβs 202 クワ科 I

T 功初osα 195,201,202 コラノキ属 168

"フ“≠“の餌属 49,50,195~202 ザイ リア属 48~54

7T脚αs粥g'zsis 89 シクンシ科 195

7T綾 ob'り'ねα属 168 ジャカランダ属 216~225

れ鯖 sosねcれyss 彰粥の2sis 235,236,238 ジャケッイバ ラ亜科 62,78,83

717珍ね“s属 223 ジャケッイバラ科 83

γ中Zoc崩すo'リ oた'zs伽 Z≠ 173 ジャケッイバラ属 62~77

71" 忽erZ溺れ 173 センダン科 122,128

ヱ scZ切り勿 のz173~177 タケ科 232

"α“αγZsれの粥eZ 21 夕べブイア属 226,230

Verbenaceae 科 210 チュスクェア属 242

VZm 如 g鯛棚 '2α卿 2sis 226 ツバキ科 7

Visク欄α属 223 デンドロカラムス属 242

Vi賜わγね m“残月o7惣 203 トウダイグサ科 112

xime れね 似楚謬の"解α 116 ナツメ属 147

X秘〆αdo腐る“脆“れis 48~54 ニガキ科 116

x 卿 '噛ま 48,56,57,58 ネナシカズラ属 152

X,匁〆oG棚ワ塙 48 ネムノキ亜科 17,22,28,35,42,48

エ メッわcのめα var.彰 iサヱメ 48,49 ノウゼ ンカズラ料 216,226

XyZね属 48 ハマザクロ科 213



252 

ハマビシ科 106, 116 (2） 動物学名（昆虫を含む） 

バラニテス属 116 Abび?1α属 237 

パンヤ科 161 Acrocinus longimanus 172 

ビャクダン科 122 Adoズ叩Iiyes aurantiana 16 

ヒルガオ科 14 Acolesthes induta 81 

ヒルギ科 213,214 A;nbム'cerus cisteliunus 171 

ヒルギダマシ属 210'-215 Ambiypella coc叩haga 16 

ヒルギダマシ科 210 Anadasus porinodes 165 

フタバガキ科 60 A, zastrepha ?fl07flbiflpraeoptans 137 

フトモモ科 178, 183 Anastrepha属 193 

フトモモ属 183-194 Ancylocera cardinalis 218 

ペリコプシス属 92'-99 An叩lophora属 126 

マメ科 17, 22, 28, 35, 37, 42, 48, 62, 78, 83, Apion ghanaense 177 

92, 100, 109 Arおtobia approxinzalor 85 

マメ亜科 92, 100 Aristobia 属 59 

ムクロジ科 139 Ascotis selenaria iinparala 32 

モモタマナ属 195-202, 226 Atta cephalotes 137 

加toserica r好oc'ゅrea 85 

Batocera nu7nitor 166 

丑rubus 166 

B . rufoinaculata 166, 189 

Batocenl属 59 

Brachytrypes portentosus 98 

CeルSルma scabrator 2L152 

Celosルma属 166 

Ceroplesis conradti 5 

Chloeres quantula 214 

Cleora injectaria 214 

Coccoderus noriempunctatus 68 

Coptops aedificator 5 

Cryptotermes brevis 111, 137, 142, 159, 

166, 171, 193, 208 

Dacus属 193 

Diapherodes属 208 

Diclidophlebia eastopi 177 

D harrisoni 177 

Dichocrocis属 215 

Drosophiルampelophila 137 

D repleta 137 
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ハマビシ科 106,116

バ ラニテス属 116

パンヤ科 161

ビャクダン料 122

ヒルガオ料 14

ヒルギ科 213,214

ヒルギダマシ属 210~215

ヒルギダマシ科 210

フタバガキ科 60

フ トモモ科 178,183

フ トモモ属 183~194

ペ リコプシス属 92~99

マ メ科 17,22,28,35,37,42,48,62,78,83,

92,100,109

マメ亜料 92,100

ムクロジ科 139

モモタマナ属 195~202,226

(2) 動物学名 (昆虫を含む)
AO か〃α属 237

AC 者Oc"多賀S‘○“g" “α"盆儒 172

八αo寛oのんyes α"〆のばすの m 16

Aeo 彰磁力es i7zα2夏α 81

A “zわり℃gr"scisZe ‘!“"“s 171

Amb あのe立αcoco力力αgα 16

Aクzqdαs"spor"rodes 165

A, 姫鱒だめねα“zom 駆れめ“zzgoのむの格 137

4'lost'セめ/iQ属 193

ハbzcy‘0cfzm cαrdZ7m#s 218

A'zoのめp′20m 属 126

Apio ′zghmzqe ′isg 177

Aγis‘obfαα力カメo匁粥z餌or 85

Aγおわり幻属 59

4sco ≧Zss 例の iq・γね "鞭力α7没娘 32

月L"αc多めjzα‘ozgs 137

Amoseri 解 離力 cゅ形α 85

βαの CBれ窃れ2‘“ほめ r 166

β.γzの "s166

β.“折o“zαc班硯α 166,189

βの ocem 属 .59

βmdz 鱗かわgsPoγ加川os“s 98

CB‘osie“msc αわれ復のγ 21,152

Ceわsfgr加 属 166

Cem めZesiscのzmの Z 5

Cためe若8s q“のz粥奴 214

α eomZ 形 eC如γね 214

Coccoderz!s 7zorig脱力2"に解放儒 68

Coの‘opso 如 妬cαfor 5

Cか Pro 彰“,28s b彫りis lll,137,142,159,

166,171,193,208

Dαc“s届 193

DfαP雁〆od鍋 属 208

DicZfdoの賜 eDiαeqszo匝 177

D. れQ打“sのzZ177

Di物 ocrocis 属 215

Dmso 力点まねα“ゆ〆○の力まね 137

D. 推力霧加 137



253 

Eburodacrys sexnacuiata 68, 72 

Elaphidon nan urn l10 

Estig,nena chinensis 237 

Eulophonotus属 177 

Glyphodes属 214 

Glyptoルrrnes diルtalus 186 

Hoplistonichus bondari 220 

Hyルsia lineata m 

Hylesia 属 229 

Icerya ルrrnicarurn 5 

Icer)ロseychetlarurn 214 

Indarbela quadrinolata 32 

Indarbe忽属 81 

Lagocheirus araneiformis 137 

Larnproserna Ia彪ritialis 98 

Lirirniris trunca忽 171 

Logocheirus undatus 159 

Lyctus属 166, 193 

Maruca 属 214 

Megacytiene ルisa 220 

Molippa sabina 91 

Monocharnus centralis 146 

M . scabiosus 146 

Myrmeたc/iルIa rarnuiorurn 193 

Nasutitermes costalis 142, 165, 171, 193, 

208 

Neocりtus casicus l10 

0berea erythrocephaル 114 

のにhocerus crassus 137 

0iw辺ares dajeani 73, 91 

0. ulcerosa 91 

0xyrhachis tarandus 32 

Paraponera 属 166 

Phauた仇oinsofli 220 

Phelypera distig,na 171 

Phyllostomidae科 43 

Phryneta leprosa 5 

Phytoかma ルta 5 

Plocaederus virid切ennis 5 

乃vsopius torosas 72 

Pteropodidae科 43 

Rhesaル imparata 32 

R .inconsinnalis 32 

Rhynchites COntrおtalus 53 

Sino乃,ion sudanicurn 121 

Sipalus hypocrita 104 

Soplironica lestacea 47 

め/zaeromna terebrans 215 

Steirastomna breve 159 

S犯nodonたs bilubercuiata 142, 172 

Stern otornus pulchra 5 

Sthenias grisator 5 

Strornafiurn barbatum 121 

Telisphasa picla 16 

Toredo属 111 

乃achyderes succinctus 68, 72 

Tsulcatus 172 

乃achyl叩hus approxirnator 11 

乃achyostus帥anaensis 177 

Veゆa basalお 40 

Xystroceraルstiva 26 

xglobosa 32 

Zeuzera Coガeae 32,53,81 

カミキリムシ科 5, 1L 2L 32, 68, 73, 81, 

110, 121, 137, 142, 172, 199 

キクイムシ科 72 

キジラミ科 4, 5, 177 

シャクガ科 76 

シャチホコガ科 171 

シロアリ科 171 

ゾウムシ科 81, 171 

ナガカメムシ科 81 

ナガキクイムシ科 121 

ナガシンクイムシ科 198, 199 

ヒラタキクイムシ科 193 

ヘリカメムシ科 16 

マメゾウムシ科 171 

ヤガ科 32, 76 
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E わzがりααcrys sgメプァヱαcz"" 奴 68,72

β‘α力′;!αo,z "の z“7,z llo

βs窟g7,zgァ2α cた顔の zsis 237

Ez‘Zoの′20'2α"s 属 177

G券かヱひ森 s属 214

G‘yぬごoze"“gsdZ ねね"‘s 186

嵐o野蒜szo7zあれ2‘s oのzdαば 220

月~‘esね‘加eαぬ 171

互y‘esね 届 229

kg かαた "“Zc研卿 '2 5

ムceり′α seyc た郷に r‘‘?“, 214

左zdαroeね q“αα打7zo紅加 32

力冠αrbeね 属 81

Lαgoc′ze猪熊 αm'zg 新o・漸岡 s 137

上の,ZProse,ァ他 ね彰rizお‘Zs 98

Z÷おか2かおかz‘フにα超 171

ムQ8oc′z“ rz‘s “?戸室αれ‘s 159

Lyα〃s属 166,193

山ねγ"鯛 属 214

A燈8lzzc“‘β′zg方α鳶α 220

　　　　　　　　　　　　　 　　

A4iの ioc′zαm2 ば G87z鯛α寛s146

Ad‐scα駆 oszぼ 146

A4y “刀eね cたlotα名α2れz"or・‘ガヱー 193

ーたαs"云"β"'zgs cos ね‘な 142,165,171,193,

208

ノー~ZBOCかね!scαsfc“s llo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

0′zc′z0ce z′S c者OSSz‘S 137

のヱcfde舵sdeie のけ 73,91

0." にBrosα 91

〇%γ“zqc力鳶 ね岩mzd役s 32

Rの叱zpmigm 属 166

F;m2‘ね‘たの'2sのZZ 220

　　　　　　 　　　　　 　　　

Phylーosto1midae 科 43

　　　　　　　　　　　　　　　 　

三豹γのか'“αぬね 5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にU

114

P'・osoの無 s わずOSαS

Ptcropodidae 料

　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

7
2

43

3

32

R′2y,2C′z1fes co,zi・rfsfQ‘似s 53

sね20ズγ‘の2 s“dのヱfcz‘アzz121

sめα自得ねy力ocrirα 104

soの/がり,zたα‘gsね " α 47

sP′logimm α霧だめm 打s 215

s輝かロszoァ刀α朗庵妙β 159

Sfe′zodo,2産出 魔女の 8た zdq,加 142,172

sZer,zofo“"‘spz‘なれ“α 5

s‘′雄薙ぎαSg “S研ひ7‐ 5

sかの刀αごま綿m oo・γわαZ銘刀z 121

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

oredo 属 111

7・劣zzc力yde 離婚 sz‘cC力zd没s 68,72

7l s" にqz・z‘s ー72

7一打QCノリ′‘oぬれ"sαめpro算書刀mfor 11

7十rzzc′zyosz似sg′zmm の zsis 177

"gspαわαsα is 40

xys がoce'雄花 sば卿 26

x.g ゐわoso 32

Ze"zgm coの【e僻 32,53,81

カ ミキ リム シ科 5,11,21,32,68,73,81,

110,121,137,142,172,199

キクイムシ科 72

キジラミ科 4,5,177

シャクガ科 76

シャチホコガ科 171

シロアリ科 171

ゾウムシ科 81,171

ナガカメムシ料 81

ナガキクイムシ科 1

ナガシンクイムシ科

ヒラタキクイムシ料

ヘ リカメムシ科 16

マメゾウムシ料 171

ヤガ科 32,76

121

198,199

193
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ヤママユガ科 171,229 

レイビシロアリ科 171 

ワタフキカイガラムシ科 81 

双翅目 165 

直翅目 208 

鱗翅目 81,91,153 

(3） 菌 類 

Alルmaria al犯mnata 215 

A uricu忽ria auriculajudac 76 

Campto,ne冗s call加”drae 40 

Corlicium roifsii 40 

C salmonicoルγ 40 

Cryphonectria cubensお 182 

Cカ/ptoゆorella eugeniae 186 

Fones ルIvus 53 

Elucidus 63 

1句sarium oxysporum 81 

E oxysporum f. sp. perniciosum 33 

F. solani 32, 146 

Fusarium属 59 

Ganoderma appルnaturn 33 

Glucidun 33 

Leuconostoc nesenteroides 146 

Meliola caesaゆiniae 76 

Micropeltおdo?ningensis 63 

Mycosyrinx nonveilleri 177 

Nedlna hacinatococca 32 

0沼ium 属 85 

Phytop htlzara 属 59,215 

Polyporus anebus 33 

Puccin加ps沼ii 182, 193 

Ravenelia cle?nenside 33 

Rindica 33 

R .sessilお 33 

Rhizocton加soル,zi 104, 273 

Rhizoctonた属 59, 67, 71 

Sphaerophragmiurn acaciae 33 

Uredo albiz加e 33 

Valsa eugenたe 186 

VoluルIル属 146 

Zignoella caesaゆin加a 63 

セプトリア属 159 
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ヤママユガ科 171,229 (3) 菌 類

レイビシロア リ科 171 A‘【8r'-αrfα〆『e“z堀口 215

ワタフキカイガラムシ科 81 Az‘γね‘ぬ門αα"“c賜の z川口g 76

双超 目 165 Cの〃,Pfo“ze71scα万の雇用e 40

直麹目 208 Comci“mm 球縦 40

鱗麹日 81,91,153 C.sdmo' 叱 o‘or 40

Cγy力′io'zec“ね czぬの isis 182

CγypごOspojな“如 g2侭のるねg 186

Romes 九‘‘“z‘s 53

　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

E o寛ysめQr““z f.sp‐per 刀!"○ぶ船 zz 33

翼.so 超 7ば 32,146

F似sの f““・属目 59

Gの zodα77'm αPP‘の概‘“''z 33

G‐ムーfcZd“7れ 33

Lez‘Cのヱos雲oc mgse 粥修め fdgs 146

ル毎Zio超 cαBSα物納ね8 76

九のciのめβ"メs d07れ粥gのi群s 63

九4yCosy だ"文刀○刀ひe1‘Zerl 177

ハ若gcfr如 "αの,mfOCOCC な 32

　　　　　　　　 　　

Fh“ OPれ放くMo 属 59,215

1もとyのoms のヱめ z‘s 33

Zなにc顔超 Ps畝 " 182,193

RQ り8,28"αα功刀のzsfd8 33

尺.Zァ雌にα 33

　　　　　　　　　　　 　　

五ごね.fzodoァばα so幻 711 104,273

Rれ庭odo'zね 届 59,67,71

sP れαeroカカメ額g蹴れ‘ァ,z ocαcね e 33

　　　　　　　　　　　　 　　

y口なα8秘g移れね8 186

Vo‘“‘BZ加 属 146

Zig720〆‘"cqgs αゆ無iQβ 63

セプトリア届 159
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一 般 名 索 引 

（太字は解説樹種頁） 

(1） 植 物 

Abachi 173 

Abang 1 

Aduwa 116 

African oak 1 

African locust bean 42-47 

African teak 93 

African wattle 85 

Agallo 62 

Aguwa 112 

Ala I 

Amargoblanco 216 

American muskwood 128-133 

American sumach 62 

Apalit 60 

Aquicho 168 

Arabisco 216 

Arbor de artigas 87 

Areuy matahiyang gunung 63 

Asamela 93 

Avicennia 210 -215 

Ayous 173 

Badacavadie 112 

Badakarei 112 

Badulahi 112 

Balanos 116 

Balayong 60 

Balsa 161'--167 

Balsam spurge 112 

Bangni 1 

Barba-de-barata 74 

Barbados flower-fence 73 

Barnaahi 112 

Basterd ceder 168 

Batai laut 83 

Beach calophyllum 13 

Bead tree 122-127 

Beng 55-61 

Bengal bamboo 241 

Ber 147 

Berre 112 

Bidara 147 

Bintangor 13 

Bois balle 128 

Bois de gaoac 106 

Bois (lot 161 

Bois pian 216 

Bolaina negra 168 

Boss d'orme 168 

Brazilian ironwood 69 

Builbos 85 

Bully-tree 203-209 

Buni 13 

Burma padauk 100--'105 

Bush calophyllum 13 

Caesalpinia 62-77 

Caiua 217 

Caixeta 218 

Caja 134 

Calliandra 35-41 

Calophyllum 13--16 

Camba-aca 168 

Camxe 48 

Canaflstula 87 

Ca ra balli 128 

Caroba 216-218, 220 

Carobao 218 

Caroba-branca 217, 218 

Caroba-brava 220 

Caroba-da-mata 220 

Caroba-do--campo 220 

Caroba-do-mato 218 

255

般 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1)植 物
Abachi 173

Abang l

Aduwa l16

African oak l

African locusL bean 42′~47

Africari teak 93

African wattle 85

Agallo 62

Aguwa l12

A1a l

Amーargoblanco216

American muskwood 128′~133

American suTnaCh 62

Apalit 60

Aquicho168

Arabisco216

Arborde artigas 87

Areuy mlatahiyang gunung 63

Asam ーela 93

Avicennia 210′~215

Ayous173

Badacavadie112

Badakarei112

Badulahi112

Balanos116

Balayong 60

Balsa 161′Y167

Balsam spurge l12

Bangni I

Barba ‐de-barata 74

BarbadoS Hower-fcnce 73

Barnaahi112

BasLerd ceder168

Batai lauL 83

Beach calophyllum 13

Beadtree 122′~127

Beng 55′~61

Bengalbamboo 241

Ber147

Berre112

Bidara147

Bintangor 13

Bois balle128

Bois de gaoac106

Bois Rot161

Bois pian216

Bolaina negra 168

Boss d'orI訂Ie168

Braziーian ironwood 69

Builbos 85

Bully ‐tree 203′~209

Buni 13

BurI町ーa padauk l00′YI05

Bushcalophyllum 13

Caesalpinia 62′~77

Caiua217

Caixeta218

Caja 134

Calliandra 35′~41

Calophyllum 13′~16

Camba ‐aca168

Camxe 48

Canafistula 87

Ca ra balli 128

Caroba216~218,220

Carobao218

Caroba ‐branca 217,218

Caroba ‐brava 220

Caroba ‐da ‐mata 220

Caroba ‐do ‐campo 220

Caroba ‐do ‐mato 218
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Caroba--miuda 220 
Caroba-pequena 220 
Caroba-rosa 218 
Caroba-roxa 218, 220 
Carobeira 218, 220 
Carobinha 220 
Carova 218 
Cascalote 62 
Catechu tree 17 
Cedro blanco 128 
Cha kharn 86 
Chico-mamey 203 
C血launi 7 

China-berry 122 

Chingale 216 

Ciko mama 203 

Ciruela 134 

Clove 183, 184 

Clove de girofle 184 

Comboata 128 

Common hogplum 134 

Copaia 216 

Copperpod 83 

Corcho 161 

Cor-obeira 218 

Cuba bark 154 

Cuba bast tree 154 

Cutch tree 17-21 

Da-da 48 

Dacay 87 

Dado 1 

Daeng 48 

Damanu 13 

Dara 147 

Deng 48 

Desert date 116-421 

Divi-divi 62 

Duhat 186 

Ear-pod wattle 22 

Edi 1 

矧Ui 1 

Elunli 1 

Epal siam 147 

Esenge 143 

Faang dととng 74 

Faang 74 

Farang nam 189 

Faux simarouba 216 

Fern-tree 219 

Finger euphorbia 112 

Flamboyant 78 

Flamboyan azul 219 

Flame Tree 78'-82 

Foeti 216 

Fustic Tree 1 

Futui 216 

Gallinazo 216 

Genip tree 139 

Gobaja 216 

Godo 55 

Goeaazoema 168 

Golden afromosia 93 

Great hogplum 134 

Green-ebony 219 

Guacima 168-472 

Guacimo 168 

Gualanday 216, 219 

Guano 161 

Guaragao 128 

Guaragua 128 

Guatapan 62 

Guayac自n 106 

Gulab jaman 189 

Hakluphae 186 

1-Iaj1ij 116 

Heglig 116 

Hogplum 134 

Honey berry of Guiana 139 
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Caroba ‐‐miuda220

Caroba ‐pequena220

Caroba ‐rosa218

Caroba ‐roxa 218, 220

Carobeira 218,220

Carobinha 220

Carova218

Cascalote 62

Caもechu tree 17

Cedro blanco128

Cha khaln 86

Chico-mlalmley203

Chnauni 7

Cmna-berry 122

Chingale 216

Cikomama203

Ciruela134

C1ove 183,184

C1ove de giroae184

Comboata 128

Coimmon hogplum 134

Copaia216

Copperpod 83

Corcho161

Cor-obeira218

Cubabark 154

Cuba bast tree154

Cutch trce 17′~21

Da-da 48

Dacay 87

Dado l

Daeng 48

Dam ーanu 13

Dara 147

Deng 48

Desert date l16′~121

Divi-divi 62

Duhat186

Ear-pod wattle 22

Edi I

E1ui l

E1unーi l

Epal siam 147

Esenge 143

Faang deeng 74

Faang 74

Fa「ang nam189

Faux 8ilnarouba 216

Fern-tree 219

Finger euphorbia112

F1amboyant 78

F1amboyan azu1 219

F1ameTree 78′~82

Foeti216

Fustic Tree I

Futui216

Gallinazo216

Genip tree139

Gobaja216

Godo 55

Goeaazoema168

Goldenafromosia 93

Greathogplum 134

Green-ebony 219

Guacima 168′~172

Guacilno 168

Gualanday 216,219

Guano161

Guaragao128

Guaragua128

Guatapan 62

Guayacan106

Gulabjaman189

Hakluphae186

HajUj116

Heglig116

Hogp ーum134

Honeyberry ofGuiana 139
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Hong he mu 7 
Huamansamana 216 
Huilboom 85 
Indian jujube 147-153 
Indian redwood 74 
Injil 112 
Intule 1 
Ipil darat 60 
Iroko 1-6 
Iron wood 48 
Irul 48 
Ishtapi 216 
Island Cedar 13 
Itapi 128 
J cana 203 
Jabul merak 74 
Jacaranda 216-225 
Jacaranda a fcuilles de mimose 219 
Jacaranda-branco 217, 218, 220 
Jacaranda-caroba 218 
Jacaranda-de-minas 217 
Jacaranda--mimoso 219 
Jacaranda-preto 218 
Jamaica bullace plum 139 
Jaman 186 
Jamba 48 
Jamblang 186 
Jambolan 186, 189 
Jambu air mawar 189 
Jambu kelarnpok 189 
Jambulana 186 
Jamelongue 186 
Jericho balsam 116 
Jiwat 186 
Jobo 134 
Juca 69 
Jujub 147 
Jujubier 147 

Julang 61 

Juwet 186 
Kachaay 65 
Kadaram 17 
Kambala 1 
Kamchaai 65 
Kamchai 63 
Kanbala 1 
Karoba blanca 218 
Karova guasu 218 
Katarum 61 
Kayu abesi papus 92 
Kayu kuku 92 
Kayu laut 92 

Kayu secang 74 
Khair 17 
Khee raet 65 
Khvaw banla 65 
Kimrumba 1 
Kijulang 61 
Kokrodua 93 

Kupang 60 
Laide kosse 112 
Lalob 116 
Lana 161 
Leopard tree 69 
Lemon-scented gum 178-182 
Lien 48 
Lieng 48 
Lignumvitae 106-ill 
Lim set 83 
Livi-divi 62 
M'Gonde I 
Magara 112 
Mahoe 154-'160 
Majagua de toro 168 
Makapilit 93 
Makha-hua-kham 55 
Makha-luang 55 
Malcliamong 55 
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Hong he nQu 7

Huamansamana

Huilboo 口1 85

1ndianiujube

lndianredwood

lnjil l12

1ntule l

lpil dara ー

lroko l

ー 60

1′~6

216

147^v153

74

219

JuweL 186

Kachaay 65

Kadaram 17

Kambala l

Kamchaai 65

Kamchai 63

Kanba ーa I

Karoba blanca218

Karova guasu218

Katarum 61

Kayu abesi papus 92

Kayu kuku 92

Kayu laut 92

Kayu secang 74

Khair 17

Khee raet 65

Khvaw banla 65

Kilnrumba I

Kijulang 61

Kokrodua 93

Kupang 60

Laide kosse l12

Lalob116

Lana 161

Leopard tree 69

Lemon-scenLed gu‐m

Lien 48

Lieng 48

Ligllumvitae l06^}11I

Liln set 83

Livi‐divi 62

4,Gonde 1

M[agara112

M[ahoe 154^v160

Majaguadetoro168

M[akapilit 93

M【akha 冊hua ‐khalm 55

M[akha ‐luang 55

N1akhamong 55

178【v182

1ronwood 48

1ru1 48

1shtapi216

1slandCedar 13

1tapi128

Jcana203

Jabul merak 74

Jacaranda 216~225

Jacaranda a feuilles de mimosc

Jacaranda ‐branco217,218,220

Jacaranda ‐caroba 218

Jacaranda 仲de‐minaS 217

Jacaranda 挙mimos0 219

Jacaranda ‐preto 218

Jamaica bullace plum 139

Jaman186

Jamba 48

Jamblang 186

Jambolan 186,189

Jambu air mawar189

Jambu kelampok 189

Jambulana186

Jamelongue 186

Jerichobalsam l16

Jiwat186

Jobo 134

Juca 69

Jujub 147

Juiubier147

Julang 61
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Malabar plum 189 
Mamon 139 
Mamoncillo 139--'142 

Mandji 1 
Manyara 112 
Manzanitas 147 
Marupa-falso 216 
Matan 147 
Mbara 1 
Medang gatal 7 
Merbau laut 92 
Mereira 1 
Mgovu 112 
Minarui 1 
Mkunazi 147 
Mloundou 1 
M6c m色o xanh 65 

Molundu 1 

Montamba 168 

Mountain mahoe 154 

Mruri 1 

Mtumba I 

Mtupamwitu 112 

Mufule 1 

Mukria sal 7 

Mulher-pobre 218 

Muri 1 

Musira 143 

Musizi 143-146 

Muskwood 128, 133 

Mvule 1 

Mysore thorn 63 

N 'kanguele 143 

Nagaaq 7 

Nandu wood 92 

Nani laut 92 

Nazare 219 

Ndamoldurubab 112 

Ndunga 143 

Nedun tree 92 

Nitta nut 42 

Northern black wattle 

Nyatoh nangka kuning 

Obeche 173 

0bechi 173 

0dum 1 

0lua 1 

0roko 1 

0san 1 

Paipah 239 

Palo de buba 216 

Palote negro 168 

Paraiso 122, 124, 125, 126 

Paraiso gigante 125 

Para-para 216 

Parapara 218 

Paravisco 219 

Pau-brasil 65 

Pau de balsa 161 

Pau-de-colher 217, 220 

Pau-ferro 69, 70 

Pau-ferroto 70 

Pau-santo 217 

Peacock flower 74 

Pericopsis 92--99 

Persian lilac 122 

Pome rose 189 

Primavera 226--'231 

Puspa 7 

Putsa 147 

Putrea 147 

Pyinkado 48 

Quenepa 139, 142 

Quenette 139 

Rokko 1 

Roko 1 

Rose apple 189 

Rubber hedge euphorbia 112--115 

22-27 

203 
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Malabar plum189

Mamon139

Mamoncillo 139~142

Mandji l

Manyara l12

Manzanitas147

Marupa ‐falso 216

MaLan147

ハ4bara l

Medang gata1 7

Merbau laut 92

Mereira I

Mgovu112

Minarui I

Mkunazi147

M1oundou I

M6c meo xanh 65

Molundu I

Montamba168

Mountain mahoe154

Mruri l

Mtumba l

Mtupamwitu l12

Mufule l

Mukria sa1 7

Mulher ‐pobre218

Muri l

Anusira 143

Musizi 143′Y146

hduskwood 128,133

Mvule l

凸4ysorethorn 63

N1(anguele143

Nagaaq 7

Nandu wood 92

Nari laut 92

Nazare219

Ndalmol durubab l12

Ndunga 143

Nedun tree 92

Nitta nut 42

Northern bーackwattle

Nyatoh nangka kuning

obeche173

0bechi173

0dum l

0lua l

oroko l

0san l

Paipah 239

Paーo de buba216

Palotenegro 168

Paraiso 122,124,125,126

Paraiso gigante 125

Para ‐para 216

Parapara218

Paravisco219

Pau-brasi1 65

Pau debalsa 161

Pau ‐de-colher 217,220

Pau ‐ferro 69,70

Pau ‐ferrot0 70

Pau-sanLo217

Peacockf lower 74

Pericopsis 92~99

Persianlilac 122

PomLerose189

Primーavera 226′Y231

Puspa 7

Putsa147

Putrea 147

Pyinkad0 48

Qucnepa 139,142

Quenette139

Rokko l

Roko l

Rose apple 189

Rubber hedge euphorbia

22^‐27

203

112′YI15
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Sa-che 17 

Salan 112 
Samba 173-177 

San ngoen 83 

Sapang 74 

Sappan 74 

Sappanwood 74 

Sba色ng 74 

Schima 7-12 

Sebebuwong 7 

Secang lembut 63 

Seinban-gale 74 

Semli 1 

Semo 1 

Sepang 74 

Sha 17,21 

Si自r 83 

Sibipiruna 72 

Sibukao 74 

Simaruba-copaia 216 

Simme 1 

Simple-thorned torch-wood 116 

Soapberry tree 116 

Soc 48 

Soga 83 

Sokram 48 

Soliman de monte 216 

Spanish lime 139 

Spanish-plum 134 

Spiny bamboo 240 

Syzygium 183-494 

Taharalt 112 

Tanduk tarum 60 

Tanyong 62 

Tapereba 134 

Tara 76 

Tarco 216,219 

Tani 65 

Teing-nyet 74 

Tekha- kha 55 

Teni-pod plant 65 

Terminalia 195-202 

Thorn tree 116 

Tindalo 59,60 

Toumbohiro Noir 1 

Tow 7 

Trompillo 128 

Tropical bamboos 232-'243 

Tru'ng g 203 

Udamol 112 

Vadalai 17 

Vang nhuOm 74 

Vanni 62 

VtOt hum 63 

Wa pa 186 

Wawa 173 

West Indian elm 168 

Widara 147 

White cedar 122 

White sinis 28-'34 

Xylia 48'-54 

Yambo 189 

Yaravisco 219 

Yaro 112 

Ybira puit百 87 

Yellow batai 86 

Yellow flame 83-91 

Yellow mombin 134'-138 

Yvyra pyta 87 

Zee-pen 147 

アオサンゴ 112-115 

アカシア 22, 57, 58, 85 

アガティス 38 

アセンヤクノキ 17'-21 

アデク 183 

アフチ 122 

アフリカマホガニ- 92,98 

アムラタマゴノキ 134 
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Sa‐che 17

Salan ‐ 112

Samba 173^v177

San ngoen 83

Sapang 74

Sappan 74

Sappanwood 74

Sbaeng 74

Schilnla 7′~12

Sebebuwong 7

Secang lelmbut 63

Seinban-gale 74

Semli l

semo l

sepang 74

Sha 17,21

Siar 83

Sibipiruna 72

Sibuka0 74

Simaruba-copaia 216

Silnmーe I

Simple ‐thornedtorch ‐wood

Soapberry tree l16

Soc 48

Soga 83

Sokram 48

SolirnLan de mーonte 216

Spanish lilnーe139

Spanish-plum 134

Spinybamboo 240

Syzygium 183′Y194

Taharalt112

Tanduk tarum 60

Tanyong 62

Tapereba134

Tara 76

Tarco 216,219

Tari 65

Teing-nyeL 74

116

Tekha ‐ kha 55

Teri-pod plant 65

Terminalia l95′Y202

Thorntree l16

Tind‐alo 59,60

Toumbo 知立o Noir I

Tow 7

Trompillo 128

Tropica ーbamboos 232~243

Trlu'ng g203

Udamol112

Vadalai 17

Vang nhu6]m 74

Vanni 62

V06t hom 63

Wra pa 186

Wrawa 173

Wrest lndian eーm 168

頓′idara 147

Wrhitecedar 122

Wrhite siris 28~34

Xylia 48′Y54

Yambo189

Yaravisco219

Yaro l12

Ybira Puitゑ 87

Yellow batai 86

Yellowaa] 比-e 83′~9I

Yelーow mombin 134~138

Yvyra pyta 87

Zee ‐pen 147

アオサ ンゴ 112~115

アカシア 22,57,58,85

アガティス 38

アセンヤクノキ 17~21

アデク 183

アフチ 122

ア フ リカマ ホ ガ ニ ー 92,98

アムラタマゴノキ 134
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アメリカジャコウノキ 128, 129 

アンゲリン 155 

イジュ 7 

イペーロッショ 226 

イロコ 1-'6 

インドナツメ 147- 153 

ウォーターガム 183 

オウコチョウ 73 

オオチ 122 

オオハマボウ 159, 160 

オオバマホガニー 132 

オオフトモモ 183 

カカオ 84 

カマバアカシア 22-27 

カランノぐヤン 145 

カリアンドラ 35-41 

カロフィルム 13'- 16 

カワヤン 232 

キササゲ 226 

キャッサバ 125, 185, 223 

ギンネム 35, 37, 38, 39, 109 

グアシマ 168- 172 

グアナカステ 226 

グアヤカン 226 

クラブウッド 155 

グリリシディア 37, 39 

ケヤキ 126 

コーヒ- 36, 84, 128, 129, 132, 133, 146 

コウエンボク 83-91 

コガネモンビン 134- 138 

コクタン 92, 100 

ココア 185 

サール 49, 54 

サオケチック 92 

ササ 232, 233, 235 

サネブトナツメ 147, 148 

サンバ 173-177 

シコクビエ 20 

シタン 100, 103 

シナジャケッイバラ 63 

シナナツメ 147 

シロツブ 62 

ジャケッイノぐラ 62, 63 

ジャカランダ 226 

スオウ 62, 65, 74 

スノぐイニーノぐンブ- 240 

セドロ 133, 223 

セドロブランコ 128-133 

センダン 122- 127 

タイワンセンダン 122 

タイワンネム 28-34 

ダオ 60 

タガヤサン 100 

タケ 51, 52, 101, 232-243 

タヒチモンビン 134 

チーク 20, 38, 48'-53, 92, 97, 98, 100, 101, 

103, 105, 124 

チガヤ 10,85 

チャ 84, 89 

チョウジノキ 183, 184, 185 

ツ- 232 

ツル植物 166, 175 

ディビディビ 62 

テクスン 232 

トウモロコシ 45, 125 

トランペットツリ- 226 

トルニージョ 223 

トレ 232 

ナツメヤシ 119 

ナラ 60, 100 

ナンテンカズラ 62 

ニオイネムノキ 33 

ニセゲヤキ 126 

ノウゼンカズラ 226 

ハイビスカス 154 

パイ 232, 239, 240 

ノぐイノ'- 239 

ノぐウ・ドアルコ・アマレロ 226 

アメリカジャコウノキ 128,129

アンゲ リン 155

イジュ 7

イ ペ ー ロ ッ シ ョ 226

イ ロ コ 1′Y6

インドナツメ 147~153

ウ オー ター ガ ム 183

オウコチョウ 73

オオチ 122

オオハマポウ 159,160

オ オノてマ ホ ガ ニー 132

オオフ トモモ 183

カカオ 84

カマノぐア カ シア 22・~27

カランノぐヤ ン 145

カ リア ンドラ 35~41

カ ロ フ イノレム 13′~16

カワヤン 232

キササゲ 226

キャッサバ 125,185,223

ギ ンネム 35,37,38,39,109

グア シマ 168′~172

グアナカステ 226

グアヤカン 226

クラブウッ ド 155

グ リリシディア 37,39

ケヤキ 126

コー ヒー 36,84,128,129,132,133,146

コウエンボク 83~91

コガネモンビン 134~138

コクタン 92,100

ココア 185

サ ー ル 49,54

サオケチック 92

ササ 232,233,235

サネブ トナツメ 147,148

サ ンバ 173~177

シコクビエ 20

シタン 100,103

シナジャケツイ′ぐラ 63

シナ ナ ツメ 1‐47

シロツブ 62

ジャケツイバラ 62,63

ジャカランダ 226

スオウ 62,65,74

ス′ぐイ ニ ーバ ンブ ー 240

セ ドロ 133,223

セ ドロブランコ 128~133

セ ンダン 122~127

タイワンセンダン 122

タイワンネム 28′Y34

ダオ 60

タガヤサン 100

タケ 51,52,101,232 ′~243

タヒチモンビン 134

チ ー ク 20,38,48 ′~53,92,97,98,100,101,

103,105,124

チガヤ 10,85

チャ 84,89

チ ョウジノキ 183,184,185

ツー 232

ツル植物 166,175

デ′イ ビデ′イ ビ 62

テクスン 232

トウモロコシ 45,125

トランペットツリー 226

トル ニ ー ジ ョ 223

トレ 232

ナツメヤシ 119

ナラ 60,100

ナンテンカズラ 62

ニオイネムノキ 33

ニセウヤキ ー26

ノウゼ ンカズラ 226

ハイビスカス 154

ノぐイ 232,239,240

′ぐイノぐ一 239

ノぐウ ・ドア ル コ ・ア マ レロ 226
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ハスノミカズラ 62 

バナナ 5, 125, 185 

バニラ 217, 223 

バラタゴムノキ 155 

ノぐラノス 116- 121 

バルサ 161-- 167 

ノくンス 232 

ノぐンブ- 232, 238, 240, 241 

ヒメツバキ 7-12 

ヒメフトモモ 183 

ビャクダン 92, 100, 122 

ビルマカリン 100- 105 

ビルマノぐドウク 100 

ビルマネムノキ 30, 32 

ヒロハフサマメノキ 42-'47 

ピンカド 48--53 

フサマメノキ 42, 43, 45, 46, 47 

フタバガキ 50, 101 

フトモモ 183, 186, 189 

ブラジルボク 62, 65, 68 

プラド- 100 

ブリーツリ- 203--209 

プリマベラ 226---231 

ブル 232 

ベン 55-61 

ベンガルバンブ- 241 

ホウオウボク 78-82 

ホワイトマホガニ- 226 

マイ 232 

マカーシム 183 

マツ 145 

マホガニ- 56, 132, 133, 223 

マメ 125 

マメアデク 183 

マモンチロ 139 -14 3 

マラッカチーク 59 

マレーフトモモ 183 

マングローブ 23, 84, 212, 214, 215 

ミアンジ 232 

ミズフトモモ 183 

ミズレンブ 183 

ミドリサンゴ 112 

ミレット 45 

ムクロジ 116 

ムシジ 143- 146 

ムラサキフトモモ 183, 186 

モウソウチク 242 

モモタマナ 195, 199 

ヤシ 155 

ヤママフ- 154'-160 

ユーカリ 25, 57, 58, 145, 178, 179, 181 

ユソウボク 106 

ョーロッパナラ 111 

ラノぐチョ 226 

リグナムバイタ 106-- 111 

レッドモンビン 134 

レモンユーカリ 178'- 182 

レンブ 183 

ワ 232 

黄胡蝶 73 

胡椒 217, 223 

栴檀 122 

丁子184 

丁香 184 

棒檬桜 178 

牧草 223 

癒瘡木 106 

ハ スノミカズラ 62

ノ{ナナ 5,125,185

′ぐニ ラ 217,223

ノぐラタゴムノキ 155

ノミラノス 116′~121

ノぐル サ 161′Y167

ノくンス 232

バ ンブー 232,238,240,24]

ヒ メ ツノぐキ 7~12

ヒメフ トモモ 183

ビャクダン 92,100,122

ビルマカリン 100′~105

ビルマノぐドウク 100

ビルマネムノキ 30,32

ヒロハ フサ マ メ ノキ 42~47

ピンカ ド 48~53

フサ マ メ ノキ 42,43,45,46,47

フタバガキ 50,101

フ トモモ 183,186,189

ブラジルボク 62,65,68

プラ ド一 100

プ リー ツ リー 203~209

プ リマベラ 226~231

ブル 232

ペ ン 55~61

ベンガルバ ンブー 241

ホウオウポク 78′Y82

ホワイ トマホガニー 226

マイ 232

マ カ ー シム 183

マツ 145

マ ホ ガ ニ ー 56,132,133,223

マメ 125

マメアデク 183

マ モ ンチ ロ 139′~143

マ ラ ッカ チ ー ク 59

マ レー フ トモ モ 183

マ ング ロー ブ 23,84,212,214,215

ミアンジ 232

ミズフ トモモ 183

ミズレンブ 183

ミドリサンゴ 112

ミレット 45

ムクロジ 116

ムシ ジ 143′~146

ムラサキフ トモモ 183,186

モウソウチク 242

モモタマナ 195,199

ヤシ 155

ヤマ マ フー 154′~160

ユ ー カ リ 25,57,58,145,178,179,181

ユソウボク 106

ヨー ロ ッノぐナ ラ 111

ラノぐチョ 226

リグナムノぐイタ 106′~111

レッドモ ンビン 134

レモ ンユ ー カ リ 178′Y1‐82

レンプ 183

ワ 232

黄胡蝶 73
胡淑 217,223

栴檀 122

丁子 184

丁香 184

棒様核 178

牧草 223

癒臓木 106
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(2） 動 物（昆虫を含む） サル 135, 144 

Ambrosia beetles 142, 177 シカ 33, 110, 135, 172 

Freshwater snail 120 シャクガ 32, 91 

Guinea worm 120 シャクトリガ 214 

Marine borer 166 ジャッカル 149 

Nightーflying beetle 85 ジャンピングライス 35 

Pinhole borer 166 

Powderpost beetle 166 ショウジョウノぐエ 137 

Watcrfly 121 シ u 7 リ 22, 26, 33, 53, 104, 111, 132, 137, 

White fly 189 142, 149, 159, 165, 180, 182, 186, 

アカホシカメムシ 159 189, 193, 201, 208, 229, 241 

アグーチ 172 スズメバチ 40 

アザミウマ 74 ゾウ 33 

アブラムシ 189 ゾウムシ 53, 104, 177 

アメリカバク 172 ナガキクイムシ 182 

アリ 68, 159, 193 ナガシンクイムシ 182, 237 

イモムシ 153 ナメクジ 171 

ウシ （牛） 33, 40, 110, 172, 206 ネズミ 144, 206 

オウム 9 ノミ 142 

ガ 35, 37, 38 ダイコクシロアリ 171 

カイガラムシ 5, 214, 220 チョウ 187 

カイコ M7, 172 テングシロアリ 171 

カミキリムシ 26, 47, 53, 59, 68, 72, 73, 85， ハキリアリ 68, 137 

91, 114, 146, 152, 159, 166， バッタ 53 

189, 218, 220, 237, 240 "ト 149 

カメムシ 32, 215 ハマキガ 240, 241 

キクイムシ 26, 177, 182, 237, 240, 241 ヒラタキクイムシ 104 

サビアヤカミキリ 237 ビロウドコガネ 85 

クジャク 149 ブタ（豚） 108, 149, 172, 193 

クビワペッカリ- 172 フナクイムシ 98 

クマ 149 ボクトウガ 53, 177 

クモ 33 ミノぐエ 152, 189, 193 

ゴールフライ 4, 5 メジナチュウ 120 

コウモリ 13, 37, 43, 135, 144, 159, 162, 206 モミジワタカイガラムシ 126 

コオロギ 98 ヤギ（山羊） 33, 40, 110, 147 

コナカイガラムシ 153, 189 ヤマアラシ 21 

コナジラミ 189 ョコバイ 153 

コナダニ 68 ラクダ 33, 147 

サイチョウ 13 ラックカイガラムシ 147 

262

(2) 動 物 (昆虫を含む) サル 135,144
Ambrosia beetles 142,177 シカ 33,110,135,172

FreshwaLersnail 120 シャクガ 32,9I

Guinea wonn120 シャク トリガ 214

M[arine borer 166 ジャッカル 149

Night 一日ying beetle 85 ジャンピングライス 35

Pinhole borer 166 シ ュ ー トポ ー ラー 126

PowdeIPost beetle 166 シ ョウ ジ ョウノくエ 137

Wraterfly 121 シ ロア リ 22,26,33,53,104,111,132,137,

WrhiLe ny 189 142,149,159,165,180,182,186,

アカホシカメムシ 159 189,193,201,208,229,241

アグーチ 172 スズメノミチ 40

アザミウマ 74 ゾウ 33

アブラムシ 189 ゾウムシ 53,104,177

アメリカバク 172 ナガキクイムシ 182

ア リ 68,159,193 ナガシンクイムシ 182,237

イモムシ 153 ナメクジ 171

ウシ (牛 )33,40,110,172,206 ネズ ミ 144,206

オウム 9 ノミ 142

ガ 35,37,38 ダイコクシロア リ 171

カイガラムシ 5,214,220 チ ョウ 187

カイコ 147,172 テングシロア リ 171

カ ミキ リムシ 26,47,53,59,68,72,73,85, ハキ リア リ 68,137

91,114,146,152,159,166, ノぐツタ 53

189,218,220,237,240 ハ ト 149

カメムシ 32,215 ハマキガ 240,241

キクイムシ 26,177,182,237,240,241 ヒラタキクイムシ 104

サビアヤカミキリ 237 ビロウドコガネ 85

クジャク 149 ブタ (豚 )108,149,172,193

クビワペッカ リー 172 フナクイムシ 98

クマ 149 ボク トウガ 53,177

クモ 33 ミノ工 152,189,193

ゴールフライ 4,5 メジナチュウ 120

コウモ リ 13,37,43,135,144,159,162,206 モ ミジワタカイガラムシ 126

コオロギ 98 ヤギ (山羊 ) 33,40,110,147

コナカイガラムシ 153,189 ヤマアラシ 21

コナジラミ 189 ヨコノぐイ 153

コナダニ 68 ラクダ 33,147

サイチ ョウ 13 ラックカイガラムシ 147
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リス 172 (3） 菌 類（樹病名を含む） 

ロ" 110 Spot anthracnose 126 

蛾 214 Sudden death 186 

海生穿孔虫 111 VA菌根菌 23, 39 

果実穿孔虫 153 キクラゲ 76 

蝸 120 センダンそうか病 126 

毛虫 16 ,153 センダン斑点病 126 

甲虫 37,40, 64, 72, 110, 199 センダン褐斑病 126 

砂バェ 142 ダイバック 157, 159, 186 

食葉性昆虫 126, 229 バクテリア 32 

心食い虫 16 ペスタロチア病菌 159 

穿孔虫 68, 73, 84, 114, 118, 121, 126, 132， モザイク病 237 

137, 152, 1認,198, 201, 215, 237 リゾビューム 38, 39 

線虫 26 うどんこ病 26, 85 

総翅類110 萎凋病 33 

直翅類 32, 110 黄葉病 40 

同趨類110 褐色斑点病 159 

鳥 108, 135, 144, 191, 206 褐色腐朽菌 137, 193, 229 

蜂 187 がんしゅ病 32, 33 

半翅類 32 くもの巣病 104 

羊 40, 108 黒斑病 26 

鱗翅類 26, 32,47, 110 こぶ病 26, 126 

黒穂病菌 177 

根粒菌 29, 32, 39 

根頭癌腫病 26 

先枯病 45, 47 

さび病 33, 182, 193 

白絹病 40 

白星病159 

心腐病 159 

心材腐朽病 26 

すす病菌 76 

赤衣病 40 

立枯病菌166 

蔓自然枯病 237 

てんぐ巣病 237 

胴枯病182, 237, 240 

根株腐朽 33 

根腐病 26 

　　　

リス 172 (3) 菌 類 (樽病名を含む)
ロノく 11O Spot anth 「acnose126

蛾 214Sudden dcaLh i86

海生穿孔虫 11I VA菌根菌 23,39
果実穿孔虫 153 キクラゲ 76
蝿 120 センダンそうか病 126

毛虫 16,153 センダン斑点病 126

甲虫 37,40,64,72,110,199 セ ンダン褐斑病 126

砂バエ 142 ダイバ ック 157,159,186

食藁性昆虫 126,229 バクテリア 32

心食い虫 16 ペスタロチア病菌 159

穿孔虫 68,73,84,114,118,121,126,132, モザイク病 237

137,152,153,198,201,215,237 リゾビューム 38,39

線虫 26 うどんこ病 26,85

総麺類 110 萎凋病 33
直迎類 32,110 黄葉病 40

同麹類 110 褐色斑点病 159
鳥 108,135,144,191,206 褐色腐朽菌 137,193,229

蜂 187 がんしゅ病 32,33

半麺類 32 くもの巣病 104
メド 40,108 黒斑病 26

鱗麹類 26,32,47,110 こぶ病 26,126

黒穂病菌 177

根粒菌 29,32,39

根頭癌腫病 26

先枯病 45,47

さび病 33,182,193

白絹病 40
白星病 159

心腐病 159

心材腐朽病 26
すす病菌 76

赤衣病 40
立枯病菌 166

蔓自然枯病 237
てんぐ巣病 237

胴枯病 182,237,240

根株腐朽 33

根腐病 26
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白色腐朽菌 137, 193 

斑点病 45,47, 126 

腐朽菌 137, 159, 166, 167, 237 

腐敗菌 237 

葉斑病 132 

23
7
1
32
　
　
腐
葉

　
3

縄

19

6

16

　
　
菌

45
篇

朽
　
　
　
　

白
斑
腐



第1巻索引 265 

索引1 学 名 （太字は解説樹種頁） 

(1） 植 物 A . polyacantha 39 

Acacia abyssinica 34 A . reficiens 39 

AIalbida 34 Avupestrお 40 

Aaegyptiaca 38 A .sacchara忽 34 

A .arabica 38 Ascoゆioides 38 

A aulacocaゆα 88 A. scoゆioides var. nilotica 38 

Aauriculiformis 93, 94 A. senegal 38, 40, 41 

Abreviゆica 36 A. senegal subsp. inellifレa 37 

Abussei 36 subsp. ?nodes加 var. rupestrお 40 

A .elatior 37 subsp. senegalensis var. verek 40 

A .gerrardii 37 A ,senegal var. kerensis 40 

A .gyrocarpa 34 var. leiorhachis 40 

A .hockii 37,41 var.platyoゆrion 40 

A . kirkii 37 var. rostrata 40 

A ．たhai 37 var. senegal 40 

Aleucocephala 34 var. typica 40 

A . 7nangiu,n 88'-95, 163, 164, 219, 232, A . seyal 41 

234 A . seyal var‘戸stuル 41 

A . ?nellifera 37 var. seyal 41 

A . nefasia 42 A . sieberiana 42 

A .nilotica 38 AS たberiana var. sieber彪na 42 

A .nilotica subsp. adstringens 38 var. villosa 42 

subsp. cupressiforinis 38 var. woodii 42 

subsp. hemi功herica 38 Asinguinea 42 

subsp. eunilotica var. vera 38 A .stenocaゆα 41 

subsp. indica 38 A . tortilis 43 

subsp. krauss彪na 38 A . to九ilis subsp. radd加na var. raddiana 

subsp. leiocarpa 38 43 

subsp. nilotica 38 subsp. heteracan坑a 43 

subsp. subalata 38 subsp. raddiana 44 

subsp. toinentosa 38 subsp. raddiana var. pubescens 43 

A .nilotica var. adansonii 38, 39 subsp．ゆirocarpa 44 

var. genuina 38 subsp. spirocarpa var. crinita 43 

var. nilotica 38 subsp. spirocarpa var. spirocarpa 43 

var. tomentosa 38, 39 subsp. tortilis 43 

var. typica 38 A.vera 38 

第 1巻索引 265

索引 1 学 名 (太字は解説樹種頁)

(1) 植 物
AC αciααわツssi刀iCα 34

A. の bidα 34

　　　　　　　　　　　　 　　

A. α省ほわたα 38

　　　　　　　　　　　　 　　

4. α"γに賜新傭加Zs 93,94

A. みだりおPZCα 36

A. わ"ss の 36

A. 多に "。γ 37

A.ggr 劣り劣α# 37

A.gymc のめα 34

A. たoc蛇# 37,41

　　　　　　　 　　

　　　　　　 　　

A.Ze"coce 姿izα加 34

4. 雛α“gi“?れ 88′~95,163,164,219,232,

234

A,mBZZ 帆gm 37

　　　　　　　　　 　　

A. “"ozic α 38

A.7 ば‘oごたα subSp ・ααs多γね 8のzs 38

subsp.cz ゆ舵 ssi拓o鰯 zZs 38

subsP. 力切りzisゑた87にα 38

Subsp.e 叱れZね "c α Var. りぼ71zz 38

subsp ≠“αにα 38

subsP. なれzz"ss加餐α 38

subsp. ‘の oczz性)α 38

subsp.72"o 云にα 38

subsP.s 復bα卿加 38

subsp. 乙o'れの耳osα 38

4. 公害"αにα var. ααの 28の多多事 38,39

var.g の z“≠フヱα 38

varJ はめ云たα 38

Var. わ粥;の錫bsα 38,39

Var. 籾のおα 38

A.PO 零αcαれ劫α 39

A. 氾舜ciβ"s 39

　　　　　　　　 　　

4.s αccねα zz餌 34

4.sco? P1oidgs 38

A.sco ゆ Zofdgs var, “Z‘ozZcα 38

A.s の zggαZ 38,40,41

A.se'zggioZ subsp ‐肌 BZZがem 37

Subsp,modeSZ α var. γ叱ゑBSか声 40

subsP.s の 2881zz‘のzsis var. り8舵虎 40

A ・sの照gQ ‘var. た勿宅粥sZs 40

var ・‘eioメカαc力まs 40

var.P ぬりos少"のz 40

Var. 名o" 〆α如 40

Var.Se72eg 彰 40

Var. 如のにα 40

A.sezy αZ 41

A.sgy の var・万s加如 41

Var.slzlyα‘ 41

A ・s1βb8γiQ打α 42

A ‐siβわ8γiの zα Var ・sieb多淫α“α 42

var. ひZ"oS α 42

Var.WoodZZ 42

　　　　　　　　　　　 　　

A." の 2ocα劣pα 41‐

A. のγと“老s 43

A . Zo“鳶Zs‐subsP. 名zzddiα72α var,・mdd ね 72α

43

subsP. 力郷 e者zzcのばれα 43

SubSp. 省zzddiα“α 44

subsP. 劣zzααZのヱα var.p" わescの zs 43

subsp,SPZ “ocα71縦 44

subsp.S わがocα“卿 Var.CH 加害ね 43

subsP.sP かocα哩卿 var.s 力おocの学閥 43

subsP. 比)γごまZis 43
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A .verek 40 

A.verugera 42 

A. virchowiana 40 

A xanthophloea 45 

Acacia 属 33, 88 

Acrostichum aureum 186 

Acrostichu7n 属 186 

A danson加a1ba 143 

A.bahobab 143 

A. digitata 143-'150 

AJolり 143 

A grandidieri 143 

A.grcgorii 143 

A madagascariensis 143 

A. perrieri 143 

A .situ厄 143 

A . somalensis 143 

A . suarezensis 143 

A . sulcata 143 

A .za 143 

A 乃elia paleinba戒ca 84 

Albiz加procera 27 

A Ilocasuarina I 15 

Anacardium occidentale 132-136 

An isoptera 属 174 

Anthoshorea 'jj 166-173 

Araucaria cunningha7nii 22 

Armoracia rusticana 31 

A vicennた属 189 

Azadirachia indica 103'-107 

Balanites aegyptiaca 41 

Bischofia javanica 126-131 

βIi'U'oliata 126 

Boa ba bus dなi加ta 143 

Bombax ma厄baricum 27 

Bruguiera cylindrica 184, 188 

B . eriopetaた 186 

Bexarist ala 184 

B gymnorrhたα 184 

Rhainesii 184 

B .pareiflora 184, 187 

B . sexangula 184, 186 

Bruguiera 属 184- 190 

Cajanus cajan 67 

Calamoideae IIj科 229'-236 

Caル”zus caesius 229-235 

Cgeinicu厄ta 235 

C giganルus 231 

C. egregius 234 

Chainanensis 234 

C. latifolios 231 

Cmanan 229-235 

Cmaximus 231 

C. merrillii 229, 231, 234, 235 

Cornatus 235 

Covoideus 235 

C. scゆionum 234 

C たtradacかlus 234 

Ctrachycoleus 229--'235 

Calamus 属 229, 230 

Calliandra calothyrsus 23 

Cal叩hyltum 属 151 

Calospatha J 230 

Carica papaya 31 

Cassiaflorida 50 

C.万stula 46-50 

C. siamea 46, 48, 50-53 

Cass加属 46-'54 

Casuarina cunninghamたna 17, 19, 20 

C decaisneana 17 

C. equisetifblia 15-20 

Cg たuca 19 

C.ルnghulznルna 18, 20, 23 

Clitorea 15 

Clittoralis 

Coligodon 20 

Casuarina 属 15, 19, 20 

Cedrela odorata 74, 108-'--llS 
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A.z igi唯虎 40

A. 〃αrt“ger α 42

　　　　　　　　　　　　 　　

A. ズの死ね○め用 oeα 45

Acoc ね 届 33,88

Acm" たぬき““の‘だご““z 186

Acros" 磯“'〃属 186

Ad のzso算ねαのα 143

4. わα九obαわ 143

4‐αZgZたZ奴 143′~150

A. 方o,zy143

4‐g"○“diα遊ば 143

4・grggoだZ 143

A.''md αg口scα" の zsis 143

A.pg 若だgrZ 143

A. 諺云“如 143

A.soz72 α海〃sis143

A.S" α名ほ之のーs1s 143

A.s “にα娘 143

A.z α 143

Aたβ"αPα卿ね卿 'zicα 84

A め窮め proce者α 27

A"oc αsi偶中 iq属 15

A'mc α“d!2‘m occ 畝のZ加膨 132′Y136

A7zisopご鮒α属 174

A'z 肋 .os′70把α節 166~173

A者α"cα“ααけりzぎ77g"の ,はぎ 22

A ““○名口Cね れ‘sZZCα7zα 31

AU にβ“"紅 属 189

Az ααまれzzc力卿 f7ば icα 103′Y107

β賜のzizgsqggy桝液cα 41

βZscねo卵α茂りのz‘cα 126~131

β.けがo‘彰奴 126

βoαわαわ"s dfgi超奴 143

Bomb α尤 7,zαぬわαrため刀 27

βγz‘g没鷲者Q cy"'zdrrにα 184,188

8.8rio の8ね加 186

8.e 寛α“sねとα 184

β.gym ナヱorr九迄α 184

8.′mi'zgsil 184

β. Pα幼凱 om 184,187

8,Se ズα刀g" ね 184,186

8期 gmem 属 184~19O

　　　　　　　　　　　　 　　

Calamoideae 亜科 229~236

Cα函 7,z"s cααsl銘s 229′Y235

C.g の橡メcz‘ぬ如 235

C.g≧gのr彰綿s 23・

C‐e8 7181郭z‘s234

C- れα1月の z8′isis 234

C. ねf新o‘ios231

C‐'刀α"の z 229′~235

c・7刀α寛ぎ“z.役s 231

C・mB “"‘ii 229,231,234,235

G o若雑qねfs235

C. ひジo緩 e“s235

C.scipio'mm 234

C. 彰加zzααcかね′s 234

C,ご労役cれyco‘破ば 229^)235

Cα如“z"s 属 229,230

Gα"iα“d-“zz cα‘o肋 yな "s 23

C硯 op′zy‘‘"“i属 151

GQ‘osp餌′栂 届 230

　　　　　　　　　　　　 　　

C郷 s如月oridα 50

C. 方sz"‘α 46~50

C.si αme α 46,48,50^}53

G鮎 siα属 46()54

G2sz‘α“打α cm77117zg′mm 超 7zα

C.dec α鳶〃βα"α 17

c.gq 媒 se乙が。"α 15~20

C.g 卿 zにα 19

C.i ““gた頭 1'dのれ2 18,20,23

C.‘iわれを娘 15

　 　　　　　　　　　

C.o ‘Zgodo “ 20

Cαs役〃 Z7z12属 15,19,20

C8d だ‘α odor 硯α 74,108′YI15

17,19,20
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Cedreiinga catenaeformis 74--83 

Ceratolobus 属 230 

Ceriops 属 184 

Ceuthostoina J 15 

Combretocarpus rotundatus 152 

Cordia alliodora 209-216 

Coひlelobium 属 174 

Croton dichogainus 123 

C etliottianus 123 

C ,nacrostachyus 123 

C . ,negaloca.rpus 23, 123-125 

Croton 属 123 

Dacかbcたdus stenostachys 151 

Daernonorops ?nargaritae 234 

Daernonorops 属 230 

Dalbergia latifolれ 68 

D . inelanoxybon 68 

D . nigra 68 

D . sissoo 27, 68-73 

Dalbergれ属 68 

D ゆterocaゆus tube rculatus 9 

D obtusi[olius 9 

D ゆterocarpus 属 174 

D ,yobaたflops aromatica 157, 159, 

174- 178 

D . beccarii 174'-'177 

D . camphora 174 

Dkayanesお 174 

D . lanceolata 159, 174-177 

D obbol管ilot加 174, 175 

a oocaゆa 174 

D .rappa 174, 175 

D .suniatrensis 174 

Dryobalanops 属 174-'179 

Erenzospa坑a 属 230 

取calyptus camaldulensis 52, 200'--208 

E . citriodora 202 

EC ルez加na 202 

E . deglupta 202 

E . grandis 202, 205 

Erobusta 202 

Erostrata 200 

E . tereticornis 202 

Eucalyptus 属 200 

Eupatoriu?n odoratum 89 

Eushorea 節 166 

Faidherbia albida 34 

Ficus gloinerata 27 

Fleni7管ia congesta 66 

Gliricidia ehrenbergii 64 

G.niaculata 62, 64 

C. sepium 62-67 

Glil・icidた属 62 

Gmeiina arborea 27 

Gonystylus bancanus 151 

Grevillea hilliana 21 

G.pteridifolia 21 

G.striata 21 

G. robusta 21-25 

Gu ilandina moringa 

Gymnostoma 属 15 

Gynosperm 属 15 

H0pea hellとガ 171 

Hodorata 171 

lbpea 属 174 

!lyperanthera moringa 26 

Imperata cylindrica 89, 133 

Intsia bakeri 84 

I. palembanica 84-87 

I. bijuga 87 

加tsれ属 84 

Kandetia 属 184 

Khaya 属 116 

Kort hats忽属 230 

Kydルcalycina 27 

Laccosper,na 属 230 

Lagerstroern ia Parviflora 27 

Leguminosae 科 33 

26 
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Cad だ‘f'聡α cm β′zα釧 orm お 74~

Cのりfo‘obz‘s 属 230

Ce.γioPs 属 184

C8z′Z/zos加川α属 15

Cの 'め i噌Zocのめ "s roZ2md α自得 15

co若d加 α‘"○do者zz 209^}216

Cofy!8‘obZ"粥 属 174

c劣りto,z dたねogの刀役s 123

C・〆 #。"!の z."8 123

C. “zαcrosioc 力y“s123

C.7刀β8i口‘ocm 力zfs23,123~125

C′・ofo〃属 123

D ααy′oc‘αα2fs sfe′ms 奴 c′zys 151

D αの“○′zoroのs ,z概ねgqrizα8 234

Dαのれo'zomPs 属 230

D餌加増畝 ねご新o疑α 68

上).“?8‘の iQ劣γの刀 68

D.' ばgrα 68

Z).sissoo27,68 ′~73

　　　　　　　　 　　

Di 〆 grocαγ力似slz‘OBだ z‘ね f似s 9

D.o 腿 z揺新o‘Zz‘s 9

D かZero餌 7霞岱 属 174

上方γobα‘の zoのs α〆の刀餌にα 157,I

D, わ8Ccα-“Z 174′~177

D.cm 刀,カカonα 174

D. たαγの zesis 174

D. ‘のにeo加加 159,174 ′~177

D‐ob‘o'壇がo疑α 174,175

D.ooc のりα 174

D,′口ぬめα 174,175

D.S “772αZ名のzSZS 174

D かob餌のzops 属 174~179

丑〆@''?osp鰭ねα属 230

E2‘cα収め毅 smmq ‘d"‘e,lsis

E.c"r ぎodOれQ202

E.c‘oez ね“α 202

β.dgg‘2ゆ加 202

74^v83

152

157,159,

174^v178

52,200^}208

β.g!zz“〆Zs 202,205

β.ro わz‘s奴 202

β.γosかα加 200

β.Zの唯死にoz“is 202

β"餌券PZZ揺 属 200

β7′PQ の淫 z"“○do 川棚刀2 89

E"sたo形α節 166

万bid点grわ如αぬ緩α 34

Fic夏sg‘omeメ似α 27

FZαmi'ig ね co'iges 奴 66

G" ねk)〆̂ぞαβ力だ′zbe′]grii64

G.′刀Qc耳ね加 62,64

G ・sgpZ“アほ 62~67

Gはγic紡ぎα属 62

　　　　　　　　　　　　 　　

G の zysリメ‘"s bα“cの“‘s 151

G劣珍〆‘ねα跨ぎ‘"の娘 21

G.Pigrid 夢o疑α 21

G.s かね超 21

G.Lm わ"s奴 21~25

G2ばね7dメ7m ?720rゐーgα 26

Gy′mzos わ“m 属 15

Cy'zospgmz 属 15

嵐oPeQ′ze塚8“ 171

JZ odo者鑓加 171

嵐op如 属 174

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

力“力似“αcメカzαγZcα 89,133

おば顕"わα々 彩rど 84

/.p α毎mb の zicQ 84~87

　　　　　　 　　

あげsiq 属 84

Kの縦“前属 184

K′zαyα属 116

Kror銃α sね 属 230

Kyd 葱 cα勾c力ヱα 27

Lαccosperm α届 230

LQge なかoe'm α PQW 航ひ川 27

Leguminosae 料 33
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Leucaena leucocepha加 55-61 

Liおea 属 151 

Loranthus ?nechowii 150 

Ma?著ifera indica 137-142 

Mangiuin montanum 88 

Melaleuca leucadendron 89 

Mel加αzadirachta 103 

Meliaindica 103 

Mimosa arabica 38 

M :melli[era 37 

M ;nilotica 38 

M ;scoゆioides 38 

M :senegal 40 

M ;senegalensお 40 

Mimosoideae II # 33 

Moringa concanensis 26 

Mdrouhardii 26 

M 二loi管ituba 26 

M :moringa 26 

M ;nuxben 26 

M . olei[era 26-32 

M ;ovalifolia 26 

M :peregrina 26 

M :pterygosperma 26 

M . stenopetala 26 

Moringaceae 科 26 

Myrれlepお属 230 

Neobalanocarpus heimii 160 

Nephrelepis bisernl加 152 

0ltcocalamus 属 230 

R2ndanus andersonii 152 

Rzraserianthes 危Icatar彪 93 

Peronema canescens 217-221 

P heteroj）加hlum. 217 

Phyllodineae 亜属 33 

PiflUS iflSUたris 1 

Pkhasya 1 

Pkesiya 1"-'7,8 

P ルngb彪nensis 1 

Pmerkusiana 8 

P ?nerkusii 8 -'ld 

P palula 6 

R yunnanensis 1 

Plectocomia 属 230 

Plectoco?niopSお属 230 

Pogonotium 属 230 

Prosopis affinis 97, 98 

Rafricana 97'-lOO 

P. alba 97, 98, 100 

Pargentina 97 

P. chilensis 96'-'98, 100 

P. cineraria 96---98, 100, 101 

P. farcta 97, 98, 100 

P. glanclulosa 96-98, 100 

P. juhiflora 96-98, 100 

Plaevigata 97 

Pnigra 97 

Rpahhida 97, 98 

P palmeri 97 

P. reptans var. cinerascens 100 

Prusctfohia 97 

R Specigera 101 

R 加marugo 96--100 

Rvinahilbo 98 

Iケosopis 属 96-402 

Racosperma ?nangium 88 

Retispatha 属 230 

Rhizophora apiculata 184, 191'-'197 

R . brevistyla 192 

R . conjugata 191 

R . COnjugata var. la?narckii 192 

R .,nangle 192 

R . nan郡e var. racemosa 192 

R . mangle var. sa?noensis 191 

R . mucronata 184, 191'-'195, 197 

R . ?nucronata var. selala 192 

R . mucronaル var. sかlosa 191 

R .mucrona加 var. typica 191 
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Le"Gzz872 α 彰"cocgIPたαね 55′Y61

房総弧 属 151

Lo貧り冗去れ"smec 九oWil 150

膚筋72g新の℃;助成 cα 137~142

九4iαァ増加物 粥の2奴 72α7れ 88

八4ie超勿"cα彰“God の zd劣り" 89

八4i錫ねαztod断zzc々乙α 103

八仏錫ね 加αicα 103

ゐαi摘めsααれ猛るにα 38

　　　　　　　　　　 　　

A4 2ばZoごicα 38

Ad・sco;の雷oldβs 38

Ad.s の形容ロ‘ 40

A4.s の zegα‘eれSZs 40

Mimosoideae 亜科 33

A4iorまねgzz cの zGQ72fz刀sis 26

A4.α劣り秘ねα〆tZZZ 26

　　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　 　　

M,o 毎新8旭 26~32

Ad・oり錫もめ#α 26

　　　　　　　　　　 　　

八広.P 彫り轡os力eγz“α 26

み4.跡 eれoの錫郷α 26

Moringaceae 科 26

Myr 畝Zapお属 230

′」をoわ〆のzocαrP"s 力8おれまZ 160

MBもPねれ2ZBPZs biser"口加 152

0ZZcoc似の“郷 属 230

月の zdの z秘s α7zdgだめ711≠ 152

Z物ms8γ加川力鐙声αにα加川α 93

Rero?zgi間α CQ“gscg “s 217′Y221

E れgze〆oのねツ““加. 217

Pた〆のαZzz8α8亜属 33

　　　　　　　　　　　　 　

　 　　　　　　 　

P 鰯 s夢α 1~7,8

E に7zgbね"8れ魂s 1

　 　　　　　　　　　 　

　 　　　　　　　　 　　　　

　　　　　　 　

y娼加αれeれsZs 1

　　　　　　　　　　　　 　　　

ヱ ecのco272iqPSZS属 230

Rog のめZi““②属 230

1をosの禽 喝形ばs 97,98

α方 icの 2α 97~10O

E αZわα 97,98,10O

F αzgfz刀云わzα 97

E cれ"β77SZS96 ′Y98,10O

E CZ力e省zz“α 96′Y98,.00,10 ・

E 方α〆じ超 97,98,100

gねれd“め Sα 96′Y98,100

i幻堺 o他 96~98,10O

F- に eひZgoね 97

　 　　　　　 　　

P PQZZ扇α 97,98

E p〆mBri 97

P 名珍め云の isVar.cZ “@貧りsce“s 10O

P γ似scがoZね 97

P sのに恕なれα 10I

E 加mαれ蝦o 96~10O

　 　　　　　　　 　　

Pすos切りお属 96~102

尺αcosPfzれ蹴α卿俳壇劫伽 88

尺81lsDαfAα属 230

尺九迄oP九om αPic“ね如 184,191~197

尺.bだりis≠y卿 192

尺.の可 "go郷 191

尺.の 可 "窓頃熊 var. 卿 2れα〆矯 飾 192

尺 .粥α7zg‘8 192

尺.粥α72gZe var. 角zzcemos α 192

尺 , m α72gZe var.SQmo872siS I91

尺 ,粥“cm,z αZQ 184,191~195,197

尺.加 "c o,7鯛α var.se ねね 192

尺‘m"G 刈れ" α var.s 紗 Zosα 191

尺 .m"cm,z 餌α var.Zy めZcα 191
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R . racemosa 192 

R . samoensis 191, 192 

R . sりlosa 191, 194, 195 

R .×harrisonii沢．mangle XR. raceinosa,J 

192 

R .×lamarckii訳．apiculata XR. stylosり 

192 

R . Xselaル訳．samoensお × R . sりlosり 

Rhizophoraceae 科 184 

Rhizophora 属 184, 191-199 

RI飢ella 節 166 

Rubroshorea 節 151, 157, 161, 166 

Shorea acuminata 170 

S. aibida 151-'156 

S. assamica 166, 167, 169, 171, 172 

S. bracteolata 166, 170, 172 

S. curtisii 157-460, 181, 182, 183 

S. glauca 171 

S. hypochra 166, 167, 169, 170, 171, 172 

S. javanica 166, 167, 172 

S. leprosula 161-465, 170, 171 

Smacropルra 170 

S. maranti 161 

S. ovata 170 

Spauciflora 170 

S. robusta 46, 48 

S. selanica 171 

S. sericeiflora 166, 167, 172 

S. talura 166-169, 171, 172 

Shorea 属 151, 157, 161, 166 

Swたルnia macrop如hla 116-422 

S. ,nahagoni 116-122 

Swietenia 属 116-122 

ルctona grandis 222-228 

Upuna borneensis 158, 159, 180-483 

Upuna 属 180 

Vatica odorata 171 

Vitex 属 127 

アオイ科 149, 150 

アオギリ科 149, 150 

アカシア属 33 

イチジク属 150 

ウルシ科 132, 137, 217 

ウロコゴヘイヤシiIIi科 229 

オヒルギ属 184-490 

カワラケツメイ属 46 

192 キワタ科 143, 149, 150 

クマツズラ科 127, 217, 222 

カシア属 46-54 

コヒルギ属 184 

センダン科 103, 108, 116 

ッツジ科 2 

トウダイグサ科 123, 126, 130 

ヒルギ科 184, 191 

ヒルギ属 184 

ヒルギダマシ属 189 

ブナ科 2 

フタバガキ科 116, 151, 153, 157, 161, 164, 

166, 168, 169, 170, 172, 174, 180, 218 

フトモモ科 200 

プロソピス属 96-402 

マッ科 1,8 

マホガニー属 116-422 

マメ科ジャケッイバラ亜科 

マメ科マメ亜科 62, 68 

マメ科ネムノキ亜科 33, 55, 74, 88, 96 

ムラサキ科 209 

メヒルギ属 184 

モクマオウ科 15 

モクマオウ属 15-20 

ヤエヤマヒルギ属 191-499 

ヤシ科 229, 235 

ヤマモガシ科 21 

ワサピノキ科 26 

46, 84 
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R.・mc の,zosα 192 ア オ イ科 149,150

尺 .sαmoe'zsis l91,192 ア オ ギ リ料 149,150

尺.郡卿osα 191,194,195 アカシア属 33

丘.× "αr“sの縦 rR. “2の堰‘8×尺.'ロcgmos αノ イ チ ジ ク属 150

192 ウルシ科 132,137,217

足 ×‘のれα兜厩 Z沢 .αPね‘Zα如×R,s か‘os叫 ウロコゴヘイヤシ亜科 229

192 オヒルギ属 184~190

尺.×s畔似α依 .sα7'20g'zsお ×R.sZy ‘osの カ ワ ラケ ッメ イ属 46

192 キワタ科 143,149,150

Rhizophoraceae 科 i84 クマツズラ料 127,217,222

Rた渚o斜め挺 属 184,191~199 カシア属 46~54

尺に/ze‘中 節 166 コヒルギ属 184

尺2のms′のだα節 151,157,161,166 セ ンダン科 103,108,116

Sれoだααcm'zi'-α解 170 ツツジ科 2

S.α肋畝α 151~156 トウダイグサ科 123,126,130

S.αssの'zicα 166,167,169,171,172 ヒルギ科 184,19I

S.か oc‘eo超すα 166,170,172 ヒルギ属 184

S.cz‘鷲敷 Z 157~160,181,182,183 ヒルギダマシ属 189

S.g 超肥α 171 ブナ科 2

S‐れ卵叱れ氾 166,167,169,170,171,172 フタバガキ科 116,151,153,157,161,164,

s.茂り伽 fcα 166,167,172 ・66,168,169,170,172,174,180,218

S.‘ゅ〆ひs粥α 161~165,170,171 フ トモモ科 200

S.'卿 crop彰超 170 プロソピス属 96~102

S.'mm フヱ“ 161 マ ッ料 1,8

S.o 脚ごα 170 マ ホ ガニ ー属 116~122

S.PQZに!男o履 170 マメ料 ジャケッイバラ亜科 46,84

S.rob 婚姻 46,48 マメ料マメ亜科 62,68

s.s認のzicα 171 マメ料ネムノキ鴎藁科 33,55,74,88,96

S‐sericeギメZo川 166,167,172 ムラサキ科 209

S. 奴‘"?暇 166~169,171,172 メ ヒルギ属 184

Sれoreα属 151,157,161,166 モクマオウ科 15

Swigすめziqm αcroかけ“α 116~122 モクマオウ属 15~20

S.mdmg のzヱ 116~122 ヤエヤマヒルギ属 191~199

Swig 解雇α属 116~122 ヤシ料 229,235

71ec‘om gm7 縦 is 222~228 ヤマモガシ科 21

Upmm わo“zeg“sis 158,159,180~183 ワサ ビノキ科 26

びPmzq 属 180

VQZにα odo"zzzα 171

Vizex 属 127



270 第1巻索引 

(2） 動 物 （昆虫を含む） 

A calolepta cervina 227 

Aeolesthes hoんsericea 135 

Agr彪nome spinicollis 25 

Agrilus 属 219 

Aneleptes trifascicata 149 

Aonidielたorientalお 107 

Apate monachus 19 

Aphis caraccivora 31 

A.crassivora 67 

A .liburni 67 

山・be1a たtraonお 19 

Asp記iotus 0r記ntalお 135 

Asterolecaniurnpustulans 24 

Atesta d既oni 206 

Attacus atlass 140 

Atta 属 215 

Belionota prasina 135 

Bomboルlたjocosatrix 141 

Brachytrupes achaetinus- 19 

丑portentosus 73 

Bruchus uberatus 101 

Calopertha truncatula 36 

Calothermes ルctonae 227 

Camponotus 属 94 

Cardisoma camtfex 198 

Caryoborus gonagra 50 

Casama vilis 101 

CeルS加rnascabrator 101 

Ceroplesis aestuans 42 

Cin加rinedた 34 

CeropルS加s floridensis 135 

Cerop ル stodes cajani 31 

Ceutorhynchus a功erulus 67 

Chrysobothris andamana 101 

Cbeesoni 101 

Circula trU'enestrata 135 

Clumet彪 transversa 141 

Coelos犯ma scabrata 19 

Coptoたrrnes elisae 227 

Crossotarsus ninax 135 

Cnichobaricus 135 

Csaundersi chapuis 135 

Crossotus heirnschi 44 

C subocella紐s 39,42 

Dasychira mendosa 67 

D たspdotus 属 31 

Diaxenopsis apoinecynoides 31 

Diclzorneris eridanがs 73 

Dicか勿monotrop沼加 214 

Dioryctria rubdル 7, 13 

D syivestreUa 7, 13 

Diparopsis cas加nea 149 

Distantたhla theobroma 149 

Dysdercus ルScたtus 149 

D .訊飽rrned加s 149 

D .nigrpjascたI安S 149 

D .suberstit加sus 149 

Earias bゆlaga 149 

E 沼olon helvum 146 

Ena7・et加casたlnaudi 36 

E加'noゆhus wahlbergii 146 

皿ゆroctis scintillans 135 

Eup彪γote mollifera 31 

Eutetranychus orientalis 67 

Euthal加aconthea 141 

Egaruda 135 

E evel加a laudabilお 135 

取叩h坑almus皿elianus 214 

Gargetta curvaria 130 

Giton加属 31 

Goni,nbrasia herlina 149 

Gonipたrus 属 206 

Helicoかlenchus 属 87 

Heliothおarmigera 31, 149 

Helopeltis antonii 31 

Hesprophanes 九sciculatus 44 

Heたγopsylla cubana 60 

2幻 第 1巻索引

(2)動 物 (昆虫を含む)
ACQZO 彰め卿 carジカzα 227

A8oZB 財力gs 力.o‘oserice α 135

Ag" の70mB szフ崩ぜcoZ‘お 25

Agri‘zば 届 219

A77e‘8Pigs 鱗折αscfm 超 149

AO,ばdZe‘に。“@′ばα#s l07

Ap α e?テリフ7αdZ2ぼ 19

AP たまsc α劣αccZUO賃ロ 31

A.c 者口ss勿の総 67

4. 舞わ・綿““ 67

AγOBね Z錫名αoがs l9

　　　　　　　　　　　　　　 　　　

As 鵜川彰cの z忽 m 力z‘si“加刀s

月Liesねαヱ%○“Z206

AL宏tQc諺s α"αss 140

AI加属 215

お姿疑o刀ozαp質ロsおzα 135

Bombot β“αノocos 鱗γi% 141

8名izc姦yか錫Pes αcれα鑑粥 zfs l9

8.po γfせれ【OS秘S 73

　　　　　　　　　　　　　　 　　　

CαZoのer効αか秘“Gα‘“‘α 36

CαZo放の mes ≠2czo刀αe 227

CQ加めo'20如s 属 94

Cαγdlsom αGの ?ば/{8% 198

Cαryobo γz‘sg の 2αg貧り 50

　　　　　　　　　 　　　

C多Zos彰 /“α scαわれzztoγ 101

CおれoのZgs鳶 α8s籾の 7s 42

c, 加彰““ediα 34

C8roのZQ跡es元odd の7sZs 135

CB“物奴szodescα卿“≠ 31

C8 “た渚九γァzGれ“s αsPβγ“卿 s 6

Cたγγsoウozカガs α7zdQmo?z α 1

G bggsの房 101

Cかc“ZQiだれ≧“8sごれz加 135

c‘似粥乙鑑 iQご質α7婚りgrsα 141

Co 郷 osigだ,2α Scαb者α加 19

24

67

101

COIPの泡““gsg 誌sα8 227

c打osso 加賀繁雄 '“≧“"% 135

C.ァzズc′zobα" α‘s 135

C.s α"“"er “ c′Zαp"≧s 135

C・′ossα 2雄 兎多力刀sc力Z 44

c,sz の oc〆ね無 s 39,42

超syc 力潔zzフれのzdosα 67

DZのめαoz"s 届 31

D 加工eれoPsis αめom.Bcy ねo1α8s 31

ヱ)に′70me だs eだαのzzヱs 73

上)にりねヂ刀oれo〃opムぬα 214

上)10γycカイαγ闘わg‘ね 7,13

Z).sy かβs多省@‘‘α 7,13

D ゆαかのsis鯛 s放れeα 149

乙)is加フ“産婦如 肋Bob打のれα 149

Dysdgtだ“sた sci鱗似s149

Z).育ばβ"'zeα≧・z‘s 14‐9

D, れ曜知勇αsc畝殻 s 149

Z),s綿わgzsz#ごまos似s 149

βα“αsゎゆZQgα 149

EZdo ‘o′2.カメジの刀 146

E打の謬坊α Go櫛引フm" α喜 36

βPomo ゆれ似s wα腸 bgzgii 146

E“pたにZissciれご鷲ね?zs135

　　　　　　　　　　　　　　 　　

β“彰断ロ刀yc九,似s orlの ;奴‘Zs 67

β“fれαはααcのば′28α 14・

　　　　　　　 　　　

E.e ひ8ZZ“α‘α叱dαbi‘Zs 135

Eエo力腐れαおれ,“s虐たe疑のz叱s 214

Gα省gBごね c賜γりαγね 130

Cizoれわ属 31

Go算Z“zわ劣αsねれer"“α 149

Gのヱめ解報 s 属 206

嵐8ZZのけ彰'zcね"s 属 87

邦8"防滴 sα777z逸e川 31,149

嵐eZoのeZzisの2Zo川 Z 31

嵐田中かのjzα“郷 超 scic肌α畑s 44

石彫彫れoのsyZZQ C“あのzα 60



第1巻索引 271 

H1stたrhodope 130 

I卸blaca puera 227 

幼,lotrupes bajulus 39 

Hypoeschrus indicus 41 

H strigosus 44 

Hypomeces squamosus 94 

Hypsipyル grandelル 115 

Hypsipyla 属 121 

Icerya formicarum 101 

Ips call抑aphus 6 

Indarbeル quadr加otata 31 

I.加traolお 31 

Isoptera目 82 

Laccifera lacca 101 

Lecanんm たtiopercuルtwn 135 

Lasiocampidae 4 198 

Macrotoma palmata 39, 42, 44 

Massicus venustus 172 

Melanophiル C（房acea m 

Me加”ast加如rtaca 31, 130 

Metopograpsus latiIrons 198 

Myliocerus viridanus 50 

Nasuルrines たcustris 135 

Neoepisesarma Iafondi 198 

Neotermes greeni 135 

N0orda albizonalお141 

Nblitealis 31 

Nmoringae 31 

Nosoeme dlayゆas 37 

0dontopus exsanguinis 149 

a sexpunc加tus 149 

0ligonychus biharensis 67 

0pepharus spectabilis 124 

0rgy加postica 67 

0rthaga euadrusalお 141 

0rthez加 praeんnga 67 

0mreis九llonica 141 

0xycarenus albipennis 149 

Pachymerus gonagura 101 

Parasa lepida 135, 141 

Phassus malabaricus 19 

Philotroctis eutraphera 141 

Phoracantha semipunctata 206 

P. recurua 206 

Pineus pini 6 

Platypus cupi加r 130 

Plecoplera reガexa 73 

Plocaederus ルrrugineus 135 

Podagrica 属 149 

Pseudococcoidae科 

Psychidae 科 13 

Pu切barberi 67 

Rhanゆhidium pselaphたuis 215 

Rhitidodera simulans 140 

Rhyac加nia crisla忽 7, 13 

Roかlenchulus 属 87 

Rousettus aegyptiacus 146 

Scolytidae 科 198 

Sesarmops 属 198 

Selepa coltお 130 

Sinoxylon anale 41, 101 

S cap11ル加m 101 

&crassundekkanense 101 

Sindicum 41, 101 

Spugnax 41 

Sisyrium tripartium 206 

Sophronica calceata 36 

Stestacea 36 

Stenop加rusa加γ 44 

Sterno銃etus frigidus 141 

S. mangifera 141 

Stl・omatんm barbatum 41 

Telragon加 siva 31 

Tortricidae 科 198 

乃achylepid加fんcticass記liii 50 

Trogo物7んn auriculatum 101 

T ゆ'nofT071S 101 

Xyleborus andrewersi 135 

149 

第 1巻索引 27Z

差すisz郷【′iodoPe130

"y 似α8α p2‘grα 227

1ゞ y′oごrzゆ2sリリヱ‘‘2‘s 39

"i のoesc/zr“s f,idic"s 41

云ヱ sirigosl‘s 44

"y ぬ。“2eces sα‘のアzosz‘s 94

Hryps幼“"gnmd 郷ね 115

工か燐 iPyね属 121

ムcgがαた rmimmm lol

ZPsc 〆‘省′ロP′は俗 6

17縦α7‐be加 qlmd γ≠れo奴加 31

上ごe虜zzo7zis 31

1soptera 目 82

乙αCc"凌げ加ccα 101

乙死の ii◆z‘m ‘似わめeた粥錫婚“ 135

Lasiocampidae 科 198

^4αcrozo''脇 Pαわ'zqtα 39,42,44

A仏αssfczぼ り8′z.“諦以s 172

ル〆の始め′はね coriqce口 101

仏̂gzqァzαszね′zyr奴 cz2 3 1,130

M8zo 卿 gmps"s ‘αZびm〃s l98

ノレダy"oce 若z‘s りZγムdα7"‘s 50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

Neoepises の′m に力〃鯛 198

eozeだ}刀esg ′惣のzZ 135

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　　　　 　　

.'〃orZ'igqe 31

対 os('の“β cわりゆ gs 37

0do,ヱのめ“se 匁sの zg似"ヱずS 149

0.sg 寛め卿 zc如叙 s149

C}‘Zgのけdms わ"m 陀刀sZs 67

0のePねαγz‘ss力ec解脱"s 124

0rgylo posiたα 67

0 だ!zαgzz gz‘ααr以sαZな 141

　　　　　　　　　　　　　　 　　

0‘′i712is元‘"o'zfcα 141

〇エツcmn2刀"s α始めのりzis 149

Rロメzymgr"sgo77 αg!mq lol

目のむsq‘eDiαα 135,141

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

fリz"oとれにはs g粥′]Qp九のlq 141

F力omc の z抜α semip" ァicIQね 206

F 7セcばずりα 206

　　　　　　　　　　　 　

P‘のyp"sc に〆三舵 r130

P‘gco力加川 抱卵exq,73

FZOCQedeず"s た“"g"78"s 135

自国αgrico 属 149

Pseudococcoidae 科 149

Psyd ・idae 科 13

　　　　　　　　　 　　

R′m''ゆ′r縦 i““7Pse‘αPill餌ぞs 215

天狗立言αodeれロsi刀・“奴刀s 140

五ごたyqd の 2fq crぎs!α如 7,13

Ro 夢ね zc′z2‘‘"s 届 87

尺ozィs錫‘z‘s qegy 力“αc“s 146

Scolytidae 科 198

Ses餌 mops 属 198

　　　　　　　　　　 　　　

s誇2○ヱy‘○7zの IQ‘e 41,101

S.cαpi‘ね云の刀 10I

S.c 打zzssm 刀αeたたの rの7se lol

s. むzdfcz“輝 41,10 ・

S.p2‘g刀α劣 41

sisyrl2f“z,tγちPoγ"2‘7“ 2〇6

Sop/z〆omc α coke 餌α 36

S.‘gsね cgα 36

SZe7zoPZerz!s qzgr 44

Szgmoc 鰹粥s方を緩〃s141

S.mmig 妖e他 141

Sかの "αZi“蹴 りαγゎα卿 ?ァz, 41

7をZ z2go′z加 Sかα 31

Tortricidae 科 198

で氾 c′z鱗ゆ idfα庁“cZicossfg‘′α 50

7・rogoメッ{oれα"ric“卿‘〃“z lo1

sPi7zo 旬刀s lol

〆ry‘ebo'7‘s q,ヱα劣e雄ersi 135
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xcognatus 188 

X . sexspinosus 135 

xsub;nacrus 160 

X . teslaceus 135, 188 

Xyleutes cerarnica 227 

Xyloniルs reflexicauda 101 

Xylopsocus capcinus 135 

Xylosanclrus 属 219 

Xylothripsfiavipes 135 

Xystroceraルstiva 93 

イラガ科 135, 141 

オトシブミ科 53 

カタカイガラムシ科 53, 101, 135 

カミキリムシ科 25, 34, 36, 37, 38, 39, 41, 

42, 44, 53, 101, 124, 135, 140, 172, 206 

カレハガ科 130 

キクイムシ科 135, 160, 188, 219 

キバガ科 73 

コウモリガ科 53 

コナカイガラムシ科 149 

シジミチョウ科 53 

シャクガ科 13 

シャチホコガ科 130 

シロアリ科 135 

ゾウムシ科 141 

タテハチョウ科 135, 141 

タマムシ科 53, 101, 135, 219 

ドクガ科 101, 135 

ナガキクイムシ科 53, 130, 135 

ナガシンクイムシ科 36, 41, 53, 101, 135 

ハムシ科 53 

ボクトウガ科 53 

マダラガ科 130 

マホガニーマダラメイガ！13，万5 

マメゾウムシ科 82, 101 

メイガ科 13, 53, 82, 140, 141 

ヤガ科 73, 130, 141, 149 

ヤママユガ科 135, 140 

レイビシロアリ科 135 

(3） 菌 類 

A mphic/zaeルgrevilieae 24 

A rmil忽γ忽nellea 24, 215 

Dot iyodゆ lod加theobro;nae 227 

Dot ryodゆlodれ属 24 

Cercoゆora gliric記iae 66 

Csubsessilis 107 

Cerco功ora 属 24 

Cercosporidiurn glir・icidiasis 66 

Cladosporiun 属 66 

Cochliobolus hawaiiensis 30 

Collect otrichunl属 24 

Coriolopsis stumosus 149 

Corticiurn saimonicolor 24, 107 

Colletotrichum gloeosporioides 66 

Daldinia concentrica 149 

D ゆ加dia 属 30 

F0mes clurissimus 73 

Elucida 73 

乃ankia 属 15, 17 

Fusariurn solani 73 

Fusarium ) 82, 107, 172, 214 

Ganoclerina lucidum 107 

Helmintho印oriun 属 24 

Lasiodゆlopia theobrornae 87 

Leeillula taunica 149 

Leveillula 忽urica 31 

Maravalia achroa 73 

Nigro ゆ ora 功haerica 50 

0idium 属 93, 107, 206 

0livea tectonae 227 

ル11たularia koleroga 66 

Phaeolus nzanihotお 53 

Phellinus ?10XiUS 215 

Phyllostica 属 24, 149 

乃thiuin 属 10, 214 

Phyto?nonas tuinefaciens 172 

Phytophthora 属 214 

Puccin地 cordiae 215 

222 第 1巻索引

X.α増加加s 188 (3) 菌 類

X.sexSDi'zos"s 135 A “zpmc ′娘 eね g形卵‘修αe 24

x.s"om αcr"s 160 4r “?立ね r′α 7ねe"2 α 24,215

x.fes 数cg"s 135,188 β研かodゆZod遊 びzgoo旭川αe 227

X
‐
y加川es cgm' 増加 227 βozか odめお森α属 24

xy‘o川解s柁那臨めαidα 10I Cercoiやomg ‘≧“cZ認iα8 66

Xy ‘oPsoc"sc 叫リci'z"s 135 C.s" ゐsgss"is l07

xy わsの覆れ‘s 届 219Ce にospom 属 24

xy‘◇"zγゆs月ぼりZPes 135 Ceだo可)orfの "'“g‘gridα敵sお 66

x)'szmcem 形就かα 93 ααdosめo““?〃属 66

イラガ科 135,141 Coc粥 Zooo‘2‘s′2αzoα"β'zsis 30

オ トシプミ科 53 Co‘Zedomc 加川1属 24

カタカイガラムシ科 53,101,135 Corio定め櫛ss‘"''め潮 s 149

カ ミキ リム シ科 25,34,36,37,38,39,41, Comci で‘ms 餌 ''70'zた o‘or 24,107

42,44,53,101,124,135,140,172,206 Co"@ ‘ひげたれzmzgZogoSporfofdBS 66

カレハガ科 130 DQ‘山川αcのにβ'““cα 149

キクイムシ科 135,160,188,219 D め‘od超 属 30

キバガ科 73 届のれesq αris贈れ粥s 73

コウモ リガ科 53 丑 籾ciαα 73

コナカイガラムシ科 149 Fnzzzたね 届 15,17

シジミチ ョウ科 53 F〃sα““'“ sd の“ 73

シャクガ科 13 F郷僻ま2〃“属 82,107,172,214

シャチホコガ科 130 Gの・ode“'-α‘z‘cfd加班 107

シロアリ科 135 帰郷''zZ7“′zospoだm れ属 24

ゾウムシ科 141 LQsiod め‘op殻 鉱Boon“〃α8 87

タテハチ ョウ科 135,141Le8Z ‘‘“ね 如m 皮α 149

タマムシ科 53,101,135,219LB 粥 Z‘‘"な 奴"燭cQ 31

ドクガ科 101,135 Mm 昭〃副わαcたm α 73

ナガキクイムシ料 53,130,135 M 愈!ospo旭 sPれ解“cα 50

ナガシンクイムシ料 36,41,53,101,135 0idi〃''-属 93,107,206

ハ ムシ科 53 α海e鴻 Zedの2α8 227

ボク トウガ科 53 月勘‘Zc諺αrわなo卿のgα 66

マダラガ科 130 鰯 mgoZ2‘s“zのzばれoils 53

マホガニーマダラメイガヱヱ3,"5 P′ze‘‘Z"〃s'zo期"s215

マメゾウムシ科 82,101 弾け‘‘oszicα属 24,149

メイガ科 13,53,82,140,141Py 街jzfm属 lo,214

ヤガ科 73,130,141,149 弾 zytomo“餌 加川モリ後cie那 172

ヤママユガ科 135,140 Fリz鱗切り′“加川 属 214

レイビシロア リ科 135 Pz‘cci'dα co'宙僻 215
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Rhizobiaceae 4 66 

Rh izobium 属 90 

Rh記OCtoflia 属 107, 2M 

Schzop如hlum conzmune 50 

Scierotium 属 107 

幼Jiaerostilbe repens 66 

Thelephora 'rainariodes 90 

乃ametes socrotana 149 

Uredo sissoo 73 

Uredo 属 215 

第 1巻索引 2Z3

Rhizobiaceae 科 66

尺′2裟ob"“'?属 90

尺ね戊odo “ね 属 107,214

Sc角Zoのれy"?′加 co“z“粥 ?z8 50

Sc‘erozZ"“≧属 107

SP′merosね!‘be だめ87zs 66

7↑カメβ力′20れα・れの“αr海αgs 90

7'の ,2B1es soc者o加 7zα 149

　　　　　　　　　　 　　

Uredo 属 215
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索引 

(1） 植 物 

acajou 116 

Acaju 108 

Achapo 74 

African acacias 33-45 

agoho 15 

Aguano 74, 116 

Ajo ajo 209 

Alan 151-156 

Alan Batu 151 

Alan Bunga 151 

Alan Padang 151 

algarrobo 96 

Amaltas 46 

Angkang 50 

Angela 26 

Australian pine 15 

Autumn maple tree 126 

Bakau besar 184 

Bakau putch 188 

balau penyau 180 

Baobab 143-150 

Beati 50 

Benguet pine 1 

Berus 186, 188 

Beus 189 

big-leafed mahogany 

Bintungan 126 

Bishop wood 126---131 

black wood 62 

Blackwattle 88 

bobo 157 

Bombay black wood 50 

Broad-leaved croton 123 

Brown salwood 88 

Bruguiera 184-190 

116 

2 一般名 （太字は解説樹種頁） 

Busaing 184 

Byuu talon 184 

Cabano 116 

caju 132 

Cana fistula 46 

Canalete 209 

cangal tanduk 180 

Capa prieto 209 

Cashew 132- 136 

Cassia 46-54 

Casuarina 15-20 

Chavakackeri murunga 29 

Chemmurunga 29 

cherek 217 

Chuncho 74 

Cedar 108 

Cedre 108 

Cedro 108-415 

Cedro amargo 108 

Cedro cebollo 108 

Cedro colorado 108 

Cedro macho 108 

Cedroarana 74 

Cedro-rana 74 

coast sheoak 15 

creek oak 19 

Croton 123-425 

Cypre 209 

Diati 222 

Djati 222 

Dom ong 50 

Don Cede 74 

Ehela 46 

false elder 217 

gamal 62 

Gliricidia 62'-67 

2秘 第 1巻索引

索引 2 一般名 (太字は解説樹種頁)

(1) 植 物
acajou l16

Acaju l08

Achapo 74

African acacias 33′~45

agoho 15

Aguano 74,116

Ajoajo209

A1an 151′Y156

A1an BaLu151

A1an Bunga151

A1an padang151

aーgarrobo 96

Amaltas 46

Angkang 50

Angela 26

Australianpine 15

Autumn map ーetree 126

Bakau bcsar184

Ba1くau puteh188

balau penyau180

Baobab 143^v150

Beati 50

BengueLpinc I

Berus 186,188

Beus 189

big‐leafed mahogany l16

Bintungan126

Bishopwood 126^v131

blackwood 62

B1ackwaLt ーe 88

bobo 157

Bombayblack wood 50

Broad ‐leaved croton 123

Brown salwood 88

Bruguiera 184′~19O

Busaing184

Byuu taーon

Cabano116

caju 132

Cana fistula

Canaーcte209

canga ーLanduk 180

Capa prieLo209

Cashew 132′~136

Cassia 46~54

Casuarina 15′~20

Chavakackeri murunga

Chelmmurunga 29

cherek 217

Chuncho 74

Cedar108

Cedre108

Ccdro l08~115

Cedro amlargo l08

Cedro cebollo108

Cedrocolorado l08

Cedro macho108

Cedroarana 74

Cedro-rana 74

coastsheoak 15

creekoak l9

Croton 123′~125

Cypre209

Diati222

Djati222

Dom ong 50

DonCede 74

Ehela 46

false eーder217

ganna1 62

G1iricidia 62^)67

184

46

29



第1巻索引 275 

Giant ipil-ipil 55 kapurun 174 

Gintungan 126 kasoy 132 

Golden shower 46 Kassod 50 

Hickory wattle 88 keladan 174, 175 

1-londuras mahogany 

Hormiguero 209 

1-lorseradish tree 26-32 

Huaxin 55 

Huayracaspi 74 

Indian laburnum 46 

Indian rosewood 68 

Ipil 84 

Ipil-ipil 55-61 

Jaffna 29 

jati londo 217 

jail sabrang 217 

Java cedar 126 

Jemara 20 

Johar 50 

Kaju 132 

Kakandan 188 

kakauati 62 

Kapoee 46 

kapur 174 -'179 

kapur angii 174 

kapur biasa 174 

kapur bukit 174 

kapur daram 174 

kapur guras 175 

kapur kayatan 175 

kapur keladan 175 

kapur merah 174 

kapur paji 174 

kapur paya 175 

kapur peringii 174 

kapur ranggi 174 

kapur singkel 174 

kapur sintuk 174 

kapur tanduk 174 

116 kelansau 175 

Kesiya pine 1-7 

Khi lech pa 50 

Khielek 50 

khoeilai 217 

Knit 187 

Koa haole 55 

Kodikalmurungai 29 

kurumus 217 

kurus 217 

Kwila 84 

Kyun 222 

Lamtoro 55 

large leaf mahogany 116 

Laurel 209' 216 

Lauro 209 

Lengarai 187 

Lenggadai 187 

Linggadai 184 

Linggayong laut 184 

lumbor 157 

Lumpho 84 

madero negro 62 

madre de cacao 62 

Mahogany 116~122 

Ma[acca teak 84 

Malay camphor 174 

Mangge hutan 88 

Mangium 88-95 

Mango 137'-'142 

Mara 116 

Maramacho 74 

Mata buaya 186 

Maysak 222 

Merbau 84-87 

第 1巻索引 2符

Giant ipil‐ipiー 55

Gintungan 126

Golden shower 46

F1ickory wattle 88

Hondurasmahogany l16

Horn ・iguero209

Horseradish tree 26^}32

Huaxin 55

Huayracaspi 74

1ndian laburnun1 46

1ndianrosewood 68

1pi1 84

1pil‐ipi1 55′~61

Jaffna 29

jatilondo217

jatisabrang 217

Javacedar 126

Jerlr・ara 20

Johar 50

Kaju 132

Kakandan188

kakauati 62

Kapoee d6

kapur 174^ ー179

kapur angii174

kapur biasa174

kapur bukit174

kapur daram174

kapur guras175

kapur kayatan175

kapur keladan175

kapur merah174

kapurpaji174

kapur paya175

kapur peringii174

kapur ranggi174

kapur singkel174

kapursinLuk174

kapur tanduk174

kapurun174

kasoy132

Kassod 50

keladan 174,175

kelansau175

Kesiya pine l〆・v7

Khi lech pa 50

Khielek 50

khoeilai217

Knit187

Koa haole 55

Kodikalmurungai 29

kurumus217

kurus217

Kwila 84

Kyun222

Lamtor0 55

1argeleaf mahogany

Laure1 209〆Y216

Lauro209

Lengarai187

Lenggadai187

Linggadai184

Linggayong laut184

1umーbor157

Lumph0 84

maderonegro 62

mLadre de caca0 62

Mahogany l16~122

Ma ーacca Leak 84

Malaycamphor 174

M[angge hutan 88

M[angium 88′~95

Mango 137~142

Mara l16

Maramach0 74

Mata buaya186

Maysak222

N【erbau 84′~87

116



276 第1巻索引 

Merkusi pine 8-14 

meranti merah tua 157 

Meranti tembaga 161'-165 

meranti seraya 157 

Merunggai 26 

mesquite 96 

Mezali 50 

mother of cacao 62 

Muongdem 50 

Muong nui 50 

Murunga 26 

Neem 103-107 

Ngu 46 

0ng-Kanh 50 

0range-leaved croton 123 

Palmurungai 29 

Parasan 231 

Pardillo 209 

penyau 180 

penyau tanduk 180 

petanang 175 

pokok kapur barus 174 

Pototan 186 

Pototan lalaki 188 

Prasat 184 

Prosopis 96--102 

Punamurungai 29 

Putut 184 

Rajah kayu 46 

Rattan 229-236 

Red cedar 126 

Reseda 26 

Rhizophora 191-199 

River red gum 200 ---208 

River sheoak 15 

roble de seda 21 

Rotan 229 

Rotan irit 231 

Rotan manau 231 

Rotan manau telur 231 

Rotan sega 231 

Rotan tuman 231 

Saba kapur 174 

Sabah salwood 88 

Sak 222 

sakae 217 

Salmwood 209 

sangkae 217 

Saya khao 161 

saya--daeng 157 

saya-luang 157 

Seique 74 

Seraya 157-160 

seraya betul 157 

Seraya tembaga 161 

Seringawan 151 

Sheoak 15 

sheoak 20 

Shisham 68 

Sigappu kakandan 184 

Sika 231 

Silk(y)oak 21-25 

Silver oak 21-25 

Sissoo 68-'73 

small leaf mahogany 

soft yar 20 

Spanish cedar 108 

Sukai 217 

Sungkai 217-221 

Swamp kapur 175 

Swamp sheoak 19 

Tabulian 50 

Tanjong sukum 189 

Tantan 55 

Tayok-the 126 

Teak 222-'228 

Teck 222 

Tenguli 46 

116 

2形 第 1巻索引

M【erkusi pine 8^y14

meranti mera ‐htua157

N1eranti telmbaga 161′Y165

mlcranti seraya157

M[erunggm 26

mesquite 96

ハ(【ezali 50

motherof caca0 62

M1uongdem 50

M【uong nui 5〇

Murunga 26

Neem l03^}107

Ngu 46

ong ‐Kanh 50

0range ‐leaved croton 123

Palmurungai 29

Parasan231

Pardillo209

Penyau180

penyau tanduk180

petanang175

pokok kapur barus174

Pototan186

POL0tan lalaki188

Prasat184

Prosopis 96^}102

Punamurungai 29

Putut184

Rajahkayu 46

RatLan 229′~236

Rcdcedar 126

Reseda 26

Rhizophora l91′~199

Riverred gum 200′Y208

Riversheoa ‐k 15

roble de seda 21

Rotan229

Rotan iriL231

Rotan manau231

Rotan mlanau telur231

Rotan sega231

Rotan tumーan 231,

Saba kapur174

Sabah salwood 88

Sak 222

sakae 217

Sal1口wood 209

sangkae217

Saya khao161

saya ‐dacng157

saya 一1uang157

Seique 74

Seraya 157~160

seraya betul157

Seray‐a teーnbaga 161

Seringawan151

Sheoak 15

sheoak 20

Shisham 68

Sigappu kakandan184

Sika 231

Silk(y)oak 21~25

Silver oak 21′Y25 .

Sissoo 68^v73

smーallーeafmahogany ・16

softy ‐ar 20

Spanishcedar l08

Sukai217

Sungkai 217′Y221

Swamp kapur175

Swampsheoak l9

Tabulian 50

Tanjongsukum189

TantaLn 55

Tayok ‐the 126

Teak 222′Y228

Teck 222

Tenguli 46



第1巻索引 277 

Term 126 カユプテ 89 

Tongke hutan 88 カリビアマツ 6, 12 

Tornillo 74-83 キマメ 67 

Tuai 126 ギンゴウカン 55 

Tua dom 187 ギンネム 55-61, 66, 225 

Tua kao 188 グアバ 200 

Tua tale 187 グリリシディア 62-'67 

Tumu 184 クルンツン 151 

Tumu merah 184 クロマツ 6 

Tumu puteh 186 ケシアマツ 1--'7, 8, 13 

Upun 180-183 クズ 234 

Upun batu 180 クヌギ 168 

West indian cedar 108 クロトン 123-' 125 

116 ココア 149 

White meranti 166-'173 コナラ 168 

White popinac 55 コーヒー樹 4, 21, 53, 61, 65, 137, 209, 212 

Wild tamarind 55 ゴールデンシャワ- 46 

Yar 20 ゴムノキ 234 

Zarcilla 55 サール 46, 48 

アカギ 126--' 131 サトウキビ 89 

アカシア類 33, 39, 47, 88, 98, 171, 222 サラソウジュ 46 

アカマツ 1, 6, 8, 13, 182 シッソ- 68-73 

アフリカブラックウッド 68 シダ 11, 21, 152, 186 

アフリカのアカシア 33-.-45 ジョンコン 151 

アラン 151'-'-' 156 シロバナヒルギ 186, 187, 188 

アランバツ 151 ススキ 1 

アランノぐダン 151 ストローブマツ 6 

アランブンガ 151 スンカイ 217-221 

イエローメランティ 166 セドロ 108- 115 

インドセンダン 103- 107 セラヤ 157'-160 

ウプン 180- 183 タガヤサン 46, 50-53 

オオバマホガニ- 116'-122 チーク 47, 69, 180, 220, 222'--228 

オオバヒルギ 184, 191 チガャ 5, 11, 12, 65, 133, 134 

オバナオヒルギ 184, 185 チェンガル 160 

オヒルギ 184- 190 チョウジノキ 200 

カカオ 65, 209, 212 テーダマツ 6 

カシュ- 132-136 トルニージョ 74-83 

カプール 174--179 ナラ類 21 

カマルドウレンシスユーカリ 200-208 ナンバンサイカチ 46-50 

West Indies mahogany 

第 1巻索引 277

Term 126 カユプテ 89

Tongke hutan88 カ リビアマツ 6,12

Tolmillo74~83 キマメ 67

Tuai126 ギ ンゴウカン 55

Tu‐a dom 187 ギ ンネ ム 55~61,66,225

Tua kao 188 グアバ 200

Tua tale187 グ リリシディア 62~67

Tumu184 クル ンツン 151

Tumu merah 184 ク ロマ ツ 6

Tum ーu Puteh186 ケ シアマ ツ 1~7,8,13

UPun180 ′~183 クズ 234

Upun batu 180 クヌギ 168

Wrestindian cedar l08 クロ トン 123~125

Wrest lndies mahogany l16 ココア 149

Wrhite meranti 166~173 コナラ 168

White popinac 55 コ ー ヒー樹 4,21,53,61,65,137,209,212

Wrnd tamarind 55 ゴー ル デ′ンシ ャワ一 46

Yar 20 ゴムノキ 234

Zarcilla55 サール 46,48

アカギ 126~131 サ トウキ ビ 89

アカシア類 33,39,47,88,98,171,222 サラソウジュ 46

ア カ マ ツ 1,6,8,13,182 シ ッ ソー 68~73

アフリカブラックウッド 68 シダ 11,21,152,186

アフリカのアカシア 33~45 ジョンコン 151

アラン 151~156 シロバナヒルギ 186,187,188

アランノぐツ 151 ススキ 1

アランパダン 151 ス トローブマツ 6

アランブンガ 151 スンカイ 217′Y221

イ エ ロー メ ラ ンテ ィ 166 セ ドロ 108′YI15

インドセ ンダン 103~107 セラヤ 157~160

ウプン 180~183 タガヤサ ン 46,50~53

オ オノぐマ ホ ガ ニ ー 116~122 チ ー ク 47,69,180,220,222~228

オオバ ヒルギ 184,191 チガヤ 5,11,12,65,133,134

オバナオヒルギ 184,185 チェンガル 160

オ ヒルギ 184′~190 チ ョウジノキ 200

カカオ 65,209,212 テーダマツ 6

カ シュー 132′)136 トル ニ ー ジ ョ 74′~83

カブール 174~179 ナラ類 21

力マル ドゥレンシスユーカリ 200~208 ナンノ{ンサイカチ 46~50



278 第1巻索引 

ニーム 103 

ニム 103 

ヌルデ 217 

ヌルデモドキ 217 

バオバブノキ 143- 150 

ハゴロモノキ 21-25 

パダンクルンツン 152 

パダンパヤ 151 レッドメランティ 151, 152, 157, 161, 163, 

ノ寸ナナ 137 166 

バニラ 65 ローズウッド 130 

ノぐラウ 166 ロタン 229 

ノぐンダナス 152 ワサビノキ 26-32 

ビショップウッド 126 

ヒメヒルギ 184, 187, 189 

ヒョドリバナ 1 

ビンタゴール 151 

フジ 234 

フタバガキ 151, 157, 161, 166, 174, 180 

フタバナヒルギ 184, 185, 188, 191 

ブラジリアンローズウッド 68 

ブラッシノキ 200 

プロソピス 96'-' 102 

ベニガクヒルギ 184, 187, 188, 189 

ホワイトメランティ 166'- 173 

マガタマノキ 132 

マッ類 1, 8, 88, 222 

マホガニ- 108, 116-422 

マメ科樹木 33, 46, 55, 62, 68, 74, 84, 88, 96 

マルバオ （メルバオ） 84-'--87 

マルバシタン 68 

マンギウム（アカシア） 88-95, 177, 219 

マングローブ 89, 184, 185, 191, 196, 198 

マンゴ 137-- 142 

メダン 151 

メランティテンバーガ 161-' 165 

メリナ 66 

メルクシマツ 1,2,3,6,8'--14 

モクマオウ 15'-20 

ユーカリ類 52, 88, 98, 171, 200, 222 

ヤエヤマヒルギ 191 

ヤム 65 

ヤドリギ 150 

ラウレル 209'-216 

ラジアータマツ 6, 12 

タン 229'-236 

ミン 151 

ラ
 
ラ
 
レ
 

ワタ 149 

油ヤシ 225 

柑橘類137 

黒心樹 50 

胡椒 65 

重陽木 126 

西洋ワサビ 31 

茶樹 21, 61, 65 

つる植物 171 

鉄刀木 50 

藤 229 

竜脳樹 174 

2箔 第 1巻索引

ニ ー ム 103 ヤ エ ヤ マ ヒルギf191

ニム 103 ヤム 65

ヌルデ 217 ヤドリギ 150

ヌルデモ ドキ 217 ラウレル 209′~216

バオバブノキ 143~150 ラジアータマツ 6,12

ハゴロモノキ 21~25 ラタン 229~236

パ ダンクルンツン 152 ラミン 151

パダンパヤ 151 レッドメランティ 151,152,157,161,163,

ノぐナナ 137 166

バ ニ ラ 65 ロー ズウ ッ ド 130

バラウ 166 ロタン 229

パ ンダナス 152 ワサ ビノキ 26~32

ビショップウッド 126 ワタ 149

ヒメヒルギ 184,187,189 油ヤシ 225

ヒヨドリバナ 1 柑橘類 137

ビンタゴール 151 黒心樹 50

フジ 234 胡被 65

フタバガキ 151,157,161,166,174,180 重陽木 126

フタバナヒルギ 184,185,188,191 西洋 ワサビ 31

ブラジリアンローズウッド 68 茶樹 21,61,65

ブラッシノキ 200 つる植物 171

プロソピス 96~102 鉄刀木 50

ベニガクヒルギ 184,187,188,189 藤 229

ホワイトメランティ 166~173 竜脳樹 174

マガタマノキ 132

マ ッ類 1,8,88,222

マ ホ ガ ニ ー 108,116 ′~122

マメ科樹木 33,46,55,62,68,74,84,88,96

マルバオ (メルバオ )84 ′~87

マルバシタン 68

マ ンギウム (アカシア)88~95,177,219

マ ング ロー ブ 89,184,185,191,196,198

マ ンゴ 137′~142

メダン 151

メ ラ ンテ ィテ ンノぐーガず 161~165

メリナ 66

メル ク シマ ツ 1,2,3,6,8 ′~14

モ クマ オ ウ 15′~20

ユーカ リ類 52,88,98,171,200,222



第1巻索引 2乃 

(2） 動 物 （昆虫を含む） 

Bruchid beetle （マメゾウムシ） 99 

flea beetles （ノミハムシ） 149 

cotton bollworms 149 

cotton-stainer bugs 149 

cotton-stainers 149 

masonga caterpillar 149 

mealy bug （コナガイガラムシ） 94 

mopane worm 149 

scale insect （カイガラムシ） 

アナジャコ 198 

アブラムシ 19, 31, 67, 82 

アンブロシア類 130 

アンブロシアキクイムシ 220 

アリ 13, 19,82, 128,214 

アリマキ 82 

イナゴ 13 

イボタムシ 94 

エランド 147 

ウサギ 87 

ウバタマムシ 13 

オウム 82 

オオタバコガ 149 

オオベンケイガニ 198 

カイガラムシ 24, 31, 53, 67, 94, 107, 198 

カニ 186, 188, 194, 198 

カブトムシ 235 

カミキリムシ 149 

カメムシ 160 

カレハガ 198 

キクイムシ 6, 154, 198 

キツネ 99 

ギンネムキジラミ 60 

グアナコ 99 

クイラハシリイワガニ 198 

クチブトゾウムシ 50 

クマ 50 

クモ 178 

グランドナッッアブラムシ 67 

94 

コウモリ 146 

コオロギ 13, 19, 73, 82 

コガネムシ 49 

コナカイガラムシ 67, 150 

サル 49, 147, 186, 194 

シカ 87 

ジャッカル 49 

シロアリ 24, 31, 49, 51, 60, 73, 82, 94, 104, 

107, 141, 147, 172, 200, 206, 220, 227 

シンクイムシ 121, 219 

ゾウ 235 

ゾウムシ 67, 206 

ダイクアリ 94 

タイワンベンケイガニ 

ダチョウ 99 

ダニ 67, 178 

チークビーホールボーラ- 227 

テントウムシ 198 

トラ 131 

ネキリムシ 13 

ネズミ 36, 60, 86, 87, 134, 135, 147 

ネマトーダ 87 

ハマキガ 198 

ハキリアリ 60, 206 

ノぐッタ 36 

ヒッジ 99, 104 

ヒヒ 147 

ヒラタキクイムシ 130, 220 

フジツボ 198 

ブタ 49, 61 

フナムシ 198 

ブルチッド・ビートル 99 

マツノマダラメイガ 6, 13 

マッドロブスタ- 186 

マホガニーマダラメイガ 113, 115 

マメゾウムシ 50 

ミツノぐチ 103 

ミナミオオアオスジカミキリ 93 

ミナミオカガニ 198 

198 

第 1巻索引 2四

(2)動 物 (昆虫を含む)
Bmchid beeue (マメゾウムシ)99

日eabeetles( ノ ミハムシ)149

cottonbollworms 149

cotton ‐stainer bugs 149

cotton ‐stainers 14‐9

masongaCaterpillar 149

mealybug( コナガイガラムシ)94

mOPane worln 149

scaleinsect( カイガラムシ)94

アナジャコ 198

アブラムシ 19,31,67,82

アンプロシア類 130

アンプロシアキクイムシ 220

ア リ 13,19,82,128,214

ア リマキ 82

イナゴ 13

イポタムシ 94

エラソド 147

ウサギ 87

ウバタマムシ 13

オウム 82

オオタパコガ 149

オオベンケイガニ 198

カイガラムシ 24,31,53,67,94,107,198

カニ 186,188,194,198

カブトムシ 235

カミキリムシ 149

カメムシ 160

カレハガ 198

キクイムシ 6,154,198

キツネ 99

ギンネムキジラミ 60

グアナコ 99

クイラハシリイワガニ 198

クチブトゾウムシ 50

クマ 50

クモ 178

グランドナッツアブラムシ 67

コウモ リ 146

コオ ロギ 13,19,73,82

コガネムシ 49

コナカイガラムシ 67,150

サノレ 49,147,186,194

シカ 87

ジャッカル 49

シ ロア リ 24,31,49,51,60,73,82,94,104,

107,141,147,172,200,206,220,227

シンクイムシ 121,219

ゾウ 235

ゾウムシ 67,206

ダイクアリ 94

夕イワンベンケイガニ 198

ダチ ョウ 99

ダニ 67,178

チークビーホールボーラー 227

テントウムシ 198

トラ 131

ネキリムシ 13

ネズ ミ 36,60,86,87,134,135,147

ネマ トーダ 87

ハマキガ 198

ハキ リア リ 60,206

バ ツ夕 36

ヒツジ 99,104

ヒヒ 147

ヒラタキクイムシ 130,220

フジツボ 198

ブタ 49,61

フナムシ 198

ブル チ ッ ド ・ビー トル 99

マツノマダラメイガ 6,13

マ ッ ドロ ブス ター 186

マホガニーマダラメイガ 113,115

マメゾウムシ 50

ミツノミチ 103

ミナミオオアオスジカミキリ 93

ミナミオカガニ 198
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ミノガ 13, 94 

ミノぐエ 3I 

メイガ 50 

メクラカメムシ 149 

ャギ 94, 99, 104 

ラクダ 104 

リス 13, 123, 147 

レイョウ 147 

ワタアブラムシ 6 

ワラジムシ 198 

牛 94 

がん腫虫 227 

毛虫 19 

甲虫類 214 

穿孔虫 154 

線虫141 

象147 

鳥 61, 123, 134, 147 

(3)菌 類（含樹病名） 

Heart rot 93 

leaf-cast 24 

leaf spot 149 

ウィルス病 149, 150 

ダイバック 24, 53, 64, 93, 167 

ボトリオディプロディア病菌 227 

うどんこ病 31, 93, 107, 141, 149, 206, 215 

果実腐敗 30 

褐斑病 66 

がんしゅ病172, 206, 215 

共生菌 99 

菌根菌 90, 162, 169 

絹糸病 66 

根粒菌 17,90 

根粒バクテリア 66 

さび病 227 

白絹病 121 

心腐病 93, 215 

すす病 93 

立枯i1 19, 50, 82, 93, 107, 114, 115, 121, 

211, 214 

てんぐ巣病 19.5 

胴枯病 24,87 

上壌放線菌 15 

根腐れ 30, 107,215 

葉枯病 24, 121, 235 

葉さび病73,219 

腐朽菌 73 
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ミノガ 13,94

ミバエ 31

メイガ 50

メクラカメムシ 149

ヤギ 94,99,104

ラクダ 104

リス 13,123,147

レイョウ 147

ワタアブラムシ 6

ワラジムシ 198

牛 94

がん腫虫 227

毛虫 19

甲虫類 214

穿孔虫 154

線虫 141

象 147
鳥 61,123,134,147

(3)菌 類 (含樹病名)
Heart rot 93

leaf‐cast 24

1eafspot 149

ウィルス病 149,150

ダイバ ック 24,53,64,93,167

ポトリオディプロディア病菌 227

うどんこ病 31,93,107,141,149,206,215

果実腐敗 30
褐斑病 66

がん しゅ病 172,206,215

共生菌 99

菌根菌 90,162,169

絹糸病 66

根粒菌 17,90

根粒バクテリア 66

さび病 227

白絹病 121

心腐病 93,215

すす病 93

立枯病 19,50,82,93,107,114,115,121,

211,214

てんぐ巣病 195

胴枯病 24,87

土壌放線菌 15

根腐れ 30,107,215

葉枯病 24,121,235

葉さび病 73,219

腐朽菌 73
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学 名 索 引 

（太字は解説樹種頁） 

(1） 植 物 

Acac危属 104-- 118 

Acacia aneura 106, 108, 110, 114, 115, 

116 

A . argyrodendron 106, 108, 110, 116 

A . aulacocarpa 106, 108, 110, 112--114, 

115, 116 

A. auriculiformis 91, 107, 112 

A. bidwillii 106, 108, 109, 110, 116 

A. burrowli 106, 108, 110, 116 

A. cambagei 106, 108, 109, 110, 114, 116 

A .catechu 96 

A . cincinnata 106, 107, 108, 110, 113, 116 

A . crassicarpa 106, 107, 108, 110, 

112-114, 116 

A .cyclop 105 

A . falciformis 106, 108, 110, 116 

A . fasciculifera 106, 108, 110, 116 

A . harpophylla 106, 108, 109, 110, 114, 

115, 116 

A . holosericea 105, 113 

A . irrorata 106, 108, 111, 114, 116 

A ルbbeck l18 

A . leptocarpa 106, 108, 111, 116 

A. maidenii 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A . mangium 92, 107, 112 

A . mearnsii 104, 105,106, 108, 109, 111, 

113- 118 

A . melanoxylon l13 

A.montたola 105 

A . nerufolia 106, 108, 111, 116 

A . oraria 113 

A. pendula 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A pennatula 9 

A. polystachya 106, 108, 111, 113, 116 

A . pruinocarpa 106, 108, 111, 116 

A . rothii 106, 108, 111, 113, 114, 116 

A . salicina 106, 108, 109, 111, 116 

A.satなna l13 

A . shirleyi 106, 108, 111, 116 

A . silvestris 106, 108, 111, 116 

A . simisii 105 

Astoreyi l13 

A . tephrina 106, 108, 111, 116 

A. torutosa 106, 108, 111, 114, 115, 116 

A . tumida 106, 108, 111, 113, 114, 116 

Adanson加 dなi加加 199 

Adina cord ifol忽 96 

Agathおγobus忽 67---71 

A . robusta subsp. nesophila 67 

Agati grandiflora 170 

Ageratum houston加num 123 

A1bizia属 132, 142, 165, 241, 243 

Albiz加ルIcataria 15, 119, 144 

A ルIcata 144 

A . julibrissin 132 

A . lebbeck 119---124 

A .saman 165 

Aprocera 96 

Andira inerniis 125-130, 138 

A ．ルmaicensis 125 

Anmocephalus chinensis 

A .cadamba 237 

A .indicus 237 

Anthoshorea節 90 

Araucaria属 42-66 

Araucaria angustzfbl加 42, 43-52 

A .araucana 42, 43, 52-54 

A .batansea 43 

A ,beccarii 43 

A .bernieri 43 

A .bidwillii 43, 54.-.55 

15, 237--243 
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学 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1)植 物
Acαα"属 104~118

/qCQC孝ααれe“〆α 106,108,110,114,115,

116

A. αれgym αβ72α〆の z 106,108,110,116

/1・α“ね cocα“〉α 106,108,110,112 ′YI14,

115,116

A. α“γに肌新or"なお 91,107,112

A.bidwl ‘‘≠Z I06,108,109,110,116

A.b"rmwil l06,108,110,116

A.c の刀わαgei l06,108,109,110,114,116

A.c αZ2c九“ 96

A.c 加じ加72α加 106,107,108,110,113,116

A.cmssic のめα 106,107,108,110,

112′YI14,116

A.C1yc‘oの 105

A. 角に断oγ粥 ls l06,108,110,116

A. 危 scic郷が8川 106,108,110,116

A. たα埋めtPカタ“α 106,108,109,110,114,

115,116

A. ぬo‘osgdce α 105,113

A.i “℃"復加 106,108,111,114,116

A. 毎わわacな 118

4. 僻めぁ叱切りα 106,108,111,116

A. 伽α緩 87z" 106,108,111,114,115,116

4, 加α7zg粥創 92,107,112

A.mB 似ワzsil l04,105,106,108,109,111,

113^vl18

A.mB ね 7zo弱〆○刀 113

4. 粥○72ZZCOね 105

A,';eri新o寡α 106,108,111,116

A.o 〆αγ餌 113

A.pe ねα秘ね 106,108,111,114,115,116

A.pe7272 α加ぬ 9

A,Po か財αcれγα 106,108,111,113,116

A.P れ““ocの学)α 106,108,111,116

A.roz ′z“ 106,108,111,113,114,116

A.s α‘ic肋α 106,108,109,111,116

A.sq. ‘増〃α 113

!L sたおZeyヱ 106,108,111,116

A・sまかg群γぉ 106,108,111.116

/1.S17九お調 105

4.szo 陀 yi113

A. 解ぬれ",脇 106,108,111,116

A. ねれ"。sα 106,108JI1,114,115,116

A ・ご飴md α 106,108,111,113,114,116

Ad α72so算iQ dig誌α加 199

Ad わzαco可がo‘超 96

Agizz抗お ob“餅α 67~71

A.mb “財α subsP. “gsoのれ"α 67

4gqZI 鱒暇“ぬけ20m 170

Ag 盆若zzz“'“九○"szo 刀ね 7z叱?,2 123

A‘鋭zね属 132,142,165,241,243

AZbf幼αた‘cα奴だα 15,119,144

A.声鰯c鯛α 144

A. ル疑わ“ss";132

A. 誇 bゎec々 119′~124

A ‐SQm の z165

A,D れ)CerQ 96

A72αおα加8“梶お 125′Y130,138

A. 加 伽αにe7zsお 125

A れZれoceカカα卿sciばれのzsis15,237~243

A.c ααのれわα 237

A.まれαた"S 237

Anthoshorea 節 9O

Am “c研ぎα属 42~66

A 旭 "cの iQα72gzzs‘新o疑α 42,43~52

4. α名zz"cα72α 42,43,52 ′~54

A ・わα‘の iseα 43

A.becc α“1 43

A. わ8“der多 43

A ・鰯αの "‘まま 43,54′Y55
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A tiirarnu忽(a 43 

A ,brasiliana 43 

A,columnalis 43 

A. cunninghamii 42, 55-.-61, 70 

A exceたα 42, 65-66 

A. heterophylla 42, 65 

A. hum.boldルflsis 43 

A. hunsteinii 42, 43, 61-64 

A. klinkii 42, 61 

A.muelleri 43 

A. rulei 43 

Archidendropsis属 144 

A rceuthobium occidentale 32 

A rtocaゆus属 75 

Artocarpus altilis 75-'80 

A.c/zapたsha 97 

A.CO,flifluflis 76 

A.incおus 76 

Australes 亜節 2 

Bauhin詔retusa 96 

Bidens biternala 123 

Bornbacaceae科 199 

Born bax属 199 

Bombax buonopozense 199 

Bceiba 97 

Bcostaturn 199 

Bma たbaricunz 199 

Bunya節 42 

Bursera sirnaruba 182'-186 

Caesalpinioideae 亜科 149 

Caribaea 節 7 

Cecropたschreberiana 138 

Ceiba属 199 

Ceiba penルndra 199--202, 237 

Cerc沼iurn属 150 

Cercidium floricliu;n 149 

C microphyllum 149 

Chaenomeles sinensis 159 

Chamaecyparis属 40 

Chuルas加l)elutina 97 

C/zusquea sp. 49 

Clerodendron viscosurn 101 

Colymbea節 42 

Cupressus属 34-41 

Cupressus arizonica 34 

Cbentharnii 35, 40 

C ducloux加na 34,35 

C.ルnebris 36 

C. lambertたna 35 

C. lindleyi 34, 40 

Clusi忽nica 34-40 

C 7nacrocarpa 34-'40 

C sinensお 34 

Ctoruルsa 34 

Cuscuta属 198 

Cyrilla racerniflora 138 

Dacrycarpus亜属 72 

Dacryodes excelsa 138 

Dalbergia属 159 

Dalberg加 cochinch訊ensis 159 

D . sissoo 96 

Diospyros ebenu;n 159 

D ゆloxyルn亜属 19 

D ゆルrocaゆus属 89 

Dryobalanoides節 86, 87, 88, 90, 91 

Dryobaルflops属 86 

Durio属 199 

En加γolobium属 132, 165 

Ehterolobiurn cyclocarpuin 131-136 

E . cyclocarpum var. perota 131 

E . saman 132, 165 

Eschornburgii 131 

Eucalyptus属 219 

Eucalyptus camaldulensお 91, 211, 215, 

216, 217 

Ecitriodora 215 

E . deglupta 15, 206, 209 -214, 224, 225 

Eglobulus 215 
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A. 鰯賃のァm ねとα 43

A. われosZZfmm 43

A,co ‘"7mm ‘!s 43

A.cm “ばナ聴力の ,“Z42,55 ′~61,70

A.E e〆ceなα 42,65′Y66

月,力ezemの九“如 42,65

A, 膚≠ァれろo姻 fのzsis 43

A. 力2"zsむgiァばi42,43,61~64

A. たは?ぬ葛 42,61

A.7 刀“〆‘“rZ 43

　　　　　　 　　

A c崩αのdropsfs 属 144

A だ8"Z′Zoo粥 m occidの2奴解 32

Anom ゆ 2ば属 75

Arzocのめ“sα‘"‘is 75′Y80

4,c′zαEP如sたα 97

A.comm2"zis 76

A.Z7zc お“s 76

Australes 亜節 2

βα2fれ加ね劣鑑似sα 96

βidgi・s bize“mごα 123

Bombacaceae 科 199

βo''めαx属 199

Bomb α% わ"O7zopoge 刀se199

β.cgiわα 97

β,cos ね Z"?れ 199

a mα加わαγic鯛m l99

Bunya 節 42

β叱γsg賃zz sim αγ謬りα 182^}186

Caesalpinioideae 亜科 149

Caribaea 節 7

Cecroのお scただbgriのzα 138

Cei加属 199

Cなめα pの ztα“α劣α 199′~202,237

Ce〆ciの“m 属 150

α だすdim 刀自oridi溺れ 149

C. “zicroのれy"m 刀 149

CたoB720筋ze‘es s17ze72sis 159

Cぬの棚 8cypαγお属 40

Cれ"たメzzsiqりeZ"" “α 97

Cね“sq没8α SP, 49

C‘emdg 刀α竹りれ〆 scoS 紛れ 101

Colymbea 節 42

C"P だss服 属 34~41

C2の柁熊“sαγ迄oれZcα 34

C. わの z"2のれ“ 35,40

C. の‘Cめ“匁ね 7zα 34,35

C.元““助 ris 36

C, ね加 beγ"の 2α 35

C.ZZ7id‘eyi 34,40

C・如 s訪の zたα 34^}40

C,' “αcmc α?めα 34~40

　 　　　　　　　　　　 　　

C.‘o′z‘osα 34

C"肥班α属 198

CyriZ郷 勉惚粥耀o氾 138

D解かcαゆ“s亜属 72

DQcr γodβSB 算cgなα 138

Ddoe 増加属 159

Dαめgzgね GocたおiC九"z871sis 159

D.s おsoo 96

DiosDyros gわの2m 刀 159

Dめかけあれ亜届 19

D めZerocoゆ "s届 89

Dryobalanoides 節 86,87,88,90,9I

D かob彰α7zops属 86

D“γio属 199

EれZero‘o弱“m 属 132,165

βれ‘eroのbi“2“ cydo(刀71増加 131′~136

β.cγc‘ocの7増加 var.Pe 〆o奴 131

E,s α加αれ 132,165

β.sc力omb 銘zgil 131

E“cogy鰯服 属 219

β"cα収めれは mm 餌 d"‘8'zsis 91,211,215,

216,217

E.ci乙“odo名zz215

E deg‘“P奴 15,206,209′~21 224,225

E.gZob “‘"s 215
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Egrandis 215 

E microtheca 215 

E . tereticornis 215-'220 

Eusideroxyルn malangai 

Ezwageri 81-'-'85 

Eutacta節 42 

Euたゆa globosa 138 

Ficus relなiosa 94 

Flemi?管加chappar 101 

Geoffroya 加armお 125 

Gmelina arborea 244-249 

Guarea guidonル 138, 253 

Hopea属 86-93 

Hopea節 87 

H0pea acuminata 87 

81 

Haltocollina 87 

Handersonii 87 

H basiルnica 87 

Hbeccariana 87, 91 

Hcagayanensis 87 

Hcelebica 87 

H;cernua 87 

H dasyrrhachお 87 

H dryoba忽noides 86, 87 

Hdyeri 87, 88 

H . ferrea 87, 88, 90 

H ルrruginea 87 

H . forbesii 87 

Hfbxworthyi 87, 90 

H glabrifol加 87 

H glaucescens 87 

H gregarれ 87 

Hgriffithii 87 

H hellen 87, 90, 91 

H;iriana 87 

Hkelantanensお 87 

H たtifolia 87, 90 

H malibato 87 

Hmengarawan 87, 90, 92 

Hmontana 87 

H myrtifl加 87, 88 

H . nervosa 87, 90, 91 

Hflu忽ns 86, 87 

H . odorata 87, 89, 90, 91, 92 

H papuana 87 

H Pachycarpa 86 

H . pedicelルta 87 

H pentanervル 87 

H 」philippinensis 87 

H . pierrei 87, 88 

H plaga忽 87, 90 

Hpubescens 87 

H refaiform お 91 

Hsangal 87 

Hsemnicuneata 87 

H subala加 89, 90 

Hsubたnceoルta 87 

Htreubii 87 

Hvesquei 87 

んga dulce 155 

I.fagifolia 137'-142 

I. laurina 138 

I. Vera 138, 140, 141 

Indigofera pulchella 101 

Intermedia節 42 

Khaya属 187'-'192 

Khaya an坑otheca 187 

K .grandifoliola 187, 188 

K . ivorensis 187, 188 

K .nyasica 188-192 

K 'senegalensお 187'- 192 

Leguminosae科 104, 143 

Leucaena leucocephala 211 

Lonchocarpus staudii 125 

Madhuca indica 96 

Magnolia splendens 138 

Mallotus philippensis 101 

Michelia champaca 97 
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E.g 門口72αZs215

E. 加 lcrotねecα 215

E.Z B埋立cor刀声 215~220

E"sideroz ツ‘o刀加α卿 72gQi 81

β.zw αgB“ 81′~85

Eutacta 節 42

β“彰フ7)8g めbosα 138

Ric“sだ‘吃iosα 94

FZ8m17zgiα C′zαめPαγ 10I

GB○がメリツQi" の“zls 125

Cm 〆加ααγ00だα 244′~249

G"αだαg“郷の“α 138,253

嵐o脚α届 86~93

Hopea 節 87

三ありeαQc“瀦zi"α加 87

ヱZ.αはoco" カヱα 87

三ラ【.の zde符紛れ“ 87

三Z.わαsiねフばczz 8 7

三Z.わeccα"α"α 87,91

ヱZ.cαgzzyの zg刀群 s 87

　　　　　　　　　 　　

ZZ.ce “z〃α 87

上Z.ααsyrすれqcカメs 87

三Z.αγγoわαね 7zoムメβs 86,87

iZ.αyeだ 87,88

互 花畑8α 87,88,90

丑 .だ か "g1解 α 87

互 ためesまま 87

互・/コo寛ものγ白む諺 87,90

亙 gね bγ折oZわ 87

　　　　　　　　　　　　 　　

亙.g 陀耳αγぬ 87

　　　　　　　　　

互 趣折gri 87,90,91

亙ま71αれα 87

互 .た8卿“ねれe72sis 87

互 卿Zがo疑α 87,90

　　　　　　　　　 　　

互 .雛の zgzzαw の z 87,90,92

三Z.摘む○“ごα打α 87

亙 加yr‘所o‘畝 87,88

!z.“8か OSα 87,90,91

屠 ,7z“Zの雄 86,87

亙 .o αo焔 筋 87,89,90,91,92

月 .PαPz‘の m 87

互 .Poc′zyc鯛 Pα 86

互,PediceZね加 87

互 ,P のけの 28γ卵α 87

亙.Pた秘iPP粥鋤 S1s 87

互,P彰がgi 87,88

互 .〆 "go 解 87,90

互 .P"besce,zs 87

亙 形勇はがo“れfs 9I

ZZ.s の 2gα‘ 87

ZZ,sez 力まC"“@似α 87

三Z s"わα‘餌α 89,9O

ZZ.s" わ加 72cgoZα奴 87

モヱ Zだ躍りまま 87

そう【,りgsq" 獅 87

みzgQ d綿に8155

1五αgがo‘紅 137~142

乙ね"γ1れα 138

上り8者zz138,140,141

加α増 " αp“‘c雁“α 101

lntermedia 節 42

Kぬ砂α属 187~192

ハヒカαγαの2銃o抗ecα 187

Kg 〆磯α新o‘棚α 187,188

ゑ【.ZUO 獲り2sis 187,188

勇【 '2yαsたα 188^}192

ヱヒ.Se 刀8gzz勿刀s鳶 187′、v192

Leguminosae 科 104,143

L8 “cα8刀α彰“Gocg力カメα 211

Lの肥れocαば昭ss 娘"の i125

Adiαdね"co 競αたα 96

羽毎g7zo""sPZe2zdB72s 138

那加"o‘"sP 雁 ZZPPe〃s!s lo1

一変髪たね昭ね c力の刀ゐQCα 97
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Micropho1is garcinifol加 138 

Mimosoideae 亜科 104 

Mimosa dulce 155 

M lebbeck 119 

M sirissa 119 

Narenga p0ゆ加rocoma 101 

Naucleaceae亜科 237 

Neolamarckia cadamba 237 

Nothofagus属 53 

0chroma属 199 

0ctomeles suinatrana 203--208, 237 

0ocarpaillj節 1,2,19 

Paraserianthes属 144 

R 'iraseriant hasルIcataria 143'--148, 242 

Parkinsonia aculea忽 149-154 

Patula 亜節 2, 19 

Pinus 節 2 

Pinus caribaea 2, 3, 4, 5, 6, 7-48, 25 

R caribaea var. bahamensis 8, 11, 15 

Rcaribaea var. caribaea 8, 11 

Pcaribaea var. hondurensお 2,9, 10, 11, 

14, 15 

P. elliottii 7, 15, 25 

Rgreggii 20 

Pinsignis 26 

P. kesiya 4, 12, 13, 15, 16, 25 

P. leiop/zylla 4, 20 

P. merkusii 5, 13, 15, 16, 25 

Rmichoacana 20 

Rmontezumae 20 

R muricata 28 

P. oocarpa 1-6, 7, 10, 12, 13, 24, 26 

R oocaゆa var. ?nanzanoi 1 

P oocaゆa var. microphylla 1 

R oocarpa var. ochoterenai l,10 

P. oocaゆa var. trilolれta 1 

P. patula 2, 7, 12, 14, 15, 19-25, 26 

R patuルssp．ルcunumanii 19 

P. patula var．ルngepeduncu ルta 19, 21 

Rpseudostro bus 4, 20 

P. radiata 2, 16, 24, 26-33 

R radia加var. binaル 28 

Proxburghii 96 

Rrudis 20 

Ptecunumanii l,19 

P ルocoル 20 

P tropicalis 8 

Pislac加lentiscus 194 

Pithecellobium dulce 155-158 

Pit hecelルbium saman 165 

Pithecolobium saman 165 

Podocarpus属 72'-74 

Podocaゆus imbricatus 72 

P. lambertii 72 

Poto幻ilon属 81 

Pros叩お属 150 

Pterocarpus属 159 

Pterocaゆus angolensお 159, 161 

P. dalbergioides 159, 161 

P. draco 159 

Rerinaceus 161 

P. indicus 159-464 

P. macrocarpus 159, 160, 161 

P. marsupium 161 

P. osun 161 

Rpapuanus 159 

P. santalinus 159, 161 

Rsoyauxii 161 

Pwallichii 159 

P zollingeri 159 

Ptero助erinunz sp. 242 

Rhiz叩hora属 88 

Rhodognaphaルn brevicuゆa 199 

Rubroshorea節 92 

Samanea属 132, 165 

Sainanea saman 119, 132, 165'--169 

Saraca 加dica 94 

Sc/jima wallichii 96, 97 
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Micro 斜め‘Zsgioたね・折o‘紅

Mimosoideae 亜科 104

A庇mos αα“kg155

138

^4.彰わりecた 119

^4.sl 鷲ssα 119

M αれ2"gα Do Pねy〆ocoァ刀α 10I

Naucleaceae 亜科 237

MBo‘の刀αだ厩QCαα餌牌bα 237

Mo 肋 αg"s 属 53

0貌祁 7“α属 199

0α o粥 e‘eS s2〃冗α加の zα 203~208,237

00carpa 亜 節 1,2,19

Rzzmsgriのぼれes属 144

井口他 sgrfのz肋BS方硯c硯αγね 143~148,242

RQずた顔 sの zね αc“‘eα超 149^Y154

PaLuia 亜 節 2,19

Pinus 節 2

PZァmsc α" わαaα 2,3,4,5,6,7^)18,25

F cqdb αeα Var.b αたαmB72s 声 8,11,15

F Gαガウαeα var.c αγめα8α 8,11

F CQγ効 q8α Var ・力o“d綿だれsis 2,9,10,11,

14,15

R B“!oz"Z 7,15,25

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 　　

R たgslyα 4,12,13,15,16,25

F ‘eioゆれγ"α 4,20

F mgr た“sii 5,13,15,16,25

F m たねoαCの2α 20

E mo 刀Zez似mo6 20

　 　　　　　　 　　

F ooc のめα 1~6,7,10,12,13,24,26

E ooc のりα Var.ずれの 2Zα姓oZ i

P ooc勿やα var.粥にroのね“ね I

F ooc のめα Var.oc 力ozの噂ねの 1,1O

ZZ OOCQゆα var・かけ〆ねね 1

Pの "ね 2,7,12,14,15,19~25,26

FP αZ没ね ssP,≠ec“7mm の zまま 19

F 力α多彩ね Var. め 71gB力edmzcz ‘加如 119,21

Epse “dostro わ“s 4, 20

E 劣zzdZQZα 2,16,24,26 ′~33

E メロαね如 var.bi “"加 28

　　　　　　　　　　 　　

　 　　　　 　　

F iec“鷲“鎚α7z“ 1,19

　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　 　

PfSねαα彰れZZSC“S194

Piz為ecの‘○bi"卿α“‘ce 155′Y158

Piごねgc郷‘ob≧“m sαmα72 165

P立たeco‘ob粥m sαmαれ 165

旨odom ゆ“s属 72~74

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

E ぬmbe" ≧1 72

自衛o脚あれ属 81

P〆osり葛尾電 150

P彰〆ocαゆ“s属 159

Ffe7のcのめ“sのzgo彰ァzsis 159,161

E dαのgzgioidgs 159,161

F d名zzco.59

F e““αc82fS161

"〆た“s 159~164

P mαcrocのめαS159,160,161

加αrs綿め粥加 161

E os“7z161

F pαp"αれ"s159

E sαれ加はれ“s 159,161

　　　　　　　　　 　　　

E WQ"Zc た"159

R zo"Z"gieγi159

F 彰 ?りs力多“““筋 sp, 242

Rれ皮ゆれom 属 88

尺力odog打αpカメoれ鰯吃りfc“sぬβ 199

Rubroshorea 節 92

Sのれα解α属 132,165

Sの“の zeα sα粥αれ 119,132,165 ′Y169

sα劣zzco Zれαたα 94

SC九1フれα mの‘たねZZ 96,97
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Schinus属 193, 194, 195 カリン属 161 

Schinus たIifol,ius 193, 194 カヤ属 187-- 192 

S. molle 193-198 カンラン科 138, 182 

Spolygamus 193, 194 キク科 123 

S ルrebinthifolius 193, 195, 196, 197 キワタ科 199 

Scr加n坑es属 144 クスノキ科 81 

Serotinae節 1, 19, 26 クマツヅラ科 101, 244 

Sesbanれfor,nosa 170 クワ科 75,94,138 

S. grandiflora 170-174 シクンシ科 221 

Setar彪dauca 123 シナノキ科 138 

Shorea節 94 ジャケッイバラ亜科 149, 175, 179 

Shorea属 86, 89-92, 94 スギマキ亜属 72 

Shorea lゆrosula 90, 90 センダン科 138, 187 

S. robusta 94-103 ダティスカ科 203 

S. parvifblia 91 テトラメレス科 203 

Sloanea berterれ”a 138 ナンョウスギ科 42, 67 

助athodea campanulata 250-254 ナンョウスギ属 42-66 

Swた絶nた属 187 ネムノキ亜科 104, 119, 131, 137, 143, 155, 

Swietenioideae 亜4 187 165 

みzygんm cumini 97 ノウゼンカズラ科 250 

Tamarindus indica 175-181 バラ科 159 

Terminalia属 221-236 パーキンソニア属 149 

Terminal加aグuna 236 パンヤ科 199 

T betlerica 236 ヒノキ科 34 

Tbrassii 221---'225, 230, 235 ヒノキ属 34 

Tcatamansanai 235 ヒルガオ科 198 

T catappa 221,233-235 フタバガキ科 86, 90, 94, 163 

T chebuル 235 フトモモ科 209, 215 

Tivorensis 221, 225-232 ホペア属 86-93 

T. superba 221, 225---228, 231, 232-233 マキ科 72 

Ttomentosa 96 マキ属 72-74 

Upuna属 89 マツ科 1, 7, 19, 26 

Vatica属 90 マホガニー亜科 187 

佐tex parviflora 163 マホガニー属 187 

アカテッ科 138 マメ科 94, 101, 104, 119, 125, 131, 137, 

アカネ科 237 143, 149, 155, 159, 165, 170, 171, 

イトスギ属 34-41 173, 175 

イネ科 101, 123 マメ亜科 125, 159, 170 

ウルシ科 193, 194 モモタマナ属 221--236 

第 2巻索引 285

Sc崩れ"s 届 193,194,195 カ リン属 161

Sc崩れ“s血ご新o‘i婚 l93,194 カヤ属 187~192

S.mo ‘Z8 193~198 カンラン科 138,182

S.Po‘ygom"s l93,194 キク科 123

S.fgだ鋭m ねびo寡"s l93,195,196,197 キワタ科 199

Seγ紅煽れgs属 144 クスノキ科 81

Serotinae 節 1,19,26 クマツヅラ科 101,244

Ses加川αた“ヵosα 170 クワ科 75,94,138

S.gm'zd 堺 om 170~174 シクンシ科 221

Se郷“αgね"cα 123 シナノキ科 138

Sれo陀α節 94 ジャケッイバ ラ亜科 149,175,179

Shorea 属 86,89~92,94 スギマキ亜属 72

Sれoだα‘ゅγos“ね 90,90 センダン科 138,187

S,〆ob“s如 94~103 ダティスカ科 203

S.Pα知がo‘お 91 テ トラメレス科 203

S‘oα粥α彰 "βrimzα 138 ナ ンヨウスギ科 42,67

SPQ 肋 odeα cの牌PQ72雄姉α 250~254 ナンヨウスギ属 42~66

Swigfe'ばα属 187 ネムノキ亜科 104,119,131,137,143,155,

Swietenioideae 亜科 187 165

S;※≧ygi“mc の崩れZ 97 ノウゼンカズラ料 250

71αm 館カメ“si"dic α 175~181 バ ラ料 159

雷e77れ南郷 iQ属 221~236 パーキンソニア属 149

718"川棚‘ねαワ"“α 236 パ ンヤ科 199

71b郷‘僻ま餌 236 ヒノキ科 34

71brαssii 221~225,230,235 ヒノキ属 34

ヱ c錫αmα“sαれの 235 ヒルガオ科 198

7tc似超PPα 221,233~236 フタバガキ科 86,90,94,163

71碗の粥α 235 フ トモモ科 209,215

711りoだ加sis 221,225~232 ホペア属 86~93

71細めeγ卿 221,225~228,231,232~233 マキ料 72

71『om 禦ごo卿 96 マキ属 72~74

びP“れα属 89 マッ科 1,7,19,26

冨鯛fcα属 90 マホガニー亜科 187

Viie%PQ 刈りZo'惚 163 マホガニー属 187

アカテッ科 138 マ メ科 94,101,104,119,125,131,137,

アカネ科 237 14F3,149,155,159,165,170,171,

イ トスギ属 34~41 173,175

イネ科 101,123 マメ亜科 125,159,170

ウルシ科 193,194 モモタマナ属 221~236
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ヤシ科 138 (2） 動 物（昆虫を含む） 

A calolepta cervina 243, 248 

Acrocercops属 235 

Ade1gidae科 17 

Adesinus borgmeiiri 201 

Achryson surinamum 180 

Acizz加indica 123 

Acmaeodera stictゆennis 102 

Acrocercops chrysoplitis 102 

Aeoles仇es holosericea 102 

Aesiotes notabilis 60 

Agrilus calotゆ加 214 

Agrilus sp. 213 

AIc沼es '=Al記idodeりbubo 172 

Alcidodes Ieeuwenii 202 

Alud切cator 248 

A mbeodon加S tristis 40 

A7nblンpel加cocophaga 213,218 

Ancita marginたollis l14 

Ancylonotus tribulus 202 

Analeptes tnfascたta 202 

An仇eraea paphia 102 

Apa加monochamus 232 

Aphididae科 17 

Aphis sp. nr. craccivora 123 

Aratinga sp. 127 

Araucarius brasiliensis 51 

A.ruehmi 51 

Ascotis selenaria imparata 102 

A 功honむlたenたγolibii 135 

Atta属 17 

Baninae sp. 64 

Batocera rufomacula忽 102, 123, 201, 202 

B numitor 243 

Bostrychopsおparallela 164 

Bruchus ゆarsimacuルtus 123 

Buccuたtnix arcas 202 

Buprestidae4 17 

Callosobruchus属 123 
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ヤシ科 138 (2) 動 物 (昆虫を含む)
AC α‘o勿pfαce刈 Z“α 243,248

Ac 印 cercops 属 235

Adelgidae 科 17

Adgsm 役s bozgmgl 存老 201

Ac′zγySo れ S“““のれ"雛, 180

4 α名霜α≠れαにα 123

Acm α80dgm sficiゆgmzお 102

A α ocercoPsc 産かsoの‘lzis l02

A8o ‘es物 es ねoZosg “cgα 102

Aesioies “○縦魔"s 60

Agγ政‘scα‘o‘@姿ね 214

Agγ""ss や. 213

A‘"desr= △乙fcidode わ"わo172

4 にfdodes ZBe"勿8,zii 202

A. 無α第 cαioγ 248

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

Amb 御影坊αcocoのれαgα 213,218

A" 〆ね mα7tgi"icoZZお 114

4 ねcy‘のzoご夏s z“わ“‘"s 202

A72α白め彪sf“琉αsc危ぬ 202

A?2物の俊彦αDα力たね 102

AP α彰 班 o72ocねα粥“s232

Aphididae 科 17

Ap 九声 sP.nr.cmccZU0 【ロ 123

A〆α"“gosp. 127

A名zz“cαγZ"s わ〆zzsiZ誇れsis 51

A, γ叱eれ加 Z 51

Ascozis sde7zα7fα imp αm ね 102

Asぬれo“α“如 eれZeroはbil 135

Atta属 17

βα““αβ sp, 64

βαZocem 粥允 mαc諺餌α 102,123,201,202

8.7 z“擁立oγ 243

βosわっに力oのsisPαれ副‘@‘α 164

βれ‘cれ"ssP のはimqc 粥の“s 123

β“Ccばの“〆α"窯zs 202

Buprestidae 科 17

C〆‘osobmc 九"s 届 123
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Calopela leayana 248 

Celosterna scabrator 102, 236 

Ceroplastes grandis 198 

C /zion c加ctus 153 

Chrys叩rasis nymphula 180 

Cleogonus属 129 

Coccoderus novempunc加tus 180 

Cocotrypes integer 102 

Con施ricoccus agathidis 71 

Conophthorus rad加加e 33 

Conopia chrysophanes 225 

Coptopus aed切cator 169 

Coptotermes acinacifor?nis l17 

C. elisae 60,64 

C. hyalopex 60, 64 

C叩toたrus decoratus 61 

Corcyra cephalon彪 180 

Crossotarsus leconルi 164 

（ソypitothelea crameri 102 

Cryptostigma inquilina 140 

Cryptotermes brevis 185 

Curculionidae # 17 

Cyanocorax caeruleus 46 

Cchrおops 46 

Cyd加araucariae 52 

Dendroctonus frontalis 16 

D . mexicanus 16 

Dvalens 32 

Diacavers ル九ivus 102 

Diaprepes abbreviatus 202 

D bimaculatお 202 

Dichorocお lepルlお 102 

Diotimana undata 61, 66 

Diゆhたaraucariae 

Dorysthenes hugeli 

Drosi比asたbbingi 

Dysdercus andreae 

52 

102 

102 

202 

Eburodacrys sexrnacula忽 180 

Elasmopaゆus lignosellus 52 

EriOCOCCuS Cor危CeIIS l14 

Eupithec加属 52, 74 

及ipteroル lizda忽 102 

Eurhyc/zothrips ordinarius 172 

Euryclea cardinalお 85 

Eut如rrhinus ineditabundus 71 

Ferris 洫uirga加 123 

Formicidae科 17 

Fulgorodes sartinaria 52 

Geront/za captioselル 102 

Gon功terus scutellatus 218 

Gonocephalus planatu,n 102 

Hasteria bougainvillei 2M 

He加robostrychus aequalis 164 

Holotrichia consanguinea 102 

Homoptera IIi科 253 

Hoplocera7nbyx助inicor?zzs 92, 102 

Hylotrupes bajanus 17 

Hylurdectonus araucarたe 60,64 

Hymenoptera目 253 

Hypsip),危grandel厄 192 

H robus忽 191 

Hsuccessaria 102 

んcisiler inessnyderi 185 

んdarbela quadr加ota忽 169 

Indarbela sp. 158 

Ips auuおus 16 

I. calligraphus 16 

I. confusus 32 

I. ,nexicanus 32 

I.pIastographus 32 

Isoptera目 17 

Lagoc/zeirus araneiformis 185 

Lamoria adalルhla 102 

Laゆeyresた araucarたe 51 

Lepidoptera目 17, 211, 253 

Liomys salvini 135 

L叩ho加eurn timbouvae 135, 180 

Lyctus属 17,79, 114, 185, 192 

C餌oカメα彰αyのーα 248

Ce‘o縞の帆α scαわ“zzfoγ 102,236

Ceだ}力!αs産≧sg者のzdis l98

Cたまのzc粥α“s 153

C九γツsoPms お穴y加ゆれ郷α 180

α eogoれ"s属 129

Coccodfz γ叱sァのりの箆め““αα加 ]s 1

cocozγヌリβsi 刀【eg8 γ 102

Co,z新Bricocc"sqg 頃砿iぬ s 71

Co刀oぬれ抗oγ似s“zzd解ねβ 33

Co′zo力ね cれγysoPたの28s 225

COPZOP“sqed 垢 cαZoγ 169

Co桝 o鷲““esαci?mαリ『o““≧s l17

G 〆おαfz 60,64

C.九γαのめ8% 60,64

Co のtote71′sdeco 者途上"s 61

Co だ y若松 c8D力αZoァziα 180

Cmss 姉α筋ご"s‘gco72解 Z 164

Cγyぬ‘foz力郷e濁 Cれzz粥zeri l02

C7y桝 os『吃加α j'雄雑誌〃α 140

C甥のむ研げ加鎧 わだりls 185

Curculionidae 科 17

cy αれoco名ロメ Cαerr綿耀“s 46

c.cれ轍So少s 46

CyzZ加α名zz“cαれ超8 52

D鋤〆γoα072“sお o“ZQZ1s 16

ヱ).me 〆たの z役s 16

Z).ひα彰刀s 32

D ねcαりgな云"〆‘初"s102

D ねp78姿gsαb鰯暇卵αZ"S202

D, 鋭mQc 彰卿ごまs 202

Dicねoれocis 霧姿ね‘Zs102

Dio 寡加α“α綿,zdα筋 61,66

D"≠〉たねα劣り叱cαγfαa 52

Do,ツsf九8刀gs ね“gieZZ I02

Drosicねαszeb魔力gi l02

DySde だ "S の 24名8α8 202

β板‘メリααcrys se樽力αc" 超すα 180

互にs7梶のαめ"s はg7zoseは“s52

180
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Ehごococc"sco “qcez‘s l14

E“駆動に iQ属 52,74

Ei;Z〉Zerofβmidα!α 102

Et{“zyc′zo坊γめ so打d顔αγまで‘s 172

β彰γγc解αCQ〆αねーα‘ゐ 85

β似“zyrj門′ziァms medi 奴わ移,zα2‘s 71

F eγ“siqジまれ雪α加 123

Formicidae 科 17

F“名omdgss α“力mriα 52

G8ro郷′氾 cαゑ乙fosg‘ね 102

Go “め姥mssc “ZB"の "s 218

Gの zocgp′zα‘"S 〆の概ね"陀 102

月超群eriαわO没gロカヱリZ"8Z 214

石彫Zeroboszγγc′msqeq2 ィα‘is 164

五百o‘oかにた勿 Cの濃α行g“お;@α 102

Homoptera 亜科 253

劫 oPZoc 勿惚mわyxsPi,zico “z!s 92,1

月yぬか“Pes b(リαれ"s 17

おり‘“〆decjお72"s α労zz役co“"e 60,64

Hymenoptera 目 253

"yIPs幼yムαgm “〆e‘‘{2 192

　　　　　　　　 　　　

」烹.s"ccess αγiQ102

みに鳶 Zfgr,'zess,iyde パ ー85

万zdαγ08ね qzmd パフio解放 169

Zおdαγわeぬ sP・ 158

ZPS α“"お "s 16

上 Cα"雄〆切れ"s 16

上 cm 折似s“s 32

1 “zgzicα'2"s 32

上〆α郡ogm やれ"s 32

1soptera 目 17

Lαgoc!z8Z7Ws qm'ze 新研削お 185

乙α加oγねαdαPze‘ぬ 102

LQSIPey だ2s卿 αれzz“cαだα8 51

Lepidoptera 目 17,211,253

LZOァれys sαZメカぎ 135

Lo のれoPoem 刀 timわo濯げαe 135,180

Lyα"s属 17,79,114,185,192

92,102

287
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Macrodontia cervicornis 201 

Macrotermes bellicosus 232 

Massicus venustus 92 

Menochhlus sexrnaculatus 123 

Metanastria ampla 102 

Metapocyrus属 243 

Metriona trivittata 164 

Microplophorus calveガi 54 

Miliona isodo双z 60,64 

Mm 坑ea rugicollお 164 

A表nochamus scabiosus 202 

Mudarル var彪bilis 202 

Mussidれ nigridenelル 192 

Myco功hzaerella moller詔”a 219 

Myrmelachista a,nbigua rainulorum 

Nanop加es shoreae 92 

Nanophycs 属 232 

Nasutiルrines cos忽uis 185 

Niphonoclea cap ito 235 

Nisotraルl'ana 202 

Noctuidae 211 

0emida gahani 40 

0ncideres saga 198 

0. deゾeani 198 

0nic沼eres属 153 

0ryzornys Ut彪ritensお 49 

0xymagおhorni 213 

0xythrips agath尼is 71 

ル?n?nene thristis 102 

Paralipsa gularお 180 

Paranalep加s reticu忽Ia 202 

Rzrandra araucariae 54 

Rztaeta carbo 211 

Phatypes sp. 115 

Philたoptus sp. 243 

Phoracantha scmゆunc彪ta 219 

Phrasterothrゆs conducens 51 

Phylosina sp. 243 

Phylophthora palmivora 78 

Phytophthora sp. 79 

Pissodes radiatac 32 

Platypus属 185 

Platypus lepidus 164 

Plocaederus basalお 232 

P. viridゆcnnお 233 

Poecilometis gravis l17 

R 吻desma umbricola 158 

Pseudococcus chIn 140 

Psylla hyalina 123 

Rastrococcus iceryoides 123 

R . bnvadens 78 

Rhinypt厄indica 102 

Rhynchotus rufescens 49 

140 Rhyparidcoriacea 

Roesel加 l如l加ra 

Scopelodes venosa 

Serica assanensis 

207 

225 

225 

102 

Setomocpha rutella 60, 64 

Sino易,lon anale 164 

Sipalus hypocrita 164 

Sitophilus rugicollis 102 

助haerotrypes sp. 232 

Stator generalis 135 

Sルirastoma 7nanlnoratum 52 

S. brene 201 

Stromatium barbatum 232, 243 

Subpandesma anysa 158 

めllitus araucariae 61 

Teara contrar彪 114 

Tearia lunifer 114 

Tetranychidae科 17 

Thysanoptera目 89, 253 

冗ngis bessoni 248 

Toreda属 17 

Tnichilogas加er ma沼enii l14 

Trabaル”ishnou 102 

Trachoルna lipora 64 

乃achyderes sulcatus 153 

2i88 第 2巻索引

肋筋 croαo7zz紅 鱒 rひicoれ欄 s 201

A名qcro‘ermesbe"icos"s 232

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

^4iの zoc力立役sse 客m.qc 綿ね‘“s 123

Adieムの2αszγ彰 amP1a l02

Mez 噂 ocyms 属 243

A4αr三のzα“fUZZねね 164

山すぎcroz兜oめぬoれ‘sc郷りe“Z 54

Aね‘foァzα 1sodo 宝α 60,64

Adi,ばれeαγ"gico夏鳶 164

ル4o,loch のれ"ssc αわZos"s 202

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

M 婚 s畝海ね竜“αの形"α 192

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

崩ryrm"‘αc雁 sね のれb逸 "α mm “‘omm

入超打oIPカタgss 九oreα8 92

M のzopたyes 属 232

αs"“≠@“"es cos ね "s 185

N ゆれo'zoα@α cα〆の 235

~Zso 鮒zzメ仰αれα 202

　　　　　　　 　　　

〇82川dqg αあのば 40

0′zddの増S sαgα 198

0.d りeのzi198

0′zicide陀s属 153

0リ昭omys 鎚すねγ錦のzsis 49

0男タ班αgZs力○“zi 213

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

RQ “z7“の z8去れγZSZZS 102

目復劣o疑わsαg“ねγ声 180

升zzm,2α定め彰sだZic班αZQ 202

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

Fzztqezα cαγわo 211

Phα勿Pes sp.115

F偽Z‘たoDZ"ssP.243

上物 onα姻 7zああα se,ゴー2め“れcね加 219

F汚名硲誇れ醍九γめsc 伽 {〆"cg打s 51

Pれyわ sZ“α sp‐ 243

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

140

Pぬ“○のぬ欲o焔 sP. 79

P!ssoαBS rodね加8 32

Pね収の〃s属 185

P卿収め“s解力郷"s164

PZOC α8deγ"s bosα‘is 232

P UIだαゆe'2'iis 233

RoadZ の刀窃isgγα〆s117

Ro妙dgs鯛α紛れbrico超 158

Ese" α。cocc“s cZ≠“ 140

Psy‘放れyα‘i'zα 123

RαS加りcocc“s Ec@たyoZdBS 123

尺.Zアヱリαde打s 78

尺力まァz努力#α粥αたα 102

尺九切にたot“s劣“危 sce'zs 49

Rhyparidcoriacea207

尺ogs錫ね‘吃れ新87咽 225

sco カメ odes ジ8れosα 225

SeγたりαssαmB ねsfs l02

Se加川ocぬれα若“feZね 60,64

S力め匁ツ‘のi Q“"‘多 164

Sゆ〆αsれyのocメヱ加 164

SZZoの力ま‘似sγばgico“is l02

spれα8〆ozかゆ鱒 sP. 232

sね宏org のze打αZZS 135

Sze お口siわ蹴αァ刀α"れo【口粥 m 52

s. 初尼肌8 201

S卸ひmα"鯛削りαγわα加加 232,243

s秘ゎめαれαesm αのけsα 158

sy “まま"s α名zz"cα“α8 61

718α名α co“加zzだα 114

雰eα“α如7z新訂 114

Tetranychidae 科 17

ThysanopLera 目 89,253

7粥gローs bessのzZ 248

雷o'暇dα属 17

71釣fcた"○gqs解eγ伽αZdgれZi l14

71名坊わα腐りisぬ7zo“ 102

rmcjzo‘g“α‘ゆom 64

71省zzc力ydgras s“に堰加 s 153
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7ケidesmodes ramicuんta 232 

Unbonル crassicornお 135, 158 

Vanapa oberthurii 60, 64 

X ゆhot hea加 sp. 225 

均ルborus 属 185 

Xyleborus dlゆlicatus 164 

X .similis 164 

Xyleutes ceramica 172 

Xyleutes sp. 118 

Xylothrips flayゆas 164 

Xystrocerafestiva 123, 148 

X . globosa 123,169 

Zeuzera coffeae 148, 225, 232 

Zonopetala sp. 114 

アブラムシ科 123 

カタカイガラムシ科 198 

カミキリムシ科 40, 52, 61, 92, 180, 198, 

233, 235 

カメムシ目 135, 158 

キクイムシ科 40, 92, 122, 164 

キジラミ科 123 

コウチュウ目 198 

コナカイガラムシ科 

シャクガ科 52, 74 

ゾウムシ科 40, 62, 92, 164 

タンカクハジラミ科 123 

チョウ目 158, 169 

テントウムシ科 123 

トゲポケットネズミ属 

123 

135 

ナガキクイムシ科 40, 92, 123, 164 

ナガシンクイムシ科 92, 123, 164 

ナミシャク亜科 74 

ハマキガ科 52 

ハムシ科 164, 207 

フトカミキリ亜科 198 

ヒメハマキガ亜科 52 

ヒラタキクイムシ科 79, 129, 192 

ボクトウガ科 225 

ホソガ科 235 

マダラメイガ亜科 52 

マメゾウムシ科 123 

ミツギリゾウムシ科 92 

メイガ科 52 

ヤガ科 78 

半翅目（カメムシ目） 78 

鱗翅目（チョウ目） 78 
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rγidesmodes mmic 郷似α 232 マダラメイガ亜科 52

の 'めo'zぬ cmssicomis 135,158 マメゾウムシ科 123

Vのz叩αobgr肋鮒 # 60,64 ミッギ リゾウムシ科 92

XZ紬 o物8α郷 sp.225 メイガ科 52

Xy‘ebor“s 属 185 ヤガ科 78

Xy‘@ゎomsd “劉i加加s 164 半超目(カメムシ目)78

X.simIZZs 164 鱗麹目(チョウ目)78

xy{e"fes c鋼α似たα 172

Xy 彰班gs sp.118

xy‘o肋γips月仰めgs 164

Xy 群γocem た sii班 123,148

x,g ‘obos α 123,169

ze"zgm cqがeqg148,225,232

zo,zoの効α卿 sP.114

アブラムシ科 123

カタカイガラムシ科 198

カ ミキ リムシ科 40,52,61,92,180,198,

233,235

カメムシ目 135,158

キクイムシ科 40,92,122,164

キジラミ科 123
コウチュウ目 198

コナカイガラムシ科 123

シャクガ科 52,74

ゾウムシ科 40,62,92,164

タンカクハジラミ科 123

チョウ目 158,169

テントウムシ科 123

トゲポケットネズミ属 135

ナガキクイムシ科 40,92,123,164

ナガシンクイムシ科 92,123,164

ナミシャク亜料 74

ハマキガ科 52

ハムシ科 164,207

フトカミキリ亜科 198
ヒメハマキガ亜科 52

ヒラタキクイムシ科 79,129,192

ボクトゥガ科 225
ホソガ料 235
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(3） 菌 類 

Acauloゆora属 48 

ArmUlaria ?nellea 25, 32, 52, 64 

Boletus granulatus 57 

Botryodゆlodia theobromae 61 

Cephaleuros virescens 79 

Cercospora artocaゆi 79 

Cmimosae 158 

Colletotrichum dematium 158 

Cpithecellobii 158 

Corticium属 202 

Corticium salmonicolor 118, 148, 218 

Corynebacルrium sp. 192 

Corynelia brasiliensis 74 

のlindrocたdium quinquesゆtatum 218 

Cylindrocladium sp. 52 

D ゆルdルpinea 25, 52 

Dothおtromapmni 26, 32 

Fomes属 202 

Fames lignosus 79 

Fusarium属 

Fusarium oxysporum 

E pernic加sum 135 

Ganoderma lucidum 115, 123, 218 

Gigaゆora属 48 

Glomerella cingula加 79 

Glomus属 48 

Gnomon厄属 248 

Hendersonuル agathi 71 

Heterobasidion annosum 25 

Hymenochaeル rubなinosa 102 

Irenopsis berggrenii 115 

Melioルbrisbanensお 115 

Nectria ditissima 123 

Nectrielル属 207 

oldんm属 l13 

Fer沼ermium harknessii 32 

Rcerebroides 32 

Pesルlot加属 61 

17, 23, 61, 63, 147 

102 

Phellinus caryophylli 102 

F.ルstuosus 102 

P. noxius 61,64 

Phell玩us sp. 158 

Phyllostica ingae-dulcis 158 

Rpithecellobii 158 

Fhymatotrichum omnivorum l15 

Pisolithus属 23 

Pisolithus arrhizus 13 

Fisolithus tinctorius 13 

Polyporus gilvus 123 

Rshoreae 102 

Pzonalis 79 

Pseudocercospora gmelinae 248 

Pythium属 17, 23, 147 

Phytophthora属 147 

Ramularた属 202 

Ravenel泣属 123 

Ravenelia lage琉elm加na 135 

Rhizobium 属 112, 115, 140, 141, 179 

Rhizoctonia 属 23, 147 

Rhizocton池crocorum 61,64 

R . solani 17, 123 

Rhizo加gon属 23 

Rosell加加bunodes 52 

Scirrh加pint 26 

Scierotium属 147 

Scierotium rotfsii 61,79 

Scuたlboゆora属 48 

Sebacina alutacea 102 

Seiridium cardinale 40 

S. unicornis 40 

Telephora terrestris 13 

Thanatephorus cucumeris 17 

Tubercular加 sp. 192 

Uleたhla paradoxa 52 

Uromycladium tepperianum l15, 147 

Uromyces d柳taたs 115 

Uredo articarpi 79 
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(3)菌 類
Acα郷 ospom 属 48

ArフりmZねγね ?カメ勿αγ男mZねγね ?カメ勿α 25,32,52,64

βo‘gi"sgr の躍如 Z“s 57

βozか odも〆odね 放gob のれαe 61

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

GBだospom αγZocのめf 79

C. “zぎ揃乙OSα8 158

Co‘z桝otγicん“規 demo ““加 158

C.〆物ec畔‘obil 158

Coγ"cZ“m 属 202

COγ"cZ"m sα‘伽 o"!c0‘○γ 118,148,218

Cor ツァヱebαcte“"筋 sP. 192

Corツれ8疑αわ名zzs"#日脚sis 74

Cy魔力αrocねα粥規 q“≠"q彰BSePね加焔 218

Cy疑れα〆ocねd粥粥 sP, 52

D めZodね〆耀α 25,52

Do 鉱おおり欄αPi欄 26,32

扉omes 属 202

　　　　　　　　　　　　　 　　

扉郷α““'“届 17,23,61,63,147

F"s αγ毅 mo 匁ys汐o?似 m l02

Rpg7 帆メcios鰭暇 135

Gのzode棚?α卿cid秘粥 115,123,218

G増口ゆom 届 48

G‘omg 形"α ci力g“勿加 79

GZO擁衡 届 48

G720mo 川α届 248

嵐 8れαerso7z"{ααgzz云脳 71

石彫Zgmbos 緩めれαれれos“m 25

圧γ"焔れoc九αateγ調わねgZ打osα 102

序e“oのsis膨れggだ川 Z I15

八広eZio‘αわγ舞わαれeれsis l15

八[BCZγぬ di樋ssimα 123

MBcm β"α届 207

　　　　　 　　　

Fをγiderフり暁“雛れαrた72assf* 32

E cg形broides 32

月es加ZOZ如届 61

Fカメ疑れ"scαγツoの力y“Z I02

　　　　　　　　　 　　　

F. “○ヱZ"s 61,64

Fhe “Z""s sP. 158

P1カタZZosiicαおzgog‐α“Zds 158

EPZ云為ec郷めわ" 158

Pたym α友)“たれ紛れ om7 ぼりonz 焔 115

Piso‘立た"s届 23

PisoZ訪ね似sのけた庭“s 13

Piso誌放牧sよわzczoγ忽s 13

β0収め○γ似sg" “"s 123

E sれodh8α8 102

　　　　　　　　 　　

Fsg銘αoceだospom g“=“e‘i“"8 248

Py放却m 属 17,23,147

Pぬyzop腐れo7Q 属 147

尺α徹"超γiQ属 202

尺αり鍬 e‘iQ属 123

Rαひe“多#α Zqger九メガ“α72α 135

尺為窮め海 m 属 112,115,140,141,179

尺ね迄o師o"ね 属 23,147

R れ潔oc加川α c〆ocor~“加 61,64

R.so 如れZ 17,123

尺ね友opogo “属 23

Rose" ぉヱねわ““odβs 52

Sα“能わ Pまれ1 26

Sc‘em# “粥属 147

Sc彰名oz粥粥 m がs“ 61,79

Sc“f認め助 om 属 48

Sgbαc競ααZ“超ceα 102

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　 　　

71e‘e力んoフ暇 輝か8stγis 13

7杓α72α彰P力のwsc “c“加昭rIES 17

で“るgrc“ねγね sP・ 192

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

びmmWC ねα粥m 彰威力8γ加算“雛 115,147

ひ‘“○;断じycesdigitα粥s l15

び名edo α打たαリリi 79
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Xanthomonas属 192 

Xanthomonas khayae 192 

キコブタケ属 61,64 

コリネリア科 74 

第 2巻索引 291

xαれ挽omo “αs属 192 キコブタケ属 61,64

Xα煽れomo 加 sたねα卸 8 192 コ リネ リア科 74



292 第2巻索引 

一 般 名 索 引 

（太字は解説樹種頁） 

(1） 植 物 

Acacia Martins 149 

acacia de aguijotes 149 

Acajou 187 

African mahoganies 187-192 

African mahogany 187 

African padauk 161 

African tulip tree 250-254 

Agathi 170 

Agati 170 

Agati sesbania 170-174 

aguaribay 193 

司ba 46 

Almacigo 182 

Andaman padauk 161 

andaman. redwood 161 

Angelin 125-130 

Angsana 159 

angustifolia 46 

Araucaria 42-66 

arbol de pan 75 

Arjan Terminalia 236 

aroeira salso 193 

aroeira vermeiha 193 

arrete-boeuf 149 

aruera 193 

Australian acacias 104-118 

Australian kauri 67 

Bagras 209 

Baka 170 

Balau 94 

Bang 234 

Baobab 199 

barwood 161 

Batai 144 

belian 81 

Belliric Myrobalan 236 

Bhutan cypress 35 

Bishop pine 28 

Black Afara 225 

blue paloverde 149 

boonchi strena 149 

Borneo ironwood 81 

Brazilian Pine 43 

Breadfruit tree 75-80 

Breadnut tree 75-80 

Brown terminalia 221 

Burma padauk 161 

Bunya Pine 43, 54-'55 

Bunya-bunya 43 

Cabbage angelin 125 

Cabello de Angel 198 

caiova 46 

Californian pepper tree 193 

Candahar 244 

Cara caro 131 

Caribbean pine 7-18 

Cedar-Goa 35 

Chambok barang 234 

Chieu lieu-All 235 

Chile Pine 43, 52-'54 

Chuglum 235 

Chres 119 

cina-cina 149 

Cotton Tree 199 

Cypress 34-'41 

Dau dua 170 

Deglupta 209 

Digger pine dwarf mistletoe 32 

dragon-flower tree 170 

Dry mahogany 187 

Earpod-tree 131 
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般 名 索 引
(太字は解説樹種頁)

(1)植 物
Acacia M陸rtins149

acaciadeaguijotes149

Acajou187

African mーahoganies 187′~192

Africanmahogany 187

African padauk161

African れ姫 p tree 250~254

Agatl魁 170

Agati170

Agati sesbania 170′~174

aguaribay193

alba 46

A1macigo 182

Andam ーan padauk161

andam ーan.redwood 161

Angelin 125′~130

Angsana159

angustifolia 46

Araucaria 42~66

arbol depan 75

ArianTerminalia 236

aroeirasalso193

aroeira venmlelha l93

arrete-boeuf149

aruera193

Australianacacias

Australiankauri

Bagras209

Baka 170

Balau 94

Bang 234

Baobab l99

barwood 161

Batai 144

belian 81

104~118

Be11iric M【yr。ba1an236

Bhutancypress 35

Bishoppine 28

B1ackAfara 225

bluepaloverde 149

boonchi strena 149

Borneo ironwood 81

BrazilianPine 43

Breadfruit tree 75~80

Breadnut tree 75′Y80

Browntermina1ia 221

Burlma padauk161

Bunya Pine43,54 ′~55

Bunya ‐bunya 43

Cabbageangelin 125

Cabello deAngel l98

caiova 46

Californianpepper tree l93

Candahar244

Caracaro 131

Caribbean pine 7′~18

Cedar ‐Goa 35

Chambok barang234

Chieu lieu‐AI1 235

ChilePine 43,52~54

Chuglum235

Chres119

cina-cina149

CottonTree l99

Cypress 34^v41

Dau dua170

Deglupta209

Diggerpinedwarf mistletoe

dragon ‐日ower tree 170

Drymahogany 187

Earpod ‐tree 131

32

67
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East African mahogany 187 

East Indian walnut 119-124 

elegans 46 

Emeri 225 

Erima 203-208 

espinillo 149 

espino 149 

取calyptus hybrid 215 

Falcataria 143'--148 

for de rayo 149 

Forest red gum 215-220 

fountain tree 250 

Frame tree 250 

Framire 225 

Gagil 88 

Gall nut 235 

Genizero 131 

Giam 86-93 

Gmelina 244--249 

Guama 137'-142 

Guamuchil 155 

Guanacaste 131-436 

Guayguai 170 

Guaymoc瓦l 155-458 

Gumbo limbo 182-186 

Hanson sessabani 149 

Heavy African mahogany 

Heavy hopea 86 

Hockwang 234 

Homba 221 

Hoop Pine 43, 55-61 

horse-bean 149 

Huanacaxtle 131 

Idigbo 225 

Indian almond 234 

indehiscens 46 

Jabom 237 

Jerusalem-thorn 149 

junco marino 149 

187 

Kaatoan Bangkal 237 

Kadam 237 

Kalampayan 237-243 

Kamarere 209 

Kamerere 209 

Kapok 199-202 

Katum nam 237 

Katuru-murunga 170 

katurai 170 

Kayu machis 144 

Ke ban 170 

Kelempayan 237 

Ketapang 234 

Khago 119 

Kheo nua taom 235 

Klinki pine 61-64 

Kokko 119 

kulur 75 

Kuri'y 43 

Langil 119 

Lebbeck tree 119 

Leda 209 

Lidia 225 

Light hopea 88 

Linggoa 159 

litre-molle 194 

liuvia de oro 149 

madam naiz 149 

Madras thorn 155 

Manggachapui 88 

Manila tamarind 155-458 

Mara 119 

mataburro 149 

mbarkasoni 149 

Merawan 86-93 

Merremia 218 

mesquite 150 

Mexican cypress 35 

Mexican weeping pine 19-25 

第 2巻索引 299

EastAfrican mーahogany 187

Eastlndian walnut ll9~124

elegans 46

Em-eri225

ErilnLa 203′~208

espinillo 149

espino 149

瓦解α伊弱服 hybrid 215

Falcataria 143′~148

日or de rayo 149

Forestred gum 215′Y220

fountaintree 250

Fralmle tree250

Fraqlire 225

Gagi1 88

Gall nut235

Genizero131

Giam 86′~93

Gmelina 244′~249

Guama 137′~142

Guamuchil 155

Guanacaste 131′Y136

Guayguai170

Guaymlochiu 155′~158

Gumbo1imb0 182′Y186

Hansonsessabani149

HeavyAfrican mahogany 187

Heavyhopea 86

Hockwang234

Homba221

HoopPine 43,55′~61

horse ‐bean 149

Huanacaxtle131

1digbo225

1ndian almーond234

indehiscens 46

Jabom237

Jerusalem トthorn 149

juncomarino149

Kaatoan Bangka1 237

Kadam 237

Kalampayan 237′~243

Kalmarere 209

Kamerere209

Kapok l99′~202

Katum nam237

Katurtl-murullga170

katurai170

Kayu mac]恒s144

Ke ban170

Kelemlpayan237

Ketapang234

Khago119

Kheo nua taom235

K1inki pine 61^-64

Kokko119

kulur 75

Kuri'y 43

Langil ll9

Lebbecktree ll9

Leda209

Lidia225

Lighthopea 88

Linggoa 159

1itre‐mLolle l94

11uvia de oro149

madam naiz149

Madrasthorn 155

Manggachapui 総

Manilatamarind 155~158

Mara119

mataburro149

mbarkasoni 149

Merawan 86~93

Merremia218

mesquite 150

Mexicancypress 35

Mexicanweeping pine l9~25
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Mimosa類 49 

Mindanao gum 209 

molle 193, 194 

Moluccan sau 145 

Monkey pod 155 

Monkey Puzzle 43, 52 

Monkey's ear-ring 155 

Monkey pod 165 

Monterey cypress 35 

Monterey pine 26 

Mueller Araucaria 43 

Muninga 161 

Myrabolan 235 

Mysore gum 215 

Mysore hybrid 215 

Narra 159-464 

nigra 46 

Norfolk Island pine 43, 65-'66 

0ocarpa pine l'-'6 

ocote blanco 7 

Padauk 159 

palo de rayo 149 

palo verde 149 

paloverde 149 

panapen 75 

Parana Pine 43-52 

Prang 234 

Parkinsonia 149-454 

Pakupyu 170 

patula pine 19-'25 

pauji 149 

Pea tree 170 

Pepper tree 193-198 

Pigeon pea 97 

pimiento 193 

Pinheiro-Do-Parana 43 

Pino Parana 43 

Pinonero 52 

pino caribaea de Honduras 7 

Pino chino 19 

pino colorado 7 

pino de La costa 7 

pino insigne 26 

pino macho 7 

Pino patula 19 

Piper berle 173 

PNG Rosewood 159 

Podocarp 72-74 

pois doux 137 

Pradoo 159 

Pradoq 159 

Pradu 159 

Queensland kauri 67-'71 

Radiata pine 26-'33 

Rain tree 165--'169 

Red sandalwood 161 

retama 149 

Sakhu 94 

Sakwa 94 

Sal 94-103 

Saman 165 

Samor 235 

sancti josephi 46 

Sao 88 

sauce guajiro 149 

Segon laut 144 

Selangan 88 

semi alba 46 

Sena 159 

sessaban 149 

Shal 94 

Silk Cotton Tree 199 

Sinis 119 

Sinis tree 119 

Sinisa 119 

Sonokembang 159 

Spanish-broom 149 

Spanish-oak 137 

29写 第 2巻索引

Mimosa 類 49

Mindanao gum209

mーolle l93,194

M[oluccan sau145

M【onkey pod155

M[onkeyPuzzle 43,52

Monkey's ear‐ring 155

Mーonkey pod165

Montereycypress 35

M[onterey pine 26

Mueller Araucaria 43

Muninga161

Myrabolan235

hなysore gum215

M sore hybrid 215

Narra 159′Y164

nigra 46

Norfolk lslandpine 43,65′~66

00carpa pine l′Y6

0cote blanco 7

Padauk159

palo de rayo149

palo verde 149

paloverde 149

PanaPen 75

ParaLna Pine 43′Y52

Prang 234

Parkinsonia 149′Y154

Pakupyu170

patula pille l9′Y25

pauji149

Pea tree 170

Peppertree l93′YI98

Pigeonpea 97

pillliento l93

Pinheiro ‐Do ‐Parana 43

PinoParana 43

Pinoner0 52

plnocaribaea deHonduras 7

Pino chino l9

pinocolorado 7

pinode la costa 7

pino insigne 26

pino mlacho 7

Pino patuーa l9

Piper berle173

PNGRosewood 159

Podocarp 72′~74

pois doux137

Pradoo159

Pradoq159

Pradu159

Queensland kauri 67~71

Radiata pine 26~33

Raintree 165′Y169

Redsandalwood 161

retama149

Sakhu 94

Sakwa 94

Sal 94^v103

Saman165

Samor235

sanctiiosep 鏡 46

Sao 88

SauCe guaj] ぽo149

Segon laut144

Selangan 88

semi alba 46

Sena 159

sessaban149

Shal 94

SilkCotton Tree l99

Siris ll9

Siris tree ll9

Sirisa ll9

Sonokembang 159

Spanish ‐broom 149

Spanish-oak 137
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Sramar 235 アフリカマホガニー類 187- 192 

striata 46 アンバウアアカジ.. 187 

sulfatillo 149 アメリカネムノキ 165-169 

sulfato 149 アロウカリア類 42-66 

sukun 75 アローヌ 199 

Swamp pea 170 アンゲリン 125--'130 

swamp corkwood 170 イトスギ類 34-41, 69 

sweet-pea 137 イピルイピル 237 

Takhian-hin 86 インド菩提樹 94 

Takhina-thong 88 ウリン 81-85 

Talisai 234 ウンナンヒバ 35 

Tamarind 175-181 エリマ 203-208 

Tekik 119 オーカルパマツ 1-6, 26 

Terminalia 221-236 オオバアカジュ 187 

Thingyan 86 カートアンバンカル 237 

Tieuxang 235 カエンボク 250-254 

tulipan Africano 250 カダム 237 

Turi 170 カポック 199-202, 237 

Ulin 81--85 カマレレ 209 

Vagai 119 カメレレ 207, 209-'214, 255 

Vahai 119 カユマチス 144 

Vegetable humming bird 170 カランノぐヤン 237-243 

vermilion wood 161 カリビアマツ 7-48, 143 

vilayati babul 149 カリン 159 

vilayati kikar 149 ガンボリンボ 182 

water tree 170 ガンビアオオネズミ 191 

White albizia 144 キンキジュ 155-458 

white dragon tree 170 キンマ 173 

White mahogany 187 ギアム 86 

Woman's tongue tree 119 ギンネム 171, 237 

wonder-tree 149 クインズランドカウリ 67-'71 

Yakal 86 クリンキーパイン 42, 43, 45, 47, 56-'60, 

Yemane 244 61-64 

yellow palo-verde 149 クルミ 119, 135 

グアマ 137- 142 

アカシア 74, 104 グアナカステ 131-436 

アカマツ 16 ケシアマツ 143 

アカジュ 187 

アフリカアカキワタ 199 ココヤシ 180 
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Sramar 235

striata 46

sulfatillo149

sulfato149

sukun 75

Swamp pea 170

swampcorkwood 170

sweet ‐pea 137

Takhian-hin 86

Takhina-thong 88

Talisai234

Tamarind 175~181

Tekik119

Terminalia 221~236

Thingy ‐an 86

Tieuxang235

tulipanAfricano 250

Turi170

Uーin 81^v85

Vagai119

Vahai119

Vegetablehumming bird 170

ver】窟.i1iOn w0Od161

vilayati babul149

vilayati kikar149

watertree 170

vvhitealbizia144

whitedragon tree 170

W′hitemahogany 187

Wroman'stongue tree ll9

wonder-tree 149

Yaka1 86

Yemane244

yeーlow palo ‐verde 149

アカシア 74,104

アカマツ 16

アカジュ 187

アフリカアカキワタ 199

アフリカマホガニー類 187()192

ア ン′ぐウアアカジュ 187

アメ リカネムノキ 165~169

アロウカ リア類 42~66

ア ロー ヌ 199

アンゲ リン 125~130

イ トスギ類 34~41,69

イピルイピル 237

インド菩提樹 94
ウリン 81~85

ウンナ ンヒノく 35

エ リマ 203~208

オ ー カノレノぐマ ツ 1′Y6,26

オオノぐアカジュ 187

カー トアン′くンカル 237

カエ ンポク 250~254

カダム 237

カポック 199′~202,237

カマ レレ 209

カメ レレ 207,209′)214,255

カユマチス 144

カランノぐヤ ン 237′~243

カ リビアマツ 7~18,143

カリン 159

ガンポリンポ 182

ガンビアオオネズミ 191

キンキジュ 155~158

キ ンマ 173

ギアム 86

ギンネム 171,237

クインズランドカウリ 67~71

ク リ ンキ ーノぐイ ン 42,43,45,47,56~60,

61′~64

クル ミ 119,135

グアマ 137~142

グアナカステ 131~136

ケ シアマツ 143

コー ヒー i39,140,141,165

ココヤシ 180
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コクタン 159 

コショウ 173, 193 

コショウボク 193-198 

コバテイシ 234 

ネナシカズラ類 198 

コナラ類 32 

サール 94-403 

ササンドラアカジュ 187 

サンダルウッド 173 

シタン 159 

シダレイトスギ 36 

シマボウ 234 

ジャボム 237 

ジャワマキ 72 

シロゴチョウ 170-174 

スギ 146, 147 

スラッシュマツ 7,70 

セスノ寸ニア 173 

センゴンラウト 144 

ターミナリア 207 

タケ 49, 96 

タマリンド 168, 175-181 

ダイズ 49 

チーク 165, 207 

チョウセンモダマ 175 

バタイ 143 

ノくルサ 199 

パーキンソニア 149-454 

ノぐトウラマツ 19-'25, 26 

パラナマツ 42, 43-52, 53, 58 

ノぐニラ 173 

ノぐンノキ 75-80 

ノぐンヤ 199 

ビヌアン 203, 237 

ヒロハナンョウスギ 42, 43, 45, 54-55, 60 

ヒノキ類 37, 146, 147 

ビャクダン 173 

ビルマネムノキ 119-124 

ファルカタリア 143-148 

フープパイン 70 

フタバガキ 89 

ブラジルマツ 43 

ブラジルマキ 72, 73 

ブレッドナッツ 75 

ブレッドフルーツ 75 

ホワイトアルビジア 144 

ホペア類 86-93 

ポドカルプ 72 

マカームコング 155 

マカームテート 155 

ツル植物 96, 218, 224 マホガニ- 187 

チガヤ 83, 246 マツ類 5, 7, 12, 13, 15, 25, 69 

チーク 95, 9, 99, 100, 247 マンギウムアカシア 143 

チリマツ 42, 43, 45, 46, 52-54 マングローブ 163 

デグラプタ 209 

テレティコルニスユーカリ 215-220 

ドライマホガニ- 187 

ドリアン 199 

ナンョウギリ 146 

ナンョウスギ 42, 43, 45, 55-'61, 63, 64 

ネムノキ 131, 165 

ノーフォークマツ 42, 45, 60, 65-66 

バオバブノキ 199 

バグラス 209 

ミモザ 74 

ミンダナオガム 209 

メキシコイトスギ 26, 35 

メラワン 86 

メリナ 143, 244-249 

モモタマナ類 221-236 

モリシマアカシア 104, 113-417 

モルッカネム 119 

モルッカンソ- 144 

モントレーサイプレス 35 
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コクタン 159 バタイ 143

コショウ 173,193 パルサ 199

コショウボク 193~198 ノぐ一キンソニア 149~154

コパ テ イ シ 234 ノぐトゥラマ ツ 19′~25,26

ネナシカズラ類 198 バラナマッ 嬢 ,43~52,53,58

コナラ類 32 バニラ 173

サ ール 94′~103 ノぐンノ キ 75~80

ササ ンドラアカジュ 187 ′ぐンヤ 199

サ ンダルウッド 173 ピヌアン 203,237

シタン 159 ヒロハナンヨウスギ 42,43,45,54~55,60

シダレイ トスギ 36 ヒノキ類 37,146,147

シマポウ 234 ビャクダン 173

ジャポム 237 ビルマネムノキ 119~124

ジャワマキ 72 ファルカタリア 143~148

シロゴチ ョウ 170~174 フープノぐイン 70

スギ 146,147 フタバガキ 89

スラッシュマツ 7,70 ブラジルマツ 43

セスノぐニア 173 ブラジルマキ 72,73

センゴンラウ ト 144 ブレッドナッツ 75

ター ミナ リア 207 ブレッドフルーツ 75

タケ 49,96 ホワイ トアル ビジア 144

タマ リンド 168,175~181 ホペア類 86~93

ダイズ 49 ポドカルプ 72

チーク 165,207 マカームコング 155

チ ョウセ ンモダマ 175 マカームテー ト 155

ツル植物 96,218,224 マホガニー 187

チガヤ 83,246 マッ類 5,7,12,13,15,25,69

チーク 95,9,99,100,247 マ ンギウムアカシア 143

チ リマ ツ 42,43,45,46,52~54 マ ング ロー ブ 163

デグラプタ 209 ミモザ 74

テレティコルニスユーカリ 215~220 ミンダナオガム 209

ドライマホガニー 187 メキシコイ トスギ 26,35

ドリアン 199 メラワン 86

ナンヨウギ リ 146 メ リナ 143,244~249

ナ ンョウスギ 42,43,45,55~61,63,64 モモタマナ類 221~236

ネムノキ 131,165 モ リシマアカシア 104,113~117

ノー フ ォー クマ ツ 42,45,60,65~66 モ ル ツカ ネ ム 119

バオノゞ プノキ 199 モル ツカンソー 144

バグラス 209 モントレーサイプレス 35
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モントレーノぐイン 26 

ヤドリギ 32 

ユーカリ 143, 209, 215, 218 

ラジアータマツ 26'-- 33 

ラボウシ 175 

レーダ 209 

レインツリ- 119,132 

レッドメランティ- 92 

ワニグチモダマ 175 

赤木綿樹 199 

沖天柏 35 

大花田青170 

火焔木 250'-254 

柏木 36 

花梨 159 

木田青 170 

金亀樹 155'- 158 

酸果樹 175 

沙羅樹 94 

西洋ナシ 159 

白檀173 

朝鮮藻玉175 

無憂樹 94 

羅望子 175 

(2） 動 物（昆虫を含む） 

bush pig 6 

bark beetles 32 

Cocktoos 172 

cutworm 61 

hormiguilla 140 

kauri thrips 71 

kauri coccid 71 

Marine borers 17 

lepidopterous 253 

mealy bugs 61 

mengarawan 91 

mole crickets 61 

Monterey pine cone beetle 32 

snout beetle 62 

thyridid moth 232 

weevil 32 

white grubs 61 

アオサンジャク 46 

アオスジカミカリ 118 

アカバネシギダチョウ 49 

アグーチ類 46 

アザミウマ 71, 89, 172 

アブラムシ 17, 32, 140 

アメリカヤマアラシ類 46 

アリ 48, 141, 178, 198 

イエカミキリ 243 

イセリヤカイガラムシ 118 

イナゴ 172 

イノシシ 135 

イモムシ 32 

オウム 68, 114, 127 

オポッサム 71 

カイガラムシ 71, 180 

カケス 46 

カブラヤガ 118 

カミキリムシ 16, 54, 66, 85, 118, 123, 135, 

148, 153, 185, 201, 219, 232, 

243 
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モ ン トレーノぐイ ン 26

ヤドリギ 32

ユーカ リ 143,209,215,218

ラジア ー タマ ツ 26′Y33

ラボウシ 175

レーダ 209

レイ ンツリー 119,132

レッ ドメ ラ ンテ ィー 92

ワニグチモダマ 175

赤に暮常桂封 199

沸中天柏 35
大花田青 170
火焔 に 250~254

柏に 36

花梨 159

木田青 170
金亀樹 155~158

酸果樹 175

沙羅樹 94
西洋ナシ 159

白檀 173

朝鮮藻玉 175

無憂樹 94

羅望子 175

(2)動 物 (昆虫を含む)
bush pig 6

bark beetles 32

Cocktoos172

cutworm 61

h0rmigui11a 140

kauri thrips 71

kauri coccid 71

M[arine borers 17

1epidopterous253

mーealy bugs 61

ぽlengarawan 9l

molecrickets 61

M[onterey pine conebeetle 32

snoutbeetle 62

thyridid moth232

Weevi1 32

whitegrubs 61

アオサンジャク 46

アオスジカミカリ 118

アカバネシギダチョウ 49

アグーチ類 46

アザ ミウマ 71,89,172

アブラムシ 17,32,140

アメリカヤマアラシ類 46

ア リ 48,141,178,198

イエカミキリ 243

イセリヤカイガラムシ 118

イナゴ 172

イノシシ 135

イモムシ 32

オウム 68,114,127

オポッサム 71

カイガラムシ 71,180

カケス 46

カブラヤガ 118

カ ミキ リムシ 16,54,66,85,118,123,135,

148,153,185,201,219,232,

243
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il 17, 32, 51, 60, 64, 114, 117, 232 '1 クトウ il 148, 172 

キクイムシ 16, 32, 81, 185 ヒゲナガヒメカミキリ 118 

ギチョウ 118, 172 ヒヒ 6 

クワカミキリ 236 ヒメコガネ 118 

グンバイムシ 248 ヒラタキクイムシ 17, 185 

ケラ 61, 118, 219 ピロウドカミキリ 71 

コウモリ 126, 139, 200 フナクイムシ 81 

コウモリガ 118 ペッカリ- 135 

コナカイガラムシ 61, 180 マメゾウムシ 180 

コメネズミ 49 マホガニーシンクイムシ 191 

コガネムシ 118 ミツバチ 200 

サビヒョウタンゾウムシ 118 ミノガ 118 

サル 84, 177 ミノムシ 180 

シカ 84 メイガ 243 

シラミ 187 ヤガ 172 

シロアリ 2, 17, 60, 63, 64, 79, 81, 114, 117， ヤトウムシ 71 

129, 135, 141, 153, 178, 180, 185， ヤマアラシ 84 

192, 198，加3, 232, 253 ョトウムシ 61 

シュートボーラ- 232 ラックカイガラムシ 180 

シンクイムシ 213 リス 46,68 

ゾウムシ 17, 32, 60, 64, 71, 92, 129, 135， ルリサンジャク 46 

172, 218, 232, 243, 248 ロウムシ類 198 

135 ワラビ- 59,71 

17 牛 17, 132, 151, 158,173,211, 254 

チャノハマキ 118 馬 132 

ナガゴマフカミキリ 118 吸汁性害虫 102, 115, 123, 135 

ナガタマムシ 213 毛虫 211 

ネキリムシ 61 囓歯類 46, 82, 191 

*ズミ 46, 61, 68, 129, 132, 135 甲虫 40, 71, 79, 92, 117, 123, 129, 253 

ハエ 128 食葉性害虫102, 114, 169, 202, 225, 236, 

ハキリアリ 17 243,248 

ハダニ 17 芯喰い虫（シンクイムシ） 192 

ハチ 114 水牛158 

ハムシ l72, 243, 248 穿孔虫 32, 61, 71, 82, 92, 102, 114, 117, 

1\ンノキキクイ 118 129, 140, 158, 164, 172, 180, 184, 

パウダー・ポスト・ビートル 192 225, 232, 236, 243 

バッタ 59, 61 線虫 118, 172, 180 

パカ類 46 鳥類 46, 49, 139, 172, 184, 200 

バンディクート 71 羊 151, 153 

タマノぐエ 

タマムシ 
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ガ 17,32,51,60,64,114,117,232

キクイムシ 16,32,81,185

キチ ョウ 118,172

クワカミキリ 236

グンバイムシ 248

ケラ 61,118,219

コウモ リ 126,139,200

コウモ リガ 118

コナカイガラムシ 61,180

コメネズミ 49

コガネムシ 118

サ ビヒョウタンゾウムシ 118

サル 84,177

シカ 84

シラミ 187

シ ロア リ 2,17,60,63,64,79,81,114,117,

129,135,141,153,178,180,185,

192,198,203,232,253

シ ュー トポ ー ラー 232

シンクイムシ 213

ゾウムシ 17,32,60,64,71,92,129,135,

172,218,232,243,248

タマバエ 135

タマムシ 17

チャノハマキ 118

ナガゴマフカミキリ 118

ナガタマムシ 213

ネキリムシ 61

ネズ ミ 46,61,68,129,132,135

ノ、ェ 128

ハキ リア リ 17

ハダニ 17

ノ＼チ 114

ノ、ム シ 172,243,248

ハンノキキクイ 118

パ ウダ ー ・ポ ス ト ・ビー トル 192

ノてツタ 59,61

パカ類 46

/ぐンデ ィ クー ト 71

ボクトウガ 148,172

ヒゲナガヒメカミキリ 118

ヒヒ 6

ヒメコガネ 118

ヒラタキクイムシ 17,185

ビロウドカミキリ 71

フナクイムシ 81

ペ ッカ リー 135

マメゾウムシ 180

マホガニーシンクイムシ 191

ミツノぐチ 200

ミノガ 118

ミノムシ 180

メイガ 243

ヤガ 172

ヤ トウムシ 71

ヤマアラシ 84

ヨ トウムシ 61

ラックカイガラムシ 180

リス 46,68

ルリサンジャク 46

ロウムシ類 198

ワ ラ ビー 59,71

牛 17,132,151,158,173,211,254

馬 132

吸汁性害虫 102,115,123,135

毛虫 211

曜歯類 46,82,191

甲虫 40,71,79,92,117,123,129,253

食葉性害虫 102,114,169,202,225,236,

243,248

芯喰い虫(シンクイムシ)192

水牛 158

穿孔虫 32,61,71,82,92,102,114,117,

129,140,158,164,172,180,184,

225,232,236,243

線虫 118,172,180

鳥類 46,49,139,172,184,200

羊 151,153
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豚 6 

哺乳類 49, 184 

山羊 33, 151, 153 

有蹄類132 

鱗翅類 253 

(3） 菌類（樹病名を含む） 

coastal gall rust 32 

leaf-cast 71 

mat deguaba 140 

red band needle blight 32 

Western gall rust 32 

VA菌根菌 48 

ディプロディア病菌 25, 52 

フィマトトリクム根腐病 115 

フザリウム菌 135 

マツノネクチタケ 25, 32 

萎凋病 40, 135 

うどんこ病 113, 180 

枝こぶ病 202 

黄化症 64 

潰瘍病 207 

果実腐敗 79 

褐斑病 164, 248 

褐変病 52 

外生菌根菌 23 

癌腫病 117, 180 

寄生菌 52 

菌根菌 13, 23, 48, 97 

くものす病 118, 123 

黒やに病 164 

頚部腐朽病180 

こぶ病 32, 135 

根粒菌141, 157 

さび病 32, 79, 115, 123, 135, 1娼 

子のう菌 74 

真菌類 40 

心材腐朽しム腐れ）病 71, 79, 101, 102, 123, 

1認，185 

樹皮寄生病 180 

樹脂浸出性病害 192 

すす病 115, 180 

赤衣病118,148, 218 

赤斑葉枯病 26, 32 

線毛褐斑病 243 
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豚 6 (3)菌類 (樹病名を含む)
禰乳類 49,184 coastalgall rust 32

山羊 33, 151,153 1eaf‐cast 71

有蹄類 132 mal deguaba 140

鱗趣類 253 redbandneedle blight 32

VVesterngall rust 32

VA 菌根菌 卵
ディプロディア病菌 25,52

フィマトトリクム根腐病 115

フザリウム菌 135

マツノネクチタケ 25,32

萎凋病 40,135

うどんこ病 113,180

枝こぶ病 202

黄化症 64

潰蕩病 207

果実腐敗 79
褐斑病 164,248

褐変病 52

外生菌根菌 23

癌腫病 117,180

寄生菌 52
菌根菌 13,23,48,97

くものす病 118,123

黒やに病 164

頚部腐朽病 180
こぶ病 32,135

根粒菌 141,157

さび病 32,79,115,123,135,148

子のう菌 74

真菌類 40
心材腐朽 (心腐れ)病 71,79,101,102,123,

158,185

樹皮寄生病 180

樹脂浸出性病害 192
すす病 115,180

赤衣病 118,148,218

赤斑葉枯病 26,32

線毛褐斑病 243
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立枯病 17,61,63,64,118,140,147,243

炭そ病菌 79,118,158

胴枯病 40,123,192

内生菌根菌 73,139
ならたけ病 25,52,64,118

根腐病 17,32,61,79,101,102,115,135,

211

根株 (心)腐病 32,123,135

白絹病 61

白藻病 79

白紋羽病 52
葉ふるい病 71

葉枯病 79
斑点性病害(斑点病)71,79,180
微粒菌核病 118
辺材変色菌 129
不完全菌 158
腐朽菌 148,180,202,211,214

南根腐病 61,64
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あ と が き 

地球環境や人類の将来に果たす熱帯林の役割の重要性については，すでに語 

り尽くされており，今更繰り返すまでもありません。今や一人一人がそれぞれ 

の立場で何らかの行動を起こす時であると思います。植林体験ツアーのような 

ものから，NG0 活動，産業造林事業，産学共同や政府援助の林業プロジェク 

ト，さらにはボランティア貯金のような募金活動まで，種類も規模も様々な形 

で，熱帯林保全・再生のための協力が行われています。私も研究者の一人とし 

て,何らかの形で貢献できればと常々思っていました。 

3年ほど前に,「熱帯林業」誌に連載されはじめた熱帯林業講座「造林特性」 

に，私蔵していたITF (Institute of Tropical Forestry, USDA）から逐次刊 

行されているTropical Silvics Seriesを取り込んだらどうかと，編集責任者の 

浅川さんに提案したのがそもそもの始まりで，「100樹種を目標にして造林特性 

のテキストを作りたい」という案を持ち込まれた時には，「これは大変なものを 

背負い込むことになった」 と正直そう思いました。しかし，案ずるより産むは 

易しといいますが，ここに参画していただいた多くの方々も，熱帯林に対して 

私と同様な考えを抱いておられたのでしょうか，多忙にも拘らず快く承諾して 

いただくことができ，最初に抱いた私の懸念を一掃してくれました。 

ここに第3巻の刊行にこぎつけることができ，目標の100 樹種・群を若干上 

回る106樹種・群（83樹種，16属，7類）について，造林特性を解説すること 

ができました。 この間にご協力いただいた42名の執筆者の皆様ならびに病虫 

害関連の校閲を賜った森林総合研究所の金子 繁 森林微生物科長,槙原 寛 

昆虫生態研究室長に，編集者を代表して深く感謝いたします。 

内容的には，最新の情報を集めたつもりですが，学者によって不統ーな学名 

や掲載した地方名が妥当なものかどうかなどについては,編集者の知識と経験 

の不足から，万全であるとは言い難い面もあります。また，3巻目ともなります 

と，見たこともない樹種の解説をお願いすることになり，思わぬ見落としや思 

い違いなどがあるかも知れません。このテキストの利用者の皆様のご教示によ 

り,何れの日にかより良きものに改めてゆきたいと思っています。それまでに， 

さらに多くの情報，とくに不足している成長データなどが充実できることを期 

待しております。 
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3り2 

本書に掲載された多くの図は，既刊書から引用させていただきました。 それ 

らの原典に心からの謝意を表します。とくにお願いして，転載を許可していた 

だいた次の出版社および団体には，それらのお名前を記して謝意を表します。 

PROSEA Foundation (Publication Office), 

Wageningen, The Netherlands 

The New York Botanical Garden 

(Scientific Publications Department), New York, USA 

The Food and Agriculture Organization of the United Nations 

Rome, Italy 

また，多くの図を転載させていただいた下記の書物についても，特記して謝 

意を表します。 

Useful Trees and Shrubs for Tanzania 

Identification, Propagation and Management 

for Agricultural and Pastoral Communities 

著者： L.P. Mbuya, H .P. Msanga, C,K. Ruffo, Ann Birnie 及び 

Bo Tengnas（敬称略） 

最後になりますが，「緑の地球」実現のための情報活動，教育訓練活動の一環 

として，本「テキスト」の刊行にご努力いただいた（財）国際緑化推進センター 

の山口夏郎専務をはじめとする関係各位に心からお礼を申し上げます。本書が 

当センターの事業に活用されるのはもとより，熱帯林の再生・造成に携わる多 

くの人々にとって有益な書となることを祈っております。 

1~3巻の編集者を代表して 森 徳 典 

1997. 11. 1 
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